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賞鑑 と書讀 の石漱 


版 店 書 山 小 


序 


序に 代へ て 


あなたの 『淑 石の 讀 書と 鑒賞』 の解說 全部と 本文の 一部と を拜 見し ました。 さぞお 骨が折れた 

事と お 察しし ます。 初め あなたの 計畫を 伺った 時には、 あまりに 龙大 な、 そして 雜駁な ものが 出 

來 上がり はしない かと 心配した のです が、 あなたの 解 說を拜 見して、 それが 杞 a に 過ぎなかった 

事が 分かり、 大變 愉快に 感じました。 あなたの 解說 によって、 讀 者に 一 つの 視點 が與 へられ、 從 

つて 全體に 一 つの 中心が 與 へられ、 讀者 はこの 澤 山の 風景の 中 を、 服 移りす る 事な く、 はっきり 

一 つの 目標 を 持って、 あるき 廻る 事が 出來る やうに なって るるからで あります。 重要な 作品で も、 

讀者が 割に 樂に 手に入れる 事の 出来さうな もの は、 なるべく 省略す る。 然し その 作品の 重耍性 は 

解說 の 中で 十分 讀者 の 注意 を 促し て 置く とい ふ 方針 も 、あまりに 嵩張る 事 を 嫌 ふ こ の 種の 出版物 

として は、 已むを得ない、 然し 要領の 可い、 且つ 親切な 編輯 法で あると 思 ひます。 

ただ 愁をー 百 ふと、 あなたの 編輯 方針に は、 當 時の 『ホ トト ギス』 派の 寫生文 式の 作品に 重き を 

置いて、 外の、 例へば 當 時の 自然 派の 小說 風の 作品に 重き を 置かなかった 傾向が ある。 もっとも 

是は、 漱 石の 書翰 集 を 基礎と する 以上、 漱 石が 書翰 を 往復した の は、 多ぐ は 『ホ トト ギス』 派の 


序 


人人なん だから、 放って置けば、 自然 かう いふ 編輯 方針に ならざる を 得ない のか も 知れません。 

然し 是は、 漱 石の 讀 書と 鑒 賞と を 問題に する 場合、 聊か 片手 落の 感を懷 かせな くもない とい ふ氣 

がします。 漱 石は當 時の 自然 派の 小說 といへ ども、 相 當讀ん で 居り、 その 佳い もの は、 作い とし 

て、 十分 賞め てゐ たからです。 勿論 漱石 は、 當 時の 自然 派の 人人と は、 あまり 交際がなかった。 

從 つて 書翰 集に は、 それらの 人人の 作品 を、 ほめたり くさした りして ゐる ものが、 あまりない。 

然し 例へば 島 崎 藤 村の 『破戒』 の やうな もの は、 あれが ほんとの 自然主義の 作品で あるか どっか 

は 分からな いが、 少く とも 當時は 自然 派の 作品と して、 一般に 認められ てるた ものです。 然も 

あの 『破戒』 の價値 をい ち 早く 認めて、 森 田 草 平に 獎 めて あの 批評 を 書かせた 者 は、 赏は嫩 石 だ 

つたので あります。 

あなたの 解說の 中に も ある やうに、 漱石は 作品と して、 自然な もの、 誠資な もの、 飾り 氣 のな 

いもの、 自分自身 を 多すぎ もせす 少なす ぎ もせす、 丁度 ありのままに 表现 した もの を 好んで ゐま 

した。 その 點 では 漱石 は、 初めから、 自然主義者だった と 言って 可い と 思 ひます。 然るに 漱 石の 

眼に 映 じた 當 時の 自然 派の 作家 達 は、 イズムの 方が 先に 立って、 自分自身 は その イズムに 引き 招 

り 廻 はされ て ゐる貌 の、 裏返しに された 口 マン ティ シズム とで も 言 ひたい やうな、 自然と いふ 二 

丰に 少しも 意味 を與 へる 事の 出来ない、 一種 不可思議な 怪物で ありました。 さう いふ まやか， L も 
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のを漱 石が 賞讃 する 事の 出來 なかった の は、 當然の 事であります。 然し その 爲め漱 石が、 ，：！： 然主 

.義 そのもの を 嫌 ひ、 自然主義 的な 作品の すべて を 嫌って るた と 思 ふの は、 大きな 誤解であります。 

漱石 は、 それ それの 作家が 自分に 與 へられた 體驗 なり 蓮 命な り を、 その 作家ら しい 表現で 表現し 

たもの こそ 文藝 であると 考 へて ゐ ました。 それでこそ 人 は、 他人 S 書いた もの を 請んで、 让： 所 か 

ら 刺戟な り —-— 感化な り  一 口に 言 ふと、 利益 を 受ける 事が 出來 るので あると 考 へて ゐ ました。 そ 

れ だから 淑石 は、 ある 作家が 自然主義 的な 作品 を 書いた としても、 それが その 作家ら しい 世界 を 

その 作家ら しい 正直 さと 自然 さと を 持って 取り扱って るる 限り、 必 すそれ を 愛し、 それに 敬意 を 

拂ふ事 を 忘れなかった のであります。 漱石 がよく 德田 秋聲の もの を 褒めて るるの なぞ、 その 明白 

な 一 例で あると 言って 可いで せう。 

勿論 私 は、 あなたが 漱 石の ほめて ゐた、 當 時の 自然 派の 作品 を此 所に 採錄 しなかった からと 曾 

つて、 それ を 咎め立てしょう とする のではありません。 是には 頁數の 制限 もあった に 遠 ひない。 

その上 それ は、 今日で も 割に 樂に 手に入れ ml い、 長 篇小說 が 多い とい ふ 理由 も あるので せう。 た 

だ 私が 殘 念に 思 ふの は、 漱 石の 鑒 賞の 幅の 廣ぃ 事に 注意して ゐられ る あなたが、 漱石 のこの 方面 

の鑒賞 を、 あまり 强調 しなかった 事です。 『ホ トト ギス』 派の 寫生文 式の ものが 此 所に 多く 築め 

, 序 られて 居り、 解說も 割に その 方面に 精し いとい ふ 事 は、 今日 漱 石の 上に 不當 にも 著せられ てゐ る、 
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序 漱石 は餘裕 派で あり、 抵徊 派で あ.^、 藝術 至上 主義者で、 人生と 交渉す る 事の ない、 現實 から 游 

離した 世界の み を 描いて ゐる 作家で あると， S ふやうな *1 評 を、 是が 一 屉 肯定す るに 役立ち はしな 

いか を 虞れ るからで あります。 

然し 事 赏は漱 石 ほど ilM 面目に 人生と 取つ 組み合つ た 作家 は、 日本に もさう 澤山 はない 害 だ と W 心 

ひます。 漱 石の 作品 は 11 殊に 漱 石の 後期の 作品 は、 漱 石が 人生と 惡戰 苦闘した、 血み どろな 從 

軍記 行で あると 言って 可い。 その 意味で 漱 石の 作品 は、 その 倫理的な ものの 深さと 輝かし さとに 

よって 人を搫 つもの、 卽ち漱 石 は 純粹に 人生派の 作家な のであります。 勿論 漱石は 餘裕を 說き抵 

徊を說 き 非人情 を說 きました。 然し それらの もの はすべ て、 漱 石の 人生との 惡戰苦 翻の 歴史に よ 

つて 裏打ちされ たもので ある。 世俗に 解釋 されて ゐる やうな 餘裕ゃ 抵徊ゃ 非人情な どと は、 隨分 

意^が 違 ふ。 . 1 - もし 此 所に 自然 派の 作品が いくつか 這 入り、 自然" 派の 作品に 對 する 漱 石の 態度 

が もっと 精し く解說 されて ゐ たら、 無心な 讀 者に 特別な 印象 を與 へて、 漱石を 世俗 以外の 眼 を も 

つて 见る 事が 出來 る機緣 になり はしな かつ たらう かとい ふ の が、 私の 言 ひたい 所な のです。 

一 兀來漱 石の 讀書 と鑒 賞と を 問題に する 場合に、 漱 石の 『文擊 論』 と 『文學 評論』 と、 漱 石が 自 

. 分の 藏 害の餘 白に 記入した 批評 や 感想の 類 を 除外して しま ふの は、 少し 無理な 話 だとい ふ氣 がし 

ます。 然し そんな 事 をして ゐ るので は、 大變な 時 問と 勞 力と がか かるに 相違ない し、 そ- 2 上さう 


いふ もの を 一 ー採錄 する ので は、 この 位の 大きさの 本が 何十 冊 も出來 るの だら うから、 その 出版 

の 引き受け 手 がない に き ま つ てるる。 從 つて あなた が實現 可能 の 範圍內 で 、 大體 明治 三十 七 八 年 

以後の 淑 石の 書翰 集の 中から、 漱 石が 日本の 作家 の 作品 に 就いて 言 つ た 言 を 拾 ひ 出し、 一方で 

は その 言 薬に 統一 を與 へ、 一方で は それらの 作品の あまり 頁 を 喰 はない もの を 集め、 -滅 石が 日本 

の 作家の 作品の 何 所 を どうい ふ 風に 褒め 又は 貶して ゐ るか を、 一 纏めに 見る 事が 出來る やうに 編 

輯 された の は、 蓋し 巳む を 得ざる に 出で た 事と 思 ひます。 慾 を 言へば きりがない。 是 で. 漱 石の 讀 

者の 內の 篤志家 は、 一 體 どんな もの を漱 石が 褒めて ゐる のか 見たい と 思って るても、 つ ひ 容易く 

見る 事が 出來 なかった もの を、 易易と 見る 事が 出來る やうに なった の だから、 あなたに 大に. 感謝 

して 可い。 然も この 本の 讀 者が、 更に あなたに 感謝して 可い 事 は、 あなたが あなたの 解說 によつ 

て、 漱 石の 批評 を 通して、 讀 者を漱 石の 內 部に 深く 連れ込んで 行く 點 におる と 思 ひます。 例へば 

漱 石の 晚 年の モ ッ -トォ である 「則天去私」 が、 漱 石に 一 朝 一 夕に して 頭の 中に 閃めき 出た モ ッ ト 

ォ ではない 所以 を、 漱 石の 批評の 言葉から 說 明して ぉゐ でな のな どが、 一 つの 好適 例であります „ 

ただ 此 所で 注意して 置く 必要が ありさう に 思 はれる 事 は、 漱 石が 他人の 作 n5 を 請む 場へ；：、 漱-, 

の 採點は 相 常せ いとい ふ 事です。 是は漱 石 自身 が旣 に 書翰 の 中で で も 首 つて ゐる事 だから、 .：= 分 

序 でも はっきり 自覺 して ゐた 事であります が、 漱石は 恐らく 自分の 中に 良い も- 2 を^ 山 i;- つてる た 


5 


序 せゐで 他人カ少し良ぃも3を書くと、 ぁとは自分でその良さを繼ぎ足して、 人 一 倍それを^^ぃ 

やうに 思 ふ 傾向が あった やうに 見えます。 一面から いふと、 是は漱 石の 美點 で、 相手の 缺 點に觸 

れ ようとし ないで- 相手の 長所に 觸れ ようとす る、 從 つて 相手に 長所が ありさへ すれば、 寧ろ 缺 

點 Q 方 はなる ベ く 見 遊が さう とする のです。 勿論 漱 石に は その 缺點も 十分 眼に 這 入って るるので 

一 すが、 然し それ を漱石 は、 强 ひて 取り上げようと しないの です。 この 事 は 例へば 藤 村の 『破戒』 

に對 する 漱 石の 批評、 もしくは 伊藤左千夫の 『野菊の 墓』 に對 する 漱 石の 批評な どに 就いて 考へ 

て 見れば、 十分 納得の 出来る 事 だと 思 ひます。 だから 漱 石の 批評と 批評され た 作品と を 比較して 

見る 湯 合に は、 讀者 は、 この 作品の 何 所 を どうい ふ 理^で 淑 石が 賞め たかを、 よくよく 考 へて 見 

る 必要が あるで せう。 さう しないと、 漱石 はこん な もの を 褒めて ゐ るの か、 なんだ 下らない とい 

ふやうな ハ观 に、 どうかす ると ならない とも 限らない と 思 ひます。 

 どうも 勝手な 事 を 勝手に 書き 散して しま ひました。 是 では どうも 普通の 序文と しての 川 を 

なさない。 然し 折角のお 賴 みだから、 お 座な り を 言って ゐ るより、 私の 感じた 事 を 無遠慮に 言つ 

てし まった 方が 可い と 思って、 敢て かう いふ もの を 書いた のです。 もし 御氣に 入らなかったら、 

使 はないで m はいて 下さっても 構 ひません。 是 であな たに 巾 上げたい 事 は ほば 悉 したの だから、 あ. 
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なた にさへ 讀ん で^ければ、 それで 私 は 木 望な のです。 

昭和 十二 年 五月 一 日 

佐 藤 春 夫 様 


小 宫豊藍 
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この 集に は寫生 文に 關 する 記事が 多い から それに 關 する ことで も 書いたら、 とい ふ 話が あった 

ので 簡 に 記 惊を迎 つて 書いて 見ます。 尤も 旣に 一度 世間に 發 表した ことが 多い かも 知れません。 - 

寫生 文と いふ 名前 は、 い つの il に 誰が 呼びなら はした とい ふこ ともなく、 自然に さう 呼ぶ やう 

になった のでありまして、 それ は 私が 手帖と 鉗 筆と を 持って 淺草 寺に 出掛けて、 3- 開した 事た 寫 

生して 「淺草寺のくさ-^」 とい ふ 文章 を 書いた のに 端を發 して 居る かと 思 ひます。 北 (文章 は 後 

年の 寫生 文と は 文體も 異にして 居りまして 純 粹の寫 生 文と いふ こと は 出来ない かも 知れません が > 

併し 文章 を 書く ために 親しく 生に 出掛けた こと は事實 でありまして、 子規 も 飽か 「斯うい ふ寫 

生 文 は 面白い、 つ t けて 書いて 見たら どうか」 とい ふこと を 云った やうに 記憶して 25 ります。 

北ハ 後- ナ規の 枕頭に 集って 文章 を 開く やうに なりまして、 北ハ 文章. 命" は 「山 會」 と 平んで おり ま 


した。 子規 ま 文章に は 山が 無ければ 駄目 だ、 とい ふ 事 をよ く 曾 つて 居った ので 自 さう い 41 名ぶ 叭 

になった ものと 思 ひます。 私の 書く 文章 など は 其 時分 か ら 際立 つて 山と いふ やう な もの は 無 い の 

でありました が、 坂 本 四方 太な どの 書く もの は 必す人 を 笑 はすと ころが^って、 それ を 山と-がへ 

て 25 たやう に a はれます し、 子規 も 水 滸傳等 を 激賞して、 その 山と なると ころ を說 明したり など 

した こと も ありました。 その 山 會で讀 む 文章 も 概ね 寫生 文でありまして、 子規に は 子規の 寫生文 

"あり、 四方 太 こ は 四方 太の ものが あり、 嵐 骨に は 鼠 骨の ものが あると いふ 風に、 各々 少し づ\ 

ま 0 つ て 「.^ り ま し た が 併し 大體 事實 を寫生 するとい ふこと に 重き を S3 いた 文章 であった こと は 11 

違 ひの な， いこと であります。 

子規の 残 後 も尙、 让ハ 庵に 集って 山會 とい ふ もの は繽 けて 居った ので ありました。 漱 石が 文 一. 1^ に 

顏を 出して 大變な 評判に なった とい ふの も、 もとく 此の 山會が もと だとい へば もとな ので あり 

まして、 之 は 何 かに 書いた ことがあり ますが、 歉 石が 大變 氣むづ かしく つて 困る とい ふ 話 力 ズ. 

からあった ので、 私 は氣を 紛らす 爲に 文章 を 書いて 見ない か、 山會に 持って行って それ を 請んで 

見ても い.. とい ふこと を 話して 見た ので ありました。 子規の 生存 中に も倫敦 から 子規 3 許へ 

序 をよ こした、 それな ど は 大變而 白かった こと を 記憶して 居りました ので 必す 而， H いもの 力 屮-. ^る 
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だら うと 考へ てお つたので、 もと/ \漱 石は學 者で あるから 後年の やうに 創作家 を以 つて 立た う 

などと は 思 ひも 寄らす、 た 俳句 を 作ったり 謠を謠 つたり する のと 同じ やうに、 慰安と して 文章 

を 作って 見たら どうかと 思って 話して 見た ので ありました。 大した 期待 も 掛けす に 文章 會 _の往 き 

路に 寄って 見る と、 圖らす も 大部な 原稿が 出來 上って 居て 然も それ を漱 石の 前で 丁 應朗讀 して 见 

て吳れ ないか、 とい ふ 話であった ので、 私 は 言 はれる ま.^ に朗讀 をす ると、 漱石 はと ころぐ フ 

フゥと 笑 ひ を 洩らして 我意を得たり とい ふやうな 有様で 大變な 機嫌で ありました。 そこで W わ はす 

^間 を 費し た^で 山會 には遲 刻して 四方 太 や 碧 梧桐から は 嫌味 をい はれた ので ありまし たが、 併 

I, 漱 石の 文章 は 面白い とい ふ 事に 衆 口が 一 致しました。 それが 「猫」 の^ 一  囘 でありました。 

それ か ら漱石 は、 矢繼早 に 文章 を發 表して 忽ち 文壇に 君臨す る やうに なった のであります が、 

「猫」 の 第 一 ー囘 以下 はもう 文章 會 では 朗讀し なかった やうに 覺 えます。 元 來小說 を 書いて n ル 度い 

とい ふ考を 持って 居た 私 も、 暫の問 俳句の ために 其方 は 忘れた やうな 有様であった のであります 

が、 此の 液 石の 熱心な 創作 欲に 呼び 醒 された やうな 氣 持で 爾來寫 生 文 を 書く に 付けても 小 說の色 

彩が 加 はって 來る 傾きが ありました。 ra 方 太 や 碧 梧桐 は それに あきたら ないやうな 樣 十であって" 

私が 「三 疊と 疊半」 を 山會で 請んだ 時分に、 「虚子 もた うとう 玄人に なって 了った」 などと 冷評 
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序 


をした こと を覺 えて 居ます。 碧 梧桐 は餘り 文章の 方に は 熱心でなかった ので ありまし たが、 四方 

太 は 依然として 寫生 文に 忠實 でありまして、 績々 山 會で發 表 をつ け 「夢の 如し」 とい ふ 文章な 

ど を きれぐ では ぁリ ましたが 續け て 發 表した の で ありました。 

此の 小說 熱が 高まる やうに なつてから 伊藤左千夫、 長 塚 節な どと いふ 子規の 歌の 方の 門下生 も 

小說が \ つ たもの を 山 會で發 表する やうに なりました。 尤も 節の 「土」 とい ふ 文章 は 稍 運れ て、 

之 は山會 で 朗讀は せす 直接 に漱 石の 許に 送った もの- - やうに 記憶して 居ります。 

此の 山會 なる もの は 其 後 斷績は しました が 現在 も 尙ホト トギス 發行 所で 每 月の ゃラ に 催して 居 

ります。 

昭和 十二 年 四月 三十日 

ホト卜 ギス發 行 所に て 

高 濱虛子 
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漱石 書簡の 解說 


嵌 石 全集に よりその 書簡集 中 文學の 鑑賞 及 批評 

に涉る 部分 を抄錄 編纂して 聊か 詧見を 加 へ た。 


明治 二十 四 年 

年譜に よると、 嫩石は 明治 一 一十三 年に 第 一 高等 學校を 卒業して 同年 直ちに 帝大 英文 學 科に 入學 

して ゐ るから、 次に 揭げる 明治 一 一十 四 年 八月 三日 附 子規 宛の 鷗外 評の 書翰 は卽ち 大學ー 一年の 時の 

ものである。 當 時の 文壇 は江戶 文學傳 承の 舊潮 漸く 衰 へて、 明治 十八 年の 坪. 2： 逍遙の 「書生 氣質」 

十九 年の 二葉 亭四 迷の 「浮 雲」 等の 劃期的 作品の 出現の あと を 承け て 紅葉 露 伴鷗外 等の 新進が 各 

々その 據る ところに よつ て 新作 を 提げて 登壇した 所謂 新 文學の 黎明期で あ る。 

【一】 明治 二十 四 年 八月 三日 正 岡 常規宛 

《鷗 外の 作 ほめ 候と て 圖らす も 大兄の 怒り を 惹き申 譯も無 之 是も小 子 嗜好の 下等なる 故と 只管 慚 

愧致 居候 元来 同人の 作 は 僅かに 一 一 短篇 を 見た る 迄にて 全 體を窺 ふ 事 かたく 候 得共當 世の 文人 中に 

解 て は先づ 一角 ある 者と 存 居候 ひし 試みに 彼が 作 を 評し 候 はんに 結構 を 泰西に 得 思想 を其學 問に 得 

說 行文 は 漢文に 胚胎して 和 俗 を 混 清した る 者と 存候右 等の 諸 分子 相聚 つて 小 子の 目に は 一 種 沈臂奇 
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m 雅の 特色 ある 様に 思 はれ 候 尤も 人の 嗜好 は 行き掛りの 敎育 にて (假令 ひ 文學中 にても) 種々 なる 

說 4? 故 己れ は 公平の 批評と 存 候ても 他人に は 極めて 偏窟な 議論 に 見 ゆる 者に 候 得ば 小 生 自身 は 洋害 

に 心 醉致候 心持ち はなく とも 大兄より 見れば 左様に 見 ゆる も 御尤もの 事に 御 候全體 あの 時 君と 

僕 の 嗜好 は 是程違 ふやと 驚き 候 位 然し 退 いて 考ふ れば 是前 にも 云へ る 如く 元來の 嗜好 は 同じ き も 

從來學 問の 行き掛り にて か S る 場合に 立ち 到り 候 事と 存じ 夫より は 可成 博覽を つ とめ 偏 僻に 陷ざ 

らん 様に 心掛 居候 其 上 日本人が 自國の 文 學の價 値 を 知らぬ と 申す も 日本 好き の 君に 面 R なきの み 

ならす 日 本が 夫 程好き 者の ある を 打ち 棄て \ わざく 洋書に う つ \ をぬ かし 候 事 馬鹿 々 々 敷^り- 

に 候  Q  みならす 我等が 洋文學 の 隊長と ならん 事 思 ひも 寄らぬ 事と 先頃 中より 己れ と 己れ の  Is- が 

分り：^、 得ば 以後 は 可成 大兄の 御勸 めに まかせ 邦文 學 研究 可 仕 候 さはれ 成 童の 頃 は 天下の 一 人と 自 

ら思ひ 上り 三 身の 己れ を 欺いて 今迄 知らす に 打ち過ぎ ける よと 思へば 自ら 面目なき 迄に 愧入候 性 

來 多情の 某 何に でも 手 を 出しながら 何事 もやり 遂げぬ 段 無念と は 存候得 共是亦 一 つ は 時勢の 然ら 

I- むる 所と 諦め 居候 御憫 笑》 

二十 四 年 八： ：！： 以前の 鷗 外の 短篇 を 見る と 「舞 姬」 「うたかたの 記」 「文づ かひ」 の三篇 である。 

そのうち 嫩 石の 指す 一 ー篇は 何で あらう か。 「文づ かひ」 を 除く 一 ー篇 かと 推測され る 節 も あるが 斷ぉ 

しがたい。 この 前にもう 一 つ ある 普の 手紙が 完備して るれば 無論 明らかな ので あらう が、 今は不 
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明と いふ ほか はない。 それにしても 靑年漱 石が 定評の ない 新進作家 鷗外を 認めた 所に 無限の 興味 

が あらう。 「結構 を 泰西に 得」 以下 沈 憾奇雅 の 特色 は鷗外 初期の 文學の 概評と して 極めて 剴切な 

文字 で . 漱石 の 炯眼が 夙に 光り を 放 つて ゐ た- 3 を 見る と共に 自家 の 所見 を 披歴す る に あ たって は 

先輩 子規 を 顧慮せ ぬ 趣味 的獨立 人の 氣慨を 示して ゐる とこ， ろ も 窺 はれる。 序 に鷗外 _3 漱石觀 を 知 

るに は 後年 鷗 外が 「ヴィク. セクス アリス」 において 鷗 外が 自己 假托の 主人公と 見るべき 金井湛 

をして 欲 石の 出現が 久しく 筆 を 絕 つて ゐた金 井に 技 癢の感 を 抱かせた 云々 (新版 全集 第二 卷ニ 一 

〇 頁 參照) の 語が あるに よって 明らかで ある。 正に 風月 相 知の 趣で ある。 

【二】 明治 二十 四 年 八月 三日 正 岡 常規宛 

《顷日 來司馬 江 漢の春 波樓 筆記 を讀み 候が 書中 往々 小生の 云 はんと 欲する 事を發 揮し 意見 り 暗合 

する 事 間々 1^ 之 圖らす 古人 に 友 を 得た る 心に て 愉快 に 御座 候此は 序な が ら中上 候》 

亞歐堂 田 善な どと 共 に 日本 洋畫 の 開拓者た る 江漢は その 趣味の み でな く 識見 も 亦 さすがに 先覺 

者の 面貌 を 具へ たもの があった。 春波樓 筆記 は その 偶 目 偶感 を手控 へした 隨 筆で 稿本と して 死後 

筐底 か ら發 見され たも の 。 編者 も嘗 て 愛讀 した ものであるが、 この 書翰 の 文 首 に 相當 する と斷定 

解 し 得べ き 原文 を 八 r 直ぐに 指示 引用す る こと は出來 ない。 

說 
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解 

說 明治 二十 五 年 il 明治 三十 八 年 

二十 六 年に 大學を 卒業した 漱石 は、 その後 東京 高等 師範、 松 山中 學校、 熊 本 第五 高等 學校等 S 

數 年の 敎壇 生活 を經て 三十 三年に 英國 に留學 した。 その 前後から ホト トギス 誌上で 子規が 頻 りと 

寫生文 を 提唱し はじめ、 漱石も それに 刺戟せられ たもの か 滯英中 三十 四 年に は 「倫 敦 消- ：3 ご を、 

また 三十 六 年に 歸 朝して 帝 國大學 の 講師に 聘 せられてから は 「自轉 車 日記」 を それぐ ホ トトギ 

ス 誌上に 發 表して ゐる。 當時は 敎務叉 は 海外の 讀書 生活に 沒 頭した せる か 書翰に は 同時代の 自國 

の 文 學に關 心 を 示した 文字 を發 見し ない。 それが 現 はれる の は 明治 三十 八 年 一 ーリ 十六 日附 野村傳 

四 宛 3 次 S 葉書で ある。 

【三】 明治 三十 八 年 二 ：=： 十六 日 野 村 傳四宛  . 

《只今 學 校の 歸 りに 七 人 を 買って 二階の 男 を よんだ。 サラ トょ くかいて ある。 强 いて 非難 を • 

すると ー篇の 山がない。 まとまりが わるい 様 だ。 然し 中々 名作 だ。 大 にやり 玉へ。》 

旣に 自ら 餘暇を 以て 文筆 を 執る こと を 始めた 漱石 は、 この 年の 正 n:: はじめて 「猫」 の 第一 囘を 

ホ トトギ スに發 ^した。 それに つれて，： m 宅に 文章 會を 開くな どの 機運 も 生じ、 「倫敦 塔」 「力 ー ラ 
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ィル 博物 ai」 「幻影 5t^」 「琴の そら 昔」 「 一 衣」 「蔬露 行」 等 2 諸 作 を ホトト ギス、 屮央 公論 等に 

相次いで 發表 L たと ころから、 勢 ひ 他の 文章に も 再び 興味 を覺ぇ はじめ、 同好の 後輩な ど- 2 漱石 

を 敬慕す る 連中 が 時折 原稿 を 持ち込ん で 指導 を 仰ぎ 或 ひ は 活字 になる こと- 2 相談な ど を 持ち込ん 

だものら しい。 この 葉書の 主 野 村 氏 も 亦 その 一人で ある。 帝大 同期生の 川 K 順、 武林 無想 庵， 太 

E 善 男 氏 等 七 名から 成った 同人 雜誌 「七 人」 (と 云へば 「琴の そら 音」 も 同誌に 發 表された。 嫩石 

も 言 はば 名 譽客具 の 格？) の 客員であった 野 村 氏が 漱 石の 敎へ子 であった ために その 文に 注 n し 

て聲 援を與 へたので あらう。 「二階の 男」 は 筆者の 手許に も 保存な く 編者 等 も 手を盡 したが、 遂 

に發 見され なかった ので 本 集に は牧 めない。 「ー篇 の 山がない」 とい ふ 批難に は 子規の 「叙事文」 

にあら はれた 指導 的 精神 (後に 細說) を襲蹈 した かと 想像され る。 このの ち漱 石が 大學 出の 青年 

文士 や ホト トギス 派の 作品 を 特に 注目す る 理由 は 自ら 明ら か で あらう。 

〔四】 明治 三十 八 年 三 ra: 四日 野 間 眞綱宛 

《盾のう た 面白く 出來候 最後の 一 一句 は不贊 成に 候。 何とか 改め 度 候。 傳四丸 一 日 を ものし 候よ し》 

「盾のう た」 は 岩波 文庫 版 「康虚 集」 の 「幻影の 盾」 の 文 尾に 附 載され てゐ る。 これ は 恩師の 作 

解 に 興味 を覺 えて その 返し 歌と もい ふべき もの を 筆者に 示した に對 する 返事と 思へ る。 文庫 版の も 

說 のが 菜して 最後の 一 一句 を 改めた か 最初の まま かま だ 確かめて ゐな いが。 
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？ 【五】 明治 三十 八 年 三 H 五日 野 村 傳四宛  一 

說 《本日 野 間の 家から 君の 原稿 を 二つ 郵便で 送って 來 たから 只今 拜見 したが 滿 一 曰より 月給日の 方 一 

が餘 程う まく 出来て 居る 中々 面白い。 滿 一日 はゴ チヤく だ。 同じ 様な 事が 必要 もない のに 無暗 一 

に 重複して 出て 來る あれ を ものにするなら 諸々 を 削減し なくて はいかん。》  一 

【六】 明治 三十 八 年 三月 十 一 日 野 村 » 四 宛 

《妻 君が 夫の 手 を あた. - める 所 は 先達て はいけ ぬと いったが 昨夜 傍聽 した 所では 大に 振って 居る。 

毫も 厭味 も 乙な 色氣 もな く 出来て 居る 大に佳 也。 結末の 「此 事件 は此で 結了した」 とい ふ 意味の 

語 は 尤もうまい。 ちっとも 洒落ても 氣 取っても 居らん。 極め 〔て〕 平凡 極めて 眞 面目な 裏に 大に 一 

奇抜な とぼけた 様な 馬鹿にした 様な 所が ある。 結構です。 僕 は全體 からい ふと 二階の 男より 月給 

日の 方が よいかん じがす る》 

「CI: 給 日」 とい ふの は 同年 同月 ホト トギス 誌上に 發 表されて ゐる。 それが 文章 會の 席上で でも 讀： 一 

まれた ものら しい。 「手 を あた  める」 云々 を 理解す るに は 作品がない と 分らぬ が、 割愛した か 

ら ー篇の 趣向 を 摘記して 見る と、 H 給 七十 圓の 一 宫吏 である 主人公が 或 月給日に 俸給 を 懐中して.. 

心 愉しく 歸宅 すると、 若い 細君 も 今日は 寒かった でせ うと 云って 火鉢の 上に かざした 夫の 冷たい： 

手 を 自分 _2 手で 溫 めたり する。 自分の 好む 趣味から 折々 雜 誌に 文章 を 投稿した りする 讀 書家の 夫-一 
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說 解 


は！：；： の 諸拂ひ を 差 引 いた 殘額を 好きな 書物の 購入 費に 當 てようと 主張す ると、 細君の 方 は 新しい. 

着物が ほ しいと いつ て 夫 を搔き 口 說く。 結局 夫 は 細君の いぢら しさに 我を折って その：：！： の：：： 給の 

殘餘を 細君の 衣服 購入 费に與 へて しまう とい ふ 平凡な 一 官吏 夫婦の 極めて 平凡な n 給 日の  一 a を 

平 叙した ものである。 「厭味の ない 乙な 色氣 のない」 素朴な 味 は ひが 漱 石の 氣に入 つたら しい。 

尙、 この頃の 書翰 中 野 村 氏の 文章に 關 する 文句が よく 出て ゐ るが、 散佚した ものが 多い。 本 ffi 

では 「寒 水 村」 ー篇を 代表的に 採錄 した。 (引用 書翰 (三 六) 參照) 

【七】 明治 三十 八 年 三月 十四日 野 村 偉 g! 宛 

《ホト トギス を 見た かね。. 四方 太の 稻毛 をもう 一 返 よんで 御覽 何の 奇 もない が 嫌味がない 虚 子の 

石棺 は奇な 代りに どこか 不自然で 嫌味が ある。 今の 人 はと かく あ X 云 ふ もの を ほめる。 僕の 倫敦 

塔 を ほめて くれる の も 全く その爲 である。 巴の 助と いふ 人の コ マイ 釣 は 面白い 末 段 杯 はこと に 振 

つて 居る。 小 泉 先生の 文 をよ む 様 だ。 

寅 彥の圑 栗 はちよ つと 面白く 出來て 居る》 

野 村 氏 を啓發 する 意味で 書かれた と 見える。 四方 太 は 坂 本姓、 號は文 泉 子。 虚子、 M 骨、 碧 梧 

桐 氏と 共に 子規 I： の 所謂 四天王の 一人。 また 寫生文 家の 雄と して、 その 作法の 著書な ども ある。 

「稻 毛」 は 初期の 作品、 この 筆者の ものと して 特に 傑出して るると も 思へ ぬが、 常時の 寫生 文の 佳 OV- 


解 作 2 一例と して 本 集に も 採った。 「石棺」 と讀み 較べて 漱 石が この 篇を推 重した 所以が 一層よ く 

說 分る が、 要するに 「石棺」 の 幾分 ハイカラな 奇 趣を排 して 厭味の ない 平淡な 趣 をよ しとした と m わ 

へる。 尤も 漱石は 名家の 作ば かりに 注 E したので なく、 「コ マイ 釣」 の 作者の 如き 投稿 家の もの 

を も 注意 し た こ と や 唯 だ 平淡な 厭味 のない とい ふ 消極的な 味 は ひば かりで なく、 無 邪氣に 野放圖 

のない 著しい 特色の ある ものに も 能く 感服した とい ふ 一 例と して r コ マイ 釣」 は 本 集に 牧 めた。 

「二百 十 HJ や 「坊っちゃん」 などと 一味 相 通す る ものが ある。 夫子 自身の 二 作 は 恰度 この 時期に 

出來 たこと をも考 へて 「コ マイ 釣」 が氣に 入った の を 成程と 思 ふ。 小^：水先生は勿論八雲でぁる。 

こ こで は 問 接に 漱 石の 八 雲に 對 する 愛好 を も 示して ゐる ことになる。 

「圑 栗」 について は 重要な 作と は 知りつ-^ も 記述 も 多くない し、 全集 も あり、 {.5^彥 に は 外に 採る 

ものが 多い から 割愛しょう かと も 思った が、 小宮 氏の 示敎も あり、 遣 繰り をして 入れた。 「寅 彥 

の圆栗 及び 龍舌蘭 は、 いろんな 意味で 入れた 方が よく はない かと 思 ひます。 鈴 木 三重 吉が 千鳥 を 

かいたの はこの 一 一つの 影響が かなり ある。」 とい ふ小宮 氏の意見 を 私信 中から 拔 かせて 頂く。 

【八】 明治 三十 八 年 四月 二日 野 村 傳四宛 

《ホト 、ギス に 出て 居る 碧 梧桐の 五 形 花と いふのと、 八千代 さんの 鷄 鳴と いふの を 比較して 御覧- 

五 形 花は渾 然として すこしも 痕迹 がない。 作った ものと は 思 はれない。 强 いて 人の 感を 挑撥し や 
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う 杯と いふ 拙な 巧が 见 え な い。 あれ を ま づ くかい た ら 審々 しいい やな も- 2 になる にき まって： i5 る „ 

趣味 SF- 邪 は此ー 一 篇を對 照 すれば 分る と 思 ふ。 才の ある 人が 邪道に 入って： 1^5 る- 2 は 惜しい も S だ。 

一 ま 花 5 銀矩 冊と いふの を 請んだ。 不. R 然を 極め、 ヒネく レを盡 し、 執拗の 天才 をの こりな く發 

揮して おる。 鏡 花が 解脫 すれば 日本一 の文學 者で あるに 惜しい もの だ。 文章 も 警句が 非常に 多い 

み： ：！^ に 凝り 過ぎた。 變 梃な 一風の ハイカラ がった 所が 非常に 多い。 玉 だらけ 疵 だらけな 文章 だ „ 

僕 杯 2 い ふ 事 は 門外漢 Q 言葉と して 彼等 は 首肯 しな い だ らう。 然し 僕 は あの人々 の 才が惡 い 方へ 

向いて ：5 るの を 非常に 殘 念に 思 ふば かりで 一 寸 君に：^ らす のさ。 君の は 正路 だから 結構 だ。 此度. 

の ホト、 ギスに 出て 居る の は 皆 面白い。 虚子 も、 碧 梧桐 も、 四方 太、 寒 H 先生 も、 君 も、 投稿の 

カル タ會 もみん な 面白い。 ホト、 ギ ス萬歲 だ。》 

この 手紙の 「渾 然として すこしも 痕迹 がない。 作った ものと は 思 はれない」 は、 前 出の 「厥 味 

のない 乙な 色氣 のない」 をもう 一 度 力 を 籠め て 言 ひ 直した 趣で ある。 「痕迹 のない」 . I つまり 

人工 2 形迹 2 ない、 r 才の ある 人が 邪道に 入って ゐる」 のた しむと いふの は、 風雅の まことに 從 

はぬ、 漱 石の 所謂 「卽天 去 私」 の 反對の 現象 を 指す ものと 見て よから う。 今まで は 幾分 消極的な 

解 も 2 であった かと 见 える 平淡 te! 味が この 手紙で 同じ 方向へ 積極的に 動き 出した のが 兄ら れる。 引 

說 合に 出された 岡 S 八千代 女史の 「戴 鳴」 を 見る まで もな く 「五 形 花」 は： 大衣無 縫 (所 IS 「痕迹 の 


解 ない」) 名作で、 全篇 作者が 鄕 里の 四 國松 山地 方の 方言 を驅 使して 素朴な 效果を あげたの は、 寫 

說 生 文の 境地に 自然で しかも 平板で ない 效菜を 採り 入れて 最も 成功した 手法。 寫生文 一 派の 活動が 

ここまで 來 たの は 鬼 角 冷遇され ながら も 健全な 發達を 遂げて 流行の 自然主義 運動 を 出し抜いて 一 

步 先んじた やうな 史的 與味も 多い。 同時代に るて、 どちら かと 云へば 風變 りな、 例へば 「石棺」 

の 如き に は感 心しな か つ た歡石 が、 眞に すぐれた ものなら すぐ 認め る ことの 出来る 本能 的と もい 

ふ ベ き 鑑賞 力 を 具 へて ゐ たの を 見る ベ き 適例 であらう。 この 篇の 世界 を その まま 大規模に し て 生 

活 的な 味 は ひ を自覺 してる るの が 後年の 長 塚 節 の 「土」 ともい へる であらう。 「土」 が漱 石を感 

激 せしめた 由來 とも 見れば 見られる。 「五 形 花」 を 逸すべからざる 所以で ある。 この 篇には 二三. 

の 誤植 が あ る が 校正 Q 時で も 直して おいて やらう と 編者 の 問合せに 對 して 筆者からの 約束 が あ ク 

たのに、 程なく 急逝して 約 を 菜して もらへ な いのは 讀者 と共に 編者の 恨事と すると ころで ある。 

序ながら 謹んで 哀悼の 微忱を 表示す る。 

「今度の ホト トギス (明治 三十 八 年 四月 號) の虚 子」 とい ふの は その 「ほね ほり」、 碧 梧桐 は 「五 

形 花」、 四方 太 は 「蒲 鉢の 賛」、 寒月 先生 (「猫」 の 中の 人物 を 寺 田 寅 彥に擬 して 呼んだ ので あらう。 

或 ひ は 巷說の 如く 本當に モデルで あつたか 門下 中で さう きめて 寒月 先生と いへ ば 寅彥 の こ と と 通. 

じた も 3 か) は 「團 栗」、 投稿 2 カル タ會は 子 夜の 「お 伽 かるた」 を 指す ものである。 就中 虚 子- 3 


1? 


「ほね ほり」 は その 寫生文 境に 幾 進展 を 示した 虚 子が 初期の 作品の 一 例と して 採った。 當 時の 平敍 

や M{ 

に 傾いた 寫生 文の 中で この 一 篇は 子規の 所謂 山 を 構成の 意識にまで 引上げて その 新 工夫に 成功し 

たもので あらう。 やがて 虚 子の 小 說的 作品 11 それ は激 石の 所謂 「祗徊 趣味」、 「餘裕 ある 文 m-Kl 

「非人情 文學」 などの 萠芽 も 「ほね ほり」 ー篇 のうちに 極く 原始的な 形で 潜んで るる。 

尙、 文中の 鏡 花の 銀 短冊に ついては、 書翰 (一八) 參照。 

【九】 明治 三十 八 年 五月 十八 日 野 間 眞綱宛 

《看病 面白く 候 余の 意に 満たぬ 所 朱點を 施. こして 御 再考 を 煩 はす。 直して 今 一 遍御 送り ありた し. 1 

【一 〇】 明治 三十 八 年 五月 二十 七日 野村傳 ™I 宛 

《高 作 拜見致 候 

丸一日 杯より はすつ と 上等に 候。 二階の 男よりも 遙 かに 小 說 的に 候。 最後の 一節よ ろしき 情景 

の處に 候。 あそこが 一番 詩的 かと 思 ひ 候。 然し 全體の 上から 云 ふと 所々 白玉の 微 瑕と 云 ふ 様な 點 

有 之 候。 病が ぶり 返す 處杯 はぶり 返した 様に 無 之。 當 人が 死ぬ 所 はま だ 死に さう もな く 候が 如何 

に 候 や。 今度 は 一 字 一 句の 間に 餘程念 を 入れられ たと 見えて 警句 所々 に 散見 致 候。 母の 會話 少々 

解 妙 過ぎる と 思 ふ 所 は 一 一三 ケ所筆 を 入れ 候が 是は御 容赦 を 願 ひ 候。 今迄 君の 書いた もの， -內で 一 番 

m 手 問が か- -っ たものと 存候今 前の 七 人の 烏の 事が 五六 行かいて あつたの は 1=^ だ 小生の 氣に入 候」 
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,¥ 今度の 感じ は 烏の 感じより よろしく なく 候 妄評 多 罪》 

m 【一一】 明治 三十 八 年 七月 十三 日 野 村 修四宛 

《龜拜 見 面白く 候 垣 隣り よりあの 方が 感じが よろしく 候" あれ はホト 、ギス 向き かき 隣り の 方 は 

却って 帝 國文學 むきと 存候 以上》 

引用 書翰 (一 〇) に 所謂 「高 作」 が 「垣 隣り」 である こと は (一一) によって 明らかで ある。 伍， 

(一 〇) の 「烏 云々」 は 筆者に 問 ひ 合 はせ たが、 もう 記憶して をら れ ぬとの こと。 

【一二〕 明治 三十 八 年 八月 六日 野 村 傳四宛 

《 一 寸. 5- 上げます が 

《あなたの 浴場 スケッチ は 第 一 第一 一ともう まい ものです あ \ 云ふ扠 がつ どくと 名文が 出來 ます、 

あ \ 云 ふ 呼吸 を飮み 込んだ 人 は 名文家です、 從 つて 君 も 名文家 だら うと 思 はれます。 今の 文章 家 

とい ふの は心掛 がわる いと 思 ふ。 あれ は あれ 丈で よいから 長い もので あ- -云ふ 山 を こしら へ 玉 へ 。》 

【 一 三】 明治 三十 八 年 十月 十 一 日 野 間 眞綱宛 

《君 塚の 一夜 面白く 拜見致 候。 少 々主客の  一一 一一 口語 動作が 故意に ひねくれて 居る 所が 厭味に 候。 たと 

へ ば にらめなくて もい \ の に 河 宜の畫 を にらめたり 仰ぐ 必用 もない のに バ ィ ロン の 像 を 仰いだり 

ナる 事に 候。 其 他の 光景 は^だよ ろしく 候。 會話 は少々 文句 有 之 候。 あれ は 速 句 丈に あらためた 
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力が よからん かと 存候。 あの 儘で は會 話と して あまり 振 はざる のみ か 僕の 「一十 仅」 中の 會話 を强 

い て 爲 似た 様に 思 はれ 候" 11 人 が對 座して 速 句 を やって おる やうに 少し 直して 見ました こんど：^ 

せます。》 

ここに 漱 石の 所謂 「厭味」 の具體 的な 一 一 一の 例 を 見る ことが 出來 た。 

【一 ra】 叫 治 三十 八 年 十一 H: 十五 日 野 村 傳四宛 

《昨夜 下駄 物賠 をよ む。 うまく 出来ました。 文章が 段々 上手に なって くる 結構々々。 あれ は あと 

が あるの だら うね。 あれ 丈で は 纏まらない。 あの 茶屋の 所 は寫生 だね。 どうも 寫生は 無理がない 

から 生きて 居る。》 

【一 五】 明治 三十 八 年 十二月 二十 九日 び 藤お 干 夫 宛 

《拜啓 只今 ホト、 ギスを 請み ました〕 野菊の 花 は 名品です。 自然で、 淡泊で、 可哀想で、 美しく 

て、 野趣が あって 結構です。 あんな 小說 なら 何百 篇 よんでも よろしい。 三 六 頁の 

民さん の 御 墓に 參 りに 來 ました 

と 云 ふ 一 句 は だ 佳と 存じます。 只 次に ある ハー 言で ある 云々」 の說明 はない 方が よいと 思 ひ 

解 ます》 

.0 【一六】 明治 三十 八 年 十二  三十  一口 森 E 米松 宛 
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《ホト 、ギス に 出た 伊藤左千夫の 野菊の 墓と いふの を讀ん で御覽 なさい。 文章 は 君の J; 浙に 入らん 

かも 知れない。 然しう つくしい 愉快な 感じが します。》 

伊藤左千夫 は 子規の 短歌に 於け る 高足で ある。 この 一 篇は左 千 夫の 散文の 代表的な ものである" 

厭味の ない 可憐で 素直な、 讀 者の 趣味 を 堕落 させない だけの 品位の ある 作品で、 謂 はば 根 岸 派の 

牧歌と でもい ふ 味 は ひで あらう。 採錄 して あるから 首 を 費さない。 漱 石の 評語が 如何に 適切で あ 

るか 見られた らいい。 ここで は 文 學の耍 素と しての 自然、 淡泊、 可哀想、 美しい、 野趣と 漱 石が 

名付けた ものの 具體 例が あら はれて ゐる。 「野菊の 墓」 を 「煤煙」 の 作者に 推獎 して ゐ るの は 正 

に 人 をみ て 法を說 くの 妙が ある。 さう いへば 「煤煙」 の 序文で は 「煤煙の 後篇 はどう もケ レンが 

多くて 不可ない。 非常に 痛切な こと を道樂 半分に 書いて ゐる やうな 氣 がする。」 などの 言葉が あ 

る。 これらの 言 靡 は 「野菊の 墓」 の 讃美に 使った 言葉と 大體 裏と 表の 對照 である。 

〔一七】 明治 三十 八 年 十二月 三十 一日 森 田 米松 宛 

《拜啓 本日 書店より 藝苑の 寄贈 をう けて 君の 病 葉を拜 見し ました。 よく 出來て 居ます。 文章 杯 は 

隨 分骨 を 折った もので せう。 趣向 も 面白い。 然し 美しい 愉快な 感じがない と 思 ひます。 或は 君 は 

旣に 細君 を も つて 115 る 人ではないです か。 それでな ければ 近時 の 露 國小說 杯 を 無暗 によん だんで 

. せう。 どっちから 來 たか 知らん が 書物 か、 實 地から 來 たに 相違ない。 然し あれ を もっと 適切に 感 
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說 解 


ぜ させる の は あの 五六 倍 か \ な いと 成程と. は 思 はれないで すよ C 凡ての 冈緣 もの は因緣 がなる 程 

と！ 一;^ み 込める 様に 長たら しく か \ん と 面白く ゆかぬ 様に 思 ひます がどうで すか。 あれで 惡 いとい 

ふので はない。 長く したら もっと 面白く 見える だら うと 云 ふので す。 あ- -云ふ 裏面の 消息 は 表面 

の戀を かき 盡 して 種切れになった 時に 考へ 出す か 又は 自分が 經驗を 積ん で 表面の 戀 が 馬鹿 々々し 

くな つた 時に 手 をつ ける もの だ。 君の 若さで あんな 事 を かくの は 書物の 上 か 叉 は 生活の 上で 相應 

の 源 因 を 得た ので ありませ う。 (中略) 

十二月 三十日 夜  金 

白 楊 兄 

今朝 叉讀み 直して 見ました。 あれ を 今少々 活躍させる 工夫が あると 思 ひます。 あれ 丈の 短篇 

では 今少々 活躍 させんと 完璧と は 云 はれない。 それでなければ もっと 長く かく。 三十  一口》 

尙、 三十 八 年に は 次の 如き 作品に 關 する 談話 筆記が ある。 

【一八】 近作 短評 

《風薬 君の 『深 川 女房』 は 如何にも 深 川 女房ら しい。 牛 込 女房 や 麻布 女房 ぢ やない。 第一 「深 川」 

とい ふ 名が い.^。 それに 會 話が 自然 だ。 二 一ヶ所 變だ なと 心 付いた 處 はあった が。 

『天う っ浪』 のお 柳お 彤 なぞの 會話は 決して 自然 だと は 云 はんが、 あの 階级に 丁度 適した 言葉つ 


17 


M き だ。 さう して 其 階級 以外に 涉ら ない 處 がうまい。 

m 鏡花^?9の 『銀 短冊』 は 草雙紙 時代の E わ 想と 明治時代の 思想と を 綴ぎ はぎした やう だ。 夢幻なら 

ば 夢幻で 面白い。 明治の {4! 氣を 呼吸した ものなら、 また 其 i<H 氣を寫 したので 面白い。 唯 綴ぎ はぎ 

もので は 纏った 興趣が 起らない。 然し 確かに 天才 だ。 一句々々 の 妙 はいふべ からざる ものが ある „ 

古沼の 飽 くま で錡に ふりた もの だと 見た ものが、 の 群で 動め いて ゐ るな どは餘 程の 奇想 だ。 

若し この 人が 解脫 したなら、 恐らく 天下 一 品 だら う。 

『謎の 女』 は 生 田 葵山と いふ 人の 作 だ。 あ \ いふ 車 を 書いた の は 新ら しいと 思 ふ。 或は 翻譯 では 

あるまい か。 (明治 三十 八 年 五月 『新潮』)》 

錢花は 同^ 弋の 人々 のうち 最も 高く 評價 した 作家であった らう。 メリメ や ゴォチ H を讀ん でも 

よく 鏡 花 を 思 ひ 出して ゐ るの は 全染の 別冊に よって 知る ことが 出来る。 銀 短 晋に關 して は旣 出の 

手紙 (八) にも 評言が 出て ゐた。 鏡 花の 名前 は 所々 に 出て ゐ るが 作品 を 明示した の は 「銀 短冊」 だ 

けの やうで ある。 それ もど ちらかと いふと 推服して ゐ ない 作 ng の やうで ある。 尤も 天才の 作た る 

を 疑 はないながら S 不滿 であるから 單 純な 不^で はない。 錯 花の 長所と 短所と を 同時に 發禪 L た 

作品と して 「銀 短冊」 の 名 を あげて ゐ るので ある。 漱石 S 意見と 併せ 見る ために 作例 篇に 入れな 

ければ ならな いもので あらう が 作例 篇 に は漱石 が感 心 した も の を 主と 1- て 採った のでつ いこ こま 
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で 手が 廻らない うちに 紙 員が 盡 きた。 この 篇は 無論、 更に 漱 石が 排斥した 作品まで も 全部 採錄す 

るの が 本意で は あるが、 作例 を 選集に しなければ ならない 事情に 鑑みて、 「銀 短冊」 は 鏡 花 全集で 

不朽と 信じた ので 散佚の 虞の ある 他の 篇 のために これ を 割愛し た のを諒 とさ れ たい。 「草枕」、 

「虞美人草」 の 作者 ——— 一 時 は ゴォチ H に 傾倒した 漱石 11 三重 吉の 師匠た る漱 石が 鏡 花 を 愛好 

し 尊重した の は 別に 怪しむ に 足りない が、 然 らば 漱 石が 鏡 花の どの 面 を 尊重した かとなる と、 鏡 

花が 本來 多面的な 作家で ある 上に、 漱 石が 多面的な 鑑賞 家と 來 てるる ので あっさりと は 解決し に 

くい 問題になる。 これが 考察の 資料に もと 別に 一 項を卷 末に 設けて 別册の 抄錄に 管 見 を も 併せて 

置いた から、 參 照して 頂きたい。 

前々 から 漱 石が 他人の 作の 會話 をよ く 問題に して ゐ ると 思ったら、 ここで もまた 「深 川 女 一:;$」 

「天う っ浪」 に會話 論の 片鱗が あら はれて ゐる。 さう いへば 淑石は 尤もす ぐれた 會 話の 書き手で 

あった。 「坊っちゃん」 の 如き はい はば 「坊っちゃん」 の 長 ゼリフ そのものの やうな 作風で はな 

いか。 江戶 ツ子の せいで あらう。  . 

解 明治 三十 九 年 

說  - 
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前年から 引 緒いて ホト トギス 誌上に 發^ した 「猫」 の 繽篇の ほかに、 漱石 はこの 年の  一 n に 

「趣味の 遗傳」 を、 九 月に 「草枕」 を、 十月に 「二百十日」 を發 表して るる。 寫 生文邋 動から 出立 

した 漱 石の 文學觀 も、 「草枕」 に 至って 所 IS 餘裕 ある 藝術、 非人情の 文學 とい ふ內容 と、 王 張 を もつ 

までに 發展 してきた ので ある。 この 主張 を 寫生文 本来の 俳味 的 內容に 合致 させて 更に 徹底せ しめ 

たもの が、 つまりの ちの 抵徊 趣味の 主張な ので ある。 (本 W 採錄の 「鶴 頭 序文」、 「寫生 文」 等參 照) 

一方 £1 生 文 もこの 年に 至って 大 いなる 進展 を 遂げ、 伊藤左千夫の 「野菊の 墓」、^ 木 三重 吉の 「千 

鳥」 などの 注目すべき 收種 があった" 

【 一 九】 明治 三十 九 年 一 月 八日 森 田 米松 宛 

《「野菊」 を御讀 みの 由。 詳細の 御 評拜見 御尤もの 事ば かりです。 今度 作者に 逢ったら 見せて や 

ります。 ，； だめし 喜 こぶで せう。 あの 男 は 職業 は 牛乳屋で 子規 存生の みぎり 一 所に 歌 を 研究して 今 

でも ァシビ とい ふ 雜誌を 出して 居る。 小生 は 二三 度會 したぎり 交際 もない 人です. あの 作 も 一 お 

一 句 吟味す ると 技巧 3 上で は 大分 足らぬ 所が あると 思 ふ。 君は讀 むまい が 矢張り 前 2 ホト、 ギス 

に 出た 寺 田 寅 彥と云 ふ 人の 「圑 栗」 とか 「龍舌蘭」 とかい ふ 作の 方が 遙か に技俩 上の 價 値が ある" 

只 野菊 に 取る ベ き 所 は眞率 の 態度 を以 て 作者が 事件 を 徹頭徹尾 描 き 出 L て we る點 である。 あれ 丈 

の 材料 を 普通の 小說 家が とり 扱ったなら もっと 似非 藝術 的な ものにして 仕舞 ふと 思 ふ。 そこが 頼 
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母し い 所 だと 思 ふが、 どうです。 趣向 は 仰せの 如く 陳腐です。 寧ろ H 並 臭を脫 しない。 然し^せ 

の 如く 月並 臭くない からい \。 それから 君の 非難 をす る 箇所 は 一 々尤もで ある。 僕 も 多少 さう S 心 

ふ。 伹し 女が 死んで からの 一 段 は あれで い \實 際です。 尤も 君の 云 ふ 様に すれば 死と いふ ものに 

對 して 吾人の 態度が 違って あら はれて くる 許りで ある。 死に 崇高の 感を 持たせ やうと するとき は、 

其方 を^る るが よいと 思 ふが、 死に 可憐の 情 を 持たせる の は、 あれでなくて はいかぬ。 野菊の 行 

きが- - りから 云 ふて あれでなくて はものに ならない。 調和 せんと 思 ふ。 死 は 一つで ある。 然し 吾 

人の 死に 對 する 態度 は 色々 ある。 此 態度 如何で 讀 者の 感じが 違って くる。 然も 化ハ 色々 な 態度が 皆 

3 呉と いふ 事が い へ ると 思 ふ。 

女が-猿股 を いやがる 所 や， 笠 を 被らない 所 は 妙です よ。 つまり 君 3 云 ふ 如く、 あんな 所で 活動. 

すると 思 ふ。 女が 死んで 寫眞を 持って 居る の は 寧ろ 幼稚です。 もっと 上等に 行けば そんな 眼に 兑 

える もの を 持たないで それ以上の 感じ を 起させる がい- -。 然し それ は 中々 大手 腕が 入る。 前後の 

關 係から 云って、 寫眞を 握って 居た ので 一種の 趣意が 貰ぬ いて、 女の 病死に 落ち 付きが 出来る と 

いふ 點 から 兄れば 何にも か \ な いより 善い。》  . 

(一 六) の 書翰に よって 「煤煙」 の 作者 は 「野菊の 墓」 をー讀 して その 感想 を 述べた のに 對 する 

漱 石の 意見で ある。 「野菊の 墓」 の 評が 更に 細かくな つて ゐる。 これによ つて 草 平の 意見 も 略、、 
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判る。 ^然とい ふ 感じで ある U 技倆の 上の 問題で は 一歩 を讓 つて、 「野菊に 採るべき ところ は 

率の 態度 を 以て 作者が 事件 を 徹頭徹尾 描き出して ゐる點 である。」 と 態度 論 を 持ち出し てるる。 こ 

の 態度の 問題が 作 中の 女 主人公の 死の 問題に 觸れ て、 一 つの 事實を 崇高に 取扱 はう が 可憐の 情 を 

もって 兄ようと も 「色々 の 態度が 皆 露」 と 主張して 「野菊の 墓の 場合 は あれでなくて は 物に なら 

ない」 「調和 せんと m 心 ふ」 といろ/ \ の 態度が 皆ぼハ であるから 調和 を 選ぶ-の が當然 とい ふ 尤もな 巾 

分が あら はれて ゐる。 尤も 草 平 も それ 位の こと は 無論 分っての 上で 草 平らし い 申 分が あつたので 

あらう から、 結局 兩 者の 藝術 上の 好み、 性格 上の 相違 だけが 根本的な 問題と なった ので あらう。 . 

【二 〇】 明治 三十 九 年 一月 八日 森 田 米松 宛 

《病 葉に 就いて 一首 蛇足 を 添へ るが。 主人公が 何だか 六づ かしい 本 を 請んで おる。 あれ は 必要が 

あるので すか。 突然 あれ を讀 むと。 故意に あんな 本を讀 ませて！ lis る 様な、 初心な 氣 障な 感じが す 

る。 もっと 長い もので 主人公が 一種 の 人物で あんな もの を讀 むべき 傾向 を 有して るか、 又は あ 

の 本が あの 短篇 中に 一 種の 關係を 有して おるなら 故意と は 思 はれなかった らう。 尤も 後段に 一 寸 

關 係が 出る が あれ 丈で は、 あんな 本 をよ ます 必用 はない と 思 ふ。  • 

容赦な く 云へば 君 は 文に 凝り 過ぎて 失 股し さうな 懸念が 僕に ある。 あまり 凝る と拔 H がない 代 

りに 何となく 窮屈な 苦しい 感じが する でせ う。 li^ 一  長い もの は 到底 极氣 がつ かないと W 心 ふ。》 
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【一二】 明治 三十 九 年  一 e: 十七 日 ^川 正嬉宛  ， 

《野菊の 墓の 末 段 を わるく 云 ふ 人 は 君の 外にあります。 森 El 1 十五 鼓が 同様の 事 を 云って 來 まし 

た。 僕 はさう も 思 はない。 東京 邊の 家庭に はこん な 御シャ ベリな 婆さんが ある もの だと 存 候。》 

【ニニ】 明治 三十 九 年 二月 二十 二日 野 村 傳四宛 

《u ハ 八：' 一 昔 を 拜讀に 及んだ から 愈 斷案を 下さねば ならぬ 

EI 方 太と 撫子 先生の 評 を 左右に ならべて どっちに 贊 成す るかと 問 はれ \ ば 余 は ral 方 太に I- 成す 

る。 

然し 君の 作のう ちで 尤も 失敗の 作 かとい ふと さう ではない。 君 は 尤も 苦心の 作 だとい ふけれ ど 

も 僕が 見れば 他の 出来の い \ 諸篇 より 同等より 少し 下位の 程度の もの だ。 

だから 四方 太に 贊成 する 爲には 失敗と いふ 意味 を大に 高く しなければ ならん。 

小山 -z: 君が ほめる わけ は 分った。 あの 男 はこん な ものが すきなん だ。 あれ は 趣味が 近いから ほ 

める の だよ。 

以上 謹んで 僕の 斷案を 左右に 呈す。 此斷 案は决 して 動かぬ 斷 案であります。 君决 して 疑 ふなかれ 

今椅 火と いふの をつ いでに よんだ。 搰火も 芝； H5 が \ り だが 一 昔より はよ つぼ どい \ と 思 ふ W 拜》 

「椅 火」 は^ 村 氏 自身 として は 他の 諸篇 よりも 今日 改 めて 掀に問 ひたい 意嚮 を 私信 で 洩ら さ れ、 
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«r 氏の 代表作と して この ー篇と 希望した が、 これ も 他の 諸 作 同様 百方 手を盡 して 見た が 散^して し 

說 まったら しい。 本書が せめて 震災 前に 出来て ゐれば もっと 完備した であらう に。 

【二三】 明治 三十 九 年 三月 三日 野 村 傳四宛 

《早稻 S 文學の 三號の 小說評 (先刻 は 失 禮ァレ カラ スグ讀 ンダ) 

大塚楠 緒 子 作 筆が 器用に 出来て 居る。 苦る 文章 を考 へた ものであります。 思 ひっき も わるく 

ありません。 あの人の 作と して は上乘 であります。 三小說 のうちの 傑作で ある。》 

大壤 楠： M 子 は文學 博士 大塚保 治 氏の 夫人。 野 上彌生 子と 共に 漱石 近親の 女流作家の 雙璧 である。 

明治 四十 三年に した。 その 逝去の 際漱 石が 靈 前に 手 向けた 「有る 程の 菊拋げ 入れよ 棺の 中」 の 

句 は 有名で ある。 三小說 のうち 他の 二 篇とは 小川 未明の 「人生」 と 小 栗 風 葉の 「老靑 年」 で、 こ 

れ らは漱 石に は 甚だ 氣に 入らぬ ものであった らしい。 「客 問」 は 巳むな く 割愛した が、 相愛 だつ 

た 男女が 十ハ牛 後に 偶然 他家の 客間に 落ち合 ひ、 女 は 男の 變 化に 失望す る 一場 景を寫 し、 格刖寫 生 

的 妙 も 心 现描寫 とい ふ ほどの こと もない が、 「明暗」 などと いくらか テ ー マの 共通した 味 は ひが 

ある" 後出 「空 薰」 の 場面 も 殆ど 相似た 情景で あるし、 「{ゃ： 薰」 の 部分で 代表した = 

【一 1 四】 明治 三十 九 年 四月 一 日 高 濱淸宛 

《島 村の 破戒と 云 ふ 小說を かって 來 ました。 今 三分 一 程よ みかけた。 風變 りで 文句 杯 を 飾って 居 
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ない 所と 眞 面目で 脂粉の 氣 がない 所が 氣に 入りました。》 

【一 一 五】 明治 三十 九 年 四月 一 日 森 E 米松 宛 

《破戒 は 一 一三 日 前 買 ひました。 先日 紅 綠が來 て 破戒の 著者 は此 著述 を やる 爲 めに 裏店へ 這 入って 

二 年と か 三年と か 苦心した と 聞いて 急に 島 崎 先生に 對し 〔て〕 も 是非 一 部 買 はねば ならぬ 氣 にな 

リ すぐ 買って 來 ました。 是は只 買って 來 たのです。 面白くても つまらなくても 構 はない 買って 來 

たのです。 夫から 半分 程よ みました。 第一 氣に 入った の は 文章であります。 普通 3 小說 家の 様に 

人工的な 餘 計な 細工がない。 そして 眞 面目に すらく、 すた./ \ 書いて ある 所が 頗るよ ろしい。 

所謂 大家の 文 辭の樣 に 装飾 澤 山で ないから 愉快 だ。 夫から 氣に 入った の は 事柄が 夏 面目で、 人生 

と 云 ふ ものに 觸れて 居て い たづら な 脂粉の 氣 がない。 單に 通人 や 遊蕩 兒ゃ 所謂 文士が かき 下す も 

のと 大に趣 を 異にして 居る からです。 ま だ 後半 は よ まな い か ら 批評 は 出来な い が 恐らく 傑作 で せ 

う。 今迄の 日本の 小說界 にこん な 種類の もの はなから うと 思 ふので す。 只 一 篇のモ ー チ ー ヴが少 

々弱い かと 思 ふ。 

輕 薄な ものば かり 讀ん で小說 だと 思って 居る 社會 にこん な眞 面目なの が 出現す るの は 甚だ うれ 

解 しい 事と 思 ふ。》 

說 【二 六】 明治 三十 九 年 四月 三日 森 m 米松 宛 
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or 《破戒 請 了。 明治 S 小說 として 後 $ -に傳 ふべき 名篇 也。 金色 夜叉 2 如き は 二三 十 年の 後 は 忘れら 

0 れて 然るべき ものな り。 破戒 は然ら す。 僕 多く 小 說を讀 ます。 然 L 明治の 代に 小說 らしき 小說が 

出た とすれば 破戒な らんと 思 ふ。 君 四月の 藝苑に 於て 大に藤 村 先生 を 紹介す ベ し。》 

【二 七】 明治 三十 九 年 四 Hral 日 高 濱淸宛 

《藤 村の 破戒と いふの を讀ん で御覽 なさい。 あれ は 明治 S 小說 として 後世に 傳 ふるに 足る 傑作な 

り。 金色 夜叉 杯の 類に あらす。》 

【二八】 明治 三十 九 年 六 n 八 R 前 出 儀 作 宛 

《破戒 は 小生 も 數日か \ りて 通 讀致候 あれ は 文章に てよ ませる 小說 では 無之义 W 部々 々の， 活動に 

て 面. C がらせる 小說 にも 無 之 辛抱して 仕舞 迄よ ませて 後 感心させる 作と 存候 小生 も 一 いきに はよ 

みかね 候へ ども 通讀， L て 感服 致 候。 愚考に て は あれ は かに 明治の 作物と して 後世に 偉 ふべ きも 

のと 存候 尤も 局部々 々 の 刺激 を 求む る 人に はよ み 通す 事少々 如何 あらん かと 存候》 

要するに 輕佻 浮薄で ない 態度と 作風と に對 する 敬愛で、 「野菊 2 墓」 の 尊重と 大いに 相 通す る 

ものが ある。 後年 長 塚 節の 「土」 を 尊敬した の もこ S 同じ 心 持と 思 ふ。 「野 分」 の 白 井 道 也 先生 

が、 愛好して 然るべき 文學 であるから、 漱 石に これらの 言 3 あるの はすぐ 解釋 がっく。 「破戒」 

は强 いていへば 新しい 「沈營 奇雅」 の文學 ではないだら うか。 
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【二 九】 明治 三十 九 年 日 高 濱淸宛 

《畑打ち 淡々 として 一 種の 面白味 あり。 人 は 何 だ こんな ものと 通り過ぎる かも 知れす。 僕 は 被の 

雪 流な 味 を 愛す。 只 學士の 妻に なり 損なった ものが 百姓に なって を 打つ 程 零落す るの は 普通で 

ない。 「小說 家」 とい ふ 文 はわる 達者で ある。 「寮 生活」 も 多少 輕薄 也。 而も 兩篇 とも 僕の 文に 似 

て： i5 るから 懒愧の 至り だ。 これに くらぶれば 「素人 淨 瑠璃」 杯の 方遙 かに 面白し。》 

「畑 打」 に對 する 評言 は 「厭味の ない 乙な 色氣 などの ない」 手の 作品に 野趣 を 加へ たもの を艳 3 

雪 流と 命じた と考へ てよ からう。 

【三 〇】 明治 三十 九 年 四 H 十 一 日 鈴 木 三重 吉宛 

《御手 紙 も 小說も 屈いて 只今 附方 とも 拜見 千鳥 は 傑作で ある。 かう 云 ふ 風に かいた もの は 齊通^ 

小説家に 到底 望めない。 ^= ^だ 面白い。 强 いて 難 を 云へば 段落と 順序が 整然として 居らん。 第一 囘 

の 藤さん と 瀬 川さん 3 會 話が 少々 振 はない。 (其 代り あとの 會話は 悉く 活動して ra^ る)。 最後に 舟 

を 望んで 藤 さ ん を 想像す る 所 は 少しく ど 過ぎ る (其 代り 抉の 貝 を なげる 所 なぞ はうまい も の だ)。 

夫から 法學士 との 問答 もない 方が い- -。 終 本の 御姬 さま は 前後と もない 方が 明瞭で ある。 尤も あ 

解 れば 妙な 趣味 は 生す る。 壁の 畫が ねけ 出す の も考へ もの だ 以上 は 僕の 感じた わるい 方 だが それ 

說 を 除いて は 悉くうまい。 會 話と いひ 所作と いひ 仕草と いひ 悉く 結構で ある。 一 つ 二つ 取り出して 
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解 云 ふと ほか e まづぃ 様になる から 云 はない。 總體が 活動して 居る。 僕が 島へ 遊びに 行って 何 かか 

說 かう としても 到底 こんなに は 書け まい。 三重 吉君萬 歳 だ。 そこで 千鳥 を此 次の ホト、 ギスへ 出さ 

うと 思 ふが 多分 御 異存 はないだ らう。 構 ひます まいな。 尤も 緖言 はぬ く 積り だ。 

どうか 面白い もの を もっと 澤山 かいて 屁鋅 文士 を 驚ろ かして 吳れ 玉へ。 僕 多忙で こまる。 昨日 

から 講義 を かき かけたら 半べ ー ジ 出来た。 講義 を 書く より 千鳥 をよ む 方が 面白い。》 

【三 一】 明治 三十 九 年 四月 十一 日 高 濱淸宛 

《拜啓 僕 名作 を 得 • たり 之 をホト 、ギス へ 獻 上せん とす 隨分 ながいもの なり 作者 は 文科 大學生 鈴 木 

三重 吉君 U 只今 休學 鄕里廣 島に あり。 僕に 見せる 爲 めに 態々 かいた ものな り。 僕の 門下生 からこ 

んな面 白 いもの を かく 人が 出る かと 思 ふと 先生 は 顔色な し。 先 は 御 報知まで 艸々》 

【三 二】 明治 三十 九 年 四月 十五 日 鈴 木 三重 吉宛 

《拜啓 一 一三 日 前 君に 手紙 を 出す と 同時に 虚 子に 手紙 を 出して 名作が 出來 たと 知らせて やったら 大 

將 今日 來て 千鳥 を朗讀 した〕 そこで 虚子 大人の 意見なる もの を御參 考の爲 めに 一 寸 巾し 上げる 

〇 全篇 を 通じて 會 話が 振って 居らん。 藤さん のホ、 、 、が 多過ぎる 藤さん が H 舍 言葉で 瀨川 さん 

が^ 舍官 葉で 褂合 をしたら もっと 活動す るか も 知れん (漱石 曰く 虚 子の 云 ふ 所 一理 あり。 然し 主 

人 公が 田舍言 葉で やっつけたら 下女 や 何 かの ffl 舍首 葉が 引き立つまい。 伍し 全篇 を 通じて 若い 男 
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女の 會話は あまり 上出來 にあら すと 思 ふ) 

〇 虚子 曰く 章坊 の 寫眞ゃ 電話 は嶄 新なら す も つと 活動が 欲しい (漱 石臼く 章坊の 寫眞も 電話 も寫 

生 的に 面白く 出来て 居る) 

0 女と 男が 池の 處へ しゃがんで 對話 する 所 朱 だ 室に 入らす。 且つ 其 景色が 隙 腐な り (漱石 曰く 會 

話 は あの 位で 上の 部なる べし。 池の 景色 鮒の 動靜 悉く 寫生 なり 陳腐なら や) 

〇 虚子 曰く 若い 男女が 相會 して 互に 思 ふ はあり ふれた 趣向な り但ー 一日 間の 出来事と 云 ふに 重き を 

置いて、 それ を讀 者に わからせる 様に つとめた 所がよ し。 (漱石 曰く 趣向 は 陳腐に も あらす 又陳 

腐で なき 事 もな し 要するに 技倆 如何にて 極る。 此篇の 大缺點 はどうしても 作り物で あると いふ 疑 

を 起す 點 にあり。 然し 所々 に寫生 的の 分子 多き ために 不自然 を 一 寸 忘れさせ るが 手際な り) 

虚子 曰く 狐の 話 面白し 全篇 あ の 調子で 行けば えらい ものな り (漱石 曰く 全篇 大概 は あ の 調子な 

り) 

要するに 虚子 は寫生 文と して は寫生 足らす、 小說 として は 結構 足らす と 主張す。 漱石は 普通の 

小說 家に 是程寫 生 趣味 を 解した る ものな しと 主張す。 

解 以上 は虚 子の 評な り。 君 は 固より 僕に 示す 丈の 積り だら うが 僕 以外の 人の 說も 參考に 聞く 方が 

I 將來の 作の 上に 利益が あると 思 ふから 一 寸 報知す る。 虚 子と 云 ふ 男 は 文章に 熱心 だから こんな 事 
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解 を 云 ふので 僕が 名作 を 得た と 前觸が 大き 過ぎた 爲め 却って 缺點を 擧げる 様になった ので、 い \點 

一，！^ は 認めて 居る ので ある。 

それで 原稿 は 一 度 君の 許諾 を 得た 上で と 思った が虚 子が 持って 歸 ると 云った から やり ましたよ。 

尤も 長いから 少々 削る かも 知れない。 是も 不平 を 云 はすに 我慢して くれ 玉へ 以上》 

これらの 三 通 は 綜合して 見る と 「千鳥」 ー篇の 精緻な 鑑賞で、 同時に 少年の 門下 を 導く 懇切の 

情の 頗る 掬すべき ものが あるの を覺 える。 「千鳥」 をー讀 しながら、 これらの 評 首 を 見る こと は 

甚だ 便利で も あり 必要で も あるのに、 紙面の 都合が これ を 許さぬ の は 甚だ 遣憾 である。 幸 ひに こ 

の篇は 三重 吉が 初期の 諸 名作と 共に 岩波 文 雍に牧 めら れて 流布して るるから、 どうぞ (といって 

別に 岩波から 頼まれた 譯 ではない が) 本書の 不備 を 補 ふ 意味で 一 本を購 つて 一 讀 されたい。 それ 

自身の 輿 味と 漱 石の 批評眼 鑑賞 力 を具體 的に る 上と で 決して 損で ない こと は保證 する。 「千^::!」 

は漱 石の 寫生文 主義 乃至 趣味と 耽美主義と を 打って 一 丸と L た、 謂 はば 耽美的 俳諧 趣味、 抒情 的 

低徊趣味 とも 名づく ベく 首 はば 「草枕」 の 素直に 拙な もので、 漱 石に はこの 稚拙 も 必らす 好意 を 

もてたら うと hs ふ。 

【三 三】 明治 三十 九 年 九月 二日 寺 E 寊彥宛 

《嵐拜 見先づ 面白い 方に 候 
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說 解 


結末の 五六 行 は 大家に 候。 あれ 位 短 かくして しかも あれ を 仕舞に 置く 所が 尤もよ ろしく 候" 短 

tl は是で 持つ ものに 候。 ド ー デ杯 はこの 呼吸 を 心得た 人に 候. - ^もこの 呼吸 を 心得た 人に 候。 

嵐の 前 2 景色よ ろしく 候" あとの 景色 もよ ろしく 候 U 只 肝心の 嵐が 一向 引き立たぬ 氣が 致し 候。 

今少し 何とかしたら 凄ぐな つ たらう。 又 熊 公 の 嵐 後の 様子が 反映し てよ ろつ たらう.。 

「海 は 地の 底から 重く 遠くうな つて 來る」 の 一 句 旣に時 問 を 含 くんで 居る のみなら す。 旣に嵐 

の經 過を豫 期せし むる 如き 書 方で ある。 此好句 を 冒頭に 置きながら 其つ ぎの 節から 一 節； 母に 嵐の 

吹き募る 模様 を漸々 深く 切り込む 様に 書か (卽ち 時間 的に) な いのは 殘念 だと 思 ふ。 

嵐の 一 篇 はホト 、ギス に 送って よければ 僕から 送ります。 虚 子は不 相變贊 辭を呈 する 事と 存候》 

【三 ral】 明お 三十 九 年 九月 三日 高 濱淸宛 

《寅彥 嵐と 題す る 短篇 を 送り こし 候 例の 如く 筆 を 使 はない うちに 餘 情の ある 作物に 候 十 n:: 分の ホ 

ト、 ギスに 御 揭載被 下べ くや。 御 郵送 申 上 候。》 

【三 五】 明治 三十 九 年 十月 十 一 日 森 m 米松 宛 

《寅 彥の嵐 は 彼の 作と し て あま り 秀逸 ぢ やな い。 嵐の 前後 丈 か いて 肝心の 嵐 を か \ な いなんて や 

るい 5?J だ 尤も 最後の 二三 行 「あの人 も 御 かみさんの 居る 時分 云々」 は 君と 絕對 的反對 で大贊 成で 

ある。 あの 下女の 言葉が あって 始めて 熊さん の 長い？ 1 の變化 やら 歷史 やらが 一句のう ちに 纏めら 3 


解 れて、 讀者は うん さう かと 云ふ氣 になる ので ある。 短篇で もし 長い 歷史を 感ぜし むる 爲 めに は あ 

說 あ 云 ふ 筆法で なければ いかぬ。 あれが 短篇の 落ちで ある。 あれが あるから 霰 龍 點睛の 妙 を覺 えて 

全篇が 活動して くるので ある。 もし 是を 不贊 成と いふなら 大に 議論が したい。》 

「嵐」 は 作品と しても 立派 だし、 液 石の 評 首 も具體 的で 作品 を 見たい とい ふ 欲望 を 起させる から、 

一 旦 はこれ を 採 錄目錄 に 加へ たが、 寧ろ r 團栗」 をと いふ 小宮 氏の 注意に 贊 成して 遂に 割愛した。 

一 體寅彥 とい ふ 人の 文 學が漱 石文 學 とつな がって るる 點は、 文學 論の 學者漱 石 及び 「力 ー ライル 

博物館」 の 作家 漱石 を考 へる と 同一 族の 相貌 を 具へ てゐ るのに 氣づ くで あらう。 漱石は 今までの 

例で も 自分 の惡 いところ に似て ゐ る 文體ゃ 作品 に は ひどく 嫌惡を 感じて ゐ たらしい が、 その 長所 

が 相似て ゐる、 例へば 三重 吉、 寅彥 などの 揚合は 別に 自分に 似て ゐ ると いふ 意味で 嫌惡 もしな か 

つた。 自己の 美點と 長所と を 充分に 自覺 してる たためで あらう。 すると 漱 石の 鑑賞 は 獨り岡 n ば 

かりで はなく、 自己批判の 場合に も 正鹄を 得て るた とも 云 へ さう である。 

明治 四十 年 

この 年の 四 H に帝大 及び 第 一 高等 學校 講師 を辭 任した 漱石は 東京 朝日 新聞に 入社して 愈. - 作家 
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生活に 入った。 その 最初の 作品が 長篇 「虞美人草」 である。 當時 自然主義の 文壇 的 勢力 は 益 旺 

^の感 があった が、 漱石は 最初から 相 背馳して ゐ たこの 風潮に 對 して、 更に 自覺 して 反目した か 

に 見えた。 

【三 六】 明治 四十 年 一月 十二 日 野 村 傳四宛 

《寒 水 村 (f ほ！ づ) をよ みました。 君の かいた もので 一 番小說 に 近い ものである。 趣向が 面白 

い。 さう して 是と いふ 不自然がない。 結構であります。 一字 一 に 苦心す るより あの方が 逸 かに 

早々 萬歲》 

【三 七】 明治 四十 年 In 十八 日 高 濱淸宛 

《「緣 」 (！^ ||;,|) とい ふ 面白い もの を 得た から ホトヽ ギスへ 差し上げます。 「緣」 は どこから 見 

て も 女 の 書いた ものであります。 し かも 明治 の 才媛が いまだ 曾て 描き出し 得な か つ た 嬉し い 情趣 

を あら はして 居ます。 一， 千鳥」 を ホト、 ギス にす \ めた 小生 は r 緣」 をに ぎりつ ぶす 譯に 行き ま 

せん。 ひろく 同好の 士に讀 ませたい と 思 ひます。 . 

今の 小說 すき はこん な もの を讀ん でつ まらん とい ふか も 知れません。 瘦汁を ぐら/ \ 煮て、 そ 

解 れを 飽く迄 食って、 さう して 夜中に 腹が 痛くな つて 煩悶し なければ 物 足らない とい ふ 連中が 多い 

0 樣 である。 それでなければ 人生に 觸れた 心持ちが しない 杯と 云って 居ます。 ことに 女に はそんな 
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說 解 


毒に あたって 嬉しがる 連中が 多い と 思 ひます。 大抵の 女 は 信 州の 山の 奥で 育った 田舍 者です。 館 

を 食って ピリ ヽ と來 て、 顔が ボ ー としなければ 魚ら しく 思 はない 樣 ですな。 

こんなな かに 「緣 .」 の樣な 作者の 居る の は 甚だ たのもしい 氣 がします。 これ を たのもし がって 

歡迎 する もの はホト 、ギス 丈 だら うと 思 ひます。 夫れ だから ホト 、ギス へ 進上し ます。》 

【三 八】 明治 四十 年 二 n: 十六 日 松 根 豐次郞 宛 

《先夜 は 失禮其 後閑 をぬ すんで 樂堂 君の 三の 糸 を拜讀 中々 面白い所が ある 様 だ。 其 面白味 は 俳句 

を やった 人の み 出し 得る 面白味で ある 様で そこ の 所 は 甚だ 贊成 だが 全體 から 云 ふと まとまらない „ 

散漫の 樣に 感じた" 文章が あまり 簡單で 字が あまりう まくなくて さう して 僕に 充分の ひまがない 

ので さう 思 はれた のか も 知れぬ。》 

【三 九】 明治 四十 年 四月 十九 日 高 濱淸宛 

《京の 都 踊萬屋 面白く 拜見 一 力に 於け る 漱石は 遂に 出ぬ 樣に 存じ 候少々 御 恨みに 存じ 候漱 石が 大 

に 婆さんと 若い のと 小 供のと あらゆる 藝妓 にもて た小說 でも 寫生 文で も 御 書き 被 下 度と 存候 近來 

の 漱石は 色の 出來. ぬ 男の 様に 世間から 誤解 被 致 居り 大に殘 念に 候 以上》 

. これ は 「虞美人草」 を 書きに 京都 へ 行 つ た漱 石が そ の 地で 落ち合 つ た (？) 虚 子に その 地の 模様 

を 記した 文章 を 讀んだ 後の 感想で ある こと は 文 言で 判る が、 從 つて 純然たる 批評と いふより 多分 
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に 社交的 辭 令が 加 はって ゐる 口調で ある。 それにしても 一 應 文中の ニ篇を 知って おかう と 思って、 

これ を 作者に た したが 作者 は その 揭載誌 は 遂に 明示され なかった。 卷 末の 表に も 記載が ないか 

ら 玆に斷 つてお く。 

【四 〇】 明治 M 十 年 五 H 四日 上豐 一 郞宛 

《七夕 さま は r 緣」 よりもす つと 傑作と 思 ふ 讀み 直して 驚ろ いた。 燈籠を 以て 着物 を 見に 行く 

所 は 非常によ い。 末 段 は あれで よろし》 

【四 一 】 明治 四十 年 五 H 四日 高演淸 宛  • 

《七夕 さま を よんで 見ました、 あれ は 大變な 傑作です。 原稿料 を奮發 なさい。 先達ての 

は 安す ぎる。》 

【gl 二】 明治 四十 年 七 十六 日  一 5 濱淸宛 

《大 ^2: 旅舘 についての 多 評 は 好 景氣の 様 也 三重 吉は 大變 ほめて ゐ ました。 寅彥も 面白い と 云 ひま 

した。 そこ へ 洋 城が 來て 三人 三 様の 解釋 をして 議論 をして ゐ ました。 小生 はよ く 御 其 議論 をき 

かなかった。 小生の 思 ふ 所 は。 大內 旅館 は あなたが 今迄 かいた もの， - うちで 刖機軸 だと 思 ひます _ 

解 そこが あなたに は ー變化 だら うとな じます。 卽ち あなたの 作が 普通の 小說に 近くな つたと 云 ふ 意 

說 味と。 夫から 普通の 小說 として 見る と大內 旅館が ある 點に 於て 獨特の 見地 (作者 側) が ある 樣に 
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解 見える 事であります。 詳しい 事 はもう 一遍 讀 まねば 何とも 云へ ません。 とにかく 色々 な 生面 を 持 

說 つて ると いふ 事 は それ 自身に 能力であります。 御 奮 勵 を 祈ります。》 

なほ 「大内 旅 宿」 に對 して は 「鷄 頭」 の 序の 中で 詳しく述べて ゐ るから、 ここに 引用して、. 讀 

者が 併讀の 便に 供しょう。 この 序文 は漱 石の 藝術 論と して 重要な ものと も 思 ふし、 前揭 引用 書翰 

(三 七) の說 明と しても： ^ だ 役立つ と 思 ふから、 「大內 旅 宿」 の 部分 だけでなく、 序文の 全文 を 採 

錄 する リ 

【四 三】 高 濱虚子 著 『鶴 頭』 序 

《小說 の 種類 は 分け 方 で 色々 になる。 去れば こそ 今日 迄 is 洋人 の 作つ た 作物 を 西洋人が 評する 場 

合に、 便宜に 應 じて 澤 山な 名 をつ けて ゐる。 倾向 小說， 理想 小說、 浪漫派 小說， 寫赏派 小說、 自 

然 派小說 杯と 云 ふの は、 皆 在来の 述作 を 村 料と して、 其 著る しき 特色 を 認める に從 つて 之 を 分類 

した 迄で ある。 種類 は是 丈で 盡 きたと は 云へ ぬ U 一た び 見地 を 變れば 新ら しい 名を發 見す るの は 

左迄闲 難で ない。 况んゃ 向後の 作物が 舊來の 傾向 を 繰返して 滿 足せぬ 限り、 時と、 場合と、 作家 

の 性癖と、 發展の 希望と によって 生面 を 開きつ K 推移す る 限り、 何 派、 何 主義と 云 ふ 思 ひも 寄ら 

ぬ 名が 繽々 出て 來 るの が當然 である。 

虚 子の 作物 を 一 括して、 是は何 派に 屬 する もの だと 在来 ありふれた 範圍 -2： に 押し込め るの は 余 
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の 好まぬ 所で ある。 是は必 すし も虚 子の 作物が 多 趣 多様で 到底 概括し 得ぬ からと 云 ふ 意味で はな 

い。 又は 虚 子が 空前の 大才で 在来 西洋人の 用 を 足して 來た 分類 語で は、 其の 作物に 冠す る资 格が 

ない と 云 ふ 意味で もない。 虚 子の 作物 を讀 むにつ けて、 余 は不圖 こんな 考 へが 浮んだ" 天下の 小 

說をー 一種に 區 別して、 其の 區 別に 關聯 して 虚 子の 作物に 說き 及ぼしたら ど うだらう。 

所謂 二種の 小說と は、 餘裕の ある 小說 と、 餘裕 のない 小說 である。 た f 是丈 では 殆んど 要領 を 

得ない。 のみなら す 言 句に まつ はると 褒貶の 意を寓 して あるかの 様に も閜 える。 かたがた 說 明の 

耍が ある。 

餘裕の ある 小 說と云 ふの は、 名の 示す 如く 逼ら ない 小說 である。 「非常」 と 云 ふ 字 を 避けた 小 

說 である。 不斷 着の 小說 である。 此 間中 流行った 言葉 を拜惜 すると、 ある 人の 所謂 觸れ ると か觸 

れぬ とか 云 ふうちで、 觸れ ない 小說 である。 無論 觸れ ると か觸れ ない とか 云 ふ 字が 瞹眛 であって" 

しかも 余 は 世間の 人の 用ゐる 通り 好 加減な 意味で 用ゐて 居る の だから、 此 字に 對 して 明かな 責任 

は 持たない 積り である。 只 ある 人々 の唱へ る 意味に 於て 觸れ ない 小說と 云ったら 一 番 はや 分りが 

する だら うと 思って、 瞹 味ながら わざ/ \此 字面 を拜 借した ので ある。 と 云 ふ もの は、 まづ 字の 

解 定義 は 御 互の 間に 默 契が あると して、 ぁる人カは觸れなければ小說にならなぃと^！^^-へ て居る。 だ 

說 から 余 はとく に觸れ ない 小 說と云 ふ 一種の 範圍を 掠らへ て、 觸れ ない 小說も 亦、 觸れた 小 說と同 
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じく 存在の 權 利が あるの みならす、 同等の 成功 を牧め 得る もの だと 主張す るので ある。 

觸れ ない 小說の 意味 をもう 少し 說明 しないと 余の 所存が 貫徹し まいと 思 ふ。 余 は 自己の 考を述 

ベて、 こんな 風に も 小說は 解釋が 出来る もの だと 讀 者から 認めて 貰へば 好い。 喧嘩 を寶る 料簡で 

もな し、 賣られ た 喧嘩 を 買ふ氣 もない。 從 がって 思 ふ 通り を 思 ふ 通りに 述べて 誤解の ないやう に 

力めて 置かなければ ならない。 

個人の 身の上で も、 ー國 の歷史 でも 相互の 關係 (利害 問題に せよ、 德義 問題に せよ、 其 他 種々 

な 問題) から 死活の 大事 件が 起る ことがある。 すると 渾身 全國 悉く 其 事件に なり 切って 仕舞 ふ。 

普通の 人 問の 様に 行 尿 走 尿の 用 は 足して 居る が、 用 を 足して 居る か、 居らぬ か氣が 付かぬ 位に 逆 

上せて 仕舞 ふ。 先達て 友人が 来て こんな 話 をした。 小 田 原で 暴風雨が あった 時、 村の 漁船が 二三 

杯 沖へ 出て 居て、 どうしても 濤を 凌いで 磯へ 歸る 事が 出来ない。 村 中 一人 殘ら す诸へ 出て 焚火 を 

して 浮きつ 沈みつ する 船 を 眺めて 居る 許りで ある。 此方から 繩を 持って 波 を 切って、 向う の 船へ 

投げ込んで、 其繩を 引いて 陸へ 上げる のが 彼等の 目的で ある。 がさう 思 ふ 様に 目的 は 達せられん 

ので 晚 からかけ て 翌日の 午後の 三時 頃 迄 は 村 中 濱へ總 出の 儘 風の 中、 雨の 中に 立ち 盡 して 居た。 

所が 其 長時間の うち 誰. 一 人と して 口 を 利いた ものがない 叉 誰 一 人と して 握り飯 一 つ 食った ものが 

ない との 事で ある。 かうな ると 行 深 走 尿 すら 便じなくなる。 餘裕 のない 極端になる。 大いに 觸れ 
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てく る。 同時に 眼前 焦眉の 事件 以外 何にも 眼に 這 入らなくなる。 世界が 一本 筋になる。 平面に な 

る。 寢 返り も 出来ない 様に 窮屈になる。 なっても 構 はない がそれ 許りが 小說 になる と 云ふ議 きが 

どうして 出来る。 世の 巾は廣 い。 廣ぃ 世の中に 住み 方 も 色々 ある。 其 住み 方の 色々 を隨緣 臨機に 

樂 しむの も餘裕 である。 觀 察する の も餘裕 である。 味 はう の も餘裕 である。 此 等の 餘裕を 待って 

始めて 生す る 事件な り 事件に 對 する 情 緖 なり は 矢 張 依然として 人生で ある。 活潑々 地の 人生で あ 

る。 描く 價値も あるし、 讀む價 値 も ある。 觸れた 小說と 同じく 小說 になる。 或 人は淺 いと 云 ふか 

も 知れない。 淺 いと 云 ふ點に 於て は 余 も 同感で ある。 然し 價 値がない と 云 ふ 意味に 於て 淺 いと 云 

ふなら 問 違って 居る。 此 場合に 於け る 深いと か淺 いと か 云 ふの は 色の 濃い とか 薄い とか 云 ふのと 

一般で、 濃い から 上等で 薄い から 下等と 云 ふ評價 のつ けられる 譯の もので は 勿論な い 如く 毫も 作 . 

物 を 高下す る 索引に はならない ので ある。 

護 護 を 延ばして、 今少し 引っ張る と 切れる と 云 ふ 所 迄 構 はす 持って行く。 惡 いと は 云 はない。 

然し 此所迄 引っ張って びんと させな くつち や 駄目 だよ と 云 ふに 至って は、 緊張の 趣 は 解して i5 る 

が 雍容の 味 は 解し 得な い 人 だと 云 はれて も 仕方がな い。 のびない 護講も ゆとりが あ つ て 面白 い と 

解 云 ふ 人 を 屈服させる 譯には 行かない。 

說 茶 を 品し 花に 灌 ぐの も餘裕 である。 冗談 を 云 ふの も餘裕 である。 檎畫 彫刻に 間 を 遣る の も餘裕 
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0 である。 釣 も謠も 芝居 も 避暑 も 湯治 も餘裕 である。 曰 露戰爭 の永績 せざる 限り、 *1 間が ボルク マ 

說 ンの 様な 人 問で 充滿 しない 限り は餘裕 だらけで ある。 而 して 吾人 も已を 得ざる 場合の 外 は 此餘裕 

を 喜ぶ ものである。 從 つて 此等 3 餘裕 より 生す る 村 料 は 皆小說 となって 適當 である。 (喜ぶ から 

小說 になる と 云 ふと 小 說は娛 樂の爲 めと 云 ふ 意味になる。 此を 詳しく 説明し やうと すると 小說. の 

目的と 云 ふ 議論になる。 機會を 見て 余は此 點に關 する 自己の 意見 を 述べたい と 思 ふが、 今 は詳說 

する 遑 がない から 別に 云 はぬ。 只 小說は 娯樂を 目的に して はならぬ と 云 ふ 議論 は 成立せ ぬ。 從っ 

て 嫂 樂も亦 小說の 一 目的と して 存在し 得る もの だと 許り 一 首して 置く。) 

以上 は餘裕 ある 小 說の說 明で ある。 旣 に餘裕 ある 小 說を說 明した 以上 は餘裕 なき 小說も 大概 其 

意味が 分った 害で あるが。 一言に して 云 ふと セッパ 詰った 小 說を云 ふので ある。 息の 塞る 難な 小 

說を云 ふので ある。 一 毫も 道草 を 食ったり 寄 道 をして 油を資 つて はならぬ 小 說を云 ふので ある。 

吞氣な 分子、 氣樂な 要素の ない 小 說を云 ふので ある。 たと へば イブセンの 脚本 を 小說に 直した 樣 

な もの を 云 ふので ある。 大いに 觸れ たもの を 云 ふので ある。 所謂 イブセン Q 寄いた もの 杯 は先づ 

吾人の 一 生の 浮沈に 關 する 様な 非常な 大 問題 をつ らまへ て 來て其 問題の 解決が して ある。 しかも 

其 ® 決が 普通の 我々 が 解決す る樣な 月並で なくって へ えと 驚ろ く 様な 解決 をさせる 赛が ある。 人 

は 之 を^して 第一義の 道念に 觸れ ると も、 人生の 根元に 徹する とも 評して 居る。 成. 呈吾々 人よ 
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り 高く ー楚眼 を 具して 居ない と あんな 御手 際は覺 束ない。 只此點 丈で も 敬服の 至りで ある。 然し 

i ^様に 百 尺 竿頭に 一 歩 を 進めた 解決 を させたり、 月並 を 離れた 活動 を 演出 させたり、 篇 中の 性格 

を 裏返しに して 人 問の 腹の 底に はこん な 妙な ものが 潛んで 居る と 云 ふ 事を讀 者に 示さう とする に 

は 勢ひ篇 中の 人物 を 度外れな 境界に 置かねば ならない。 餘裕を なくなさ なくって はならない。 セ 

ッパ 詰らせな くって はいけ ない。 そこで 大抵 は 死活問題が 出て くる。 一世の 浮沈 問題が 持ち上が 

つて 來る。 -必 すと は 云へ ない。 人 問 は 一寸 風 を 引いた のが 動機に なって ft 的 生活に 一 革命 を 起 

さぬ と は 限らぬ。 然し 大體の 傾向 はと 云 ふと 以上の 如くで ある。) 

斯様に 小說を 二つに 分けて 昆た 所で 虚 子の 小說は どっちに 屠す るかと 云 ふと 先づ 前者 卽ち 餘裕 

の ある 方面に 屬 すると 思 ふ。 其 餘裕の ある 所が、 ある 一派の 人から □ -て氣 に 入らぬ 所で あらう と 

思 はれる。 だから どんな 所に 餘裕が あると 云 ふ 事を說 明したら ば、 是 等の 人々 の 誤解 を 防いで、 

幾分 か虚 子の 長所 を發 揮す る 方便になる だら うと 思 ふ。 之を說 明す るに は 例 を 引く のが 早 分りで 

ある。 

文章に 祗徊 趣味と 云 ふ 一 種の 趣味が ある。 是は 便宜の 爲め 余の 製造した 一一： 一口 語で あるから 他人に 

解 は 解り 様が なから うが 先づ 一 と 口に 云 ふと 一 事に 卽し 一 物に 倒して、 獨特 もしくは 速 想の 興味 を 

說 起して、 左から 眺めたり 右から 眺めたり して 容易に 去り 難いと 云 ふ 風な 趣味 を 指す ので ある。 だ 
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から 抵裥 趣味と いはないでも 依々 趣味、 戀々 趣味と 云っても よい.^ 所が 此 趣味 は 名前の あら はす 

如く 出來る 丈長く 一  つ 所に 佇立す る 趣味で あるから 一 方から 云へば 容易に 進行せ ぬ 趣味で ある。 

換言すれば 餘裕が ある 人で なければ 出来ない 趣味で ある。 閑人が 買物に 出る と 途中で 引か， ^る。 

交番の 前で 鼠 を ぶら下げて 居る 小僧 を 見たり、 天狗 連の 御 浚へ を聽 いたりして 肝^の 買物 は 中々 

辨 じない。 所が 忙 がしい 人になる と、 そんな 餘裕 はない。 買物に 出たら 買物が E 的で ある。 買物 

さへ おへば、 それで 目的 は 達せられ たので ある。 小 說も其 通りで ある。 篇 中の 人物の 運命、 こと 

に 死ぬ るか 活き るかと 云 ふ 運命 丈 に 興味 を 置 いて 居る と 自然と 餘裕 はなくな つてく る。 從 つて セ 

ツバ 詰って 抵徊 趣味 は 減じて 來る。 

そ こ で 祗徊 趣味 も客觀 的と か 、王觀 的 と か 區 別す れば 色々 になる が、 それ は 面倒 だ か ら暫 らく 云 

はぬ としても、 虚 子の 小 說には 此餘裕 から 生す る^ 徊 趣味が 多い かと 思 ふ。 或 人 は 云 ふか も 知ら 

ぬ。 虚 子の 小 說は皆 短篇で ある。 所謂^ 裥 趣味 は 長篇 ならば 兎に角、 こんな 短 かいものに そんな 

趣味の あら はれる 譯 がない と。 所が 事實 は反對 である。 長い ものに なると、 さう 單 調に 進行す る 

事が 出來ん から、 自然 だれの 作物で も餘 事が？； 此 入して くるし、 又 頁の 數 から 云っても 餘裕 は出來 

易い。 だから 長篇 ものに 所々 此 趣味が 散點 して 居ても、 取り立て. - これが 作者の 趣味 だと 言 ひ 切 

る 譯には 行かない。 所が 短篇 ものに なると H 數に 限りが ある。 其 限りが あるう ちで 人の 服に つく 
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樣に此 趣味 を 出す と 云 へ ば 作者の 嗜好 は 判然として 爭 ふべ き餘地 はない。 

虚： ナの 「風流 谶法」 には子 坊主が 出て くる。 所が 此 小坊主が どうした とか、 かう したと か 云 ふ 

よりも 祇園の 茶屋で 歌 をうた つたり、 酒 を飮ん だり、 仲居が 緋の 前垂 を 掛けて 居たり、 舞子が 京 

都風に 帶を 結んで 居たり する のが 眼に つく。 首 葉を換 へる と、 虚子は 小坊主の 運命が どう 變 つた 

とか、 どうな つて 行く とか 云 ふ 問題よりも 妓樓 一夕の 光景に 深い 興味 を 有って、 其 光景 を 思 ひ 浮 

ベて 戀々 たるので ある。 此 光景 を虚子 と共に 味 はう 氣が なくって は、 始 から 「風流 懺法」 は 物に 

, かるい い 

ならん。 「斑鳩 物語」 も 其の. 通で ある。 所は奈 良で、 物 寂び た 春の 宿に 梭の 音が 聞え ると 云 ふ 光景 

が 眼前に 浮んで 飽く迄 これに 耽り 得る 丈の 趣味 を 持って 居ない と 面白くない。 お 道さん とか 云 ふ 

女が どうしました ねとお 道さん の 運命ば かり 氣 にして 居て は 極めて 詰らない。 r 樂屋」 も北ハ 通り、 

なかに 出て くる 古野さん よりも 能の 樂屋の 景色 や 照 葉 狂 言 の 樂屋の 景色 其 物に 興味がない と 極め 

て 物 足らない 小說 になる かも 知れぬ。 「勝敗」 は 多少 意味が 違 ふが 兎に角 腕白な 子供と 爺さんの 

對話其 物に-組 徊拍掌 S 感を 起さなくて は 意味 さへ 分らなくなる。 子供と 爺さんが 夫から 先 どうな 

つたに も、 かうな つたに も 丸で 頭 も ：！^ 尾 も あり やしない。 「八文字」 に 至って は 其 極端で ある。 

解 かう 云 ふ 立場から して 讀んで 見る と虚 子- 2 小說は 面白い所が ある。 我々 が氣の 付かない 所 や 一一 =11 

說 ひ 得ない 様な 所に 抵徊 趣味 を發 揮して 居る。 此 集に は 見えない が 京り 隨近を 舟で 拔 ける 所 杯 は 未 
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解 だに 余が 頭に 淺 つて 居る。 其 代り 人間の 運命と 云 ふ 事 を 主にして 見る と、 あまり 成效 して 居らん „ 

m 只 「大內 旅 宿」 丈 はう まく 出来て 居る。 然し こ- -に は抵徊 趣味が 全然 缺 乏して 居る。 (なぜ 「大 

內旅 宿」 が 成功して 居る かを說 明したい が、 長くなる から やめる。 「大內 旅 宿」 杯 は 無餘裕 派の 

人で 一 一一 目 も 批評 をした 事がない 様で あるが、 あれ は 一 見 平凡な 運命 を かいた やうで、 そのうちに 

大 いなる 曲折と 出来る限りの 複雑の 度 を 含んで 居る。 それで あれ 程の 頁で 濟ん でお るから 低徊 趣 

味の な いのも 無理 はない。) 

余 は小說 を區刖 して 餘裕 派と 非餘裕 派と して イブ セ ンを 後者の 例に 引いた。 で 前 云った 通り 此 

種の 小說の 特色と して は 人生の 死活問題 を 拉し來 つ て 、 切實な る 運命 の 極致 を寫す の を 特色と す 

る。 讀 者は此 點を擧 げて此 種の 作物 を 謳歌し、 余 も 亦 此點に 於て 此 種の 作物に 敬服す る。 所で 此 

種の 作物に 對 する 賞， 讚の 辭を 聞く と 第一義と か、 意味が 深いと か、 痛切と か、 深刻と か 云って 居 

る。 余 は此賞 讚の 辭に對 して 是非 を爭ふ 料簡 はない。 ない が これが 小說の 極致で あるかと 問 はれ 

ると、 さう さなと 首 を 傾けざる を 得ない。 成程 是 等の 作物 は 第一義の 道念に 觸れて 居る かも 知れ 

ぬ。 然し 其 第一義と いふの は 生死 界 中に 在っての 第一義で ある。 どうしても 生死 を脫 離し 得ぬ 煩 

腦 底の 第 一 義 である。 人生 觀が是 より 以上に 上れぬ とすると 是 が絕對 的に 第 一 義 かも 知れぬ が、 

もし 生死の 關門を 打破して 二者 を 眼中に 措かぬ 人生 觀が 成立し 得る とすると 今の所 謂^ 一  義は却 
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つて 第一 一義に 堕 在す るか も 知れぬ。 俳味 禪 味の 論が こ \ で 生す る。 

余は禪 とい ふ もの を 知らない。 昔し 鎌 倉 の 宗 演和尙 に參 して 父母 末生 以前 本來の 面目 はなんだ 

と 聞かれて ぐわん と參 つたぎ り まだ 本来の 面目に 御 目に 懸 つた 事の ない 門外漢で ある。 だから こ 

S に禪味 杯と い ふ 問題 を 出す の は 自分が 禪を 心得て： るから 云 ふので はない。 智識の かいた もの 

に 悟と はこん な ものであると あるから して そんな ものなら、 かう 云 ふ 人生 觀が 出來る だら う。 

かう 云 ふ 人生 觀が 出来るならば 小說 もこん な 態度に かける だら うと 論す るまでで ある。 

禪 坊主の 書いた 法語と か語錄 とか 云 ふ もの を 見る と 魚が 木に 登ったり 牛が 水底 を あるいたり 怪 

しからん 事 許りで あるう ちに、 ー贯 して 斯ふ云 ふ 事が ある。 着衣 喫飯の 主人公た る 我 は 何物 ぞと 

考 へくて 煎じ詰めて くると、 仕舞に は、 自分と 供界 との 障壁が なくなって 天地が 一枚で 出来た 

様な 虚靈皎 潔な 心 持になる。 それでも 構 はす 元來 吾輩 は 何 だと 考 へて 行く と、 もう 絶體 絶命に つ 

ち もさつ ち も 行かなくなる、 其 所 を 無理に ぐいく 考へ ると 突然と 爆發 して 自分が 判然と 分る。 

分る とかうな る。 自分 は元來 生れた ので もなかった」 义 死ぬ もので もなかった。 增 しもせ ぬ、 減 

り もせぬ 何んだ か譯の 分らない もの だ。 

解 しばらく 彼等の 云 ふ 事 を事實 として 見る と、 所謂 生死の 現象 は 夢の 様な ものである" 生きて 居 

0 たと て 夢で ある。 死んだ とて 夢で ある。 生死と も 夢で ある 以上 は 生死 界 中に 起る 問題 は 如何に 重 
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說 解 


要な 問題で も 如何に 痛切な 問題で も 夢の 様な 問題で、 夢の 様な 問題 以上に は 登らぬ 譯 である。 從 

つて 生死 界中 にあって 最も 意味の 深い、 最も 第一義なる 問題 は 悉く 其 光輝 を 失って くる。 殺され 

て も 怖くなくなる。 金 を 賞っても 雞 有くなくなる。 辱 しめられても 恥と は 思はなくなる。 と 云 ふ 

もの は 凡て 是 等の 現象界の 奥に 自己の 本體 はあって、 此流 俗と 浮沈す るの は 徹底に 浮沈す るので 

はない。 しばらく 冗談 半分に 浮沈して 25 るので ある。 いくら 猛烈に 怒っても、 いくら ひいく 泣 

いても、 怒りが 行き 留り ではない、 涙が 突き 當り ではない。 奧 にちやん と 立ち退き 場が ある。 い 

ざと なれば 此立返 場へ いつでも 歸られ る。 しかも 此立 退場 は不增 である、 不減 である C いくら 天 

下様の 御 威光で も 手の つけ 様の ない 安全な 立 退場で ある。 此立退 Si を 有って lii^ る 人の 喜 怒 哀樂と * 

有たない 人の 喜 怒 哀樂と は 人から 見たら 一 樣 かも 知れない が 之 を 起す 人 之 を 受ける 人から 云 ふと 

莫大な 相違が ある。 從 つて 流 俗で 云 ふ 第一義の 問題 も此 見地に 化する 人から 云 ふと 第一 一義 以下に 

堕ちて 仕舞 ふ。 從 がって 我等から 云って セッパ 詰った 問題 も此人 等から 云 ふと 餘裕の ある 問題に 

なる。 

所謂 禪 味と 云 ふ もの を解釋 した 人が あるかな いか 知らないが、 禪坊、 王の 趣味 だから 禪 味と 云 ふ 

の だら う。 さう して 禪 坊主の 悟りと 云 ふ ものが 彼等の 云 ふ 通りの もので あったなら 余の 解釋に 問 

逮 はなから うと 思 ふ。 して 見る と禪 味と 云 ふ 事 は 暗に 餘裕の ある 文 學と云 ふ 意味に 一致す る。 さ 
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うして その 餘裕は 生死 以上に 第 一 義を 置く から 出て くる。 

余は虚 子の 小說を 評して 餘裕が あると 云った。 虚 子の 小說に 餘裕が あるの は 果して 前條の 如く 

禪 家の 悟 を 開いた 爲 かどう だか 分らない。 只 世 問で はよ く 俳味 禪 味と 竝 ベて 云 ふ 様で ある。 虚子 

は 俳句に 於て 長い 問 苦心した 男で ある。 從 がって 所謂 俳味なる ものが 流露して 小說の 上に あら は 

れ たのが 一見 禪 味から 来た 餘裕と 一致して、 こんな 餘裕を 生じた のか も 知れない。 虚 子の 小說を 

評する に 方って は是 丈の 事 を 述べ る 必要が あると 思 ふ。 

尤も 虚子 もよ く 移る 人で ある。 現に 集中で も 「秋風」 なんと 云 ふの は 大分 風が 違って 居る。 そ 

れ でも 比較的 痛切な 題目に 對 する 虚 子の 叙述 的 態度 は 依然として 餘裕が ある 樣 である。 虚 子は畢 

竞餘裕 の ある 人 かも 知れない。 明治 四十 年 十 一 巧》 

「犬 ft 旅 宿」 の 出た この 機會 に、 引用 書翰に 頻出した ホト トギス 派、 或 ひ は寫生 文な どに ついて 

當 時の 事情に 通じない 現代の 讀者 のために ー應 蛇足 を 加へ て 置かう。 明治 中葉の 頃から 擡頭した 

子規 一 派の 所謂 寫生 文と いふ もの は、 云 ふまで もな く 洋畫に 於け るスケ ツチの 手法 を 文章の 技法 

に 移入しょう として 起った ものであるが、 この 文章 上の 一 つの 新しい 様式が ともかくも その 第一 

解 歩 を 印した の は 明治 三十 一年 十 H 號の ホト トギス 誌上に 現 はれた 子規の 「小 園の 記」 であらう。 

說 併し この 「小 園の 記」 はほんの 試作に 過ぎなかった のであって、 翌三 十二 年 十月 號のホ トトギ 
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解 ス 誌上に 發 表された 同じく 子規の 「飯 待つ 問」 に 至って、 はじめて 寫生 文と いふ 文藝 上の 一 つの 

m ジャ ンル として 渾然たる 趣 を 具へ るに 至った ので ある。 翌 三十 三年に は 子規 は 「日本」 新開 誌上 

に、 「叙事文」 なる 一 文 を 草して、 寫生 文の 心得 を說 き、 專 ら虚敍 (抽象的 敍法) を棑 して 實叙 

(具 體的敍 法) を 採れと、 王 張す ると 同時に、 一 篇の 中心と なるべき 山の 必要で ある こと をカ說 して 

るる。 一方 子規 は その 顷极 岸の 自宅に 於て 1 母 月 文章 會 (人 呼んで あるひ は山會 ともい つた) を 開 

いて 同人 志 文章 を 持 寄って それ を 各自 朗讀、 檢 討して 寫生 文の 開拓に 心 を 致した。 この 時代が 

寫生 文の IS はば 胎生 期と もい ふべき 時代であって、 この 時期に 於け る 注目すべき 作品に 寒 川 鼠 骨 

の 「新 囚人」 や 高濱虚 子の 「淺草 寺」 などが ある。 漱 石の 「猫」 の IS 一  囘 もこの 子規 庵の 文章 會 

で朗讀 されて 同人 問に 意外の 好評 を 受けた ので、 ホト トギス 誌上に 揭 載され たので ある。 

子規 歿後 は虚 子、 鼠 骨、 四 方 太な どの 諸氏の 主唱に よって 寫生文 は 更に 大きな 發達を 遂げ、 同 

人 諸氏の 文集 r 寫生 文集」 「帆立貝」 等の 牧獲 を經 て、 つるに 明治 四十 年末に は虚 子の 「鶴 頭」 の 

出版に よって 一 つの 圆熟 境にまで 達した ので ある。 漱石は その 序文の 中で 始めて 祗裥 趣味と いふ 

1 一目 薬 を^ ひて 生 文の 本領 を說 いて ゐる 如く、 本來は 一 種の 素人 作文であった 寫生文 も 「鶏頭」 

に 至って 漸く^ 徊 趣味と 名づ けられる ほどの 文學的 內容を もつ までに 發 達し、 殊に 「大. 2： 旅 宿」 

の 如き は 小說の 領域にまで 割り込んで 来たので ある。 虚子は 更に これ を 長 篇小說 にまで 押し ひろ 
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げて 「俳諧師」 「朝鮮」 等の 傑作 をの こした が、 一 般 的に はしかし それ 以後の 寫生文 は 多少の 例外 

は あると しても 大して E 星し い 收權を 見なかった の は、 或 ひ は 本來の 形式が 短小で あるのと 筋が 

缺 除して ゐる ためで も あらう か。 讲し r 寫生文 精神」 ともい ふべき もの は その後 大正 期に 入って 

から は 前述 後出 の 引用 諸 書翰な どに 見る が 如く、 漱 石の 鼓吹 培養な どの 結 架が 見事に あら はれて、 

その 萌芽 を もって ゐる寫 生 文 精神の 內容 充實に 分裂に よる 「様々 なる 意匠」 となって 現代に 至る 

まで 個々 の 作品 に^き あら はれた。 最も 近い 例は晚 年の 芥川龍之介、 久保 ra 万 太郞、 瀧 井 孝 作、 

見方によっては 白樺 派の 諸家、 例へば 武者 小路、 志贺、 前者の 素朴 體、 後者の 心理的 寫生體 など 

を 經て现 代に つながる もの は 妙く あるまい。 この 仕事に 漱 石の 功績 は 甚大で ある。 

子規の 「敍事 文」 が寫生 文の 理想 を 外部から 規定した ものと すれば、 漱 石の 「寫生 文」 とい ふ 

文章 は それ を內 部から 完成した もので あらう。 さう して この 「寫生文」 の 論旨 を 更に 徹底せ しめ 

たもの が 「鷄 頭」 の 序文で あると 見て 差 支へ あるまい。 

然 らば 寫生 文と は 本來何 か、 これ を漱石 自身から 聞く ことが 出來 る。 

【四 il〕  {SI 生 文 

解 《寫生 文の 存在 は 近頃 漸く 世 問から 認められた 様で あるが、 1:1 生 文の 特色に 就て はま だ 誰も 明瞭 

說 に說 破した ものが 居らん。 元來 存在 を 認めら る- -と云 ふ 事 は旣に 認められる 丈の 特色 を^して 居 
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解 ると 云 ふ 意味に 過ぎん の だから、 存在 を 認められる 以上 は 特色 も 認められた 譯に 相違ない。 然し 

說 認めら る、 と 云 ふの は說 明され ると はー樣 でない。 櫻と 海棠の 感じに 相違の あるの は 何人も 認め 

て 居る。 其 相違 を說 明し ろと 云 はれる と 一寸 出來惡 い。 寫生 文と 普通の 文章の 差違 は 認められて 

居る にも 拘 はらす 明かに 道破され て 居らん の も此理 である。 か の 寫生文 を 標榜す る 人々 と雖 ども 

單 にわが 特色 を 冥々 裡に 識別す ると 云 ふ 迄で、 明かに 指摘した もの は 今日に 至る 迄 見 當らぬ 様せ 

ある。 虚子、 四方 太の 諸君 は 折々 此點に 向って 肯 紫に 中る 議論 をされ る樣 であるが、 余の 見る 所 

では 矢張り 物 足らぬ 心地が する。 余の 云 ふ 事 も 諸君から 見れば 依然として 物 足らぬ かも 知れぬ。 

然し 云 はぬ より 參考 になる と 思 ふ。 單に寫 生 文 を 生命と する 諸君の 參考 になる のみなら す、 汎く 

文章に 興味 を 有する 人々 の 耳に は 或は 物 珍ら しく 聞え るか も 知れぬ。 

寫生 文と 普通の 文章との 差違 を 箅へ來 ると 色々 ある。 色々 あるう ちで 余の 尤も 要點 だと 考 へる 

にも 關らす 誰も 說き 及んだ 事の な いのは 作者の 心的 狀態 である。 他の 點は此 一 源泉より 流露す る 

ので あるから、 此源 頭に 向って 工夫 を 下せ ば 他 は 悉く 刃を迎 へて 向 ふか ら 解決 を 促が す譯 で あ る。 

社會は 人間の 塊まりで ある。 其 人 問 を區刖 すれば 色々 出來 る。 貴と 賤 ともなる。 賢と 不肖と も 

なる。 正と 邪と もなる。 男と 女と もなる。 貧と 富と もなる。 老と 若、 長と 幼と もなる。 其 他 色々 

に區 別が 出 來る。 區 別が 出来る 以上 は、 區刖 された 一 の ものが 他 を視る 態度 は、 一 のうちに ある 
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甲が、 同じく 一  のうちに ある 乙 を視る 態度と は 異ならなければ ならぬ」 人生 觀と いふと 堅苦しく 

聞え る。 何だか 恐ろしくて 近寄りに くい。 然し 煎じつ めれば 此 態度で ある。 隣り の 法律家が 余 を 

視る 立脚地 は、 余が 隣り の 法律家 を視る 立脚地と は自 から 違 ふ。 大装裟 な 言葉で 云 ふと 彼此の 人 

生觀 が、 ある 點に 於て 一様で ない。 と 云 ふに 過ぎん。 

人事に 關 する 文章 は此 視察の 表現で ある。 從 つて 人事に 關 する 文章の 差違 は此 視察の 差違に 歸 

着す る。 此 視察の 差違 は 視察の 立場に よって 岐れ てく る。 すると 此 立場が 文章の 差違 を 生す る 源 

になる。 今の 世に 云 ふ 寫生文 家と いふ ものの 文章 は 如何なる 事 を か い て も 皆 共有の 點を し て 、 

他人の それと は 截然と 別の 出来る 様な 特色 を帶 びて ゐる。 すると 此 等の 圑體は 其 特色の 共有な 

る點に 於て、 同じ 立場に 极據地 を 構へ て 居る と 云 ふて よろしい。 もう 一遍 大装裟 な 言葉 を 借用す 

ると、 同じ 人生 觀を 有して 同じ 穴から 隣り の御孃 さんや、 向 ふの 御爺さん を 親いて 居る に 相違な 

い。 此穴を 紹介す るの が 余の 責任で ある。 否此 穴から 浮世 を观 けば どんなに 見える かと 云 ふ 事 を 

說明 する のが 余の 義務で ある。 

寫生文 家の人 事に 對 する 態度 は 貴人が 賤 者を視 るの 態度で はない。 賢者が 愚者 を 見る の 態度で 

もない。 君子が 小人 を視 るの 態度で もない。 男が 女 を視、 女が 男を視 るの 態度で もない。 つまり 

大人が 小 供を視 るの 態度で ある。 兩 親が 兒 童に 對す るの 態度で ある。 世人 はさう 思 ふて 居るまい- 
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解 寫生文 家 自身 もさう 思 ふて 居るまい。 しかし 解剖 すれば 遂に こ- -に歸 着して 仕舞 ふ。 

說 小 供 はよ く 泣く ものである。 小 供の 泣く 度に 泣く， 親は氣 遠で ある。 親と 小 供と は 立場が 違 ふ。 

同じ 平面に 立って、 同じ 程度の 感情に 支配され る 以上 は 小 供が 泣く 度に 親 も 泣かねば ならぬ。 I" 

通の 小說家 はこれ である。 彼等 は 隣り 近所の 人間 を 自己と 同程度の ものと 見做して、 擦った もん 

だの 社 會に吾 自身 も 擦ったり 揉んだり して、 飽く迄も、 其 社會の 一 員で あると 云 ふ 態度で 筆 を 執 

る。 從 つて 隣り の 御嬢さんが 泣く 事 を かく 時 は、 當人 自身 も 泣いて 居る。 自分が 泣きながら、 泣 

く 人の 事 を敍述 する のと われ は 泣かす して、 泣く 人を观 いて 居る のと は 記 叙の 題目 其 物 は 同じで 

も 其 精神 は 大變遠 ふ。 寫生文 家 は 泣かす して 他の 泣く を 叙す る ものである。 

そんな 不人情な 立場に 立って 人 を 動かす 事が 出來 るかと 聞く ものが ある。 動かさん でもい \ の 

である。 隣り の 御嬢さん も 泣き、 寫す 文章 家 も 泣く から、 讀者は 泣かねば ならん 仕儀と なる。 泣 

かなければ 失敗の 作と なる。 然し 筆者 自身が ぼろく 淚を 落して 書かぬ 以上 は 御嬢さんが、 どれ 

程 泣かれても、 讀 者が どれ 程 泣かれなくても 失敗に はならん。 小 供が 駄菓子 を 買 ひに 出る。 途中 

で 犬に 吠えられる" ヮ ー と 泣いて 歸る。 御母さんが 一所に なって ヮ ー と 泣かぬ 以上 は、 傍人が 泣 

かんでも 出來掛 ひの 御母さんと は 云 はれぬ。 御母さん は 駄菓子 を 犬に 取られる 度に 泣き 得る 樣な 

卒 面に 立って 社會に 生息して 居られる もので はない。 寫生文 家 は 思 ふ。 普通の 小 說家は 泣かんで 
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もの 事 を 泣いて ゐる。 ^の 中に 泣くべき 辜が どれ 程 あると 思 ふ。 隣り のお 孃 さんが 泣く の を拜見 

する の は 面白い。 之 を 記述す るの も 面白い。 然し Ei: じ 様に 泣く の は 御免 蒙りたい。 だから ある 男 

が 泣く 樣を 文章に かいた 時に たと ひ讀 者が 泣いて くれんでも 失敗した と は 思 はない。 無- L= に 泣か 

せる 杯 は 幼稚 だと 思 ふ。 

夫で は 人 問に 同情がない 作物 を稱 して！； t 生 文 家の 文章と いふ 様に 思 はれる。 然し さう 思 ふの は 

誤謬で ある。 親 は 小 兒に對 して 無慈悲で はない、 冷 刻で もない。 無論 同情が ある。 同情 は あるけ 

れ ども 駄菓子 を 落した 小 供と 共に 大聲を 揚げて 泣く 様な 同情 は 持たぬ ので ある。 寫生文 家の人 問 

に對 する 同情 は敍述 された る 人間と 共に 頑是なく 烦悶 し、 無 體に號 泣し、 直角に 跳躍し、 一散に 

狂奔す る 底の 同情で はない。 傍から 見て 氣の 毒の 念に 堪えぬ 裏に 微笑 を 包む 同情で ある。 冷 刻で 

はない。 世 問と 共に わめかない 許で ある。 

從 つ て 寫生文 家 の 描く 所 は 多く 深刻な も のでない。 否 如何 に 深刻な 事 を かいて も此 態度 で 押し 

て 行く から、 一寸 ると 底 迄 行かぬ 様な 心持ちが する ので ある。 しかの みならす 此 態度で 世 問 人 

情の 交 涉を視 るから 大抵の 場合に は 滑稽の 分子 を 含んだ 表現と なって 文章の 上に あら はれて 來る。 

解 人に よると 寫生文 家の かいた もの を 3^ て I を 馬鹿にして ゐ ると 云 ふ。 茶化して ゐ ると 云 ふ。 t 右 

m し兩 親の 小 供に 對 する 態度が 小 供 を 馬鹿にして 居る、 茶化して 居る と 云 ひ 得べ くんば 寫生文 家 も ， 
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解 亦此 非難 を 免 かれぬ かも 知れぬ。 多少の 道化た るう ちに 一 點の溫 情 を 認め 得ぬ もの は 親の 心 を 知 

說 らぬ もので、 又 寫生文 家 を 解し 得ぬ もので あらう。 

此 故に 寫生文 家 は 地 團太を 踏む 熱烈な 調子 を 避ける。 恁る 狂的の 人 問を寫 すの を 避ける ので は 

ない。 寫生文 家 自身 迄が 寫 さる- ^狂的な 人間と 同一 になる を 避ける ので ある〕 避ける ので はない。 

そこ 迄 引き込まる \ 事が 可笑しくて 出來惡 いので ある。 

そこで 寫生文 家なる もの は眞 面目に 人世 を觀 じて 居らぬ かの 感が 起る。 成程 さう かも 知れぬ。 

然し 一方から 見れば 作者 自身が 戀に全 精神 を 奪 はれ、 金に 全 精神 を 捧げ、 名に 全 精神 を 注いで、 

さう して 戀 と金と、 名 を 求めつ，^ ある 人物 を 描く よりも 比較的に 眞 面目 かも 知れぬ。 描き出 ださ 

るべき 一 人に 同情して 理否 も、 前後 も辨 へぬ 程の 熱情 を 以て 文 を やる 男よりも IS かな 所が あるか 

も 知れぬ。 

吾が 精神 を篇 中の 人物に 一 圖に 打ち込んで、 其 人物に なり 濟 まして、 戀を 描き 愛 を 描き、 もし 

く は 他の-情 緖を 描く の は 熱烈な ものが 出來 るか も 知れぬ が、 如何にも 餘裕 がない 作が 現れる に桕 

違ない。 寫生文 家の かいた ものに は 何となく ゆとりが ある。 逼 つて 居らん。 屈 托氣が 少ない。 從 

つて 讀ん で暢 びくした 氣 がする。 全く 寫生文 家の 態度が 人事 を寫し 行く 際に 全 精神 を 摩 はれて 

仕舞 はぬ からで ある。 
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寫生文 家 は 自己の 精神の 幾分 を 割いて 人事 を視 る。 餘す所 は 常に 遊んで ゐる。 遊んで ゐる 所が 

ある 以上 は、 寫 すわれと、 寫 さる.^ 彼との 問に 一致す る 所と 同時に 離れて 居る 局部が あると 云 ふ 

意味になる。 全部が ぴたりと 一致せ ぬ 以上 は寫 さる- -彼 になり 切って、 彼 を 寫す譯 に は 行かぬ。 

依然として 彼我の 境 を 有して、 我の 見地から 彼 を 描かなければ ならぬ。 是に 於いて 寫生文 家の 描 

寫は 多くの場合に 於て 客觀 的で ある。 大人 は 小兒を 理解す る。 然し 全然 小兒に 成り 濟 ます 譯には 

. 行かぬ。 小 兒の喜 怒哀樂 を寫す 場合に は 勢 客観的で なければ ならぬ。 こ- -に 客觀 的と 云 ふ は 我 を 

寫 すに あらす &を寫 すと いふ 態度 を 意味す るので ある。 此の 氣 合で 押して 行く 以上 は 如何に 複雜 

に 進む とも 如何に 精 織に 赴く とも 又 如何に 解剖 的に 說き 入る とも 調子 は 依然として 同じ 事で ある „ 

余 は 最初より 大人と 小兒の £ 喻を用 ゐて寫 生 文 家の 立場 を說 明した。 然し 是は單 に 彼等の 態度 

を 尤もよ く 云 ひ あら はす 爲の 言語で ある。 決して 彼等の 人生 觀の 高下 を 示す もので はない。 大人 

だから、 い」 .i^ いい 見方 をして 人事に 對 する のが 寫生文 家 だと 云 ふ 意義に 解釋 されて は 余の 本 

旨に 背く- - わい い、 わらくな いは 問題外で ある。 只 彼等の 態度が かう だと 云 ふ 迄に 過ぎぬ。 

此 故に 寫生文 家 は 自己の 心的 行動 を敍 する 際に も 矢張り 同一 の 筆法 を用ゐ る。 彼等 も 喧嘩 をす 

解 る だら う。 煩悶す る だら う。 泣 くだらう。 その 平生 を 見れば 毫も 凡 衆と 異なる 所な く 振舞って る 

說 るか も 知れぬ d 然し 一 k び 筆 を 執って 喧嘩す る 吾、 短悶 する 吾、 泣く 吾、 を 描く 時 は 矢張り 大人 
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が 小 兒を視 る 如き 立場から 筆 を 下す。 平生の 小兒 を、 作家の 大人が 叙述す る。 寫生文 家の 筆に 依 

！ E の 沙汰 はない。 紙を展 ベて 思 を 構 ふるとき は 自然と さう 云ふ氣 合になる。 此氣 合が 彼等の 人生 

觀 である。 少なくとも 文窣を 作る 上に 於ての 人生 觀 である。 人生 觀が 自然と 出 來てゐ るの だから、 

自己が 意識せ ざるう ちに 筆 は旣に 着々 として 其方 向に 進んで 行く。 

彼等 は 何事 を も寫す を 悼から ぬ。 只 拘泥せ ざる を 特色と する V 人事 百 端、 遭 逢 纏綿の 限りなき 

波瀾 は 悉く 喜 怒 哀樂の 種で、 其 喜 怒哀樂 は必竟 する に 拘泥す るに 足ら-ぬ ものであると 云 ふ 様な 筆 

致が 彼等の 人生に 窗し來 る 福音で ある。 彼等の かいた ものに は 筋の ない ものが 多い。 進水式 を か 

く。 すると 進水式の 雜然 たる 光景 を雜 然と 敍 ベて 知らぬ 顏 をして るる。 飛鳥 山の 花見 を かく、 踢 

つたり、 跳ねたり、 酣酢 狼藉の 體を寫 して 頭 も 尾 もっけぬ。 夫で 好い 積り である。 普通の 小說の 

讀 者から 云へば 物 足ら. ない。 しまりがない。 漠然として 捕捉すべき 筋が 贯 いて 居らん。 然し 彼等 

から 云 ふと かう である。 筋と は 何 だ。 世の中 は 筋の ない もの だ。 筋の ない もの \ うちに 筋を 立て 

\ 見 たって 始まらな いぢ やない か。 どんな 複雜な 趣向で、 どんな 纏った 道行 を 作らう とも 畢竟 は、 

雜然 たる 進水式、 紛然た る 御 花見と 異なる 所 はな いぢ やない か。 喜 怒 哀樂が 材料と なる にも 關は 

らす 拘泥す るに 足らぬ 以上 は 小說の 筋、 芝居の筋の 樣な もの も、 亦 拘泥す るに 足らん 譯だ 「- 筋が 

なければ 文章に ならん と 云 ふの は窮 に 世の中 を 見過ぎ た 話しで ある。 —— 今 の 寫生文 家 が こ 


迄 極端な 說を 有して 居る か 居ない か は 余と 雖 ども 保證 せぬ。 然し 事實上 彼等 は パノラマ 的の も S 

を かいて 平 氣でゐ る 所 を 以て 見る と 公然と 無 筋 を 標榜せ ぬ 迄 も 冥々 のうちに かう 云 ふ 約束 を 遵奉 

してる ると 見ても 差 支な からう。 

寫生文 家 も かう 極端に なると 全然 小說 家の、 王 張と 相容れなくなる。 小說に 於て 筋 は 第一 耍 件で 

ある。 文章に 苦心す る よりも 北 Hi に 苦心す る よりも 趣向 に 苦心す るの が小說 家の 當然 の 義務 で あ 

る。 從 つて 巧妙な 趣向 は 傑作た る 上に 大 なる 影響 を與 ふるものと、 誰も 考 へて るる。 所が 寫生文 

家 はそんな 事 を 主眼と しない。 のみなら す 極端に 行く ど 力めて 筋を拔 いて 迄 其 態度 を 明かに しゃ 

うとす る。 

. かくの 如き 態度 は 全く 俳句から 脫 化して 來 たもので ある。 泰西の 潮流に 漂 ふて、 橫濱へ 到着し 

た 輸入品で はない。 淺 薄なる 余の 知る^り に 於て は 西洋の 傑作と して 世に うた はる \ もの \ うち 

に此 態度で 文 を やった もの は 見 富らぬ C  (尤も 声 W 生 文 家 のかい たものに も是ぞ とい ふ 傑作 はま だ 

な い 樣 であ る。) ォ ー ス テンの 作物、 ガスケ ルの クラン フォ ー ド 或は 有名なる ヂ ツキ ンス のピク 

ヰ ック叉 はフヰ ー ルヂ ングの トム ジョ ー ンス 及び セ ル ゲ ン テ ス の ドン、 キホ テ の 如き は 多少 此態 

解 度 を 得た る 作品で ある。 然し 全く 同じと は 誰が 眼に も 受け取れぬ。 

然し 此 態度が 述作の 上に 於て 唯一の 態度と 云 ふので はない。 叉是が 最上 等と 云 ふので はない。 
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解 只 こんな 態度 も あると 云 ふ 事 を 紹介した いと 思 ふので ある。 近頃 寫生 文の 存在が 漸く 認められる 一 

說 につけて、 寫生文 家の 態度 はかう であると、 云 ひ 纏める の は 一般の 人の 參考 になる 事と 思 ふから 一 

此篇を 草した 迄で ある。  一 

俳句 は 俳句、 寫生文 は寫生 文で 面白い。 其 態度 も 亦 東洋 的で 頗る 面白い。 面白い に は 違ない が、 一 

二十世紀の 今 曰 こんな 立 湯の みに 籠城して 得意に なって 他を輕 蔑す るの は 誤ってる る。 か- -る立 一 

場から 出來 上った 作物に は それ 相當の 長所が あると 同時に 短所 も 亦 多く 含まれて るる。 作家 は 身 _ 

邊の 狀况と 天下の 形勢に 應 じて 時々 其 立場 を變 へねば ならん。 評 家 も 亦 眼界 を廣 くして 必要の 場 

合に は 作物に 對 する 每に其 見地 を 改めねば 活 きた 批評 は 出来まい。 讀者は 無論の 事、 色々 な 種類 

の もの を 手に 應 じて 賞翫 する 趣味 を 養成せ ねば 損で あらう。 余 は 先に 「作物の 批評」 と 題す る 一 

篇を 草し て 批評す ベ き條項 の 複雜な る 由を說 明した。 此篇は 寫生文 を 品評す に當 つて 其條項 の 

一 となる ベ き 者 を 指摘して わが 所論の 應用を 試みた ものである。 11 四 〇、 一 、 一 一 〇 —— 》 

【ra 五】 明治 四十 年 八月 六日 戶川明 三 宛 

《拜啓 酷暑の 候 愈 御 清適 奉賀 候 頃日 來御揭 載の 郊外 生活 多大の 趣味 を 以て 歡迎 日々 愛讀 今日は 飛 

んだ 所で 淑 石が 引合に 出て 犬に 面目の 次第に 候が 玉稿が 急に 六號 活字に 縮少 せる に は 驚ろ き 候。 

夫で ひめ ゆりと か 申す つ きもの \ 小說 つきの 廣 告が檎 入で 巾 を 利かして 居る に は 恐！ P しました * 
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新聞 屋も餘 程 金が ほしいと 見え 候。 郊外 生活 は 可成 長く 可成 面白 からん 事 を 希望 致 候 以上》 

これに も 幾分の 社交 消息文の 趣 は あるが、 「郊外 生活」 そのもの を讀ん でみ ると、 感想 を 織 交ぜ 

た 一 種の 寫生 文と いふ 獨自の 趣の ある 上に、 その 感想が 重厚と 洒脫 との 問 をく りぬ けた やうな 

理智的 1^徊 趣味が あって、 その 點を漱 石が 同感した かと 思 ふ。 或 ひ は 英文 學專 攻の兩 氏に 敎養的 

に 自然 共通な ものが 出 來てゐ たか。 次に あら はれる 11： じ 作者 3 「金 < ^匸 を 面白い とい ふ 薬 書が あ 

る。 理由 は 「郊外 生活」 と同斷 であらう と 思 ふ。 

【ral 六】 明治 四十 年 九月 四日 戶川明 三 宛 

《金魚 は 面白く 拜見致 候》 

この 作 は 四十 年 九 巧 號 中央 公論に 掲載され、 島 崎 藤 村の 「並木」 とい ふ 短篇が モデル 問題 を惹 

起した とき、 その モデルで ある 作者が それに 對 して 諧謔 的 氣分を もって 抗議した ものである。 前 

項 解說に 所謂 理智的 低徊趣味が 「面白く 拜見」 なので あらう。 

【四 七】 明治 四十 年 九月 八日 寺 K 寅彥宛 

《「やもり」 まあ 負けて 面白い とする。 缺點 は， 一 初めは 御 房さん が 山になる 様 だ 一 一所が 荒物屋が 

主にな つて 仕舞った。 三 そこで ツギ ハ ギ 細工の 様な 心 持が する^ 始 から やもりに 關 する 記 腊をッ 

ナ、 ゲル 體で讀 者に 是が 中心 點 だと 思 はせ ない 樣に兩 者 を 並列す る 心得が あれば 此 矛盾 は 防げたら 
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解 うに 1^1 さう 云 ふ 態度で 並べた 話なら もっと 渾 然として くる。 如何と なれば いくつ 竝べ て もや もり 

^ で 貫いて ゐ るから。 —— 叉 文章の 感じが 一貫して ゐ るから である。 

文章の 感じ は 君の 特長 を發 揮して ゐる。 矢 張 ドング リ感、 龍舌蘭 感 である。 此 種の 大人しくて 

憐で、 しかも 氣 取って ゐ なくって、 さう して 何となく つやつ ぼくって、 底に ハイカラ を 含んで ゐ 

る 感じ は 外の 人に 出しに くい。 君に は是 より 以外に 出せない かも 知れない。 先 は  一 口 評 迄。 ：11. 速 

虚 子に 送る。》 

引用 書翰 (三 四) に ^文學 を 一括して 「いつもながら 餘情 云々」 の餘 情の 性質が、 「大人しく 

て 憐れで、 しかも 氣 取って ゐ なくって、 さう して 何となく つやつ ぼくって、 底に ハイカラ を 含ん 

でる る」 とい ふ 充分な 說明を 得た。 

もう 一 つ 刖に山 11. 構成 上の 問題が 含まれて ゐる。 單 調な 反復の 無效 ra^ を敎 へた。 

【叫 八】 明治 四十 年 十二 n 九日 ^^上八重宛 

《玉稿 ニ篇 とも 拜 見，、 「紫 苑」 は少々 觸れ損 ひの 氣味 にて 出來榮 あまりよ ろしから す。 「稀 羊囊」 

の 方面 白く 候" 是も 非難 を 中せば 吉 田さん が 不自然の 自然に 出來 上って り 候/ども、 大 體の處 

桔 構に 獨 1； 候。 いづれ を 新小說 いづれ を ホト、 ギス となると 私に も判斷 がっき 不巾 候" た 姉 羊 

藻の 方が 上等の 代物と 覺 召し 御 取 計 可然候 以上》 
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【四 九】 明治 四十 年 十一 In^ 一 一十 四日 小お 豐 隆 宛 

《今日の 平凡の 御 糸さん はうまい ね。 あ、 は 中々 かけない よ 以上。》 

二 紫亭の 「平凡」 は 自然主義 文學 中の 抵^ 趣味 文學 であった。 この 意味で 全篇 ま 石の 同情 を 得 

たこと は 推測す るに 難くない。 就屮 この 一 囘は ！三 四郞」 などに 好んで 戀愛 を、 それ も あまりせ 

つば 詰った 狀 態で なく、 たと へば 前揭 書翰 (二三) に解說 したやうな もの を 好んだ 漱 石が まだ 極 

く 思 ひついた ばかりの 初期の 戀愛 心理が 餘情を もって 描かれた の を 喜んだ かと m わ ふ。 「平凡」 の 

こ の 部分 は 寅 彥文學 を ぐ つ と 崩 し て 草書 にした やうな 趣が ある やうな 氣 がする。 謂 はば 練達で し 

かもす れっから さない ゥブ なと ころが 漱 石の 「中々 かけない よ」 といって るる 所以で あらう。 後 

出の；^ 聲 Q 「徵」 の 書 出しに 感心して ゐ るの も同斷 であらう。 稚拙 を 愛した 漱石は それと 全く 對 

踮 的な この 老練の 滋味 をよ く 玩味した。 漱 石が 鑑賞 力の 振幅 を 見る に 足る であらう。 

明治 四十 一 年 

解 「文鳥」 「夢 十 夜」 長篇 「三 四郞」 など を 朝 曰に 揭 げた。 文壇 はこの 年 あたり を 中心に して 前後 

說 二三 年が 自然主義 文學の 全盛期であった。 その 主張と 殆ど 對踮 的な 立場から 漱石は 「創作家の 態 
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解 度」 とい ふ 文章 を 書いて この 年の 四月 號のホ トトギ スに發 表して るる。 一方 寫生 文界を 見る と、 

說 前年度 「大內 旅 宿」 によって 從來の 寫生文 を 小說の 領域まで 引上げた 高 濱虚チ は 更に この 手法 を 

もって 長 篇小說 にも 手を延 してし かも 尠 からぬ 成功 を牧 めて ゐる。 國民 新聞 連載の 「俳諧師」 が 

それで ある。 

【五 〇】 明治 四十 一年 二月 十八 曰 野 上 豐ー郞 宛 

《拜啓 「御 隣り」 (赚。 生 £S> 拜見 仕舞の 方 は 頗る 面白く 候。 惜 むらく は 前が 左程に あらす。 もっと； IS 

めたら ど うだらう。 然し あれで もい.， - かも 知れぬ》 

【五 一 】 明治 四十 一 年 三月 十三 日 高 濱淸宛 

《今日の 俳諧師 は 頗る 上出来に 候。 敢て 一 葉を呈 して 敬意 を 表す 頓首》 

この 日の 「俳諧師」 と は 十三 囘に 相當 する。 主人公が 十 風 夫婦ん-嵐 山 附近の 旗亭に 淺酌 する 個 

所で、 人事と 自然と 相映發 して 特に 印象の 鮮明 を感 する ものが ある。 歉 石は虚 子の 筆力 雄勁に 服 

した もの か。 因みに 新潮 社 版 名作選 集 「俳諧師」 の 編者 緒 一 百に よると 漱 石が 「俳諧師」 を 二葉 亭 

の 「平凡」 以上の 傑作と なし、 殊に 花魁 を 細君と する 俳人 五十嵐 十 風 夫婦の 生活 描寫を 激賞した 

手紙が 引用され てるる が、 全集 書翰 篇中 に は 遂に それと 覺 しきもの を 見出す こ と が出來 なか つ た。 

或 ひ は未發 表の 手紙で でも あるか、 姑ら く 疑問の ままに 淺 して 後 考を俟 つ ほか はない。  I 
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【五 二】 明治 四十 一年 三月 十六 日 高 濱淸宛 

《藪柑 子 先生 「伊太利 人」 と ゆす 名作 を 〈*s り 候。 木曜に 御 出なければ 締切に 間に合 ふ 様 取りに 御 

寄こし か、 此方より 御 送致す 寧に 致 候。》 

【五三】 明治 四十 一年 三月 十九 日 高 濱淸宛 

《近日 来の 俳諧師 大に ふる ひ 居候。 敬服の 外 無 之 候。 益 御 健筆 を 御 揮 ひ可然 候。 以上》 

【五 四】 明治 四十 一 年 五月 十 一 日 大塚楠 緒 宛 

《そら だき は 文章に 御 苦心の 様に 見 受申候 趣向 は此後 如何 發展 致し 可 申 や 御 完結の 上なら ではと 

存じ 凡て 差 控申候 

一 週間に 一 返 手紙 をよ こせと か 毎日よ こせと か 云って 無 花 架 を 半分 づ 徒 ふ 所が ありまし たね- 

あすこが 面白い。 今迄 ノウ チ デー^ ョ カツ タ》 

引用 書翰 (二三) の解說 參照リ 

【五 五】 明治 四十 一年 五月 十一 日 大塚楠 緒 宛 

《藤 村 氏の かき 方 は (gi5「li 雄 i れ) 丸で 文字 を 苦にせぬ 様な 行き方に 候 あれ も 面白く 候。 何とな 

解 く 小說家 じみて 居らぬ 所 妙に 候 然し ある 人 は 其 代り 藤 村 じみて ると. &候。 あれ も 長き もの 故 萬 

說 辜 は 完結 後なら では 兎角 申し かね 候》 
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解 【五六】 明治 四十 一年 八月 十九 日 高 濱淸宛 

說 《「.li^」 今日 結了 最後の 五六 行 は 名文に 候。 作者 は 知らぬ 事ながら 小生 一 人が 感心 致 候。 序を以 

て 大兄 へ 御通知 に 及び ぁ の 五 六 行 が 百 三 十 五 囘 に ひ ろ が つ た ら大し た も の な る ベ くと藤村 先 

生の 爲 めに 惜しみ 候》 

「藤 村 じみた」 寫生 文で あらう。 藤 村 じみた とだけ 云った 人 は寫生 文の 效 ffl を 理解し なかった の 

であらう し、 漱石は 「藤 村 じみた」 と 「じみない」 とに 係 はらす 彼が 愛好し 年來 信奉す る 寫生主 

義の新 傾向 を 喜んだ と 思 はれる。 僭越ながら 岸 本の 獨語 以下の 三 四 行なら ば 一 向 藤 村 じみた など 

の 文句 はない 害で ある。 (五 五) の 「文字 を 苦にせぬ やうな 行き方」 の 賞に は漱 石の 當な、 裏 

面から 物 を 見ない、 美しい 性情が あると 思 ふ。 

【五 七】 明治 四十 一年 六月 二十 一日 中 村蓊宛 

《拜啓 陽炎 拜見 頗る 面白く 候 はやく 後篇 を 御廻附 あり 度 候 愚見 は 御 目に か.. - りたる 時 可 申 上 候 わ 

る 口 も 巾 上 度 候" 然し あれ は 紙上に て大 喝采 を 博す 小說に 相違 無 之 ひそかに 君の 成功 を 祝し 申 候 

もう 少し ハイカラに 得く か 洗練して r 泰」 の 後 を 飾り 度 心地 も 致し 候。 委細 は 御 目に か- - りたる 

時に 讓り可 中 右 不取敢 巾 上 候 以上》 

作者 中 村 氏に 問 合 はした ところ 「陽炎」 とい ふ 作品の 記憶 はない、 或 ひ は長篇 「殼」 のこと で 
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はない か。 「殼」 は發表 前に 題名 を 幾度 も變 へた 記憶が あるから 多分 「殼」 のこと であらう との 

返事であった- 果して 「殼」 とすれば 朝日 紙上に 速 載の 後 春陽 堂から 上梓され た 長 篇小說 である 

から 採錄 する こと は出來 ない。 

【五八】 明治 m: 十 一 年 七： =： 一 曰 .：f 演 淸宛 

《拜復 小 光 はもつ とさかん に 御 書きに なって 可 然候决 して 御 遠 虎 被 成 間 敷 候 今 消えて は 大勢 上不 

都合に 候" 骨で も 今日の 彌次郞 兵 衞の處 は氣に 入る 事と 存候。  一 

ド，' デのサ ッフォ ー と 云 ふお を 一 寸 御請み にならん 事 を 希望 致 候 名作に 御座 候〕 俳諧師の 著者 

に は 火い に參考 になる だら うと 存候 

i-Jf や 小 光が 鍋に ちんち ろり》 

【五 九】 明治 四十 一年 七 ^-ra: 日 高 濱淸宛  一 

《拜 啓又餘 計な 事 を 中 上て 濟 みま せんが 小 光 入湯の 所 は少々 綿密 過 ぎて くだく 敷はありません 

か。 小 光 を も 描かす 小 光と 一二 藏 との 關係も 描かす、 云は^大勢に關係なきものにて只風呂桶に抵 _ 

徊 して ゐ るので はありません か。 さう して 其^ 徊 がそれ 自身に 於て あまり 面， H くない。 どうか 小一 

解 光と 三 藏と雙 方に 關係 ある 事で 段々 發展 する 様に 書いて 頂きたい。 さう でない と 相撲に ならない。 一 

說 妄言 多 罪 頓首》  一 


解 (五八)、 (五 九) ともに 「俳諧師」 に對 する 聲援的 批評で ある。 小 光と いふの は當 時流 行の 女義 

說 太夫で、 主人公 解 和三藏 は、 この 女の 高座 姿に 執心して 寄席へ 通ったり 割烹に これ を 招いたり す 

るので あるが、 漱 石が 小 光の 描 1:1 を 賞揚す るの は 書齋人 未見の 世界 を 知る 興味に 基いた もの か、 

それとも 特に 虚 子の 筆致に 艷麗な ものが あつたせ いか 記惊が 古くな つて 囘想 出來 ない。 この 部分 

の ある 原 刊本を 獲たら 更 めて 精 請す る 害で まだ これ を果 さない。 編者と して は圓本 以後の 流布本 

に创 除され てるる 部分 だけに 本 3^ に採錄 の必耍 ある 文獻の 一 とい ふ感も 深かった が、 作者が 削除 

の 意 を も 重んじ 遂に 割愛した。  - 

. 【六 〇】 明治 四十 一年 七月 二十 三日 高 濱淸宛 

《拜啓 別封 花 物語 は寅彥 より 送り 越し 候 もの 中には 中々 面白き もの 有 之出來 得るならば 八月の ホ 

ト、 ギスへ 御 出し 被 下 度 候》 

この 年の 評論 雜篇の 中に 次の 如き 談話 筆記が ある。 

【六 一】 獨歩 氏の 作品 

《余 は 個人と して 同 木 田 獨步氏 を 知らぬ。 西洋から 歸 つて 六 年になる が、 歸 つた 當時 は、 殆ど 日 

木の 文 境の 様子 を 知らなかった。 どんな ものが 流行って るの か、 何人の 作物が 歡迎 されて 居る 

のか、 雜誌 などの 種類で も、 どれが 文 藉雜 誌で、 どれが 商業 雜誌 だか、 さう した 事 は 全く 知らな 
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かった ので ある。 北ハ內 に、 家に 來る 若い 學生 などの 話に 聞いて、 少し は 文壇の 消息が 分る やうに 

なった。 然し 獨歩 氏に 就いては 知らなかった ので ある。 古く、 新體 詩なん か を 書いて 居た 赏時、 

獨歩 氏の 姓名 だけ は 知って 居た が、 小說 家と して の 獨歩氏 は 全く 知らなかった ので ある。 

所が、 或 日理學 博士の 寺 阳寅彥 氏が 來て、 『獨歩 集』 を讀ん だ かと 云 ふ。 一 向 知らないと 云 ふ 

と、 大變 面白い から 是非 讀ん で御覽 なさい と 云 ふ。 寺 田寅彥 氏の 『獨歩 集』 が 面白い と 云った 意 

味 は、 其 顷 流行の 小說と 違って 居て、 新しくて 面， E いと 云 ふので ある。 確か 幸 田 露 伴 氏の 『天う 

っ浪』 と 相 前後して 出た 時 だと 記憶して る。 鬼に 角、 寺 田 氏 は 非常に 褒めて 居た。 世間で は斯 

う 云 ふ 小説 を 何故 默 つて 居る であらう か、 今少し 褒めなければ ならぬ 害 だと、. 頻りに 殘念 がって 

居た。 で、 それ は 余 も 見たい もの だと、 早速 本屋に 行った が 無い。 寺 田 氏に 借りようと 思った が" 

生憎 寺 田 氏 も 人に 贷 した 儘に なって、 手元に なかった ので、 それなり 『獨步 集』 は讀 ますに 了つ 

た。 其後雜 誌に 出た の を 時々 讀んで 居る 內に、 第二 獨步 集と 云った やうな 『運命』 が 出た ので、 

早速 讀ん で见 た。 然し 其 『蓮 命』 も 全部 讀ん だので はない、 其 中の 三四篇 しか 讀んで 居らぬ。 で- 

余の 獨步 氏に 於け る 智識 は、 『運命』 に 於け る 一部分と、 化ハ 他諸雜 誌に 散見した もの を ほんの 少 

解 し讀ん だに 過ぎない ので、 余の 獨步 氏の 作物に 對 する 智識と 云 ふ もの は 極めて 淺ぃ。 で、 他の 獨 

M 歩 氏の：， 乍 物 を 全部 遺漏なく 請んだ 人 や、 叉、 幾度で も 繰り返して 讀んだ 人々 の やうな、 批評の 出 
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來る譯 もない。 それに 讀ん でから 時日 も經 つし、 叉讀む 時に も、 八， 日 ある を 期して 讀ん だ譯で 

もない から、 何う も 記憶が 極めて 茫漠 として 居る。 讀ん だ當座 未だ 印象の 新しい 時に した 處が、 

面白い と 戍^ じた 所で も、 批評 するとな ると、 其 面白い と 云 ふ 感じ を 言ひ现 はす 爲に、 無理に 一 百 紫 

を 工夫して、 赏際 自分の 面白い と 感じた 其 感じと は、 かけ 離れた 言葉 を 使用して、 批評 は 虚偽に 

なり "勿 いもので ある。 况 して、 Fli 然 請んだ 作物の 古い 記憶 を 喚び 起して 云 ふの だから、 とても-: 兀 

全な 批評な ど \ 云 ふ 事 を 期す る こと は 出来ない。 で、 北 ハ事は 豫め斷 つて 置 S ねばならぬ。 

『運命論者 J は 面白い と 思って 請んだ。 實際 面白い と 云 ふ 感じが あった。 然し、 其 面白い と 一： ムふ 

感じ は 愉快と 云 ふ 感じで はない。 只、 奇 であった の だ。 あの 作物が 自然 派の 作物で あるか どうか 

余 は 知ら ぬ が、 OiHMi 者』 を 讀んで 得た 感じ は、 丁度 スチ ヴンソ ンを 請んで 得た 感じに 近い。 

7〕 

ス チヴン ソン、 プラス 或 物の 面白い と 云 ふの は、 只、 奇で 面白い ので ある。 ス チヴン ソンの 書い 

た 作物 は 突飛で ある。 然し、 『運ん g 論者』 の 作者 は、 此 作物 を、 只、 奇で 書いた もので はない。 

千 人屮只 一 人 あるかな いかと 云 ふやうな、 最珍 らしい 事件 を 借り、 其 事件に 依って 人生の 1$ (物 を 

言 ひ 現 はさう としたので、 ス チヴン ソンの 作物と は、 其 趣が 大變 違って 來る。 然し、 私の 今 面白 

いと 云った 意味 は、 ス チヴン ソン、 プラス、 H ッ キス；： 方 を 云 ふので はない。 此 『運命論者』 の 

中に 现 はれた 所の シチュ H 1 シ ヨン、 卽ち 主人公の 境遇 及び 所爲 に、 B マン チック. HI 了を帶 
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びて 居る 其 事が 面白い と 云った ので ある。 それ は H ッ キス の 方に も 面白い所が あるに は あるが、 

余 は 世 問で 云 ふ 程、 大 なる 價値を 認めて 居ない。 寧ろ 此 『運命論者，』 の 中の プラス、 ニッキ スに 

就いては、 餘り 感服す る ことが 出來 ない ので ある。 

次に 今 余の 記憶に 殘 つて 明らかなる は、 『巡 茶』 だけで ある。 『巡 茶』 は 只 巡^なる 一 人の 人 問 

を 描き出し たもので、 其 巡 茶が 好く 出て 居る。 此篇の 面白味 は、 丁度 チ H ホフ か 誰かの 書いた も 

ので 『爺』 と 云 ふ ものが^る。 其 『爺』 の 面白味が、 『巡 茶』 の やうな、 あ \ した 面白味で ある。 

r^l 亮 なら 巡^、 爺なら 爺 を 現 はした の は、 巡亮 がどうし たと 云 ふ 事 を 書いた もので はない。 爺が 

どうしたと 云 ふ 事 を 書いた もので はない。 只 巡査なる 人 はかう 云 ふ 人であった、 爺なる 人 はかう 

云 ふ 人で あつたと 云 ふこと を 書いた に 過ぎぬ。 其 所が 面白い ので ある。 巡 なら 巡 に 就いての 

觀察を 書いた もの だからして、 前の 『蓮 命 論者 J と は 其 面白味が 違 ふ。 余の 言葉で 云 ふと、 かう 

云 ふ もの を抵徊 趣味と 云 ふ。 巡^が どうして、 それから 斯うした と 云 ふやう に、 £ ふ 因 結果 を 書 5 

たもので はない。 其 巡査が 明日 はどうな つても、 明日の こと は 構 はない。 只、 巡お 其 者に I 化徊し 

て 居れば：^ いので ある。 小さん が 醉漢の 話 をす る。 聽者は 其 醉漢の 話 を只樂 しんで 居れば 好い の 

である。 其 醉漢が 明日の 朝に なって 何う したと か、 かう したと か 云 ふこと を 聞く 必要 はない。 聞 

かなくても、 醉漢其 者の 所作 行 爲に樂 しむ ことが 出来る。 卽ち、 筋と か 結構と か 云 ふ ものが 面白 
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解 いのではなくて、 ー醉漢 なる ものに 低徊して、 其 醉漢の 醉態を 見る 其 事に 與 味が あ ft/ 面白味が 一 

說 あるので ある。 それ を 余 は 低徊趣味と 云 ふ。 普通の 小說は 筋と か 結構と かで 讀 ませる。 卽ち、 其- 

次 はどうした とか、 かうな つたと か 云 ふ 事に 舆味を 持ち、 面白味 を 持って 讀んで 行く ので ある。 

然し、 ^徊 趣味の 小說に は、 筋、 結構 はない。 或 一人の 人の 所作 行動 を 見て 居れば 好い ので ある。 一 

『巡査』 は、 巡査の 運命と か 何とか 云 ふ もの を 書いた ので はない。 或 一人の 巡お を捉 へて 其 巡 の _ 

動作 行動 を 描き、 巡亮 なる 人 はかう 云 ふ 人で あつたと 云 ふ、 其 所が 面白い。 卽ち 低徊趣味なる 意 一 

味に 於て、 『巡査』 を 面白く 讀ん だので ある。  一 

余 は 高 濱虚子 氏に 其 話 をした ことがある。 所が 虚子氏 は 『巡 茶』 は 嫌 ひだと 云 ふ。 面白くない 

と 云 ふ。 あの 敍述が 自然で ない、 どうも 掠へ たもの- - やうに 思 ふ、 不自然で あると 云 ふ。 然し、 

私 の 請んだ 時には、 刖 に そんな 感じ はしな か つ た。 

『酒 中日 記』 は、 人 は 褒めて 居た やう だが、 私 は餘り 感服し ない。 一 口に 忌憚な く 云って 了へば、 一 

耍す るに 不自然な 所が 多い やうに 思 はれる。 では 何 所が 不自然な のかと 問 はれ \ は、 一 々本 を 繰 一 

つて 御 話しなければ ならぬ が、 不自然な 所が 多い 爲に、 讀 みながら 感興が 乘ら なかった やうに 思 ふ P 

『竹の 木戶』 は惡 いと は 思 はぬ。 然し、 あれが 近來 出る 他の 人々 の 短篇 を 柚んで X 面白い と は 思 

はぬ。 殊に 獨步 氏の 爲に、 褒める 程の もので はない。 非難 を 云 ふと、 あのお 源と か 云 ふ 女が、 終 
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りに 首 をく、 るの は 不自然 だと 思 ふ。 却って 殺さない 方が 自然で ある。 若し 殺すなら 今少し 緊 

張 さして 殺した 方が よから う。 (明治 四十 一 年 七月 『國木 田 獨步； 一)》 

この 談話に は 三つの 重要な 點が 眼に つく。 寅 彥が獨 歩 を 褒めた ので 獨步を 讀む氣 になった と、 

作家 寅彥 ばかりでなく 批評家 寅 彥をも 同様に 尊重して ゐる點 がー、 次 は 「巡査」 を 評して 最後に 

これ を祗徊 趣味と 言って ゐる。 これによ つて 漱 石の 低徊趣味 はよ ほど 領 野の 廣 いものであった こ 

と を 知る 點が 二、 最後に 同じ ri.H^」 の 評 價に關 して 虚 子と 意見が 全然 相反して ゐる點 と。 旣に 

(三 二) の 「千鳥」 の 場合に これが あった。 その 時 も 自然 不自然の 見解が 違って ゐ たと 記憶す る。 

尤も こ の兩 者の 意見が 必す 一 致しなければ ならぬ 理由 はない から、 別に 怪しむ にも 足るまい。 . 

明治 四十 二 年 

この 年に 漱石は 「永日 小品」、 長篇 「それから」 を 朝日に 發 表した ほか、 九月に は滿韓 旅行に 

出かけて 歸來 「滿韓 ところぐ」 を 同紙 上に 發 表した。 さし も 全盛の 自然主義 も 下火になった 頃 

解 で、 旣に 別の 機 蓮が 動いて ゐた。 漱 石の 養成した 文學 精神が 蠢 いて 大正 期に 入らう とする 兆 を 示 

說 して ゐた譯 である。 


【六 二】 明治 四十 二 年 一巧 二十 一日 野 上 豐ー郞 宛 

《拜啓 石 菖屋の 婆さん 拜 0- あれ は 破 喪より は數等 上等の 作、 御 進境， 嬉敷存 候。 た 時 * 同 材料 

を 引っ張 リス ギテ、 クドィ 所 あり。 今 少シ短 カク 隙 問ナク スル方 モ考へ ラルべ シ。 トニ カク 大體 

一一 於テ、 此 調子 ハ 本物 也。》 

【六 三】 明治 四十 三年 三月 十三 日 野 上 豐ー郞 宛 

《ミナ も拜見 あれ は 面白く 候此 前の 新小說 のと 共に 佳作に 候" 「赤門 前」 より はよ ろしく は、》 

【六 四】 明治 四十 二 年 三月 二十日 野 上 八重 宛 

《鳩の 話 早速 拜見。 面白く 候す ぐ虚 子の 手許へ 廻し 候 来月 は 附錄を 出す とか 出さぬ とか 巾 ：5 候 故 

都合に よりて は 如何と 思 ひ 候へ ども 出来るな らば 揭 載す る 樣賴ひ 置 候》 

【六 五】 明治 四十 三年 四 H 十六 日 鈴 木 三重 吉宛 

《拜啓 小鳥の 巢は 題名り 通り 小鳥の m に 至って 始めて 君の ぼハ 面目 を發撣 致し 候。 あ- - いふ 事の 叙 

述は今 の 文壇 無 之" 從 つて 甚だ 興味深く 候 草々》 

【六 六】 明治 四十 三年 六：：！： 十日 野 上 豐ー郞 宛 

《新 文藝に 出た 崖 下の 家 面白く 候 今日の 萬 朝の 六號 につまらな いもの- -様 にかいて あり 候が あれ 

は 噓に候 僕 は 君の 短篇の 方が 却って 赤門 前より 優れてる るの が あると 思って るる。》 
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「赤門 前」 は 四十 二 年 九月 國民 新聞に 發农 された 野 上 氏の 作で ある。 この やや 長い ものよりも 同 

じ 作者 の 短篇 の 方 が 却 つ て 優れ てるる と漱石 は 首 つて ゐ るので ある" 

. 【六 七】 明治 四十 二 年 八 二十 TO: 日 田 榮造宛 

《御手 紙 拜見老 猫 批評の 件頓と 失念 致 居候 甚だ 中譯 なく 存候小 說脫稿 後 種々 の 用事 重なり 居候 處 

へ 急性 E 力 タ ー ルに 罹り 臥 蓐の爲 め 何やら 蚊 やら 取 紛れ 申 候 あしから す 御 海 恕願候 

蓐中 早速 「老 猫」 を 拜見致 候 筆 ツキ 眞 面目に て 何の 街ふ處 なくよ ろしく 候。 又 自然の 風物の 叙 

し 方も而 £： く 思 はれ 候。 たビ ー篇 として 通讀 する に 左程の 輿 味 を 促が す 事 無 之 は 事實に 候" 今少 

し 御 工夫 可然 か。 尤も 着 筆の 態度、 觀察其 他 は あれに て 結構に 御座 候へば 北 ハ點は 御 心配 御 無 S に 

候ノ 虚 子の 評に よれば 面白から ぬ 様に 候へ ども 小生 2 見る 所は虚 子よりも 重 く 候 U 猶御銜 勵御述 

作の 程 希 寧 ■ 致 候》 

なほ、 ra 十 一 年の 評論 雜篇 中に 左の 一 文が ある。 

【六 八】 「夢の 如し」 を讀む 

《四方 太お の 「夢の 如し」 は ホト、 ギスに 出た 時分に ー應 は通讀 して 面白い と £ 心った。 殊に 其 初 

解 めの 方 を 面 ，：n いと 思った が、 其 後 纏めて 一翁の 書物に するとい ふ 話 を 聞いて、 書物に して 通讀し 

說 たら 其 興 * が 或は M 減せられ はしまい かと、 餘 所ながら 心配した。 是は 何故と いふ 說 明よりも、 
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寧ろ 其 企て を 聞いた 時、 はたと 感じた 事な の だから、 其 通り を 今 正直に 白狀 する ので ある。 それ 

も 只の 白狀 なら 四方 太 君に 取って 却て 迷惑 かも 知れない が、 此白 狀の襄 に は、 想像の 懸念が 實際 

の 鑑賞の 爲に 見事に 打ち消され たとい ふ、 朋友と して は 偸 快な 事實を 含んで ゐ るの だから、 殊更 

に 夫 を 公に する ので ある。 

實は 「夢の 如し」 が 本に なって 出たら、 批評 をしょう と 云 ふ 約束であった。 處が 約束 丈で 本が 

まだ 出来上がらない 先に 旅行 をして 仕舞った。 比較的 長い 旅行であった ので、 「夢の 如し」 の 評 

も 時機が 後れたら うから、 どんな もの かと 思って 歸 つて 来た。 すると 留守中に 溜まった 西洋の 雜 

誌 やら 書物 やら、 手紙 やらが 氣を 腐らす 程 積もって ゐて、 何時 是 等に 對 する 義務 を 果たす 事が 出 

来る だら うと、 窃かに 自分の 課程 を 自分から 狂 はした 無頓着 を 後悔し 始めた。 小冊子 「夢の 如し」 

は 實に此 書冊 堆積の 間に 潜んで るて、 人の 注意 を 受ける 迄 は、 余自.！^^-にも何處にぁるか氣が附か 

なかった ので ある。 

余は此 非廣吿 的な 冊子 を 二三 日 前 漸く 手に する の 閑 を 得た。 さう して、 近来に ない 一種の 趣 を 

把持しつつ、 長い 夜を燈 火に 親しみ 盡 くす 事 を 得た。 心意 雜亂の 際 はからす も 「夢の 如し」 に 逢 

着して、 此 境地に 住する 事 を 得た の は 余の 深く 四方 太 君に 感謝す る 所で ある。 

「夢の 如し」 の 好い 所 を 一言に して 云 ふの は少々 六づ かしい が、 强 ひて 云へ と 云 はれ- -ば、 故意 
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とらし い 所が 丸でない と 答へ たい。 普通の 文學 者の 囘想錄 とか 追憶 記と いふ もの は、 みんな、 己 

は文學 者だぞ とい ふ覺 悟で 書きに 掛かる。 卽ち 普通の 人問ぢ やない、 文學 者と 申す 普通の 人間 以 

上の 種類に 腿す る ものであると いふ 自覺で 筆 を 執って るる。 さう して 其自覺 がいやに 頁 ごとに 附 

け 廻る。 何處 を讀ん でも、 どう だ文學 者ら しからう と 云 ふ 顔が 出て 来る。 其 顔が 白粉 をつ けたり、 

隄を とったり、 甚だ 氣障 である。 從 つて 泣かないでも 好い 所に 淚を 零す。 性愁 問題 を 引 張り出さ 

ないでも 關 はない のに、 何 だと か 蚊んだ とか 流行の 文字 を 使 ひたがる。 そんなに 景色に 憧憬し な 

い 方が 結構 だのに 一人で 憧憬したがって るる。 甚だしき に 至る と ツル ゲネ ー フと云 ふ 字 を 使 はな 

ければ 文章に ならない と 思って ゐる。 或は 技巧 を 避ける 爲と 力んで ゐる。 さう して 西洋人から 衣 

服 を 借りて 來て、 是が 本来の 面目 だと 云って ゐる。 人の もの を 借りて 來て 自分の ものら しくす る 

の は、 是亦 悉く 技巧の 力で あると 云 ふ 事に は 全く 氣が附 かない。 

我 は 普通の 人間以上の 文學 者で あると 自覺 して 書いた もの は、 甚だ 厭味な ものである。 (此自 

覺を 離れて、 實際 普通 以外の 人が 普通 以外の 事 を 書く の は 仕方がない。) 四方 太 君の 「夢の 如し」 

は 毫も 此 厭味 を帶 びて ゐ ない。 た 昔の 幼少の 時の 事が 其 通り、 街 はす、 慢ら す、 ぶら す、 がら 

解 す、 平々 淡々 と 書いて ある。 だから 其 签氣が 如何にも 質實 で、 單 純で、 可憐で 結構で ある。 其點 

說 に 於て は、 恐らく 四方 太 君の 人間以上に 枯れた もの だら う。 
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«r 「夢の 如し」 の 中に ある 事 實其物 は、 余の 如く 束 京に 生れた ものに は 非常に 興味が ある。 又 §： 方 

m 太 君に 類似の 境遇 を經 過した ものに も、 愉快なる 過去の 思 ひ 出で あらう。 是 等の 材料の 趣.^ ある 

事に 就いて、 もう 少し 論じたい が あまり 長くなる から、 これで 止めに する。 只 「夢の 如し」 と は 

よく 附 けた 题 である 人 巾して 置きたい。 

余 は 嘗て 四 方 太^の 文字 を 評して 白紙 文學 だと 篤 倒した 事が ある。 今では 此篤倒 を 逆さまに し 

て赏 讚の 辭 として 「夢の 如し」 の 一 篇に呈 したい。 余の 如き 色 i; やの 多い もの は、 ことに. E 紙文學 

の 價値を 認めなければ ならない。 四方 太 君 は 「長靴」 とい ふ 短篇と、 それから 其 續篇を 書いた。 

其 繽篇を 朝鮮の 汽車の 中で 讀んで 大いに 失望した。 其 失望の 反動と して 「夢の 如し」 が 猶更. St い 

様に 思 はれる。 i 四 二、 一 一、 九 1 -》 

「街 はす、 慢ら す、 ぶら す、 がらす、 平々 淡々、 質 實で單 純で 可憐で」 とい ふの は 「厭味の ない 

乙な 色氣 2 ない」 の 範圍を 外面 的に 同時に 內面 的に 擴 張して 言った 結 架に 外ならぬ。 「白紙 文學」 

は (二 九. 一に 所謂 「整の 雪 流」 のもう 一 つ 徹底した ものの 謂の やうで ある。 最も 「枯れた」 文學と 

同意語で ある こと も 判る。 そろく 「卽天 去 私」 (これの 生の 形が 所謂 天 眞爛？ に 隣接， L てきて 

るる。 風雅の まことの 大道 を 一直線に 切り 拓ぃ てきた わけで、 茵々 の 作品 はこの 大道の 傍で 歉石 

が 着目し 發见 する と 摘み取 つた. 5? ひさ ま/^ の 花であった。 それ/^ に 全然 獨自 の もので ありな 
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がら 共通の 趣が 兑られ た 害で ある {ぉ 生 文と いふの はま だ r 卽； 大」 とまで は 連して るなかった が" 

「去 私」 の 方向に は 踏み出して ゐ たから、 高く 登れば 當然 「卽 天」 に 到った ので、 「彼の 雪 流」 が 

七 八 合 nl なら 「，：： 紙 文學」 あたりが 殆ど 絶頂に 近づいて るる。 

明： e 四十 三年 

長篇 「門」 を 三月から 六月まで 朝日に 連載した が、 それ を 完了して 間もなく EH を 病み、 入院 轉 

地の あ ひだに 一 度 は 死線 を 彷徨せ る ほどの 重態に 陷る など、 この 年の 後半期 は 殆ど 病 褐に暮 した _ 

十 末から 漸く 「思 ひ 出す ことな ど」 を 朝日に 速 載 L てゐ る。 從 つて 後半期 は 本書の 資料と なる 

べき 書翰 も 数に おいて は 乏しい が、 そ Q 代り 長 塚 節 3 「土」 と 佐久間 艇長の 遣 書に 對 する 注 口す 

べき 文字が ある。 

【六 九】 明治 四十 三年 六 十八 日 安倍 能 成 宛 

《「土」 は 御說の 通う まく 候。》 

解 【七 〇】 四十 三年 六 = ^二十 六日 長 塚 節 宛 

說 《書狀にてゎざくの御見舞篤く御禮申上^^、年來の宿；.« 一 の 進歩 を 加へ 胃溃瘡 とか 申す 病氣の 


77 


¥ 由に て 當分當 £^ 内に 靜養 まかり 在 候 「土」 御 苦心の 御 模様 嘸 かしと 御 推察 申 上 候是は 自分に も經 

ft! 

m 験 ある _J_f とて 大兄の 御心狀 よく 相 分り 候 御 健康 可成 御 かば ひ 可然か 夏より 秋に かけての 御 慰みの 

草花 も 御 培養の 御閉 なき 趣 かうな ると 創作 も 人の子 を賊 する やの 感を 生じ 候。 「土」 は 1  母朝祥 =  弋 

一般に 評判よ き 様に^。 何卒今1I3くの御辛抱願上候先は右御挨I^ク迄 草々 頓首》 

【七 一】 長 塚 節 氏の 小說 「土」 

《一 方に 斯ん な考 へがあった。 —— 

好い 所 を 世 から 認められた 諸 作家の 特色 を 胸に 藏， L て、 其檩 準で 新しい 作物に 向 ふと、 まだ 

其 作物 を讀 まない うちに、 早く 旣に 型に 墮 在して ゐる。 從 つて わが 評論 は誠實 でも、 わが 態度 は 

獨立 でも、 叉 わが 言說 の內容 は妥當 でも、 始めから 此方に 定まった 尺度 を 持って ゐて、 其 尺度で 

測って ならない もの 迄 も 律したがる 弊が 出る。 其 結果 は 働きの ない 死んだ 批評に 陷 つて 仕舞 ふ 事 

がよく ある。 

夫よりか、 今 曰 迄 文壇に 認められなかった、 若く は 顧みられなかった、 新しい 特殊な 趣味 を、 

ある 作物のう ちに 發 リルして、 それ を 天下に 紹介す る 方が 評 家に 取って 痛快な 場合が 多い。 又其特 

殊な 趣味が 容 01 に 多 數に肯 はれない 所 を、 決然 身 を 挺 L て 唱道す る 所が、 評家會 心の 點 らしい。 

文 擅 はこれ がた めに、 新 領土 を 手に入れ たと 同じ 譯 になる からで ある。 
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一方に 叉斯ん な事實 があった。 1 . 

近顷文 藝の雜 誌が しきりに 殖える。 毎月 活版に 組まれる 創作の 數も餘 程の 數に 上って 来た。 評 

論の 筆 を 執る ものが、 一 一 それ を熟讀 する 機會を 失った。 余の 如き 自家の 職業 上、 文藝の 諸雜誌 

に 一 應^ を 通すべき 義務 を 感じて ゐて さへ、 多忙の ため 果 さどる 月が 多い。 

漸く 手の 隙いた 頃 を 見 計って、 請み 落した 諸家の 短篇 物 を 讀んで 行く うちに、 無名の 人の 筆に 

成った もので、 名聲の ある 大家の 作と 比べて 避 色の ない もの、 或は ある 意味から 云って、 却て そ 

れ よりも 優れてる ると 思 はれる ものが 間々 出て 來た」 さう して 當 時の 評論 を 調べて 見る と、 是等 

の 作物が 全く 問題に なって 居ない。 青木 健 作 氏の 「虻」 杯 は 好例で ある。 

型に 入った 批評家の ために 閑却され、 多忙の ため 不公平 を せんする 批評家の ために 閉 却され て 

は、 作家 (ことに 新進作家) は氣の 毒で ある。 時と 場合の 許す 限り さう いふ 弊は墙 正したい。 「朝 

日」 に 長 塚 節 氏の 「土」 を揭げ るの も 幾分 か此 主意で ある。 

一 一三 年 前節 氏の 佐 渡 記 行 を 讀んで 感服した 事が ある。 記 行文であった けれども 普通の 小說 よ. y 

も 面白い と 思った。 氏 はま だ 若い 人で ある。 しかも 若い 人に 似合 はす 落ち 付き 拂 つて、 行くべき 

解 路を 行って、 少しも 時好 を 追 はない。 是は わざと 流行に 反對 したの 何のと いふ 六づ かしい 意味で 

說 はなくて、 氏に は 本 來藝術 的な 一片の 性情が あって、 氏 はた^ 其 性情に 從 ふの 外、 他を顿 みる 暇 
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解 を たない ので ある。 余 は 其 態度 を 床しく 思った。 

說 尤も 今度 戟 せる 「土」 の 出來榮 は、 今から 先 を 見越 L た 樣な豫 言が 出来る 程 進行し. てゐ ない。 

最初 余から 交渉した 時、 節 氏 は 自分の 責任の 重い のを氣 遣って 長い 問；^ 事 を 寄こさなかった。 夫 

から 漸く 遺って 見様と いふ 挨 1^ が 来た。 夫から 四十 枚 程 原稿が 來た U 愤 吿は此 原稿と、 氏の 害 信 

によって、 草 平氏が 書いた」 今の所 余 は 「土」 の ー篇 がう まく 成功す る 車 を 氏の ために、 讀 者の 

ために、 ：=； 新開の ために 祈る のみで ある。 

お 名な 英國 の硕學 ミル は 若い 時、 同じく 若い テ 一一 ソ ンを" ン ドン、 リボジ トリ 紙上に 紹介して、 

^其 次號に ブラウ 一一 ングを 紹介し やうと した。 、王 筆から 彼の 批評 は旣に 前號に 載せた とい ふ 返書 

を 得て 調べて ると、 頁の 最後の 一行に た r  r ボ ー リン 是は 譫言な り」 とあった。 同雜 誌の 編 

者が 一行 餘 つた 處へ a 草に 入れた ものである。 ブラウ 二 ングは 後年 人に 語って、 あの 批評の ため 

に 自分が 世間に 知られる 機會 がー 一十 年後れ たと 云った。 

余が 新しい 作家 を 紹介す るの は、 ミル を 以て 自ら 任す ると 云 ふより、 か- -る 無責任な 評論家の 

手から、 望みの ある 人 を 救 はう とする 老婆心で ある。 —— 四 三、 六、 九 ——》 

【七 二】 『土』 に 就いて —— 長 塚 節 著 「土」 序 I . 

《「土」 が 「束 京 朝日」 に 連載され たの は 一昨年の 事で ある。 さう して 其 責任者 は 余であった。 


80 


所が 不幸に も 余 は 「土」 の 完結 を 見ない うちに 病氣に 罹って、 新聞 を 手に する 自由 を 失った ぎり 

叉 「土」 の 作者 を 思 ひ 出す 機會を 有たなかった。 

當初 五六 十囘 の豫定 であった 「土」 は、 同時に 意外の 長篇 として 發 達して ゐた" 途中で 話の 緒 

口 を 忘れた 余 は、 再び それ を 取り上げて、 矢 露な 區 切から 改めて 讀み 出す 勇氣を 鼓舞し にく かつ 

たので、 つい? k 限に 打ち 遣った やうな もの \、 腹の なかで は 私 かに 作者の 极氣と 精力に 驚ろ いて 

るた。 「土」 は 何でも 百 五六 十囘に 至って 漸く 結末に 達した のでめ-る。 

冷淡な 世間と 多忙な 余 は 其 後久し く 「土」 の 事 を 忘れて ゐた。 所が ある 時此間 亡くなった 池邊 

君に 會 つて 偶然 話頭が 小說に 及んだ 折、 池 邊君は 何故 「土」 は 出版に ならない の だら うと 云って- 

大分 長 塚 君の 作 を 褒めて ゐた。 池 邊君は 其當時 「朝日」 の 主筆だった ので 「土」 は始 から 仕舞 迄 

眼 を 通した ので ある。 其 上 池 邊君は 自分で 文學を 知らないと 云 ひながら、 其 實攀實 な 批評眼 を も 

つて 「土」 を根氣 よく 讀み 通した ので ある。 余 は 出版界の 不景氣 のために 「土」 の眾行 本が 出る 

時機が まだ 來な いの だら うと 答へ て 置いた。 其 時 心のう ちで は、 隨分 「土」 に比べる と 詰らない 

ものが 公け にされ る 今日 だから、 出来るなら 何時か 書物に 纏めて 置いたら 作者の 爲に 好から うと 

き 思った が、 不親切な 余 は 其 日が 過ぎる と、 叉 「土」 の 事 を 丸で 忘れて 仕舞った。 

m すると 此春 になって 長 塚 君が 突然 尋ねて 来て、 漸く 本屋が 「土」 を 引受ける 事に なった から、 
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解 序 を 寄いて？. 犬れ まい かとい ふ 依頼で ある。 余 は 其 時 自分の 小說を 毎日 一 囘づ、 書いて るた ので、 

說 「土」 を讀み 返す 暇がなかった。 巳 を 得す 自分の 仕事が 濟む迄 待って くれと 答へ た" すると 長塌君 

は池邊 君の 序 も 欲しい から 序でに 紹介して 賞 ひたいと 云 ふので、 余 はすぐ 承知した。 余の 名刺 を 

持った 「土」 の 作者が 池邊 君の 玄關に 立った の は、 池邊 君の 母堂が 死んで 丁度 三十 五日に 相 常す 

る 日と かで、 長？ はた 立ちながら 用事 丈 を 頼んで 歸っ たさう であるが、 それから 三日して 肝 

心の 池 邊君も 突然 亡くなって 仕舞った から、 同 君の 序 はとうく 手に入らなかった ので ある。 

余 は 「彼岸 過 迄」 を 片付ける や 否や 前約 を 踏んで 「土」 の 校正刷 を讀み 出した。 思った よりも 

長篇 なので、 前後 半 曰と 中 一日 を 丸 滑し にして 漸く 業を卒 へて 考 へて 見る と、 中々 骨の 折れた 作 

物で ある。 余 は 元來が 安價な 人間で あるから、 大抵の 人の もの を 見る と、 すぐ 感心したがる 癖が 

あるが、 此 「土」 に 於ても 全く さう であった。 先づ 何よりも 先に、 是は 到底 余に 書け る もので な 

いと 思った い 次に 今の 文壇で 長 塚 君 を 除いたら 誰が 書け る だら うと 物色して 見た。 すると 矢 張 誰 

にも 書け さう にないと いふ 結論に 達した。 

尤も 誰に も 書け ない と 云 ふの は、 文 を 遣る 技倆の 點ゃ、 人§1を活躍させる天賦のカを5^すので 

はない。 もし 夫れ 丈の 意味で 誰も 長 塚 君に 及ばない とい ふなら、 一方で は 他の 作家 を 侮辱した 言 

まに もな り、 又 一方で は 長 塚 君 を； IS ぎ 過ぎる 策略と も 取れて、 何方に しても 作者の 迷惑になる 計 
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である。 余の 誰も 及ばない とい ふの は、 作物 中に 書いて ある 事件な り 天然な りが、 まだ 長 塚君以 

外の 人の 研究に 上って るない とい ふ 意味な ので ある。 

「土」 の 中に 出て 來る 人物 は、 最も 貧しい Kn 姓で ある。 敎育 もなければ 品格 もなければ、 た ii 土 

の 上に 生み付けられて、 土と 共に 生長した 蛆同樣 に 憐れな 百姓の 生活で ある。 先祖 以来 茨城の 結 

城 郡に 居 を 移した 地方の 豪族と して、 多數の 小作人 を 使用す る 長 塚 君 は、 彼等の 徵 類に 近き、 恐 

るべ く 困媳を 極めた 生活 狀態 を、 一 から 十 迄 誠 實に此 「土」 の 中に 牧め盡 したので ある。 彼等の 

下卑で、 浅薄で， 迷信が 强 くて、 無邪氣 で、 狡猾で、 無欲で、 强 欲で、 殆んど 余 等 (今の 文壇の 

作家 を 悉く 含む) の 想像に さへ 上りが たい 所 を、 ありく と 眼に 映る やうに 描寫 したの が 「土」 

である。 さう して 「土」 は S 塚 君 以外に 何人も 手 を 着けられ 得ない、 苦しい 百姓 生活の、 最も 獸 

類に 接近した 部分 を、 精細に 直敍 した ものであるから、 誰も 及ばない と 云 ふので ある。 

人事 を 離れた 天然に 就いても. - 前 同様の 批評 を 如何な 讀者も 容易に 肯 はなければ 濟 まぬ 程、 作 

者 は 鬼 怒 川 沿岸の 景色 や、 空 や、 泰ゃ、 秋 や、 雪 や 風 を 綿密に 研究して ゐる。 昌の もの、 畔に 立つ 

榛の木、 蛙の 聲、 鳥の 音、 苟 くも 彼の 鄉 土に 存在す る 自然なら、 一 點ー畫 の微に 至る 迄 悉く 其 地 

解 方の 特色 を 具へ て 敍述の 筆に 上って ゐる。 だから 何處に 何う 出て 來て も必 す獨特 である。 其獨特 

說 な點 を、 普通の 作家の 手に 成った 自然の 描寫の 平凡な のに 比べて、 余 は 誰も 及ばない とい ふので 
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ある。 余 は 彼の 獨特 なのに 敬服しながら、 そ S あまりに 精細 過ぎて、 話の 筋 を往々 にして 殺して 

仕舞 ふ 失肷を 歎じた 位、 彼 は 精緻な 自然の 觀察 者で ある。 

作と しての 「土」 は、 § ザろ 苦しい 讀 みもので ある。 決して 面白い から 讀 めと は 云ひ惡 い。 ，站 一 

に 作 中の 人物の 使 ふ 言葉が 余 等 に は 餘り緣 の 遠 い 方 首 から 成り立って ゐる。 第二に 結構 が 大きい 

割に、 年代が 前後 數 年に わたる 割に、 周 園に 平たく 發 達したがる 話が、 筋 をく つきり と 描いて 深 

くな りつ & 前へ 進んで 行かない。 だから 全體 として 讀 者に 加速度の 興味 を與 へない。 だから 事 

件が 錯綜 纏綿して 鍵れ ながら 讀者 をぐ いく 引 込んで 行く よりも、 其 地方の 年中行事 を^り なく 

丹念に 平 叙して 行く うちに、 作者- 2 插ら へた 人物が 斷續 的に 活躍す ると 云った 方が 適當 になって 

來る。 其 所に 聊か 人 を 魅す る 牽引力 を 失 ふ 恐が 潜んで ゐ ると いふ 意味で も 讀みづ らい。 然し 是等 

は 軍に 皮相の 意味に 於て 讀みづ らいので、 余の 所謂 讀みづ らいと いふ 本意 は、 篇 中の 人物 _2 心な 

り 行なり が、 た 壓 迫と 不安と 苦痛 を讀 者に 與 へる 丈で、 毫も 神の 作って くれた 幸福な 人 問で あ 

ると いふ 刺戟. と 安 慰 を與へ 〔.5 ないから である。 悲劇 は 恐し いに 違ない。 けれども 普通の 悲劇のう 

ちに は 悲しい 以外に 何 かの 償 ひが あるので、 讀者は 涙の 犧牲を 喜 こぶので ある。 が、 「土」 に 至つ 

て は淚さ へ 出されない 苦し さで ある。 雨の 降らな い 代りに 生涯 照り つ こない 天氣と 同じ 苦痛で あ 

る。 た义 土の 下へ 心が 沈む 丈で、 人情から 云っても 道義心から 云っても、 殆んど 此歷迫 2 賠償と 
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して 何物 も與 へられて るない。 た 土 を 掘り下げて 暗い 中へ 落ちて 行く 丈で ある。 

「土」 を 請む もの は、 屹度 自分 も 泥の 中 を 引き 招ら れる やうな 氣 がする だら う。 余 もさう 云ふ感 

じがした。 或 者 は 何故 長 塚 君 はこん な 讀みづ らい もの を 書いた の だと 疑が ふか も 知れない。 そん 

な 人に 對 して 余 はた 一言、 斯様な 生活 をして 居る 人間が、 我々 と 同時代に、 しかも 帝都 を 去る 

程遠から ぬ E 舍に 住んで 居る とい ふ悲慘 な事實 を、 ひしと 一度 は 胸の 底に 抱き締めて 見たら、 公 

等の 是 から 先の 人生 觀の 上に、 叉 公 等の 日常の 行動の 上に、 何 かの 參考 として 利益 を與へ はし ま 

いかと 聞きたい。 余 はとく に 歡樂に 憧憬す る 若い 男 や 若い 女が、 讀み 苦しい の を 我慢して、 此 

「土」 を讀む 勇氣を 鼓舞す る 事 を 希望す るので ある。 余の 娘が 年頃に なって、 音樂會 がどう だの、 

帝國 座が どう だのと 云 ひ 募る 時分に なったら、 余 は 是非 此 「土」 を讀 ましたい と 思って 居る。 娘 

は 屹度 厭 だとい ふに 違ない。 より 多くの 興味 を感 ザる 戀愛 小說と 取り 換 へて 吳れと いふに 違ない • 

けれども 余 は 其 時 娘に 向って、 面白い から 讀 めと いふので はない。 苦しい から 讀 めと いふの だと 

吿 げたいと 思って 居る。 參 考の爲 だから、 世間 を 知る 爲 だから、 知って 己れ の 人格の 上に 喑ぃ恐 

ろしい 影 を 反射させる 爲 だから 我慢して 讀 めと 忠告した いと 思って 居る。 何も 考へ すに 暖かく 生 

解 長した 若い 女 (男で も 同じで ある) の 起す 菩提心 や 宗敎心 は、 皆此 暗い 影の 奥から 射して 來 るの 

說 だと 余 は 固く 信じて 居る からで ある。 
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解 長 塚 君の 書き方 は 何 處迄も 沈着で ある。 其 人物 は 皆 有の 儘で ある。 話の 筋 は 全く 自然で ある。 

% 余が 「土」 を 「朝日」 に 載せ 始めた 時、 北の方の S とい ふ 人が わざ/ \ 書 を 余の もとに 寄せて、 

長 壊 君が 旅行して 彼と 面會 した 折の 議論 を 報じた 事が ある。 長 塚 君 は 余の 「朝日」 に 書いた 「滿 

韓 ところ. <\ -」 とい ふ もの を S の 所で 一 囘讀ん で、 漱 石と いふ 男 は 人 を 馬鹿にして 居る といって 

大いに 憤慨した さう である。 漱 石に 限らす ー體 「朝日 新聞」 の 記者の 書き振り は 皆 人 を 馬鹿にし 

て 居る と 云った さう である。 成程 眞 面目に 老成した、 殆ん ど嚴肅 とい ふ 文字 を 以て 形容して 然る 

べき 「土」 を 書いた、 長 塚 君と して は 尤もの 事で ある。 「滿韓 ところ/^」 杯が 君の 氣色を 害し 

たの は 左 も あ マ？ べき だと 思 ふ。 然し 君から 輕 佻の 疑 を 受けた 余に も、 面 E な 「土」 を 讀む股 は 

あるので ある。 だから 此序を 書く ので ある。 長 塚 君 はた ま/\ 「滿韓ところ，^」 の 一 囘を 見て 

余の 浮薄 を 憤った の だら うが、 同じ 余の 手に なった 外の ものに 偶然 眼 を觸れ たら、 或は 反 對の感 

を 起す かも 知れない。 もし 余が 徹頭徹尾 r 滿韓 ところぐ」 のうちで、 長塚！^；^の氣に入らなぃ 一 

囘を 以て 終始す るなら ば、 到底 長 塚 君 2 「土」 の 爲に是 程 言辭を 費やす 事 は 出来ない 理窟 だから 

である。 

長 塚 君 は 不幸に して 喉頭 結核に か、 つて、 此 間)； J」 東京で 入院 生活 をして たが、 今 は 養生 旁 旅 

行の 途 にある。 先達て かねて 紹介して 置いた 福 岡大學 の久保 博士からの 来書に、 長 塚 君が 診察 を 


依賴に 見えた と あるから、 今頃 は 九州に 居る だら う。 余 は 出版の 時機に 後れないで、 病中の 君の 

爲に、 「土」 に 就いて 是 丈の 事 を 云 ひ 得た の を 喜 こぶので ある。 余が かって 「土」 を 「朝日」 に 載せ 

出した 時、 ある 文士が、 我々 は 「土」 など を讀む 義務. はない と 云った と、 わざ， （- 余に 報知して 來 

たもの があった。 此時 余は此 文士 は 何の 爲に罪 もない 「土」 の 作家 を 侮辱す るの だら うと 思って 

苦々 しい 不愉快 を 感じた。 理 腐から 云って、 讀 まねば ならない 義務の ある 小說 とい ふ もの は、 其 

小說 3 校正 者 か、 內務 省の 檢閲宫 以外に さう あらう 笞 がない。 わざく 斷 わらんでも 厭なら 厭で 

默 つて 讀 ます に 居れば 夫 迄 である。 もし 叉 名の 知れない 人の 書いた もの だ から 讀む 義務 はない と 

云 ふなら、 其 人 は 只 名前 丈で 小 說を讀 む、 內容 などに は 頓着し ない、 門外漢と 一般で ある。 文士 

ならば 同業の 人に 對 して、 たと ひ 無名氏に せよ、 今少しの 同情と 尊敬が あって 然るべき だと 思 ふ。 

余 は 「土」 の 作者が 病氣 だから、 此 場合に は猶 ほ更ら さう 云 ひたいの である。 明治 四十 五 年 五月》 

【七三】 文 藝とヒ P イツ ク 

《自然主義と いふ 言 薬と ヒ a イツ クと云 ふ 文字 は仙臺 平の 袴と 唐梭の 前掛の 様に 懸け離れ たもの 

である。 從 つて 自然主義 を 口にする 人はヒ ロイ ックを 描かない。 實際 そんな 形容の つく 行 爲はニ 

解 十 世紀に は 無い 害 だと 頭から 極て か-つて ゐる。 尤もで ある。 

m けれども 實際 世の中に ない 叉は少 いと 云 ふ 辜 寅と、 馬鹿げ てゐ る、 滑稽で あると 云 ふ 事 {赏 と は 
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違 ふべき 害で ある C 吾々 の 見渡した 世 問に さう 眼に つく 程 ごろくして ゐ ない 物のう ちに は、 常 

人 さへ 唾棄して 顧み なくなった (從 つて 存在の 權利を 失った) の も澤山 ある だら うが、 貴重な た 

め 容易に 手に入り かねる の も隨分 あるべき 譯 である。 ヒ ロイ ックは 後者に 屬 すべき ものと 思 ふ e 

自然^の 人が 滅多にな いからと 云 ふ 理由で ヒ a イツ クを 描かな いのは 當を 得て るる。 然し 滅多 

にない からと 言 ふ 言辭の もとに ヒ 。イツ クを輕 蔑す るの は 論理の 昏亂 である。 此 派の 人々 は 現 K 

を 描く と 云 ふ。 さう して 現實 曝露の 悲哀 を感 するとい ふ。 客 觀の眞 相に 着して 主観の 苦悶 を覺ゅ 

ると いふ。 一 々贊 成で ある。 けれども 此の 苦悶 は 意の 如くなら ざる 事相に 卽し、 思 ひの 儘に 行か 

ぬ 現象の 推移に 卽し、 もしくは 斯く あれ かし、 斯く ありた しとの 希望 を 容れぬ 自然の 器械 的なる 

進行に 卽 して 起る 矛盾 扞 格の 意に 外ならぬ。 云 ひ 換れば 客觀の 世界が 主觀の 世界と 一 致 を かくが 

爲 である。 現實が 吾れ に 伴 はざる の 恨みで ある。 叉 云 ひ 換れば わが 理想が わが 頭の 中に 孤立して、 

世態と あまりに 沒 交渉なる がた めで ある。 冷 刻なる 自然が わが 知識と 情操と 意志 を 侮蔑して 勝手 

に橫 着に 非人間的に 社會を 動かして 行く からで ある。 

自 然 主き 者の 所謂 主觀の 苦悶 を斯 く解釋 するとき、 理想の 二字 を 彼等の 主觀 中より 取 去る 事 は 

闲難 とならねば ならぬ。 廣義に 於け る 理想 を 抱かざる ものが、 .H: 己 叉 は 他人の 經 過した 現 實を顧 

みて、 之 を 悲しむ の 必要 もなければ 之に 悶 ゆるの 理由 もない 害で ある。 
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一た び此論 斷を肯 つたと き、 彼等 は 彼等の 主觀 のうちに、 叉 彼等の 理想のう ちに、 彼等の 平素 

排斥し つ \ あるが 如く 見 ゆる 諸々 の 善、 諸々 の 美、 又もろ/ \ の 壯と烈 との 存在 を肯 はねば なら 

ぬし 從 つて ヒ 。イツ クは 彼等の 主張 せんと 欲して、 現實に 見出しが たきが 爲 めに、 これ を 描く を 

悼り、 もしくは 之 を 描く を 恐る.^ 一種の 行 爲と云 はねば ならぬ。 

彼等に しても し現實 中に 此行爲 を 見出し 得た ると き、 彼等の 悼り も 彼等の 恐れ も 一 掃に して 拭 

ひ 去 を 得べき である。 况ゃ 彼等の 輕蔑を や 虚僞呼 はり を やで ある。 余 は 近時 潜航艇 中に 死せ る 佐 

久間 艇長の 遣 書 を讀ん で、 此ヒ a イツ ク なる 文字の、 我等と 時 を 同く する 日本の 軍人に よって、 

器械 的の 社會の 中に 赫 として 一時に 歉燒 せられた る を 喜ぶ ものである，。 自然 派の 諸君 子に、 此文 

字 の、 今日の 日本に 於て 猶眞個 の 生命 あ る を 事實の 上に 於て 證據立 て 得た るを賀 する もので ある。 

彼等の 腦 中より ヒ B イツ クを 描く 事の 憚りと 恐れと を 取り去って、 隨 意に 此方 面に 手 を 着けし む 

るの 保證と 安心と を與へ 得た るを慶 する ものである。 

往時 英國の 潜航艇に 同様 不幸の 事の あった 時、 艇 員は爭 つて 死 を 免れん とする の 一 念から、 一 

所に かたまって 水明り の 洩れる 窓- 3 下に 折り重なつ たま \ 死んで ゐ たとい ふ。 本能の 如何に 義務 

心より 强 いか を證 明す る に 足る ベ き 有力な 出來 事で ある。 本能 の 權威 の み を說か ん とする 自然 派 

の 小說家 はこ.. -に 好窗の 材料 を 見出す であらう。 さう して 或る 手腕家に よって、 此 一事 K から 傑 .00 


解 出した 文學を 作り 上る 事が 出来る だら う。 けれども 現 實は是 丈で ある。 北ハ 他は噓 であると 主張す 

0 る 自然 派の 作家 は、 一方に 於て 佐久 艇長と 其 部下の 死と、 艇長の 遺書 を 見る 必要が ある。 さう 

して 重荷 を擔 ふて 遠き を 行く 獸 類と 選ぶ 所な き 現代的の 人 問に も、 亦此種 不可思議の 行爲が ある 

と 云 ふ 事 を 知る 必要が ある。 自然 派の 作物 は 狭い 文壇の 中に さへ 通用 すれば 差 支ない と 云 ふ 自殺 

的 態度 を 取らぬ 限り は、 彼等と 雖も亦 自然 派の みに 審领 されて ゐ ない 廣ぃ 世界 を 知らなければ な 

ら ない。 

病院 生活 をして 約 一 ヶ月になる。 人から 佐久 11 艇長の 遣 書の 濡れた の を 其 俊寫眞 版に したの を 

貰って、 床の 上で 其 名文 を讀み 返して 見て、 「文 藝とヒ 0 イツ ク」 と 云 ふ ー篇が 書きた くな つた。 

11 51、 七、 一 九 ！ 》 

【七 ra:】 艇長の 遣 書と 中佐の 詩  ， 

《昨日 は 佐久間 艇長の 遣 書 を 評して 名文と 云った。 艇長の 遣 書と 前後して 新開 紙上に あら はれた 

廣瀨 中佐の 詩が、 此遣 書に 比して だ 月並な の は 前者の 記憶の まだ 鮮 かなる 吾人の 腦 裏に 一 種 痛 

ましい 對照を 印した。 

露骨に 云へば 中佐の 詩 は 拙 惡と云 はんより 摩ろ 陳套を 極めた ものである。 吾々 が 十六 七のと き 

文； 大祥の 正氣の 歌な どに かぶれて、 ひそかに 慷慨 家 列 偉に 編入して もら ひたい 希望で 作った もの 
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と 同程度の 出來榮 である。 文字の 素養が なくと も 誠實な 感情 をお して ゐる 以上 は (又 如何に 高等 

な 賞 家で も 此誠實 な 感情 を 離れて^ 賞の 出来な いのは 無論で あるが) 誰でも 中佐が あんな 詩 を 

作らす に默 つて 閉塞 船で 死んで 央れ たなら と 思 ふだら う。 

まづ いと 云ふ點 から 見れば 雙方 ともに 下手い に 違ない。 けれども 佐久問 大尉の は已 を^す して 

拙く 出來 たので ある。 呼吸が 苦しくなる。 部屋が 暗くなる。 鼓膜が 破れさう になる。 一行 書く す 

ら 容易で はない。 あれ 丈 文字 を 連ら ねる の は 超凡の 努力 を耍 する 譯 である。 從 つて 書かなくて は 

濟 まない、 遣さなくて は惡 いと 思 ふ 事 以外に は ー畫と 雖も漫 りに 手 を 動かす 餘 地がない。 平安な 

時 あらゆる 人に 絕 えす 附け纏 はる 自己 廣吿の 街氣は 殆ど 意識に 上る 權威を 失って ゐる。 從 つて 艇 

長の 聲は 最も 苦しき 聲 である。 又 最も 拙な？ 徵 である。 いくら 苦しくても 拙で も 云 はねば 濟 まぬ 聲 

だから、 最も 娑婆 氣を 離れた 邪氣 のない 事で ある。 殆んど s: 然と 一致した 私の 少ぃ聲 である。 そ 

こに 吾人 は 艇長の 動機に、 人 問と しての 極度の 誠 實心を 吹き込んで、 其 一 言 一 句 を眞の 影の 如く 

讀 みながら、 今の^に わが 欺かれざる を 有難く 思 ふので ある。 さう して 其 文の 拙 なれば 拙なる 丈 

眞の 反射と して 意 を 安ん する ので ある。 

解 北ハ上 艇長の 書いた 事に は 嘘を吐く 必要の ない 事實が 多い。 艇が 何度の 角度で 沈んだ、 ガソリン 

說 が 室 內に充 ちた、 チヱ インが 切れた、 電燈が 消えた。 此 等の 現象に 自己 廣吿は 平時と 雖 ども 無益 
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¥ である。 從 つて 彼 は 艇長と しての 報吿を 作らん がた めに、 凡ての 苦悶 を 忍んだ ので、 他に よく 思 

え 

說 はれる がた めに、 徒ら な 言 句 を 連ねた のでない と 云 ふ 結論に 歸着 する。 叉 其 報告が 實際當 局 者の 

參考 になった 效某 から 見ても、 彼 は 自分の ために 書き 淺し たのでなくて 他の 爲に 苦痛に 堪 へたと 

云 ふ證據 さへ 立つ。 

廣瀨 中佐の 詩に 至って は 毫も 以上の 條件を 具へ てゐ ない。 巳 を 得すして 拙な 詩 を 作った と 一： ムふ 

痕跡 はなく つて、 已を 得る にも 拘 はらす 俗な 句を竝 ベた とい ふ 疑 ひが ある。 艇長 は 自分が 書 やね 

ばなら ぬ 事 を 書き 殘 した。 叉 自分で なければ 書け ない 事 を 書き 殘 した。 中佐の 詩に 至って は 作ら 

ないでも 濟 むのに 作った ものである。 作らないでも 濟む 時に 詩 を 作る 唯一 の 辯 護 は、 詩 を 職業と 

する からか、 叉 は 他人に M 似の 出来ない 詩 を 作り 得る からかの 場合に 限る。 (其 外 徒然であった 

リ、 氣が 向いたり して 作る 場合 は 無論 ある だら うが。) 巾 佐 は 詩を殘 す必耍 のない 軍人で ある。 

しかも 其 詩 は 誰に でも 作れる 個性の ない ものである。 のみなら す 彼の 様な 詩 を 作る ものに 限って 

決し て壯烈 の 擧動 を敢て し 得な い 。 卽ち單 なる 自己 廣吿 のために 作る 人が 多 さう に 思 はれる ので 

ある。 其 内容が 如何にも 偉 さう だからで ある。 又 偉がって るるから である。 幸 ひに して 中佐 は あ 

の 詩に 歌った と 事實の 上に 於て 矛盾し ない 最後 を 遂げた。 さう して 銅像 迄 建てられた。 吾々 は屮 

佐の 死 を 勇ましく 思 ふ。 けれども 同時に あ の 詩 を 俗惡で 陳腐で 生きた 個人 の 面影が な い と 思 ふ。 
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あんな 詩に よって 中佐 を 代表す る の が氣 の 毒 だと 思 ふ。 

道義 的 情操に 關 する 言 辭 (詩歌 感想 を 含む) は 其 言 辭を實 現し 得た ると き 始めて 他 をして 其 誠 

實を肯 はしむ るの が 常で ある。 余に 至って は、 更らに 懐疑の 方向に 一歩 を 進めて、 其 言 辭を實 現 

し 得た る 時に すら、 猶且其 誠 實を殘 りなく 認 むる 能 はざる を 悲しむ ものである。 微かなる 陷缺は 

言辭 詩歌の 奧に潛 むか、 叉 は それ を實 現す る 行爲の 根に 絡んで るる か 何方 かで あらう。 余 は 中佐 

の敢 てせ る 旅 順 閉塞の 行爲に 一 點 虚偽の 疑 ひ を 挾む を 好まぬ ものである。 だから 好んで 罪 を 中佐 

の 詩に 嫁す るので ある。 —— 四 三、 七、 二 〇 11 》 

明治 四十 四 年 

この 年の 淑石は 病後の 保養と いふ わけで、 前年度の 末から 朝日 新聞に 連載した 「思 ひ 出す こと 

など」 を 二月に 完結した ほかに 目星し い 作品 は 書いて ゐ ない。 一方 あれほど 喧騷 をき はめた 自然 

主義 文學の 主張 もこの 年の 前後 あたりから 漸く 堅實な 作品の 結實 期に は ひって、 藤 村の 「春」、 秋 

解 聲の 「徵」 などの 收穫を 見る と 同時に、 ネオ . 口 マ ンチシ ズムゃ 白樺 派の 運動な どが 文壇に 新 機 

m  ^を かもしだ してきた 頃で ある。 
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說 解 


【七 五】 明治 四十 四 年 二  tH: 十七 日 小 宮豐隆 宛 

《武 T 泝 小路から 御 目出度 人 と 云 ふの を 送って くれた。 戀の 進行 を 明ら さまに 書いた ものである。 

今の 作家の 戀を 打ち明け たのもの は 大概 世に すれから した 萬 事 を 心得顔 (ことに 女性 を) の 主人 

公 か 叉 は 堕落 生と 同程度の 德 義心 を 持った 主人公で ある。 然るに 是は 若い、 女 を 知らない、 相當 

の考の ある、 純粹な 人の 戀を其 儘 書いた ものである 其 所に 價價が ある、 君 讀んで 見ない か、 森 田 

の 見た 様に 無暗に がらない から 好い。》 

【七 六】 明治 四十 四 年 一 一月 一 一十 四日 小 宫豐隆 宛 

《夫から 別問題に 就て 女に 對 する 戀が 徹底と か 猛烈 だと か 云 ふ 分子 さへ あれば 戀で、 お、 他の わ 

るい 虚 があって も戀 だと 云 ふの は 勝手 だが 是 丈が 戀 だと 思 ふの は 問 違 だよ。 

君の 云 ふ 事 は好惡 _31Eil 別であって 戀 になるなら ぬの 問題 ぢ やない。 茶が 好きな もの を见て 何で 

もブ ラ ン， デ， I の 様に ヒリ ッ 力なくて は飮 料で ない と 云 ふの は 可笑し いぢ やない か。 

武者 小路の は 不徹底 ぢ やない、 あれ 程 徹底す る 事 は 君に や 出来ない、 只 内 氣で亂 暴 を 働かない 

丈で ある。 そこに 初心の 可愛らしい 處が あるので ある。 あれ を眞 山靑果 流に やって 見ろ 猛烈 かも 

知れない が 其 一 面に は 下劣な 處が 出来る。 

一 體君は 口で 散 底と か 何とか 生 意 氣を云 ふが 其 實を云 ふ 〔と〕 不徹底な 男で ある。 さう して 不 
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徹底 の 好 所 を 了解せ ぬ 男で ある。 

武^ 小路の ヒ ー 1 に 何等 下劣な 所 あり や、 た あ \ 云 ふ 纏と 思 ふべ し。 戀の 一種 類と 思 ふべ 

し。 さう して 北ハ特 所に 同情すべし 艸々》 

(七 五) の 中で 漱 石が 武者 小路 氏の 作品 を 評して ゐる r 是は 若い、 女 を 知らない、 相 當の考 の あ 

る、 純粹な 人の 戀を その ま \ 書いた」 云々 とい ふ 一 H 葉 は、 要するに これまで にも 度々 出て 來た 

「ゥブ な、 純粹 な、 或 ひ は 感情的に 素朴な、 すれつ からさない」 とい ふのと 同様の 意味の 一一 m 葉で あ 

る こと はいふまで もない L 、從 つて さう いふ 內容を もつ た 武者 小路 氏 の 作品 を漱石 が 推賞し て ゐ 

るのに なんの 不思議 もない。 又、 伊藤左千夫の 「野菊の 墓」 のとき と 同様 森 田 氏 を 引合に 出して、 

「森 田の 見た 樣に無 晤 にがらな いのが 好い」 とい ふの は、 つまり わるく 小說 家が つた 惡ど さと は 反 

對の、 い \ 意味での 素人 藝 術の 美し さ、 或 ひ は、 ゲテ乇 ノ美を 賞揚して ゐ るので あって、 (六 八) の 

四方 太の 「夢の 如し」 のと ころで 細說 した 點と 照應 して ゐる。 さう いへば、 「お 目出度い 人」 は 

• 或る 意味で 正に 新時代の 「野菊の 墓」 であり、 靑 年の 白紙 文學 である。 「野菊の 墓」 の 可憐に か 

. はるに これ は 正直、 素朴な ど を もってし たもので、 正直 素朴の 內容 美、 叉 それが 表現に あら はれ 

解 て 稚拙 美に なった もの を 承認す るの も、 漱石 として 一向 意外な 感じ はない。 さう いふ ものなら、 

說 なにも 必ら すし も、 在来の 寫生 文と いふ やうな 特定の 形の ものば かりで はなく でも 認める とい 
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_ ふこの 自由な 態度が、 漱 石の 文藝 鑑賞の 根本的な 態度で、 從 つて 見かけの 隨分變 つた もので も、 

0 掘り下げて 素朴 純粹の 感じられる ものなら 直ぐに 同感して ゐる。 後出の ゴ ー ガンの 「ノア. ノア」 

に 推服して るるの など はこ の 適例で ある。 洋の 東西な ど は 問題に してるな い。 

(七 六) の 手紙の 中で、 「茶が 好きな もの を 見て 何でも ブ ランデ ー の 様に ヒ リツ 力なくて は 飮料 

でない とい ふの は 可笑しい」 といって るるが、 漱石 はつ まりお 茶 や 水 や プレン .ゾ オダな どの 淡 

白 味 を 文學の 最上の すくなくとも 最も 醇 乎な 滋味と して ゐる 側らし い。 その あとの rrt 氣で亂 暴 

を 働かない だけで ある。 そこに 初心な 可愛らしい ところが ある。 あれ を眞 山靑果 流に やって 見ろ、 

猛烈 かも 知れない が 下劣な 處 が出來 る。」 とい ふの もこれ で、 嘗て 「賄の ピリ. /(\」 を排 し、 「河 

豚 鍋」 の 刺戟性 を 斥けた のと 同様、 更に これ を演 鐸 すれば デカダン 美を排 し、 素朴 美 を健虚 とす 

る氣 持で ある。 從っ て漱石 にと つ て は 徹底 不徹底 は文學 作品 の 優劣 條件 として は 大して 問題 で な 

く、 寧ろ、 純 不純、 下劣と 品格 あると いふ ことの 方が それ以上の 問題だった ので ある。 

【七 七】 明治 四十 四 年 五月 十二 日 大谷正 信 宛 

《あなたの 恭のレ クチ ユア，' も 新年の 舞踏 會も讀 みました。 孰れ も 面白う 御座いました。》 

この場合の 「孰れ も 面白う 御座いました」 も、 やはり 前に 言った 「がらない、 お茶の やうな 味 

は ひ」 を 喜パだ 面白さで ある こと は、 大谷 氏の 文章 を 一 讀 すれば 直ぐ わかる。 「自轉 車 日記」 の 
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作者で あ る漱石 が、 大谷 氏 の 文學に 正しく 文學的 血族 の 誼み を 見出した であ らう こ とも 頷かれる。 

【七 八】 明治 四十 四 年 八月 一 日 小 宫豐隆 宛 

《秋聲 _2 小說 今日から 出 中 候。 文章し まって、 新ら しい 翁の 如く 候》 

書翰 (四 九) の 解說の 中で ちょっと 觸れて 置いた 如く、 一 一葉 亭四 迷の 老巧 練達の 文章に 感服した 

激石 は、 秋聲の 「徵」 の 書き出し を讀ん では、 老練な 文章の 緊密な 味 は ひに 服して ゐる。 いは ゆ 

る 素人 藝の 稚拙 味 だけし か 認めぬ 漱 石ではなかった ので ある。  • 

明治 四十 五 年 ——. 大正 元年 

「彼岸 過 迄」 を 書いた 年で ある。 

【七 九】 明治 四十 五 年 二月 十二 日 武定鈴 七 宛 

《御手 紙の 「凍」 とい ふの は 一 月號 です か  一 EC 號 ならこと によると 無くなった かも 知れせ まん 二 

月號 に 出て "li! から 送 つ て 5. 犬れ る內に あ るなら 是非 拜見 しま す》 , 

解 【八 〇】 明治 四十 五 年 二  二十 三日 武定^ 七 宛 

m 《拜啓 「凍」 を讀 みました 是 から 毎號っ f けて 拜見 致します。 飽きす に 仕舞 迄 御 書きなさい まし 
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一 一巧 一 一十 g! 日 

事赏の 書き方 は あれで 結構 だと 思 ひます》  . 

【八 一】 明治 四十 五 年 三 月 十二 日 武定診 七 宛 

《拜移 「|-」 の， n を拜見 致しました。 前回より 面白い 様です。 私の 小說 より 面白さう です。 此次 

の 分 も 邦 見 致します。 草々》 

【八 二】 大正 元年 八 H 十日 武定診 七 宛，  ， 

《暴 中御變 もな く 結構に 存候 「凍」 は毎號 面白く 拜 見して ゐ ます 御 精勵を 祈る》 

この 四 通の 手紙の 宛名 主武定 診 七と いふ 人に ついては、 書翰の 文句から 「凍」 は 同人 雜 誌に 連 

載され たもので あらう と 推測す るが、 その 誌 名の 記載がない ので、 試みに 改造 社 版の 文學 年表に 

當 つて 厳密に 調べて ゐる うちに、 大正 五 年 六 H 雜誌 「圑 藥」 の 項に 武定 巨口と いふ 作者 名 を發見 

した。 同誌 上に 石 丸 梅 外 氏の 名が 見え、 石 丸 氏は當 時大阪 にる た 害 だし、 書翰の 宛名 先 も 大阪な 

ので 或 ひ は 巨口 は武定 氏の 筆名 かと も W わって 見た。 して 大正 一 一年 五月 三十日 附の窗 翰の 宛名に 

より 巨口 氏で ある ことが 判明した。 

【八 三】 明治 四十 五 年 四月 末？ 高 濱淸宛 

《拜啓 久しく 書物 を 請ます に 居りました 處 二三 日ュ i あなたから 頂戴した 「朝鮮」 を 讀む氣 になり 
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まして 只今 讀み 切りました。 私 も 朝鮮へ 參 りました が とても あ \ は 書け ません。 御 京さん とい ふ 

のが 天 眞樓の 何とかい ふ 女中の やうな 氣 がします。 豐隆は 平壌の 方 をく さした やうに 記憶して る 

ますが 怪 からん 沒 分曉漢 です。 矢張り 結構です。 

仕舞 ひの 舟遊び は 樂屋總 出で 賑 かな 事です。 私 は 前後 を 通じて あなた (？) が 御 筆と いふ 女と 假 

の 夫婦に なって 歸る處 夫から その 御 筆の 手紙と が 一番 好きです。 なか/ \ うまいです。 一寸 敬意 

を 表します。》 

【八 四】 大正 元年 九 n 四日 安倍 能 成 宛 

《新 小 說の高 作 昨日 拜讀 いつもながら 面白く 存候 あれ も 大部分 は 事 實の樣 相 見 候 平淡な 所 中々 味 

ひ 深く 覺候 小說 として い へば 聊か 締 括りの 足らぬ 處も ある やに 讀 まれ 候 も そこが 事實 らしく 自然 

の 儘に て 却って {且 しき かも 知れす 候〉〉 

「新 小說」 の 高 作と は 「落日」 である。 「平淡な 所 中々 味 ひ 深く：： 自然の 儘に てよ ろしい」 は 

いままで 度々 指摘 カ說 した 例， Q 「お茶の 味」 と 素朴と 同意語で ある こと は 言 ふまで もなから う。 

【八 五】 大正 元年 十二月 二十 六日 沼 波 武夫 宛 

解 《拜啓 江 連 君. の 事に つき 御手 紙 拜見致 候 あの 作物 は 先達 御 話し 申 上 候 かと も存 候が あの ま- - にて 

說 は少 々 不贊 成に 候 故 小生 は 手紙に て 本人 へ あれ を 短篇に 崩して 雑誌 へ 載せる やう 勸吿 致候處 本人 
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解 は それが 不愉快ら しく 候 もとく 江 連 君の 希望 は 朝日 紙上に 載る にあれ ど 夫に しても 朝日の 方で 

說 引受る や 否 は 小生と 雖も受 合 かね 候。 とい ふの は 小生 は 只今 朝日の 文 藝に關 して 編輯 上 何等の 役 

目 もな くた 向 ふから 相談され た 時に のみ 愚考 を 述候丈 故に 候。 其 上 もし 小生の つぎに 朝日へ 載 

せるなら 小生 は 江 連 君のより も^ 好と 思 ふ もの を 一 つ 持ち 居候 先づ 其方 を 先に 推擧 致した き考に 

候り 

重ねて 江 連 君の 爲に申 候 あれば 中々 面白き ものに 候 ことに 處女 作と して は 天晴な 出來榮 に 候然 

し通讀 してる るう ちに 入らぬ 事 や 冗漫な 記事が 澤山^ 之。 固ょり是は小生等に最も多き缺點に^^ 

へ ども 始めて 名 を 出す 人と して は惜 むべき 疵に 候" 小生 未だ 他人の 作 を 自費に て 出版して 世 問へ 

出して やる 程の 力量 もな く 候へ ども 亦 夫 程 感激した る 例 も 無 之。 江 連 君に 就ても 同様の 感を 抱き 

居候。 然し 大兄の 御 推 擧も有 之 以前より 小生 も 同情 致し 居る 事故 時機 さへ 參れば 出来る 丈の 好 都 

〔合〕 を 同 君へ 與 へたき 心 は 充分 有 之 候。 大兄 は 自己 を 孤立と 仰せられ 候が 孤立の 意味 はよ く 承知 

致 居候 小生 も あなたに 劣らぬ 孤立 ものに 候 

未醒 君の 記事 面白く 拜見致 候 あれ をた 义 の 散文に て當り 前に 御 書きに なったら まだ 面白い 小品 

が 出来る だら うと 存候》 

【八 六】 大正 四 年 十月 一 一十 一 日 鈴 木 三重 吉宛 
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說 解 


《拜啓 江 連 重 次 君 はかって 野 上臼 川 君の 紹介で 知り合に なった 人です かねて 書いた 長編 を 切つ 

て 短篇と した 故 新小說 へで も 載せる 周旋 を依賴 されます から 革新 號 以後の 該雜 誌の 方針 を 話して 

私 は 謝 結し ましたが 若し 原稿が 非常に 面白い ものと すると 君- 2 方で 採用に ならない とも 限るまい 

かと も考へ 直し かつ 本人の 希望 を滿 足させな いのも 如何 かと 存じ 紹介 丈 致します から 少しの 時間 

を 割いて 食って やって 下さい 委細 は 本人よ り 御聽取 を 願 ひま す 御迷惑な 事 を 御 依賴し て濟 みませ 

ん 以上》 

江 ifi) 重 次は沙 村と 號し 編者が 亡友で ある。 拙作 「都 會の憂 管」 中に 江 森 港 山と いふの は 彼をモ 

デルと， L、 その 風 孝の 眞相は 幾分 傳へ 得た つもりで ある。 (八 五)、 (八 六) の 中の 作品 は 彼が 晚年 

まで 執着して ゐた 「山峡の 人々」 であらう と 想像され る。 この 篇は、 多分 改作であった らうが、 

一時 田 中 貢太郞 氏の 手許に あつたと 憶えて ゐる。 (八 六) の 「長篇 を 切って 短篇と した」 もの は 彼 

自身の， 话 では 漱 石の 周旋で 新 小說へ 出た やうな ことで あつたが、 大正 四， 五 年 及び その後の 同誌 

に は 發= ^されない。 序に 自分の こと を も 少し 話す と、 自分 は 彼の 注意に よって 祌樂坂 上 郵便 附 

近 を 浴衣が けに ハン ティ ングで 散歩 中の 漱石 先生 を 一 度 遠望した ことがあった。 


說 大正 二 年 

前年度 末から 朝日 紙上に 連載の 長篇 「行人」 はこ， 年の 四月、 宿痫 の胃漬 瘍再發 のために 一時 

中絕 され 九： =: から 再び 稿 をつ けて 十一 月に 完結して ゐる。 この 前後から 漱石 は廣く 野に 新人 を 

求めて 朝日 紙上 を 通して 文壇に 登 門せ しむる ことに 努めた。 長 塚 節の 「土」、 中 村 古峽の 「殼」 と 

ともに こ- 2 年發 表された 中 勘 助の 「銀の 匙」 などが それで、 後輩の 途を 開く と共に、 見識の 高い 

鑑賞 力に よって 文壇に 絕 えす 清新な 作風 を 進んで 紹介した 漱 石の 功 蹟は 大きい としなければ なら 

ない。 

【八 ヒ】 大正 二 年 二月 二十 六日 山 本 松 之 助 宛 

《拜啓 其 後 は 失 禮申上 候 偖 小生 小說 「歸 つてから」 と 申す 分濟み 次第 あとの を揭 載せねば ならす 

候 U 然るに 先般 小生 方へ 二つの 作 を 見て くれと 賴み來 候 いづれ も 面白く 無名の 文士 を 紹介す る 積 

にて 朝日に 揭 載しても 毫も 耻 かしき 事 無 之し かも 其う ちの 一 篇は文 學士中 勘 助と 申す 男の 作りし 

ものに て 彼の 八 九 歳 頃の 追 立 記と 申す やうな ものに て 珍ら しさと 品格の 具 はりた る 文章と 夫から 

純粹な 書き 振と にて 優に 朝日で 紹介して やる 價値 ありと 信じ 候。 尤も 鎗人 小說の 如く 變化ゃ 進行 
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は あまり 無 之 其 邊は御 承知の 上に て 小生の 後に は 何う か 此屮勘 助 君 を 御 揭載願 度 電話で と 思 ひし 

も あまり 長く 相 成 候に つき 手紙に て 巾 上 候 過日 名 倉 君に 面 會の節 も 其 話 は 致し 置 候 右 御 相談の 上 

何とか 御 都合 相 願 度 (電話に てよ ろしく) 小生 も 出る と 極まれば もう 一遍 本人に して 推敲 やら 

書 直し やら 致させ 度 故 一 寸右伺 ひ 候 餘は拜 眉 萬々》 

中 氏の 作 「銀の 匙」 を推擧 する 言葉と して、 「品格の 具 はりた る 文章と 純粹な 書き振り」 など 

の 言葉が あるの は、 同じく 漱 石が 文學上 及び 人格 上 尊重した 美德 の目錄 にこれ を 加へ て旣 出の 諸 

項目と 一向 矛盾し さう に は 思へ ぬ。 否、 同じ こと を 別な 首 葉で 言った 迄の ことか。 因みに 「銀の 

匙」 はは じめ 新聞に は 前篇 「つむじまがり」 後篇 「銀の 匙」 の 二つに 分って 述 載され、. のちに 單 

行 本に する 際 前 後篇 を 併せて 「銀の 匙」 と 題した と 作者から 申 添へ があった。 

【八 八】 大正 二 年 七月 二十 一日 有 島 生 馬 宛 

《拜復 あなたの 御名 前 は津田 君よりか ねにから 伺って is ります あなたの 畫も展 覽會で 時々 拜 見し 

て 居ります 「蝙蝠の 如く」 は 白樺で 拜讀 しました 時事 新報の 質問に 應 じたる うちに 高著の 名を擧 

げたる にっき 御手 紙 を 賜 はり かつ 「蝙蝠の 如く」 を 御 惠投被 下ました 御 好意 を 深く 感謝 致します 

解 只今 やりかけた 仕事の ためす ぐ拜 見す る 事 は 出来ません が 少し 手が すいたら ゆっくり 拜讀 致す 積 

說 です 不取敢 右 御 禮迄巾 上ます 匆々 不一》 
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解 【八 九】 大正 二 年 九月 一日 有 島 生 馬 宛 

說 《啓 七 H 末に 頂戴した 本の 御 禮に差 支が あって 只今 は拜 見が 出來 ない と 申 添へ た 事 を 記憶して 

居ります 私 は それ を 八月の 三十日 三十 一 日の BE 日に 讀み 得た とい ふ 事 を 改めて 申 上げたい ので あ 

ります さう して 通讀 の際尠 からざる 興味 を もち 叉 其 興味が 讀 了の 後 今 ゆたかに つ きつ \ ある 事 

を 申 上たい のであります 私 は 御 惠與の 好意に 對 して さう 云 ふ 事 を 衷心から 云 ひ 得る の を： ffi だ滿足 

に且 愉快に 思 ふので あります 「蝙蝠の 如く」 は 御 好意に 對 してば かりで なく 私の 愛讀 書の 一 つと 

して 永く 書架に 藏 して 置きます。 失 禮を丰 上げる やうです が あの 装 帳 丈 は 不服であります。 もう 

少し 內容と 釣り合った 面白い ものにした らばと いふ 氣が してな りません。 此 手紙 は 先に 申 上た 約 

束 を 履行して 高著 を讀み 了った とい ふ 御 報知ではありません 寧ろ 通讀 の 際に 感得した 多大の 興味 

に對 する 謝辭 であります 頓首》 

. ホト トギス 派の 寫生文 を 日本 畫 とすれば、 「蝙蝠の 如く」 は洋畫 の寫生 文が r 大內旅 宿」 にな 

りか かつてる る もので、 漱 石が これに 同意 を 示す に吝 ならぬ 所以で あらう。 さすがに 畫 趣と 素朴 

美と 品格な ど は ある。 

【九 〇〕 大正 二 年 十 月 三十 一日 沼 波 武夫 宛 

《拜啓 高著 芭蕉 の 臨終 御惠與 辱な く 候卷頭 一 頁 を 開ける と 此書を 夏 ni 漱石 先生に 獻 すと あつ た 
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ので 大いに 驚ろ きました。 全く 意外でした から。 夫です ぐ讀 まなければ ならん と 思って 早速 讀み 

ました。 「芭蕉の 臨終」 中に ある 門下生の 言葉 づ かひのう ちに 少々 芝お じみた 所が ある 外 ー體に 

面白う 御座いました。 惟 然坊の 劇 は是亦 珍品 あ \ いふ 趣 を 芝居に した もの は 昔から 頓と ありま 

せん。 是 から 先 もま あないで せう。 あれ を やって 藝術 座の 連中 を 招待して 見せたら 何ん な もので 

せう。 不取敢 右 御禮迄 匆々 頓首》 

演劇と いふ 藝術 形式に は餘り 同感の なかった 漱石は 一 般に戲 曲に も 大して 與味を もたない 方で 

あった。 なるほど 演劇 は 素朴な 平淡 味で は 成功し にくい 藝術 様式で あるし、 殊に 歌舞伎 芝居な ど 

は 人工 美 邪 氣の藝 術で あるから、 漱石は 歌舞伎 座な ど を 見物しても ffl つたら しい。 それが 「惟然 

坊」 を 非常に 珍重して ゐ るの は 全く 例外的な 事實 である。 漱 石の 演劇 觀戲 曲論 を 具體 的に 見る 意 

味で はこれ が 最も 適切な ものと 思へ るが、 遺憾ながら 割愛した。 なほ、 後出 (九 三) の 手紙 は 現代 

劇に 對 する 意見の 片鱗と 見て 差 支へ なから う。 

【九 一】 大正 二 年 十一月 二十 五日 小 C 水鐵宛 

《啓 ノア ノア と. &す 御高 著 を 御 送り 被 下まして 難 有う 存じます 早速 拜見 しました 大變 面白う 御 

解 座い ます。 あんな 人 は  <173 ョ ー 口 ツバに ゐる のでせ うが まだ 一度 もあった 事が ありません 全く 想 

說 像から 出た 小說の やうな 氣 がします。 私 は あなた P 御 住所 を 存じません 故此 手紙 を 洛陽堂 宛で 出 


解 します.^ 御禮の 運くな つたの は 請んだ 上で と考 へたから です 以上》 

說 手紙 (七 五)、 (七 六) の 解說で ちょっと 觸れ ておいた が、 耍す るに ノア. ノア は 印象派 靈家ゴ ー 

ガンが 歐洲 -S 文明 を 嫌 惡し蠻 人の 生活に 憧憬して その 地に 一 時 居住した 彼の タヒチ 記録と いふべ 

き 作物で あり、 これ 亦畫 家の 餘技 文字、 その 世界 は 常然、 素朴 好趣橫 溢、 漱 石が これ を 愛した の 

. は 自明- 2 理と いはなければ ならない。 

大正 三年 

四 n:: から 八月に わたって 「心」 を 朝日に 述載。 文壇 はさし もに 全盛の 自然主義が 終媳に 近づく 

に 及んで、 仅動 として 或 ひ は 唯 美的 傾向、 或 ひ は傳統 主義、 或 ひ は 白樺 一派 2 人道主義 などの 諸 

傾向が 前後して 擡頭し 異常な 活 氣を呈 した。 この 年の 書翰の 屮には それらの 新 思潮に 對 する 漱石 

の 理解と 共感と 叉漱 石が 獨自の 人生派 的藝 術へ の 推移と を 窺 ふに 足る 资 料が 尠 くない。 

【九 二】 大正 三年 一月 七日 小^：水鐵宛 

《昨日 あなたへ 行人 を 一 部 送りました。 ノア々々 の御禮 として 記念の 爲に 上げた の だから 受取つ 

て 下さい。 所が わからな いから 洛陽堂 宛に しました。 入 r 日 あなたから 手紙が 來 たので 始めて 御 住 
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所 を 知りました」 惜しい 事 をし ました。 

實は昨 曰 あなた 〔の〕 白樺に 出た 小 說を讀 みました。 半分 以後 は 呼 息が つまる やうな 心 持が し 

ます。 まことに 悲しい ものです。 さう して 美く しい ものです。 私 は 個々 の 人が 個々 の 人に 與 へら 

れた邋 命な り 生活な り を 其 儘に かいた ものが 作品と 思 ひます。 何と なれば それに 接した 時 自分に 

與 へられな いもの を 見出し て 啓發を 受ける からであります。 あなたの 書いた もの も 私に とって そ 

の 一 つであります。 

氣に 障る かも 知れません がー 口 遠慮のない 事 を 云 ひます。 女 主人公の 所へ くる 女友達の 手紙の 

文句に は みんな 何 かこび りついて るます。 もっとす つきり した ものが 欲しい と 思 ひます。 感情 を 

いつわった ものではありません が、 感情に 訴へ 過ぎる のでせ う。 女 主人公 自身の 淺 した 日記のう 

ちに も 其痕迹 があります。 あなたの 心 を 傷け る ためにい ふので はない から 勘辨 して 下さい。 

あなた にも あの 小說に 似た 悲し い 事實 の 記憶が 新ら しい やうに 人から 開きました、」 さう いふ 氣 

分の 所へ：；；： 人な ど を 送る の は 邪魔になる 丈で せう。 然し 讀 まんでも い \ のです。 た乂受 取って 置 

いて 下さい。》 

解 前 出の 「ノア . ノア」 の 御禮に 「行人」 一 部を贈り；^-せて譯者小^；水氏の小說 (白樺 所載 「自分 

說 達 二人」 のこと) を 批評した この 手紙 は、 玩讀 して 見る と 今迄に なかった いろくの おもしろい 
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解 問題が 含まれて るる やうに 思 はれる。 人生 的眞を 追求す る 文學を 流行の 自然主義 以外に 求める 氣 

說 持が ここに 發 したので は あるまい か。 どちら かと 云 ふと r 藝 術の ための 藝術」 の 趣味のう ち 素朴 

純粹な もの を 尊重す る 傾きと 平行して 別に 人生派 藝 術中 淳朴な (淳朴， は その 原始 性の ため 人生派 

でも あり 同時に 藝術 派で も あり 得る から、 この 點 大して 無理な く 平行し 得る) もの を 注 E し はじ 

めた S は、 當然 の發展 で、 つまり 淳朴 美の 領域 を 更に 擴 大した ものと 編者 は觀 察する。 文中、 「個 

々 の 人が 個々 の 人に 與 へられた 運命な り 生活な り を そのまま 11 やはり 一 種の 素朴 11 に 書いた 

ものが 作品と 思 ふ」 とい ふ漱 石の 文藝 概論の 片鱗と、 「何と なれば ：： 啓發を 受ける からです」 

と 「文 藝の效 用」 の 一 を 「啓蒙す る、 される」 に 置いて ゐ るの も、 藝 術の ための 藝術 論で なく、 

かなり 人生派の 態度、 また 文藝 家に 社會敎 育の 義務 を 感じた 漱石 らしい 申 分で ある。 この 手紙 

書いた 年に 漱石 は長篇 「心」 を 書き、 翌年に は 「道草」 を 書いて るるの など も、 この 手紙ん 中に 

あら はれた 藉術觀 の 發展が 具體化 L たものと 考へ て も 大過 あるまい。 

【九 三】 大正 三年 七 H  二十 八日 小 {H 豐隆宛 

《拜啓 中央 公論の 脚本の 批評 を 時事で 拜見、 大體 の上贊 成です が、 出 來榮の 等級が ついて るない 

からどれ もこれ も 同程度に 下らない やうに 思 はれて 好 い 作者に 氣の 毒です。 

白鳥 2 は 及第 (但し 尻が まだ あるべき 害の を 切って しまった 感 あり) 
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雨 雀 是も 及第 恐らく 自然で 一番 まとまって ゐる だら う 

吉井勇 及第 是には 一種の 面白味が ある。 

秋聲 まあ 及第。 脚本よりも 小說 にず べき もの、 

あ 落第 あ- - 捲らえ た 痕迹が 見え透い ちゃ 氣の毒 だ 

乃き 落第。 是は 君の 評 通り、 た 劇的 効果ば かりねら つて 內 的の 力なし 

g 村 t^f- 落第、 あんな もの は 芝居 にならぬ のみ か 男子が 屈辱 を感 する やうな も の 

木下术 H 太郞 落第 つまらぬ 事 夥し 

島 村 抱 月 落第 河童の屁 

武者 小路 及落の 中間 いつもより 惡ぃ かも 知れす 

久保^ 萬太郞 正に 落第 ごち や， （- ごちゃく 

上司 小劍 落第 ー體 どかが どうしたと いふの だ 

.1 き！： き i 是が 芝居になる 積り か、 積り なら やって 見ろ。 

以 上》 

解 白鳥の 戲曲は 「秘密」、 雨 雀 Q は 「林檎の 實の 熟する 頃」、 吉井 勇の は 「無頼漢」、 秋 聲のは 「立 

m 退き」、 中 吉藏の は 「剃刀」、 長田秀 雄の は 「放火」、 田 村 俊 子の は 「奴 隸」、 木 下 杏太郎の は 
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¥ 「天草 四 郞と山 田 右衞門 作」、 .lis 村 抱 月の は 「赤と 黄の 夕 暮」、 武者 小路の は 「或る日の 事」、 久保 

說 田 万 太 郎のは 「凶」、 上司 小劍 _2 は 「無籍者」、 小山. S: 薰のは 「^左 衞門」 である。 手紙 (九 〇) の 

中で 觸れ ておいた 漱 石の 演劇 觀が、 ここで は 現代劇に 對 して どんな 理想 を 抱いて ゐ たかを 多少な 

りと も 窺 ふとと が出來 る。 「自然で 一番 まとまって ゐる」 と 評して ゐる秋 田 雨 雀の 「林檎の 賁の 

熟する 顷」 は 束 北の 一 農家の 兄弟の 戀愛を 取扱った もの だが、 イブセン によって 近代劇の 洗禮を 

多分に うけた 迹の 見える この 作の 人生 的 意義と その ナイ ー ヴで、 朴訥で、 がらない 味で 淸 新な 味 

が漱 石の 嗜好に 投じた であらう こと は 充分に 察せられる。 惟然 坊を漱 石推獎 のまげ ものの 一例と 

する のと 同じ 理由で、 現代劇の 一例と して この 作 を採錄 しょうと 思 ひ、 作者から 單行本 「三つの 

死」 の貸與 にも ぁづ かった が、 何分 百 枚に 近い ものな ので 最後まで 未練 を もちながら 已む なく 割 

愛した の は 「惟 然坊 J と 同様 Q 遣憾 である。 

【九 四.】 大正 三年 八 H 十日 新潮 社 宛  . 

《最近 新作 家と は どこで 區切 をつ けて 好い か 分りません から 一 寸 ral ります が 小生の 讀ん だう ちで 

人の 評判に 上らない もの 一 一三 を. & 上ます 

(一) 七月の 我等 卷頭 にある 萬 造寺齊 君の 「斷 片」 

(二) 白樺に ある 長 與善郞 君の 「盲目の 川」 とい ふつ きもの 
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(三) 八： の 新小說 にある 濱村 米蔵 君の 「むくろ」 

以上の 外に まだあります が 最近 新作 家の 部に 入れて い、 - かどう か 分りません から 省きます。 夫 

れ から 以上 三篇 はい- - ところ 丈 を 見て 例に 擧 げたので 缺點を 云 へ ム 賴 まれ- -ば隨 分 云 へ もし ませ 

うから それ は 御 承知 を 願 ひます。 又 私 はすべ ての 雑誌 を讀 まな いから 然 不公平になる かも 知れ 

ません 其 積り でゐて 下さい。 夫れ から 請んだ 時 は 面白い と 思っても 咄嗟の 場合に 急に 思 ひ 出せな 

いもの もあります から それ も 御 斷りを 致して 置きます。 

概してい ふと 近顷は 小說を かく 人が みんな 器用に なって 一般の 水平が 高くな つた やうです。 私 

は 是丈 云 へ ば 特殊 の 例 を 擧げな いで も澤山 だと 思 ひます" 私に はかう した 概括 的 の 意見の 方が 却 

つて 讀 者の 參考に なるやう に考 へられる のです が 何う でせ う。 つぎに 作家が 各自 行きたい 逬を勝 

手に 歩いて ゐる 傾向 も 兄え る やう で すが 是も 大變 結構な 事で はありません か。 〔うつし〕》 

淑 石の 新進作家 全 體に對 する 關 心の 持ち 方 を 見る のに、 この 手紙な ど は 一 つの 好例で あらう。 

「自然 不公 平になる かも 知れません」 と 自分の 讀書カ の 制限され てゐる 忙中の 怠慢 を 心配しつつ" 

しかし 「みんな 器用に なって 一般の 水平が 高くな つた」 といって 「槪括 的な 意見の 方が 却って 讀 

解 者の 參考 になら う」 と 述べて るるの は 公平 親切な どの 心掛を 重んじて ゐる淑 石の ゆかしい 態度と- 

說 家が 各 0 に 生きたい 道 を 勝手に 步 いて ゐる 傾向 を 見て 無條 に 大變に 結構な こと だと 喜んで ゐ 
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？ る 態度が はっきり 見られる。 この 態度 は、 大體の 一 致した 所 はありながら 各人各様の 特長 を 示し 

m た 門下の 作品に 對 する 態度 を 更に 一般 年少 作家の 上にまで 押し ひろげた までの ことで ある。 ffll、 

この度 推賞の 三 篇が皆 「盲目の 川」 的の 人生派の 作品で ある 點を 特記す る。 

なほ、 この 翌年 漱石は 三重 吉を 相談 相手に したら しいが、 朝日 新聞の ために 谷 崎 潤 一郎、 田 村 

俊 子、 武者 小路 實篤、 久保田 万 太郎、 小川 未明、 野 上彌生 子、 青木 健 作、 後藤末雄、 里兑： お、 鈴 

木 三重 吉 等の 十 人の 新進 を 選定して、 それぐ 作品 を 書かして るる。 これらの 人々 に、 門下の 最 

も 若い 連中で ある 第三 次 新 思潮の 一派 (手紙 (九 八) 以下 參照) を 加へ ると、 殆んど 大正の 文- M を 

代表す る 作家が 揃って ゐ るので あるから、 漱 石の いかに 新時代 を 理解す る 力の 廣く 深かった かが 

窺へ ると 同時に、 大正 期 以後の 文學 史が漱 石の いは ゆる 「作家の 各自が 各自に 生きたい 道 を 勝手 

に 歩いて ゐる」 倾向 になり、 且 それが 漱 石の 認めた 人々 によって 成立して ゐ ると 斷定 する 理由が 

十分 あるので ある。 

【九 五】 大正 三年 十 ！=:  二十 七日 中 勘 助 宛 

《拜 啓病氣 はま あ 癒り ました 御 安心 下さい 一昨日と 昨日と で 玉稿 を 見ました 面白う 御座いま 

す、 た i-l" 通の 小說 として は 事件が ないから 俗物 は 褒めない かも 知れません 私 は大變 好きです 

こ とに 病後 だから 叉 所 IS 小說と い ふ惡ど いもの に 食傷して るる 所 だから 甚だ 心 持の 好い 感じが し 
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ました、 自分と 懸け離れ てるる 癖に 自分と ぴたりと 合った やうな 親しい 嬉しい 感じです、 尤も 惡 

い 所 もあります が 夫 はま あ 俗にい ふ微旋 であります。 私 は あ.^ した 性質の もの を 好む 人が 少ない 

丈 それ 丈 あ- - いふ ものに 同情と 尊敬 を拂 ひたいの です 

原稿 は 御ぁづ かりして 置き ませう か 又は 一 先づ 御返しし ませう か どっちで も あなた- 2 御 都合 

の 好い やうに 取 計 ひます 草々 不一》 

玆に いふ 玉稿 は 作者に 問 ひ 合せた ところ、 やはり 「銀の 匙」 である ことが わかった。 「普通の 

小說 として は 事件が ないから」 は 普通の 見解で、 漱石 自身の は 「惡 どい ものに 食傷して るる 所 だ 

から 甚だ 心 持が よい」 と、 兹 でも 平淡 を 讃美して ゐる。 中 氏の 作風が 今まで 漱 石の 眼に 觸れた 系 

統 からい ふと、 幾分 三重 吉を 新時代に した 趣で あるから、 この場合 漱 石の 讃美 は 筋が 通って るる。 

大正 四 年 

「硝子 戶の 中」 を 一 月から 一 一月に 互って 書き、 六月から 九月に わたって 長篇 「道草」 を 書いた 年 

である。 この 年の 書翰に は 書 や 畫に關 する ものが 目について 多くな つてる て、 文 藝に關 する もの 

m は 一 つもない。 ただこの 年の 文章の 中に 次の やうな ものが あるから 掲げて 置く。 
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解 【九 六】 文-1§^2このごろ 

說 《〇 文 培に あら はれる 諸家の 作物 は、 努めて 讀む やうに して £S るが、 此 頃讀ん だもの， - 中に 德田 

秋聲 氏の 『あら くれ』 が ある。 『あら くれ』 は どこ をつ かま へても 噓ら しくない。 この 噓 らしく 

な いのは 此人を 通じての 特色 だら うと 思 ふが、 世の中 は 苦しい とか、 據ら はしい とか 1. 猿ら は 

しいで は當ら ないか も 知れない。 女學生 杯の 用 ひる 言葉に 「隨 分ね」 と 云 ふの が ある。 私 は その 

言葉 を こ. -に^ 用す るが、 つまり 世の 屮は隨 分な もの だと 云 ふやうな 意味で、 何處 から 何處 まで 

噓 がない。 

〇 尤も 他の 意味で 「まこと」 の 書いて ある 意味と は 違 ふ。 從 つて 讀んで 了 ふと、 「，尤 です」 と 云 

ふ 様な 言 菜 はすぐ 出る が、 「御蔭様で」 と 云 ふ 言葉 は 出ない。 「御蔭様で」 と 云 ふ 言葉 は 普通 「御 

乂』菜で^^りがたぅござぃました」 とか 「御藤 様で 利益 を 得ました」 とか 「御藤 様で 面白う ござい 

ま した」 とか 云 ふ 場合に 多く 用 ひられる やうで ある。 私の こ- -で云 ふ 「御 ^^^樣 で」 も 矢 張 同じ 様 

な 音 341^ である こ と は斷る ま でもな い で あ らう。 

〇 どうも 德 氏の 作物 を 請む と、 いつも 現實味 はこれ かと 思 はせられ るが、 只 夫 丈で 難 存^ 力 

=^ぶぃ。 讀んだ 後で、 感激 を 受ける とか、 高尙な 向上の 近に 向 はせられ ると か、 何 か 或 M 藉を與 

へられる とか、 悲しい 中に 一種の レリ ー フを感 すると か、 只の 壓 迫で なく、 壓 迫に 對 する 反動 を 
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說 解 


ii する 様な、 悲しみに 對 する 喜びと いふ 樣な、 心 持 を 得させられない。 「人生 はなる 程 こんな だ 

らうと 思 ひます ゥ あなた はよ く 人生 を觀 察し 得て、 描 寫し盡 L ましたね。 その 點に 於て あなたの 

もの は 極度 迄 行って！； 5 る。 これより 先に、 誰が 書いても 書く 事 は 出来ますまい」。 かう は 言へ る 

が、 然し 只 それだけ である。 つまり 「御 尤 です」 で 止って 居て、 それ 以上に 踏み出さない。 

〇 まして、 人生が して そこに 盡 きて 居る だら うか、 と 云 ふ 疑が 起る。 讀んで 見る と、 一 應は盡 

きて 居る 様に 思 はれながら、 どうも それだけ では 濟 まない 様な 氣も する。 こ \ に 一 つの 不滿が あ 

る。 德 m 氏の やうに、 噓ー點 もない 様に 書いて るても、 何處 かに 物足りない 處が 出て 來 るの は、 

此爲 である。 

0 他 の 諸家 11 德 K 氏 程 深く 人生 を 見て 居ない 人々 の 方に、 却って 德田 氏の 作物の 中に 見出し 得 

ない 程の 滿足を 以て、 德 m 氏 以上の 感動 を讀 者に 與 へる ものが ある 様に 思 はれる。 

〇 つま D 德 K 氏の 作物 は 現 實其儘 を 書いて ゐ るが、 其 裏に フィ a ソ フィ ー がない。 尤も 現實其 物 

がフィ ロソフ ィ ー なら、 それまで あるが、 目の前に 見せられた 材料 を壓 搾す る 時 は、 かう 云 ふ 

フィ ロソフ ィ ー になる とい ふ 樣な點 は 認める ことが 出來 ぬ。 フィ ロソフ ィ 1 'が あると しても、 そ 

れは 極めて 散漫で ある。 然し、 私 はフィ C1 ソフィ ー がなければ 小說 でない と 云 ふので はない，. ズ 

德田氏 自身 はさう 云 ふフィ ロソフ ィ ー を 嫌って 居る のか も 知れない が、 さう いふ アイ ギアが 氏の I 


解 作物に は缺 けて 居る 事 は事實 である。 初めから 或 アイデア があって、 それに 當て 嵌めて 行く 様な 

說 書き方で は、 不自然の ものと ならう が、 事實其 儘 を 書いて、 それが 或 アイデアに 自然に 歸 着して 

行く と 云 ふ 様な ものが、 所謂 深さの ある 作物で あると 考 へる。 德 K 氏に は是 がない。 

〇 德田 氏の 作物が、 『あら くれ』 のみに は 限らぬ が、 どうも 書きつ ばな しの やうに 思 はれる の は、 

此爲 であらう。 其點に 行く と、 武者 小路 氏の 方が 意味の ある もの を 書いて 居る。 武者 小路 氏 は 若 

い 人で、 世 問に 對 して は 智識 も 乏しい し、 自然に 書けば 狭い 範圍 より 出ない し、 擄げれ ば 不自然 

になる かも 知れぬ が、 然し 德田 氏に 見る 事の 出来ぬ 様な、 或 意味 を 書いて 居る。 尤も それ は 手際 

の 問題で はない。 作風の 問題で ある。 

.〇 手際から 云へば、 德田 氏の 作物 は、 眞 面目で、 落ちつき があって、 無駄がなくて、 老練で ある。 

ど ん な 物 を 書 い て も 出來損 ひがない。 然し 德田 氏に 類似した 作風 の 人 は 今の 文壇に めづ らしく は 

ない。 

0 志 賀直哉 氏の 『范の 犯罪』 は 外の 人に は 書け ぬ ものである。 先頃 東京 朝日に 小說を 頼んだ 時、 

五十 回ば かり 書いて よこして 吳れ たが、 自分 はどうしても 主觀と 客觀の 問に 立って 迷って 居る。 

どちら かに 突き 拔け なければ 書け なくなつ たと 云って、 止めて 了った。 德義 上は刖 として、 藝術 

上に は忠實 である 。自信の ある 作物で なければ 公に しないと 云 ふ 信念が ある 爲 であらう。 其 點に 
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行く と 長 ra 幹彥 氏な ど は、 頗る 達筆 家で ある。 三 宅 雪嶺 博士が 此頃 よく 演說の 頼み 手が あると、 

何處 へで もす ぐ 出掛けて 行って 演說 する。 長 田 氏の 精力 的な 點も、 丁度 雪嶺 博士と 同じ 様な も Q. 

である。 

〇 有 島 生 馬 氏 は 特色の ある 作家で ある。 『蝙 幅の 如く』 など は 私の 愛讀 した 一 つで ある。 此 作な 

ど は、. 誰でも 書け ると 云 ふ 様な 種類の もので はない。 有 島 氏でなくて は 出來ぬ ものである。 

〇 太陽に 出た 北村淸 六と 名乘る 人の 『少年の 死』 も、 矢 張 特色の ある もので、 あお ふれた もので 

はない。 今日 迄 始終 繰り返へ されて 來た 様な 種類 3 物で はない。 然し 作物の 惯値 として は、 特に 

1^ 立 て 、 賞默 する 程の もの だと は 思 は ない。 

〇 森鷗外 氏の 此 頃の 作物、 例へば 『栗 山 大勝』 とか 『挑 事件』 とか 云 ふ 様な、 昔の 歴史 を 取扱つ 

たもの を、 世間で は 高等 講談な ど 上 K つて 惡く云 ふが、 私 は 面白い もの だと 考 へる。 物 その物が 

而，： ： いのみ ならす、 冃 先が 替 つて 居る だけで も 面白い。 高等 講談な ど 上 ぶって、 一笑に 附 すべき 

もので はない。 尤も 高等の 文字が ついて 居る から、 必す しも 冷笑の 意味で はない と 云 ふなら、 そ 

れ でもよ い。》 

解 この 文章 は 別段 解 說も耍 しないと 思 ふ。 秋聲の 「あら くれ」 評 は、 人生に 對 する 無 解決な 傍觀 

m 的 態^に 難らない 漱 石の 不滿を 洩らした もので あお、 手紙 (九 一 一) にあら はれて ゐる その 頃の 淑石 
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ゲ の 感懐と ちょうど 對踮 的な ものである。 

說 文中、 北村淸 六の 名が 見える が、 これ は 木 下 杏太郎の 別の m 名で ある。 木 下 木工 太郎 について は 

同氏の 著 「廣草 表紙」 に淑 石の 序文が あるから ここに 揭げて や むく。 三重 吉の 千鳥、 彌生 子の 七夕 

様から、 巾 勘 助の 銀の 匙と、 同じ 系統の ものに もう 一 つ 新しい 感覺 的な 繊細な 美し さ を 加へ ての 

同感と 見て^ 支 へ あるまい。 

【九 七】 木 下 空 太郞著 草 表紙』 序 

《私 は贵 方から 送 つ て 下さ つ た 校正刷 五 百 八十 頁 を 今日 濒く 請み 了り ました。 漸くと いふと 應 々 

讚んだ やうに 聞こえる かも 知れません が、 決して そんな 譯 ではない のです。 多大の 與^ば かり か- 

其與 味に 作 ふ 利益 を も 受けながら、 樂 しく 讀み 了った りです。 K をい ふと 私の 都合 も あり、 又， 活 

ギ組 込の 關係も ありして、 長短 十八 篇の問 を 休み休み 通り 拔 けた 2 は、 批評 を 依頼した 贵方 にも 

御氣の 毒です し、 また それ を 御 約束した 私に も 多少の 不便 は 出て 来たに 相違ありません が、 此陷 

缺を 避ける 手段 は 御 互になかった S ですから、 それ は雙 方で 我投 する 事に， L て、 私の 御作に 對す 

る ざっとした 考 へ 丈 を 巾し 上げます。 

まづ あなたの 特色と して^ 一  に 私の 眼に 映った の は、 饒 かな 情 » を 濃 やかに しかも 霧 か 霞の や 

うに、 ぼうっと 寫し 出す 御手 際です。 何故ぼう つと して ゐ るかと いふと、 あなたの まが 充分に 冴 
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えて ゐ るに 拘 はらす、 あなたの 描く 景色な り、 小道具な りが、 朧 2 最の やうに 何等か 詩的な 聪 

想 を フリンジに 帶 びて、 北 ハ本體 と共に、 讀 者の 胸に 流れ込む からです。 私 は 特に 流れ込む とい ふ 

言葉 を：^ 1^ こ W ひました〕 もとく 淡い影の やうな 像です から、 胸 を 突つ くので も、 艇く剌 すの 

でもない 様です。 あなたの 書いた もの 、うちに は、 人が 氣 狂になる 所があります。 人が 短刀. で， 目 

殺す る 所 も、 Mi で 死ぬ 所 もあります。 是等は 大概 一 から 書く か、 叉 は 極 簡單に 叙し 去って 仕舞 

はれる ので、 常り 前の 場合で も、 それ 程 苦痛に 近い 强烈な 刺戟 を讀 者に 與 へない かも 知れません 

が、 それでも、 若し 以上に 述べた やうな 詩的の 霧 阐 氣の 中で 事が 起らなかったなら、 あ. - した 淡 

い.： b い 感じ は與 へられますまい。 

此 ぼうっと しだ 印象が、 美的な 快感 を报 はない 程度の 輕ぃ 哀愁と して、 讀 者の 胸に いつの 問に 

か 忍び込む 现由 を、 客觀 的に 翻譯 すると 色々 な 物象と して 排列され ます。 北 ハ內で 私 は 歴史的に 讀 

者の 過去 を蕩搖 する、 草雙 紙と か、 薄 い 食と か、 古 ぃ行燈 とか、 叉 は舊幕 時代から 速 綿と つ 

^ いて ゐる舊 家と か、 溫廒 場と か を 第一 に 暴げ たいと 思 ひます。 過去 は ぼんやりした ものです。 

さう して 何處 かに 懐かしい 句 ひ を 持って ゐ ます。 あなた は それ を 巧に 使 ひこな してお るので せう- 

解 單に歷 史上の ほ 一 去ば かりではありません、 あなた は 自分の 幼時の 追憶 を、 今から 囘 顧して 忘れ 

m られ ない 美く しい 夢の やうに 叙述して ゐ ます。 私 は  一、 二、 三、 四、 と 段 々請んで 行く うちに 此 
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解 種の 情調が、 私の 周圍を 蜘蛛の 絲の 如く 取り 卷 いて、 散文的な 私 を、 何時の間にか 夢幻の 世界に 

fir 

說 連れ込んで 行った の をよ く 記憶して ゐ ます。 私の 心 は 次第.々々 に 其 中に 引き込まれて、 遂に 「珊 

瑚樹の 根付」 迄 行って 全く あなたの 爲に擒 にされ て 仕舞った のです。 だから 幼時の 記憶と して 其 

儘 を敍述 してるな い 「夷講 の 夜の 事であった」 に 至って 却って 失望しょう としたの です。 

私は此 種の 筆致 を 解剖して^ 二番目に 遠くに 聞こえる 物 責の聲 だの、 ハ ー モー 一力の 節 だの、 按 

摩の 笛の 昔 だの を擧 げたいと 思 ひます。 凡て 聲は聽 いて ゐる うちにす ぐ 消える のが 常です。 だか 

ら其 所に は现 在が すぐ 過去に 變 化する 無常の 觀 念が 潜んで ゐ ます。 さう してせ ハ 過去が 過去と なり 

つ， -も、 猶 意識の 端に 幽靈の やうな 朧氣な 姿と なって 佇立んで ゐて、 現在と 結び付いて るるので 

す。 聲が 一種 切り捨てられない 夢幻 的な 情調 を 構成す るの は 是が爲 ではない でせ うか。 新 内と か 

端喷 とか 歌澤 とか 淨 瑠璃と か、 凡て あなたの よく 道具に 使 はれる 音樂 が、 其 上に 專門 的な 趣ケ」 も 

つて， 讀 者の 心 を輕く 且つ 哀れに 動かす の は 勿論の 事です から 申し上げる 必要 もないで せう。 然 

しあ まり 自分の 好尙に 溺れて 遣り過ぎた 痕 迹を殘 したの もない と は 云 はれません。 第一 編の 「砲 

子 問屋」 の 中には その 筆が あまり 濃く 出過ぎて はゐ ますまい か。 

敍景に 於ても あなた は 矢張り 同じ 筆法で 讀 者の 吸 を 藤朧と 惹き付ける 事が 好で ある やうに 見受 

けました。 耍す るに 水で も樹 でも、 人の 顏 でも 凡て あなたの 服に うつる もの は、 決して 彫刻 的に 
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あ な た を 刺戟し てゐ ないやう に 見え ま す。 全く 繪畫 的に あなたの 眸を彩 ど るの だら う と 思 ひ ま す- 

し かも アンプ  レシ  ョ  一一 ストの それの 如く 極めて 柔 かです。 さう して 何處 かに 判然し ない チヤ ー ム 

を 持って ゐ ます。 だから 私 は f 荒 布 橋」 の 冒頭に 出て くる 燕の 飛ぶ 様子 や、 「夷 講」 の 酒宴の 有 

樣を 叙す るく だり に出會 つた 時、 大變 驚ろ いたのです。 二つの もの は 平生の あなたの 筆で 書き こ 

なされた ものと は 思へ ない 位 硬い のです。 

要 r るに 貴方の 小說に 有り 餘る程 出て くるの は 一 種獨 特のム ー ドで せう。 だから 夫が まとまら 

ない 上に、 筋が 通らない とか、 叉 は 主人公の 哲學觀 などが 露骨に 出て くると、 一方が 一方 を 殺し 

て、 少し 平生の 御手 際に 似合 はない 段 違 ひの ものが 出来 はしまい かと 疑 はれます。 「荒 布 橋」 と 

か、 「岡 田 君の 日記」 とか、 「六 月 の 夜」 の 一 部分と かになる と、 其 所に 手荒で 變に 不調和な もの 

が 露 はれて るる やうです。 其 代りよ し氣分 丈の もので も 筋の まとまらない 「河岸の 夜」 といった 

やうな、 (其 中には 六づ かしい 議論 も 織り込ま れ てはゐ るが) た 装飾的で 左程 他の 情緒 を そ \ る 

事の 出来ない もの も あると 巾し 添へ なければ ならなくなります。 惡 口の 序 だから、 「北より 南へ」 

とい ふ 短篇の 評 も 此處に 付け 加へ て 置きたい と 思 ひます。 あ \ 云った 調子の もの は、 アナ ト ー ル- 

解 フランス の 短篇に 澤 山あります。 さう して 遺憾ながら 彼の 方が 貴方より すっと 旨い と 思 ひます。 

說 あなたの 作に 就いて 情調と か、 ム ー ド とか 云 ふ もの を擧げ て、 それ を 具合 好く 說明 すれば、 旣 
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說 解 


に 大半の 批評 は出來 上った やうに 考 へられる のです が、 北 ハム ー ドを 作り上げる ために、 河岸の 壽 3 

2 

司屋 とか、 通りの 丸 花と か、 乃至 は 坊間の 音曲な ど 丈が 道具に なって るるとい ふ 意味で は 決して 

ない のです。 あなたの 書き下す 人間が、 人 問と して 一 人前に 活動し つ- -、 同時に 其 一 篇のム ー ド 

を 構成して ゐる事 は 疑 もない 事實 です。 亮 さんでも、 京さんでも、 彼等の する 事 は 皆 此兩様 V 王 

意 を 同時に 滿 足させて るではありません か。 「三人の 從兄 弟」 などに なると、 共 上に 又 親父さん 

の靑 年に 對 する 反抗的な 感情が 一 篇の 主意 もしくは 哲理と して 後の方に 出て るます。 

次に あなたの 理解力に 就いて 一言 其 特色 を 述べたい と 思 ひます。 あなたの 頭の 働ら き は 全く 科 

學的 でありながら、 其 濃 やかな 點が、 あなたの 情緒の 描寫 によく 調和して、 綿密に よく 行き渡つ 

てるます。 さう して 不思議に も それが 普通の ありふれた 作物 3 やうに、 くだ- (- しくなら ない の 

です。 いくら 微， 1 な 心的 現象の 解剖で も、 又は 外觀 からく る 人 問の 精密な 描 { おで も、 決. L て 干 乾. 

びて ゐ ません e 必す 委曲 耍領 をつ くす のみなら す、 其 所に あなた 獨 得の 一種の 趣が 漂って るるの 

です。 私の 見る 所に よると 其 趣 は あなたの 觀 察が 突飛に 走らない 程度で、 場合々 々に 適 常な 新ら 

しい 刺戟 を讀 者に 與へ 得る からだら うと 思 ひます。 「靈岸 島の 自殺」 や 「船室」 の 前半の 如き は、 

その 方面の い \ 作例と 13- て 差 支ないで せう。 ことに 前.^ に 於て、 ある 男と ある 女 3 性的 關 係の 階 

級 等差が、 あれ 程 細かく 書いて ありながら、 些とも 卑稷な 心 持 を 起させす に、 た Y 精緻な 觀察其 


物と して、 他 をぐ いく 引き付けて 行く 處 など は、 何う しても. St いと 云 はなければ なりません。 

此小說 は 主人公が 東京へ 出てから の 心の 變 化に、 前半 緻密な 几つ 穩當 な、 藝術的描^：：！が缺けて 

ゐる ため、. 多少の むらが あると 思 ひます が、 ^問で いふ 小說 2 意味から 批判す ると、 或は 壓卷の 

作 かも 知れません e 

要するに 贵 方の 書き方 は 緒 漉し 豆腐の やうに、 叉 婦人 2 餅肌の やうに 柔らかな のです。 上部ば 

かりの 手觸 りが 好い のかと 思 ふと、 中味 迄 ふくく して ゐ るので す。 線で いふと、 外の 人の 文章 

が 直線で 出 來てゐ るのに 反して、 あなたの は 何處も 婉曲な 曲線の 配合で 成り立つ てるる やうな 氣 

がします。 しかも 其 曲線の 力 ー ヴが 非常に 細かい のです。 外の 人が 一尺で 繼ぎ 易へ る 所 を、 あな 

たは 僅か 一 寸か ニ寸の 長さで 細かに 調子よ く繼ぎ 足して は 前へ 進んで 行く としか 形容 出来ません _ 

其 所 にあな たの 作物に は、 他に 發见す る 事 の 出來な い デリ ケ ー ト な^くし さが 伏在して ゐ るので 

せう。 もう 一 つ 比喩 を 改めて 云へば、 あなたの 文章 は 措 書で なくって 悉く 草書です。 それ も 懐 素 

の やうな 奇怪な 叉飄 逸な ものではありません、 もっと 柔らかに、 もっと 穏やかに、 さう して 時々 

粹な所 を 仄かす といった やうな 草書です。 

解 此 冗長な 手紙が、 も— 贵 方の 小說 集の 序文と して 御 役に立つならば 何う ぞ御使 ひ 下さい。 私 は 

說 貴方に 對 する 愉快な 義務と して、 それ を 認めた のです から。》 
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說 大正 五 年 

この 年の 五月から 最後の 長篇 「明暗」 を 朝日に 連載し はじめた 漱石は 十一 月 二十 二日 宿 病の 胃 

潰』.^ を再發 して、 百 八十 八囘 まで 書いた 「明 喑」 を 未完の ままに 殘 した まま 十二月 九日に 永眠し 

た。 この ハ 牛に 到って 晚 年の 若い 門下 新 思潮 一 派の 諸氏が 手紙の 中に あら はれて きて ゐる。 

【九 八】 大正 五 年 二 H 十九 日 芥川龍之介 宛 

《拜啓 新 思潮 の あなたの ものと 久米 君の もの と成瀨 君の も の を讀ん で 見ました あなたの もの は大 

變 面.：： い と 思 ひ ます 落着が あ つて 巫山戯て ゐ なくって &1 然其儘 の 可笑睐 が おっとり 出て ゐる 所に 

上品な 趣が あります 夫から 材料が 非常に 新ら し い の が 眼に つきます 文章が 要領 を 得て 能く 整って 

ゐ ます 敬服し ました。 あ \ いふ もの を是 から 一 一三 十 並べ て 御 lE^ なさい 文壇で 類のない 作家に なれ 

ます 然し 「鼻」 丈で は 恐らく 多 數の人 2 眼に 觸れ ないで せう 觸れて もみん なが 默過 する でせ うそ 

んな 事に 顿着 しないで すん/ \ 御 進みなさい 群衆 は 眼中に S かない 方が 身 體の藥 です 

久米 君の も 面白かった ことに 事實 とい ふ 話を聽 いて ゐ たから 猶の事 與 味が ありました 然し 書き 

方 や 其 他 の 點 になる と あなたの 方が 中分な く 行 つて ゐ. ると 思 ひ ま す。 成瀨君 の もの は 失禮な がら 
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1 二人の 中で 一 番 劣ります 是は當 人も卷 末で 自白して ゐ るから 蛇足です が 感じた 通り を 其 儘つ け 加 

へて 置きます 以上》 

各自に 生きたい 道 を 勝手に 步 いてる るの を それぐ によく 理解し 認めた 全體 的な 例證 として こ 

の 手紙な ども 貴重な ものの 一 つで ある。 芥 川の 「鼻」 は 若しも 漱 石の フレキ シビリ ティ ー に 富ん 

だ 鑑賞 力と、 見所の ある ものなら どんな 小さな もので も 見失 ふまい とする 細心な 用意がなかった 

ら 閑却され てし まった 作品であった らう。 芥川を 育てた もの は、 芥川 自身と その 友人た ちで あつ 

たこと は 言 ふまで もない としても、 これ を舞臺 へ 引 張り出し たの は漱 石の 功 踵の 一 つで ある。 そ 

れ にしても 芥 川の 作品 はまった く 獨自な 行き方であった から、 今迄の 系統に はちよ つと ないやう 

である。 前項の 木 下 杏太郎の 場合に アナ ト ー ル . フランスが 出て るるの を 見る と、 淑 石の 理解 は 

この 邊 から 出 發 して、 「鼻」 の 品格 ある ュ ー モア、 爽 かな 秋の 朝風の 中に たま/ \ ある 悲しみ を 表 

現した 新時代の 俳諧 (理智 的餘裕 派、 心理的 •  低徊 派と も 見るべき か) をよ く 理解した ものと 思 は 

れる。 

【九九】 大正 五 年 八月 二十四日 中 村蓊宛 

解 《拜啓 此間御 来書の 時 は 東北 地方へ 御旅 行と あった 故 返事 を 出しませんでした。 それから 僕の 小 

fe 說 の 後 は 正宗 白鳥 君と 略 極 つて ゐ るので 君の 原稿 をい そいで 讀ん でも 仕方がな いと 思って 其 儘 こ 
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¥  L て 置きました、 然し 君 は 何度でも 書き直す とい ふ决心 だから 早く 請まない と惡 いと も 者へ 直し 5 

frr  つ- 

說 て 今日の 午後 眼 を 通 しました。  I 

感じた 通り を 申ます と、 どうも 小說 (好い 意味で いふので すが) らしい 感じが 乏しい のです。 

ことに 最初の 赤子 を 殺す 氣 狂の 如き は 滑稽な 感じが 起る 丈です。 是は氣 狂になる 人の 心的 狀 態が 

毫もない ので 同情が 起らない からではありません か。 氣 狂になる には氣 狂になる 徑路が ありませ 

う。 それ が讀者 の腑に 落ちない では、 王 人 公に 氣の 毒 だ とか 可哀 さう だと かい ふ氣は 起し 得ません。 

た M 殘 酷な 人 だとい ふ 事を强 ひつける 積で はないで せう。 叉 夫なら 藝術 品と して 何の 價値 もない 

でせ う。 もし さう いふ 意味で 書いた ので はない とするなら、 氣 狂に 至る 經過其 物卽ち 他から 見た 

事赏 もしくは 事赏の 推移 北 (物の 敍述、 換言すれば ある 連續 した 原因結果 を 具 像 的に 示し 得る 眞の 

發揮 でなければ なりません。 卽ち氣 狂の やる 行爲 がー 々奇拔 だと か 刺戟に 富んで ゐる とか 悉く 陳 

と 平凡 を 離れた 意味で 讀 者の 眼を驁 ろかし 同時に 啓發 しなければ なりますまい。 不幸に， L て 赤 

子殺しに は それ を も 出し 得ません。 なぜと なれば 彼 はた 妻 を いぢめ てゐ る丈ぢ やありません 

か。 一一 IH にさう 云へば それで 盡 せる のです。 他奇 なしです。 同じ ム ー ドを 繰り返して ゐ るので す。 

さう， L て 最後に 突然 子 を 殺す のです。 子 を 殺す の は 奇抜です。 成程 氣狂 らしいです。 其 所 丈が 新 

しい 刺戟です。 然し それが 君の 目的に かない ませう か。 


次の 方 は 赤ン坊 殺しより 餘 程い.. -と思 ひます。 多少の 發展が あるから です" 順序が ともかくも 

迎れ るからで す。 從 つて 當 人の サイコ n ジ，' の 方から 見ても 外面 的に 叙述され る 事赏の 連鎖から 

いっても い \ やうです。 (然し 赤 ン坊を 殺す のと 比べて 見て まだ 增 しだと いふ 位な ものです)。 僕 

の考 では 是 とても 藝術 品に はなって ゐな いと 思 ひます。 「癲 狂院の 中より」 とい ふ 見出しで 中央 

公論 か 新 小 說のー 一段 欄の 一.M へ 出る ベ き 性質の もの ぢ やなから うかと 思 ひます。 

御 返事が 遲く なって 濟 みません 原稿 は 一 先づ 御返し 致します。 

先達て 中央 公論に 出た 蕃人の 事 を 書いた もの は 面白う 御座いました。 

私 は 自分で 變な 小說を かいて 君の もの をけ なして 惡 いと 思 ひます。 然し 自分の 事 は 棚へ 上げて 

只 批評眼 丈 を 御 求めに より 働ら かせました 丈です。 どうぞ あしから す 以上》 

【 一 〇〇】 大正 五 年 九月 一 日 芥川龍之介 久米正 雄 宛 

《今度 の 號のは 松 岡 君の も 菊 池 君 の も 面白い。 さう して 書き 方 だか 様子 だか 何方に も 似通った 所 

が ある。 或は 其價 値が 同程度に あるので、 しか 思 はせ るの かも 知れない。 鬼に 角 纏った 小品です „ 

それから 可い 思 付 を 見付け て それ を 物に L たもので あります。 

解 思 ひ 付と いふと、 芥川 君のに も久米 君のに も 前 二 氏と 同様の ポイント があります。 さう して 前 

說 の 二君の が 「眞」 であるのに 對 して 君 方の が 兩方共 一 種の 倫理 觀 であるの も 面白い。 さう して 其 
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解 倫理 觀は 何方もい. -心 持の する ものです。  CO 

說 是 から 其 不滿の 方 を 述べます。 芥川 君の 方で は、 石炭 庫へ 入る 所 を 後から 抱きと める 時 _2 光景 I 

が 物足りない。 それ を 解剖 的な 筆致で 柳って あるが、 その 解剖 的な 說 明が、 僕に は ひしく と逼 

ら ない。 無理と も 下手と も 思 はない が、 現 實感が 書いて ある 通りの 所まで 伴って 行かれない。 然 

しあす こが 第 一 大切な 所で ある 事 は 作者に 解って るるから、 あ、 骨 を 折って あるに 違ない とする 

と、 (讀 者が 君の 思 ふ 所 迄 引 張られて 行けない とい ふ點に 於て)、 君 は 多少 無理な 努.^ を 必要 上 遣  . 

つた、 若く は 前後の 關係上 遣らせられた 事に なり はしません か。 僕 は 君の 意見 を聽 くので す、 何 

うです か。 それから 最後の 「落ち」 叉 は 落 所 は あ \ で 面白い 叉 新ら しい、 さう して ー篇に 響く に 

は 違ない が、 如何せん、 照應 する 雙 方の 側が、 文句と L て 叉 は 意味と して 貧弱 過ぎる 「」 とい ふの 

は expressive であり 乍ら 力が 足りない とい ふので す" 副 長に 對スル 倫理的 批評の 變化、 それが 骨 

午で あるのに、 誤解の 方 も 正解の 方 も (叙述が 簡單な 爲も累 をな して ゐる) 强 調され てゐ ない、 

ピンと 頭へ 來 ない。 それが 缺點ぢ やない かと 思 ひます。 (中略) 

惜久米 君 は 高等 學校 生活の スケッチ を 書く 目的で ゐ ると か何處 かに 出て ゐ ましたが、 材料 さ へ 

あれば 甚だ 好い 思 ひ 付です。 どうぞお 遣り 下さい。 今度の 艷書も 見ました、」 rcillt は 面白い、 叙 

述 もうまい、 行と 行の 問に 氣の 利いた 文句の 使 ひ 分な どが ひよ いくあります が、 是は御 當人自 


覺の事 だから 刖に 御注意 する 必要 もあります まい、 ^じ あの 淡い うちにもう 少 L 何 かあつて 欲し 

ぃ氣が します。 懿書を 見られた 人の 特色 (見る 方の 心理 及び 其 轉換は あの 通りで：^ いから) が も 

つ と 出る と 充分 だ と 思 ひます。 あれ は あ 云 ふ 人 だ と 云 ふ 事 丈 分ります。 然し あれ 丈 分った の で 

は 聊か 喰 ひ 足りません- - 同じ 平面で も 好い から もっと 深く 切り下げられ るか、 或は 他の 斷 面に 移 

つて 彼の 性格 上に 變化 を與へ ると か 何とかもう 少し 工夫が 出來る やうに 考 へられます。 (「競漕」 

は あれ 以上 行けな いのです。 又 あれ 以上 行く 必要が な いのです) 

最後に 芥川 君の 書いた 「創作」 に 就いて 云 ひます。 實は僕 は あれ を ごく 無責任に 讀 みま した。 

芥川 君の 妙な 所に 氣の 付く  (アナ ト ー ルフラン スの 様な、 イン チレク チュ アルな) 點が あれに も 

出て ゐ ます。 然し あれ はごく 冷酷に 批評す ると 割愛しても 差 支ない もので せう。 或は 割愛した 方 

が 好い と 云 ひ 直した 方が 適切 かも 知れません。》 

【一 〇 一】 大正 五 年 九月 二日 芥川龍之介 宛 

《啓 只今 「芋 粥」 を讀 みました 君が 心配して ゐる事 を 知って ゐる故 一 寸 感想 を 書いて あげます。 

あれ は 何時もより 骨 を 折り 過ぎました。 細 敍絮說 に 過ぎました。 然し 其 所に 君の 偉い 所 も 現 はれ 

解 てゐ ます C だから 細 敍が惡 いので はない。 細敍 する に 適 當な所 を 捕へ てるない 點丈 がく だくし 

說 くなる のです。 too lal -211.21 とい ふ 弊に 陷 るので すな。 うんと 氣 張り 過ぎる から あ \ なる のです- 
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解 物語り 類 は (西洋の もので も) シンプルな ナイ ー ヴな點 に 面白味が 伴 ひます" 惜ぃ 事に 君 は そこ 

說 を 塗り潰して ベタ 塗りに 薛繪を 施しました。 是は惡 い 結果になります。 然し。 芋 粥の 命令が 下つ 

た あと は 非常に 出來 がよ ろしい。 立派な ものです。 然して 御手 際から いふと 首尾一貫 L てゐ るの 

だから 文句 をつ ければ 前半の 內容が あれ 丈の 勞 力に 惯 しないと いふ 事に 歸着 しなければ なり ませ 

ん。 新 思潮へ 書く 積り で やったら 全體の 出來榮 もっと t:^ 事に なったら うと 思 ひます。 

然し 是は惡 くい ふ 側からで す。 技巧 は 前後 を 通じて 立派な ものです 誰に 對 したって 耻 しい 事 は 

ありません。 段々 晴の 場所へ 書き なれる と 硬くなる 氣 分が薄ら い. で餘 所行はなくなります。 さう 

して どんな 時に も 日常 茶釵 でさつ さと 片付けて 行かれます。 その 時 始めて 君の 眞 面目 は 躍 然とし 

て 思 ふ 存分 紙上に 出て 來 ます。 何でも 生涯の 修業で せう けれども ことに 場 なれない とい ふ 事 は 捩 

です。  、 

此 批評 は 君の 參考 の爲 めです。 僕 自身 を 標準に する 譯 ではありません。 自分の 事 は 棚へ 上げて 

君の ために (未来の) 一言す るので す。 た 芋 粥 丈 を (前後 を裁斷 して) 批評す るなら もっと 赏 

. めます。》 

【一 〇 二】 大正 五 年 十一月 十六 日 成 瀨正ー 宛 

《御 安着 結構です。 あなたの 獨 探の 話 (航海 屮の) は 新 思潮で 讀 みました。 面白いです。》 
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說 解 


手紙 (九九) の 「感じた 通り を 云へば」 以下、 または 芥 川の 「芋 粥」 に對 する 精密な 批評 は、 練 

達 老巧の 文章 を 賞味し 自身 もまた 練達 老巧の 文章 家であった 漱 石が、 小說 作法 或 ひ は 文 を；；；： る耍 

を說 いた 興味深い 資料で ある こと を 指摘す る 以外に 別に 短 はしい 解 說を耍 せぬ ことと 思 ふが、 

これらの 文 言 を味讀 して 更に 「行人」 以下 「明暗」 に 至る 比較的 晚 年の 漱 石の 作品に 一 々當 つて、 

所謂 rB 常 茶飯 的に さら /(\ と 書いた」 文章のう ちに 細緻な 心理 を 自然に 擴げて 行く 老巧な 筆致 

を 賞味す る ことの 必らす や 興味深 いもの が あらう こ と を 序 でながら ことに 附記して 置く" 

なほ、 「液 石の 讀 書と 鑑賞」 とい ふ 本書の 主意 を 貰 徹せし むる ために は、 單 に自國 の文學 作品の 

みに 止まらす、 外國 作品に 關 する その 方面の 資料 を も 揭げ備 へ るべ きこと は 編者 も その 妥當 なる 

こと を 知って 旣に 「全集」 別冊の 中から、 蔵書の 書き込み やその 他の 雜篇を 漁って これ を 拔き書 

きにして おいた が、 なんにしても 紙数が 意外に はみ出して しまったのと、 讀 書の 範圍の 狭い 學識 

のない 編者が それら を處理 する の は 甚だ 不適任 なること を 悟って、 他日 その 方面の 適任者の 出现 

を俟 つて 編者の この 不備な 試み を 完成 せられん こと を 希望す るの みに 止めて 今 は 全部 を 割愛す る 

ことにした。 ただ 編者が 用意の ために 拔抄 してお いた それらの 資料の 中から、 比較的 自國の 古典 

に關 する 事項の 多い 次の 文章 だけ を參考 までに 附錄 として 揭げて 置く にと どめる。 

【一 〇 三】 余が 文章に 婢益 せし 書籍 
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m 解 


《文章 鍛鍊 上に 最も 多く 裨 益した 書籍、 文章と、 特に 擧げ ていふべ きもの はない が、 先づ 自分が 

好きな 作家 をい へば、 英文で はス チブン ソン、 キップリング、 其 他 近代の 作家で ある。 いづれ も 

十九 世紀の 初め 頃のと 遠 ひ、 文章に 力が あって 間 緩 こくない。 ァ ー ギン グの スケッチブック は、 

我が！： 人間に 非常に 愛讀 された もので、 其 文章 は 美しく なだらか であるが、 ^しいと とに は 力が 

ない。 これ は 十九 世紀の 初期 頃のに 通じての 弊で ある。 自分 はか \ る 類の 書物 は 好まない。 また 

寫實 的の もので は、 スヰフ トのガ リバ ー ズ. トラべ ルスが 一番 好きで ある。 多くの 人 はこれ を 名 

文と 思 はない が、 これ は 名文の 域 を 通り越して ゐ るから、 业" 通人に は 分らぬ ので ある。 K に逹意 

で、 自由自在で、 氣 取って るない、 ケ レンがない、 ちっとも 飾った 所がない。 子供に も讀 めれば. 

大人 も 讀んで 趣味 を覺 える。 { 是に 名文 以上 の 名文で あ る と 自分 は 思 ふ。 

國文 では 太 宰春臺 の 『獨 語』. 大橋訥 庵の 『闢邪 小言』 など を 面白い と 思った。 何れも. レ 供の 時 

分に 請んだ ものであるから、 此 所が 何う の、 彼 所が 斯うのと 指摘して いふ こと は 出来ぬ が、 一 12 

に漢學 者の 片 假名 もの は、 きち 締 つてる て氣 持が よい。 

漢文で は 一 3 子 保 時代の 徂徠ー の 文章が 好きで ある。 簡潔で 句が 締 つてる る。 安井 息 軒の 文 は 今 

も 時 々讚む が、 輕 薄で なく 淺 薄でなくて よい C また 林 鶴 梁の 『鶴 梁 全集』 も 面白い。 

また 明治の 文章で は、 もう 餘程 以前の ことで あるが、 曰 本 新聞に 載った 鐵 JE^ 嵛と いふ 人の 『巴 
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m 通信』 を大變 面. n いと 思った" 其 頃 ひどく 愛讀 した ものである。 因に 云 ふが、 鐵 l^if™ は 今の 東 

京 朝日の 池邊 氏であった さう である。 

ー體に 自分 は 和文の やうな、 柔 かいだら くした もの は 嫌 ひで、 漢文の やうな 强ぃ 力の ある、 

卽ち 雄勁な ものが 好きで ある。 また 寫生 的の もの も 好きで ある。 けれども 俳文の やうな、 妙に 凝 

つた 小刀細工 的の もの は 嫌 ひで ある 俳文 は ：！， 取らない やうで、 ひどく 氣 取った ものである。 こ 

れを 喜ぶ の は、 丁度 樂隱 居が 古茶 碗 一 つ を ひねくって 嬉しがる のと 同じ 事 だら う。 徒に だらく 

した 『源氏物語』、 みだりに 調子の ある 「馬 琴 もの」、 「近 松 もの」、 さて は 『雨 月 物語』 など も 好 

まない。 「西 鶴 もの」 は 讀んで 面白い と は 思 ふが、 さて 似る 氣に はなれぬ。 漢文 も寬 政の 三 博 

士 以後の もの はすかぬ。 山陽 や 小 竹の もの はだれ てるて 厭味が あるから 嫌 ひで ある。 (明治 一： 一十 

九 年 三月 『中學 世界』)》 


適 S 諸家 作品 選集 


紙 員の 制限 上 編者が 妄りに 選擇 する が 如き 結果 

となった の は 甚だ 不本意と すると ころで ある。 

幸に 作者 諸家と 讀者 各位との 寬恕を 請 ふ。 I 


(太 方 四） 濱 ゾ毛稻 


稻 毛の 濱  坂 本 四方 太 

一 Erra 日。 初 卯 詣の歸 りに 一 寸田舍 の 春 を 見て 来ようと 思って 汽車で 稻 毛まで 出掛けた。 あち 

らに 著いた-の は 午後 一 一時 過ぎで もあった らう。 此日 はちつ とも 風が 無くて 暖かで ー兀 日以來 稀なる 

好天 氣 であった。 停車場から 村まで 田圃の 一 筋道 を テクく 歩く のが 非常に 愉快であった。 殊に 

龜戶 の 雜 杏を拔 けて 来て 押 ッ 開いた 野中に たった 一人に なった の だか ら其處 らは總 ベ て 自分 丈け 

の 世界の やうな 氣 がした。 こんな 時は譯 もな く 大きな 聲を 出して 喷 でもうた つて 見た くなる もの 

だ。 取 敢す鞭 聲肅々 を 遣って 見た。 次に チョン キナを 遣った。 どうも 調子外れで 旨く行 かないの 

で 土め にした。 左右の 昌 には麥 藁の 風除けの 問々 に麥 がー 一寸ば かり 仲び て 居る。 或 所に は蠶 豆が 

一 株づっ 土に 喰 付いた やうに 生えて 居る。 昌も道 も 貝殼 まじりの 砂地 だから 朴齒の 踏 心地が 殊に 

軟 かであった。 

村 2 入口が 見える やうに なった。 道端に 1^ い 一軒 茶屋が あって 其 店先に は 駄菓子 を ガラス 箱に 

並 ，/ て 拋 出し て ある。 一 先づ 休ん で 行かう と 思って ッ 力と 店に 這 入 つ た。 菓子 箱 の 上 3 蠅 がー 度 
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(太 方 四） 濱 の 毛 稻 


にヮ ー ンと 起った に は 驚いた。 蠅の 方で も 驚いた の だら う。 何 か 菓子が あるかと いへば 今まで 素 

知らぬ顔 をして 解き物 をして ゐた 女；^ ノサ くと 出て 來て 箱の 蓋 を 取りながら ハ ー なんにも ねえ 

よと 一一 一 〔つた" 女 は 四十ば かりで 眼が 腐って ゐる。 さう して 紺の 股引 を^いて ゐる。 余 は 箱の 中 を 

搔 廻して 猫の 糞と いふの を 撮み 上げた。 グ ルリと 見廻して 見る。 こんな 家で も 正月 は來 たと 見え 

て 形ば かりの 臺 所の 棚に は 鏡餅 も据 ゑて あるし/飾 も 懸けて ある。 /飾な ど は 無論 手作りと 見え 

て：^ ッ ぼの 方 が 着 星 の やうに 擴が つて 居る。 女 は 煤けた 鐵规を 提げ て マ ゴ ，（- して 居る から 茶 は 

入らな いよとい ふと ナ ー 一一 直ぐ 沸ッ からと 漸く マ ツチ を 見附 出して 門口に 出た。 門松の 傍に 蓋の 

ない 石油 罐が 置いて ある。 女 はこれ に 松葉 を 突 込んで マ ツチ をシ ュ ー と 擦って 下の 口から 火 を 移 

した。 直ぐに ボ ー くと お 付いた。 これが 此 家の 竈と 見える。 鐵瓶 はどうして 懸ける のかと 見て 

居る と 奥から 煤けた 生木の 椿 を 持って 來て鐵 瓶の 手 を さし 通して 竈の 上に 渡した。 ナ ー ル 程と 感 

心した。 ，：！： い 煙が 門检 に渦卷 きつつ 昇る。 四 本 目の 菓子 を 食って 居る 時 湯が 煑 立った。 白い 湯氣 

が 煙に 交ざって；： 升る。 大いに 面白い。 女 は 溢 茶 を 入れて くれた。 此 時鉢卷 した 子守が 村の 方から 

歌 を-つた ひっつ 門口に 遣って 来た" 背の 子が 泣 止まない ので 無 1H に搖 つて る。 余 は 猫の 糞 を 一 

本お つて 出て 背の 子に 持た して 遣った" すぐ 泣 止んだ。 子守 は禮 をい ふ 術 を 知らぬ と 見えて；： ハだ. 

赤い 顏 してお 辭儀 をして 去った。 店の 女 は 茶 を 入れた あと は 奥へ 這 入って 又 解き物 をして る。 


リ 8 


(太 方 四） 濱 の毛稻 


あの 黑板据 の ある 大きな 家 は 何 だと 聞く と 女 は 見向き もせす 庄屋 だァと 答へ た。 余 は 幾らかの 茶 

代 を 置いて 海岸 へ 出る 道 を 聞いて 店 を 出た。 

道ば たの 石 地蔵 は 屋根が 壌れ たま ま 松飾が してあった" 左手 は 僅かば かりの 田 を 隔てて 松林の 

砂山に なって 居る。 其 後ろの 空が 明るくて 海ら しく 思 はれる。 所謂 庄屋の 前 を 通って 村に 這 入つ 

た。 在所の 家 は何處 でも 同じ だが 此 村の 家 は 格別 床が 低くて 恰も 地から 生えた やうに 見える。 お 

正月と いふので 婆さん 達が 集って 茶 を 飮んで 居る 家 も ある。 或は 若者が 淺 黄の 頸卷 をして 何す る 

でもな く 爐の题 りに 多勢 坐って 居る 家 も ある。 殊に 旅順陷 落の 祝 心で も あるかして 往來の 上に 絲 

を 千鳥掛けに 渡して 紙の 萬國々 旗 を 掲げて るるの は 叉 一 段の 光彩であった。 道の 兩 側の 小屋で グ 

I- /\ と 妙な 昔が する ので 職いて 見る と 豚であった。 其 先き でもく グ ー くと 鳴いて 居る。 此 

村 は 家 毎に 豚 を 飼って 置く の だな と 思 ひつ \ 或 家の 角 を 曲る と 突然 渺々 た る靑 海原の 前 に 出た。 

あまり 思 ひ 掛けな かつた- 3 で 胸が 震 ふ ほど 嬉しかった。 眼の 届く 限り 鏡 の 如く 靜 で 所々 に 大船 小 

船が 坐って 居る。 直ぐ 眼の 前に は 半 町ば かり 距 て- - 海中に 木 3 華表が 立って 居る。 松葉 籠 を 背負 

つた 婆 様に 何 神様 か， V 聞く とこれ ァ はァ稻 毛の せんげん 樣 だとい ふ。 せんげん 樣ッて 何 ンな字 を 

書く の か とも 聞け な いので や をら 歩. を 移し て 華表 に對 する 松林 _3 小山 を 登 つ た。 數十步 登 つた 處 

に 藁葺きの 社が ある。 藁展 根の 上に は 散 松葉が 五 寸許も 溜って 居て 丁度 松葉で 葺 いたやう だ。 正 
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面の 額に 淺間祌 社と あった。 

社 を 下りて 又 元の 海岸に 出た。 道ば たの 家で 三味線の 音が する。 坦 の 外から 观 いて 見る と椽先 

に 白 手拭 かぶった 村の 女が 六 七 人 も 集って 三味線 彈く女 を 取 圍んで 居る。 みんな 跣 足 だ。 中には 

松 薬籠 を 北 E 負った ままに 立って 居る の も ある。 三味線 彈 きも：： 1： じく. H 手拭 を 冠って 居る が これ は 

村の 者で なく 田舍 廻りの 門附 であらう。 淀の ゥ河瀨 を 見渡せば ー ァ とい ふやうな 事 を 唄って おる- 

余 はこ こ を 去って 一 方に 海 を 眺めつつ 一 方に 家々 の樣を 一 軒 づっ視 て 歩いた。 いづれ も 正 休み 

で 緩然. V 寬 いで 居る 様で ある。 例の 床の 低い 小 家ば かりだが 本 往来と いふので か 酒め し屋も あれ 

ば 煙草 Si も ある。 煙草屋の 店先き に は 一 人の 老人が 大きな 服 鏡 を 掛けて 活版 刷りの 31； 見 重 太郞傳 

を 他のより 年取った 老人に S- を かしく 讀 んで聽 かせて ^5 る。 聽 手の 頭巾 著た 老人 は 半ば 眠る， が 如 

く 頭 を 垂れて 丸い 背 を 日に 向けて. 居る。 ， 

此處 から 少し 先き に；；；： くと 村の 入口の 厘よりも 數等 立派な 板 縣を繞 らした 松林が かりの 大邸 

宅の 前に 出た" 門の/飾の 眞 中に 橙が 美しく 日に 照らされて おる" 之が 兼て 嗜 に 聞いて ：j5 た 稻\^ 

の海氣 館と いふ 宿屋 だ。 門から 眞 直ぐに 幅の 廣ぃ 爪先 上りの 道 を 登って 行く やうに なって る。 

玄關前 3 廣 場に 客と 女中が バ ラリと 大きな 輪に なって 遣 羽 子 をして おる。 カチ と あたりの 

松林に 響く。 市中の 遣 M 子と 違って 邪魔な 人通り も 無く 至て 存氣な もの だ。 客の 男が 一寸 後ろ を 
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向いて 余の 額を见 た- 彼 は 眼鏡の 下と 頃の あたりに コテ と，：：； 粉 を 塗られて！ IW る。 余 は 今夜 はこ 

こに 泊る 事と 肚に 極めた、 再び 門 を 出て 尙ほ 少し 先き まで 行って 見た- 例の 松葉 籠 を背禽 つた 女 

が 二三 人位 づっ 連立って 歸 つて 来る。 海氣 館の 板辦の 先き に 又  一 二 軒 人家が あって 其の 先き に は 

もう 何もない。 ただの 山裾に なって 居る。 その 取 付の 家の！： で又グ ふ. 前よりも おく 且 

つ 却って 騒がしい 脉の聲 が 聞え る" 〈、こ X は 豚の 子 だな と 思って 义板闻 の 裡を观 いて 兑た S 

園らん や 驚であった。 暫くす ると 其 家の 內 から 十一 一三の 娘. I - やはり 白 手拭 を 冠って 跣 足の 11 

が 細長い 竿 を 持って 騖を 海の 方へ 追うて 出たい 鶩は 十五 羽ば かり 群 をな して 砂の 大道 を橫 ぎりつ 

つ 汀に 降りた。 ヒ ョク/ \ 尻 を ふって 大急ぎで ある" 先頭が 水に 這 入って 悠然と 浮ぶ まで 小 ノ女は 

竿 を 持った ま- - 道端の 枯 芝の 上に 默 つて 立って 見て おった。 其凉 しい 股 付きと いひ 胸に 結んだ 一 

字の 赤 紐と いひ 實に 可愛い いとい ふ よりも 氣高 い 姿であった。 余 は 少女 を 見返りつつ 騖の あと を 

追うて 汀 に 出た。 濕 つた 砂が 軟 かで サク くと 一 足づ， -に 下駄の 齒が拔 ける やうな 心 持が する。 

驚 は 殘らす 水に 浮んで 船の ある 方に 群れつ- - 泳いで 行く。 余 は 驚が 海に 泳ぐ とい ふの も 珍ら しく 

且つ あまり 水が 靜か だから 若し 淡水で は あるまい かと 疑って 一 寸水を 掬って 嘗めて 見た〕 やつば 

り鹹ら かった。 それから 今迄 氣が附 かなかった が、 水際に は 和布に 似た 海草が 漣に 打 寄せられて 

ゐて それが ズ ー ッ と 何處ま で も續 い て此 入海 を綠色 に 豫 取 つて ゐる。 沖 は 遠く 潮 曇に な つて 居る- 
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太陽 は 水平線 上 三 間ば かりの 處に 輝いて 居る ので： E 映くて 面 を 向けられない 位 だ。 

下 

海氣 館。 夏の 海水浴が 目的と 兑 えて 今 は 一向に 客が 無い。 余 は 方々 の 明 座敷 を 見廻った 末 左手 

の 小高い 松林の 中の 離 座敷に 陣取った。 靜 かで 非常に 氣に 入った" さて 座敷の 中 を 見廻して 見る „ 

床の間に は 古びた 花 籠に 梅、 水仙、 寒椿な どが 活けて ある。 軸 は 明 石の 圖か何 かで 下手ながら 土 

佐の 繪風 だ。 天井が 低くて 暖かさう だ。 障子に は眞 中程に 橫 通しに ガラスが 篏 めて あるが 外が 充 

分に 見えない ので 左右に 明 放した。 海が 松の木の 間 を 透 L て キラ， （、 見えて 居る。 磯 を歸る 荷馬 

がー 一頭 汀に 立って 頸 を 垂れて 居る もの も 見える。 馬が 海 Q 水を飮 むか 知らん と 不思議に 思った" 

やがて 曰が 暮方 になった ので 羽 子の 昔 も 次第に 途切れく になった。 暫くす ると それ も 全く 止ん 

で 仕舞った。 

ランプが ともった。 外を现 いて 見ても もう 何も 見えない。 待 詫びて 居る 所に 漸く 飯が 來た。 余 

は 酒 は 嫌 ひだが 何 だ が 餘り靜 かで 正月 らしく 無くな つたので 急に 思 付いて 少しば か り 命じた、、 そ 

の 酒も來 た。 一 一三 杯績け 樣に飮 むと 俄に 身內が 燃えて 來て 眼が 眩む やうな 息が はづむ やうな 妙な 

氣持 になった，、 女中 は 酌 をしながら 東京 は 嚇ぉ賑 かで 厶 いませう ねとい ふ。 余 は 出 初 式の 人出、 
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初 卯の 人出、 並に 旅 順陷落 祝の 人出が 大變 だとい ふ 事 を 語る。 暫くす ると スッ カリ 醉が 廻って 顔 

中火に なった やうな 心 持 だ。 女中 は 德利を 鼻の 先に 突出して 頻りに 勸 める、 もう 飮 めな いよとい 

ふと 隨 分お 輕ぃン でございます ねと 答へ てホ、 、と 笑った。 余の 額が 餘り 赤くな つたので 可 笑い 

のと 見える。 余 は 名物の 蜊の ぬた をつ ッ 突きながら 飯 をよ そって 貰った" 夏の 海水浴の 事から 何 

くれと 話して 居る 内フト 先年 この 宿で 心中が あった 事 を 思 出した。 か 其 頃の 新聞で 兒 たので あ 

る。 余 は 其 時の 様子 を 問 試みつ \ どの 部屋で 遣った のかと 聞く と 女中 はと ぼけた 顏を I て 左様で 

すね：： ナ 二 此 うちで はない ンで厶 いますよ、 舟に 出て 何した 所 を 見附かった ンで すと、 ィ 、 ェ 

此 うちで はない ンで厶 いますよ と濟 ましてる る。 余 は 重ねて 女 は 何者 だい 女 郞か藝 者 かと 聞く。 

女中 は此 うちで はない ンで厶 いますの ー點 張りで あと は 何も 知らないと いふ。 余 はもう 駄 R だと 

思って 强 いて は 問はなかった。 併し 舟の 上と いふ. の は 何だか 嘘ら しい。 これ は 女中が 宿の 名 を 汚 

さぬ ために 心中 を 海へ 流して 仕舞った のに 違ない。 此 宿での 出来事なる は 勿論 ヒ ョッ とすると 今 

斯うして 飯 を 食って 居る 此 座敷で 遣った のか も 知れぬな どと 考 へる。 鬼に 角 女中との 問答 はこれ 

ぎり 止んだ。 釵 も濟ん だ。 女中 は 膳 を 片付て 火鉢の 火 を 直して 引下った。 

よせば 善かった に アル コ ホルが 腦を 刺戟して 頭が 卑々 と 痛む。 ボン ャリと 火鉢に 寄つ 懸かって 

晝 見た 景色な ど を 思 ひ 浮べつつ 夢の 如く 現の 如く 眼中の 影 を 追うて 行く。 海の 華表、 驚 を 追ふ少 


143 


、太ガ 四） 濱 ん 毛 fa 


女、 水飮む 馬、 女中の 遣 羽 子、 心中の 色男、 その 色男が 屈托 顔に 斯う 火鉢に 凭れて 居る と 女 は 思 

ひ 出した やうに 去年 ここに 來 てるた 時の 心 持に モ ！ 度な つて 兑 たいとい ふ、 もう そんな 詰らない 

事 をい ふなと いふと 何 だって こんなに 愚痴 ッ ぼくな るン でせ うねと いってよ \ と 泣く。 男 は持餘 

して 慰めつ \ 後れ毛 を擾 上げて 遣る。 途端に 鬚の 櫛が 灰の 屮に 落ちる。 慌て \ 拾 はう とすると 女 

は 力なげ にもう それ も 入らな いわねえ と 淚の顏 を 上げて ジ ッと男 を 見詰める 時 鼠の 糞が 天井 か 

らボ ッリと 落ちた。 こいつ は惡ぃ 洒落 だと 獨で 笑った。 此時 女中が： 冉び 遣って 來 てお 床 を 敷き ま 

せう かとい ふ。 まだ 七 時 だから チト早 過ぎる と 思った が 酒が 頭に 上って ゾクく 寒け がする ので 

委細 かま はす 寢る 事に した" 座敷の 眞 中の 床の 露 中に 足をゥ ンと蹈 仲ば して 仰向けに 寢た。 八ェ仪 

は 心中のお 化けに 襲撃され るか も 知れん と 思 ふと 急に 寢 付かれない。 W び 華表が える。 次ぎに 

少女、 次ぎに 馬、 次ぎに 遣 羽 子、 次ぎに 色男と 繰返して 15 るう ちゃ \ 疲れ氣 味に なって ゥト く 

としたと 思 ふと 身 はい つし か漫々 たる 海上に 浮んで おた" 左手に； 大の橋 立と い つた やうな 松原が 

n やえて 沖の 方 に は 雲と も 霞と も譯 の 分らぬ 美し い 物が 漂う てお る。 それから 先き はどうな つた か 

何も 覺 えぬ。 眞 夜中で も あらう かと 思 ふ 頃フト 女の 聲が 耳に 這 入って 眼が 覺 めた。 起き上がって 

聞けば 女の 聲は 女中が 本館の 方の 戸締り をして 居る ので ある。 酒はス ッ カリ 醒めて しまって 身 は 

快く 暖まって た。 時計 を 引 寄せて 見れば 九 時 少し 過ぎで ある。 夜 廻りの 拍子木の 音が 冴えて 問 
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へる。 一度 近寄って 又 遠く 海岸の 方に 去った。 驚の 少女の 家の 方へ 行った やう だ。 余 は 再び 枕 を 

直して 寐て 仕舞った。 


(助 之 巴） 話つ 「釣ィ マコ」 


「コ マイ 約」 の 話  巴 之 助 

何でも、 母 年 十二：：^ の 末から 翌 くる 年の 一 月、 二 c: と 云 ふ 寒い さかりの 時に、 北海道の 极 室で 

は 氷の 上で 此の 「コ マイ 釣り」 と 云 ふ もの を やる。 

海- 2 上に 始めて 氷の 張る 時 は、 波打 際、 パシヤく と 云 ふ 岸に 薄く 張って、 殆ど ガラスの 様な 

もの、 雀 も涉れ ぬの. だけれ ど、 夫れ が 二日 三日、 四日 五日と 經っ內 に 段々 沖へ 張り出して 行って- 

いっか 板の やうになる。 犬が 跃 けて 行かれる、 雪が 降っても 直ぐに 凍り、 或 ひ は 吹き飛び、 見る 

と 鏡板の ガラスの 様で 怖ろ しい は 怖ろ しいが、 岸から 十 丁、 終に は 一里 餘りも 凍って、 春まで 

を 建てても 大丈夫な やうになる ので、 偶々 雪の 降らぬ、 H 光 を 見る 日に は學 生や 子供 等が 乘り出 

1 そ 氷」」 り をす る。  . 

サァ 斯うなる と 愈々 「コ マイ 釣り」 が 始まる ので、 一里 餘 りの 水の 上に 俄かに 小家褂 をみ る、 

夜になる と 無数の 篝火 をみ る。 始めて 見る 眼に は、 篝 火が 底へ 燃え 拔 けて 行って、 小 家 も 人 もん 小 

落の 底へ 落ち込むまい かと 遣 か はれる が、 氷の 上の か^り 火 は、 一と 夜 焚き 通しに 焚いても、 

燃え 拔 ける 所 か、 とける傍^^ら凍って翌朝行ってみると〔 もえさしが 氷に 閉ぢ られて るの が あ 
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るが、 コ マイ 釣りと は ドンナ 事 をす るか。 

まづ 近く は 十 丁、 遠く は 一 里 も 沖- S 方へ 出て、 身 を 容れる だけの 小 家 を かける、 北 (傍へ 焚火の 

用意 をす る、 さう して 氷へ 一尺 四方 計りの 穴 を あける の だが、 洋 杖で 雪へ 穴 を 穿つ やうな もので 

はない、 大きな 斧 を 振り上げて、 工兵が 崖 をけ づる やう、 石 を 刻む よりも 豪い 勢 ひで、 やう やう 

穴 を あけた かと 思 ふと 直ぐに 凍る ので 焚火 は 少しも 止められ ぬの だ。 

首尾よく 穴 を あける、 直ぐに 釣の 絲を 垂れる、 此の 釣の 絲も 二三 尺、 乃至 四 五 尺 位， な もので、 

竿 もな し、 殆ど 冗談事で もして 居る 樣 だが、 絲を 下ろす と 同時に コ マイが 釣れる。 コ マイと 云 ふ 

は鳕の 小さい やうな もので、 土地で は 煮ても 喰 ふけれ ど、 多く は 乾物と して 凾館邊 へ 輸出して 

居る の だ、 味 は 淡白で、 今では 土地の 一名 物とう たはれ、 年々 盛んに やって 居る。 或る時 これ を 

觀ん が爲、 宿の 者と 伴れ 立って 行く と、 西 を 見ても 柬を 見ても 小 家と 篝ぃ 火で、 いっか 氷の 上と 

一： ムふ 怖し い 事 も 忘れ、 此方から 彼方、 釣り上げた コ マイ を 四 斗 樽、 いろくな 器物へ 入れて ある 

傍から 凍りつ いてし まって、 棒の やうに なって 居る のに、 是 でも 食べられる のかと 思 ふと、 中に 

は 握り飯 を 炊き、 火に あぶり、 其の コ マイ をぢ り- (- と燒 いて、 サモ うま さう に 食べて 居る の だ 

ソシテ 一 と晚に 釣り上げる 數 はと 聞く と 下手で も 一 一三 百 は 釣れます、 絲さ へ 下ろす と コ マイが つ 

く， 寧ろ 針 を はなす 時間と、 餌食 をつ ける 時間の 方が 長くて、 夫れ が爲、 二三 百 釣り 損な ふと 云 
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つて 居た。 

一人ぼっち も あるが、 一家 大抵 二三 人、 中には 夫婦 連 親子 述、 アイスな ども 交って ゐ るので、 

隣り から 隣り、 向 ひ 合、 ソノ 話が なか， （"面白い。 殊に 吹雪 もな し、 月の 夜な どに 此の コ マイ 釣 

を 見に 出る と、 色町 を ひやかしい 歩く より は 一倍の 妙味が ある、 ケ レド、 ここに 大危險 がー つ あ 

るの だ、 夫れ は 何故 だと 云 ふと、 コ マイ 釣 は 極々 寒い 晚、 人 も 凍る やうな 時が よく 釣れ、 火 を 焚 

いて 居ても 安心 だが、 偶々 東京で 云 ふ 「東風」、 根 室で 云 ふ ャマセ 風が 吹く と、 嫌に ぼかく とし 

て 雪 も 常にない ボタ/ \ したの が 降り出せば、 岸に 堅く 凍りつ いた 氷が ゆるぎ 出す ので ある。 

實に 不思議 だ、 ャマセ が 吹けば いっか 氷が 岸 を 放され 一 里 四方と いふ 氷が ノコ/ \ と ゆるぎ 出 

し、 云 はば 岸ば なれ をす るので、 此時 沖の 方に 居て、 うっかり 此 風に 心つ かす、 まご./ \L て ほ 

ると 氷の 儘、 ソッ クリ遙 かの 沖へ 持ち去られ るの だ、 コ マイ 釣りの 人の 話に、 夫れ はく 大變な 

もので さァ、 そして 斯う 云 ふ 日に は 不思議に 釣れる、 愁 張って 居る と 陸 へ^げる. 2： に  一 二 丁、 折 

りに は 五六 丁 も 氷 は 岸 を 放れ 出して、 俄 に 小舟 を 下ろさせる、 救 ひ を 呼ぶ 女の 聲、 あわてる 者 

は 氷の 海へ 飛び込んで 凍え死ぬ の も ある、 何でも 昔の 襄、 若い 男女の アイヌが 二人、 氷に のせら 

れて 沖で 情死 をした さう だ、 その 日 は 13! か 一 月の 十日、 夫れ で 今 も 一 月の 十 曰 は 漁 を 休む の だ、 

その 曰 ャマセ の 虱が 吹かないでも、 悲し さうな アイヌ の聲が 沖に きこえる と 云って 居た。 
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もう 何年 前になる か 思 出せぬ が 日は覺 えて： る。 暮も おし 詰った 廿 六日の 晚、 妻 は 下女 を 連れ 

て 下 谷 摩利支天の 緣 日へ 出掛けた。 十 時 過に ：！ つて 来て、 抉から おみやげの 金 鍔と 燒栗を 出して 

余の ノ I トを 請んで 居る 机の 隅へ そっとの せて、 便所へ はいつ たがやが て 出て 来て 蒼い 顔 をして 

机の 側へ 坐る と 同時に 急に 咳 をして 血 を 吐いた。 驚いた のは當 人ば かりで はない、 其の 時 余の 顔 

に 全く 血の 氣が 無くなつ たの を 見て、 一 餍氣を 落した と 此れ は あとで 話した。 

翌 る 曰 下女が 藥 取りから 歸る と 急に 暇 を くれと 云 ひ 出した。 此 の 邊 は物騷 で 、 御 使 に 出 る と；^ 

度い やな 惡戲 をされ ますので、 どうも 恐ろしくて 不：； 風味で 勤まり ませぬ と 妙な 事 を 云 ふ。 しかし 

見る 通りの 病人 を か \ へ て 今 念に お ま へ に 歸られ て は 途方に くれる。 せめて 代りの 人の ある 迄 辛 

抱して くれと、 よしや まだ 一介の 書生に しろ、 兎に角 一家の主 人が 泣かぬ ばかりに 頼んだ， 2 で、 

其 日 はどう やら 思 ひ 止ったら しかった が、 翌日 は國 許の 親が 大病と か 云ふ譯 でとう く歸 つてし 

まふ。 掛 取に 來た 車屋の 婆さんに 賴ん で、 何でもよ いからと 桂庵から 連れて 來て もらった 3 が 美 

代と：： ムふ 女であった。 仕 合せと 此れが 氣 立の やさしい 正直 もので、 尤も 少し ぼんやりして：.： C て、 
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狸 は 人に 化ける もの だとい ふやうな 事 を 信じて 居た が、 鬼に 角 忠實に 病人の 看護 もし、 叱られて 

も 腹 も 立てす、 そして 時に しくじ リ もやった。 手水 鉢 を 座敷の 眞 中で 取 落して 洪水 を 起したり、 

火燒 のお 下り を 入れて 寢 て蒲團 から 疊 まで 徑 一 尺 程の 燒穴を こしら へた 事 もあった。 それに も か 

はらす 余 は 今に 至る 迄此美 代に 對 する 感謝の念 は 薄らがぬ。 

人の 容體は 善い とも 惡 いと もっかぬ うちに 歳 は容捨 なく 暮れて しま ふ。 新年 を迎 へる 用意 も 

しなければ ならぬ が、 何 を 買って どうす る もの やら わからぬ。 それでも 美 代が 病人の 指圖を 聞い 

て 其れに 自分の 意見 を 交ぜて 一 日 忙し さう に 働いて 居た。 大晦日の 夜の 十二時 過、 障子の あんま 

りひ どく 破れて 居る のに 氣が 付いて、 外套の 頭巾 を ひっかぶり、 皿 一枚 を さげて 森 川 町へ 五 厘の 

糊 を J 貝 ひに 行ったり した。 美 代 は此夜 三時 過ぎ 迄 結び 药篛を こしら へて 居た。 

世間 は E 出度い お 正月に なって、 暖ぃ天 氣が績 く。 病人 も 少しづつ よくなる。 風の 無い 日は緣 

側の H 向へ 出て 來て、 紙の 析鶴 をい くつと なく こしら へて 見たり、 秘蔵の 人形の 着物 を 縫うて や 

つたり、 曇った 寒い 日 は 床の 中で 「黑 髮」 を彈く 位に なった。 そして 時々 心細い 愚痴つ ぼい 事な 

一： ム つて は 余と 美 代 を 困らせる。 妻 は北ハ 頃もう 身重に なって 居た ので、 この 五 e: に は 初産と 云 ふ 女 

の 大難 を ひかへ て 居る。 おまけに 十九の 大厄 だと 云 ふ。 美 代が 宿 入りの 夜な ど、 木枯 のま じる 隣 

室 の 淋しい 寢息を 開きながら 机の 前に 坐つ て、 ラ ン プを 見つめた ま \、 長い E 心 をす る こと も あつ 
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た，" 妻は醫 者の 問に 合 ひの 氣 休め をす つかり 信じて、 全く 一  時 的な 氣 管の 出血で あつたと 思って 

たらしい。 さう でない と 信じたくなかった ので あらう。 それでも 何處 かに 不安な 念が 潜んで 居 

ると 见 えて、 時時 『ほんた うの 肺病 だって、 なほらない と 極った 事はないでしょう ね』 とこん な 

IBfi- をき いた 事 も ある。 叉 或 時 は 『あなた、 かくして 居る でしよう、 屹度 さう だ、 あなた そうでし 

よう』 とうる さく 聞きながら、 余の 顔色 を讀 まう とする、 其 祈る やうな 氣遣 はしげ な服づ かひ を 

见る のが 苦しい から 『馬鹿な、 そんな 事 はない と 云ったら ない』 と 邪慳な 返事で 打消して やる。 

それでも 一 時は滿 足す る 事が 出來 たやう であった。 

病 氣は少 しづ- - よい。 二：：：： の 初に は 風呂に も 入る、 髮も結 ふやう になった。 車屋の 婆さんな ど 

は 『も -ソ スッ カリ 御 全快 だ さう で』 と、 獨 りで きめてし まって、 そっと 懷 から 勘定書 を 出し て 『ど 

う も大變 に、 お 早く 御 全快で』 と 云 ふ。 醫 者の 所へ 行って M くと、 善い とも 惡ぃ とも 云 はす、 『何 

しろ 丁度 御姙娠 中です からね、 此の 五 が餘程 御大 事です よ』 と 心細い 事 を 云 ふ。 

それに も 拘らす 少しづつ よい。 月 の 十 何日、 風の ない 暖ぃ 日、 醫 者の 許可 を 得た から 植物園へ 連 

れて 行って やる と 云 ふと 大變に 喜んだ。 出掛ける となって 庭へ 下りる と、 髮が あんまり ひど ひか 

ら 一寸 撫で付ける 迄 待って 頂戴と 云 ふ。 懐手 をして 緣へ 腰掛けて 淋しい 小 庭 を 見廻 はす。 去年の 

枯 菊が 引かれた 儘で、 あはれ に 朽ちて 居る、 それに 千代紙の 切れ か 何 かが 引掛 つて 風の ない のに、 " 
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寒さう に； ま へて 居る。 手水 鉢の 向 ひの 梅の 枝に 二輪ば かり 滿 開した のが ある。 近付いて よく  n 力る 

と 作り 花が くっつけ てあつた。 大方.： S 人の い たづら らしい。 茶の 問の 障子の ガラス 越しに 观 いて 

n 儿 ると、 妻 は 鏡臺の 前へ 坐って 解かした 髮を 握って ばらり と 下げ、 櫛 をつ かって 居る。 一寸 撫で 

つける のかと 思ったら 自分で 新奇に 卷き 直す と 見える。 よせば よいのに、 早くし ないかと 急ぎ 立 

て \ おいて、 跑 敷の 方へ 戾 つて、 横にな つて 今朝 見た 新聞 をの ぞく。 早くし ないかと 大聲で 促す。 

そんなに 急き立て ると、 なほ 出來 やしない わと 云 ふ。 默 つて 臺 所の 橫をま はって 門へ 出て 見た。 

往來 の 人が じろ く  n 力て 通 る から 仕方なし に步き 出す。 半 町ば かりぶ らく 歩い て拔 n 返っても 

朱 だ H て來 ぬから、 又 引返して もと 來た 通り 臺 所の 横から 緣側 へま はって 观 いて 兄る と、 妻が 年 

甲斐 もな く 泣き伏して 居る の を 美 代が なだめて 居る。 あんまり だと 云 ふ。 一人で 何處 へで も いら 

つ しゃいと 一： ムふ。 まあ 鬼 も もと 美 代が すかしな だめて、 やっと 出掛ける 事になる。 實に 好い； 人 

氣だ。 r 人 問の 心が 蒸發 して 霞に なり さうな 曰 だね』 と 云ったら、 一問ば かり 後 を 雪駄 を 引す り 

ながら、 大儀 さう について 来た 妻 は、 H  、と氣 の 無い 返事 をして 無理に 笑顔 を こしら へる。 此時 

始めて；； 浙が 付いた が、 成程 腹の 帶の 所が 人並より 大分 大きい。 あるき 方が 餘程變 だ。 それでも 《：3 

人 は. 牛氣 でく つついて 來る C 美 代と 二人で よこせば よかった と 思 ひながら、 無言で 歩調 を 早める。 

iE い 物 園 2 門 を は ひって yj 直ぐに 廣 いだら く 坂 を 上って 左に折れる。 S かな 日光が 廣ぃ 園に iM: 
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に. ぶって、 花も綠 もない 地盤 はさながら 眠った やうで ある。 S3 室の 白 塗りが キラ^ \ する やうで 

其 前に 二三 人懷手 をして 窓から 中 を观く 人影が 見える ばかり、 噴水 も 出て 居ぬ。 睡蓮 もま だつ め 

たい 泥の 底に 眞 S の 雲 の 影 を 持つ て 居る。 溫室 の 中から ガタ くと 下駄の 音を立て- -、 田 舍の婆 

さん 達が 四 五 人、 狐に つま \れ た 樣な顏 をして 出て 来る。 余 等 は 之と 入れち がって は ひる。 活力 

の充 ちた、 しめつ ぼい 熱帶の 空 氣が 鼻の 孔 から 腦を襲 ふ。 椰子の 樹ゃ琉 球の 芭蕉な どが、 今少し 

延びたら、 此の 家 根 を どうす る 積り だら うとい つも 思 ふので あるが、 今日 もそう 思 ふ。 瓜 哇と云 

ふ 國には 肺病が 皆無 だと 誰れ かの 云った 事 を 思 ひ 出す。 妻 は 濃綠に 朱の 斑點の 入った 草の葉 をい 

ぢ つて 居る から 『オイ 止せ、 毒 かも 知れない』 と 云ったら、 慌て \ 放して、 いやな 顔 をして 指先 

を 見つめて 一寸 喚いで 見る。 左右の «~ 廊に は處處 赤い 花が ゆ、 いて、 其 中から のんき さうな 人の 顔 

も あちこちに 見える。 妻 はなんだ か氣 分が 惡 くな つたと 云 ふ。 顔色 は 大して 惡 くもない。 急に 生 

溫ぃ處 へ は ひった 爲 めだら う。 早く 外へ 出た 方が よい、 おれ はもう 少し 見て 行く からと 云ったら、 

一寸 ためらつ たが、 おとなしく 出て 行った。 紅い 花 だけ 見て すぐ 出る 積り で 居たら、 人と 人との 

問へ はさまって、 ちょっと 出損なって、 やっと 出て 見る と、 妻 は 其 處には 居ぬ。 何處へ 行った か 

と 見廻 はすと、 遙か向 ふの 東屋の ベ ンチへ 力無 ささう に 凭れた ま \、 こっち を 見て 笑って居た = 3 

園の 靜け さは 前に 變ら ぬ" 日光の 目に 見えぬ 力で 地上の 凡ての 活動 を そっと 抑へ 付けて ある 様 


(fs 寅） 架  m 


に： 3^ える" 氣分 はすつ かりょくな つたと 一； ム ふから、 もう そろ/ \歸 らう かと 云 ふと、 少し 驚いた 

やうに 余の 顔 を 見つめて iS5 たが、 折角 來 たから、 もう 少し、 池の 方へ でも 行って みましょうと 云 

ふ。 それ も そ う だ と 其方 へ 向く。 

-M を 下り か \ ると 下から 大學 生が 一 一三 人、 黄色い 聲でァ リスト ー トル がどうした とか 云 ふやう 

な 事 を 議論しながら 上って 來る。 池の 小島の 束屋 に、 三十 位の 股 鏡 を かけた 品の 好い 細君が、 海 

5^ 服の？^ の 兒と小 さい 女の 兒を 遊ば せ て 居る。 海軍 服 は 小石 を 拾 つて は 氷の 上 を すべらせて 快い 

昔 を 立て. ^居る。 ベ ンチの 上に は 皺くちゃの 半紙が 擴 げられ て、 其 上に カステラの 大きな 片 がの 

つて：：^ る。 『あんな 女の 兒が 欲しい はねえ』 と 妻が いつにない 事 を 云 ふ。 

出： n の 方へ と 崖の 下 を あるく。 何の 見る 者 もない。 後で 妻が 『おや、 圑 栗が』 と 不意に 大きな 

聲 をして、 近 脇の 落葉の 巾へ は ひって；；；： く。 なる 程、 落 薬に 交って 無 數の團 栗が、 凍てた 下の 

土に ころがって 居る。 妻 は そこへ しゃがんで 熱心に 拾 ひ はじめる。 見る 間に 左の 掌に 一杯になる P 

氽もー つ 二つ 拾って 向 ふの 便所の 辰 根へ 投げる と、 カラく 轉 がって 向 側へ 落ちる。 妻 は帶の 

から ハ ンケチ を 取 出して 膝の 上へ 擴げ、 熱心に拾ひ^^める。 『もう 大概に， L ないか、 馬鹿 だな』 と 

云 つて =儿 たが、 巾 々 止めそう もない から 便所 へ 入る。 出て 见 ると まだ 拾って £5 る。 『 一 體 そんな 

に 拾って、 どうしょうと 云 ふの だ』， A. ■ 聞く と、 面白さう に 笑 ひながら、 『だって 拾 ふの が 面， n いぢ 
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やありません か』 と 一： ムふ。 ハ ンケチ に 一杯 拾って 包んで 大事 さう に 縛って 居る からもう 止す かと 

W わ ふと、 今度 は 『あなたの ハ ンケチ も 貸して. m 戴』 と 云 ふ。 とうく 余の ハ ンケチ にも 何 合かぬ 

圃 栗を充 た. L て 『もう 止して よ、 歸りま L よう』 と 何處迄 もい-^ 氣な事 をい ふ。 

栗 を 拾って 喜んだ 妻 も 今 はない。 御 墓の 土に は 苔の 花が 何遍 かへ J いた。 山に は 圑栗も 落ちれ 

ば、 鹎の啼 く 昔に 落 薬が 降る。 今年の 二月、 あけて 六つになる 忘れ 形 身の みつ 坊を つれて、 此 Q 

植物園へ 遊びに 來て、 昔し ながらの 團栗を 拾 はせ た。 こんな 些細な 事に 迄、 遺 傳と云 ふやうな も 

のが ある もの だか、 みつ 坊は 非常に 面白がった。 五つ 六つ 拾 ふ 毎に、 息 を はす ませて 余の 側へ 飛 

んで來 て、 余の 憬 子の 中へ ひろげた ハンカチへ 投げ込む" 段々 得物の 增 して 行く の を のぞき 込ん 

で、 顿を 赤く して 嬉し さうな 溶けさうな 額 をす る。 爭 はれぬ 母の 面影が 此の 無 邪 氣な顏 の 何處か 

の 隅から チラ リと のぞいて、 うすれ か- - つた 昔の 記憶 を 呼び返す。 『おとうさん、 大きな W 架、 

こい もく くくく みんな 大きな 團栗』 と 小さい 泥 だらけの 指先で 情 子の 中に 累々 とした 圑 

栗の 頭 を 一 つ 一 つ 突つつ く。， 『大きい 圑栗、 ちいち やい 團栗、 みいん な 利口な 圑栗 ちゃん』 と 出 

たらめ の 唱歌の やう な もの を 歌って 飛びく しながら 叉 拾 ひ 始め る。 余 は 其 の 罪のない 横顔 をぢ 

つと 見入って、 亡妻の あらゆる 短所と 長所、 圑 栗の すきな 事 も 折 鶴の 上手な 事 も、 なんにも 遗 ii: 

して 差 支へ はない が、 始めと 終りの 悲慘 であった 母の 運命 だけ は、 此の 兒に繰 返させ 度くない も 
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の だと、 しみ，， ^さう 思った ので ある 
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げんげん 花  河 東 碧 梧桐 

學 校から もんて 兑 ると、 庭に 筵 を 敷いて 弟が 一人でし よ ぼ/ \ 遊んで るた。 私 を 見る と 胸へ 飛 

びつ くやう にして よほど 嬉し さう であった。 私の 戻りが け ふは遲 かった のぢ や。 兩 方の 手に げん 

/\ 花の 束と 茅 花の 束と を 持って ゐた。 とれ どうお したん ぞ。 と 言 ふと、 私と 一虚に 行かう と 思 

うて 待って ゐ たの ぢ やけれ ど 餘り遲 いので 一 人で とりに 往 たの ぢ やと 言 ふた。 一 人で まァ たんと 

お..！^ りたな、 とほめ て やったら、 け ふ は mi が をらん もん ぢ やけれ、 ほこらまで 行た のぞな、 とえ 

らさ うに 言 ふた。 黑と いふの は 村に るる 恐ろしい 犬の こと ぢゃ。 げん/ \ を 兄さんに 上げる けれ、 

茅 花 撒き をして 遊ばう やと、 すがりつく やうに する。 げんくの 朿 はまる うく 達坊 にして はき 

れいに 出來 てるた。 私 はこの 花の 句 ひが 大好きな ので、 丸の 屮へ鼻 をう める やうに して、 スンス 

ン吸 ふた。 弟 は 手 を 引 張って、 H 1 テャ， （- 催促す るので、 兄さんの 方が 上手 ぢ やけれ、 お前に 

これ だけ 上げよう、 と 言 ふて、 茅 花の 三ッ 割り 二つ を 弟に やって、 殘りを 私が 持った。 そんな こ 

と 言 ふて、 ぉ鱼 けなよ、 と 弟 は 乘り氣 になる。 兄さんが 負けたら、 あの 大事な 石筆 を 上げら い、 - 

と 言 ふと、 え \ 本統 かな、 と 弟 は 還 を ゆって 喜んだ。 私 もつ い 釣り込まれて、 サァニ 本 出し ぞな、 I 


f と 言 ふと、 弟 は. 五本 出し ぢ やなけ り や ィャぢ やい と 言 ふ。 又た そんな ことお 言る、 すぐ 負ける 

.^ 癖に。 負ける もんか、 け ふ は ァシが 勝つ のぢ やが な、 と 言 ひ あ ひ をして ゐる 時に、 耳 立って オギ 

花 ャァ/ \ と 赤子の 泣聲が 聞え た。 內の 赤子の 泣聲ぢ やと 思 ふと 私 は 胸の つまる やうな、 息の はづ 

i む やうな ィャ なまに なった。 段々 泣き 入る 樣子ぢ や。 私 も 段々 ィャな 一層 泣きたい やうな 氣 にな 

0 つた。 は その 泣聲が 聞えぬ のか、 聞 えても 何とも 思 はぬ のか、 サァ 兄さんく と 勝負に 夢中に 

なって ゐる。 ゥム. と 言 ふて 相手に はなって ゐ たけれ ど、 もう 面白う も 何ともな いやう になつ 

てし もた。 は、 さあ 勝った けれ、 あと 五本お 出しん か、 それお 見と、 げらく 笑 ひこけ て 喜ん 

でるた。 

兄さんお 戻りた のか、 と內 から 呼ばれる の は、 お母さんであった。 お母さん がお 乎び る けれ、 

待って お出でと： fi^ をす かしてお 母さんの 側へ 行た。 お母さん はお 産後で まだ 寐 ておいで る。 お 母 

さんの 話で は、 け ふ 坂 野の 叔母さんが 二 年 振りで おいでる とい ふ 手紙が 來 たの ぢ やけれ ど、 今迄 

R 儿 えな いのは 大方 山 田の 伯母さん 處 においで るの やら 知れん けれ、 行て 見て 來 てお 吳れ、 都合が 

よかったら 叔母さんの お供 をして おいでとの ことであった。 坂 野の 叔母さんに はま だ 二 一度し か 

お n にか \ らん けれど、 私 は 好な 人ぢ やと 思うて ゐた。 山 ra の 伯母さん は 恐し ぃ餘 まり 好かぬ 人 

ぢ やけれ ど、 坂 野の 叔母さんに は 一寸 會ひ たいやうな 氣 もした ので 行く 氣 になった。 それにお： g 
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さん も 坂 野の 叔母さん だけに は會 ひたい やうな 口振りで、 待って 居られる やうで も ある C まだ 三 

時 過ぎ ぢ やけれ、 念いで 走って 行って 來れァ 日の 暮れない うちに 1:^ られ る、 それで は往て 來るぞ 

な、 とい ふて 立ち かける と、 お母さん は、 あのな、 と 私 を 呼び止めて、 山 出の 伯母さんが 坂 野の 

叔母さんに お行きな とお 止める の はわ かって ゐる けれど、 ：： 又た お母さん も 合 はす 顏 はない の 

ぢ やけれ ど、 ：： と 言 ひかけ て、 私 を じっと 兒 詰められた。 其 目に は淚 がー 杯た まって、 瞬き を 

されたら ボロく 溢れた" 私 はから だが すくむ やうに 思うて、 しばらくして から、 だまって お 母 

さんの 前 を 出て 來た。 

山 の 伯父さん 處へ 行て 來 ると 言 ふと、 ：fi^ もァ シ もつれて 行て お 吳れと 言 ふた。 弟と 一 處に行 

くと、 道が 手間取る のでい ろ/ >\ に 言うて きかして やう./ \ 得 心させた。 それで は 一人でお とな 

しう 遊んで をる けれ 早う お戻りよ、 と 弟が いふた。 門 を 出かける のと かけ 違 ひに、 私 等が 與 平と 

いふ 名が を かしい とい ふので、 內々 與平 がくと 呼び捨て にして ゐた此 家の むすこが 歸 つて 來た。 

ここへ 來た當 時は坊 様々々 とい ふて るた のに、 此頃撗 着に なって 健 坊達坊 などと 呼捨 にす るので 

憎い くと 思 ふて ゐ たけれ、 尻目で 睨んで やった。 二三 日 何 處へ往 たの か 留守で よかった のに、 

今歸 つて 來 たらしい。 健 坊何處 へ 行く、 と 立 止って 首 ふた けれど、 知らん振りして サッサ と 出掛 

け、 すぐ 二三 町 a 足で 裏手の 藪の 方へ 廻って しもた。 
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日和 はよ し、 茱の 花やげん く は 一杯^い てゐる けれど、 それより、 械 下へ：. 仃 くの は 丁度 二月 一 

目ぢ やけれ、 家の 立 並んだ 町へ 早う 出たい やうな 氣 がして、 それが 何より 嬉しい ので 飛んだり は 一 

ねたり して 急いだ。  一 

村のと め 川と いふ 小さな 川 を こえた 時分、 私より 先き に學校 炭り の 女生徒が 二三 人 速れ 立って - 

歸る のが 見えた。 顔に 覺 えの あるお 母さんの 生徒であった けれ、 私 は ハツと 思 ふた。 向 ふで も：； 观 

がつ いたやう であった けれもう 隱れる こと も 出 來ん。 畔道の狹ぃ處をすれ，^ に袖の下をくど る 一 

やうに して ® 足で ドンく 先へ 行きぬ けた。 生憎、 あれが 先生の 子よ、 先生 はもう やめられたん 一 

ぢ やろ がな、 などと いうて をる のが 耳に はいった。 私 は クヮッ と のぼせた。 叉た ズン/ \ 走った。 一 

しばらくして 振り返って 見たら、 私の 背よりも 高い、 麥の穗 と 菜の 花と がズ ー と 遠方まで つ い 一 

てるて、 もう 女生徒の 影 も 形 も 見えなん だ。 

やうく 城下の 這 入り口の 石 手 川の 立 花 橋まで 來た。 しばらく 橋の 上に 立って さら < 流れて 

をる 水 を 眺めて るた。 城下に をる 頃 は 曰 曜度毎 位に AJ の 川へ 水遊びに 來 たの ぢ やけれ、 今でも こ； 

を 通る とい つも こんな 風に 橋の 手すり へ 凭れて 水 を 見る の が 嬉し かつ た。 何 を 見て お いでる の 

ぞ、 と 度々 笑 はれた こと もあった。 橋の 下 を 潜って 鮎 釣竿 を 持った 人が 川下から 上って 来た。 あ 一 

の瀨で 釣れば え \ のにと 思 ふ處を すん く 上って 行た ので、 本意ない 心 持であった。 鮎 釣の 影が 
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小さう/ \ な るまで 見送って ゐ た。 

山 £ の 伯母さんの 家に 着いて あきに くい 格子 戶を少 しづ 開けて 中庭 傳 ひに 居 問の 方へ 廻る と" 

誰ぞな 健さん かな- と 伯母さんの 聲 がした。 私 は 夢中で だまって 庭から ぉ辭 儀した。 坂 野の 叔母 

さんに 會 ひに お出でた のか、 まァ お上り、 庭に 立つ とる もん ぢ やない、 お上り、 と 言 はれる。 健 

さんお 上りなさい、 とつ いて 言 はれる の は 伯父さんの 聲 であった。 私 はま だ 夢中で ぉ辭儀 許り 

してる た。 二  、お上り や、 とし ぱ らくして 伯母さんが 語 氣を强 めて 言 はれた。 足が 汚れと る けれ 

：: と 言 ひ 淀む と、 そこの 井戸端で 洗うて おいで、 下駄が あろが な、 と はきく 言 はれる。 その 

通りに せんと 今度 は 立って 來 てがみつ けられる ぢ やらう と 思うて 井戸端で 足 を 洗 ひ、 やう やう 居 

問の 端へ 上って 叉た ぉ辭儀 をしながら、 始めて 偷む やうに 其 處の樣 子 を 見た，」 私の すぐ 左側に は- 

山 出の 伯母さんが 柱に 凭れて 居られ、 私の 右側に は 伯父さん、 私と 向ひ會 うて 居られる のが 坂 野 

の 叔母さんの 何やら 靑ぃ 色の 羽織が 目についた。 健さん 本統 にお 久し振り、 大きく おなりでした 

こと， と 坂 野の 叔母さんが やさしい 聲で言 はれた ので、 ぉ辭儀 をした。 もうお 母さんの 嗱も あつ 

たので あらう、 叔母さん も 其 あと は 無言、 伯母さん も 伯父さん も 何とも 仰 言らぬ ので 座が しんと 

した。 そんなに 長って るないで、 叔母さん とお 話 をなさい、 と 押し付ける やうな 聲で 伯父さんが 

親切に いはれ たが、 私 は 胸が わく/ \ する 許りで 何 を 話して よい やら わから なんだ。 サァ何 かお 
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話 をし ませう、 と 叔母さん は 膝 をす \ めら れ たやう であった。 この 子まで が：： 本 寂に 可愛 想に 

と 言 はれる の は 伯父さんであった。 この 子 は 以前から 女み たやう に 內 氣 で：： もっと 男らしう は 

き. （- おしん か、 と 伯母さんが 言 はれる。 それでも 矢張り 母の ことが 氣 にならん ぢ やない、 こん 

な 世 問 見す の 子にまで 心配 をさせる、 と 伯父さん， は 嘆息 をして、 以前 は 御存じの 通り かう でもな 

かった むです が、 ィ H 其 事が あってから 實 はけ ふ 始めて 見えた のです、 大方 あなたの 手紙が 向 ふ 

へ 著いた から、 それでよ こした のでせ うが、 と 叔母さんの 方 を 向いて お 話に なって をる のかと E わ 

ふたら、 ェ、 さ うぢ やらう、 と 私の 方へ 詞を かけられた。 私 は ゥムと 口の でい ふた。 叔母さん 

がお 前と こへ 行く とお 言る が、 どうお しる ぞ、 と 伯母さんが 耳元で 大きな 聲 をされ た。 私 はどう 

かして 坂 野の 叔母さん を つれて 去んで お母さんに 會 せたいと 思 ひく その 事 許り 氣 にして 來 たの 

ぢ やけれ ど、 伯母さんの 口 捩りで お母さんの 言葉 を 思 ひ 出す と、 坂 野の 叔母さん を つれて 去に た 

いと どうしても 首 ふこと が 出来なん だ。 た だまって ゐた。 ィャぢ やろ がな、 と怕 母さんが 私の 

心 を 請んだ やうに 言 はれる ので、 ゥム と返辭 をした。 叔母さん はどうと も あるまい が、 お母さん 

がお 困りで せう から、 と 伯父さん も 詞を添 へられる。 叉た ヶム と返辭 をした。 叔母さん を つれて 

歸 ると いふ 望みの 綱 はもう きれてし もた。 せめて 心に ふたこと を； 一； 一 c ひたうても、 咽が つまって 

何とも：！ に は 出なん だ。 坂 野の 叔母さんのお 土產ぢ やけれ、 お上り、 と 伯母さん がお 饅頭 を 紙に 
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とってお くれた。 お母さん は疲 ておいで るかな、 赤. 十 は 泣いて 居る かな、 お母さん はお 前に 何と 

お 言た ぞな、 ； 母日學 校へ お行きる か、 學 校で 何とか 曾 はり ゃァ せぬ かな、 と 伯母さん はいろ/ \ 

訪ねられる けれど、 私 は 何と 首 ふたら え やら 胸が どきく して 仕舞 ひに は 物悲しい 氣 になつ 

た。 伯父さんと 伯母さん 二人で あと は 何やらお 話される やうであった けれど、 もうろく/^ 耳に 

はと まらなん だ。 伯父さん は あらたまって、 ま 了 風 早の 兄さんと も 御 相談した やうに、 お母さん 

は 鬼に 角、 この 子と 達坊を どうにかせ ねばと 言って ra5 るので す、 と 如何にも 重々 しう 曾 はれる。 

すると 伯母さんが、 本家の 山 本で も そんな こと 言 ふて ゐ ましたと 首 はれる。 もうお 母さんの こと 

が 風 早の 伯父さん 始め 本家まで も 聞え て をる のかと 私 は 喫驚した。 この 子のお 母ァは あなた、 屮 

學校 へやる、 とい ふて ゐ ました けれど、 今では そんな こと も 言 ゃァ します まいが、 髙が小 學抆の 

專科敎 員 位で、 子供が 中學 校へ やれます もの か、 何でも 人頼み 根性で、 誰か どうかして „_ 犬れ う 

ぞい、 とい ふ氣で 居ります もの、 と 伯母さん は 例の 通りお 母さんの 嗱さ をされ る。 一概に さう で 

もなから うが、 今では まァ お母さんの 側に は 置かれん がえ \と いふの は、 まあ 誰し も考 へる こと 

ぢ やが、 と 伯父さん は詞 をき つて、 健さん あなたお 母さんの 側 を 離れる の はい やで せう、 と 尋ね 

られ た。 この 子 も 甘へ 太郞 でお 母 ァの側 を 離れ やします まいが、 まァ 離れる と 1 一目 ふても、 子斌惱 

のお 母ァ がどうして 手放します もんか、 自分の こと はいつ でも 棚に la いて、 人に 厄介 かける こと 
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は 何ともお 思 ひんの ぢ やけれ、 と 伯母さんが 引き取って 憎さう に官 はれる。 私 は 情なうて 堪らな 

んだ。 お母さん さへ しっかりして おいでたら、 こんな ことに もなる のぢ やない と 思 ふと 叉た つら 

い/ \ 悲しい 氣に なった。 今度と いふ 今度 は 今度 は眞に 弱った、 と 伯父さん はがつ かりした やう 

に 言 はれる し、 坂 野の 叔母さん も、 姉さんに 限って そんな ことがあ らうと は、 まるで 夢の やうで 

ございます、 とな さ けな さう に 首 はれ た リ 

此時表 か ら ド ャ く 大勢 は いって 來た 者が ある と 思 ふたら、 ここの 源 さ んゃ六 さ ん や 其 友達 仲 

間であった。 私 は 我 知らす 顔 を 上げて 其方 を 見たら、 源さん が 健さん おいでた のか、 の 庭で 遊 

ぶの ぢ やけれ お出で や、 と 何やら 棒の やうな もの を 持って、 オイ 皆來 い， （-と 又た ドャく 裏の 

方へ 行かれた。 私 は 皆に 顔 を 見られる のが ィャ で、 すぐう つむいて しもた けれど、 お 友達 は 誰れ 

ぞぃくと^^：：此方を^ぃて行く樣子ぢゃった。 私 は 小さくな つてる ると、 Si もな く 庭の 方で は 同 

音で、 何やら 軍歌が 始まった。 まァ 面白さう に 遊ばれる と 思 ふと、 自分の 身の ま はりが、 -3： 更淋 

しう 悲しうな つて、 席に も 3^5 堪らぬ やうに なった ので、 私 はお 辭儀 をして 立ち上った。 伯父さん 

と怕 母さんが 何とか 言 はれる やうであった けれど、 耳に も はいら なんだ" 夢中で 表へ 出た と 思 ふ 

た 時、 健さん くと 私 を 抱き止められ たの は 坂 野の 叔母さんであった。 私 は 始めて 叔母さんの 顔 

をつ く./ \ 見 たのであった。 束髮 の前髮 がふつ くらと して 居って、 何處 やら 情深い お 顔の やうに 


164 


(桐お; 55- ) 花ん げんげ 


E わ ふた。 健さん、 け ふ は 叔母さんに 會 ひに お出でた の、 さう でせ う、 妾 も それと は 知らない もの 

だから、 お母さん にけ ふ 行きます，， V- 端 書 を 上げて 置きました から、 お母さんが 何とか 仰し やって 

：: ヱ 、何とか 仰し やった でせ う、 それ をき かして 頂戴な、 とさ も 物 やさしう 尋ねられた。 お 母 

さん：. 叔母さんの お供して —— とまで 言 ふと、 叔母さん は、 さう でせ う/ \、 いくら 何でも 妾 

に會 ひたう お 思 ひになる の は 御尤もで、 妾 も 實は會 ひたうて く、 今度 こちらへ 來 たの もお 母 さ 

んに ひたいの が 半分 樂 しみで 来たので す もの、 山 田の 姉さんに は餘 りおち かづきがない も 2 で 

すから、 けれど 姉さんが 行かない 方が よから うとお 留めになる の を 無理に 行かれ もし ませす、 ； 

:ぉ2;^さんにょぅ/\妾の心持を話して下さぃな、 今では 本統に 悲しい のです よ、 と 一一：.！： ひながら 

叔母さん は ハンケ チで顔 を かくされた。 私 もこら へに こらへ た 悲し さが 一時に こみあげて、 聲を 

忍んで： -si き 入った。 简 袖で 顏を かくす やうに した けれど、 淚は 際限な し 流れた。 叔；；^さんは私を 

すかす やうに される 程尙 悲しうな つて 泣いた U 何で 悲しい の やら 知らん けれど、 泣きた うてく 

たまらなんだ。 やう/, \.、 これ をお 母さんに 上げて 下さいよ と、 叔母さんが 何やら 紙に 包んだ も 

のを懷 ろへ 差し込まれ たので、 氣を とり 直して 歸る氣 に はなった〕 後 を 振り返って 見たら、 叔母 

さん は，；：： い ハ ンケチ で顏を 押へ て いつまでも 立って をら れた。 私 はお 母さん を惡ぃ 者に した 與平 

ん-與 平 S お 婆と が 憎い 憎い と 思うて それ 許り 考へ て あるいた。 そしてもう 家 へ は 去に ともない や 
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うなお 母さんの 顏を 見る の も與平 やお 婆の 顏を 見る の も 尙ィャ で 堪らなんだ。 自分に ぉ錢 でも あ 

つたら、 此儘 どこかへ 逃げて 行きたい とい ふやうな こと も考 へた。 お 側に ゐ ない 方が 決 句 心 持が 

せい，/, \- してよ からう とも 思 ふた。 

夢 巾で 歩いて ゐ たら、 もう 家が 其處に 見えて ゐた。 氣 がっくと、 日 は 西の方へ 落ち か- - つて、 

夕燒け の した 雲が 眞赤 に 燃えて ゐて、 遠くに 鶯の 鳴聲 もき こえて 居る。 

SI つてお 母さんに 何とい ふたもの かと 思 ひ 出した とき、 私 は ハタと 立ち止まった。 不^ 叔母 さ 

んが懷 ろへ 差し込まれた 物の こと を 思 ひ 出して、 何で あらう とい ふ氣 がした けれ、 す- - まぬな が 

ら取 出して 見る と、 手から こぼれて 何やら チ リンく と 大地へ 落ちた。 見る と、. 大きな 白い 銀货 

が 三つ 四つ足 下に 並んで 居る。 日の 光で きらくと 美 じい 色に 見えた。 私 は 驚して それ を： €手 

で 押へ ながら 誰も 見て はゐ なかった かと、 あたり を 見廻 はしな がらすぐ 拾ろ た。 ぉ錢が あったら 

何處 かへ^げ てし まひたい と考 へた こと を 思 ひ 出して、 空恐ろし さに 身 顔 ひさへ 出た。 包み紙に 

何やら 寄いて あると 廣げて 見る と、 

出過ぎた こと をい ふとお 叱り も ございませう けれども 前非 を悔 ひさ へ すれば 罪 も 消える とい ふ 

. ことでぁりますからこ の後を大辜に遊ばさる \ ゃぅくれ/^ もぉ願ひ巾します。 これ はほん Q 

お土産ば かりであります 
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せ つ 

姉上 様 

と 走りが きに 書いて あって、 やうく 残らす 讀 めた。 私 は 二度 繰り返し 讀ん だ。 三度 讀ん だ」 四 

度讀ん だ。 讀む 度に 何やら 算術の むづ かしい 問題が 解けた やうな 心 持に なって、 今一度 繰返して 

賨ん だき、 胸が ひらく やうな、 暗の 夜が くわつ と 明るうな つた やうな 氣 になって 今迄 氣 が- - りで 

あった こと を 一時に 忘れて しもた。 お母さん は惡 いこと をな さった ので ある けれど、 叔母さんの 

仰し やる 通り 後悔 さへ なされ ぱ それでえ- - 人に なられる。 それに 違 ひない、 と 私 は 急に 勇氣 がつ 

いて、 a 込む やうに 家へ 歸 つた。 

中庭の 這 入り口の 壁に 凭れて、 弟の 達坊 がしく くしゃく りあげて 泣いて 居た のが、 いっち 先 

きに EE についた。 私 はかけ よって、 どうお したん ぞ、 兄さんが もんた ぞな、 と 言 ふと、 私 を 一寸 

見て、 今度 は 大きな 聲 をして 泣き出した。 遊んで 居た 筵 は 其 儘に ある けれど. げん/.、 花と 茅 花 

が其邊 一杯に 散らかって 居る。 げんくの 首 も 飛んだり 茅 花の 白い 腸 も 出て をる。 どうお したん 

ぞと いふても、 容易に 泣き やめない。 口 も 鼻 もー處 にして ワイく 泣き 立てる。 留守に 一通りで 

ない ことがあった のか と 胸騒ぎが する のであった。 又た 言 ふ こ と をき かんので、 お母さんに 叱ら 

れた のかと きいても * さ うぢ やない くと かぶり を 振る。 黑 でも 來 たの かなと 言 ふても ィ、 ェと 
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(桐 碧） 花ん げんげ 


言 ふ. - も ゥ 兄さんが もんた けれ、 おとなしく おし、 とい ふても ィャぢ やが，/ \ と 言 ふこと を 聞 カー 

ぬ。 そんな ことお 言る と 兄さん も 知らん けれ、 と あちらへ 行かう としたら、 兄さん も 知らん こと 

ぢゃ がと 袖 をつ かまへ た。 兄さん も 知らん ことて 何ぞ な。 はしゃく りあげながら、 與平ぢ や 

が. （-と 一一 m ひく 與 平と 喧嘩 を L た 始終 を きれぐ に 話した〕 逹坊が 一 人で 遊んで 居た 後ろへ 與 一 

平が 來て、 兄貴 は 何 處へ往 たと 開く けれ、 城下へ 往 たと 答へ ると， 達坊に は譯の わからん こと を 

口のう ちで 曾 ふて ゐ たが、 己と 茅 花 撒きせ うかと 言 ひ 出した。 お前 等と はい ゃぢゃ 兄さんと する 

のぢ やと 一 H ふたら、 與 平が 腹 を 立てて 何やら 大きな 聲 をして 叱りつ けた。 さう して 與 平が 己 はも 一 

うお 前 等の 父親 ぢゃ からさう 思へ、 父親 をお 前 等 なぞと いふと、 これから は 棒で なぐりつける、 一 

お父さんと 言 ふの ぢゃ、 と 言 ふた けれ、 ァシ のお 父さん は 外に あつたの ぢゃ、 今 はお 寺に 行て お： 

いでる、 お前 ぢ やない、 と 言 ふと、 小 瘤 な こと を 言 ひく さる、 と 達 坊の頭 を 拳骨で 擲 つた。 達坊. 

は 負けて ゐ ないで、 泣きながら 與 平に 手 あたり 次第 物 を 投げつ けたら、 尙 怒って 坊を つき 倒した 

起きて 見たら もう 何 處へ往 たか 姿が 見えなん だ。 餘 り齒搔 いので、 げんく 束 や 茅 花 をむ しりむ 一 

しり 泣いて ゐ たの ぢ やさうな。 それで 達坊 は、 兄さん、 與平 がお 父さんと 言へ とい ふた ぞな、 と！ 

繰返しく 殘念 がって 言 ふた。 與 平が まァ そんな こと を 言 ふたの かと、 私 も 口惜しうて 堪らなん - 

だ。 達坊 は尙、 うちのお 父さん はもつ とく 背の 高い え- -人ぢ やった な、 今 はお 寺に 行て おいで 
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るの ぢ やな- とせが む やうに いふた」 達坊 でもお 死にた お父さん のこと は 忘れないで ゐる。 よく 

覺 えてる るのに：： どうして 與平 なぞ をお 父さんと 私 等から 言 へ よう。 どうして 與 平が そんな こ 

とい ふかと 達坊は 知るまい けれど：： それ を考 へ ると 情ない つらい 悲しい こと 許りが 胸に 湧いて 

来る。 私 は 達坊を 抱く やうに して 叉た 泣かす に は 居れなん だ。 泣き やめて ゐ た達坊 は、 却って 私 

を 尉.』 めて、 もうお 泣きな や、 と言うて くれて、 明. 0 叉た 二人で げんく 摘みに 行かう や、 とい ふ 

た。 私は尙 悲しうな つて 泣き 入った。 


お母さん はお 父さんの お死にた 後、 いろく 苦しい 中で 唱歌の 先生に なられて、 この 桑原 村へ 

来られた 2 は 一 昨年の 赛 のこと であった。 初めは 一 軒の 家 を 借って 居られた けれど、 用心が わる 

いとい ふので、 其 後 この 與 平の 内の 間 を 借って、 私と 達坊と 三人で 移った」 與 平と 仲よう して 居 

られ るの を 見た こと もあった けれど、 去年の 夏病氣 をされ た 時から、 様子が おかしい と氣づ いた 

のであった。 赤子が 出來 るの ぢ やと 知って から、 どうした ことかと 何が なし 私 は 悲しう 思うて る 

た。 け ふ も 山 ffl の 伯父さん とこの 話 をしたら、 お母さん は 始めからし まひ 迄 泣いて 居られた。 私 

も 泣きたかった けれど、 もう 淚は 出なん だ。 
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§  大福 屋 大福 燒 膨れの 場 

^  K ンと 午砲が 嗚 ると 腹の 底で もグ， 'と 反響す る。. 何となく 勢が 無い と 思 ひく 歩いて 來 たのが 

空腹の 爲 めであった のかと 漸く 氣が附 いた、 と 云った やうな 顏付 をして 立 止った 男、 駝鳥が カラ 

1 を 着けた やうな 首 を 腐 直ぐに 立てて 其邊を 見渡す。 ある， （-。 先づ 第一 鼻 前き にある のが 雜 煮- 

しるこ、 あべ 川、 大福、 切 餅、 豆 入、 だんご、 鐵砲卷 などと 際限 もな く 書 並べた やつ。 其 隣り が 

天 ブラ、 其 隣り が 馬肉、 共 隣り が繩 暖簾、 大福の 燒 ける 句 ひ、 天 ブラの 揚る 音、 馬 肉屋の 煙、 繩 

暖簾の 人聲、 一 時に ドッ と突喊 して 來 るので 空腹 神經が 古びた 中 折の 尖から 駝鳥の 首を傳 うて ズ 

ックの 靴 尖 迄 ピリ.. （-と 鋭敏になる。 漸く ス テツ. キを 力に、 リップが 鏽で眞 赤に なった 鳥銃 を 忘- 

れて 来たと いふ 形、  膝頭 を ガタリ./ \ させながら 倒れる やうに 大福 屋の 床几に 腰 を 落し、 

大福 をお ふれ。 

と霄 で.；：： S をす る。 

いら ッ しゃ ー い。 おかへ りな さ ー い。 へ ー い。 大福 十錢 おみや ー げ。 


(子- 虚'） り ほ ね ほ 


と 飴屋の 笛の 毒氣 を拔 いたやうな 聲を 出して 25 る 小僧さん、 駝鳥 2 首をズ ！■ ッと03^上げ兑下し、 

二 ャリ として、 

いら ッ しゃ ー い。 

大 -.I をお ：  •  • 。 

大 ふく， -。 は ー い。 生ので すか —— 。 燒 いたので すか ！ 。 

燒 いた ふ ふ ふ：：。 

は，' い。 大福の 燒き 11。 

汚ない おへぎに 食み出す ような 大福 を 四つ 載せて 來る。 忽ち 一 つ は 男の 口に 這 入る。 半分 だけ 

這 入って 半分 だけ 食み出して 居る。 其 食み出して 居る 半分に 顏 が隱れ てし まって 居る。 男 は 二 本 

の 箸 を あやつって 如何に 其の 大福 を 食 ひ 切るべき かに 苦心す る。 募が 蚯蚓 を吞む 時雨 方の 手で 顏 

を 撫でる やうに。 漸く 食 ひ 切って 其 半分が 箸に 留まった 時 男の 口 は 耳 迄 破れて 居った。 あんこが 

附 いて。 

M つた 二 患に 食 ひ 終って 男は隱 しから ハ ンケチ を 出して 口の はた を 拭 ふ。 あんこ はハ ンケチ に 

拭 ひ 取られて 男の 顏は 綺麗になる。 湯存 みの 茶 を 飲んで チッ くと 齒を 仔細ら しく 鳴らす。 四つ 

の 大福 が 胃囊に 落ちついて 漸く 我に 歸 つたと いふ 顔 付 である。 さっき は 六十 許り 2 爺さん か と m わ 
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ま つ たづ 僧さん は此時 見る とまた 三十 餘 りの 若い 男であった のに 义 二 ャリ とする。 

ね 大福のお 代り。 

り 今度 は ゆったりした もり だ。 

^ は I い。 やはり 燒 きます か.'。 

^ 男は卷 煙草入れ を 取り出して 一 服 吸 ひつけ 悠然と 其邊を 見渡す。 丁度 燒 けたの が 種切れで 小僧 

さん は 新たら しいの を鐵 板の 上に 載せる。 さきに は氣 がっかなかった が、 黄い のゃ靑 いの や 赤い 

の や 白い の や- 春の 野の 草の いろ/. \ を鐵 板の 上に のッ けた やうに 美しい。 飴屋 Q 笛から 毒氣を 

拔 いた 小 僭さん は 瓶の 底の 白酒と いった やうな やつ を 今 一 寸 嘗めて あと を筒ッ ぼの 袖で 橫に 撫で 

る。 さっきから 默 つて あんこ を 捏ねて 居た 姉さん は 今 思ひッ きり 背 延び をして グ タリと 手 をお ろ 

す 拍子に 櫛 を あんこの 上に 落す。 其 處 へドャ くと 一 一三 人 這 入って 來る。 

鐵砲卷 を くれ 玉へ。 

鐵砲卷 き，"。 は ー い。 

雜煮を くんね え。 

は ー い。 ぉ雜 煮お 二人前 —— 。 

靑 物の 車 を 下して 這 入って 来た 男， 鐵 板の 上の 大福 を兩 手に 一 つづ- -鷲摑 みに して ボンく と 
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打 合 はせ ながら、 

親方、 キャベツ 買 はねえ かよ。 チャンの 野郎に 二つ 賣 りつけ て やらう と 思った に、 アン 畜生 一 

つ ほか 買 はねえ。 やすくして 置く よ。 買つ とくん なレ 

いらね えよ。 生姜 はねえ か 生姜 は。 

上等が あるよ。 

と 食 ひかけ の 大福 を 腰かけて 居る 赤毛布の 上に 擲り 出して 立 上る。 

これで ー贯 だ。 やすい もんだ。 すっかり 買つ ときね え。 

赤毛布の 赤い 色 は 乞食の 娘の 頰の 赤い が 如く 赤い。 眞黑に 汚れて 其 上に. s い 埃が 積もって 居る。 

其處へ 六十 許りの 目の 腐った 婆さんが いきなり 來て腰 を 掛けて ョ イトコ ナと 北： E 中の 風呂敷 包み を 

おろす。 大福 は 其 荷物の 下になる。 

ほ 八 百 は 

ね 六 百で は、 ンョ ー. ガ ねえ や。 

り と 古い 洒落 を 言 ひながら 戾 つて 来て、 

オヤ-^。 

( と 其邊を 見廻す。 
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オイ、 婆さん。 戲談 ぢゃァ ねえよ。 

と 風呂敷 包みの 下から 大福 を 探り出す。 大福 は 平べ つたくな つて 壓 死人と いふ 見得で ある。 

ォ， I ャ マァ、 すまない ねえ。  . 

と爱錢 銅貨 を 目の前で ひつく りか へ して 居る 婆さん はすました ものである。 

鐵 板の 上に は 赤 いのも 白 いのも 靑 いのも 黄 いのも 今 は 一 齊に 少し 膨れて 居る。 中に も 黄色い の 

の 片隅が 佐の 市の 瘤と いった やうな 形に 膨れ 上って 其處 から プ ス ッと ハ浙を 吐く。 靑 いのも 負けぬ 

氣 になって 松原 檢 校のと いった やうな の を 捲へ て叉プ ス ッと氣 を 吐く。 

煙管で 火 を さがした 親爺 は 片手で 煙草 を扭 りながら 手で 大福 を 裏が へ す。 赤 も 靑も黃 も.：：： も 

子供の 芥子 坊主の やうに 眞中 だけ 黑く 焦げて、 周圍に かに 名 殘の色 を 留めて 居る。 火力が 俄か 

に 加 はった ので 四つの 大福 は 素敵な 勢で 膨れ る。 い づ れも績 け ざま に プスッ くく と氣を 吐い 

て、 今度 は 佐の 市の 瘤が サボ テンの 子の やうに 鈴な りに 出來 る。 しま ひに は 其が 一緒にな つて、 

瓢簞形 になって、 四つの 瓢箪が 手 を 組み合 つて これ か ら瓢簞 踊りと いふの を 始め ようとす る處 を- 

い きなり 小僧さん に摑 まれて、  いづれ も 一 世 一 代の 大きな 息 t ついて お へぎの 上に 肩ぐ る ま をす 

る。 - 

男 は 威勢よ く 草の 吸 ひかす を 踏みつけて 靑ぃ の を； i: に はさんで 眺める。 大方 靑ぃ色 はなくな 
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• つてし まった 位に 燒 けて 居る。 中に も 片面の 燒け 焦げ は 致命傷の いたで t ある。 は悠々 乎と し 

て  一 ロ喷 む。 熱い やつ を 舌の 上に 轉 ばしながら 化 ハ食ひ 切った あと を 見る。 棕 招の 毛の 大きい のが 

^いて 居る。 グイと 引く と あんこの からまった 一 一寸 許りな のが 指 尖に ぶら 下る。 

奧樣 手水 鉢お 壞 しの 場 

奥様の よそ行きの 首 は 今 ふだん 着の 中から  一！ ュ ッと 出て 居る。 電話室で チ リン..^  くと おが 

鳴る。 

番 町の 、、、、香。 

臺處で 炭 を 出して 居る 婆やの 獨り 言。 

また 孃樣が 電話 を かける だよ。 どうしたら 孃樣ぁ \ 電話が 好きだん ベえ。 

姊 さ ん かぶ り を 取り 兩方 の 袖 を バタく と はたいて、 

ァ 、痛て えく。 

と 腰 をのしながら、 

一 一圓 ジ ャ ァ やりきれ ねえ や。 

貞 子さん 一寸お 呼び 下さいな。 ァ、 モシく、 あなた 貞 子さん。 あたし！ わかって？ こな 
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いだ は 失禮。 今學 校から 歸 つて 來 たばつ かりよ。 さう するとう ちで はねえ、 

と 大きな 聲を， L て、 

姊 さんが 何處 とかへ 行 くんだ つて 仕度 をして： るの。 あたし も 行く のかと 思ったら ねえ、 

と 一 段 はり 上げて、 

お 留守番 だって C  くやしい ゎッ。 

と泣聲 をす る。 奥様の 白粉の 顔に はピ 力く ッと稻 光りが する。 ベ タ/ \くッ と雪隱 にお 這 入 

りになる. - 

诏守番 ばっかり でも 尺に 合 はない わね。 え 今度の 日曜ね え、 A) ないだ 約束した 處へ 屹度 行き 

ませう。 讀责 新聞に 出て ゐる ねえ、 あなた ご存じ？ あれ をす るんで すッ て。 あなた も 誰かお 

誘 ひなさい な- 〇〇 さんと あなたと 私と 三人で せう" 一人 はんば だ わ。 誰かね え、 大きい 人が 

行って くれる と大變 都合が い- -の ねえ。 アツ ラム ァ ー、 あなたい らっしゃらな いの？ 厭 あね 

え。 あなたが いらっしゃらなければ 〇〇 さん も 行かない とお ッ しゃる わ。 さう すると わた L 一 

人で ffl る わね。 え 是非お 母さんに お 願 ひ €■ していら ッ しゃいよ ー。 

こんなに 石が あって 仕方が ねえ や。 

と 婆や はお 米 をと ぎながら、 
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ャッコ ラセ、 ャッ トコ ショ。 

と 水道の栓 を扭 る。 

さう いへば ねえ、 △△ の 校友 會には 皆さんが いらし ッ てよ。 □□ さんの 風が から ッと 違って し 

まって まるで 奧樣氣 取りよ。 それ をね、 そら、 、さん、 御存知？ あの方が ねえ 何とかい つて 

ひやかし たの。 それから 二人で 喧嘩な すって ね。 

とだん く 尻 上りに なって、 

そり やもう 大變 だった のよ。 あたし、 、さんの 方 を 加勢した の。 ァ、、 □□ さん は 泣いて 歸っ 

てよ。 それから も 一 つ 面白 いのはね え、 0秦 さんのう ちで ピアノ をお I 貝 ひな さる ッ てよ ー。 百 

三十 圓だッ て。 それが 丁 レョ、 、 、さんのお^ ではお 古です ッ てよ ー。 

雪 隱の戶 が あく e 

ほ 婆や、 水が 無い よ C 

ね は ー い。 今人れ ますべ ー。 

； 婆や は 手桶 を 重さう に 提げて 落花 滿地、 美しい 庭 を惜氣 もな く 汚ない 下駄で 踏んで 来る。 櫻 は 

^ また 今 吹く 風に 花 瓣の雪 を 降らして、 手桶の 中、 婆やの おばこの 上、 奥様の 葡萄 鼠の 紋付 羽織の 

上に ハラ/ \/\ と 散り か \ る。 
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奥様、 ぃ& かね。 

と 出す 手桶 を奧樣 は、 

アイ ョ。 

と受 取られて 手水 鉢に お移しになる。 其 時 どうした 機み か 手水 鉢 は 庭に 落ちて 石に 當 つて 微塵に 

碎 ける。 これ は 先 大人の 殊に 愛翫 された 何とか 燒 きの 大事の 品と いふ 旦那 様の 口癖 を 婆や も 聞き 

齧って 居る。 婆や は、 

ヒ ャッ。 

といって 奥様の 顏を 見る。 奥様 は 

といって 婆やの 顏 を御覽 になる。 

姊 さんどう なすった の。 アラマ， -大變 ねえ。 

と 孃様は 奧樣に 鋭い 目 を 向けられる。 

何とか 燒の眞 白な 碎片は 櫻の 花瓣 よりも 小さく 碎 けて、 地に 積む 落花に 隱れ 顔に 散らば ッて居 

る。 婆や は 「私 は 知り ましね え、 係 はり はねえ よ。」 といった 貌 をして 孃様を 見る。 孃樣は 「あ 

なたい さすさん？ あのねえ、 姉さんが 今 大事の くお 手水 鉢 を 割って よ。」 とお 腹の 中で もう やゆ 
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話 を かけて iJ5 る。 奧樣の 白粉の 顔に は 血の 氣が 無くなって 居る。 

お 待 遠 さま ー。 

と 表に 車屋の 聲 がする。  . 

石炭酸 南無 阿 彌陀佛 の 場 

又 棗の 根 だぜ。 

と 一 人の 慕 掘り は 頭の テツべ ン に鉢卷 をし かへ て鶴ッ 嘴の 泥 を 足で 落す。 

m イシ m キタ。 

と 他の 墓 掘り は 鐵挺を 推し 込んで ゥン とこね る。 ム ャ./ \./\ と 昔が して 切れる。 

深け え 墓 だ。 中々 ぶッ つからね え や。  . 

と 一 人が タテ鍬 を 打 込む と 他の 一 人 は シャべ 0 1 で 土 を抄ひ 出す。 程なく 土 は 周圍に 積み上げら 

れて 平べ ッ たい 石が 三尺ば かりの 地底に 現 はれて 來る。 

寬政 何年 何月 何 曰 歿す。 これ はま だ 立派な お 骨が 残って ゐ なければ なり ませぬ。 

と 和尙樣 は橫に 倒れて ゐる 石塔の 字の 土 を 手で 拂 はれる。 何々 院と ある 院の 字に 墓 掘の かんだ 手 

湊 がか \ つて 居る。 
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大福の 男と 手水 鉢の 奥様と は從 兄弟 同志。 御 先祖の 墓 を 移す ので 立會 うて 居られる。 

あたし 等の 何に 當 るの だら う。 

何でもおば ァ樣 のおば ァ様 とか だって。 

更に 二 尺 許り も 掘る と 大きな 壺が 半身 を 露出して 來る。 其 蓋 ひの 石 を 取 除け ると 薄 1= い 這の 中が 

見える。 男 も 奥様 も 和 尙様も 墓 掘り も 皆 一 同に 观き 込む。 四 本の 上下 腿 骨が 黑ぃ 泥の 中に -I ヨキ 

ッと 突立って る。 

マ 了。 

と 奥様 は 一 足下 がられる。 - 

あの 壺の 底の 黑 いもの は 肉なん でせ うか。 

と 大福のお くび を飮み 込んで 男 は 和 尙樣の 顔 を 見る。 

左様、 お 肉が 四 大空に 歸し たもので 御座いませう。 

墓 掘り は壺 ながら 引き上げよう とする。 忽ち 緣が 取れて 壞れ てし まう。 

シ ョ ゥ がね えな あ。 

だけ 拾 ひ 出しね えよ，^ 

墓 掘りの 手が 障る と 今迄 天の 逆 鉢の やうに 突立って ゐた も ポロ./^、 と 灰の 如く  れる。 
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始末に 終えね えな あ" シャべ a 1 でし やく ひ 出しね え" 

石炭 を 溶かした やうな 肉 泥 は 土の 上に 抄ひ 上げられて 其 中に い 骨 は 小石の 如くち らばって 居 

るリ 墓 掘り は 其 骨 を 拾って 石油 箱の 中に 投げ込む。 

オヤく 貧乏 德 利が 出て 来た ぜ。 

三河屋 か 千年 前の 三河屋 てえ やつ だな。 こいつ 佛樣と 一 緒に 成佛 しねえ で 迷って 出 あがった" 

とボ ンと ると 检が拔 けて、 中から ドブ/ \./\ と 出る。 

酒 だか 水 だか 人間の 汁 だか わかった もの ぢゃ あねえ。 妙な 香が する ぜ。 

又た 一 人の 墓 掘り は 肉； ^の 中から 大きな 雁首 を 拾 ひ 出す。 

ナ ー ル程。 昔の 人 は體が 大きかった てえ が、 これで 見り や 口 も 大きい や。 

酒 も 好き 煙草 も 嫌 ひ でね えとい ふ贅澤 な佛様 だ。 

墓 掘りの 拾 ひ 殘 した 骨 を 丁寧に 探し て 居られた 和尙様 は、 小さい 如露で 石炭酸 を 肉 泥 の 上に 蒔 

きな .i ケら 

南無 阿 彌陀佛 くく 

隣り ゾ V 丄場の 窓から くす ぼった 顏が 幾つと なく 現 はれる。 

m イシ m  〕 
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男 は 一 一階 を 見上げ 糗 いて 奥様の 顔 を 一 寸瞥 見す る。 同時に 奧 様の 目 も 男の 顏を 掠める。 1 1 人 は 

棗の 木の 下の 椅子に 腰 を 下して、 

あなたと あたし を ァ ノ何だ と 思 つ て る の だよ。 ぉ氣 の 毒ね え。 

と. 奥様 は 腰 に はさんだ 赤い ハンケ チ をグ ヒ と 引く。 

さう かねえ」 

と は 昔 は 分 の 顔 を 見る の も 嫌ら つた 女が 今にな つてお 氣の 毒ね え も 無い もの だ と、 靴 尖 で ボ 

ン と 小石 を踢 る。 

奧 樣は兩 手をハ ンケチ くるんで 考へ 込む。 女擊校 を 一番で 卒業す る。 聊か 自分の 才をも 頼む。. 

容色 をも賴 む。 望み は 富で はない。 位で はない。 唯 人であった。 しかも 其 人 は 自分の 學 友で 才も 

^！！分ょり劣り容色も自分ょり劣った人と今は樂しき家庭を作って居る。 嗚呼 昔 は 過し 昔で 取り か 

へし もっかぬ が 唯 其 時代 が戀 しいなつ かしい。 其 頃 冷 か にもて あっかつ た 人 も 八 「は 其 時代 の 片影. 

かと：：^ れば 又な つかしい 慕 はしい、 と 振り か へ つて 見る と 男 は 靴の 踵で 土 を 掘って 居る。 

墓 掘り は 第一 一の 墓に 取り か- -る。 和 尙様は 如露 を 持った 手 を 後ろに 組んで 一 一人の 前に 歩いて 來 

られ る，」 

お 二人 様に はお 釋迦 に說 法で はあり ますが、 御 先祖 様 は 大事に せなければ なり ませぬ。 この 問 
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も 5^1 衲が 九州 を 廻りました 時 * 松 浦 小夜 姬の 石に なった の を 見 ま L た。 鳴 呼 小夜 姬 2 一念 は 石 

になった い 其 を 思へば 昔からの 御先 祖樣も 必す何 かにな つて 我等 子孫 を 守 つてる て 下さる に 違 

ひない、 と 思 ふと 有難 淚がホ n くと こぼれました。 あなた 方お 二人 様に あっても 御 先祖 様 代 

代のお 墓 を 八 「度 一 つに お纏めになる の は、 全く 香 花を絕 やすまい との 御 孝心から 出た ことと 愚 

納 はお 難い ことに 思って 居ります。 

は 奥様の 葡 j;^ 鼠の 羽織 を偷み 見て 自分の 色の 燒 けた 背廣を 顧る。 三十 を 過ぎて 尙 窮措大、 妻 

も 持たねば 家 を も 持たぬ の は 情けな い やうな 淋し い やうな 心 持が して 、 上衣 の 胸 を 擾合は せる。 

奧樣 は 和 尙樣迄 自分 等 を 夫婦ら しく 見られる の を 何となく 心 ゆく やうに 思 ふ。 自分の 生涯 はも 

う 大きな 繩で縛 ばられ て、 古びた 楔の 木の ある 邸より 外へ は 出られぬ 體と 極まって しまった もの 

が、 今 は 其の 大きな 繩が 俄かに ゆるんだ とも 疑つ て 見る。 

第二の 墓 も 掘り 終る。 第三の 墓 も 掘り 終る。 石油 箱に は朽 木の 如き 骨 屑が 拾 ひ ためられて、 更 

に 第 四の 墓の 骨が 拾 ひ 込まれ 擲げ 込まれる。 

もうこれ でお 骨 はおし まひに なりました。 其 棗の 木の 下へ お納め 申す ことに 致し ませう。 

as タノ  ( 

と 工場の 窓から 大きな 聲で 表の 號外寶 を 呼ぶ。 號外 賣はチ リンく くと お 墓の 巾へ 飛び込んで 
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ほ 來る。 窓から は t 乂 取ば さみ を ぶら下げた 耝が 下る。 其 尖き の 銅货を 取って 號外を はさむ，」 . ^はス 

t ル /(\ くと たくり 上げられる。 號外 賫はチ リンく くと 又 表に 飛び出る。 

ダま 

り 發掘 はすんだ かね。 

f と 墓の 上に 首の 出て ゐ るの は 背の 俄い 巡亮 である。 

f. あなた 方お 二人が 立會 人です か。 其 棗の 下に 御 改葬です な。 よろしいです。 ：： こら 其處 から 

观ぃ てはいかん。 

と 工場 を 見上げて、 劎尖を 墓石に ぶつつ ける。 

二人 は 喪の 下の 新ら しい 墓表に 肩 を 並べて 禮拜 する。 

巡査の 歸 るの を 見送って 叉 工場の 窓から 顔が 出る。 

チェ ー スト。 

男 はさび しく 奥様の あとに 跟 いて 墓石の 間を拔 ける 。 

日永の 雲が 西に 落ちて 雁の 聲 がー ー聲 許り 聞こえる 時 一 一人 は 寺 Q 門前に 立って 北と 南と に 別れる 

奥様 は 忽ち ァリ くと g: の 前に 何とか 燒の 手水 鉢の 破片 を 描き出して 襟： 兀から 春寒 を覺ぇ ら れ る 

男 3 腹の 中の 大福 はもう 消化し 盡 して ゐた。 
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龍舌蘭  寺 田せ (彥 

一日 じめ くと、 人の 心 を 腐らせた 霧雨 もやんだ やうで、 靜 かな 宵闇の 重く 湯った 空に、 何處 

かの 汽笛が 長い^ 線 を 引く。 さっき 迄 『青葉 茂れる 樓 井の』 と 繰返して 居た 隣の オルガンが 止む 

と、 間もなく 門の 鈴が 鳴って 軒の 葉 櫻の I 下が 風の ない のに ばら， <\> と 落ちる。 『初 雷 様 だ、 あす 

はお 天氣 だよ』 と 勝手の 方で 婆さんが 獨り言 を 云 ふ。 地の 底 签の果 から 聞え て 來る樣 な 重々 しい 

響が 腹に こたへ て、 晝 間讀ん だ悲慘 な小說 や、 隣の 『靑葉 しげれる 櫻 井の』 やらが、 今更に 胸 を 

かき 亂す。 こんな 時には 何時もす る やうに、 机の 上に 肱 を 突いて、 頭 をお さへ て、 何もない 壁 を 

見詰めて、 あった 昔、 ない 先き の 夢幻の 影 を 追 ふ。 何だか 思 ひ 出さう としても、 2 心 ひ 出せぬ 事が 

あって，， つつと りして： ると、 雷の 音が 今度 は 稍 近く 聞え て、 ふっと 思 ひ 出す と共に、 あり/ ^RI 

の 前に 浮んだ の は、 雨に 濡れた 龍舌蘭の 鉢で ある。 

河 野の 義 さんが 生れた 歳 だから、 もう 彼是 十四 五 年の 昔になる。 自分 もま だ やっと 十 か トー 二位 

であった らう。 來る 幾日 義 雄の 初節句の 祝 をし ますから 皆さん 御 出 下さる やうに とチ ョ ン髢の 兼 

作 爺が 案内に 来て、 其 時に 貰った 紅..：： の 餅が 大きかった 事も覺 えて 居る。 いよ （-其 日と なって、 
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母上と 自分と 二人で、 車で 出掛けた。 折 柄の 雨で 車の 中 は 窮屈であった。 自分の 住って 居る 町 か 

ら 一里 半餘、 石ころの m 舍道を ゆられながら やっと 姉さんの 宅へ 着いた。 門の 小 流の 菖蒲 も 雨に 

しほれ て 居る。 もう 大勢 客が 來て 居て 母上 は 一人々々 に懇に 一別 以來 の辭儀 をせられ る。 自分 は 

化： ハ 後に 小さくな つて 手 持 無沙汰で 居る と、 折よ くこ \ の 俊 ちゃんが 出て 來て、 待ち兼ねて 居た と 

一： ムふ 風で 自分 を 引 張って 御池の 鰓 を 見に 行った。 姉さん 處には 池が あって 好い と 子供心に 羨し く 

m やって た。 池 は 一寸した 中庭に 一杯に なって 居て、 門の 小川の 水が 表から 床下 をく でって 此池 

へ 通ひ襄 S 圃へ ぬける 樣 にして ある。 大きな 鯉、 緋靈 が澤山 飼って あって、 此 頃の 五月雨に 增し 

た 濁り水に、 おとなしく 泳いで 居る と 思 ふと 折々 凄まじい 昔 を 立て \ はね 上る。 池の 圍りは 3 石 組 

になって、 瘦 せた 卷柏， 糉櫚竹 杯が 少し あるば かり、 そして 隅の 扁 たい 3 石の 上に 大きな 龍舌蘭の 

鉢が 乘 つて 居る。 姉さんが 此 家へ 舆 入に なった 時、 始めて この 鉢 を 見て 珍しい 草 だと 思った が、 

今でも 故 鄕の姉 を 思 ふ 度に は 屹度 此 池の 龍舌蘭 を 思 ひ 出す。 今 思 ひ 出した のは此 鉢であった。 

池 を距て \ 池の 間と 名の 付いた 此小 座敷の 向 ひ 側 は、 臺 所に 續く 物置の 板 都の、 其 上が 一寸し 

やれた 中二階に なって 居る。 

あの！^ の E 舍の 初節句の 祝甚は 大抵 二日 續ぃ たもので、 親類 緣者は 勿論、 平素は 餘 り往來 せぬ 

遠緣 のい とこ、 はと こ 迄、 巾に は隨分 遠くから はるぐ 泊り がけで 出て 來る" それから 近 村の 小 
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作 人、 出入の 職人まで 寄り 槊 つて 盛んな 祝であった。 近親の 婦人が 總 出で 杯盤の 世話 をし、 ^を. 

する。 その上、 町から 藝 者を迎 へて 與を 添へ させる のが 例な ので、 此時も 二人 来て 居た。 これ も 

祝の ある 2： は：^ つてお るので、 池の 向 ふの 中 一 一階 は此藝 者の 化粧部屋 にも 休憩所に も又寢 室に も 

なって 居た」 

夕方 近くから 夜中 過ぎる 迄、 家屮唯 眼の ま はる 程 忙しい 騷 しい。 臺 所では 皿 鉢の ふれ 合 ふ 昔、 

isT の 音、 料理人 や 下女 等の 無作法な 話聲 などで 一通り 騷 しい 上に、 猫、 犬、 それから 雨に 降リ 

込められて 土 問 へ 集って 居る 鷄 迄が 一層の 賑やか さ を 添へ る。 奥の間、 表座敷、 玄關 とも 云 はす" 

一 杯の 人で、 それが 一 人々 々に 御辭儀 をして は六ケ しい 挨 を 交換して るる。 

其 混 雜の問 をく Y り、 御辭 儀の 頭の 上 を 踏み 越さぬ ばかりに 杯盤 酒 着 を 座敷へ はこぶ 往來も 見 

るから に 忙しい。 子供 等 は 仲 問が 大勢 出来た 嬉し さで 威勢よ く驅け 廻る。 ー體 自分 は 其 頃から 陰 

龍 氣な 性で、 こんな 騒ぎが 面白くな いから、 いつもの 様に 宵の 内い \ 加減 御馳走 を 食って L まふと 

キ" 奧 つ^の へ！， 汀って 戶 棚から 八 犬 俸、 三國 誌な ど を 引っぱり 出し、 おなじみの 信 乃 や 道 節、 孔明 

蘭 や 關羽こ 親しむ。 此室は 女の 衣裳 を着更 へる 處 になって 居た ので、 四面に づら りと 衣桁 を ベ、 

^ 衣紋 竹 を 掛け つらねて、 派手な やら、 地味な やら いろんな 着物が、 虫 干の 時の 樣 に：！ S1 んで 居る。 

0 白粉 臭い、 汁く さい 變な 香が 籠った 屮で、 自分 は 信 乃が 濱路の 幽靈と 語る くだり を 請んだ。 夜の 
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更ける につれ て、 跑 敷の 方 は 段々 賑 かになる。 調子 を 合す 三味線の 音が すると、 淸ら かな女の 聲 

で 唄 ふの が 手に 取る 様に 聞え る。 調子 は づれの 鄙歌が 一度に 起って 皿 をた- -く音 もす る。 一し き 

り 唄が 止んだ と 思 ふ と、 不意 に 鞭聲肅 々 と 誰れ やら が い やな 聲でゎ め く。 

信 乃が 腕 を 拱いて うつむいて る 前に 片手 を疊 にっき、 片袖 をく はへ て 居る 濱路の 後に、 影の 

様に 現 はれた 幽靈の 槍 を 見て 居た 時、 自分の 後の 唐紙が する くと 開いて、 は ひって 來た 人が あ 

る。 見る と 年增の 方の 藝 者であった。 自分に はかま はす 片隅の 衣 析に懸 つて 居る 着物の 袂を さぐ 

つて 何 か帶の 間へ はさんで 居た が、 不意に 自分の 方 を ふり 向いて 『あちらへ いらっしゃいね、 坊 

ちゃん』 と 云った" そして， ほ 分の 傍へ 膝の ふれる 程に 坐って 『ォ、 いや だ、 御化け』 と 縛 を のぞ 

く。 髮の 油が 匂 ふ。 二人で だまって 無心に 此の 繪を 見て 居たら 誰れ かが 『淸 香さん』 と あっちの 

方で 呼ぶ。 藝者は だまって 立って 部屋 を 出 て 行った。 

俊 ちゃんと 一 一人で 奥の 問で 寢て しまった 頃 も、 座敷の 方 はま だ { 竹 のさまで あった。 

翌る日 も 朝から 雨であった。 咋 夜の 騒ぎに ひき かへ て靜か 過ぎる 程靜 かであった。 男 は 表の 座 

敷、 女 同志 は奧の 一間へ 集って、 しめ やかに 話して 居る。 母上 は 姉さんと 押入から； 十 供の 着物な 

ど 引きち らして 何 か 相談して 居る。 新聞 を擴 げた 上に： 1^5 眠り を 始めて 居る 人 も ある。 酒の .3 'の 籠 

つ た 重く る しい §i 陶 しい {41-; 夙が 家 の 中に 充 ちて、 誰れ も 彼れ も、 とんと 氣拔 の した 様な 風で あ る P 
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直 w\b は析々 トン、 コ トンと 魚の 骨で も 打つ らしい ssf 調な 響が 靜 かな 家中に ひ f いて そわ カヌ 

一種の 眠氣を さそ ふ" 中二階の 方で、 つま 引の 三 鼓の 音が して 『夜の 雨 もしゃ 來 るかと』 とつ や 

の ある 低い 聲で喷 ふ。 それ もぢき 止んで 五月雨の 軒の 玉 水が 亞 鈴のと ゆに 咽んで 居る。 骨 を 打つ 

音 は 思 ひ 出した 樣に臺 所に ひ、. -く。 

晝 から 俊 ちゃんな どと、 ぢき 隣の 新宅へ 遊びに 行った。 內の人 は 皆 姉さんの 方へ 手 偉に 行って 

居る ので、 唯 中氣で 手足の 利かぬ 祖父さん と 雇 婆さんが 居る ばかり、 いつも は脤 かな 家 も ひつ そ 

りしで、 床の間の 金 太郞ゃ 鍾媳も 淋しげ に 見えた- 十六む さし、 將棊の 駒の 當 てつこな どして 屁 

たが 氣が 乘ら ぬ。 緣 側に 出て 見る と 小 庭 を圍ふ 使い 土辦を 越して 一面の 靑 田が 見える。 雨 は烟の 

様で、 遠く もない 八幡の 森 や 衣笠 山 も ぼんやり にじんだ 墨 槍の 中に， 薄く 萌黃を ぼかした 稻 m に 

は、 草 取る 人の 簑 笠が 黄色い 點を 打って 居る。 ゆるい 調子の、 眠 さうな 草 取 歌が 聞え る。 歌の 詞 

は 聞き取れ ぬが、 單 調な 悲しげ な 節で 消え入る やうに 長く 引いて、 一 ふしが 終る と、 L ばらく 默 

つて 叉 ゆるやかに 歌 ひ 出す、 此れ を 聞いて 居る と 何だか 胸 をお さへ られる やうで 急に 姉さんの 宅 

へ歸 りたくな つたから 一人で 歸 つた。 歸 つて 見る ともう そろく 客が 來 始めて、 例の うるさい 御 

辭 儀が 始 つて 居る。 さっきから 頭が 重い やうで、 氣が落 付かぬ 樣で 人に  <話 しかけられ るの がいや 

であった から、 獨 りで 藏の 間へ 入って 八 犬傳を 見た が、 すぐい やになる。 經 でも 見ようと 田 3 つて 


i8o 


(彥 寅） m  f> 能 


池の 問へ 行って 見た" 緣 側の 柱へ 頭 を もたせて ぼんやり 立つ。 水かさの ました 稻 田から 流れ込ん 

だ 浮 草が、 ゆるやかに 廻りながら、 水の面へ 雨の しづくが 畫 いて は 消し、 畫 いて は 消す 小さい 紋 

と 一緒に 流れて 行く。 鯉 は 片隅の 岩 組の 影に 仲好く 集った ま，. -靜に 緒 を 動かして 居る。 龍舌蘭の 

厚い とげの ある 葉が 濡れ色に 光って 立って 居る。 中二階の 池に 臨んだ 丸窓に は、 昨夜の 淸 香の 淋 

しい 顔が 見える。 窓の 緣に頰 杖 をつ いたま.. -、 何やら 物 思 はし さう に 薄墨 色の 空 の 彼方 を 見つめ 

て 居る。 こめかみに 貼った 頭痛 青に か，^ る 後れ毛 を 撫でつ けながら、 自分の 方 を 向いた が、 輕く 

うな づ いて 片頰で 笑った。 

夕方 母上 は、 あんまり 內を あけて はと 云 ふので、 姉上の 止める にも か \ はらす 歸る 事に なった _ 

『お前 も歸 りましょう ね』 と 聞かれた 時、 歸る のが 何だか 名残り惜しい 様な 氣 もして 『ゥ ン』 と 鼻 

の屮で 暖睐な 返事 をす る。 姉さんが 『此兒 はい. - でしよう。 ねえ、 お前もう ー晚； S つてお いで』 

とす. ^める。 之れ にも 『ゥ ン』 と 鼻で 返事す る。 『泊る の はい \ が 姉さんに 世話 をお かけで ない. 

よ』 と 云って いよく 一  人で 歸る 支度 をせられ る。 立 揚迄迎 にやった 車が 來 たので 姉さんと 門 迄 

送って 出た。 車が 柳の 番所の 辻 を 曲って 見え なくなった 時 急に 心細くな つて、 一緒に 歸れ ばよ か 

つたと 思 ふ。 『さあ 御出で』 と 姉さん は 引立てる 様に ft へ は ひる。 

頭の 工合が いよ./ \惡 くな つて 心細い。 母上と 一緒に 歸れ ばよ かった と 心で 繰 返す。 烟る霧 ..g 
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の 出 圃道を ゆられて 行く 幌 車の 後 影 を 追 ふ 様な 氣 がして、 なつかしい 我家の 門の 柳が 胸に ゆらぐ „ 

騒々 しい、 殺風景な 酒宴に 何の 心淺 りが あって SI り そこなった のか。 歸 りたい、 今からで も歸リ 

たいと 便所の 口の 緣へ 立った ま \ 南天の 枝に か \ つてる る 紙の てる， 坊さんに 祈る やうに 思 ふ „ 

雨の 日の 黄昏 は 知らぬ 間に 忍 足で 軒に 迫って 早 や 灯と もし 頃の 伦 しい 時 剥になる。 家の 內は 段々 

賑 かになる。 はしゃい だ 笑聲な どが 頭に 響いて 佗し さを增 すば かりで ある。 

姉上に、 少し 心 持が 惡 いからと、 云 ひにくかった の を やっと 云って 早く 床 を 取って もらって 寢 

た。 萌黄 地に 肉色で 大きく 鶴の 丸 を 染め 拔 いた 更紗 蒲 國が今 も 心に 殘 つて 居る。 頭が 冴えて 眠ら 

れ さう もない。 天井に 吊るした 金銀 色の 蠅 除け 玉に 寫 つた 小さい 自分の 寢姿を 見て 居る と、 妙に 

氣が 遠くなる 樣で、 體が 段々 落ちて 行く 様な 何とも 知れす 心細い 氣 がする。 母上 はもう うちへ： t 

りついて 奧の佛 壇の 前で 何 かし て 居られる か と 思 ふと 譯も なく 悲しくなる。 姉さんの うちが 脤か 

なのに 比べて 我家の 淋し さが 身に しむ。 いろんな 事を考 へて 夜着の 頸 を 喷んで 居る と、 涙 が^じ 

りから こめかみ を傳 うて 枕に しみ 入る。 座敷で は 「夜の 雨」 を 唄 ふの が 聞え る。 池の 龍舌蘭が 眼 

に 浮ぶ と、 淸 香の 顔が 見えて 片顿で 笑 ふ。 

此 夜， 1 まじい 雷が 鳴って 雨雲 を 蹴 散した。 朝 はすつ かり 晴れて 强ぃ 日光が 靑薬を 射て 居た。 早 

起して： g を 洗った 自分の 頭 もせい./ \ して、 勇ましい 心 は 公 回の 球 投げ、 極 川の 夜 振と 驅け めぐ 
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つた。 

本  ネネ. >v  水ネ 

義 ちゃん は 立派に 大きくな つたが、 龍舌蘭 は 今 はない。 

雷 はやんだ。 あす は天氣 らしい。  一 


ig2 


(夬千 左） 墓の 菊 2!^ 


野菊の 墓  伊藤左千夫 

後の 月と いふ 時分が 來 ると、 どうも 思 はすに は 居られない。 幼い 譯とは 思 ふが 何分に も 忘れる 

ことが 出来ない。 最早 十 年餘も 過去った 昔の ことで あるから、 細かい 事實は 多く は覺 えて 居ない 

けれど、 心 持 だけ は今猶 昨日の 如く、 其 時の 事を考 へて ると、 全く 當 時の 心 持に 立ち返って、 涙 

が 留め どなく 湧く ので ある。 悲しく も あり 樂し くも ありと いふ やうな 狀 態で、 忘れようと 思 ふ 事 

もないで はない が、 寧ろ 繰返し 繰返し、 考 へて は、 夢幻 的の 興味 を 貪って 居る 事が 多い、 そんな 

譯 から 一 寸 物に 書いて 置かう かとい ふ氣 になった ので ある。 

僕の 家と いふ は、 松 戸から 二 里 許り 下って、 矢 切の 渡 を 東へ 渡り、 小高い 岡の 上で 矢 張 矢 切 村 

と 云って る 所。 矢 切の 齋 藤と 云へば、 此 界隈での 舊 家で、 里 見の 崩れが 二三 人玆へ 落ちて 百姓に 

なった 內の 一 人が 齋 藤と 云った の だと 祖父から 聞いて 居る。 屋敷の 西側に 一 丈 五六 尺 も 廻る やう 

な 惟の 樹が四 五本 重なりん G つて 立って 居る。 村 一番の 忌 森で 村ぢ うから 羨まし がられて 1© る。 昔 

から 何程 暴風が 吹いても、 此椎 森の ために、 僕の 家 許り は 家 根を剝 がれた 事 は 只の 一度 もない と 

の 話 だ。 家な ども 隨 分と 古い、 柱が 殘らす 椎の木 だ。 それが 义煤 やら やらで 何の 木 か 見 別け が 
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つかぬ 位、 奥の間の 最も 煙に 遠い とこで も、 天井板が 丸で 油 炭で 塗った 様に、 板の 木目 も 判らぬ 

程 M 一い。 それでも 建ち は 割合に 高くて、 簡單な 欄 問 も あり 銅の 釘隱 など も 打って ある e 其 釘隱が 

1st 鹿に 大きい 雁であった。 勿 ま 一 寸見 たので は 木 か 金 かも 知れない ほど 古びて るる。 

僕の 母な ども 先祖の 言ひ傳 だからといって、 此戰國 時代の 遣 物的 古家 を、 大 へんに 自慢され て 

ゐた。 其顷. 母 は 血の道で 久しく IS つて 居られ、 黑塗 的な 奥の 一問が いつも 母の 病 梅と なって £5 た。 

其 次の 十 MA の の 南隅に、 ニ疊 の 小 座敷が ある。 僕が 居ない 時 は 機 織 場で、 僕が 居る tS: は 僕の 謓 

書 室に して ゐた。 手招 窓の 障子 を 明けて 頭 を 出す と、 椎の 枝が 靑 S を 遮って 北を掩 うてる る。 

母が 永らくぶ らくして 居た から、 巿 川の 親類で 僕に は 緣の從 妹に なって 居る、 民 子と いふ 女 

の兒が 仕事の 手 偉 やら 母の 着 謹 やらに 來て 居った。 僕が 今 忘れる ことが 出来ない とい ふの は、 せ； ハ 

民 子と 僕との 關係 である。 化ハ關 係と 云っても、 僕 は 民 子と 下劣な 關係 をした ので はない。 

僕 は小學 校 を 卒業した 許りで 十五 歳、 月 を數へ ると 十三 歲何 ヶ月と いふ 頃、 民 子 は 十七 だけれ 

ど それ も 生れが 晚 いから、 十五と 少しに しかなら ない。 痩ぎ すであった けれども 顔 は 丸い 方で、 

透き 徹る ほど 白い 皮膚に 紅 味 を おんだ、 誠に 光澤の 好い 兒 であった。 いつでも 活々 として 元氣が 

よく、 其 癖 氣は 弱くて 憎氣の 少しもない 兒 であった。 

勿論 僕と は大の 仲好しで、 -m 敷を搽 くと 云って は 僕の 所 をの ぞく、 障子 を はたく と 云って は 僕 
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の 座敷へ 這 入って くる、 私 も 本が 讀み たいの 手 習が したいのと 云 ふ、 たまに はハ タキの 柄で 僕の 

背 巾 を 突いたり、 僕の 耳 を 摘まんだ りして 逃げて ゆく。 僕 も 民 子の 姿 を 見れば 來ぃ來 いと 云うて 

二人で 遊ぶ のが 何より 面白かった。  ， 

母から いつでも 叱られる、 

「叉 民 や は 政 Q 所へ 這 入って るナ。 コラァ さっさと 掎除を やって しまへ。 これから は 政の 讀 書の 

邪魔な どして はいけ ません。 民 や は 年上の 癖に：：」 

などと 頻りに 小言 を 云 ふけれ ど、 其實母 も 民 子 をば 非常に 可愛がって 居る の だから、 一 向に 小 

言が きかない。 私に も 少し 手 習 を さして：： などと 時々 民 子 はだ \を いふ。 さう いふ 時の 母の 小 

首 も 極って ゐる。 

「お前 は 手 習よ か 裁縫です。 着物が 満足に 縫へ.；^ くて は 女 一 人前と して 嫁に ゆかれません」 

此頃 僕に 一 點の 邪念が 無かった は 勿論で あれ ど、 民 子の 方に も、 いやな 考 など は 少しも 無 かつ 

. た に 相違な い。 併し 母 が 能く 小言 を 云 ふ に も拘ら す、 民 子 は猶朝 の 御飯 だ晝 の 御飯 だとい う て は 

僕 を 呼びに くる。 呼びに くる 度に、 急いで 這 入って 來て、 本 を 見せろ の 筆 を 借せ のと 云って は 断 ：！ 

く 遊んで ゐる。 其 間に も 母の 藥を 持って きた 歸り や、 母の 用 を 達した 歸 りに は、 屹度 僕の 所へ 這 

入って くる。 僕 も 民 子が のぞかない 日 は 何となく 淋しく 物 足らす m3 はれた。 今日は 民さん は 何 を 
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して ゐる カナと 思 ひ 出す と、 ふらふら ッと書 室 を 出る。 民 子 を 見に ゆく とい ふ ほどの 心で はない 

が、 一寸お 子の 姿が 目に 觸れ- ^ば氣 が 落着く のであった。 何の こった 矢張り 民 子 を 見に 來 たん ぢ 

やない かと、 自分で 自分 を 嘲った 様な ことが 屢々 あつたの である。 

村 の 或 家 さ 瞽女が とま つたから 聽 きに ゆかない か、 祭文が きたから 聽 きに 行かう の と 近所 の 女 

共が 誘うても、 民 子 は 何とか 斷りを 云うて 決して 家 を 出ない。 隣村- 2 祭で 花火 や 飾 物が あるから 

との 事で、 例 2 向う のお 濱ゃ 隣のお 仙 等が 大騒ぎして 見に ゆく とい ふに、 內の ものら まで 民さん 

も 一所に 行って 見て きたらと 云うても、 民 子 は 母の 病 氣を言 ひ 前にして 行かない。 僕も餘 りそん 

な 所へ 出る は 厭であった から 家に 居る。 民 子 は 狐 鼠々々 と 僕の 所へ 這 入って きて、 小聲 で、 私 は 

.2： に 居る のが 一 番 面白い わと 云って - ッ コ リ笑 ふ。 僕 も 何とな し 民 子 をば そんな 所へ やりた くな 

かった。 

僕が 三日 置き 四日 置きに 母の 藥を 取りに 松戶へ ゆく。 どうかす ると 歸 りが 晚 くなる.^ 民 子 は 三 

度 も 四 度 も 裏 坂の 上まで 出て 渡しの 方 を 見て ゐ たさう で、 いつでも 家中の ものに 冷 かされる。 ^ 

子 は眞面 R になって、 お母さんが 心配して、 見て お出で 見て お出でい ふから だと 云ひ譯 をす る。 

象の 者 は 皆 ひそ./, \- 笑って ゐ るとの 話であった。 

さう いふ 次第 だから、 作 をん なのお 增 など は、 無上と 民 子 を 小面 憎が つて、 何かとい ふと、 
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「民 子さん は 政 夫さん とこ へ 許り 行きたがる、 隙 さ へ あれば 政 夫さん にこび りついて ゐる」 

などと 頻りに 云 ひ はやした らしく、 隣のお 仙 や 向う のお 濱 等まで 彼是 をす る。 これ を 開いて 

か 嫂が 母に 注意した らしく、 或 日 母 は 常にな く 六つ かしい 顔 をして、 二人 を 枕 もとへ 呼びつ け 意 

味お り氣な 小言 を 云うた、 

「男 も 女 も 十五 六に なれば 最早 兒供 ではない。 お前 等 一 一人が 餘り 仲が 好 過ぎる とて 人が 彼是 云 ふ 

さ うぢ や。 氣を つけなく てはいけ ない。 民 子が 年 かさの 癖に よくない。 是 から はもう 決して 政の 

所へ など；；；： くこと はならぬ。 吾子 を 許す ではない が 政 は 未だ 兒供 だ」 民 や は 十七で はない か。 つ 

まらぬ をされ ると お前の 體に疵 がっく。 政 夫 だって 氣を つけろ：：。 來月 から 千 葉の 中 學へ行 

くん ぢ やない か」 

子 は 年が 多い し且は 意味あって 僕の 所へ ゆく であらう と 思 はれた と氣 がつ いたか、 非常に 愧 

ぢ 入った 様子に、 顔眞赤 に して 俯向いて るる。 常 は 母に 少し 位 小言 云 はれて も隨分 だ \ を いふの 

だけれ ど、 此 rn は 只兩手 をつ いて 俯向いた きり 一 言 もい はない。 何の 疢 しい 所の ない 僕 は 頗る 不 

平で、 

「お母さん そり や 餘り御 無理です。 人が 何と 云った つて、 私 等 は 何の 譯 もない のに、 何 か 大變惡 

いこと でもした 様な お 小首 ぢ やありません か。 お母さん だってい つも さう 云って ぢ やありません 
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か。 民 子と お前と は 兄弟 も 同じ だ、 お母さんの 眼から はお 前 も 民 子 も 少しも 隔て はない、 仲よ く 

しろよ とい つで も 云った ぢ やありません か」 

0 の 心配 も 道理の ある こと だ が、 僕 等 も そんない やらし いこ と を 云 はれようと は 少しも 思 つ て 

:j5 なかった から、 僕の 不平 も いくらかの 理は ある。 母 は 俄に やさしく なって、 

「お前 達に 何の 譯 もない こと はお 母さん も 知って るが ネ、 人の 口が うるさい から、 只 これから 少 

し氣 をつ けて と 云 ふので す」 

色靑 ざめ た 母の 顔に も いつしか 僕 等を眞 から 可愛がる 笑が 湛 へて 居る。 やがて、 

「：^ や は あの 叉藥を 持って きて、 それから 縫 掛けの 袷 を 今日中に 仕上げて しま ひなさい：：。 政 

は 立った 次 手に 花 を 剪って 佛 培へ 捧げて 下さい。 菊 はま だ かない か、 そんなら 紫菀 でも 切って 

くれよ」 

本人 達 は 何の 氣 なしで あるのに、 人が 彼是 云 ふので 却て 無 邪氣で ゐられ ない 様に して 終 ふ。 僕 

は 母の 小言 も 一 日し か覺 えて ゐ ない。 二三 日た つて 民さん は なぜ 近頃 は來 ない のかし らんと 思つ 

た 位であった けれど、 民 子の 方で は、 それからと いふ もの は 様子が からつ と變 つて 終うた。 

民 子 は 其 後 僕の 所へ は 一切 顏 出しし ない 許りでなく、 座敷の 內で行 逢っても、 人の ゐる 前な ど 

では 容易に 物 も 云 はない、 何となく 極り わるさう に、 まぶしい 賺な 風で 急いで 通り過ぎて 終 ふ。 
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據虚 なく 物 を 云 ふに も、 今までの 無遠慮に 隔ての ない 風 はなく、 いやに 丁寧に 改まって 口 をき く 

ので ある。 時には 僕が 餘り 俄に 改まったの を 可笑しが つて 笑へば、 民 子 も 遂に は 袖で 笑 ひ を隱し 

て 逃げて 終 ふとい ふ 風で、 兎に角 一 重の 垣が 一 一人の 間に 結ばれた 様な 氣合 になった。 

それでも 或 日の 四時 過ぎに、 母の 云 ひつけで 僕が 背戶の 茄子 畑に 茄子 を もいで 居る と、 いつの 

まに か 民 子が 笊 を 手に 持って、 僕の 後に きて ゐた。 

「政 夫さん：：」 

出し 拔 けに 呼んで 笑って ゐる。 

「^もお 母さんから 云 ひっかって 來 たのよ。 今日の 縫物 は 肩が 凝ったら う、 少し 休みながら 茄子 

を もいで きて くれ、 明 曰： 翻 漬を つける からって、 お母さん がさう 云 ふから、 私 飛んで きました」 

民 子 は 非常に 嬉し さう に元氣 一 パイで、 僕が- 

「それで は 僕が 先にき てるる の を 民さん は 知らないで 來 たの」 

と 云 ふと 民 子 は、 

「知らなくて サ」 

にこ/ \ しなが ら 茄子 を 採り 始め る 。 

茄. f 畑と いふ は、 椎 森の 下から 一重の 藪 を 通り抜けて， 家より 西北に 當る 裏の 千茱 畑" -嵐 の 上 
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になって るので、 利 极川は 勿論 中 川まで も かすかに 見え、 武藏ー ゑんが 見渡される" 秩 父から 足 

枘箱 根の 山々、 富士の 高峯も 見える。 東京の 上野の 森 だと 云 ふの も それらし く 見える。 水の やう 

に 澄みき つた 秋の 空， 日 は 一問 半 許りの 邊に 傾いて、 僕 等 二人が 立って 居る 茄子 畑 を 正面に 照り 

返して 居る。 あたり 一 體にシ ン として 叉 如何にも ハ ッ キリと した 景色。 吾等 一 一人 は 眞に畫 中の 人 

である。 

「 マ 了 何とい ふ 好い 景色で せう」 

民 子 も 暫く 手 を やめて 立った。 

僕 は 鼓で 白狀 する が、 此 時の 僕 は错に 十日 以前の 僕で はな か. つた。 二人 は 決して 此時無 邪氣な 

友達ではなかった。 いつの 問に さう いふ 心 持が 起って 居た か、 自分に は 少しも 判らなかった が、 

矢張り 母に 叱られた 頃から、 僕の 胸の 中に も 小さな 戀の 卵が 幾 個 か 湧き そめて 居った に 違 ひない。. 

僕の 精祌狀 態が いつの 問に か變 化して き 允 は、 隱す ことの 出来ない 事實 である。 此日 初めて 子 

を 女と して 思った のが、 僕に 邪念の 萌芽 ありし 何よりの 證據ぢ や。 

子 が體 をく の 字に か めて、 茄子 を もぎつ X ある 其 橫顏を 見て 今更の やうに 民 子 の 美しく 可 

愛らし さに 氣が ついた。 これまで にも 可愛らし いと 思 はぬ ことはなかった が、 今日はし み と 

其 突し さが 身にしみた。 しなやかに 光澤の ある 變の 毛に つ \ まれた 耳た ぼ、 豐 かな 頗 の，： n く鮮か I 
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な、 額 5 く， - しめ 愛らし さ、 頸の あたり 如何にも 淸げ なる、 藤色の 半襟 や 花 染の褪 や、 それら. 

が 悉く 優美に 眼に とまった。 さうな ると 恐ろしい もので、 物 を 云 ふに も 思 ひ 切った 言 は 云 へな く 

なる、 羞 しくなる、 極り が惡 くなる、 皆 例の 卵の 作用から 起る ことで あらう。 

玆 十日 許 仲 垣の 隔てが 出來 て、 a ク/ \ 話 もせなかった から、 これ も 今までな らば 無論 そんな 

事考へ もせぬ に 極って 居る が、 今日は 玆で何 か 話さねば ならぬ 様な 氣 がした。 僕 は 初め 無造作に 

民さん と 呼んだ けれど、 跡 は 無造作に 詞が繼 がない。 を かしく 喉が つまって 聲が 出ない" 民 子 は 

茄.^ を 一 つ 手に 持ちながら 體を 起し、 

「政 夫さん、 何に：：」 

「何 で もな い けど：^^ さ ん は 近顷 へ ん だ か ら さ。 僕なん かすつ か り縑ひ になった やう だもの」 

によし やう 

3^ 子 はさす がに 女性で、 さう いふ 事に は 僕な どより 遙に 神經が 鋭敏に なって ゐる： さも 口惜し 

さうな 顔して、 つと 僕の 側へ 寄って きた。 

「政 夫さん は あんまり だ わ。 私が いつ 政 夫さん に 隔て をし ました：：」 

「何 さ、 此！ g 民さん は、 すっかり 變っ ちまって、 僕なん かに は 用 はない らしい からよ。 それ だつ 

て さ ん に 不足 を 云 ふ譯 ではない よ」 

2^-1, はせ きこんで、 
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「そんな 車い ふ は そり や 政 夫さん ひどい わ、 御 無理 だ わ。 此間は 二人 を 並べ て^いて、 お母さん 

にあん なに 叱られた ぢ やありません か。 あなた は 男です から 平：： 抓で おいで だけど、 私 は 年 は 多い 

し 女です もの、 ぁァ云 はれて は實に 面目が な いぢゃありません か。 それです から、 私 は 一生懸命 

になって たしなん で 居 るんで さ。 それ を 政 夫さん 隔てる の 服に なったら うのと 云 ふんだ もの、 私 

はほんと につまらない ： ： 」 

民 子 は 泣き出し さうな 顔つきで 僕の 顔 を ぢぃッ と 視てゐ る。 僕 も 只 話の 小口に さう 云うた まで 

であるから、 民 子に 泣き さう に なられて は、 かはい さう に氣の 毒に なって、 

「僕 は 腹 を 立 つ て 言 つたで は 無い のに、 民さん は 腹 を 立 つたの：： 僕 は 只 民さん が 俄に 變 つて 逢 

つても 口 もき かす、 遊びに も來 ないから、 いやに 淋しく 悲しくな つち まった のさ。 それ だから こ 

れ か らも 時 々 は 遊びに お出でよ。 お母さんに 叱 られ たら 僕が 咎を 背負 ふから：： 人が 何と 云った 

つてよ いぢ やない か」 

何とい うて も兒供 だけに 無茶な こ と を い ふ。 無茶な こ と を 云 はれて 民 子 は 心配 やら 嬉し い やら、 

嬉しい やら 心配 やら、 心配と 嬉しい とが 胸の 中で、 ごったに なって 爭 うた けれど、 とう./ \ 嬉し 

い 方が 勝 を 卜 2 めて 終った。 猶三言 1 一一 尸 話 をす るう ちに、 民 子は鮮 かな 藝り のない 元の 元氣 になつ 

た。 僕 も 勿論 愉快が 溢れる：：、 宇宙 問に 只 二人き り 居る やうな 心 持に お 互にな つたので ある。 
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やがて 二人 は 茄子の もぎ くら をす る。 大きな 畑 だけれ ど、 十月の 半 過ぎで は， 茄子 もちら ほらし 

かなって 居ない。 二人で 漸く 二 升 許り 宛 を 採り 得た。 

「まァ 民さん、 御覽 なさい、 入日の 立派な こと」 

民 子 はいつ しか： _ 爪 を 下へ 置き、 兩手を 鼻の 先に 合せて 太陽 を拜 んでゐ る。 西の方の 签は ー體に 

薄 紫 に ぼかし た 様な 色に なった。 . ひた 赤く 赤 い 許りで 光線の 出ない 太陽が 今 其 半分 を 山に 埋め か 

けた 處" 僕 は 民 子が 一 心 入日 を拜 むし をら しい 姿が 永く 眼に 殘 つてる。 

1 一 人 が餘 念な く 話 をしながら 歸 つてく ると、 背戶 口の 四つ目垣の 外にお 增が ぼん やり 立 つて、 

こっち を 見て 居る。 民 子 は小聲 で、 

「ぉ增 が 叉 何とか 云 ひます よ」 

「一 一人 共お 母さんに 云 ひっかって 来たの だから、 ぉ增 なんか 何と 云った つて、 かま やしない さ』 

一 事件 を經る 度に 二人が 胸中に 湧いた 戀の卵 は 層を增 してく る。 機に 觸れて 交換す る雙 方の 意 

志 は、 直に 互の 胸中に ある 例の 卵に 至大な 養分 を給與 する。 今日の 日 暮は糙 に 其 機であった。 ぞ 

つと 身 振 ひ をす る ST 著しき 徵候を 現した ので ある。 併し 何とい うても 二人の 關係は 卵 時代で 極 

めて 取りと めがない。 人に 見られて 苦しい 様な こと もせす、 觀 みて 自ら 疚しい 様な こと もせぬ _ 

從 つて まだ/ \ 暢氣な もの で、 人前 を 得 ふと 云 ふ 様な 心 持 は 極めて 少なかった。 僕と 民 子との 關 
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係 も、 此 位で お 終 ひに なったならば、 十 年 忘れられな いとい ふ 程に はなら なか つた だら うに。 

親と いふ もの は 何 處の親 も 同じで、 吾子 を いつまでも 兒 供の やうに 思うて ゐる。 僕の 母な ども 

其 一人に 漏れない。 民 子 は 其 後 時折 僕の 書 室へ やってくる けれど， 餘程 人目 を 計らって 氣 ぼね を 

折って くる 様な 風で、 いっきても 少しも 落着かない。 先に 僕に 厭味 を 云 はれた から 仕方なし にく 

るかと も 思 はれた が、 それ は 問 違って ゐた。 僕等ニ人の精神狀態はニ三日と云はれぬ程_^1^-しき變 

化 を 遂げて るる。 僕の 變化は 最も^ しい。 三日 前に は、 お母さんが 叱れば 私が 科 を 背負 ふから 遊 

びに きて とまで 無茶 を 云うた 僕が、 今日は て も そんな 譯の もので ない。 民 子が 少し 長居 をす る 

と、 もう 氣が 咎めて 心配で なら なくなった。 

「2^ さん、 义ぉ 出で よ、 餘り 長く 居る と 人が つまらぬ こと を 云 ふから」 

お 子 も 心^ は 同じ だけれ ど、 僕に もう 行けと 云 はれる と 妙に すね だす。 

こ の あ ひだ 

「ァレ あなた は 先日 何と 云 ひました。 人が 何と 云った ッて よいから 遊びに 來 いと 云 ひ はしません 

か。 私 はもう 人に 笑 はれても かま ひません の」 

つた 事に なった。 二人の 關 係が 密接す る 程、 人目 を 恐れて くる。 人目 を 恐れる 様になって は、 

最早 罪惡を 犯しつ.^ あるか _3 如く、 心 もお ど/ \す るので あった。 母はロでこそ、 5^も女も十五 

六に なれば 兄 供で はない と！； ム つても、 それ は 理窟の 上の ことで、 心 持で はま だく 二人 を 丸で 兒- 
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供の 様に 思って ゐ るから、 其 後 民 子が 僕の 室へ きて 本 を 見たり 話 をしたり してる るの を、 直ぐ 前 

を 通りながら 一 向氣に 留める 様子 もない。 此 間の 小言 も實は 嫂が 言 ふから 出た までで ほんた うに 

腹から 出た 小言で はない。 母の 方 はさう であった けれど、 兄 や 嫂 やお 增 など は、 盛んに 藤 言 をい 

うて 笑って るたら しく、 村 中の 評判に は、 二つ も 年の 多い の を 嫁に する 氣 かしらん などと 專 い 

うて ゐ るとの 話。 それや これ やの ことが 薄々 二人に 知れた ので 僕から 言 ひだして 當分ー 一人 は 遠 ざ 

かる 相談 をした。 

人間の 心 持と い ふ もの は 不思議な もの。 一 一人が 少しも 隔意な き 得心 上 の 相談で あつたの だけれ 

ど、 僕の 方から 言 ひ 出した 許りに、 民 子 は 妙に 鬱ぎ 込んで、 丸で 元氣が なくなり、 悄然と してる 

るので ある。 それ を 見る と 僕 もまた 溜らな く氣の 毒になる。 感情の 一 進 一 退 はこん な 風に もつれ 

つ.. 危 くなる ので ある。 鬼に 角 一 一人 は 表面 だけ は 立  に 遠ざかって 四 五日 を經 過した。 

陰暦の 九 e: 十三 日、 今夜が 豆の 月 だとい ふ 日の 朝、 露 霖 が 降りた と 思 ふ ほどつ めたい， 其替り 

天氣 はきら くして ゐる。 十五 曰が 此 村の 祭で 明日 は 宵 祭と いふ 譯故、 野の 仕事 も 今日 一渡り 極 

り をつ けねば ならぬ 所から、 家中 手分け をして 野へ 出る ことにな つた。 それで 甘露 的 恩命が 僕 等 

だ こ 下った ので ある。 兄 夫婦と ぉ增と 外に 男 一 人と は 中 稻の刈 殘りを 是非 刈って 終 はねば なら 
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ぬ。 民 子 は 僕.！^』 手 偉 ひとして 山 畑の 棉を 採って くる ことにな つた。 これ は 固より 母の 指 圖 で 誰に 6 

も 異議 は 云へ ない。  2 

「 マ ァ あの 一 一人 を 山の 畑へ 遣る ッて、 親と いふ もの はよ ッぼ どお 目出度い もの だ」 

奧底 のない ぉ增と 意地 曲り の 嫂と は 口 を 揃 へて さう 云った に 遠 ひない。 僕 等 一 一人 は 固より 心の 

底で は 嬉しい に 相違ない けれど、 此 場合 二人で 山 畑へ ゆく となって は、 人に 顔 を 見られる 様な 氣 

がして 大に 極り が惡 い。 義理に も 進んで 行きたがる 様な 素振りが 出來 ない。 僕 は 朝飯前 は 書 室 を 

出ない。 民 子 も 何 か 愚圖々 々して 支度 もせぬ 様子。 もう 嬉しがつ てと 云 はれる のが 口惜しい ので 

ある。 母 は 起きて きて、 

「政 夫 も 支度し ろ。 民 や もさつ さと 支度して 早く 行け。 二人で ゆけば 一日に は樂な 仕事 だけれ ど、 

^が 遠 いの だから、 早く 行かな い と歸 りが 夜になる。 成る たけ 日の 暮れな い. W に歸 つて くる 様に 

よ。 ぉ增は 二人の 辨當を 掠へ て やってくれ、 お菜 はこれ くの 物で：：」 

まことに 親の こ. -ろ だ。 民 子に 辨當を 掠へ させて は、 自分ので あるから、 お菜な ど は 2 クな物 

を 持って行 かないと 氣が ついて、 ちゃんとお 增に 命じて 持へ させた ので ある。 僕 は ズボン 下に 足 

袋 裸足 麥藁衔 とい ふ 出で立ち、 民 子 は 手指 を 佩いて 股引 も 佩いて ゆけ と 母が 云 ふと、 手指 許り 佩 

いて 股引 佩く のにぐ づ/ \- して ゐる。 民 子 は 僕のと ころへ きて、 股引 佩かないでも よい 様に お 母 
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さんに さう 云って くれと 云 ふ。 僕 は 民さん がさう 云 ひなさい と 云 ふ。 押 問答 をして るる 內 に、 母 

はき- - つけて 笑 ひながら、 

「民 や は 町揚者 だから、 股引 佩く の は 極り が惡 いかい。 私 は 叉お 前が 柔 かい 手足へ、 茨-や 薄で 傷 

を つ ける が 可哀想 だ から、 さ う 云 つたんだ が、 い や だ と 云 ふなら お前 のす きにする がよ いさ」 

それで 民 子 は、 例の 櫸に 前掛 姿で 麻裏草履と いふ 支度。 二人が 一斗 笊 一個 宛 を 持ち、 僕が 別に 

番 一一 ョ片 籠と 天 萍とを 肩に して 出掛ける。 民 子が 跡から 菅笠 を 被って 出る と、 母が 笑聲で 呼び か 

ける。 

「民 や、 お前が 菅笠 を 被って 步 くと、 丁度 木の 子が 歩く やうで 見っともない。 網 笠が よから う。 

新ら しいの が 一 つあった 箬だ」 

稻刈連 は 出て しまって 別に 笑 ふ もの もなかった けれど 民 子 は あわてて 菅笠 を脫 いで、 顔 を 赤く 

したら しかった。 今度 は 網 笠 を 被らす に 手に 持って、 それ ぢゃ お母さん いって まるり ますと 挨稷 

して 走って 出た。 

村の ものら も 彼是い ふと 聞いて るので、 二人 揃うて ゆく も 人前 恥 かしく、 急いで 村 を 通り 拔け 

ようとの 考 から、 僕 は 一 足 先にな つて 出掛ける。 村 は づれの 坂の 降 口の 大きな 銀杏の 樹の 根で： 7 

子の くるの を 待った。 こ- - から 見お ろす と 少しの 田圃が ある。 色よ く 黄ばんだ 晚稻に 露 を おんで、 2 
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、、ノット リと打 伏した 光景 は、 氣 のせ ゐか 殊に 淸々 しく、 胸の すく やうな 眺めで ある。 民 子 はいつ 

の 間に か 來てゐ て、 昨日の 雨で 洗 ひ 流した 赤土の 上に、 二葉 三 葉 銀杏の 葉の 落ちる の を 拾って る 

る。 

「民さん、 もうきた かい。 此天氣 のよ いこと どうです、 ほんと に 心 持の よい 朝 だね」 

「ほんと に天氣 がよくて 嬉しい わ。 このま ァ 銀杏の 葉の 綺麗な こと。 さァ 出掛け ませう」 

民 子の 美しい 手で 持って ると 銀杏の 葉 も 殊に 綺麗に 見える。 一 一人 は 坂 を 降りて 漸く 究 屈な 場所 

から 廣 場へ 出た 氣 になった。 今日は 大 いそぎで 棉を 採り 片付け、 さん-^面白ぃことをして遊ば 

うな どと 相談しながら 歩く。 道の 眞中は 乾いて ゐ るが、 兩 側の 出に ついて ゐる所 は、 露に L とし 

とに 懦れ て、 いろくの 草が 花 を 開いて る。 タウ コギは 末枯れて、 水 薪麥 蓼な ど 一番 多く 繁 つて 

ゐる。 都 草 も 黄色く 花が 見える。 野菊が よろく と^いて ゐる。 民さん これ 野菊が と 僕 は Ifi" 知ら 

す 足 を めた けれど、 民 子 は 聞えない のか さっさと 先へ ゆく。 僕 は 一寸 脇へ 物 を 置いて、 野菊の 

花 を 一 握り 採った。 

お 子 は 一町 ほど 先へ 行って から、 氣が ついて 振り返る や 否や、 あれ ッと 叫んで 驅け戾 つてき た。 

「民さん はそんな に戾 つてき ない ッ だつ て 僕が 行く も の を：：」 

「ま ァ政 夫さん は 何 をして ゐ たの。 私び ッ くりして：： まァ 綺麗な 野菊， 政 夫さん、 私に 半分お 
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くれ ッ たら、 私 ほんた うに 野菊が 好き」 

「僕 はもと から 野菊が だい 好き。 民さん も 野菊が 好き：：」 

「私なんでも 野菊の 生れ 返りよ。 野菊の 花 を 見る と 身 振 ひの 出る ほど 好 もしい の。 どうして こん 

なかと、 自分で も 思 ふ 位」 

「民さん はそんな に 野菊が 好き：： 道理で どうやら 民さん は 野菊の やうな 人 だ」 

民 子 は 分けて やった 半分の 野菊 を 顔に 押し あてて 嬉しがった。 一 一人 は步き だす。 

「政 夫さん：： 私 野菊の 様 だって どうしてで すか」 

「さァ どうして とい ふこと はないけ ど、 民さん は 何が なし 野菊の 様な 風 だから さ」 

「それで 政 夫さん は 野菊が 好きだつ て：：」 

「僕 大好き さ」 

民 子 はこれ から は あなたが 先にな つてと 云 ひながら、 自ら は 後に なった。 今の 偶然に 起った 簡 

單な 問答 は、 お 互の 胸に 强く 有意 味に 感じた。 民 子 もさう 思った 事 は 其 素振りで 解る。 兹 まで 話 

が 迫る と、 もう 其 先 を 言 ひ 出す こと は出來 ない。 話 は 一寸 途切れて しまった。 

何と 言っても 幼い 兩人 は、 今 罪の 神に 飜 弄せられつ.^ あるので あれ ど、 野菊の 樣な人 だと 云つ 

た詞 についで、 其 野菊 を 僕 はだい 好きだと 云った 時 すら、 僕 は旣に 胸に 動氣を 起した 位で、 直ぐ 
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に それ 以上 を 言 ひ 出す ほどに、 まだ./ \ -づ うづう しく はなって るない。 民 子 も 同じ こと、 物に 突 

き あた つ た 様な 心 持で 强 くお 互に 感じた 時に 聲は つまって しまったの だ。 一 一人 は 暫く 無 一一 E で 歩く。 

眞に民 子 は 野菊の 様な 兒 であった。 民 子 は 全くの 田舍 風で はあった が、 決して 粗野で はな かつ 

た。 可憐で 優しくて さう して 品格 もあった。 厭味と か憎氣 とかい ふ 所 は 爪の ほど もなかった。 

どう 見ても 野菊の 風だった。 

暂 くは默 つてる たけれ ど、 いつまで 詰 もしないで るる は猶を かしい 様に 思って、 無理と 話 を考 

へ 出す。 

「民さん はさつ き 何を考 へ て あんなに 脇見 もしないで 步 いてる たの」 

「わたし 何も 考 へ てゐ やしません」 

「民さん は そり ゃ譃 だよ。 何 か考へ ごとで もしなくて あんな 風 をす る譯 はない さ。 どんな AJ とな 

者へ てるた Q か 知らない けれど、 隱 さないだ つてよ いぢ やない か」 

「政 夫さん、 濟 まない。 私さつ きほんと に考 事して ゐ ました。 私つ くぐ 考 へて 情なくな つたの。 

わたし はどうして 政 夫さん よか 年が 多 いんで せう。 私 は 十七 だと 首 ふんだ もの、 ほんと に 情なく 

なる わ：：」 

「民さん は 何の こと 言 ふんだら う。 先に 生れた から 年が 多い。 十七 年 育った から 十七に なった の 
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ぢ やない か。 十七 だから 何で 情ない のです か。 僕 だって、 さ 来年に なれば 十七 歲さ。 民さん は ほ 

ん とに 妙な こと を 云 ふ 人 だ」 

僕 も 今 民 子が 言った ことの 心 を 解せ ぬ ほどの 兒供 でもない。 解って はるる けど、 わざと 戯れの 

樣に 聞きな して、 振り かへ つて 見る と、 民 子 は 眞に考 へ 込んで ゐる 様で あつたが、 僕と 顔合せて 

極り わるげ に 遽に側 を 向いた。 

かうな つてく ると 何 をい うても、 直ぐ そこへ 持って くるので 話が ゆきつ まって しま ふ。 二人の 

內で どちら か 一人が、 す AJ うしほん の 僅に でも 押が 强 ければ、 こんなに 話が ゆきつ まるので はな 

い。 お 互に 心 持 は 奥底まで 解って ゐ るの だから、 士  n 野 紙 を 突破る ほどに も 力が ありさへ すれば、 

話の ー步を 進めて お 互に 明 放して しま ふこと が出來 るので ある。 乍併眞 底から おぼこな 二人 は、 

其 吉野紙 を 破る ほどの 押がない ので ある。 叉玆で 話の 皮 を 切って しま はねば ならぬ と 云 ふ 様な、 

ハツ キリした 意識 も 勿論ない の だ。 言 は 未だ 取 止めの ない 卵 的の 戀 であるから、 少しく 心の 力 

が 必要な 所へ くると 話が ゆきつ まって しま ふので ある。 

お 互に 自分で 話し 出して は 自分が 極り わるくなる 様な こと を 繰返しつ \ 幾 町 かの 道 を 歩いた。 

詞數 こそ 少な けれ、 其 詞の奧 に は 二人共に 無量の 思 ひ を 包んで、 極り がわる い 感情の 中には 何と 

も 云へ ない 深き 愉快 を湛 へて 居る。 それで 所謂 足 も {4! に、 いつしか 田圃 も 通り こし、 山路へ 這 入 
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つた。 今度 は 民 子が 心 を 取り直し たらしく 鮮 かな 聲で、 

「政 夫さん、 もう 半分 道來 ましてせ うか。 大長栅 へ は 一 里に 遠い ッて云 ひました ねィ」 

「さう です、 一里 半に は 近い さう だが、 もう 半分の 餘來 ましたら うよ。 少し 休み ませう か」 

「わたし 休まな くと も、 ようご ざいます が、 早速お 母さんの 罰が あたって、 薄の 葉で こんなに 手 

を 切りました。 ちょいと これで 結 はへ て 下さいな」 

親指の 中程で 疵は 少し だが、 血が 意外に 出た。 僕 は 早速 紙 を 裂いて 結 はへ て やる。 民 子が 兩手 

を 赤く して ゐ るの を 見た 時 非常に かはい さう であった。 こんな 山の 中で 休む より、 畑へ 往 つて か 

ら 休まう とい ふので、 今度 は 民 子 を 先に 僕が 後に なって 急ぐ。 八 時 少し 過ぎと 思 ふ 時分に 大 長 栅 

の 畑へ 着いた。 

十 年 許り 前に 親父が 未だ 達者な 時分， 隣村の 親戚から 頼まれて 餘儀 なく 買った の ださう で、 畑 

が 八 反と 山林が 一 一町 ほど 玆に あるので ある。 此邊 一 帶に高 臺は呰 山林で 其 問の 栅が 畑に なって 35 

る。 越 石 を 持って るると 云へば、 世 問 はよ いけど、 手間 許り 掛 つて 割りに 含 はない といって 母 

が 言って る 畑 だ。 

二-つば 0. 

三方 林で 圍 まれ、 南が 開いて 餘 所の 畑と つづいて るる。 北が 高く 南が 使い 傾斜に なって るる。 

母の 推察 通り、 棉は 末に はなって ゐ るが、 風が 吹いたら 溢れる かと 思 ふ ほど 棉は ゑんで るる。 點 
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點 とし て 畑 中 白くな つて ゐ るせ、 棉 に 朝日が さして ゐ ると 目ぶ しい 様に 綺麗 だ 。 

「まァ よく ゑんで る こと。 八：' 日 採りに きて ょぃ赛 しました」 

民 子 は 女 だけに， 棉 3 綺麗に ゑんで るの を 見て 嬉し さう にさう 云った。 畑の 眞 中程に 桐の 樹が 

ニ本繁 つて ゐる。 薬が 落ち かけて 居る けれど、 十月の 熱 を 凌ぐ に は 十分 だ。 玆へ あたりの 泰殼を 

寄せて 二人が 陣 どる。 辨當 也み を 枝へ 釣る。 天氣 のよ いのに 山路 を 急いだ から、 汗ばんで 熱い。 

着物 を 一 枚 づっ脫 ぐ。 風 を懷へ 入れ 足を展 して 休む。 靑 ぎった 空に 翠の 松林、 百舌 も何處 かで 嗚 

いて ゐる。 聲の 響く ほど 山は靜 かなの だ。 天と地との 問で 廣ぃ 畑の e ハン 中に 二人が 話 をして ゐる 

ので ある。 

「ほんと に 民 子さん、 け ふとい ふけ ふ は 極樂の 様な 日です ね」 

顔から 頸から 汗 を 拭いた 跡の つやく しさ、 今更に 民 子の 橫顏を 見た。 

「さう です ねィ、 わたし 何だか 夢の 様な 氣 がする の。 今朝 家 を 出る 時 はほんと に 極り が惡 くて： 

： 嫂さん に は變な 眼つ きで 視られ る、 お 增には 冷 かされる、 私 は のぼせて しま ひました。 政 夫 さ 

ん は平氣 でる るから 憎らしかった わ」 

「僕 だって 平氣な もんです か。 村の 奴ら に 逢 ふの がいや だから、 僕 は 一 足 先に 出て 銀卉の 下で 民 

さん を 待って ゐ たんで さァ。 それ はさう と、 民さん、 今日は ほんと に 面白く 遊ばう ね。 僕 は來： =: 
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は學 校へ 行 くんだ し、 今月と て 十五 日し かないし、 二人で しみ-^ 話の 出来る 様な こと は是 から 

先 は六づ かしい。 あはれ ッぼ いこと 云 ふやう だけど、 二人の 仲 も 今日 だけ かしらと 思 ふの よ。 ね 

ィ 民さん — 」 

「そり ゃァ政 夫さん、 私 は 道々 それ 許り 考 へて 來 ました。 私が さっき ほんと に 情なくな つてと 言 

つたら、 政 夫さん は 笑って おしま ひなした けど：：」 

面白く 遊ばう 遊ばう 言うても、 話 を 始める と 直ぐに かうな つてし まふ。 民 子 は淚を 拭うた 様で 

あった。 丁度よ くそ こへ 馬が 見えて きた。 西側の 山路から、 がさ/ \笹 にさ はる 昔が して、 薪 を 

つけた 馬 を 引いて 頰 冠の 男が 出て 來た。 能く 見る と 意外に も 村の 常吉 である。 此の 奴 はいつ か 向 

うのお 濱に民 子 を 遊びに 連れ だして くれと 頻りに 賴ん だとい ふ 奴 だ。 いやな 野郎が き やが つたな 

と 思うて ゐ ると、 

「や 政 夫さん、 コ ンチ ャ どうも 結構な ぉ天氣 ですな。 今日は 御 夫婦で 棉採 りかな。 洒落れ てます 

ね。 ァ ハ 、 、 、 、 

r ォ. t 常さん、 今日は 駄賃 かな。 大變 早く 御 精が 出ます ね」 

「ハ ァ吾々 なん ざァ 駄賃 取りで もして 適に  一 K 凰 やる より 外に 樂み もな いんです からな。 2^ 子さん" 

いやに 見せつ けます ね。 餘り 罪です ぜ。 ァ ハ、、 、ヽ」 
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此野郞 失敬な と 思った けれど、 吾々 も餘り 威張れる 身で もな し、 笑 ひと ぼけて 常吉を やり過ご 

した。 

「馬鹿野郎、 實に 厭な やつ だ。 さァ 民さん、 始め ませう。 ほんと に 民さん、 元氣 をお 直しよ。 そ 

ん なにく よくお しでない よ。 俟は學 校へ 行った て 千 薬 だもの、 盆 正月の 外に も 来ようと 思へば 

土曜の 晚 かけて 日曜に 来られる さ：：」 

「ほんと に濟 みません、 泣 面な どして。 あの 常さん て 男、 何とい ふい やな 人で せう」 

民 子 は 櫸褂け 僕 は シャツに is^ を脫 いで 一 心に 採って 三時 間 許りの 間に 七 分 通り 片 づけて しまつ 

た。 もう 跡 はわけ がない から 辨當 にしようと いふ ことにして 桐の 蔭に 戻る。 僕 はかね て 用意の 水 

筒 を 持って、 

「民さん、 僕 は 水 を 汲んで 來 ますから、 留守番 を賴 みます。 歸リに 『えび づる』 や 『あけび』 を 

うんと 土産に 採って 來 ます」 

「私 は 一人で 居る の はい や だ。 政 夫さん、 一所に 連れてって 下さい。 さっきの 様な 人に でも 来ら 

れ たら 大變 です もの」 

「だって 民さん、 向う の 山 を 一 つ 越して 先です よ、 淸 水の ある 所 は。 道と いふ 様な 道 もなくて、 

それ こそ 茨 や 薄で 足が 疵 だらけになります よ。 水が なくち や 辨當が 食べられ ないから、 困った な 
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ァ、 民さん、 待って ゐられ るで せう」 

「政 夫さん、 後生 だから 連れて行って 下さい。 あなたが 步 ける 道なら 私に も步 けます。 一人で 兹 

にゐ るの はわた しゃどうしても — 」 

「民さん は 山へ 来たら 大變だ \ ッ兒 になり ました ネ ー。 それ ぢゃー 所に 行き ませう」 

辨當 は棉の 中へ 隱し、 着物 はてんで に 着て しまって 出掛ける。 民 子 は 頻りに、 にこ， （- してる 

る。 端から 見たならば、 馬鹿々々 しく も 見苦しく も あらう けれど、 本人 同志の 身に とって は、 其 

のらち もな き 押 問答の 內 にも 限りなき 嬉しみ を感 する ので ある。 高く もない けど 道の ない 所 を ゆ 

くので あるから、 笹原 を 押 分け 樹の 根に つかまり、 崖 を攀づ る。 屢々 民 子の 手 を 採って 曳 いて や 

る。 

近く 二三 曰 以來の 二人の 感情で は、 民 子が 求めるならば 僕 は どんな ことで も 担 まれない、 叉 僕 

が 求めるなら 矢張り どんな ことで も 民 子 は 決して 担み はしない。 さう いふ 問 柄で ありつ \ も， "1: 

くまで 臆病に 飽くまで 氣 の-小さな 兩人 は、 嘗て 一 度 も 有意 味に 手な ど を 採った ことはなかった。 

然るに 今日は 偶然の 事から 展々 手 を 採り 合 ふに 至った。 這邊 2 一  種 云 ふべ からざる 愉快な 感情 は 

經驗 ある 人に して 初めて 語る ことが 出來 る。 

「おさん、 玆 まで くれば、 淸水は あすこに 見えます。 是 から 僕が 一 人で 行って くるから 玆に 待つ 
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て 居なさい。 僕が 見えて 居たら 居られる でせ う」 

「ほんと に 政 夫さん の 御 厄介です ね：： そんなに だ \ を 言 つ て は濟ま ないから、 玆で 待ち ませう „ 

あら ァ 野葡萄が あった」 

. 僕 は 水 を 汲んでの：！ りに、 水筒 は 腰に 結 ひつけ、 あたり を 少し 許り 探って、 「あけび」 四 五十と 

野葡萄 一 もく さ を 採り、 龍膽の 花の 美しい の を 五六 本 見つけて 歸 つてき た。 歸りは 下り だから 無 

造作に 一 一人で 降りる。 畑へ 出口で 僕 は 春 蘭の 大きい の を 見つけた。 

「民さん、 僕 は 一寸 『アツ タリ』 を 掘って ゆく から、 此 『あけび』 と 『えび づる』 を 持って；；；；： つ 

て 下 さ い 」 

r 『ァ ッ クリ』 て 何に い。. あら ァ春 蘭ぢ やありません か」 

「民さん は 町 場 もんです から、 卷蘭 などと 品 S よい こと 仰し やる のです。 矢 切の 百姓なん ぞは 

『アツ クリ』 と 巾し ましてね、 皸の 藥に 致します。 ハ、 ゝ、」 

「あら ァ 口の 惡 いこと。 政 夫さん は、 け ふ はほんと に 口が 惡 くな つたよ」 

山の 辨當と 云へば、 土地の 者 は 一般に 樂 みの 一 つと して ある。 何 か 生理 上の 理由で も あるか 知 

らんが、 兎に^^、 山に 仕事 をして やがてた ベる 辨當が 不思議とう まいこと は 誰も 云 ふ 所 だ。 今 吾 

吾一 一人 は 新ら しき 淸水を 汲み 來り 母の 心 を 籠め た 辨當を 分けつ- - たべる ので ある。 興味の 尋常で 
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ない は霄ふ も 愚な 次第 だ。 僕 は 「あけび」 を 好み 民 子 は 野葡萄 をた べつ、 暫く 話 をす る。 民 子 は 

笑 ひながら、 

「政 夫さん は 皸の 藥に 『アツ タリ』 とやら を 採って きて 學校 へお 持ちになる の。 學 校で 皸が きれ 

たら を かしいで せう ね：：」 

僕 は 面目に、 

とゥ 

「なァ にこれ はお 增 にやる のさ。 ぉ增 はもう 疾に皲 を 切らして ゐ るで せう。 此 問 も 湯に 這 入る 時 

にお が 火 を 焚きに きて 非常に 皸 を 痛が つて ゐ るから、 せ 八 に 俊が 山へ 行ったら 『アツ クリ』 を. 

採って きて やる と 一 H つたの さ」 

「まァ あなた は 親切な 人です ことね：： お 增は蔭 日向の ない 惜氣 のない 女です から、 私 も 仲好く 

して ゐ たんです が、 此頃は 何とな し 私に 突き 當る樣 な 事ば かし 言って、 何でも わたし を |E んでゐ 

ますよ」 

「ァハ ヽ、、 それ はお 增 どんが 燒餅を やくので さ。 つまらん ことに もす ぐ燒 餅を燒 くの は、 女の 

癖 さ。 僕が そら 『アツ クリ』 を 採って いってお 增 にやる と 云へば、 民さん がすぐ に、 まァ あなた 

は 親切な 人と か 何とか 云 ふの と 同じ 譯さ」 

「此人 はいつ のまに こんなに 口が わるくな つたので せう。 何 を 言っても 政 夫さん に はかな ひやし 
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ない。 いくら 私 だってお 增が拫 も 底 もない 燒 もちだ 位 は 承知して ゐ ますよ：：」 

「實 はお 增も 不憫な 女よ。 兩 親が あんな ことにな りさへ せねば、 奉公人と までなる ので はない。 

親父 は戰爭 で 死ぬ、 お袋 は 之れ を 嘆いた が もとでの 病死、 一人の 兄が はづれ ものと いふ 譯で、 と 

う/ \ あの 始末。 國 家の 爲に 死んだ 人の 娘 だもの、 民さん、 いた はって やらねば ならない。 あれ 

でも：^ さん、 あなた をば 大變 ほめて るるよ。 意地 曲リの 嫂に こきつか はれる の だから 一 層 かはい 

さ うで さ」 

「そり ァ政 夫さん、 私 もさう 思って 居ます さ。 お母さん も 能く さう おっしゃ いました。 つまらな 

いものです けど 何とか かと か 分けて やって ますが、 又 政 夫さん の 様に 情深く される と：：」 

民 子 は 云 ひさして 叉 話 を 詰まらし たが、 桐の 薬に 包んで 置いた 龍 膽の花 を 手に 採って、 急に 話 

を轉 じた。 

「こんな 美しい 花、 いつ 採って お出でな して。 りんだ うは ほんと にょい 花です ね。 わたし りんだ 

うが こんなに 美しい と は 知らなかった わ。 わたし 急に りんだ-つが 好きに なった。 ぉォぇ H 花：：」 

花 好きな 民 子 は 例の 癖で、 色白の 顏に其 紫紺の 花 を 押しつける。 やがて 何 を 思 ひだして か、 ひ 

とりでに にこく 笑 ひだした。 

ra^ さん、 なんです、 そんなに ひとりで 笑って」 
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一政 失さん はりんだ うの 様な 人 だ」 

「どうして」 

「さ ァ どうして とい ふこと はないけ ど、 政 夫さん は 何が なし 龍 膽の樣 な 風 だから さ」 

民 子 は 言 ひ 終って 顔 を かくして 笑った。 

「；^ さん も餘程 人が 惡く なった。 それで さっきの 仇 討と いふ 譯で すか。 ロ眞 似なん か 恐 入ります 

ナ。 併しお さんが 野菊で 僕が 龍 膽とは 面白い 對で すね。 僕 は 悅んで りんだ うになります。 それで 

さ ん がりんだ う を 好き になって くれ.. - ば猶 嬉し い 」 

二人 はこん ならち もな き 事い うて 悅ん でるた。 秋の 日足の 短 さ、 日 は 漸く 傾き そめる。 さァと 

の掛 聲で棉 もぎに か. -る。 午後 2 分 は 僅であった から 一時 問 半 許りで もぎ 終へ た。 何 やか やそれ 

ぞれ まとめて 桥 一一 ョに乘 せ、 二人で 差し あ ひに かつぐ。 民： 卞を 先に 僕が 後に、 とぼ. く 灿を S£ か 

けた 時 は、 n は 早く 松の 枬を かぎり かけた。 

ネ分 道も來 たと m わ ふ顷は 十三夜の 月が、 木の 問から 影 を さして 花に ゆらぐ 風 もな く * 露の S 

くさへ 见 える 様な 夜に な， つた。 今朝 は氣 がっかなかった が、 道の 西 手に 一 壇 低い 畑に は、 養麥の 

花が 薄 親 を曳き 渡した やう に 白く 见ぇ る。 こ ほろ ぎ が 寒げ に 鳴いて ゐる にも 心と めすに はるら れ 

ない。 


； 2  二  0 


(失 千 左） 墓の 菊！! f 


「民さん、 くた ぶれた でせ う。 どうせお そくな つたんで すから、 此 景色の よい で 少し 休んで 行 

きませ う」 

「こんなにお そくなる なら、 今少し 急げば よかった に。 家の人 達に 吃 度 何とか 言 はれる。 政 夫 さ 

ん、 私 は それが 心配になる わ」 

「今更 心配しても 追つ かないから、 まァ 少し 休み ませう。 こんなに 景 <p」 のよ いこと は 滅多に あり 

ません。 そんなに 人に 巾譯 のない 様な 惡 いこと はしない もの、 31^さん、 心配す る こと はない よ」 

月 あかりが 斜 にさし こんで るる 道端の 松の 切株に 一 一人 は 腰 を かけた。 目の 先 七 八 問の 所 は 木の 

蔭で 薄噔 いが それから 向う は 畑 一 ばいに； =： がさして、 藉麥の 花が 際立って 白い。 

「何とい ふえい 景色で せう。 政 夫さん、 歌と か 俳句と かいふ もの を やったら、 こんなと きに 面白 

いこと が 云へ るで せう ね。 私ら 様な 無筆で もこん な 時には 心配 も 何も 忘れます もの。 政 夫さん、 

あなた 歌 をお やん なさい よ」 

「僕 は K は 少し やって ゐる けど、 六つ かしくて {: 介 易に 出来ない のさ。 山 畑の 養麥の 花に S がよく 

て、 こ ほろ ぎが 鳴くな どは實 にえいで すな ァ。 民さん、 これから 二人で 歌 を やり ませう か」 

お f«l に 一 つの 心配 を 持つ 身と なった 二人 は、 內に思 ふこと が 多くて 却て 話 は 少ない。 何となく 

覺 束ない 二人の 行末、 鼓で 少しく 話 をしたかった の だ。 民 子 は 勿論の こと、 僕よりも 一層 話 L た 
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かった に 相違ない が、 年の 至らぬ のと 浮いた 心の ない 二人 は、 なかく 差 向 ひで そんな 話 W 出來 

なかった。 暫く は 無言で ぼんやり 時間 を 過ごす うちに、 一列の 雁が 二人 を 促す かの 様に 空 近く 鳴 

いて 通る。 

漸く 田圃へ 降りて 銀杏の 木が 見えた 時に、 二人 は 叉 同じ様に 一種の 感情が 胸に 湧いた。 それ は 

外で もない、 何となく 家に 這 入り づ らいと 言 ふ 心 持で ある。 這 入り づ らい 譯 はない と 思うても、 

どうしても 這 入り づ らい。 躊路 する 暇 もない、 忽ち 門前 近く 來て しまった。 

「政 夫さん：： あなた 先にな つて 下さい。 私 極り わるくて しゃう がない わ」 

「よし、 それ ぢゃ 僕が 先になら う」 

僕 は 頗る 勇氣を 鼓し 殊に 平 氣な風 を 装うて 門 を 這 入った。 家の人 達 は 今夕 飯 最中で 盛んに 話が 

湧いて るるら しい。 庭 場の 雨戶は 未だ 開いた なりに 月が 軒 口 迄 さし 込んで るる。 僕が 咳 拂をー ッ 

やって 庭 場へ 這 入る と、 臺 所の 話 は 俄に 止んで しまった。 民 子 は 指の 先で 僕の 肩を揸 いた。 僕 も 

承知して ゐ るの だ、 今 御 膳 會議で 一 一人の 峰が 如何に 盛んであった か。 

祭で はあり 十三夜で は あるので、 家中 表座敷へ 揃うた 時、 母 も 奥から 起きて きた。 母 は 一通 

り. 一 一人の 餘り遲 かった 事 を 咎めて 深く は霄 はなかった けれど、 常と は 全く 遠って るた。 何 か 思つ 

て n;" るら しく、 少 L も 打 解けない。 これまで は 口に は 小言 を 一一 一一！： うても、 心 屮に疑 ひはなかった の 


(夫 千 左） 墓に 菊 野 


だが、 今夜 は 口に は 餘り言 はない が、 心で は 十分に 二人に 疑 ひ を 起した に 違 ひない。 民 子 は 愈 小 

さくな つて 座敷 中へ は 出ない。 僕 は 山から 採って きた、 あけび や 野葡萄 や を澤山 座敷 中へ 並べ 立 

てて、 暗に 僕が こんな 事 をして 居た か ら遲 くな つたの だとの 意 を 示し 無言 の 辯 解 を やつ て も 何 の 

き- -め もない。 誰 一人 それ を さう と 見る もの はない。 今夜 は 何の 話に も 僕 等 二人 は 除け ものにさ 

れる 始末で、 最早 一 一人 は 全く 罪 ある ものと 默 決されて 了った ので ある。 

「お母さんが あんまりせ 過ぎる。 ぁァ して 居る 一 一人 を 一 所に 山 畑へ やる と は 目の ない にも 程が あ 

る。 はたで いくら 心配しても お母さんが あれで は 駄目 だ」 

これが 臺所 會議の 決定であった らしい。 母の 方で も 何時 迄兒 供と 思って ゐ たが 誤りで、 ，H 分が 

悪かった とい ふ 樣な考 に 今夜 はなった ので あらう。 今更 二人 を 叱って 見ても 仕方がない。 何に 政 

夫を舉 校へ 遣って しま ひさ へ せば 仔細 はない と 母の 心 はちゃん と 極って 居る らしく、 

「政 や、 お前 はナ 十一月へ 入って 直ぐ 學校 へやる 積り であった けれど、 さう してぶ らく， L て 一:^5 

ても爲 になら ないから、 お 祭が 終ったら、 もう 學 校へ ゆく がよ い。 十七 日に ゆく としろ  にい 

か、 其つ もりで 小吏 度して 置け」 

學 校へ ゆく は 固より 僕の 願 ひ、 十日 や 二十 曰 早くと も遲 くと も それに 仔細 はない が、 此 場合 然 

も 今夜 言 渡が あって 見る と、 二人 は 旣に罪 を 犯した ものと 定められての 仕置で あるから、 民 子 は 
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勿論 僕に 取っても 頓る 心苦しい 處が ある。 赏際ー 一人 は それ 程に 堕落した 譯 でない から、 頭から さ 

うと 極められて は、 聊か 妙な 心 持が する。 さりと て 辯 解 2 出來る ことで もな し、 又强 いこと を 言 

へる 资格も 寅 は 無い ので ある。 是れ がー ヶ月 前であった らば、 それ はお 母さん 御 無理 だ、 學 校へ 

一 了く の は 望みで あるけ ど、 科 を 着せられて の 仕置に 學校 へ ゆけ と は あんまりで せう： . • などと 直 

ぐ だ ^ を 言 ふので あるが、 今夜 はそんな 我儘 を 言 へ る 程 無邪氣 ではない。 全くの 處 戀に陷 つてし 

まって ゐる。 

あれほど 可愛がられた 一 人の 母に 隱 立て をす る、 何となく 隔て を 作って 心 3 有り たけを 言 ひ 得 

ぬまでに なって ゐる、 おの づ から 人前 を 悼り、 人前で は 殊页に 二人が うと，/ \>L く 取りな す 様に 

なって るる。 かくまで 私心が 長 じてきて どうして 立派な 口が きけ よう。 僕 は 只 一言、 

「は ァ： ：」 

,v 答へ たきり なんにも 言 はす、 母の 言 ひつけに 盲從 する 外はなかった。 

「僕 は學校 へ往 つて 了へば それでよ いけど、 民さん は 跡で どうなる だら うか」 

不 圖 さう 思って、 そっと 民 子の 方 を 見る と、 ぉ增が 枝豆 を あさってる 後に、 民 子 はう つむいて 

膝の 上に 禪を こねく りつ - -沈默 して ゐる。 如何にも 元氣 のない 風で 夜の せゐか 顔色 も靑 白く 見え 

た。 民 子の 風 を て 僕 も 俄に 悲しくな つて 泣きた くな つた。 淚は 險を傳 つて 眼が 曇った。 何ぜ悲 
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L くな つた か 理由 ほ 判然し ない。 只 民 子が 可哀想で なら なくなつ たので ある。 民 子と 僕との 樂し 

ぃ關 係も此 日の 夜まで は績 かなく、 十三 日の 甞 一の 光と 共に 全く 消えう せて 了った。 嬉しい につけ 

て も W 心 ひの たけ は 語りつ くさす、 S き 悲しい ことに 就けて は 勿論 百 分の 一 だ も 語り あはないで、 

一 一人の 關係 は闓の 幕に 這 入って 了った ので ある。 

十 g! 日 は 祭の 初 曰で 只 物せ はしく 日が くれた。 お 互に 氣 のない 風 はして ゐて も、 手に せ はしい 

仕事の あるば かりに、 鬼に 角 思 ひ 紛らす ことが 出來 た。 

十五 日と 十六 日と は、 食事の 外用 事 もない ま. -に、 書 室へ 籠りと ほして ゐた。 ぼんやり 机に も 

たれた なり 何 をす るで もな く、 又 一 一人の 關係を どうしようかと いふ 樣な ことす らも 考 へ て はるな 

い。 只 民 子の ことが 頭に 充 ちて るる 許りで、 極めて St 純に 民 子 を 思うて ゐる 外に 考へは 働いて 35 

らぬ。 此ニ日の間に民：ナと三四囘は^_?1|ったけれど、 話 も 出來す 微笑 を 交換す る元氣 もな く、 うら 

淋しい 心 持 を 互に 目を訴 ふるのみ であった。 二人の 心 持が 今少し ませて 居ったならば、 此ニき 

問 に も將來 の 事な ど隨分 話し合 ふ こ とが 出来た ので あらう けれど、 しぶとい 心 持な ど は 毛 程 もな 

かった 二人に は、 其 場合に なかく そんな 事 は 出来なかった。 それでも 僕 は 十六 日の 午後に なつ 

て、 何と はなしに 以下の やうな 事を卷 紙へ 書いて、 n 暮に 一寸 來た民 子に 僕が 居 なくなつ てから 
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見て くれと 云ゥて 渡した。 

朝から 玆へ這 入った きり、 何 をす る氣 にもなら ない。 外へ 出る 氣 にもなら す、 本 を 讀む氣 に 

もなら す、 只 繰返し 繰返し 民さん の 事 許り 思って 居る。 民さん と 一 所に 居れば 神様に 抱かれ 

て 雲に でも 乘 つて 居る 様 だ。 僕 はどうして こんなにな つたんだ らう。 孽問 をせ ねばならない 

身 だから、 學 校へ は 行く けれど、 心で は 民さん と 離れたくない。 民さん は 自分の 年の 多い の 

を氣 にして ゐ るら しいが、 僕 はそんな こと は 何とも 思 はない。 僕 は 民さん の 思 ふと ほりに な 

るつ もりです から、 民さん もさう 思って るて 下さい。 明日 は 早く 立ちます。 冬期の 休みに は 

£1 つてき て 民さん に 逢 ふの を樂 みに して 居ります。 

十月 十六 日  政 夫 

ni- 子樣 

學 校へ 行く と は 云へ、 罪が あって 早く やられる と 云 ふ 境遇で あるから、 人の 笑 聲話聲 にも  一 K 

ひがみ 心が 起きる。 皆 二人に 對 する 嘲笑 かの 樣に 聞かれる。 いっそ 早く 學 校へ 行って しま ひたく 

なった。 決心が 定まれば 元氣も 恢復して くる。 此夜は 頭 も 少しく さえ 夕飯 も 心 持よ くた ベた。 學 

校の 事 何くれとなく 母と 話 をす る。 やがて 寢に 就いて から も、 

「何 だ爲 鹿々々 しい、 十五 かそ とらの 小僧の 癖に、 女の 事な ど 許りく よ. （-^ へて：： さ-つ ださ 
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うだ、 明朝 は 早速 學 校へ 行かう。 民 子 は 可哀想 だけれ ど：： もう 考 へまい， 考 へたって 仕方がな 

い、 舉 校々々：：」 

獨 P き \ つ \ 眠り に 入 つ た 様な 譯で あった。 

船で 河から 市 川へ 出る つもり だから、 十七 日の 朝 小雨の 降る のに、 一 切の 持物 を カバ ン 一個に 

つめ 込み 民 子と ぉ增に 送られて 矢 切の 渡へ 降りた。 村の 者の 荷船に 便乘 する 譯 でもう 船 は 來て居 

る。 僕 は 民さん それ ぢ^?  と 言 ふつ もりで も 咽が つまって 聲が 出ない。 民 子 は 僕に 包 を 渡して 

から は、 自分の 手の やりばに 困って 胸 を 撫でたり 襟 を 撫でたり して、 下 許り 向いて ゐる。 眼に も 

っ淚 をお 增に 見られまい として、 體を 脇へ そらして ゐる。 民 子が あはれ な 姿 を 見て は 僕 も 涙が 抑 

へ 切れなかった。 民 子 は 今日 を 別れと 思って か、 髮 はさつ ばリ とした 銀杏 返しに 薄く 化粧 を， L て 

ゐる。 煤 色と 紺の 細かい 辨慶 縞で、 羽織 も 長 着 も 同じい 米澤紬 に、 品の よい 友禪 縮緬 5 帶を 1- め 

てゐ た。 襌を 掛けた 民 子 もよ かった けれど 今日の 民 子 は 叉 一 層 引 立って 見えた。 

僕の 氣 のせ ゐ でで も あるか、 民 子 は 十三 日の 夜から は 一日々々 とや つれてき て、 此日 のいたい 

たし さ， 僕 は 泣かす に は 居られなかった。 蟲が 知らせる とで もい ふの か、 これが 生涯の 別れに な 

らうと は、 僕 は 勿論 民 子と て、 よも やさう は £3 はなかった らう けれど、 此 時の つら さ 悲し さは、 
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と て も 他人 に 話， い て も 信じ て くれる もの はない と 思 ふ 位で あった。 

尤も 民 子 Q 思 ひ は 僕より 深かった に 相違ない。 僕 は 屮學校 を 卒業す る 迄に も、 四 五 年 問の ある 

體 であるに * 民 子に 十七で 今年の 內 にも 緣談の 話が あって 兩， 親から さう； IH はれ.^ ば、 無造作に 担 

むことの 出来ない 身で あるから、 行末の 事 をい ろく 考へ て 見る と 心配の 多い 譯 である。 常 昨の 

僕 は そ. こまで は 考 へなかった けれど 親しく  E に 染みた 子の いたくし い 姿 は 幾年 經 つても 昨 口 

の 事の やうに 股に 浮いて ゐ るので ある。 

餘 所から 見たならば、 若い うちに 能く あるい たづら の 勝 乎な 泣 面と 見 苦， L  くもあった であらう 

けれど- 二人の 身に 取って は、 眞 にあ はれに 悲しき 別れであった。 -rA に 手 を 採って 後 來を語 る こ 

とも 出來 す、 小雨の しょ ぼ， （- 降る 渡 場に、 泣きの 涙 も 人目 を悔 り、 二 K の 詞も替 はし 得ないで 

永久 の 別れ をして しま つたので ある。 無情の 舟 は 流 を 下 つて 早く、 十分 11 と經 たぬ.？： に 五町と 下 

らぬ內 に、 お 互の 姿 は 雨の 曇りに 隔てられて 了った。 物 も 言 ひ 得ないで、 L よん ぼり と悄れ てる 

た 不 偶な： s:( さ ん の俤、 どうして 忘れる こと が出來 よう。 民 さ んを思 ふ爲に 神の 怒り に 觸れて 卽座 

に 打殺さ る.^ 樣な ことがある とて も 僕に は 民さん を 思 はすに おられな い 。 年 をと つての 後 2 考か 

ら言 へ ば、 ぁァ もしたら かう もしたら と 思 はぬ こと もなかった けれど、 當 時の 若い 同志の 思慮に 

は 何等の 工夫 も 無かった ので ある。 八百屋お 七 は 家を燒 いたらば、 ： 冉度思 ふ 人に 逢 はれる ことと 
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工夫 をした ので あるが、 吾々 二人 は妻戶 一枚 を 忍んで 開ける 程の 智慧 も 出なかった。 それ 程に 無 

邪氣な 可憐な 戀 でありながら、 猶 親に 怖ぢ 兄弟に 憚り、 他人の 前にて 淚も 拭き 得なかった の は 如 

何に 氣の 弱い 同志であった らう。 

僕は學 校へ；：；： つてから も、 兎角 民 子の ことば かり 思 はれて 仕方がない。 學校 におって こんな こ 

とを考 へて どうす る もの かな どと、 自分 e 自分 を 叱り 勵 まして 見ても 何の 甲斐 もない。 さう いふ 

詞の规 からすぐ 民 子の ことが 湧いて くる。 多くの 人中に 居れば どうにか 粉れ るので、 日の 中 は 成 

るた け 一人で 居ない 様に 心掛けて 居た。 衣に なっても 寢 ると 仕方がな いから、 成る たけ 人 巾で 騷 

いでお て 疲れて 寢る 工夫 をして 居た。 さう いふ 始末で 漸く 年 も くれ 冬期 休業に なった。 

僕が 十二  = ^二十 五 1：!：； の 午前に 歸 つて 見る と、 庭 一 面に 籾 を 干して あって、 母 は 前 3 緣 側に 蒲 圑 

を 敷いて 《: 向 ぼつ こ を， L てゐ た。 近頃 は 餘程體 Q 工合 もよ い、 今日は 兄 夫婦と 男と お 增とは 山へ 

落 薬 を はきに 行った との 話で ある。 僕 は 民さん はと 口の 先まで 出た けれど 遂に 言 ひ 切らなかった。 

母 も 意地 惡く 何とも 言 はない。 僕 は 歸り早 々民 子の こ と を 問 ふ の が 如何にも 極り 惡く、 其 儘 例の 

書 室を片 づけて 玆に 落着いた。 併し 日暮 までに は 民 子も歸 つてく る ことと 思 ひながら、 お <i く 

して 待って 居る。 皆が 歸 つて 愈々 夕釵 とい ふこと になっても 民 子の 姿 は 見えない、 誰も 义 子の 
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こと を 一言 も 首 ふ もの もない、 僕 はもう 民 子は巿 川へ 歸っ たものと 察して、 人に 問 ふの もい まい. 

ましい から、 外の 話 もせす 飯が すむ とそれ なり 書 室へ 這 入って 了った。 

今日は 必 す：^ 子に 逢 はれる ことと 一 方なら す樂 みに して 歸 つて 來 たのに、 此 始末で 何とも 言へ 

す 力が 落ちて 淋しかった。 さりと て 誰に 此 苦悶 を 話し やう もな く、 民 子の 寫眞 など を 取 出して 兑 

て 居った けれど、 ちっとも.： 漱が 晴れない。 叉 あの 奴 民 子が 居ない から 考へ 込んで 居 やが ると 思 は 

れるも 口惜しく、 漸く 心 を 取 直し、 母の 枕元へ いって 夜遲 くまで 學 校の 話 をして 聞かせた。 

翌 くる 日 は 九 時 頃に 漸く 起きた。 母 は 未だ 寢てゐ る。 臺 所へ 出て 見る と 外の 者 は 皆 又 山へ 往っ 

たと かで、 ぉ增 がー 人 臺所片 づけに つて ゐる。 僕 は顏を 洗った なり 飯 も 食 はすに、 背戶の 畑へ 

出て しまった。 此秋民 子と 一 一人で 茄子 をと つた 畑が 今 は靑々 と 菜が ほきて ゐる。 僕 は 暫く 立って 

何听を 眺める ともなく、 民 子の 俤を腦 中に ゑが きつ \ 思 ひに 沈んで ゐる。 

「政 夫さん、 何 を そんなに 考 へて ゐ るの」 

ぉ增が 出し 拔 けに 後から そいって、 近くへ 寄って きた。 僕が よい 加減な こと を 一 言 一 お 一" いよと- 

お.^  は  いきなり 僕の 手 をと つて、 も 少し こっちへ きて 兹へ 腰 を 掛けな さい まァ と 言 ひ つ \ 、 藁 を 

積んで ある 所へ 自分 も 腰 を かけて 僕に も 掛けさせた。 

「政 夫さん：： お^さ，. レ はほんと に 可哀想で したよ。 うち -5 姉さんたら ほんと に 意地 曲り です 力 
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らネ。 何とい ふ极 性の 惡ぃ人 だか、 私 も はァ玆 のうちに 居る の は 厭に なって しまった。 昨日 政 夫 

さんが 來 るの は 解リ きって 居る のに、 姉さんが いろんな こと を 云って、 一昨日お 民さん を 市 川へ 

歸 したんで すよ。 待つ 人が ある だつ ぺ とか 逢 ひたい 人が 待ち ど ほかつ ぺ とか、 當 こすり を 云って 

お 民さん を 泣かせた りして ネ、 お母さん にも 何でもい ろ/ \ な こと 言ったら しい、 とう./ \ 一昨 

日お 畫 前に 歸 してし まった ので さ。 政 夫さん がー 昨日き たら 逢 はれたん です よ。 政 夫さん、 私 は 

お 民さん が 可哀想で 可哀想 でなら ないだ よ。 何 だって あな た が 居な くな つてから は 丸で 泣きの 淚 

で 日 を 暮らして 居 るんだ もの、 政 夫さん に 手紙 を やりたい けれど、 それが 能く 自分に は 出来ない 

から 口惜しい と 云って ネ。 私の 部屋へ 三 晚も硯 と 紙 を 持って きて は 泣いて 居ました。 お 民さん も 

始まり は 私に も隱 してる たけれ ど、 後に は隱 して 居られな くな つたの さ。 私 もお 民さん のために 

いくら 泣いた か 知れない：：」 

. 見れば ぉ增 はもう ぼろく 涙 を こぼして ゐる。 一 體ぉ增 は 極 人の よい 親切な 女で、 僕と 民 子が 

目の前で 仲好い 風 をす ると、 嫉妬 心 を 起す けれど、 固より 執念深い 性で ないから、 民 子が 一人に 

なれば 民 子と 仲が 好く、 僕が 一 人に なれば 僕 を 大騒ぎす るので ある。 

それから 猶ぉ增 は、 僕が 居ない 跡で 民 子が 非常に 母に 叱られた ことな ど を 話した。 それ は 概略 

かう である。 意地 惡の 嫂が 何 を； 一目うても- 母が 民 子 を 愛する こと は 少しも 變ら ない けれど、 二つ 
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も 年の 多い 民 子 を 僕の 嫁に する こと はどうしても いけぬ と 云 ふこと になった らしく、 それに ま 嫂 

もい ろく 言うて、 嫁に しないと すれば、 二人の 仲 は 成る たけ 裂く 様な 工夫 をせ ねばならぬ。 母 

も 嫂 もさう いふ 心 持に なって 居る から、 民 子に 對 する 仕向け は、 政 夫の 事お 思うて 居ても 到底 駄 

n であると 遠 廻し に諷 示して 居た" そこへ きて 民 子が 明けても くれても くよ， （- して、 人む 眼に 

もとまる 程で あるから、 時々 は 物忘れ をしたり、 呼んでも 返 辭が遲 かったり して、 母の 癎瘤 にさ 

はった こと も 度々 あった。 僕が 居 なくなつ てから 二十日 許り 經 つて 十一 w: の H 初めの 頃、 民 子 も 

外の 者と 野へ 出る ことと なって、 母が 民 子に お前 は 一足 跡に なって、 座敷の ま はり を 雜巾褂 して 

それから 庭に 擴げて ある 蓆 を 倉 へ 片 づけてから 野 へ ゆけ と 言 ひつけた。 民 子は雜 巾が け を t て か 

らうつ かり 忘れて しまって、 蓆 を 入れす に 野へ 出た 處， 問が わるく 其 曰 雨が 降った から、 其 席 十 

枚 許り を 濡らして しまった。 民 子 は 雨が 降って から 氣が ついた けれど、 もう 問に 合 はない。 うち 

へ歸 つて 早速 母に 詫びた けれど 母 は 平日の 事が 胸に あるから、 

「w も 十 枚 許りの 蓆が 惜しいで はない けれど、 一 體 私の 言 ひつけ を 疎かに 聞いて ゐ るから 起った 

事 だ- もとの 民 子 はさう でなかった。 得手勝手な 考へ 事な どして ゐ るから、 人の 言 ふこと も 耳へ 

這 入らない の だ：：」 

とい ふ 樣な隨 分 痛い 小言 を 云った。 民 子 は 母の 枕： 兀 近くへ いって、 どうか 私が 惡 かった のです 
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から 堪忍して：： と兩手 をつ いて あやまった. - さう すると 母 は 又 さう 何も 他人ら しく 改まって あ 

やまら なくと も だと 叱った さう で、 民 子 は 溜ら なくなって ヮッと 泣き伏した。 北 ハ儘民 子が 泣き や 

んで しまへば 何の 事 もな く濟ん だで あらう が、 民 子 はとうく 一  晚中 泣きと ほした ので 翌朝 は 眼 

を 赤く  L て 居た。 母 も 夜 時々 眼 を さまして みると、 民 子 はいつ でも、 すく一 泣いて ゐる聲 がし 

てゐ たとい ふので、 今度 は 母が 非常に 立腹して、 お 增と民 子と 一 一人 呼んで 母が 額聲 になって 一： ムふ 

一 J  i> 

あ. s たい  き-て 

「相 對 では 私が どんな 我儘な こと を 云 ふか も 知れない からお 增は聞 人に なって くれ」 民- 卞は ゆう 

ベ ー晚屮 泣きと ほした。 定めし 私に 云 はれた ことが 無念で 溜らなかった からでせ う」 

！^: ナ は 兹で私 はさう でありません と泣聲 でい うた けれど 母 は 耳に も かけすに、 

「成程 私 の 小言 も少 し 云 ひ 過ぎ かも 知れない が、 民 子 だって 何も それほど 口惜しが つて くれな く 

て もよ ささうな もの ぢ やない か。 私 はほんと に考へ ると 情なくな つてし まった。 かはいが つたの 

を 恩に 着せる ではない が、 もと を 云へば 他人 だけれ ど、 乳 吞兒の 時から、 民 子 は L よつ ちう 家へ 

きて 居て 今の 政 夫と 二つの^ 房 を 一 つ 宛 含ませて 居た 位、 ぉ增 がきてから も あの 通りで、 二つの 

もの は 一 つ 宛 四つの もの は 二つ宛、 着物 を 持 へても あれに 一枚 これに 一枚と 少しも 分け隔て をせ 

ないで きた。 民 子も爲 の 親の 様に 思って くれ 私 も 吾- 卞 と 思 つ て 餘所 の 人 は 誰 だって 二人 を^め と 
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思 はない もの はな か つた 程で あるのに、 あとに も 先に も 一 度の 小： 一目 を あんなに 口 悔しが つて 夜中 

泣いて 吳れ なくと もよ ささうな もの。 市 川の 人達に 聞かれた らば、 齋 藤の 婆が どんな 非 度い こと 

を 云った かと 思 ふだら う。 十 何年と いふ 問 我 子の 樣に 思って きた こと も 只 一 度の 小一 一一 一：： で 忘れられ 

てし まった かと 思 ふと 私 は 口惜しい。 人間と いふ もの はさう した もの かしら。 お $ ？、 よく M いて 

くれ、 私が 無理 かほ 子が 無理 か。 なァ ぉ增」 

母 は 眼に 淚を 一 ぱいに 溜めて さう いった。 民 子 は 身 も 世 も あらぬ さまでい きなりに お $p の 膝へ 

すがりついて 泣き 泣き、 

「ぉ增 や、 お母さんに 巾譯 をして おくれ。 私 はそんな だい それた 了簡で はない。 ゆん ベ あんなに 

泣いた は 全く 私が 惡か つたから、 全く 私が と t かなかった の だから、 ぉ增 や、 お前が よく. S. 譯を 

さう いってお くれ：：」 

それからお 墦 が、 

「お母さんの 御 立腹 も 御尤もです けれど、 私が 思 ふに ャ お母さん も 少し 癎違ひ をして 御いで なさ 

います。 お母さん は 永年お 21^ さん を かはいが つて 御いで ですから、 お 民さん の 氣質は 解って 居り 

ませう。 私 も かう して 一年 御 厄介に なって 居て みれば、 おおさん はほんと 優しい 溫和 L い 人です P 

お母さんに 少し 許り 叱られた つて、 それ を 口 悔しが つて 泣いたり なん ぞ する 様な 人で はあります 
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まい。 私が こんな こと 申して は を かしいで すが、 政 夫さん とお 民さん と は， あ 7 して 仲好く して 

居た の を、 何 かの 御 都合で 急に お別れな さった もんです から， それからと いふ もの、 お 民さん は 

可哀想な 裎元氣 がな いので す。 木の葉の そよ ぐ にも 溜息 を つ き 烏の 鳴く に も 涙ぐん で、 さはれば 

泣 き さ うな 風で るた ところへ、 お母さんから 少しき つく 叱られた から、 留度 なく 泣いた のでせ う。 

お母さん、 私 は 全く さう 思 ひます わ。 お 民さん は 決して あなたに 叱られた とて 口 悔しが る やうな 

人ではありません。 お 民さん の 樣な溫 和し い 人 を、 お母さんの 樣 にあ ァ いって 叱って は、 あんま 

り 可哀想で すわ」 

お 增が共 泣き をして 言 譯を いうた ので、 固より 民 子 は 憎くな い 母 だから、 俄に 顔色 を 直して、 

「なるほどお 增 がさう いへば、 私 も 少し 癎違ひ をして ゐ ました。 よくお 增さ ういうて くれた。 私 

はもう すっかり 心 持が なほった。 民 や、 だまって おくれ、 もう！ 1;^ いて くれるな。 民 や も 可哀想で 

あった。 何に 政 夫は學 校へ 行った んぢ やない か、 暮 には歸 つて 來 るよ。 なァ お. |?、 お前 は 今日は 

仕事 を 休んで、 うまい 物で も插 へて くれ」 

其 日 は 三人が いく 度 もよりあって、 いろくな 物を插 へて は 茶 ごと を やり、 一日 面白く 話 をし 

た。 民 子 も此日 はいつ になく 高 笑 ひ をし 元氣 よく 遊んだ。 何と 云っても 母の 方 は 直ぐ 話が 解る け 

れど、 嫂が 間 が な 0 が な 重々 な こと を 言 ふので、 とう./ \ 僕の 歸ら ない 內に民 子 を 市 川へ 歸 した 
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と の-話で あ つ た〕 ぉ增は 長い 話 を 終る や 否やす ぐ 家 へ歸 つた。 

なる 程 さう であった か、 姉 は 勿論 母まで がさう いふ 心に なった では、 か弱い 望 も 絶えた も：！！ 様" 

心細 さの 遣瀨 がな く、 泣く より 外に 詮 がなかった の だら う。 そんなに 母に 叱られた か：： ー晚中 

泣きと ほじた：： なるほど などと 思 ふと、 再び 熱い 淚が 漲り 出して とめどがない、 僕 は 暫くの 問 

涙の 出る がま \ に そこに ぼんやりして 居った、 其 日 はとう. （- 朝飯 もた ベす、 晝 過ぎまで 炸のぁ 

たり を うろついて 了った。 

さうな ると 俄に 家に 居る のが 厭で 溜 ら ない。 出來 るなら ば暮の 內に學 校へ 歸 つて 了 ひた かつ た 

けれど、 さう もなら ないで 濒 くこら へて、 年を越し 元日 一日 置いて 二日の 日に は 朝早く 取 や 校へ 立 

つて 了った。 

今度 は ^^」路 市 川へ 出て、 市 川から 汽車に 乘 つたから、 民 子 Q 近所 を 通った ので あれ ど、 僕 は 極 

りが 惡 くて どう し て も 民 子 の 家 へ 寄れな かった。 又 僕に 寄られた らば、 民 子が 闲る だ らう とも 思 

つて、 いくたび 寄らう と 思った けれど 遂に 寄らなかった。 

m. ぬへば 實に 人- 2 境遇 は變 化する ものである。 廿ー ハー 年 前まで は、 民 子が 僕の 所へ 來て 居なければ- 

僕 は 日曜た びに 民 子の 家へ 行った ので ある。 僕 は 民 子の 家へ 行っても 外の 人に は 用 はない。 いつ 

でも， 
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「お祖母さん、 民さん は」 

そら 「民さん は」 が來 たとい はれる 位で、 或る時な ど は 僕が ゆく と、 民 子 は 庭に 菊の花 を 摘ん 

で 居た。 僕 は 民さん 一寸 御出でと 無理に 北 n 戶へ引 張って 行って、 二 問 梯子 を 二人で 荷 ひ 出， し、 怖 

の 木へ 掛けた の を 民： 亍に 抑へ させ、 僕が 登って 神 を 六 個 許りと る、 民.. T に 半分 やわば 民 や は 一 つ 

で澤 山と いふから、 僕 は 其 五つ を 持って 其儘裹 から 拔け て^って しまった。 さすがに 此時 は戶村 

の 家で も 家中で 僕 を惡く 一一 一一 口った さう だけれ ど、 民 子 一人 は 只に こく 笑って居て、 決 L て 政 夫 さ 

ん惡 いと は 言はなかった さう だ。 これ 位 隔てな くした 問 柄 だに、 戀 とい ふこと 覺ぇ てから は、 巿 

川の 町 を 通る す ら 恥 かしくな つたので ある。 

此 年の 中休みに は 家に 歸ら なかった。 暮 にも 歸 るまい と 思った けれど、 年の 慕 だから  一 n で 

も 二日で も歸れ というて 母から 手紙が きた 故、 三十 一日の 夜歸 つてき た。 ぉ增も 今年き りで 下つ 

たとの 話で いよ/ \ 話 相手 もない から、 叉 元日 一日で 二日の 日に 出かけよう とすると、 母が お前 

にも 言うて 置く が 民 子 は 嫁に 往 つた、 去年の， 霜月 矢 張 市 川の ft で、 大變有 福な 家 ださう だ、 と簡 

單に いふので あった。 僕 はは ァさ うです かと 無造作に 答へ て 出て L まった。 

民 子 は 嫁に 往 つた。 此ー 語 を 聞いた 時の 僕の 心 持 は 自分ながら 不思議と 思 ふ ほどの 平氣 であつ 

た。 僕が 民 子 を 思って ゐる 感情に 何等の 動搖を 起さなかった。 これに は 何 か 相當の 理由が あるか 
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も 知れね ど、 兎も角も 事實 はさう である。 僕 は 只 理窟な しに 民 子 は 如何な 境涯に 入らう とも、 僕 

を 思って ゐる心 は 決して 變らぬ ものと 信じて るる。 嫁に いかう がどうし ようが、 民 子 は 依然 民 子 

で、 僕が 民 子 を 思 ふ 心に 寸分の 變 りない 様に 民 子に も 決して 變 りない 様に 思 はれて、 其感 念は殆 

ど大 石の 上に 坐して 居る 様で \^ の 先 ほどの 危惧 心 もない。 それで あるから 民 子 は 嫁に 往 つたと 開 

いても 少しも 驚かなかった。 併し 其 頃から 今までに ない 考も 出て 來た。 民 子 は 只々 少しも 元氣が 

なぐ、 痩衰 へて 響いで 許り 居る だら うとの み 思 はれて ならない。 可哀想な 民さん とい ふ感 念ば か 

り 高まって きたので ある。 さう いふ 譯で あるから、 學 校へ 往 つても 以前と は 殆ど 反對 になって、 

以前 は 勉めて 人中へ 這 入って、 苦悶 を 紛らさう とした けれど、 今度 は 成るべく 人 を 避けて、 一人 

で 民 子の 上に 思 ひを馳 せて 樂んで 居った。 茄子 畑の 事ゃ棉 畑の 事 や、 十三 日の 娩の 淋しい 風 や、 

又 矢 切の 渡で 別れた 時の 事 や を、 繰返し 繰返し 考 へて は 獨り S 心んで 居った。 民 子の 事 さへ 考 へれ 

ばいつ でも 氣分 がよくなる。 勿論 悲しい 心 持になる ことが 屢々 ある けれど、 さん，^.淚を出せば 

矢張り 跡は氣 分が よくなる。 民 子の 事 を 思って 居れば 却て 舉 課の 成 繽も惡 くないの である。 是等 

も 不思議の 一 つで、 如何なる 理由 か 知らね ど、 僕は實 際さう であった。 

いつしか E: も經 つて、 忘れ もせぬ 六 H  二十 二日、 僕が 算術の 解題に 苦んで 考 へて 居る と、 小 使 
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が齋 藤さん おうちから 電報です、 と 云って 机の 端へ 置いて 去った。 例の スク 力へ レ である 力ら 

早速 舍監に 話 をして 卽日歸 省した。 何事が 起った かと 胸に 動氣を はす ませて 歸 つて 見る と、 宵闇 

の 家の 有様 は 意外に 靜か だ。 薹 所で 家中 夕飯 時で あつたが、 只 そこに 母が 見えない 許り、 . ^の變 

つた 様子 もない 僕は臺 所へ は顏も 出さす、 直ぐと 母の 寢所 へきた。 行 燈の灯 も 薄暗く、 母 は ひ 

つたり 枕に 就いて 臥せって 居る。 

「お母さん、 どうかし ました 力」 

「ぁァ 政 夫、 能く 早く 歸 つて くれた。 今 私 も 起きる からお 前 御飯 前なら 御飯 を濟 ましてし まへ」 

樊は 何の 事 か 頻りに 氣 になる けれど、 母が さう いふ ま- -に 早々 に 飯 をす まして 再び 母の 所へ く 

る。 母 は帶を 結うて 蒲圑の 上に 起きて ゐた。 僕が 前に 坐っても 只 無言で るる。 見る と 母 は 雨の 標 

に淚を 落して 俯向いて ゐる。 

「お母さん、 まァ どうしたんで せう」 

僕の 詞に勵 まされて 母 は 漸く 淚を 拭き、 

「政 夫、 忍して くれ：： 民 子 は 死んで しまった：： 私が 殺した 様な もの だ：：」 

「そり やい つです どうして 民さん は 死ん だんです」 

僕が 夢中に なって 問 返す と、 母 は 鳴 咽び： 返って 顏を 抑へ て 居る？ 
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「始終 をき いたら、 定めし 非 度い 親 だと 田ぬ ふだら うが、 こらへ てく わ、 政 夫：： お前に  一一 H の 話 

もせす、 たって いや だ と 言 ふ 民 子 を 無理に 勸 めて 嫁に や つたの が、 こい ふこと になって 了った： 

. . 縱令 女の 方 が 年上で あ らうと も 本人 同志 が 得心 であらば、 何も 親 だ からと て 餘計 な：： 出— をせ 

なく もよ いのに、 此 母が 年甲斐 もな く 親 だてら にいらぬ お 世話 を燒 いて、 取 返しの つかぬこと を 

して 了った。 民； 十 は 私が 手 を 掛けて 殺した も 一：!： じ。 どうぞ 堪忍して くれ、 政 夫： 私 はお-十の 跡 

お 一って ゆきたい：：」 • 

母 はもう お い /(\ おい/ -聲を 立てて 泣いて ゐる。 民： 卞 の 死と いふ こと だけ は 判った けれど、 

何が 何やら 更に 判らぬ。 僕と て 民 子の 死と 聞， いて、 失神す る ほどの 思 ひで あれ ど、 今 E の 前で 母 

の 嘆きの 一通り ならぬ を 見て は、 ：• 阻く にも 泣かれす、 僕が おろ.. （-L てゐる 所へ 兄 夫婦が 出て き 

た 

「お母さん、 まァ さう 泣いた つて 仕方がない」 

と 云 へ ば 母 は、 かま はすに 泣か L ておくれ 泣かして おくれと 云 ふので ある. どうしゃう もない- 

其 問で 嫂 が 倦に 話す 所 を 開けば、 巿 川の サボと いふ 家で 先の 男の 氣性も 知 れてゐ るに 財 產も戶 村 

の 家に 倍 以上で あり、 それで 向う から 民 子 を 強っての 所望、 媒妁 人と いふの も戶 村が 世話になる 

人で ある- 是非 やりたい 是非 往 いて くれと いふ ことにな つた、」 民-十 はどうで もい や だと 云 ふ。 民 
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午の いや だとい ふ iii は 能く 判って ゐる けれど、 政 夫さん の 方 は 年 も途ひ 先の 永い こと だ 力ら、 

どうで も 某の 家へ やりたい と は、 戶 村の 人達 は 勿論 親類までの 希望であった。 それで 愈々 齋 藤の 

ぉッ 母さんに 意見 を L て 貰 ふとい ふこと に 相談が 極り、 それで 家のお 母さんが 民 子に 幾度 意見 を 

しても 泣いて ばかり 承知し ないから、 と の 詰り-、 お前が さう 剛情 はるの も 政 夫の 處 へきたい お 

からだら うけれ ど、 それ は此 母が 不承知で ならない よ、 お前 は それでも 今度の 緣談が 不承知 力 

とんな 風に 言 はれた から、 民 子 はすつ かり 自分 を あきらめ たらしく、 とう， （-呰 様の よい 様に と 

いって 承知 をした。 それから は 何もかも 他の 言 ふなり になって、 霜月 半に 祝儀 をした けれど、 民 

子の 心 持が ほんた うの 承知で ないから、 向う でも いくらか いや 氣 になり、 民 子 は 身 持に なった が、 

六月で おりて しまった。 跡の 肥立ちが 非常に 惡く 遂に 六月 十九 日に 总を 引き取った。 病中 僕に ハカ 

ら せようと の 話 もあった が、 今更 政 夫に 知らせる 額 もない とい ふ譯 から 知らせなかった。 家のお 

I 母さん は 民 子が 未だ 口 をき く 時から、 市 川へ 往 つて 居って、 民 子が いけなく なると、 もう 泣いて 

の 泣いて 泣きぬ いた。 一 口 まぜに、 民 子 は 私が 殺した 様な もの だ、 と 許りい つて 居て、 市 川へ g い 

^ たで はどうな るか 知れぬ とい ふ譯 から、 昨日 車で 家へ 送られて きたの だ。 話さへ すれば 泣く、 泣 

汗 けば 私が 惡 かった 惡 かった と 云って 居る。 誰に も 仕樣が ないから、 政 夫さん の 所へ 電報 を 打った 

( 民 子 も可哀 だしお a- さん も 可哀想 だし、 飛んだ ことにな つてし まった。 政 夫さん、 どうしたら 
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よ い でせ う。 

嫂の 話で 大方 は 判った けれど、 僕 もどう してよ いやら 殆ど 途方に くれた。 母 はもう 半氣違 ひだ。 

何しろ 兹 では 母の 心を靜 める のが 第一 と は 思った けれど、 慰め やうがない。 僕 だって いっそ 氣遠 

ひに なって しまつ たらと 思った 位 だから、 母 を 慰める ほどの 氣カ はない。 さう かう してる る .2: に 

渐く 母も少 L 落着いて きて、 又 話し 出した。 

「政 夫 や、 聞いて くれ。 私 はもう 自分の 惡黨 にあ きれて 了った。 何 だって あんな 非 度い 事 をお 子 

に 言った つけ かしら。 今更 何程 悔いても 仕方がな いけど、 私 は 政 夫：： 民 子に かう 云つ たんだ。 

政 夫と 夫婦に する こと は此 母が 不承知 だからお まへ は 外へ 嫁に 往け。 なるほど 民 子 は 私に さう 云 

はれて 見れば 自分 2 身 を 諦める 外 はない 譯だ。 どうして あんな 酷たら しい こと を 言った の だら う。 

鳴 呼 可哀想な 事 をして しまった。 全く 私が 惡黨を 云うた 爲に民 子 は 死んだ。 お前 はネ、 明朝 は 夜 

が 明けたら 直ぐに 往 つてよ ォく； £^ ： 十の 墓に 參 つて くれ。 それでお 母さんの 惡 かった こと をよ く 詫 

びて くれ。 ねィ政 夫」 

僕 も 漸く 泣く ことが 出來 た。 假令 どうい ふ 都合が あつたに せよ、 いよ/ \见 込が なくなった 時 

に は 逢 はせ て くれても よか つたら う に、 死んで から 知ら せ る と は 隨分非 度 ぃ譯 だ。 民 さ ん だ つ て 

僕に は？ ひたかった らう。 嫁に 往 つてし まって は巾譯 がな く S 心ったら うけれ ど、 それでも いよい 
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よの W 際にな つて は 僕に 逢 ひたかった に 違 ひない。 實に 情ない 事 だ。 おへて 兑れ ば-鍵 も あんまり 

兒 供であった。 北 (後 巿川を 三囘も 通りながら たづね なかった は、 今更 殘念 でなら ぬ。 僕 は 民； 卞が 

嫁に ゆかう が ゆくまい が、 只 民； 卞に逢 ひさ へ せば よいの だ。 今  一 口 逢 ひたかった：： 次から 次と 

菜て しなく 思 ひ は 溢れて くる。 併 L 母に さう いふ こと を 言 へば、 今度 は 僕が 母 を 殺す 樣 な こ と に 

なる かも 知れない。 僕 は 屹と心 を 取り直した。 

「お母さん、 質に 民 子 は 可哀想で ありました。 併し 取って返らぬ こと をい くら 悔ん でも 仕方がな 

いです から、 跡の 事を懇 にして やる 外 はない。 お母さん は 只々 御 自分の 惡ぃ樣 にば かり， とってる 

る けれど、 お母さん とて 精神 は 只 民 子の 爲め政 夫の 爲 めと 一筋に 思って くれた 事です から、 よし 

それが 思 ふ 様にならなかった とて、 民 子 や 私 等が 何とて お母さん を 恨み ませう。 お母さんの 精神 

なさす ご -ろ 

は どこまでも 情 心でした もの を、 民： す も 決. L て 恨んで はる や しまい。 何もかも かうな る 運命で 

あつたので せう。 私 はもう 誇め ました。 どうぞ 此上 お母さん も 諦めて 下さい。 明日の 朝 は 夜が あ 

けたら 直ぐ 市 川 へ 參 ります」 

母 は、 猶詞を 次いで、 

「成程 何もかも かうな る 運命 かも 知らね ど 今度と いふ 今度 私 はよ くく 後悔し ました。 俗に 親 

鹿と いふ 事が あるが、 其 親馬鹿が 飛んでも ない 惡 いこと をした。 親が いつまでも 物の 解った つも 
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りで 居る が、 大 へんな 間違 ひであった。 自分 は 阿彌陀 様に おすがり 巾 L て 救うて 顶く 外に 助かる 

道 はない。 政 夫 や、 お前 は體を 大事に して くれ。 思へば 民 子 はなが 年の 問に もつ ひぞ 私に さから 

つたこと はなかった おとなしい 兒 であった だけ、 自分の， L た 事が 悔いられて ならない、 どうして 

も 可哀想で 溜らない。 民 子が 今 はの 時の 事 もお 前に 話 L て gg かせたい けれど 私に は 迚も それが 出 

來 ない。」 

などと 又聲を くもらし てきた。 もう 話せば 話す ほど 悲しくな るから とて 强 ひて 一 同 寢る ことに 

した。 

母の 手前 兄 夫婦の 手前、 泣くまい とこら へて 漸く こらへ て ゐた僕 は、 自分の 蚊帳へ 這 入り 蒲團 

に 倒れる と、 もう 溜らな く 一度に こみ上げて くる。 口へ は 手拭 を 噴んで、 淚を 絞った。 どれ だけ 

淚が 出た か、 隣室ん 母から 夜が 明けた 様 だよ と聲を 掛けられ るまで、 少しも 止ます 淚が 出た。 着 

たま \ で 疲てゐ た 僕 は 其 儘 起きて 顔 を 洗 ふや 否や、 未だ ほの 闇い のに 家 を 出る。 夢の やうに 二 S 

の路を 走って、 太陽が 漸く 地平線に 現 はれた 時分に 戸村の 家の 門前まで 來た。 此 家の 竈の ある 所 

は 庭から 正面に 見え透いて 見える。 朝 炊きに 麥藁を 焚いて パチ/ \ 昔 がする。 僕が 前の 緣 先に 立 

つと-奥に：：^ たお 祖母さん が、 目敏く 見つけて 出て くる。 

「かね や、 かね や、 とみや：： 政 夫さん が來ま L た、 ま 了 政 夫さん 能く 來て くれ ま I た。 火そう 
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早く。 さァぉ 上ん なさい。 起き 拔 きで せう。 さ ァ：： かね や：：」 

民- ャの お 父 さ ん と お 母さん、 民 子 の 姉さん も來 た。 

「まァ 能くき て くれました。 あなたの 來 るの を 待って ました。 に 角に 上って 御飯 をた ベて：：」 

僕 は 上り もせす 腰 も かけす、 暫く 無 首で 立って ゐた、 漸くと、 

「：^ さん お 墓に 參り にきました」 

切なる 樣は 目に 餘 つたと 見え、 四 人と も 口が きけ なくなって 了った。 ：： やがてお 父さんが、 

「それでも まァ 一寸 御飯 を濟 して 往っ たら：： ぁァ さう です か。 それで は 皆して 參 つてく るが よ 

か ら ゥ：： い や 着物な ど着替 へんで よ いぢ やない か」 

女達 は、 もう 暴 15- り をしながら、 それ ぢゃァ とて 立ち あがる。 水 を 持ち， 線香 を 持ち、 庭の 花 

を澤 山に 採る。 小 田卷草 千日草 天竺牡丹と 各々 手に とり 別けて 出かける。 姉の 木の 下から 背戶へ 

拔け横 碎の襄 門 を 出る と 松林で ある。 桃 畑 梨 畑の 間 を ゆく と 僅の 田が ある。 其 先の 松林 S 片隅に 

雜木 の 森が あ つ て 數多 の 墓が 見え る 。 戶村家 の 墓地 は 冬靑四 五本 を 中心 として 六 坪 許り を 151! 別け 

して ある。 北： ほどよい 所の 新 墓が 民 子が 永久の 住家であった。 葬り をして から 雨に も 逢 はない の 

で、 ほんの 新ら しい ま- -で、 力 紙な ども 今 結んだ 様で ある。 お祖母さんが 先に 出で て、 

「さ ァ攻 夫さん， 何もかも あなたの 手で やって 下さい 。民-十の ために は 眞に千 僧の 供養に まさる 
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あなたの 香 花， どうぞ 政 夫さん、 ょォ くお 參り をして 下さい：： 今日は 民 子 も 定めて 草葉の 蔭で 

嬉しがらう：： なァ此 人に せめて 一 度で も、 目 をね むらない 民 子に：： まァ せめて 一 度で も 逢 は 

せて やりたかった：：」 

三人 は 眼 を こすって ゐる 様子。 僕 は 香 を 上げ 花 を 上げ 水 を 注いで から、 前に 蹲って 心の ゆく ま 

で拜ん だ。 眞に 情ない 譯だ。 壽 命で 死ぬ は 致 方ない にしても、 長く 烦 つて 居る 間に、 ぁァ 見舞つ 

て やりたかった、 一 nr 逢 ひたかった。 僕 も 民さん に 逢 ひたかった もの、 民さん だって 僕に 逢 ひた 

かった に 違 ひない。 無理々々 に强 ひられた と は 云へ、 嫁に 往 つて は 僕に 合 はせ る顏 がない と 思つ 

たに 違 ひない。 思へば それが 愍然で ならない。 あんな 溫和 しい 民さん だもの、 兩， 鋭から， 親類 中 か 

かって 强 ひられて、 どうして それが 担 まれよう。 民さん が 氣の强 い 人なら 吃 度 自殺 をした の だけ 

れど、 溫和 しい 人 だけに それ も 出来なかった の だ。 民さん は 嫁に 往 つても 僕の 心に 變り はない と、 

せめて 僕 2  口から  一 一一 r いって 死なせたかった。 世の中に 情ない といって かう いふ 情ない ことがあ 

らゥ か。 もう 私 も 生きて おたくな い：： 吾 知らす 聲を 出して 僕は兩 膝と 兩手を 土地 へ 突いて 了つ 

た。 

傑 の^子 を：^ て、 後に ：5 た 三人が どんなに 沱 いたか。 僕 も 吾一 人で ない に氣 がつ いて 漸く 立ち 

あがった。 三人の 屮の 誰が いふの か、 
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「なんだ つて：： 子 は、 政 夫さん とい ふこと をば  一 一一 一一 口 も 言はなかった の だら り：：」 

「それほどに 思 ひ <：： つてる 仲と 知ったら あんなに 勸め はせ ぬ もの を」 

「うす/ \ は 知れて 居た の だに、 此 人の 胸 も 聞いて 見す、 民 子 も あれほど いやがつ たもの を：； 

いくら i 右い からと て あんまりであった：： 可哀想に：：」 

二： 人 も 香 花 を 手 向け 水 を 注 いだ。 お祖母さんが 又、 

「政 夫さん、 あなた 力 紙 を 結んで 下さい。 澤山 結んで 下さい。 民 子 は あなたが 情の 力 を 便りに あ 

の 世へ ゆきます。 南無 阿彌 陀佛、 南無 阿彌 陀佛」 

僕は懷 にあった 紙の 有り たけを 力 杖に 結ぶ。 此時 ふっと 氣が ついた。 民さん は 野菊が 大變 好き 

であった に 野菊 を 掘って きて 植 ゑれば よかった。 いや 直ぐ 掘って きて 植 ゑよう。 かう 考 へて あた 

り を 見る と 不思議に 野菊が 繁 つてる。 弔 ひの 人に 踏まれたら しいが 猶壁 立って 靑々 として 居る- 

民 さ ん は 野菊 の 巾へ 葬られた の だ 。 僕 は 漸く 少し 落着いて 人々 と共に 墓場 を辭し た 。 

僕 は 何にも ほしくありません、 御飯 は 勿論 茶 も ほしくないです、 此 儘お 暇 願 ひます、 明 H は 又 

早く 上ります からといって 歸 らうと すると、 家中で 引 留める。 民 子のお 母さん はもう 溜らな さう 
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「政 夫さん、 あなたに さう して 歸られ て は 私 等 は 居ても 起っても ゐられ ません。 あなたが 面白く 

ない お 心 持 は 重々 察して ゐ ます。 考 へて みれば 私共の 届かなかった ために、 民 子に も 不憫な 死に 

やう を させ、 政 夫さん にも 申譯 のない こと をした のです。 私共 は 如何様に も あなたに お詫び を 致 

します。 民 子 可哀想と 思 召したら、 どうぞ 民 子が 八 「はの 話 も 聞いて 行って 下さいな。 あなたが お 

出で になったら、 お話し 申す つもりで、 今日はお 出で か 明日 はお 出で かと、 實は 家中が お待ち 中 

したので すから どうぞ： ：」 

さう 首 はれて は 僕 も 歸る譯 に ゆかす、 母 もさう 言った のに 氣が ついて 座敷へ 上った。 茶 ゃ御釵 

やと 出された けれど 眞似 許りで 濟す。 其內に 人々 皆 奥へ 集りお 祖母さん が 話し 出した。 

「政 夫さん、 民 子の 事に 就て は、 私共 一同 誠に 申譯 がな く あなたに 合せる 顏 はない のです。 あな 

たに 色々 御 無念な 處も ありませ うけれ ど、 どうぞ 政 夫さん、 過ぎ去った 事と 諦めて、 御 勘 辨を願 

ひます。 あなたに お詫び をす るの が 何より 民 子の 供養になる のです」 

僕 は 只もう 胸 一 ばいで 何も 言 ふこと が 出来ない。 お祖母さん は 話を繽 ける。 

「實 はと 中す と、 あなたの お母さん 初め、 私 叉 民 子の 兩親 とも、 あなたと 民 子が それほど 深い 問 

であった と は 知らなかった もんです から」 

僕 は玆で 一 言い ひだす。 


ヌ 4S 


(夫 千 左、 墓 の 菊 野- 


「おさ んと 私と 深い 間と おっしゃっても、 民 さ んと 私と はどう もしゃし ません」 

「い ィぇ、 あなたと 民 子が どうしたと 申す ではないです。 もとから あなたと 民 子 は 非常な 仲好し 

でした から、 それが 判らな かったんです。 それに 民 子 は あの 通りの 內 氣な兒 でした から、 あなた 

の 事 ま 一 言 も 口に 出さない。 それ はまる きり 知らなかった と は 申されません。 それです 力ら お iffs 

び を 申す 様な 譯： ：」 

僕 は 皆さんに そんなに お詫び を 云 はれる 譯 はない とい ふ。 民 子のお 父さん はお 詫び を 言 はして 

くれと いふ。 

「そり や 政 夫さん のい ふの は御尤 です、 私共が 勝手な こと をして、 勝手な こと を お前さんに 言 ふ 

とい ふ も 3 です が、 政 夫さん、 聞いて 下さい、 理窟の 上の 事ではないです、 男親の 口から こんな 

ことい ふ も 如何です が、 民 子 は 命に 替 へられない 思 ひ を 捨てて 兩 親の 希望に 從 つたので す、 親の 

いひつ けで 背かれな いと 思うても. 道理で 感情 を 抑へ る は 無理な 處も ありませ う、 民 子の 死 は 全 

くそれ 故です から、 親の 身に なって 見る と、 どうも 殘 念でありまして、 どうもし やしま せんと 政 

夫さん が 言 ふ 通り、 お前さん 等 二人に 何の 罪 もない だけ、 親の 目から は 不便が 一層で な。 あの 通 

り溫 和し かった 民 子 は、 自分の 死ぬ の は 心柄と あきらめて か、 っひぞ 一度 不足ら しい 風 も 見せな 

かつ/;. u す。 それや これ や を 思 ひます とな、 どう 考 へても ちと 親が 無慈悲であった 様で。 ：：Q 
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央 さん、 ^して 下さい、 見る 通り 家中が もう、 悲 みの 闇に 鎖 ざれて 居る です、 愚な ことで せう が 

此 場合お 前さん にお 子の 話 を 聞いて 貰 ふの が 何よりの 慰藉に 思 はれます から、 年が ひもない こと. 

巾す 様 だが、 どうぞ 聞いて 下さい」 

お祖母さんが 义 話 を 綾け る。 結婚の 話から いよくむ づ かしくな つたまでの 話 は 嫂が 家での^ 

IV.M じで、 人/はと いふ 日の 話 はかう であった。 

「九リ 十七 日の 午後に 醫者 がきて、 もう  一 in 二日り 虑 だから、 親類な どに 知らせるならば 八/ 闩屮 

にも 知らせる がよ いと 言 ひます から、 それで はとて 取敢す あなたのお 母さんに 吿げ ると 十八 日の 

お 1^ ん できました。 北 ハ曰は 民 子 は 顔色が よく、 はっきりと 話 も 致しました。 あなたのお つかさん 

がきまして、 おや、 決して 氣を 弱く. L て はならない よ、 どうしても 今一度な ほる 氣 になって おく- 

れ" よ 民 や：： 民 子 は にっこり 笑顔 さへ 見せて、 矢 切のお 母さん、 いろく 有難う 御座います。 

長々 可愛がって IS いた 御 恩 は 死んでも 忘れません。 私 も、 もう 長い こと はありますまい。 民 や、 

そんな 氣の 弱い こと を 思って はいけ ない。 決して そんな こと はない から、 しっかり しなくて はい 

けない と、 あなたのお：！ J さんが 云 ひましたら、 民 子 は！ くた つて、 矢 切のお 母さん、 私 は 死ぬ が 

本 gt;} であります、 死ねば それでよ いのです：： とい ひましてから 猶 口の で 何 か 一一 n つた 様で、 何 

でも.、 政. 夭さん、 あなたの 事 を 言った に 違 ひないで すが、 能く かきとれませんでした。 それき り 


(夫 千 左） 墓 の 菊 野 


n はきん ないで、 其 夜の 明 方に 息 を 引取りました：： それから 政 夫さん、 かう いふ 譯 で.^  夜 

が 明けてから、 枕 を 直させます 時、 あれの 母が 見つけました。 民 子 は 左の 手に 綺 絹の 切れに 包ん 

だ 小 さ な 物 を 握 つて 北 ハ手を 胸へ 乘 せて ゐ るので す。 それで 家中の 人 が 皆 集 つて、 これ を どうしょ 

うかと 相談し ましたが、 可哀想な やうな 氣持 もす る けれど、 見す に 置く のも氣 にか. -る、 鬼に お 

開いて るが よいと、 あれの 父が 言 ひ 出しまして、 皆の 居る 中で あけました。 それが 政さん、 あ 

なた の 寫眞と あなたのお 手紙でありまして：：」 

お祖母さんが 泣き出して、 そこにる た 人 皆淚を 拭いて ゐる。 僕 はて 心に 疊を 見つめて ゐた。 や 

がて お祖母さんが やうく 話 を 次ぐ。 

「そのお 手紙 をお 富が 讀 みましたら、 誰も 彼 も 一度に 聲を 立って 泣きました。 あれの 父 は 男な が 

ら大聲 して 泣く のです。 あなたの お母さん は、 氣 がふれ はしない かと 思 ふ ほど、 ロ說 いて 泣く。 

お前 達 二人が 之れ ほどの 語ら ひとは 知らす に、 無理 無 體に勸 めて 嫁に やった は惡 かった。 ぁァ惡 

いこと をした、 不憫だった、 民 や、 堪忍して、 私は惡 かった から 堪忍して くれ。 俄 3 騷 ぎです か 

ら、 近隣の 人達が、 どうし ましたと 云って 尋ねに きた 位で ありました。 それで あなたのお 母さん 

はどうしても 泣き止まないです。 體に 障って はと 思 ひまして 葬式が 濟 むと 車で 御 送り 巾した 次 

です。 身 を 諦めた 民 子の 心 持が、 かう 判って 見る と、 誰も 彼 も 同じ ことで 今 m の 様に 無理に 嫁に 


(夫 千 左） 墓 の 菊 野 


やった 事が 後悔され、 溜らないで すよ。 考 へれば 考 へる 程 あの 兒が 可哀想で 可哀想で 居ても 起つ 

て も：：^ られな い：. • せめて あなたに 來て顶 いて 、 皆が 惡か つたこと を 十分 あなたに お 誇び をし、 

か うげ  ■ 

叉 あ^- 3 墓に も 香 花 を あなたの 手から 手 向けて 頂いたら、 少し は 家中の 心 持 も 休まる 力と しま 

して：： 今日の 事 をなん ぼう 待ち ましたろ。 政 夫さん、 どうぞ 聞き分けて 下さい。 ね ィ民户 は あ 

なた に は そむいて は 居ません" どうぞ 不憫と 思うて やって 下さい：：」 

一語 一句 皆 涙で、 僕 も 一時 泣き ふして 了った。 民 子 は 死ぬ のが 本望 だと 云った か、 さう いった 

か：： 家の 母が あんなに 身 を 責めて 泣かれる の も、 其 害であった。 僕 は、 

「お祖母さん、 能く 判りました。 私 は 民さん の 心 持 は 能く 知って ゐ ます。 去年の 暮 民さん が 嫁に 

ゆかれた と 聞いた 時で さへ、 私 は 民さん を 毛 程 も 疑はなかったです もの。 どの 様な ことがあらう 

とも、 私 が 民 さ ん を 思 ふ 心 持は變 りません。 家 の 母な ども n ハ それば かり 言 つて 嘆いて 居ます が、 

それ も 呰惡氣 があって の 業で ない _3 ですから、 私 は 勿論 民さん だ つ て 決して 恨みに 思 やしません _ 

何もかも 定まった 緣と 諦めます。 私 は當分 毎日お 墓へ 參 ります。 ：：」 

話， L て は 泣き 泣いて は 話し、 甲 一語 乙 一語い くら 泣いても てし がない。 僕 は 母の 事も氣 にか 

かるので、 もうお 晝 だとい ふ 時分に 戶 村の 家を辭 した。 戸村のお 母さん は、 民 子の 墓 3 前で 僕 S 

素振りが 餘り. t はしかった から、 途中が 心配に なるとて、 自分で 矢 切の 入口まで 送って きて くれ 
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た。 民 子の 愍然な こと はいくら 思うても 思 ひきれ ない。 いくら 泣いても ききれ ない。 乍 併 また 

目の前の 母が、 悔悟の 念に 攻められ、 自ら 大罪 を 犯した と 信じて 嘆いて ゐる 愍然 さ を 見る と、 僕 

はどうしても 今 は 民 子 を 泣いて は 居られない。 僕が め そく L て 居った では、 母の 苦み は 增す許 

りと 氣が 付いた。 それから 一 心に 自分で 自分 を勵 まし、 元氣 をよ そほうて 只管 母 を 慰める 工夫 を 

した。 それでも 心に ない 事 は 仕方のない もの、 母 はいつ しか それと 氣 がつ いてる 様子、 さうな つ 

て は 僕が 家に 居ない より 外 はない。 - 

ハ母日 七日の 問 市 川へ 通って、 民 子の 墓の 周 圍には 野菊が 一面に 植 ゑら れた。 其 翌 くる 日に 僕 は 

十分 a- の 精神 S 休まる 様に 自分の 心 持 を 話して、 決然 學 校へ 出た。 


民 子は餘 儀な き 結婚 をして 遂に 世 を 去り、 僕は餘 儀な き 結婚 をして 長ら へて ゐる。 民. r は俟の 

寫爲と 僕の 手紙と を 胸に 離さす に 持って 居よう。 幽明 遙 けく 隔 つと も 僕の 心 は 一 日 もお 子の 上 を 

去らぬ。 
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(子 虛'） 打 


畑 


打  高 濱虚子  4 

お 仲 は 脇； 3^ も ふらす に 畑 を 打って るる。 打ち 起した 塊 を 鍬の 北：；： で 叩き 崩して は 小石 を 拾 ふて 峻 

に 投げる。 

お 仲 坊ぢゃ 無い が。 

と 後ろ の徑か ら聲を 掛けた の は 七十 近い 老人で ある。 

あら 鶴お いさん かな。 どこお 行きたん ぞ。 

とお 仲 は 手拭 を 取って 會釋 する。 

お前 まだ 太 郞が歸 つたこと 知らん のかい。 

太郞 てて、 あの 深 田の 太郞 さんかな。 

とお 仲 は 曰に ほてった 顏を サット 赤く する。 

さうよ" 今日 其で 一寸 深 出へ 行て 來 たのよ。 太 郞は見 遠へ る 程 立派な 5- になった ぞい。 それ 

にお 露さん とい ふ 美しい 嫁 を 東京から 速れ て來 ての。 此 嫁の 美しい ことて て、 まァぉ 仲坊も 

ー邊 見に お行き。 其で 今日は 何ぢ や。 夫婦 速れ でお や ぢの墓 參りを するとい ふので、 巾 川の 


(子 嵐） 打 畑 


土 1^ まで あしと 一緒に 來て六 地蔵の 追分で 今 別れた 處ぢ や。 いやお 露さん も 美しい が ^う 

見る と 又お 仲坊も 中々 美しい わい、 は- -.-w\。 時に 松 蔵 はどう ぞい。 少し は 働く かい。 

い \ え やつば り 困る のよ。 

とお 仲 はふ さいで 鍬の 土 を 足で 落とす。 

さう かい 困る のう。 併し まァ 辛抱お し。 北 (-2: 松藏も R が 醒めう し、 友坊が 大きくな るの も 

ぐぢ やわい の。 

と 老人 は 腰 をのして、 

仕事の 邪魔した のう。 勢 出して お働き。 ちと 友坊を 遊びに およこし。 そしたら。 

とせつ せと 行って しまう。 

お 仲 は 進まぬ 乍ら 松藏の 家に 緣 付いた の は 四 年 前 で、 自分 を 強て こんな 家へ よこした 兩親 を、 

はじめの 問 は 怒っても 見怨ん でも 見た が、 併し 其 不平 も友坊 が 出來て か ら は 自分 で 忘 れ う く と 

心掛けて、 もう 此頃は 松 蔵の 將棊 づき 酒 づき も あまり 苦にならぬ やうに なった。 其 不平の 薄らぐ 

と共に、 お 仲 は 太郞の 事を絕 えて 久しく 思 ひ 出さう ともしなかった" 時々、 太郞 はもう 高等， 校 

に 入學が 出来た、 卒業した、 大學を 出る の も來年 だ、 などと 人の 嗱を 聞く ことがあっても 其 等 は 5 

あま n 氣 にも 留めなかった が、 今 其の 太 郎が七 年 振りに：！ 鄕 して 美しい 花嫁 さへ 連れて^つ たと "一 
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聞いて は 流石に 又 思 ひ亂る \ の である。 お 仲 は餓を 持った まま ぢ つと 考へ 込む。 

十四 五の 頃 迄太郞 ほど 世に なつかしい 人 は 無かった。 其の 太 郞が中 學校を 卒業して 東京に 行く 

と 極った 時 は、 今迄に 覺 えぬ 淋し さ を 感じて 人知れぬ 淚を 惜し 氣も なく 流した。 端 舟の 中で、 

太郎 さん 来年 はお 歸 りんの。 

とお 仲が 問いた. - 

大 校 を 卒業せ にや 私 や 決して 歸 らん。 お母さん も： L 都って はいかんと おいる。 

と 太 郞は淚 を 溜めた 眼 を 蒸汽の 方に 向ける と、 お 仲 はこら へす ハンケ チを 顔に 當 てた。 此 時お 仲 

は 太 郞に云 ひたい こと は 山程 ある やうに 思 ふたが 何 一 つ 口に 出して 言 ふこと が出來 なかった。 北ハ 

時蒸汽 はもう 出帆 するとい ふて 汽笛 を 急がし く 吹き 立てた。 太郞も 立ち上って 艫に 手 を 添へ て、 

問屋の 若い ものと 二人で 勇ましく 漕いだ。 其 時の 模様 をお 仲 はありく と 目 の 前に 描いて、 自分 

は 荷物に つかまり 乍ら 立って 居った 事、 自分の 前に 屈ん でるたお 峯 さんの 帶が眞 紅な 糯 珍で 其が 

お 太鈹に 結んで あった ことまで も 思 ひ 浮べる。 其から 端 舟が 漸と 蒸汽 について 舳がゴ ト ン. a; 突き 

當っ たかと 思 ふと、 太郞 はもう 梯子 を 登りつ \ あった， 事、 問屋の 若い ものが 荷物 を 持って つ い 

て 登り かけた 時 チン- /\、 と 鐘が 鳴って、 もう 激しい 音 をして 蒸汽は 動き 出した 事、 あぶない く 

と 甲板の 上で ボ ー ィか何 かの 聲が すると、 若い もの は 荷物 を W. 板に ほうりあげて 梯子から 端 舟 の 
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中に 飛び下りた 事、 端 舟が 一 ゆれ 搖れて 蒸汽を 離れる と、 白 い 泡 を 立て ^卷を 作りつ. -蒸汽 の 

大きな 尻が 徐々 と 廻轉を はじめた 事、 端 舟が 其 渦の 中に 卷き 込まれ さうな の を 漸く 漕ぎ 脫 けたの 

で 始めて 我に 歸 つて 見る と、 蒸 汽は早 十 問 も 離れて" q て 太郞は 甲板に 突立って 帽子 を 振って るた. 

事、. などお 仲 は 今 眼の 前に 見る やうに 思 ふ。 

あの 時 太 郞に端 舟の 中に 取り 殘 された のが 斯うい ふ 身 3 上になる 運の 分れ 目であった のか、 と 

其 時の 淋し さが 今の やうに 身に 泌 みる。 

まあ 馬鹿な、 こんな 事を考 へて：： 

とお 仲 は 俄かに 我に 返って 又 畑 をう ち 始めた が、 前より は 鍬の 重み を覺 える ので ある。 

この 邊は 稍々 高みで ある 爲 めに 廣々 とした 平地の 畑が 一 冃 のうちに 見^される。 其の 廣々 とし 

た 平地り 屮央を 中 川 は 流れて 居って、 兜 3 森のと ころで 其 川 は 二つに 支れ て 一 つ は 北へ 一 つ は 南 

へ帶 3 やうな 水が 光って 見える。 お 仲 は 叉 鍬の 手 をと どめて 見る ともなし に 見る と、 兜の 森の 外 

れの 細道 を川傳 ひに 北に 取って 行く 二人連れが 目に留まる。 一 人 は 洋服 を 着て ステッキ を 持って 

ゐる男 Q やうで、 一 人 は 深 張りの 蝙蝠傘 を さした 女の やうに 見える。 男 は立留 つて ステッキで 何 

物^ を敎 へて るる。 稍 後れて るた 女 は 早足に 男に 追 ひ ついて 蝙蝠傘 を かた い だま \ ステッキの 指 

さす II を 見て 居る。 二人 は 又步き 出す。 女 は 蝙蝠傘 を 右に かたぎ 左に かたぎして 男の あとに つい 
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て 行く。 と ある 森に 隱れ たと 思 ふと 程なく 叉 現 はれて、 其 處には 小さい 流れで もあった ので あら 

う、 男 は ステッキ を ふりながら 飛び越える。 女 は 蝙蝠傘 を かたいだ ま- - 暫く 立留 つて 居る。 男 は 

ステッキで そ こ を 飛 ベ ここが よい と 場所 を敎 へて ゐる やうに 見える。 女 は 蝙蝠傘 をた \ む。 其 を 

杖に して 飛ばう として は 飛び かねてる る。 男 は 叉 飛び 戾 つて 今度 は ス テ ッ キ を 女に 借し て 蝙蝠傘 

を 自分で 持って 二人 手 を ひいて 飛んだ。 女 は 裾 を 直したり 頭の 簪を おさへ て 見たり する。 二人 又 

連れ立 つ て 川 添 ひ を 上 へ く と 登 つ て 行ぐ。 

お 仲 はさ き Q 話 を 思 ひ 浮べ て 、 若し 彼り 一 一人 連れ が太郞 にお 露で は ある ま いかと 疑って 见る。 

あの 川づた ひで 茅 花 を 摘んだ 昔が 思 ひ 出される。 

太郎 さんと 一緒に 茅 花. た」 摘んで るると、 三 浦 3 おばさんが お通り か- - りて、 御 夫婦 ^ のえ- -こ 

と、 とい ふて お 笑 ひた。 太郞 さんが、 何 をい ふ のぞ 鬼婆 ァ、 とおいたら、 お 仲さんでも 年 をお と 

りたら 鬼婆に おなりる のぞな、 今が 花よ、 とい ふて おばさん は 笑 ひながら 行て おしま ひた。 あの 

時 f& 姓 家 の 門前 で 鷄を糠 合 はして 居た の を太郞 さん と 二人で 見た。 

とお 仲 は その 方に 眼 を やる と、 <fr も 昔の 通り 藁屋ぉ 一 一三 軒 川 添 ひに 並んで 居て、 紅梅で あらう、 

腐 赤な 色が 一 軒 3 家の 軒 を 染めて ゐる。 

彼の 男と 女の 連れ は 今 其 藁」 水に 隠れて 見えん。  . 
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若し あれが 太郞 さんで あったら あの 邊を お通りる につけて 矢ッ 張り 昔 をお 思 ひ 出しる であらう 

か。 うそ/ \、 もう 何も彼も 忘れて お居で るに 違 ひない。 

とお 仲 は 太い 溜息 を洩 して 又 畑 を 打ち 始めた。 

ふと 叉 山 雀の 藝を 見に 行った 時 を 思 ひ 出す。 

一 匹の 山 雀が おもちゃの 小さい 蝙蝠傘 をく はへ て ピョィ くと 飛んで 行く と、 後ろから これ も 

小さな おもちゃの ステッキ を喧 はへ た 山 雀が 又ピ ョィ くと 飛んで 行く。 これが 山 雀の 新婚旅行 

ぢ やと 口上い ひが 言った 時には 見物人 は 一 度に どっと 笑った。 あの 時 も 太郞と 一 緒に 見に 行った 

のであった。 太郎が 東京へ 行く 一月 許り 前の ことであった。 とお 仲 は又考 へに 沈む。 あの 時お 仲 

も 皆と ー緖に 笑った が、 急に 淋しい 心 持が して 太 郞の顔 を 見る と、 太郎は 平氣で 次の 葛の 葉 子 別 

れを 見て 居 つ た。 太郞は あの 時分から 平氣 であつ た の だとお 仲 は 叉 怨めしく 思 ふ。 

男と 女の 二人連れ は 川に 離れて 坂路 にか- - つた。 坂路 はこ X から 塔の 見えて るる 山腹の 石 雲 寺 

へ 登る 道で あるから、 愈々 太郞 夫婦に 相違 あるまい と、 お 仲 は 二人の 姿が 杉の 林に 隱れ るまで 目 

送す る。 

姉さん。 

と 突然 後ろに 呼ぶ 聲 がする のでお 仲 は 驚いて 振り か へ ると、 著 物つ， 1 へその 邊 まで まくり上げ てお 
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ちんこの さきに 砂 をつ けて 居る 友坊を 抱いて お 隣り のお 梅さん が 立って 居る。 

友さん がな、 今自轉 車に お突き あたりて な、 左の 手 をす こしお 磨り むぎたの よ、 藥を つけて 

卷ぃ てあげた けれど、 おかあさんく いふて お泣きる もの ぢ やけれ 連れて 來た。 

友坊 はお ふくろの 顔 を 見て わつ と 泣き出した。 

どんなに 切った ぞな。 傷が 深かった かな。 外 は 別に どうも 無かった かな。 

お 仲 は 色 を 失って 友坊を 抱き 取った。 

い X え 掌 をす こしお 切りた ぎりで、 そない に 深い 事 は 無かった。 血 もさう 澤山は 出なん だ。 

お 梅 は a 房 を ふくんだ 友 坊の鼻 を 一 寸 つまむ でから かう と、 友坊 は、 

ゥ ー ン 

と 唸って お 梅の 手 を拂ひ 除け る。 

まァ ひどい 事で 無 かって 善かった く。 

とお 仲 は 太い 安心の 息 を らして、 

お 梅さん 難 有う。 いろくお かげ 様ぢ やあった。 友 はもう 此 所に 置い といと くれてえ ー ぞ な- 

お 梅さん  は 蝶々  髢を がくりく させながら 男 5 やうに 眭の 上に 走り 上った り 走り 下りた りしな 

がら 歸 つて 行く。 
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て \ 切って 痛かった かな。 

お 巾 ま 友坊に づ りして 淚を 自分の 頰で 拭いて やる。 ゴ ク ン/, (\- と？ 一:^ を飮み 込んで ゐ た友坊 は、 

痛かった ァ。 

と 今更の やうに 叉 泣き出す。 

この 大事の 坊 を：： こ はやの く。 

とお 仲 は 友坊を 抱きしめて 叉^ 房 を ふくませる。 

午過ぎの 日 を 正面に 受けて 居る 向 ふ 山の 杉の 稍に 彼の 石 雲 寺の 塔 は 聳えて、 其 杉の 木の 問に 隱 

見して 居る 石段 を のぼりつ， - ある 一 一人の 小さい 人影 は 先き の太郎 夫婦 かとお 仲 は 見る ともなし に 

叉 目 を 留めた が、 いづれ が 男で いづれ が 女と も 見定めぬ うちにもう 木の 問に 隱れ てし まった。 

友坊 はいつ か 母親の 膝 を 滑り 下りて 其邊を 見渡す と 白が 向 ふの 細道 をチ ョ コ. （-と 此方に 走つ 

て來 るので、 

ちろ、 こ い-, (-。 

と 走って 行く。 白 は 尾 を 振りながら 驅け拔 けうと する の を 友坊は 其の 尾を兩 手で 握って グッと 引 

く。 白 は 空目に 友 坊の顏 を 見、 ぺ n リと舌 を 出して 友坊の 口の端 を甞 める。 今度 は友坊 がべ n リ 

と 舌 を 出して. E 分の 涕を なめて 白の 兩 方の 耳 をぐ つと 摑む。 白 は 仰向けに ころりと か へ り 斑の あ 
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る 腹 を 日に 向けて 足 をび よこ させる。 友 坊は其 上に 乘 りか-^ らうと して 又 ころりと 仰向けに 

ひつく りか へりお ちんこ もお 臍 も 丸出しに する。 友坊 がわつ と 泣き さう になった 時 白 は 跳ね起き 

て 前足 を つき出して 胴 を 低く して クヮ ン/ \ と 吠えながら 友坊 のま はり を 一 一三 度 かけ づりま はる- 

友坊は 泣く の を 止めて 起き 上り 大きな 石を兩 手に 拾 ひ 上げて 擲げ うとす る。 白 は 鬼の やうに 耳 を 

立て \  一  E 散に？^ げ 去った かと 思 ふと、 遙か 彼方の 畦の 上に 前足 を 置いて ヂッと 此方 を 眺めて 居 

る。 

ちろ よ こい/ \/\>0 

と 友坊は 右の 手 を 出して 又 白 を 呼んで 居る。 

お 仲 はだ まって 立ち上って 鍬 を 取った。 叉 一 心に 打ち はじめた。 

お 仲さん、 御 勢が 出る ナァ。 

と 後ろ の 畦 道 か ら村 の 衆 の 聲を褂 けた の も 耳に 入らす に 打 つ た。 暮遲き 日の 西に 落ちて 小富士 の 

頂きに いつもの 金色した 雲の 帶の 出来た の も 知らす に 打った。 
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「良人 は. 可 時 迄 こんな 所に 居らつ しゃる 御つ もりです か」 と 薄 ベら な 更紗の 坐 蒲圑の 上に 畏 つて 

居た 婦人 は 云った。 夜 は 十 時に 近く 成って 居る。 南 は 森に 續 いて、 邊 りに 物音 もなければ、 低い 

弱 ハ聲， ずら、 自ら 六疊の 一間に 響き渡って、 聞えぬ 位 幽かな 反響 を 閉め切った 障子の 內に 立てた 

が、 直にと むだ。 「妾 は 只 淋しくて、 長く は 迚も 居られ ませぬ」 と 云 ひつ- -顏を 揚げて 五分 心 

の ランプの 光を眞 正面に 受けた。 年 は 二十 四 か 五 か。 頰は 惟げ 目 は 凹み、 色 は 青ざめ、 剩 さへ 前 

齒の 一 枚缺 けたの さへ 認められた。 

女に 橫を 向いて 坐って 居る 男 は、 机に 向いて 新刊の 雜誌 を閱讀 して 居た が、 折から 側の 毛筆 を 

手に ，11- つて、 暫 らく 思案した 上、 紙面の 上の 方の 签處に 「要するに 學 者の 空論の み」 と 書き記し 

て、 更に r 猶 諸君の 意見 を聽 かん」 とい ふ 一 句 を 挾む で、 本 を閉ぢ た。 雜 誌の 赤い。 其 上部に は 

隸 書で 「敎育 時論」 と 云 ふ 四 字が 薄く 印刷して 有る。 其す ぐ 下に は、 四寸 平方形の 半紙 を 張って. 

上に 十數 人の 人名が 列記して ある。 其 一番 始めに 折 枝 校長と 書いて あって、 以下 正教員 準教員 雇 
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教員と 順に 並む で 居る。 之 は 一個の 雜誌 を閱讀 する 其 順番 を 示した 者で、 舍の畢 校に はよ く 有 

る こと だ。 さて 雜誌 を閉ぢ て、 筆を擱 いて、 次ぎに 此處に は 不相應 と 思 はる \ 端 溪の硯 に、 鐵刀， 

木の 蓥 をして、 徐ろに 婦人の 方に 向き 直った。 ランプの 火 を 半面に 浴びて 居る が、 眉毛と 目の 問 

が 廣く頰 の 肉は豐 かにして、 髯は 普通より 多い けれど 1 一 目 見て なつかしい 様な 感に 打た せる 人 

相 だ。 

「もっと 火で も 起せば 宜 いのに」 と 云 ひつ X、 金具の 取れた 側の 烟草 入の 中から 一 つまみ 引き出 

して、 眞 鑄の 烟 管に つめる。 管の 先の 方 は 脂 2 浸み 出る の を 防ぐ 爲 めか 紙が 卷 いて ある。 

「何時 迄 も 御 出な さるの？」 と 婦人 は 又 問 ひ 返して、 まぶし 相に 相手の 顔 を のぞき 込む。 

「何時 迄 もって 御前」 男 は 二人の 間に 有る 白木の 杉の 火鉢の 中に 烟管を 突き 込む だが、 白雪に 蔽 

はれて 寒い 墳 慕の 如く、 灰の 中に 埋まって 居る 炭の 火 を あさり 出して 烟草 をつ け トンく と 火鉢 

の緣で 一 一った \ いて グッと 吸 ひ 込む。 さて 口から 轟から 出る 烟に冃 をし ばた \ いて 云 ふ 様 「自分 

の 勝手ば かり 計って 行かれる 者 か」 かく 云って 淋しき 笑 を 漏らす。 齒 並みが ズラリ と 見 ゆる。 缺 

けた 齒は 見えね ど、 齒と齒 の 問 は 著る しく 黑 くな つて 居る。 

「妾 は 淋しく て^も 居られ ませぬ」 

「御前の 淋し いのは 充分 察する がね」 と 云って 男 は 私 かに 後 を 振り返って 床の 問に 視線 を 向ける。 
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床に は 「誠 實」 と 云 ふ 二字 を、 筆太に 書いた 軸が 掛 つて、 前に は 何も 插 してない 陶器の 花瓶が 一 

個 立って 居る。 右の 床柱の 折 釘に ッ マ 襟の 黑 羅紗の 洋服が 山 高 帽とー 所に 掛 つて 居て、 其の 柱の 

根方に は 時事 新報、 日本 婦女 新聞が 小さく 疊ん で、 別々 に 積み重ねて 有る。 而 して 左の 床柱に 近 

く 百合の 花を鏠 取りに した 寫 S 典 挾みに 五 歳 許りの 男の子の 寫眞が 挾む で斜に 立って 居る。 男 は 一 

寸の間 之 を 見た。 小 兒の溫 和なる 员付は 男 に似てる が、 長み を帶 びて 居る 所 は 寧ろ 婦人 に似てる „ 

男 は 直に 首 を 婦人の 方に 振 向けて 曰く、 

「察しない 事 はない がね、 村の 人の 云 ふ 事 も 亦 聞かな くち やならぬ。 隨分 前の 話 だが 私が 師範 皋 

校 を 出て 此處 に來た 時：： すぐ 校長に なつたん だが：：」 

「もう 昔の事 ぢ やありません か」 

「昔の事 さ」 

「そんな 昔の事 なんか 今夜：：」 

「昔の事から 話さな くち や、 御前 はこの 時の 事 を 知らないんだ から。」 

「知り ませぬ」 

「だから 聞く が宜 いよ。 こんな 田舍 だから 長く 居る 事ぢ やない と 思って 居た が、 來て 見る と 生徒 

ま 先生々 々 と 云って なつく。 付の 人に は 信用され る。 校 舍が狹 いと 云 ふと 新しい の を 建て-^ 吳れ 
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る。 ： ： 今の 校舍は 私が この 前 居る 時 建てたん だが、 ：： 御前 も 人から 聞いたら う？ …… 標本 や 

器械が 古いと 云 ふと、 すぐ 新しい の を 買って くれる。 こんな 工合に 私の 云 ふ 事なら 村の 人 も 喜ん 

で sg いて 吳れ た。 生徒の 數も 頓に增 した。 而 して 此處に 四 年 許り ゐて 外に 轉 じたが、 別れて 行く 

時なん かこの 寒 水 村 全 村 の 人 が 送 つ て 吳れ た。 生徒 は 皆 泣 いて 居た よ。」 

相對 して ゐた 夫婦 は そと 聞 耳 を 立てて、 外面 を 見つめた。 床の 下に クスく と 云 ふ 昔が すると 

思 ふと、 すぐに 庭 を 南に 向って 輕く 早く 踏む 響が 幽 にした が、 それから 庭 を 限る 垣の 間 をく Y り 

拔 けて、 後 は堆き 落葉 を 蹴散らす やうな 音を立て.^ 森の 中 を 踏む で 南に 去る。 校長 は 

「な あに、 尤 だよ。」 と 目 を 見張って 居た 妻 君 をな だめる。 

「左様で せう ね」 半信半疑の 調子 を帶 びて 居る。 

「雨戸 は 閉めた かい」 

「閉めました」 

「何處 から か 塞い 風が 這 入 つて 來る」 

と 云って 側の 障， 卞を 見つ むる。 障子の 棧の 三段目の 下 あたりに 誰が 破った か、 まだ 破れた なりに 

殘 つてる 破れ 目から、 冬の 夜風 は 下に 垂れて 居る 紙片 を輕く 動かしつつ 這 入って 來る。 落葉 を 踏 

む 犬の 足音 は 消え果てた。 校長 は 思 ひ 出した やうに 「炭 を つげ」 と 命す る。 妻 は 命に 從ふ。 
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「愈々 城下の 方に 轉 じて 行った が、 すると 一 一年と 立たぬ 間に 何度も 校長 を 交 へ た が 皆 可け な レ か 

ら つて：： 夫れ、 其 頃の 事 は 御前 も 知って るね」 

「知って 居ます」 圓ぃ炭 を 三本 計り 立てた 上に 親指 程の 火 を輕く 吹きつつ 云った。 

「あんな 工合に？^ へが 村の 村長が 来て は歸 つて くれと 曰 ひ、 學務 委員が 交る く 出張して 來 ては是 

非と も 吾々 の 顔を立て ると 思って、 再び 校長に と 泣き付く。 生徒 は 連名で 絕 えす 手紙 を 寄越して 

泣く 様に 歸れ とい ふ もの だから、 又來て 厄介に なって る * たらう？ すっと 以前に 私が 敎 へた 生徒 

は 大學校 を 卒業した 者 も 居る。 高等 師範 學校を 卒業して 立派な 教員に なって る 者 も 居る。 支那に 

出かけて 大仕 かけな 仕事に 手 を 著け た 者 も 居る。 腕 や 學問を 較べれば 迚も 私な どが 尻に も 追つつ 

ける 者ぢ やない。 所が 如何 だ。 支那から 歸 つたと 云 ふと、 端溪 などと いふ 珍ら しい 硯 を土產 にく 

れる。 夏季休暇に 歸 つたと いふと、 まだ 自分 3 宅に も歸ら ない けれどと 云って 第 一番に 私の 所に 

飛び込む で來 る。 學校を 卒業した 祝に 呼ばれる と 何時でも 私 を 一番 上座に 据 ゑて、 まづ 先生へ と 

云 つて K 乎 ケ】 さす。 而 して 何時 迄 も 寒 水 村 に 居て くれと いふ だら う。 丸で 私 を 親の 様に 思って 居る 

だら う？ それ を 御前 は 嬉しい と は 思 はない か。」 

「思 はない こと は^り ませぬ。」 

「左樣 だら う。 それ を 如何して 自分 3 勝手に 行かれる もの かね。」 
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「夫れ ぢゃ 何時 迄 も 玆處に 居な さる 考で すか」 と 云って、 妻 君 は 俯いて 居た。 顏を 揚げて c{ 人の 

目 を 見つ むる。 

「左様な 事が ある もの か。 けれども 御前 も 村の 人が、 私に 盡す眞 心を考 へたら 分る たらう。 特に 

::」 と 云 ひさして、 叉 振り返って 床の間の 寫眞を 一寸見た。 「正直 の 事った 時なん か 如何 だつ 

た」 か。 村の 人 は 私達と 同じ 心に なって 泣き もした し、 カも盡 して 吳れ たぢ やない か」 

正直と 云 ふ 名 を 聞いて、 妻 君 も 同じく 床の間の 寫眞を 一寸 现 いたが、 すぐ 俯いて 双子の 羽織の 

袖を顏 にあて. -鼻 をす- - つた。 正直と 云 ふ はこの 兩 人の 間の 一 人 子で あつたが、 兹 年の 土用の 明 

ける 少し 前、 子守と 共に 森の 下 を 流る- - 河の 少し 河 上の 河原に 遊びに 往 つたが、 子守が 他の 子供 

等と 游ぎ をして る 間に、 芝生から 河の 中に 滑り落ち たと 見える。 淺くは あるが 流れが 早い 爲め、 

た tMO  ひとたび 

直ぐに 洗 ひ 流されて 姿を隱 した。 急流に 績 いて は 直に 森の 下の 深潭と なる。 一度 此 凶報が 傳 はる 

や、 校長の 妻 君 は 一時 狂す る 位の 悲歎に 沈む だ。 村の 壯丁は 筏 を 幾つ も 組む で、 北ハに 二人 位宛乘 

つて 淵 を 傑した。 六 七 問 も ある 長い 竹の 柄の 尖き に 鐵の釣 をつ けて 淵 S 底 を る 隈なく かき 廻し 

た。 一 曰かき 廻した が 死體は 出て 来ぬ。 二日 探した がま だ 見えぬ。 遂に 妙な 風聞が 立って、 之れ 

は 吃 度 河童に 命 を. 捕られた の だら う。 夫れ に すれば、 いくら 探しても 駄 冃 だから、 何處 かに 往っ 

て 白の 牝鶏 を 採して 来て、 それ を 狭い 杉の 板 S 上に 乘 せて 川上 ら流 すと 宜ぃ。 すると 板が 自ら 
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死 sac, 化む る 上に 流れて 往く。 往 くと 其處に とまる。 すると 其處で 板が 自 に クル ./c^; ^り 

始める。 廻り 始める と、 板 2 上の 牝 鶴が 鳴く。 吃 度 泣く 相 だ。 日中よりも 日の 暮れ方が 宜 いと 云 

ふ 事 だ。 左様す るに 限る。 昔-左様 事 をして 探し出し たとい ふ 事 を 云 ひ 偉へ て 居る と眞 面目に 主張 

する 者 もあった が、 三日 問 探して その 晝 過ぎに 遂に 探し 當 てた。 其 時 死體は 目も當 てられな かつ 

たとい ふが、 妻 君 は 之 を 抱いて 只 泣きに 泣いた。 二人の 問の 愛兒は 享年 五 歳に して か- -る设 後 を 

就げ た。 

二人 は 暫く 默 した。 妻 君 は 火鉢 _2 緣に顏 を 押し 當 てて 居る。 校長 は 障子の 破れ目の、 風に 動か 

さる \ の を 見つめて 居る。 今迄 聞えなかった 早瀨 3 水 5 凍る 様な 響が 逸に 聞え 始 むる。 河 向 ふの 

田の 畦 道に 哀れな 森 歌が 川下の 方に 流れて 行く。 何處 かに 藁 猫の 音が 聞え ては絕 え、 結えて は 又 

聞 ゆる。 すると 南の 森に 木枯 がー 連り 吹き出して、 木々 の 枝が 相き しり、 大小の 木の 實が 落つ る- 

其餘 勢が 家 近く 吹きお して 来て 雨戶を ゆする。 先刻つ いだ 炭の 火 は 漸くに して 起って 来た。 

「背中の 方が 寒い。 羽織 を、 も 一 枚 持って来て くれ。」 

妻 君 は 坐った 儘 振り返って、 後の 袖碎 風に かけて ある 薩摩 飛白の 洗 ひ 晒ら し を 手に 取って 引き 

す。 屏風に 一 所に かけて あった 小 倉 3 袴 も 共に 引き落さる- -。 

妻 君 は 立ち上る。 普通の 女より は 高く 細って、 櫛 を 通す 事 稀なる 髮は 多少 そ. -け てる 上に 長く 
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引きす つたる 裾 工合 は 何となく 懂 味を帶 ばぬ でもない。 立って 袴 を 昇 風に かけた 後、 屏風 を 少し 

く 二人の 方に 引 寄せる。 屛 風の 先 は 一寸した 棚に なって 居て、 帙 入の 支那 本 や、 洋装り 書籍が 四 

五 冊 見 ゆる。 妻 君 は 羽織 を 良人に 渡す、 良人 は 之 を 後に 廻して 羽織る。 

「妾 も正坊 でもお て くれる と」 妻 君 は 座に 就いて 話が 元に 返る。 「こんな 我儘 は 決して 巾し ませ 

ぬけれ ど」 

「其處 は 充分 察して 居る よ」 . 

「察して 下さるなら、 妾の. &す事 も 少し 位 は」 

「私 だって 好で 居る 譯ぢゃ 決してない」 机の 上に 在った 廿木氏 敎育學 とい ふ 洋装の 一冊 を 手に 取 

る。 其 下に は 申告書と 書いて 在る 帳簿が 布った。 洋装 を 手に して、 見る となし に 始の頁 を 明けて 

見て、 それから 二三 頁 繰って 見て、 明けた 儘 膝の 上に 載せ、 音の する 様に 荒く 本 を閉ぢ る。 火鉢 

の 火が 空氣の 震動に 感じて パッ. と 明るくな つて、 灰が 少し 飛ぶ。 飛んだ 灰が 幾らか 上って、 直ぐ 

舞 ひ 下る。 校長の 膝の 上に も 落つ る。 妻 君の 髮り 上に も か- -る。 一 一人 共拂ふ 景色 もない。 話 はつ 

づく。 

「氣持 は些も 善くない。 夫で も 八 「行かれて は學 校が 困る と 云 ふから、 致 方な しに 居る」 

「夫で も 良人 は學 咬に 出たり 人中に 交ったり なさる か ら小供 の 事 を 御 忘 れ になる 事 も 御座り ま せ 


270 


(四 傳） 村 水 寒 


うが：：」 

「だか ら 直ぐ 靜雄 さ んを 呼む だぢ やない か」 と 云って 次 の 間に 視線 を 向ける。 

「弟 は 丸で 役に立ち ませぬ。 朝 は 早く 學 校に 出て しま ひます から、 御晝 前の 淋し さったら 妾は堪 

り ませぬ。 內には 妾 一人です のに、 隣り は 家 內中戶 を 閉めて 田畑へ 出て しまって。  < 影った 

ら、 前の 通り を 一 時間に 一 人 か 一 一人 か 通る のが 垣根越しに 見 ゆるば かりです。 夫で 鶴で も 犬に 追 

はれて けた \ま しい 音を立て ると、 直ぐ： クと 思って、 動 1； を 引き起します。 すると： N ハ動 棒 がー 

時 問 も 一 一時 問 もつ？ いて 妙な 心地に なると 一 層 死んだ 方が 宜 いと 思 ふ 事 もあります。」 

「精神が 疲れて るから だ」 

あなた 

「左様で 御座いませう。 晝 過ぎに なると、 少し は氣も 引き立ち ますが、 夜に なって 良人が 御 留守 

の 時なん か：： 弟 は 御覽の 通り」 と 云って 次の間 を 一寸見て 「早くね てし まひます から、 丸で 役 

に 立ち ませぬ」 

「私 も 公務の 爲め致 方な しに 夜 も 出 るんだ から」 

「夫 はよ く 存じて 居ります」 

「今し ばらく 我慢して 吳れ」 

「我慢 は出來 ませぬ。 それに 妾 は 下の 淵が 畏 くて 耐りま せぬ。」 
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「淵の 近所に 行き さ へ しなき や 長い 事 はな いぢ やない か。」 

「正坊 の 前に も、 一 人 あの 淵に 沈む だ 人が あった 相で 御座います。 しかも 沘 丁だった 相です。 北ハ 

時 も死體 がー 一三 日揚ら なかった つて 巾し ます。」 

「深いから 容易に 揚ら ないだら うさ」 

「深いから ぢゃ ありませ ぬ。 村の 人に 聞 くと 下の 淵に は 河童が 居る 相で：：」 

rtt 鹿な 事 を 云へ。 今の 世に 河童 なんても のが」 

「一人 ッ タネンと 坐って んな 事を考 へて 居る と、 仕事 は 少しも 手に つかす、 ハ湫はくさ/^-する 

時には 氣が違 ふん ぢゃ ないかと：： あれく 嬰兒の 亡魂が」 と 云って 妻 君 は 吃と 居すまい を 直す- 

十 里の 闇 を 通して 微光 を視、 百 里の 雲 を 隔て ， ^微音 を 聞く が 如き 姿勢と なる。 

「これく 何 を 馬鹿な！」 と 良人 は 叱す る。 

嬰兒の 亡魂！ 夕 時雨 降り か- -る 野中. の媳の 枯木に チ、 チと 鳴く 頰 白の 一瞬 時の 聲を 無限に 細 

く 引き延ばして、 それ を 一瞬 時に 切斷 したやうな 膝。 絹針の 鋭き 尖端 をい やが 上に も 鋭く して 鋼 

鐵を もつ き 通す 位に 小さく したやうな tor 門 を 守る 犬 も 斬： まどろむ 夜中に、 总を 引き取る 嬰兒 

が 最終の 苦悶 を 結晶 さした 様な 聲。 そ Q 聲が 今や 萬^ 悉く 水り て- - 一物 5 音 を 立つ る 者 もな き 

夂 A の 夜中に 幽に 聞 ゆる。 一 一 一秒 を 隔て \ チ、 チ A: 鳴く。 初めは  一 si.; も 遠き 霜夜 S 奥に 閜 ゆる かと 
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思 ふと、 次なる 聲は河 向 ひの 田の 中 あたりになる。 すると 次 の 瞬 問に は 淵の 上 を 飛び越え 森 3 

中 を 過ぎて、 つい 庭先に 聞 ゆる。 と 思 ふと 今度 はチ、 チと嗚 く聲は 閉め切った 雨 戶に問 近く 逼っ 

て來 て、 それ を もつ き拔 けて 來 るかと 思 はれる。 妻 君 は 總身氷 を 浴びた やうに 寒く すくむ だが 心 

臓 の 中 迄 も 突 き 刺す かと 思 は る 聲 に 度 を 失って、 良人 の 膝 近く 突 き 進む で 顔 を 其 膝 の 上に 投げ 

伏せた。 

「馬鹿！ 鳥ぢ やない か」 と 良人 は 云 ひ 放つ。 自ら 聲は 激して、 六疊の 問に 響き渡って、 何處か 

の 障子 が 力 タツ み 鳴 る 。 

妻 君が 倒れる や 直に チ、 チと 鳴く 聲は ツイと 方向 を轉 じて 通りの 方に 聞 ゆる。 五六 町 先き の 松 

山邊に 響く。 十 秒 立つ かた \ぬ 問に、 叉 十 里の 遠き に 去る。 

良人 は 無言の 儘、 妻 君 を 介抱す る。 妻 君 は 漸く 顏を 他の 膝から 揚げて、 亂れ た髮を かき 揚げた 

が、 「妾 は 取り殺される のかと ひました」 と 云って 大きな 息をつく。 身 は ブル./ \靈 へて 顔に 

つゆ 

血 り氣は 露ば かり も兑 えぬ。 

「夜 あるく 鳥 ぢ やない か。」 

「  」 

「衝 乎し なくち や 可かぬ！」 と獨 言の やうに 云 ふ。 
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ラ ンプの 火 は 段々 勢 を 減じ て 周 園が 以前よりも おぼろになる。 床の 問の 寫眞も 今 は 輪廓 不明瞭 

こなって、 お a: 子に うつる 人の 影， うつした とし 力 見えぬ 

「今日 も 油 をつ ぐの を 忘れた ね」 

「濟 みませぬ」 

「さ、 もう 寐ょ うぢ やない か。 床 を 敷いて t 犬れ」 

「妾 は寐て も、 ねられ ませぬ」 

「餘り 心配 す る と體 を惡 くす る よ 」 

r 體を 悪く して、 氣 でも 違った 方が 心配が なくなって. S う 御 坐ん す」 

「下らぬ 事 を 云 ふな。 早く 敷いて 吳れ」 

妻 君 は 立ち上った。 そ \ けた 髮、 痩せた 頰、 長い 裾 は 暗くな り ゆく ランプの 光に K らさ. - てお 

ぼろに 見 ゆる。 

戴 

r こ ら/ \ 御前 は 竹に 幾 種類 あ るか 知ち よる や」 

「左様 ぢ やな」 
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(四 傳） 村 水 寒 


「私が 數 へて 見よ か」 

「宜 かろ、 數 へて 見やい」 

朝の 八 時 過ぎ。 時間より-も すっと 早く 出て 來た 二人の 男 生徒 は、 日當 りよき 校舍の 壁に もたれ 

て、 會 話に 餘念 もない。 二人共 飽迄 墨に 汚れた、 据 をた.. -き 切った 袴 を 短 かく 着な して 居る。 冬 

の 朝日 は 校庭 を 限る 推の 木、 樫の 木の 森 を 三尺 許り 昇って、 二人の 倚り か X れる壁 を 照す。 壁 は 

黑く 塗って あるが、 爪の 痕ゃ棒 切 を 走らした 名续が 夥しく 見えて、 遠目に は 灰白色と 思 はれる。 

「先 づ孟宗 竹な」 と 一 人 は 御日様の 方に 向けて かざして 居た 手のひらで 一 寸鼻を 擦って、 徐ろに 

指 を 折り 始める。 「唐 竹、 金 竹、 大名 竹、 四角 竹、 黑竹。 え.^ それから 矢 神様の 裏に ある 竹 は 何 

かな。 あ X 左樣ぢ や、 コ サン 竹。 矢柄 竹、 メ ゴ笹、 瞽女 竹、 熊 被。 も 無い かな」 

「そ れ から あれさ、 河 端に ある 竹 は？」 耳を隱 すま で 長く 仲ば したち れ毛を 十本の 指で 搔 き 迥 

して、 フケを 四方に 飛ばしつ \ 他 は 言葉 ヒ 挟む。 

「左 樣ぢ や。 あれ はなへ 竹。 それから メ ゴ笹。 」 

「それ は 云った がな」 

「.^ 樣ぢ やった かな」 

「牧場に ある 短 かい 笹は」 
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(四 傳） 村 水 ti 


「あれ は 何ち ぅ名ぢ やろ」 

「牧場 彼と して 置かう や」 

「直 かろ。 それに 着 竹よ. 一 

「も 幾つに なった ろ。 分らぬ やうに なった。 え、 孟宗、 唐 竹、 蕃竹、 ：： あら 村長さん が來 た」 

一 一人 は齊 しく 南 を 見た。 一 一十 間 ばかり 先き に 立てる 門の 近くに 畏 ろしく 額の 大きく 背の 低い 男が 

現. はれる。 

「鈴 木 先生 も 今朝 早く 學 校に 出て 來 やった」 と 一 人が 云へば 

「あの 事で 何 か 吟味で もしゃる のぢ やろ」 

「落 書した 者 は 見つかった ろかな」 

「まだ 兄つ から ぬげな。 あれ は 村長さん が 誰かに 落 書 させた のぢ やって、 隣の 叔父さん は惡 ロニみ 

ふて iI5 やった」 

村お は肥滿 してる 我 影 を 西の方に 横た へつつ、 沈思の 體 にて 霜烟の 立つ 中を橫 ぎって、 朝日 を 

浴びつ， - 昇降口の 方に 向って 來る。 大きな 紋 Q 付いた 木綿の 羽織 をつ け、 袴 はか. - とに 踏まる \ 

後 を 低く 着流して 居る。 頭に は 山 高帽を 頂きつ.^。 

一 一人 は聲を 低めて 話し合 ふ。 
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(四 傳） 村 水 寒 


「前の 杏さん はな、 外の 先生 達が 誰かに させた のぢ やろ つて 言 ふて ぢ やった。 誰が させた のぢゃ 

ろ」 

「内のお 父 様 はな、 あげな 宜ぃ 先生 をヌ と賴 める 者ぢ やな かって 人に 話して：：」 

rrt の 兄樣も 昨夜：：」 

「落 書した 奴が 見つかつ たらな あ：：」 

「兑 つかつ たらな あ：：」 

と 云って 二 少年 は 共 に 小さ な 腕 を さする。 

r ぢ やが 學校ゃ 役場の 小 使ぢゃ 見つからぬ ぢ やろ。 私 は 此頃學 校に 出る のが 否ぢ や」 

「私 も： ： 叉 今日 も 學校は 休み ぢゃ ろか？」 

村長 は 二人の 前 を 通り過ぎて、 生徒の 栽培に か- -る ニ疊敷 程， 5 枯菊 3 花壇 二三 株の 茶 3 藪。 日 

もた 

本、 英吉利と 書いた 小さな 札の 掛 つてる 兩 株の 梅の 問 を 行く。 菊 は 花 萎みて、 竹の 栅に 靠れ てる。 

茶の 木に は 白い 花が 二つ 三つ 見える。 梅 は 小 供の 手の 屈く 所 は 大方 枝 を 折られて、 轮 にも 所々 傷 

がつ いて 居る。 之 を 通り抜けて 昇降口の 石段 を 昇る。 左の 柱に は 「生徒の 昇降 を禁 す」 と 書いて 

ある。 

折 枝 校長が 妻 君に 早く 歸 つて 吳れと 哀願され てから、 一週間 もた つた 後の 事で あつたが、 何者 
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の所爲 とも 知れす、 校長の 家の 雨 戶ゃ戶 袋ゃ橡 柱な どに 落 書す る 者が あった。 「早く 寒 水 村 を 去 

れ」 「校長に なって 月給が 欲しい のか」 「餘所 村の 者 は 寒 水 村に 置かぬ ぞ」 などと 書いて あった。 

小心なる 折 枝 校長 は， たと ひ 誰 人の 仕業に せよ、 一 旦 か.^ る 落 書 を 見た 以上 は耐ら ない。 直に 病 

と稱 して 辭表ケ 提出した。 而 して 何分の 沙汰 あるまで は 此地を 去らん と 決心して、 細君 を も 置 去 

りに して 卽日寒 水 村 を 出で \ 姿を隱 した。 大事 件と て は.：： せて ない 寒村の こと だから 此の 事實が 一 

度、 一人の 口に 上る や 直に 全 村民の 耳に 傳 はった。 同時に 全 村民の 頭上に 落つ る大 問題と 成った。" 

「落 書す る 者 は 誰ぞ。 速に 犯人 を 探せ」 と はこれ 當時全 村民の 頭腦の 殆んど 全體を 支配す る大問 

題であった。 村役場、 學校 乃至 生徒の 父兄 は 勿論、 隱 居の 茶話し にも 出た。 馬子の 話題に も 昇つ 

た。 而 して 共に 折 枝 校長 を |5 しみ 犯人 を惡 むの 情頻 りであった。 學校、 役場、 或 ひは敎 育に 關心 

ある 人々 は相議 して、 鬼も^？：も犯人を探す手段として學校、 役場 小 使 を 二人 づ上父 互に 校長の 留 

守 宅に 夜つ か はして、 探知させる ことと した。 命 を 受けた 者 は 毎夜 夜明け 過ぐ る 迄 門に 立ち、 M 

藤に かくれて、 殆どね す 番をした が、 k つも 動く 者の 姿 は必ら す見屆 けた 害で あるのに、 朝になる 

と 例の 落 書 は 必す橡 柱 や 雨戸に 書いて ある。 實に 不思議 だ。 兩三 夜つ どいて 番 して 見た が、 如何 

しても 分らぬ。 而も 落 書 は 依然として 毎朝 改まる。 犯人が 容易に 發 見され ぬので 以て、 問題 はい 

よく 複雜 になって 來た、 かねて 今度の 村長に 不滿の 念 を 抱け る 者 は 此處ぞ 攻撃の 仕處と 思って、 
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盛んに *^ の 擧措を 非難した。 曰く、 只に 無智 の 者が 何 を 好んで か- -る 馬鹿げた 事 をしょう や ^ 

れには 必らす 或ん お 力なる 尻押しが あるに 極って 居る。 吾人 は 村長が 尻押しす ると は 明言せ ざれ 

ど、 彼が 八 g じて St 滞 さする 小 使が 殆どね す番 すると 稱 しながら、 いまだ 犯人 を發 見し 得ざる は 何 

事ぞ。 この 問に 多大の 疑な き 能 はすと。 他の 有志 者 は 叉 鋒 先 を 學校敎 員に 向けた。 曰く、 學校敎 

員 等が 只今 迄 折 枝 校長に 服した る は、 衷心より 服した るに 非す。 彼等 は 表面上 服 從を装 ひつ 上 31- 

面に は 種々 の魂膽 ありし ゃ必 せり。 これ 卽ち此 度の 如き 擧に 出で し 故な り。 村長の 尻 押と は 謂 は 

れ なき 事な リ。 吾人 は 學校敎 員の 奸 策と 云 ふ を 憚らす と。 鼓に 於て か 村長 は 一 方に は 躍起と なつ 

て 辯 護に 勉め、 他方に は 部下 を督勵 して 犯人の 發 覺に勉 めた。 學校敎 員 は 一 同 激昂した。 或は 責 

を 引く と稱 して 辭表を 提出した ものまで あった。 然して 共に 折 枝 校長 を 惜しみ 犯人 を惡 むの 情 は 

頻 りであった。 而 るに #1 方に/たて 無 昔. な 者 は 自ら 見解 を 異にして 居る。 或る 者 は 曰く、 先- 3 坊ち 

0 やまが あの 様な 死に様 どなす つたから、 矢張り 先の世に 行かれないで、 この 婆 婆に ぶらついて ゐ 

水 なさる の だ。 而 して そ 3 落 書 は 死んだ 坊ち やまがな さるの だ。 だから 幾ら 番をした とて 犯人の 見 

村 つかり やう はない。 何處 からか 宜 ぃ坊樣 でも 頼む で來 て、 御祈禱 をな さらない は そ 3 落 書は絕 

^ え ますまい。 人間業 ぢゃ 無い の だからと。 叉 或る 老人 は 曰く、 何も 人間が 惡 いの ぢ やない。 全體 

m. あの a 敷が よくない。 昔 あそこ は 坊主 屋敷で あつたが、 其處に 若い 坊主の 美しい のが 居た もの だ 
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:H ハ坊 主に 近所の 娘が 歷想 したが、 いくら 口説いても 男が 應ぜぬ もの だから、 女 は 遂に 御 庭の 松に 

； fa を 縦って 死む だ。 今の 建物 は その 跡 だから 善くない の だ。 それ だから これ は 人間の した こと ぢ 

やない。 魔物の する 事 だと。 猶其 外に 迷信 的の 解釋 ゃ傳說 めいた 臆說を 吐く 者も數 多く 出て 来て、 

一 向 とりとめ もなかった。 併し 折 枝 校長 を 惜しむ の 情 は 何れも 同じであった。 而 して 今 二 生徒 の 

話题に C 升った の も 校長の 嗱 である。 村長の 見えた の もこの 用に 外ならぬ。 

「や、 如何 も咋今 匿名の 手紙が 舞 ひ 込んで 來 申して な」 と 村長 は 二 尺 平方 位の 火鉢の 方に 腰掛け 

たま- -椅. 卞を 俯い て^らせ つ. - 云った。 火鉢の 緣は此 處彼處 黑く燒 け、 炭の 火は眞 中に 勢よ く 燃 

え 上って おる。 「漢文 體も あれば 俗-一一 一 ：1 で 書いた の も ごわす。 墨で 認めた の も あれば 鈴 筆の も ある." 

書 體も樣 々で 御 坐す。 目も覺 むる やうな、 链 に見覺 えの ある 手 も あり、 丸で 讀 めぬ 奴 も 交って 居 

巾す」 かく 云って の. 切れた スリッパ ー を. 突 つ かけた 兩足を 火鉢 の緣 にの せて 相手の 顔 を 見る。 

村お と相對 して 火鉢に 當 つて 店た 主席 敎员 は、 折から 敎場 3 硝子 窓から 反射す る 朝日の 光 を 避 

けて、 傍の 机に 少しく 身 を もたせかける。 机の 表面に は 八方に 向って 小刀-の 痕が馳 せ 違って 居る * 

錐 を 突き立てた 名 殘も數 多く 目につく、 

「手紙 はそんな に來 ませぬ が、 夜 石 を 投げたり 聞え よがし に 惡ロを 云って 通ったり します ので 困 

ります」 
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「う、 左様で 御 坐す か。 手紙 を 持って 來 よかと 思 ひ 申した けれども、 止めに し 巾した がな、 何に 

致せ 私が 年が 若い 所に 村の 大事 業 を 大方 在職 中 に 成就す ると 云 ふ もので 御 坐す でな、 老人 達が や 

けて S るので 御 はすよ。 ハ、、 、、ご かく 云って 傍の 机に 在った 山 高 情の 頂上 を ボン/ 指 

で 叩いて 塵を拂 つて 見る。 憤 の 顶上は 多少 色 を變じ て 灰汁 色に な つてる。 

「左様です か。 私共が 叉 過度に 攻 擊を受 くるの も 何 か 底に は 他の 原因が あるので せう。 ^^：-へて兑 

ると 腹が立ちます。 ですから 北 (筋の 沙汰 さへ あれば 早速 寒 水 村 を 引き 拂ひ 升」 と 云って 一 寸 延び 

上って 入口の 方 を 見渡す。 入口の 方に 績 いて、 猶 幾つかの 机が 並んで 居る が、 其 上に は 帳簿 ゃ敎 

科， tw が 散らかって 居る。 椅子の 位置 も亂雜 で、 机に 背中 を 向けた の も あり、 互に 倚り か， ^つてる 

るの も 見 ゆる。 入口の 右の 方の 壁に は眞 鑄の 釘が 上の 方に 一 列に 並んで、 帽子が その 一 つに 掛っ 

てる。 左の 方に 有 植物 圖說 とい ふの が 掛けて、 その 下に 長さ 三尺 以上 2 大 算盤が 板壁に 立て か 

けて ある。 

「併し 犯人 は 如何しても 見 屈け て歸 ります。」 と 云って 傍に あった 紙切り 小刀の 先で 机の 上 をつ 

つく。 

「犯人の 話で ごわす が、 小 使で は 駄目で 御 坐す よ」 と 村長が 曰 ふ。 

r 駄 の やうです ね、 どうも。 」a< 朝 落 書 を 今 もす るん なら 少し 我慢 すれば 見つからぬ 理由 はあり 
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ませぬ よ」 

「其處 が 何 も 責任 のない 小 使で 御 坐す で」 

「外の 者と 代へ て、 一 日 も 早く 探し出して 貰 ひたい ものです な」 

「そ れ でかう 仕ようと 思って 居 申す が、 如何 で ご はせ う 。 村 の 若い者で 學 校に 奉職し て る 者が 四 

五 人 居 中す でな、 その 速 中に 今夜から 行て 貰 ひ 申したら」 

「それ は 大いに 宜しう 御 坐い ませう」 

「〈几 L う 釘 坐せ うか」 

「是非 そのこと に」 

「それ に 今迄 は 外ば かり を 見廻 つ て 居 申した が、 今度 は 彼の 內に 泊り込んで 探す 事に しょうと 思 

つて 居 申す」 

「後に る る 妻 君 は變. り は 有り ま せぬ か」 

「別に 變り もな く 毎曰氣 の 拔け たやうな、 籠の 鳥 を に がした やうな 顏付 をして 居る 相で 御 坐す」 

「は あ」 

「それで あすこ も 八 「弟と 一 一人で 御 坐す からな。 大勢が 往て 泊ったら 一 方に は 留守宅が 賑 つて 妻 君 

の氣を 少しで も 散らして、 つまり 一 擧兩 得と 思 ひ 申す がな」 
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「是非 その 事に 御盡カ を 願 ひま す 」 

「宜しう 御 坐す。 一寸 御 袴の 上に 火が 飛び 中した がな」 

「え？」 と 云って 敎員は あわた しく 立ち上った。 途端に 硯 箱の 側に 在った インキ 壺が板 敷に 落 

ちる。 壺の 蓋は拔 けて インキが 板 m を眞 黑く染 むる。 敎員は 糸入りの 袴の 下に 兩手を 入れて パサ 

パサと 震 ふ。 火 は 早く も 消えたら しい。 それらし いもの も 目に付かなかった。 

「健に 御 袴の 上に 飛む だ や うぢ やった が」 

「消えたん でせ う。 ィ ンキの 蓋 をす るの を 何時でも 忘れて 致 方がない な」 と 云って イン キ瓶を 取 

り 上げて 硯箱 J 中へ 入れる。 大方 は黑く 磨り 漬れ て滿 足な 筆 は 箱の 中に 一 本 もない。 又 席に 付く _ 

「小 供に 死なれてから 校長の 人 問が 餘程變 り 申した な」 

「非常な 變 化です。 以前 は 陽氣な 寧ろ 吞氣な 性質で したが、 近頃 は餘 程神經 質で、 極めて 些細な 

0 事まで を氣 にされ る やうです」 

^ 「全くで 御 坐す。 あげな 死 様 を 小 供に される とどげ な 人で もな」 

村 「左様です ね。 校長 は宜 いとして 妻 君の 窶れ 様 は 如何です。 齒は 前から 缺 けて 居た か 知り ませぬ 

^ が、 ー兀と はまる で 別人の やうです ね」 

( 「所で あの 妻 君 3 弟と いふの は學 校の 出來は 如何で 御 坐す か」 
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0 「學カ も 品行 も 中以上で すね。 何 か あの 生徒に 御 疑で も 御 坐い ます か」 

水 「何、 左様 云 ふ 譯ぢゃ ご はせ ぬけ ども」 

村 「特別に 申し上げる 程の 特質 もない 様です」 

i 「左様で 御 坐す か。 それ ぢ ゃ<1ェ 仅 から 村の 靑 年の 者に 泊って 貰 ふ 事に 仕 中す で」 

( 村長 は 山 高 帽を阿 彌陀に 冠り、 袴の 裾 を 引きつ-. -敎員 室 を 出て 行った。 生徒 は 大分 集まったら 

しい。 日常り の宜ぃ 場所々々 に聲が 盛に 聞え る。 昇降口の 方に は 女生徒の 聲で會 話が 始る。 

からす 

「はら/ \ -、 あすこに 鳶が 烏に 追 はれて」 

「本 常にな」 

「如何した 事で。 烏に 負ける の やら。 體も 大き いぢ や 御 坐ん せぬ かねえ。 其ぢ やのに」 

「せ It を 話して 見 巾 さう かいな」 

\ 「如何した 譯で御 坐ん せう」 

「昔々、 すっと 昔、 烏 は 染物屋 を 仕て 居 申した と」 

rdt かな？」 

「はい。」 

「烏 がどうし て 染物屋 が 出來申 さ う か ？」 
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「いやな、 昔 は 烏 も鳶も 人間で 御 坐ん した 相な。 それが 死んで から 鳥に 生れ 代った と 云 ひ 申す か。 

烏 は 元 染物屋 をして 居た 者ぢ やで。 眞黑な 羽 を 持って 居 申す 相な。 蔦の 羽 は 元は 皆 白かった と 申 

します。 それ ぢ やで 鳶は 染物屋の 烏に 行って な、 今の やうな 色に 染めて 貰 ひ 申した と。 ぢゃ がな 

鳶 はする い 奴 草で、 羽 を 染めて 貰った 丈 Q 御 省 拂ひ中 I？ やと。 烏 S ふ 度に 催促して 

見 巾した と。 それでも 鳶が拂 はぬ によって な、 二つと も 鳥に なった 今日まで 鳶は 烏に 頭が 上らぬ 

のぢ やと」 . 

「誰が そげな 事 を敎へ 申した か」 

「御母さんが J 

「村長が 辭 してから， 王 席 敎員は 火鉢 。火 を 一人で 占領し つ"、 紙の こよりで、 切れ 力 \ つた 草履 

の 緒 を すげ て 居た が、 之を畢 へて 元の 足に はめて 板 敷で トンく と 二つば かり 踏んで から 立ち上 

つた。 子戶を 明けて 首 を 外に 仲ば したが 

「叉 今日 も 授業 はしない から 歸 つて 宜しい。」 

すると 何の 譯も 分らぬ 生徒 は 一同 喝采して 歸路 についた。 少し 上級の 者 は 振り返って 先生の 顔 

を 不平 相 こ 見て、 ^^々に去る。 他の 敎 員が 同盟して 校長 を 追放した とい ふ 風聞が 彼等の 耳に も旣 お 

に は 入った の だ。 


(四 傳>  村 水 寒 


參 

時 辰 は 僅に 午 を 過ぎて 居る 計り だ。 十 幾日 打ち 績 いての 天 氣は猶 幾日つ 2 く か 分らぬ。 戸外の 

冬の {4! 氣は 乾いて、 心地よ からう 者 を、 折 枝 夫人 は 只 一人 淋しい 家に 取り 殘 されて 居る。 南の 森 

は 日光 を 遮って.. 此 家の 椽 側に 落つ る は 只 木り 茂み を拔け 出て 來た、 二三の 斑點に 過ぎぬ。 家の 

內は 薄暗くて、 黄. 昏 時に 異ならぬ。 四邊は 至て 靜だ。 村の 人 は 悉く 野に 出て 居る、 彼等 は 牛馬 

を 索いて 出る、 小 供 を 背負って 出る。 剩 さへ 犬 をも從 へて 出て 居る。 只 淺るは 猫と 鶏との みで 有 

るが、 而も 猫 は 眞晝の 日光 を 浴びて 夢に 入る 時 だ。 曰 向に 羽 を 揃 ふる 時分 だ。 山里の 冬 3 日中 は 

正に 靜肅の 世界で 有る。 一 切の 動く 者、 聲 有る 者の 眠れる 時で 有る。 山上の 湖面に 一 波 起ら す、 

曰 光 深 碧の 表に 直射す るに 似た る 時 だ。 十 里に 績く 森林に 枯葉 を 落す 程の 微風 もな き 日に 似た る 

時 だ。 夫人 は 此時迄 火鉢に 頭 を 突き 込む で、 爲す 事な しに 居た が、 此時ゃ をら 立ち上って、 床 

の 間の 方に 向 ふ。 恰 かも 影の 動く が 如く 輪廓 不鮮明 で^る。 床の 前に 行って 膝 を 折る。 折から 五 

六 町 先き に 只 ー聲 音を曳 いて 消えた 鵜の 鳴 音に 聞き耳 を 立つ る。 床の間の 寫眞を 手に する。 葡か 

らー 尺 計りの 所に 持て 来る。 兩 手に 持った 儘 暫時 寫眞を 見つ むる。 全身の 精神 を 雨 眼に 集めて、 

有 ゆる 说線を 眼前の 何寸 平方 かの 者の 表面に 注ぐ、 と 思 ふと 寫ぼ (を 顔に 押し 當て る。 寫露を 接吻 
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する。 今度ば^ 二 押し付ける。 兩手 でしつ かりと 胸に あてた ま \暫 らく は 身動き もせぬ。 义顏に 

押し 當て 接吻す る。 前の 森に は 風な きに 木の 實の 落つ る 響が する、 落つ る 木 3 實は栴 -r. 小枝 を辭 

してから、 度と， なく 木の葉に 落ち か， - り.、 屢々 幹に あたって 撥ね かへ り、 又木 3 藤に さはって 

遂に バ サリと 少し 高き 音 を させて 後はピ タリと 聲を 止む る。 地上 S 落葉の 上 迄 落ち 附 いたの だ。 

叉 一 汇3|»！ 肅こ歸 る。 夫人 は猶も 寫眞を 接吻したり、 胸に 押し 當 てたり する、 暫くす ると 寫 を 

元の 位置に 返す。 返 L てお 一いて 打 眺める。 寫眞の 位置 を 少し 變 する。 叉打眺 む。 叉 位置 を變 じて 

は打眺 むる。 五六 囘繰 n 返して、 視線 を 寫眞に 向けた 儘 立 上る。 立ち上って、 猶も寫 露 を 見つ むる" 

やがて 踵 を 姐ら して、 傍の 二 双 释風を 押し遣って、 其の 蔭に 在る 行李の 前に 屈む。 行李の 蓋 を 明 

けて、 中から 一着 引き出す。 小 供の 筒袖 だ。 夫人 は 雨 袖に 諸手 を 入れて 見た が、 直ちに 引き 拔ぃ 

て、 恰 かも 圓 める が 如くに して 顏 にあて、 胸に 押し付ける。 八 「度 は 綿入れ を 引き出す。 叉 元の 如 

くに 兩手を 袖に 通して 見たり、 顔 や 胸に 押し 當 てたり する。 叉 他の 二三 着 を 出す。 森に 風が 渡る 

か 知ら、 椽に 落ちた、 日光の 斑點 はせ はしく 動搖 して、 大きくな るの も 有り、 小さくな るの も 有 

る。 ある 斑點は 消えた かと 思 ふと、 叉 直に 現 はれる。 丸で 夢の 世の 戯れの 樣だ。 他の 二三 着 も 叉 

同じ 事 を 繰り返す。 今度 は 一 つ 一 っ疊み 初める。 悉く 疊 むで 又 行李の 中に L まって、 チャンと 元 

り 如く 蓋 をして、 二 双 昇 虱 を 元の 位置に 返して、 掾 側の 方に 向 ふ。 椽 側近くに 來て 初めて 輪廓が 
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明瞭に 成る。 顏 3 色 は相變 らす惡 い。 口 は 固く 閉ぢ て： る。 目 は 前面に 何物 を か 認めて 居る 様に 

見 ゆる。 髮は櫛 3 齒を 入れた と 見えて 見苦しく もない 身 じ まひ も 整然として る。 nl,::! が、 小さ 

な 羽 をば さっかして、 私語き 合 ふ聲が 微かに 聞 ゆる。 大方 森の 茂みの 中に £9 るの だら うが、 姿 は 

见 えす、 聲の來 る 方 さへ 明かで ない、 掾 側へ 出る。 右の 足に 全身の 重み を 托して、 左の 足 は 後に 

引いて 多少 浮いて る 様に 見 ゆる。 肩から はすに 日光 3 斑點が 落つ る 斑點は 先き の 如く、 大きく も 

なる、 小さく もなる、 消 ゆるの も あれば 新しく 生す る もの も 有る。 女 は 浮かした 左 脚 を 前に 出し 

て、 庭に 下りん とする、 梢 を 離れた 椿の 花が ポタリと 地に 落つ る。 其 昔が 凝って 動かぬ 大氣に 波 

動 を 起 L て 四邊に 音響 を傳 へる。 女 は 左 脚 を 急に 元の 位置に 返して、 庭 を 鋭く 見下す。 庭 一 面に 

苔の 淸く 生へ た 上に 二三 十 個の 紅を點 じて、 捲の 花が 落ちて 居る。 森の 茂み を拔 けて 落つ る 日光 

の斑點 は此處 にも 見えて、 不可思議な 戲を演 する。 女 は 敷石の 上に 有る 草履 を はいて 庭に 下りる。 

下りて 花を蹈 みつ- - 日光 2 斑點を 頭から 浴み て 門の 方に 向 ふ。 門 を 出て 道 を 南に 取る。 左の 

方 は 何 處迄も 績く林 なれば、 斑极 とてもない。 千年の 齢 を 重ねた とても 見 ゆる 杉、 榜、 椎の 古木 

は 苔 蒸した 老斡を 左右より 延ばして 居る。 樹木に 交 はる 孟宋竹 は 其 茂き 葉 を 幾重に も疊 みて、 天 

曰 を 遮ぎ つて 居る から 眞晝と は 云へ、 木の 下道 は溟邀 として、 徐ろに 夕暮を 忍ばし むる。 女 は 落 

藥に堆 き 道を蹈 むで 進む。 蹈 まる &落 葉り 昔 は 邊に 響いて、 木蔭の 岩 や、 椎 のうつ ぼに 反響 を 
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起す。 女 は 立ち 止って 前方 を 見渡す， 人の 影 一 人 も 目に 入らぬ 後 を 振り 廻って 見る、 動く 者す 

ら 眼に 映せぬ。 歩 を 停 むれば 四邊は 再び 太古の 寂寞に 返る。 更に 步を 移す。 落葉の 音 は 相 も變ら 

す 高い 冷たい 香を發 する。 女 は 叉 止まる。 今や 女 は 我と 我 立つ る 音の 餘 りに 高き を 怪しむ の だら 

う。 叉步き 出す。 歩る く 程に 茂み は 漸く 疎らに 成って 落葉 も淺 くなる。 猶 行けば 茂みが 開けて 來 

る。 地の 色が 表 はれる 様になる。 森 を 出切る と、 途が 少しく 下る。 す ると 砂が 深く 成 つて ザク く 

と 音が して 草履 を沒 する。 女 は 草履の 砂を拂 ひつ- A 下る。 此處を 下って しまへば 河の 緣に 出る。 

仰げば 冬の 空 は 拭 ひ 切った 様に 晴れて、 天蓋の 裏 迄 も 見 透 さる.^。 僅に 午 を 過ぎた 日脚 は、 まだ 

西に 傾いた とも 見えぬ。 三四寸 仲び て夂 A 枯れた 河原の 芝生 はま ばらに 四 五町 先迄績 いて、 眞晝の 

日光 を豐に 浴びて 居る。 まばらな 芝生の 下より は、 眞 黑ぃ鐵 砂、 白い 石英， 黄金色の 雲母が 撒き 

散した 様に 目に付く。 雲母 は 時々 結晶 面より 日光 を 反射して、 目 を 技す る 様 だ。 女 はこの 中 を 進 

むで 行く。 左の 方に 當 つて、 女の 高い 聲で、 ホ ー ィ くと 風 を 呼ぶ 聲 がする。 稻 でも 牧 種す るの 

だら う。 夫人 は 視線 を 其方に 向けた。 何時の 年 築いた 土 使 か 知らぬ が、 今 は 土俵な りに 芝が 生え 

て 居て、 其 向 ふに は 小 供の い たづら か。 芝生の 燒 けた 跡が 二三 か 所見え て 居る。 而 して 其つ くる 

所 は 森になる。 風 を 呼ぶ 女の 聲 はこの 森の 中で 有らう。 夫人 は 進む。 短き 芝生 は 滑 かなれば 步を 

運ぶ 音 も 耳に 入らす 草履 をよ ごす 塵 もない。 只 日光 を 受けた 爲か、 プチ/ \ と，^ さく 鳴る 物音が" 
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幽に 鼓膜に 響く。 日光 を 受けた 石英 は晝 過ぎの 日光 を 反射して 夫人の 目 を 射る。 何時 t か 足 は 右 

に 向く。 一面の 芝生が 寬 かにな だれ 落ちて 盡 くる 末 は 河に 繽く。 今 二三 間で 芝生の 盡 くる 所で、 

夫人 は靜 かに 腰 を 下し て 前面 を 見る。 夏 は 流れの 深くて 急な る に 似す、 今 は 涸れる 限り は 涸れ て 、 

足駄の 齒も 立つ かと 計り 思 はれる。 河床 は 一面に 掌 程な 白い 石 Hi い 石 計りが 敷かって、 水 は 北 (上 

を靜 かに 流れて 居る。 水の 色は淸 冽で 一 點の塵 を も 浮べぬ。 夫人 は 水の 表面 を 見つ むる。 折から 

有る となき 一陣の風が 吹き 渡って、 水の 表面 二 間 四方 計りに 織れる が 如き 小波 を 立た す。 河床 3 

白い 石、 黑ぃ石 も 波と 共に 動搖 する 樣に思 はれる。 或は 白と 黑と 溶け合った 様に も 感ぜられる。 

すると 波紋 は 段々 と 河 上の 方に 移って 往 つて、 後 は 又 死せ る. が 如き 元の 流れ， となる。 底の 白い 石、 

黑ぃ石 も 動搖を 止めて、 靜肅 となる。 夫人 は猶も 水面 を 見 まもる。 川せ み 一 羽 下流から 飛で 來た 

が • 夫人の 前 を 過ぐ る 頃、 ピ ー と 鋭い 聲を 立てた。 夫人 は 驚ろ いて 立ち上った。 今迄 影 すら！：： ル 

えなかった 小さな の 一群 は、 夫人の 影に 驚いて、 一度に パッと 四方に 散った が、 又 集合して、 

向 ふ 岸の 殿 蔭に m れた。 川せ みは 川上に 飛んで 行て 柳の 枯 枝に 止る。 立ち上った 夫人 は 更に 視線 

を轉 じて 川下の 方 を 見渡す。 程遠から ぬ邊 より 流が 急に なった 末 は、 一 むらの 竹 藪の 落ち込む だ 

岸に 突き 當 つて 左に折れ てる。 折れた 所から 繽 いて 青い 淵と 成る。 淵の 上に は孟宗 ゃ檫の 老木が 

晝も 凄い 程 生 ひかぶ さって 21^ る。 川下の 淵に 顔 を 向けた 夫人 は 立った 儘、 身動き もしないで、 恰 
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かも 生な き 者の 如く える。 影に なれて か、 先に 蔽隆 にかくれ た 魚の 一 群 は 义相 率ゐて 中流に 

出て 來る。 夫人 は 岸に 沿 ふて 川下に 下って 行く。 短 かい 芝生の 上 を靜に 行く。 北に 向って.，： く^ 

く 我 影を蹈 みつ \行 く。 芝生の プチ./ \、 と 鳴る 音 は 相 變らす 止まぬ。 鐵 砂の M 一き と、 石 突の 白き 

と、 雲母の 黃 なると 相參 差して 美しい。 夫人 は 止まる。 川下の 淵 は 此處に 至て 其 全景 を 展開す る- 

半 町 許り 片 淵なる 末 は、 兩方共 深く 成って 叉 更に 二 町 許り 績 いて 居る。 兩 岸の 樹木 は 木の 薬 漂 ひ" 

水泡 漲る 深潭に 其 影 を 宿す。 再び 流れに 沿 ふて 下れば、 芝生の 盡 くる 所より 河岸の 森に 繽く。 森 

の 入口 は 小さな 竹が 簇生して、 犬 か 獺が 僅かに 通す る 位の 道が 其 下につ いて 居る。 夫人 はこの 藪 

道に 身 を 屈めて は 入る。 かづら にから まった 儘 枯れた 竹が 途を 遮ぎ る。 之 を乘り 越える。 衣の 裾 

ゃ髮 にか \ る 竹の 小枝が 左おから 邪魔す る。 之 等 を 折って 進む。 ：！ 蛛の 網が 時々 顔に さはる、 之 

を拂 つて 迎る。 ねばり 氣 なき 土壌が 直下の 河水に 滑り落ち たため、 八 「少しで 河に はまる 所 を、 枯 

れた 竹に つかまって、 危く難 を 通れた 事 もあった。 竹の 切株に 草履の 緖を 引き かけて、 前に 倒れ 

樣 とした 事 も 有った。 心持ち 爪先 上りの 小路 を 行けば やがて 愈 森の 中に 来る。 小さな 竹 は 全くな 

くな つて、 老木が 蓊營 として 聲 えて 居る。 幾 十 百年の 落葉が 堆げれ ば、 途は 全く 絕 えて 居る。 口 

の 光 は 殆ど 通 はぬ。 木陰の 風 は、 薄 氣味惡 く 肌に さはって、 寒さより 外の 戰慄を 促す。 夫人 は 河 

岸 近くに 進む。 水の 表面より 二 間 許り 上の 崖より 生へ た 樫の 大木が、 淵の 上に 倒れ か \ る 様に 其 
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(四 傳） 村 水 寒 


餘を橫 たへ て、 大小 幾 十の 枝が、 之から 分れて 居る。 ある 枝 は 何 處迄も 淵に 平面に 仲び、 他の 枝 

は 签樣に 向 ひ、 而 して 叉 或 者 は 下に 垂れて、 水に ひたって 流る \ もく づを かけて 居る 者 も^る。 

而 して 何れの 枝 も、 何れの 葉 も、 淵の 表面に くだけて 映る 光線 を 反射して、 光線が 動く のか、 枝 

や 葉が 碎 けて 搖れる のか 殆ど 判じ 難い。 夫人 は 道 を少， L  く 下って、 この 橫 はれる 樫の 幹に 乘 つて 

淵 を 見渡す。 廻りの 木 3 葉が 餘り 茂って るから、 ^^んど見通しがっかぬ。 夫人 も 亦 反射す る 日光 

の 光線 を 全身に 浴びる。 直下の 淵 を 見下す。 竹の 葉、 木の葉 を 浮べ、 黑 みを帶 びた 泡 を 漲らして" 

、渦 を卷き つ \ 此處ば かり 倒に 流る \ 水の 底 は 只靑黑 くし て 深さ も 測られぬ。 只 岸の 横腹より 出 て 

る 竹の 根が 水に 洗 はれて 黄に、 恰 かも 大きなる 百足 蟲の 如く 動き、 水際の 木の 根に 褂る繩 切れ や 

竹 切れが 蛇の 如く、 水に 搖らる \ のが 見 ゆる 計り だ。 而 して 尺に 餘る 十數 尾の 魚 は 人 を も 畏れで- 

空より つるされし 如く 淵の 中 問に 橫 はる。 尾 を も 動かさす、 ひれ を も 振らぬ 様 は 眞畫の 夢に 耽る 

のかと 思 はる-^。 夫人 は 猶も淵 を 見下ろして 居る。 折から 一陣の風が、 川下から 吹き上げて 來 て- 

夫人の 裾 や 袖 を 動かす。 夫人 は 身を颤 はして ち み 上る。 同時に 其 河 風 は 樫の 枬をも 渡る。 枝と 

枝、 葉と 葉との 間 をも拔 ける。 と 思 ふと 樫の 實は相 前後して、 淵に 落ち込む。 落ち込む 音 は 四方 

に 反響 を 及ぼして、 洞穴の 中で 咳 をす る 時の 様に 響き渡る。 之れ と 同時に 淵の 表面 は 一度び 川風 

に碎 け、 二度び 植の實 に 亂れた 樓の幹 や、 枝 や、 薬に 映る。 日光の 反射 も亦激 L き 運動 を 起す。 


(四 淳） 村 水 寒 


夫人。 浴びる 反射 も 亦 左右 上下に 動搖 する。 夫人は猶も淵の底を見まもって2^5ると 森の 茂み 3 

奧に小 供の 聲で 「姉さん/ \」 と 呼ぶ 昔が する。 夫人 は 初めて 顏を 上げて 首を聲 する 方に 向ける 

聲は息 むだ、 ra 邊 は叉靜 肅に歸 る。 只 河 向 ふの 田の 中で 百姓が 「コチ く」 と 云つ V- 牛 を 叱す る 

聲が 物う く、 眠たく 響く 計り だ。 「姉さんく」 と 呼ぶ 聲が 再び 響き渡る。 今度 は储 かに 夫人の 

耳に 入ったら しい。 樫の 幹より 下りた。 夫より 落葉に 騒がしき 足音 を させつ、、 森の 中を撗 ぎつ 

て 行く。 程なく 森 を 通り 過 ぐれば 我家の 庭 4- きに 出た。 落葉の 音に 其れと 知りて か、 名 を 呼む だ 

者 も 庭先に 立って、 此方 を 見て るる、 之 は 夫人の 弟で ある。 十一 か 二と も 見 ゆる 童子 だ。 

「今日 もお 休みだった の？」 と 夫人の 方から 話 をし 始める。 「吞氣 で {且 いね。」 

「今日 も 調べた よ、 姉さん。」 

「左様 かい？ 何時 迄 調べた つて：：」 

「僕に も 聞 くだらう か」 

「聞いた つて. S いわね。 私 は 書き はし ませぬ と 云へば」 

「左様 だね え」 この 問題 は 之れ で畢 へた。 童子 は 姉の 額から ズッと 下 迄 見下して、 

「髮に 蜘蛛 Q 網が どつ さり か- - つてる ぢ やない か。 何 所に 往 つたの」 

「河 15- から 淵 Q 上 邊りを 歩行いて 來 たの。 而白 いよ、 行って 御 M せな」 
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(四 傳'） 村 水 寒 


「いや だ、 畏 いから。 袖 もやぶ けて るよ、 姉さん」 

「河 堂に 引かれた からさ。 ：： 叉 今 十仅も 六角堂 さんが 來て 騒ぐ か 知ら。 否 だね え、 全く。」 

四 

一： 又 猪 狩りに 誰が 行く のぢ やろ」 

村 外れの 岡の 上で、 法螺貝 を 吹く 音が、 霜夜の 木 枯に乘 つて、 村 一杯に 響き渡る。 同時に 犬の 

名 を 呼ぶ 聲も 聞え ると 思 ふと 之に 答 ふる 大の 鳴聲が 村の 四方に 起る。 ある 者 はつ f け 様に 鳴き、 

他の 者 は 遠 吠の 如く 長く 尾を引く。 遠く 之 を 聞けば 一 種の 悲調 を帶 びて 居る。 又 法 蝶貝が 鳴る。 

犬の 名 を 呼ぶ。 犬 は 再び 答 ふ。 折から 一 帶の山 そば を 左に して、 南に 進む 三 四 人の 一 行が 有る。 

道 は 山の 茂みに 覆 はれて、 月の 影 も此處 にさ \ ねば、 人の 影を認 むる 事 すら 難い。 法 蝶貝の 音が 

彼等の 耳に 達した 時 「又 猪 狩りに 誰が 行く のぢ やろ」 と 一 人が 問いた。 

「隣の ォ. チ さん 逹ぢ や。 今度 は姬 門から 五郎が 元の 方 さへ 行く ちゆ 話ぢ や。 何でも 一 七 5 計リ、 

がけ ぢ やっと か」 

「夫ぢ や 今度 は TO: 五 匹 は糙に とれる ぢ やらう。」 

「この：. K 氣 工合 ぢゃ 大丈夫 さ。 五郎が 元は 面白 いぢ や。 晝 海岸に 出る とな。 が 路の葉 主 ra? にか 


(四 傳） 村 水 m 


ぶって 31^ の 上 を 飛む で 歩い ちょる。 而 してな、 休む 時 は 其 藩の 葉 を 《^ に 敷い て^る わ。」 

「左様 かな。 五郎が 一 兀には 殿様の 狩 場が 有る ぢ やろ？」 

「； ^るく。 ：： 私達 も 今度の 様な 事が 無 かや、 狩に 連れてって 貰 ふ 約束 ぢゃ つたが、 殘 念な 事 

を 仕た」 

右の 方に、 僅かの m 地 を 隔てて 向 ふの 河原から 吹き上げて 來る河 風が 山に 當 つて、 木の 獎を吹 

き 落し、 大きな 枝 を ゆする。 一行 はこの 太枯の 中に 包まれる。 

「お ほ 寒 か！ 販足 仕樣 か」 

「道が 喑 いで 跃足は 危險ぢ や。 石ころに つま づ くで な」 

「もう 私 はっくぐ 否に なった。 いくら 見張った 所で 犯人 は 分らす」 

「本 當ぢ やな あ」 

「今夜 迄 見つから にや、 も；；；： くの は 否ぢ や、 寒い のに。」 

「先生の 爲 なれば こそ 行く 様な 者ぢ やが。 外の 事なら 掛り合 ふ 者 か」 

一 行 は 村長の 依賴を 受けて 犯人 を 探すべく 校長の 留守宅に 毎夜 泊り がけで 出掛けて 行く が、 初 

めの 夜より 旣に四 五日 を經 過す る が、 今 だに 手が \ り を 見出さない。 校長の 宅に 通す る 道路 と 云 

. ；; 道路よ ES 道 迄 も 要して 見た。 夜中 過ぎ 迄椽の 下に 隠れても 見た。 而も 朝になる と、 例の 落 書 は 
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(四 溥） 村 水 寒 


依然として 見出さ る \ 。 八 「は 殆んど 見當が つかな くな つた。 

「も 八 r 夜ぎ りぢ や。 今夜 迄往 つて、 犯人が 分らに や 跡 は 知らぬ。 今度 はも 外の 者に 讓 る。」 

「わし 一 人 は 如何で も宜 いがな。 餘 所から 來た敎 員に 對 して 儕まぬ で。 見つかる 迄 は 幾夜で も 行 

くつ もり ぢゃ」 

「御前 は敎 員に 對 する 義理が ある ぢゃ ろが、 わし は、 單に 有志 者と して 行く のぢ やから * 止めた 

い 時に 止められる。 敎員の 激昂 はま だ 止まぬ や？」 

「止む 所 か、 毎日 寡る ばかり ぢゃ」 

「先生 を 排斥 仕様と 云 ふ 心は敎 員の 中に 全くなかった ぢゃ ろか」 

「；ゼ る 者 や、 そげな 事 は Mf 校の 享情を 全く 知らぬ 者の 云 ふ事ぢ や。 校長との 折 合 は 全く 圓滿ぢ や 

つたの よ」 

「村長 は あんなに 惡ロ云 はれる が、 村長で もない な」 

「村長で もない さ、 何の 爲に 御前 村長が そげな 事 をす る 者 や」 

「こげな 時 村長に なった 者 は 迷惑 ぢゃ。 人に 頼まれて 攻撃され る 様な^ ぢ やな」 

二人が 暗の 中 を 小石 蹈み嗚 らしつ \ 話し合って 行く と、 遙 かに 後の方から 「おい 待てよ」 と t, 

ぶへ J» が 聞 ゆる。 「自分 達ば かり 先に 急ぐな い」 
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(四 傳） 村 水 寒 


. ^に 行く 二人の 一人 は小聲 で、 「何も 話 をせ ぬと 思て 居たら、 そんなに 後に 居た のか」 と 云 ひ、 

夫れ から 山鳴りせ 應 ふる 如き 聲で 「如何 か 仕て や？」 

「g" か者ぢ やで 石に つま づ いて 下駄 の 緒 を蹈み 切つ た」 

「足 を チャン./ \ 上げて 步か ぬから ぢ や。」 

「何、 ft を 出る 時から 怪しい と 思て 居た のぢ や」 

「早くせ ぬと 待つ ちゃ 居らぬ ぞ。 何 かすげ る 者が 1^ るか」 

「  」 

「紙で も 持つ ちょる か」 

「側の 木に かづら が卷 きついて 居る で。 今 夫れ で •：. も濟 むだ 濟 むだ」 

木 枯が叉 一 しきり、 暗の 中 を 吹き まくって、 一 山の 木の葉 を騷 がし、 老木の 幹 を ゆする。 友 を 

待つ 二人 は 「お \ 寒 か。 耳に さはって 見様。. 風が さらって 行く と 大變ぢ や。 有る，.， （\. 大丈夫 ぢ や。」 

「寒 かで 石で も 蹴て 見に や」 と 話し合って 何 か 蹴散らす 音が する。 やがて 遲れた 者 は 追つ 付いた。 

一 行 は 暗の 中を迎 つて 行く。 猶 進めば 山道 は絕 えて 田の 畦 道と なる。 一 行 は 同時に 柬を 見る。 ：：^ 

は 今 X- の 方に 遙 かなる 孟宗 竹の 林の 上に 僅 計り 昇って 居る。 孟宗竹 は 一 しきり 吹きし きる 木枯に 

靡き 伏す る。 氷る 様な：^ は 俄に 浮き 上る 様に 見 ゆる。 風が 吹き 止めば、 林 はおの づと 起き 上る。 
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(ra 傳） 村 水 寒 


!=： の 影 はまた 落ち込む 様に 见 ゆる。 この 林の 暗き 陰に 鍛冶屋が 見 ゆる。 竹で 葺 いた 家 极の幹 も 

焰を 立た して、 火 を 吹き 立てる。 手 も 足 もむ き 出した 二三 人の 影が 火の 前に 動いて 赤く 照る。 火 

を 吹く 昔が 止む。 焰が ビタリと 止まる。 赤い 影が 消 ゆる。 すると 火花が パッと 散る、 赤い 影が 一 

寸 □ ^える。 火花. を 拂ふ足 S 動く のが 目に止まる。 と 思 ふと 熱 鐵を銀 ふ 音 が 寒天に ヒビ. の 入る 様な 

聲を 立て \ 響き渡る。 三人 は E の 畦 道を蹈 むで 行く。 道 は 曲りくねって 霜夜の 月に 照らされつ. - 

一；；；： の 前に 白く 撗 はる。 田 は 鋤き 返された る 有り、 稻の 刈り株の さながら 殘れる も 有る が 木枯は 

：^; ハ上を 遠慮なく 吹き 渡って 居る。 程近い 田の 畦の 枯 草の 風に 靡く の は 殊更 身に しむ。 而 して 其 逸 

か 向 ふに 績く 河原の 小石が 白 布 を 晒した 樣に眞 白く 照り 渡る の は 頭から 氷 を 浴びた 思が する。 一 

行 は 進む。 

突然 近が W び 森に 入る 邊 より 鄙歌 の 一 曲が 聞 ゆる。 「ュ サコ ン仕 ra5 つた や 膳 棚が 崩え た。 叉 も 

仕 居った や 家が 崩え た。 ハイく く 馬ぢ や，/ \。」 「おい、 今 a はの、 並樹を 人力車が 通った が、 

誰か 歸 つたろ か」 「冬の 休みで 書生さんでも 歸っ たかの」 「其れから 2、 其 後で 馬車 も 通った が」 

「隣の 稚 子さん が 城下から 歸る ちゆ 話 も 聞いた がの」 漸く 一行に 近づく を兑れ ば、 人 は 二人 だ。 

共に 馬に 乗って 居る。 野ら 歸 りと 見 ゆる。 一行 は 道の 傍に よける。 馬上の 二人 は 手綱 を 短 かく 取 

つて 相 警戒し つ，.；；；； き 過ぎる。 行き過ぎてから 「誰ぢ やつ や？」 「誰と 誰ぢ やった ろ」 と 小聲で 


(四 簿'： 村 水 % 


し 合った が、 又 鄙歌 5 離 を殘 して 後の 森に 入った。 「やっと 來 やった 木 之 助、 松 之 助、 忠 藏 で- 

は 由 良 之 助。  しっかり 歩け よ、 山近ぢ や。 ハイく く」 

一行 は 程なく £ の 巾 を 過ぎて、 叉 森 陰の 道に 入る。 三人の 聲は 暗の 中 を 縫 ふて 行く。 

「乂， 寒かった な。 聲を 出す の も否ぢ やった」 

「 こ げな 夜 に 夜更け 迄 外に 居る と 必す風 を 引く。 大に衞 生に 毒ぢ や」 

「如何 も 犯人の 見つから ぬの は 何かぢ や」 

「M かと は？」 

「否、 屹度 何かぢ やよ。 人間業 ぢゃ無 か」 

「下らぬ 事 を 云 ふな。 君 は 迷信が 深い」 

「あの 下の 淵 は 如何 ぢゃ。 おれ は あの 淵で 水 を 浴びた 事 は 無 か」 

「深い 淵が 何ぢ や。 水 ぢゃ無 かか？」 

「夫れ から あ の 家 は 昔な ： ： 今日 聞いた がね」 

「迷信 的な 事 は 止めに せんか」 

「御前なん か。 先生の 奥， 様 を 近頃 如何 思ち よる か？」 

「小 供の 死なぬ 前と は 餘程變 つたな あ。 元は 陽氣 な方ぢ やった が、 近頃 は：：」 
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「近頃 は叉變 つた 様ぢ やが、 左様 は 思 やらぬ か」 

「委しい 事 は 知らぬ」 

「いや 變 つたよ。 時々 餘 程變ぢ やと 思 ふ 事が 有る。」 

「吾 々 が此丈 先生の 爲に盡 力す る の を餘り 嬉しく 思 はぬ 様ぢ やな いか」 

「北 ハれも 有る が、 まだ 變ぢ やと 思 ふ 事が 外に 有る」 

「どんな 事ぢ や」 

「まあ 云 はぬ 事に せう。 面白く もなか \ ら」 

「云 ふたと て {n^ ぇぢ やな か \？」 

「いや 4 「は 云 はぬ。 先生 夫婦 は 全く 可哀想 ぢ やよ。 先生で すら、 あれ 程 人 問が 違った から、 奧樣 

は 猶更ぢ や。 實を 云へば 小 供が 死んで 先生が 辭 職せ うと 云った 時、 他に 轉職 でもな されば 善 かつ 

たのに。 村の 勝手が 少し 過ぎた よ。」 

三人 は 間もなく 校長の 門口まで 來た。 而 して 各 部署 を 定めた。 一人 は 家の 周圍を 警戒す る。 一 

人 は 門口に かくれて 番をする。 他は裹 口の 藪 中に 忍ぶ。 犬が ー聲吠 ゆれば 人が 來 たかと 腕 を扼す 

る。 何物 か 落 紫 を蹈む 音が すると、 今度 こそ は 愈と 片唾 を吞 む。 月 は 木 3 間，/ \ を數 へて 段々 昇 

つて 來る。 木枯の 音に 夜 は 愈 更ける。 犯人ら しい 者 はかげ だに 見えぬ。 夜中 過ぐ る 迄 |;： 戒 したが 
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遂に 見當ら ぬ。 其れから 家の 內に 繰り込む。 內に 居ても 心 は 中々 落ちつかぬ。 雨戶が 木枯に 動け 

ば 直に 戶を排 して 外面 を 窺 ふ。 遠い 所に 人聲 がする 様 だと、 直に 戶 外に 飛び出て 兑る。 けれ 共 

其 夜 も 遂に 犯人 を 得なかった。 かくて 三人 は 別室に 火鉢 を かこみつ \、 眠る ともなく 覺 むる とも 

なく 明かした。 さて はねて しまった かと 三人が 飛び起きて 外に 出た 時 は、 夜の 將に 明けん とする 

時で 有った。 三人 は齊 しく 何時も 落 書の 有る 場所 を 見た。 校長の 惡ロは 相 變らす 出て 居る。 而る 

に 怪しむべし、 この 內に 「六角堂 餘り さわぐな」 と 云 ふの が ある。 六角堂と はこの 一 行 三人 中の 

一人の 名字で 有る、 而も 落 書の 如く 尤も 騒ぐ 男 だ。 よく 談 じょく 笑 ふ 男 だ。 三人 は 庭に 立って 傑 

えながら、 この 落 書 を 見た。 夫から 三人の 眼 は 期せす して 相會 した。 時に 夜来の 木枯は 止む で、 

霜烟 はこの 森の 中に も 漲り 渡って 居る。 三人 は 更に 視線 を 家の 中に 向けた。 家の 中は靜 まり 返つ 

て 物 昔 だに ない。 夫人と 弟 はねて ゐる のか 知ら。 程なく 歸路に 付く。 暗き 森の 落葉 を蹈 み， 霜烟 

にお ぼろなる 田 中の 道 を 過ぎつ \ 三人の 議 一 致した る 事 は、 則ち 犯人 は 外より 來 るに 非す t て、 

內 に 在りと 云 ふ 事で 有った。 惟へ らく 留守宅で、 夜中に 誰が 一番 騷 ぐと 云 ふ 様な 事 を 書く 者 はこ 

の 一行の 狀况に 通じて ゐる 者で なければ ならぬ。 この 狀况に 通す る 者 は 夫人と 其 弟との 外に 誰が 

居る か。 而 して 斯く決 すれば 今迄 犯人の 擧ら なかった の も 別に 怪しむべき 事が なくなる。 何とな 

れば 今迄の 警戒 は 犯人 を 外に ありと 假定 して か.^ つたから だ。 時には 家の 周圍 を巡羅 した 事 も あ 
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つたが、 夫れ とても 何の 功力が あらう ぞ。 何と なれば 家の 內の 二人 は蒈 戒 者の 一 擧 一 動 を 悉く 知 

つて 居る。 誰 は 今 何 所に 行った。 誰 は 何 をして 居る と 云 ふこと は 明に 二人に 知れる。 其 も 其 害 誰 

も 一 一人 を 犯人と 疑 ふ 者 もな く、 否 寧ろ 相談役と 思った からだ。 一 一人 は 各人の 擧動 を逐 一 知悉して 

居る から 其す きを 伺って 事を爲 せば 見つかる 世話 は 毛頭ない。 皆の 人が 寢た時 か、 各人が 家の 附 

近 を 離れた すき を 見て、 遣れば 誰に 分る 者 か。 然り。 犯人 は 彼等 二人の 何れ かに 決定した。 併し 

5^「 一 厣 深く 立ち入って 一 一人の 者の 心事 を 忖度して 見よ。 彼等 は 何が 爲 にか. -る擧 動に 出で たらう _ 

其 問題 は 後 廻し にして 戲れ にした 者か眞 面目に した 者 か、 さ 如何 だら う。 無論 戯れに する 害 はな 

い。 然 らば 眞 面目に した か、 人間の 心 を 持って ゐる 者が 如何して 斯る 事が 出來 様ぞ。 かりに 百 歩 

を讓 つて S 呉 面 ほに したと すれば 何が 爲 にした で 有らう。 丸で 分らな いぢ やない か。 要するに 狂人 

の 沙汰と しか 思へ ぬ。 鬼に 角 今日は 弟 を 呼び出して 聞いて 見る 事に 仕樣。 

弟の 學 校に 出て 來 るの を 待って 愈， 訊問に 取り 掛 つたが、 中々 私が 爲 ましたと は 云 はぬ。 斯う 云 

ふ 落 書 をす る 者 は 御前と 姉さん との 外 に す る 者が な い が、 姉樣 は する 害が な い か ら 御前 だ らう と 

詰め かけても 白狀 せぬ。 手 を 代へ 品 を かへ、 威して 見たり すかして 見たり した。 揚句， 遂に 私が 

爲 ましたと 云った。 此に 於て か 犯人 は 愈 分った 村長 は 初めて 胸 をな で 下して、 幾日 かの 愁眉 を 

開いた。 學校 職員 は 凱旋した 位に 喜 こむ だ。 併し 次に 起る 問題 は 弟が 何の 爲め にか \ る惡戲 をし 
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たかと いふ 疑が 自然 起る。 ^^2ー-ムふ所に依ぉば、 彼 は 一 夜 姉 様が、 -1;、 人に 淋しい から 早く ，1 りた 

い と 泣いて せがむ 3 を 聞いた から、 如何 かして 姉 様 夫婦 を 寒 水 村から：^ した い と 心 を 巡らした 結 

M, 此擧に 出た と 云った。 され ど此 答へ に は 多少 細工 をした 樣な痕 が 見えた。 そこで 善意に 解す 

る 者 は、 まだ 高が 高等 一 .： 牛の 生徒 だから 村の 人が どの位 騷ぐ かと 云 ふ 事 は 念頭に かけす、 かう も 

したら 校長が 去る かと 小 供 心に 落 書 をして 村- 2 人が 校長 を 篤し るが 如くした の は 寧ろ 自然 だ。 姊 

S わ ひの 弟 だと 云 ふ 者 もあった。 叉 他方に は 校長 夫人の 擧 動が 近頃 怪しい。 普通の 人間で はない、 

精神に 異狀が 有る。 故に 夫人が 弟に 云 ひ 含めて、 此の 擧に 出で さした のさ。 夫 丈 姉 思 ひの 弟で も 

不斷が 無 いぢ やない かと 反駄 する 者 も 有った。 併し こちら は 犯人 さへ 知れれば. K い。 餘り追 翁し 

ない 方が-冗い。 すれば する 程 校長が 氣の 毒になる 計り だと 云って、 敢て 其餘を 聞かなかった。 

幾日なら すして 校長の 辭表は 聞き 屆 けられた。 學校敎 貝 は 復校した。 夫人 は 弟と 共に 寒 水 村 を 

去った が 0^ 送る 者 は 殆ど 無かった。 

五 

折 枝 校長 は 其 後 再び 寒 水 村の 地を蹈 まぬ。 併し 校お の 遣 風 は 幾 百の 生徒の 頭腦に 深く 浸み 込ん 

で： る。 校長の 交迭 する 度に、 校規 2 揚らぬ 毎に、 折 枝 校長の 時代 は必す 引き合 ひに 出る。 
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は 精神病 を 起 L て 居る と嗱 をす る 者 も ある。 折 枝 氏 は 今 は 教職 を拋 ちて、 靜 かに 田園の 生活 を 送 

ると いふ 事 だ。 こちらから 手紙 を 送れば 必す 返書 をよ こす。 小包 を 送れば 必す何 か 返 禮に來 る。 

校長の 居た 家 は 其 後 住む 者がなくて 荒れて 居る。 森の 下の 淵 は 相 變らす 村人に 畏 がられて 居る。 
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夢の 如し  坂 本 11 方 太 


自 序 

「夢の 如し」 は 三年ば かり 前から ボ ッく雜 誌に 揭載 しだの を、 今度 思 立って、 一纏めに した 

ものである。 余 は 之 を 纏めて 出版す るに 就いて 一 考 した。 斯様な 片々 たる 文章 を 集めて、 再び 

世の 人に 示す 必要が あるか どうかと 考 へた。 全體 余の 今の 文藝觀 では、 心に 深い 感動が 無 けれ 

ば 文章 を 書くな、 とい ふの が 根柢に なって 居る。 然るに 「夢の 如し」 はどう かとい ふと、 勿論 そ 

んな考 で 書 始めた もので は 無い。 して 見れば 今 之 を 出版す る 必要 は 無い のか も 知れぬ。 さう か 

といって 斷然打 捨て \ 了 ふ氣 にもなら ぬ。 何故で あらう かと 考 直して 見る に、 深い 感動とまで 

は 行かぬ にしても、 或る 幽かな 細い 濃 かい 感情に 動かされて 書いた 事 だけ は 確で ある。 決して 

文章の 技巧 を矜 らんが 爲に 書いた ので は 無い。 著者 自身 は 之 を 綴り 之 を 讀む間 は、 現在の 烦雜 

なる 精神 狀態 から 逃れて、 少年 時代の 醇 良なる 感情に 立 返り 得た。 勿論 平凡 極まる 記事で ある 

から 一 般讀 者の 感情まで も 支配す る 事は覺 束ない が少 くと も讀者 自身の 少年 時代 を 聯想させる 

便りに はなる であらう と 信す る。 斯う 考 へて 見れば 萬更 出版の 必要が 無い 譯 でも 無い。 且又 明 
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治の 思想 史は年 一 年と 變遷 して、 瞬時 も 一 處 に停滯 する 事 を 許さぬ。 若しも 余と 同じ 時代の 同 

じ 境遇 _s 人 の 少年 思想 は 如何 にあつ たかを 考へ、 又 余と 異な る 境遇に ある 人の 少年 思想と の 相 

遠 を 研究す る 一 助と もなる ならば、 是れ 余が 希望 以上の 幸福で ある。 尙ほ附 加へ て 言 ふ。 「夢 

の 如し」 は 余の 正確なる 自敍傳 でも 無く、 叉 全くの 小說 でも 無い。 只 だ斷片 的の 事實と 多少の 

想像と を 取合せ て、 それに 依て 我が 少年 時代の 感想 を 得 現させようと 試みた 文章で ある 事 を 4a 

白して 置く。 

明治 四十 二 年 五月七日  著者 識 す 

I 

c 分 も 一 つ 子供の 時の 事 を 書いて 見る。 極 幼少な 時の 事で ある。 

.R 分 は i 兀來 舍 者で、 日本海の 海岸なる 一 漁村に 生れた。 併し 漁師の 一十で も 無く 百姓の 子で も 

ない。 昔なら 矢 張 侍の 子で ある。 吾が 家族 は 御 維新の 後、 城下に 住ま ふ 必要 も 無い とい ふので、 

うぶすな； A み 

此 漁村に 移住した。 自分の 產 土神 は 村の 八幡 様で ある。 三 四 歳の 頃まで 此 村に 生長した の だが、 

取 §5 めた 事 は 何 一 っ覺 えて 居らぬ。 只 だ 今日までの 三十 何年と いふ、 長い 日の 流れ を 源まで 遡 

つて 行く と、 そこに 何やら 夢の やうな、 而も 或點は 極めて 明瞭な 記憶が 淺 つて 居る。 个 この 記憶 
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を 其 儘 書いて 見ようと ふ、 併し 夢よりも 纏まらぬ、 謂 は 幻影の 如き 或る 感じ だけが 殘 つて 居 

るの だから、 事件と いふ もの は 少しも 無い。 

家の 裏が 藪で 緣先は 白 S になって 居る。 诲は 砂山 を 越えて 後ろに ある。 結えす どうく と 浪の音 

が 聞え る。 道と いはす 昌と いはす 砂ば かりで、 駒下駄で 歩いても 音が せぬ。 何年た つても 下駄の 

齒が 減らぬ。 家 を 建てる 時 は、 砂の 上に 水 を 五六 荷 もぶ ちまけ ると、 砂はガ ッシリ 稀って 巖 より 

も 硬くなる。 其 上に 土臺 石を据 ゑて 置けば 善い の だとい ふ。 是は 無論 大きくな つてから 開いた 話 

だが、 吾 家が 砂昌の 中の 一 軒 家であった 事 は 今でも 善く 覺 えて 居る。 家 は藁葺 であった。 昌には 

梅の 木が 二三 本 もあった。 藜に は 蟹が 居る。 澤 蟹が 小石 を 撒いた 程 居る。 人が 行く と 驚いて がさ 

がさと 竹の 枯葉に 隠れる 音が菝 の 嵐よりも 烈しい 位で ある。 菝 許りで は 無い、 臺 所の 板の間 を 這 

ひ廼 る。 天井の 上 を 走る。 衣 分寢靜 まった 後、 唐紙の 外に 曲者の 跫音 かふ-驚かれた 事 も 一度 や 二 

度で は 無かった と、 是は 後に 母から 聞いた 話で ある。 

或 時 ふと 眼が 覺 めた。 组煃に 只獨り 寝かされて 居った。 見る と 母 も 居らぬ、 父 も 居らぬ。 何き 

も此 室に 居らぬ 事 の 無い 祖， 父 さへ も 居らぬ。 恰も 空屋で あるかの 如く 森閑と して 居る ので 急に 悲 

しくな つた。 悲しくな つたから、 聲の 有り たけを 出して 泣いた。 誰れ も 出て 来ぬ。 此室は 今考へ 

て 見る と 丁度 四叠半 位で、 寢て 居る 右側の 障子：. iVM 暗くて、 赤くなる まで 煤けて 居った。 頭のと 
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ころに 黑 光りの する けん どんの 簞笥 があって、 箪笥の 上に 大きな 怫 壇が 載せて あった。 吊 L た眞 

鍮の燈 明 皿の 尻が きらく 光って 居る。 聲が 出なくなる 程 泣いて 居る と、 奧の 室の 緣の 方に 音が 

して、 誰か 遣って 來る氣 は ひで ある。 一寸 泣聲を 止めて 耳 を 澄した。 あたふたと 唐紙 を 開けて 入 

つて 來 たの は 母と 思 ひの 外祖父であった。 大方 昌に 出て 居った ので あらう。 片手に 小さな 鉈を持 

つて る。 お母さん は 今お 手水 だから 少しお 待ちよ とか 何とか 賺 された が、 母でなかった のが 不 

平で W び 泣き 聲を張 上げた。 

祖父の 顏は 今でも 善く 覺 えて 居る。 鼻の 高い 面長な 顔で、 左の 頰に 指で 突いた 程 凹んだ 處がぁ 

る。 いっか 大暦齒 が 痛んで、 こんな 窪みが 出來 たとの 事。 祖父 は，！ H 分の 頭の 處に 立って、 怫 擅の 

抽斗 を 開けて 何やら 搜 して 居る。 泣き 乍ら 上 眼で 見る と、 祖父の 尻に 狐の 尾が ぶら 下って 居る。 

祖父 は 年 冬から 春 へ かけて 狐の 毛皮の ち やん く を 着て 居る ので ある。 炬煃 にあたって 居る 時 

など は、 いつでも 此の 尻尾が 疊の 上に 撗た はって 居る ので、 後ろから そっと 行って 引 張る。 する 

と 祖父 はァ、 痛い く 祖父 ちゃんの 尻尾が 拔け ると いふ。 さう 言 はれる のが 面白さに、 尾が 見 

えさ へ すれば 直ぐ 引 張りに 行く の だが、 今日は 母が 居らぬ ので 大 不平の 際 だから 無論 引 張りに 立 

っ氣は 無い。 仰向け に寢 たま、 愈よ 大聲を 揚げ て 泣いた。 

祖父が 抽斗から 取 出して くれたの は 煎餅であった。 馬の 耳と 稱 へる 大きな 煎餅であった。 端 を 
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ひねって の やうな 形に したので、 背中に ii が 三つ 卷 いて 25 る。 この 煎餅 は 法事の ある 時に 

頭と 一所に 配る 煎餅 だが、 なぜ 此時 この 煎餅が 怫 壇の 抽斗に 入れて あつたか は 今に 解らぬ。 兎に 

お、 .nr 分.^ 之 を 赏 つて 大に 嬉しかった。 併し 前 一 餅のう まい 事が 母の 顏を 見る 代りに はなら な 力つ 

た。 ：： 冗に 由て 煎餅 を 食 ひ 且つ 大に 泣いた。 若し 母が 或る 禀 情の 下に、 晚 になっても 朝に なっても、 

一 卞， こっても 二，. 4. たっても、 此ま \內 に 還らぬ ので あったら ど うだらう。 さう して 祖父が 馬の- 

を 弗 声  =1 やり 取 出して、 やけに 泣く 自分 を 慰める ので あったら ど うだらう。 こんな 例 は 世 問 に 幾ら 

も ある。 祖父た る ものの 身に なって は、 こんな 遣る 瀨の 無い 難儀 は 又と 有るまい。 幸に して 午 は 

さう では 無かった が、 自分の 悲し さは、 此の 場合と 少しも 異ならぬ。 異ならぬ から 馬の 耳 を 食べ 

ながら 泣いた。 菜て は 馬の 耳 を拋り 出して 泣いた。 

祖父 も 八.' はせ う 事な しに、 狐の 毛皮の 上から 自分 を 負うて、 お母さんに 連れて行 くから チャン 

とお 止めと いって 外に 出た。 母が 手水 場に 居らぬ は 勿論、 今日は 家族の 總 てが 外出して、 祖父と 

自分 だけが 留守番に 殘 された のと 見える。 ft はれて 泣き止み はした が、 灸を据 ゑら れた 後の やう 

に 泣きし やくりが 止まぬ。 外に 出る と氣 分が せいくした。 母に 抱かれる 望みが 出来た ばかりで 

なぐ、 磯邊のう らくと した 春色が 吾が 小さい 胸の 不平 を 和らげた ので ある。 やがてし やくり も 

. ^ん だ。 昌の 向う は 小高くな つて 居って、 こ， ^から 砂山の 松林になる。 松の 下 2 道 を 負 はれて 行 
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く- 3 が 躍り 上る 程 嬉しい。 祖父 は 嬉しく も 無い かして、 無言の 儘す たくと 松の 間 を 縫うて 行く。 

或日裘 隣のお さきに 連れられて 此 松林に 松露 を 掘りに 来た 事が ある。 松露 を 掘る の は譯は 無い も 

ので、 有り さうな 場所 を：：；^ て 熊手で 接く と、 手に 應 じて 玉 麩の やうな 丸い のが ころくと 現 はれ 

る 0 

松林 を 離れる と 直ぐ 砂濱 である。 菜ても 無い 砂濱 である。 防風が 紅い 莖を 僅ば かり 現 はして 砂 

に 萌え出で て 居る。 碧い 海が 見える。 後ろ を 捩 向く と 松林 は遙に 遠くな つて、 丁度 屏風の 搶のゃ 

うに 見える。 祖父の 足跡 は 松林から 斜に 一 直線に 續 いて 居る。 誰の やら 分らぬ 足跡 も 三 筋 許りう 

ね. （-績 いて 居る。 濱の砂 は 樺色で ある。 海邊 なら 屹度 砂濱が ある もの、 砂濱 なら 屹度 樺色 をし 

たもり とば かり 思って 居った が、 他 國に來 て 見る と 丸で 砂濱が 無かったり、 假令 有っても 砂の 色 

は薄黑 いのが 多い と 云 ふ 事 は 長 じて 後に 初めて 知った。 海 はだんく 廣く 見える。 それに 此の 海 

岸の やうに、 家の ある 處 から 汀まで 二 町 も 三 町 も、 時として は 七 八 町 も砂濱 になって 居る 處は餘 

り 無い。 ところ.，^小山になって淺茅の生ぇて居る處もぁる。 或は 風の ために 檑 鉢の やうな 形に 

大きな 座に なって る處も ある。 祖父 は 依然として 無言の ま- -、 砂の 小山 を 越え 砂の 谷 を 渡って、 

だんく 浪打 際- 3 方に 降りて 行く。 海 は 服が 屆 かぬ 程 廣 くなる。 生暖かい 風が 松林 Q 方から 吹い 

て來 る。 頰に 雨が あたる やうに 冷たく 感じた の は、 溜った 淚に 風が あたる ので ある。 
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日本海 は 波が 荒い。 海は絕 えす 大波が 打つ ものと いふ 事 も、 こんな 子供の 時から 深く 頭に 染 J:^ 

んで 居る。 須 磨の 浦 や 品 川の 海 を 見て、 こんな 海が と 大に輕 侮- 2 念 を 生じた の も、 全く 海の 觀念 

が 違って 居る からで ある。 綠 色の 水のう ねりが だん く 膨らんで 來 るかと 思 ふと、 波の 腹が 薄暗 

くな つて 前に 崩れつ \ ど さ./ \ くと 打って 來る。 ど さ ッと打 揚げた 波 は、 むら 消えの 雪の 如く 

斑ら に 泡立って 一 時 平 かに 漂 ふ。 暂く 漂うた 後、 急に 思 出した やうに 寄せ 来る 波の 底に 引返す。 

引返した 水 は 待 構へ て 居る 波と 合して 前よりも 一倍 激しく 打 揚げる。 水烟が 霧の 如くに 立つ。 時 

として は 返す 勢の 烈し さに、 威 丈 高に 寄せる 波の 勢 を 挫いて、 水面 は 却て 意外に 平和 を 保つ 事 も 

ある。 八 「日の やうな 麗 かな 軟風の 日と いへ ども 此 活動 は 瞬時 も 止まぬ。 - 

祖父 はすた くと 波打 際 を 西に 向って 行く。 何處 まで 行く のか 分らぬ。 時として は 波の 泡が 祖 

父 の 草履 Q 際 ま で 這 ひ 進む 事 も ある。 恰も 虎 か 何 か が 腹 這 ひに なって 祖父の 足 を 嘘み に來る やう 

に 見える。 祖父 は 頓着な く 西へ く 行く。 人に は 誰に も 出 遇 はぬ。 只 軟風が 祖父の 鬢の毛 を輕く 

動かし、 自分の 頰を 撫でて 行く のみで ある。 淚 はもう 疾 くに 乾いた。 背中 は 蒸す やうに 暖かい。 

善い 氣持 になって、 毛皮に 靠れ てうと くと なった 時、 何やら 人聲が 耳に 入った。 眼 を 開けて 見 

ると 嬉し や 紛れ も 無き 吾が 母であった。 何が 嬉しい つたって、 こんな 嬉しかった 事 は 滅多に無い。 I 

祖父が 卸して くれる 間 も 待た すに、 雨 手 を 出して 飛 付いて 抱かれた。 祖父 は 泣いて く M つたと 3 
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零し 乍ら、 自分 を 母に 渡して 額の 汗 を 拭った。 母 は 裳裾 を 揭げて 水の 中に 立って 居る。 寬 やかに 

冠った 白 手拭が つや/,, \ とした 頰に 映えて、 微笑 を湛へ つ- - 何やら！ 一一 一口 ふたび に、 鐵教 をつ けた 齒 

が 漆よりも 黑く鮮 かに きらめく。 今から 考へ ると 母 も 此時は 若盛りであった。 八 「の 様な 皺くちゃ 

のお 婆さんで は 無かった。 母の 顏は 今に 至る まで 眼に 染む程 見て 居る の だけれ ど、 此時 程な つか 

しく 美しかった 顏は 餘り覺 えが 無い。 母 は 隣のお さき 等 を 連れて 島に 和布 刈りに 來て 居る ので あ 

る。 かどくし い 親 島 は 一段ば かり 前に 屹と t- 立って 居る が、 親 島に 至る までに は數 十の 子 島が 

散在して 淺瀨を 成して 居る。 こ- -は波 も餘り 立た す、 女子供の 遊 場に は 此上も 無く 善い 處 である _ 

自分 は 實は此 日の 事に 就いては 母の 顔 を 見て 飛 上る 程 嬉しかった 外 は 何も 覺 えて 居らぬ。 母に 

抱かれて 乳房 を 含んだ が、 賺 されて 母の 膝に 眠った か、 或はお さきに 負 はれて 遊んだ か 少しも 覺 

えぬ。 祖父が 狐の 毛皮 を 着て 波打 際 を 歸る後 姿の 小さくな るまで 見送った かも 知れん が、 無 41 そ 

れも覺 えぬ。 覺 えぬ 事 は 書き やうが 無い。 只だ斯 かる 覺朿 なき 記憶 Q 中で、 泰の磷に^=^布を刈り 

つ、 CI 分を迎 へて くれた 母の 顔が、 今に 至る まで 眼に ありく と 見える 事 を 不思議に 思 ふので あ 

る。 
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此村 住居の 時、 近所の 子供と 遊んだ 事な ど は 少しも 覺 えぬ。 恐らく 遊び もしなかった らう。 只 

時々 隣のお さきに 連れられて 濱に 遊びに 行く 事 はあった。 或 曰 地虫 網で 鱗の 大漁が あった 時に も 

ぉャ， に 連れられて 行った。 地 曳の時 は 大變な 騒ぎで ある。 や 丁い 地 曳だ地 曳だァ い、 ゃァ いみ 

んな 出て 來ゥ いと 觸れて 廻る と、 其 響の 未だ 絶えぬ 內に、 眠った やうな 一村 は 俄に 活氣 を帶 びて 

來る。 それ 地^だ とい ふので、 男 は 鉢卷、 女 は 髮の亂 れも構 はす 飛んで 出る。 上り 家から 驅 出す。 

下の 家から 走り出る。 表から 出る。 裏から 出る。 子供 も 走る。 犬 も 走る。 家に 殘 つて 居る もの は 

足腰の 立たぬ 老人 か、 伹しは 小屋に 寢て 居る 牛 位な ものである。 四方八方から 海べ を 指して 吾一 

に馳せ 集る 樣は、 丁度 火事 揚に驅 け 付ける 時の やうな 勢で ある。 斯うい ふ 時にはお さき も 隨分手 

荒い 事 をす る。 自分 は 自分が 入れる 位 大きな 玉 網の 柄 を 握って 居る のに、 いきなり 自分の 手と 玉 

網の 柄と、 二 本 一 所に 引 摑んで 走る。 痛い といっても 容赦 は 無い。 無理 無 體に引 張って 走る。 走 

ると いふよりも 飛ぶ といった 方が 善い かも 知れぬ。 自分の 足 は 地に 付かぬ 位、 まるで 宙を引 すら 

れ て：；；： くやうな：： S がする。 濱に出て0^?と、 もう 網は曳 揚げられて 居る。 眞ッ黑 に 集った 村人 は 

之に 取卷 いて わい/ \ 喚く。 漁師 どもが 口々 に 喚く 聲 Q, 騷々 しさ は、 一度 開いた 人で なければ 到 

底 解ら ぬ。 格子の やうに 並んだ 脛の 間から 观 いて 見る と、 網 Q 袋から 鰯が S1M ッ 靑 になる ほど 砂の 

上に 吐き出されて is る。 ぴち/ \ 跳 出る 觀は 見る 間に 砂 まぶれ になって 了 ふ。 爪に 摇 込む。 玉 網 
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にしゃく ひ 込む。 自分の 玉 網に も 誰か 知らぬ 問に 八 分 E ばかり 入れて くれた。 おさき は. R 分と 鱗 

と を 急いで 吾が 家へ けて？ 5- いて、 更に 二 はい 目 を 拾 ひに 驅 出した。 吾が 地方で は 麟は砂 まぶれ 

の 儘で 寶る 習慣で ある。 砂に まぶれ て 居らねば 新鮮で 無い として ある。 だから 假令少 々古くても 

砂 を まぶして 置く。 自分 も國を 出る まで は 砂に まぶれ て 居らぬ 鱗 は 鰯で 無い やうに 思って おった。 

遊びに 出る 時 は 何時でも おさきに 連れられて 出る か、 さも 無ければ 祖父に 負 はれて 出た やうに 

覺 えて 居る が、 裏の 瓦屋に 行く 時 だけ は 何時でも 步 いて 行った。 それ も 連れな しに 獨 りで 行った。 - 

しごとば 

瓦屋の 母屋の 方は覺 えぬ。 只 だ 職場の 方の 事ば かり 少し 記憶に 殘 つて 居る。 大抵 毎 曰 一度 づっ職 

おやち 

場に 遊びに 行った。 誰れ か 遊び 連れで もあった かと 言 ふに、 さう では 無い。 瓦屋の 老爺 は 年が年 

中、 只 獨り藪 陰の 陰氣な 職場に あって 瓦を敲 きつ- - ある。 他に は 誰も 居らぬ。 何時 行って 見ても 

土 問の 爲 中に； を据 ゑて、 見臺の 上の 生の 瓦を敲 きつ \ ある。 自分の 顔 を 見る と、 にこ/ \ しな 

がら、 今日は どうで がァ すと いふ。 何 か 菓子で も吳れ たかと いふに、 さう でも 無い。 自分 は：： ハだ. 

何となく 此の 老爺が 好きであった。 何も 吳れ なくても 好きであった。 然るに 時々 或 物 を吳れ た。 

さる 

菓子 は吳れ なかった が、 ぉ猴 さん を央れ た。 見臺の 前につ くばって 催促 顏に 待って 居る と、 老爺 

は牕て 一枚の 瓦 を敲き 了って、 どれ 叉お 猴 さん を 造って 上げよう かな、 と錢の 尖き に 瓦 土 を 少し 

取って 掌で 揉み 始める。 嬉しい なと 思って 見て： li^ る。 土が 揉まれて 子 芋の やうな 形になる と、 老 
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爺 は 後ろの 棚から 箸 見た やうな 竹串 を 一 本拔き 取って 其 尖き で H: 鼻を附 ける。 出來 上る と 其 儘 竹 

串の 尖き に 刺して、 へ ー ぉ猴 さん ァハ 、 、 、 、と 渡して EK れる。 ぉ猴 さん を 貰へば 他に 用事 は 無 

い。 急いで 母に 見すべく 走って 歸る。 老爺 は 自分の 歸るを 見送りつ- -、 二枚目の 瓦に 取り掛かる"' 

老爺 はいつ も淺 黄色の ilw 綿 を 頭に 冠って、 丸くなる 程 厚い どてら を 着て 居った やうに 思 ふ。 夏向 

き はどうで あつたか 覺 えぬ。 日和の 時 はいつ でも 職場の 前の 干し場に、 生の 瓦が 二列に も 三 列に 

も 並べて 干して ある。 老爺が 居る か 居らぬ か は 裏の 緣 から 善く 見える。 見える と 直ぐ 裏口から 出 

て、 干し場に 廻って 職場 を 襲 ふので ある。 自分 はお 猴 さんが 好きで ある。 ぉ猴 さん を 吳れる 老爺 

は尙ほ 好きで ある。 

.2： に 遊んで 居る 時 は 祖父に 本を敎 はった 事を覺 えて 居る。 三 歳 や TO: 歳で 本 を 習 ふとい ふの は譃 

らしい と 思 ふ 人 も あるか 知らん が、 全く 敎は つたに 相違ない の だから 仕方が無い。 朧氣 ながら 本 

の 形も覺 えて 居る。 何でも 敎訓の 槍 本で あつたと 思 ふ。 大形の 厚ぼったい、 表紙 は 茶色の、 大分 

ぐた くに 古びた 本であった。 十 年ば かり 前に 歸 省した 時、 ふと 此 本の 事 を 思 出して、 今一度 見 

たくて 堪ら す、 本箱 を 初め 入って 居り さうな 處は 隈なく 捜して 見た が、 殘 念ながら どうしても 見 

付からなかった。 祖父が 矩 達に あたって 居る 前に 跨ぎ 込んで 何 かい たづら でも 始める と 祖父 は 直 5. 

ぐに 此の 本 を 矩燒の 上に 載せて 開けて 見せて くれる。 一枚 づ つに 繪が ある。 繪 といっても 美しい 3 
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彩色な ど は 無く、  略な 墨繪 ばかりで、 一番 善く 覺 えて 居る のが 韓信 股潛 りの 圖と、 それ 力ら 妙 

な 猫の 鴛 である。 猫が 尻尾 を 一 文字に 仲ば して 脊仲 びして 居る やうな 繪 である。 猫が おなら をし 

て る やうに 見える ので、 そこが 出る と 何時でも 可笑しかった。 祖父 は ザラ/ \ した 髯の顷 を 余 

の 頭に 擦り 乍ら、 i 乂へ煙 % "の 雁首で 紙 を 撥ねる。 今度が おなら だよ と 祖父 は 猫 を冃當 てに して 行 

く。 此 猫の 繪が どんな 意味 を 現 はして 居る のか、 猫が 脊仲を すれば 何故 教訓になる のか、 八 「は 本 

が 無い から 薩 張り 解らぬ。 鬼に 角 この 猫の 槍の 處に來 るの がー 番樂 みであった。 if の 上に は、 ど 

れ にも 歌が 一 首づ つ 記して ある。 其 歌が 皆 敎訓の 歌であった らしい。 

併し 自分が 敎 はった の は 歌で は 無い。 別の 紙に 大きな 字で、 天地、 山川、 父母、 兄 とい ふや 

うな 單語を 二字 づっ 書いて、 翁 頭に 綴ぢ 込んで ある。 敎 はった のは此 S 乎 語で ある。 一通り 鰭 を 見 

て 猫のお ならで お 仕舞に なると、 再び 翁 頭の 天地 山川に 戾る。 祖父が 雁首で 一 字づっ 突く。 自分 

は、 ^い ィと讀 み i い ァと讀 む。 一日の 中には 遊び半分に 幾遍 でも 讀む。 人が 来れば 自慢に 讀ま 

せられる。 詰リ 家の 內で 遊んで 居る 時、 此 本の 出て 居らぬ 事 は 無い ので、 自分 は 何時の間にか ス 

ッ カリ 請 記して 了った。 木 は 見なくても、 ち \ と いひ は- - といへば、 直ぐ 宇の 形が 思 出せる 位で 

あった。 

或 時 例の 通り 祖父に 負 はれて 八幡 様の 石燈 籠へ 遊びに 往 つた。 八條 様の 石燈 籠と いふ- 2 け 村の 
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本通りの 道端に あるので、 汚い 百姓家の Si に 十 坪ば かりの 穴.^ 地を控 へて、 大きな 御影石の 常 夜 S 

がー 對据 ゑて ある。 宫 はすつ と 離れて 七 八 町 も 奥の 方、 卽ち 松の 砂山 を 越えて 彼方に ある。 分 

はいつ もの 如く 石燈 籠の 臺 石に 立た された。 祖父 は 其 儘 腰かけて 道行く 村の 誰彼 ふ： 言葉 を 交 はし 

て 居る。 自分より は 年嵩の 子供が 五六 人、 其處に 遊んで 居った が、 自分が 石燈 籠に 降 立た の を =H 

て 一 官ゴ.」 注目した。 臃て 彼等の 中の 頭 立った 一 人が、 みんな 來 いくと 家の 裏の 方へ 走り去った „ 

跡に 麥 藁が 澤山 散らばって 居る。 薹 石の 下に も 散らばって 居る。 自分 は是が 欲しくな つたので 一 

心に 見詰めて 居る と、 其 中で X 形に 交叉して 居る のが、 豫 て習覺 えた 父と いふ 字に 見える。 さう 

氣 がっくと、 祖父が 之 を 知らす に 居る のが 何 か 物 足らぬ 様に 思 はれて、 慌た义 しく 指さして ち X 

ち.， と 注意した。 祖父 は 解らぬ と 見えて、 ァ 、善しく、 又 家へ 歸 つて 本を讀 むかな とい ふ。 も 

どかしくて ならぬ。 別に 說 明の 仕樣 も 無い ので、 尙 も根氣 善くち \ くと 指さして 居る と、 祖父 

は 漸く 吾った と 見えて、 齒の 無い ロをァ ー ンと 開いて、 解った- (、成程 父 だと 快げ に 笑った。 此 

後 祖父の 敎授 法に 一新 機軸 を 生じた。 本 を 出さぬ 時 は 火箸 を兩 手に 持って、 之 を 交叉して 是は何 

かとい ふ。 父と 答へ る。 並行に 立て \是 は 何かとい ふ。 川と 答へ る。 此答を 得て、 祖父 はさ も嬉 

しげに 破顔 一 笑す るので ある。 

自分 ま 比 村よ り 時の 祖父の 顏を覺 えて 居る。 叉 母の 顔を覺 えて 居る。 然るに 不思議な 事に は 
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父の 顔を覺 えぬ。 特に 覺ぇ にくい 顔であった のでな く、  .SI: 分が 覺 える 様になつ てから は 父 は餘り 

家に 居なかった ので ある。 とい ふの は 雨 讀晴耕 も 理想 ほど 面白くなかった と 見えて、 或 時 は 神主 

の眞似 をしたり、 或 時 は 寺小屋 を 始めたり なんかし たが、 終に 孰れ も 成功し なかった。 依て； 冉び 

城下に 職業 を 求める 事に なって、 兎角 村の 家に は 歸らぬ 勝ちで あつたので ある。 父が 愈よ ：！ にお 

付いた 時、 吾が 家族 は 吾が 眞の 故鄉 なる 此村を 見捨て- - 城下に 歸 つた。 涼しい 夏の 朝であった や 

うに 思 ふ。 母 は 早く 起 出で てむ すび を 持へ たり 脚胖を 穿いたり などして、 假 初め 乍ら 旅の 用意に 

いそがしい。 おさき や 瓦屋の 老爺 も 來て何 吳れと 手 偉って 居る。 城下に 通 ひ 慣れたろ くと いふ 男 

が 荷 持ちに 雇 はれて 來る。 ろく は 一 荷の 笊の 片 荷に 風呂敷 也 やら 信玄袋 やら 一 切の 荷物 を 詰 込ん 

マンな か 

で、 淺る片 荷に はさ ァ行 きませ うと 自分 を 抱 下 L て 載せて くれる。 さう， L て 天秤棒の 直中 を兩腕 

に乘 せて 釣合 を考 へて 居る。 祖父 は 跡始末に でも 殘 るので あらう、 眼鏡 を かけた ま \戶1:： に 0^ 送 

つて 出て、 ろくさん 御 苦勞， どうぞ 氣を 付けて 行って くれと いふ。 畏 りました、 左様なら 行って 

參 ります とろく は天粹 棒を擔 上げる。 自分 は：^ 爪の 綱に つかまった 儘、 いつの 問に か 一 尺ば かり 地 

を 離れて 宙に 浮んで 居った。 今や 故 鄕の家 を 見捨てつ \ 別に 悲しい とも 嬉しい とも 思 はぬ。 只 だ 

爪の 中の 座 蒲團に 埋まって 吊されて 行く のが 面白い。 母 は 何時も 遠出の 時に する 通り 白 手拭 を 冠 

つて 居る。 日傘 を かたげて 小足に 後ろから 跟 いて 來る。 村 を 出外づ れる處 までお さき は 見送って 
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来た。 母に 別れる のが 悲しい と 言って 眼 を 泣 腹ら して 居った さう だが、 そんな 事 は 一^ 覺 えぬ。 

お^, Ju に 別れて 麥 田の 道を眞 直ぐに 行く。 善い 心 持に 搖られ て 行く。 據て 坂道になる。 勾配 は 緩 

いが 幅り 廣ぃ 長い 坂で ある。 兩 側に は 竦ら に大 松が 生えて 居って、 道に は澤庵 石が 隙 問な く 敷い 

て ある。 これ は 昔、 或 奇特な 六部が 山 を 越す 人の 難儀 を 救 ふために 自ら 石 を 蓮んで 敷いた との 事 * 

今 も 山 2 上に は 六部 塚と いふ 石碑が ある さうな。 涼しい 朝風が さァと 松の 枝 を 鳴らして 坂の 上 か 

ら吹 下す。 後ろ を 向いて 見る と 母 は 自分 を 見て 微笑みつ- -跟 いて 來る。 安心して 前に 向き 直る、 

又た 暫くして 振り向いて 見る と、 母 は 依然として 跟 いて 來る。 叉 安心して 向き 直る。 何處 までむ 

つても 敷石 は盡 きぬ。 六部 2 坂 は 眠くなる 程 長い。 

城下まで は 三 里の 道で ある。 山路ば かりの 三 里の 道で ある。 六部 坂の 先き は 眠って 了った のか、 

起きて 居っても 覺 えぬ のか、 どう 考へ 直して 見ても 思 出せぬ。 只 一 っ覺 えて 居る 事が ある。 峠の 

道が 極めて 淋しくな つた 時、 ふと 脚下の 方に 眞靑な 池が 見えた。 靑ぃ， といったら 眞に靑 い。 ；將咏 

が惡 ぃ程靑 い。 ろく は 無言で よちく 進む。 母 も 無言です たく 跟 いて 來る。 此時 雉子 か 何 か 恐 

ろしい 聲で、 け H んと 池の 上を嗚 いて 渡った。 自分 は 非常に 怖くな つて 笊の 綱に しがみ付いた 事 

を覺 えて 居る。 此池は 昔お 玉と いふ 美しい 女が 池の 主に 見込まれて 引 込まれた とかで 玉が 池と 稱 

へる。 池の 主 は 蛇 ださうな。 玉が 池に 引 込まれた もの は 昔から 澤山 ある。 5?； が 通る とお 玉が 出て 
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引 張る ともい ふ。 昔 或る 若侍が 遠 乘の歸 りに、 此 池の 緣 でお 玉に 引 張 込まれて 死んだ 事 は、 t 

尙此 地方の 根に 殘 つて „5 る。 

三 

城下の 假 住居 は 侍 町の 奥の 草深い 屋敷であった。 茂る が 儘に 生 仲び た 木槿 垣に 沿うて 古い 瓦 寒 

きの 門が ある。 門 を 這 入る と 直ぐに 荒 山 氏の 家で、 斜に 行く と 吾 家で ある。 むかし 何とかい ふ 立 

派な 人の 屋敷 跡 ださう で、 しょんぼりと 殘 つた 一 一軒家の 周 圍は殘 らす蠶 豆 畑に なって 25 る。 

家の 西北に 當 つて 大きな 楠の 老木が ある。 凌霄花が 稍まで 絡み付いて 居って、 花が 夕日に 照映 

えて 非常に 美しい。 豆 畑の 中には 桑の 樹ゃ 林檎の 樹が枝 を さし 交 はして、 殆んど 地境が 見えぬ ま 

で 生 茂って 居る。 どっと 風が 吹く A: 蠶 豆の 紫が 白い 裏 葉 を 返して 波 を 打つ。 豆の 花の香が 湮ふ如 

く 襲うて 來る。 自分 はいつ でも 畑の 中で 絹 ちゃんと 遊ぶ。 緒 ちゃんと いふの は 隣の 荒 山 Q 女の 兒 

である。 自分が 鬼に なって 親ち やん を追蒐 ける。 さらく と 豆の 薬の 擦れる 音が して 親 ちゃんの 

姿 は 見えぬ。 こ- - よと 不意に 花の 中から 緒 ちゃんが 顔 を 出す。 さう してせ 笑 ふ。 鬼ごっこ 

に飽 くと 親ち やん は 抉から 萎へ た 豆の 葉 を 出して、 小さな 指で 揉んで は 膨らます。 靑 蛙の やうに 

膨らむ と 直ぐ 己が 額に パチッ と 打つ のが 賴 ちゃんの 癖であった。 都 會の人 は 豆の 花なん か 何とも 
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£ ハー ふまい が、 この 田舍 臭い 畑 2 中に 生長した 自分に は、 蠶豆り 花 ほどな つかしく 感 する 花 は 無い- 

今 も何處 一：^ で 蠶豆畑 を 見る と 直ぐ 此 屋敷の 事 を 思 出す。 自分 は此 屋敷に 何年 居った か覺 えぬ が、 

緒 ちゃんが 大きくな つてからの 姿 は 全で 知らぬ。 恐らく 一  年 か 一 一年が 問の 友達で あつたに 相違な 

親 ち や ん む 內 3 叔 母 さ ん は 親 ち や ん よ り も 美 し か つ た が 、 若 死 し て 氣 の 毒 で ぁ つ た と ん， も は 

言 ふ。 小 造りな 叔母さんで 丸顔の 物 を 優しく 言 ふ 人であった。 叔父さんの 方 は 一 寸風 變リな 人で- 

これ は 能く 覺 えて 居る。 或 時 親ち やん 3 留守に 行って 獨 りで 遊んで 居る と、 叔父さん はに やく 

笑 ひながら、 善い 事を敎 へて やろ、 一寸 齒屎を 取って 咬いで 御覽 といった。 後ろ を 向いて 少 L 取 

つて 唉ぃ で旦 る。 どう だ 臭い かと 叔父さん は尙 もに や/ \- 笑って居る。 自分が 少年の 時から 齒屎 

の 句 を 知 つて 居る の は 全く 此叔 父さんり お蔭で ある。 玉蜀黍の 毛 を 前に 植 ゑて くれたの も此 叔父 

ち よ ん ま げ 

さんで ある。 叔父さん は總髮 3  丁髢を 結って 居る。 内に1^5る時こそ大膚脫で.2:職の細ェ物にぉ.-屮 

になって 居る が、 表に 出る 時 は 重 くれた 深 笠 を 冠って 木刀 を さして 出る。 併し 荒 山， >  叔父さんば 

かりで 無く、 其 頃の 士族 は 皆 こんな 風俗であった から 少しも 珍ら しく はない。 却て， E 分 2 父^ や 

うに 散 髮で惰 子なん ぞ 冠る も 3 の 方が 餘程變 に 見えた。 それが 何時頃の 時代 かとい ふと、 丁. 仪此 

の 時 が 西南 戰爭 の 虞 最中 であった さう で、 散髮 の 父 も總髮 叔 父 さんも^ 曰 東京 Q 新聞 3 來る の 
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を 待 侘びて 居った とい ふ。 併し そんな 氣 ぶり は 鬼の 毛 程も覺 えぬ。 自分 は 只 豆の 花の香に 醉 ふま 

で 遊 暮らして 居った ので ある。 

其 後 祖父 は 在所の 家 を 疊んで 今の 假 住居に 一 所に なった。 此時 は、 もう 狐の ちゃん. （-は 着て 

居らぬ。 寒くなる と黑ぃ 綿入れの 羽織 を 着て、 變な 編物の 襟卷を 頸に 卷 いて 居った。 今 も 其 襟卷 

した ま，. -の寫 M が淺 つて 居る。 自分 は 祖父と 二度ば かり 寫眞 を寫 しに 行った 事が ある。 祖父 は i!:;^ 

眞 とい はすに ホ ドガ ラビ ー といった。 大方 江戸 通 ひの 頃に 覺 えた 單語 であらう。 城下に 只 だ 一軒 

の寫眞 屋は吾 家から 僅か 一 一三 町隔 つたと ころに ある。 今の やうに 化粧室 だの ガラ ス 天井 だのと、 

そんな 開化した 寫 K 屋 では 無い。 廣ぃ 根深 畑の 中に おこし 繪の 舞臺の やうな 形した 奥行の 無い 板 

厘が ある。 これが 寫し 場で ある。 今の 寫眞屋 に 行く と 病院に でも 這 入った やうな 1^ 陶 しい 心 持が 

する が、 これ は靑 天井 同様で 而も 畑の 中 だから 氣 がせいく する。 薄 黑ぃ書 割な ど は 無論 無い。 

只 だ 後ろに 白太 綿の 幕 を 垂れて、 其 前に 籐 張りの 椅子が 一 一三 脚 置いて あるば かりで ある。 

初めに 寫 した 時 は 祖父が 着物 を 左前に 着せて くれたので、 內に歸 つてから みんなに 笑 はれた。 

それに 着物の 色 合が 惡 かった かしてう つり も惡 かった。 今度 はと 母が とつと きの 黑 すんだ 縞 縮緬 

の 綿入れ を 出して 着せて くれる。 着せて 貰 ひ 乍ら 袖に 吹いて 居る 眞綿を 引 張る と、 細い 光った 絲 

がッ ー と 限り も 無く 出る。 引出して はいけ ません と 叱られる。 叱られても 寫眞を 寫 しに 行く の は 
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嬉しい。 着物の 絲を 結んだ 上に 萌黄色の 緞子の 帶を 締めて くれる。 ズル く： ^ るので 自ハ やつ ffi 

丸太つ： 何 かの やうに キゥ. く 締める。 兩 手で 袂を持 上げて 一 重づ つに くるりと 廻る。 母が お前の 

毛に は 癖が あるから つて 頭 わ 皿 を 構で こき 卸す。 練れた 所に 櫛の 齒が 引掛 つて 涙が 出る 程 痛い。 

頭 を 曲げて 橋に ついて 行く と、 そんなに 附 いて 來 てはいけ ません と 叉 叱られる。 漸くす り拔 ける 

様に して 祖父に 連れられて 行く。 

祖父 は籐 張りの 椅子に 腰 を かける。 S 分 は 祖父の 右 脇に 立つ。 右の 手の 置き場に 一 寸 困った の 

で 詮方な く 後ろに 廻した。 寫眞屋 がお つむり をもう 少しと 己が 頭 を 曲げて 直しに 來る。 自分 は 後 

ろに 廻した 手が 氣 になって 居った が、 寫眞屋 は 頭 丈け 直して 手の 方 は 何とも 言はなかった。 右の 

手 は 後ろに 隠れた 儘 寫 つて 了った。 右の 手を隱 した 事が 何も 面白く は 無い が、 何故か 让ハ事 を 今に 

至る まで 覺 えて 居る から 特に 記す ので ある。 座敷に 歸 つて 出 來 るの を 待って 居る と、 纏て 寫ぽ (屋 

は 雪隱の やうな 處 から ガラス 板 を 持って 出て、 一 寸 日-. - 透して 見て 手水 鉢の 水 を 注ぐ。 善く 取れ 

ましたと にこく して 言 ふ。 其から 何やら 叉壜藥 をたら して 火鉢の 火で 倍る。 これでい. よく 

出來 上る ので、 藥が 乾く と 新しい 桐 3 箱に ピ シャツと 嵌めて くれる。 八 「此寫 眞を取 出して 见 ると- 

蓋り 裏に 祖父 は 六十 九歲、 自分 は 五 歳と 記して ある。 何時 出して 見ても 右の 手 は 袖の 後ろに 隱れ 

て iSi る。 さう して 祖父 は^の 變な 編物； 一 襟 卷を卷 いて 居る。 
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.sla 眞： $5 3 筋 向う に 荒物屋が ある。 そこの 老爺 は 何故か 屢 吾 家に 出入した ので、 .R 分 もた びた 

び 其 家に 遊びに 行く ほど， 親密に なった。 丁度 舌 切 雀の 繪 にある やうな 老爺 だ。 頭巾 は 冠って おら 

ぬが、 赤く 光った 頭に 1： 慈姑 3 芽の やうな 丁髢を 結って 居る。 婆さん もあった が、 よく 顏. V- 登え 

て 居らぬ。 此 老夫婦- 3 問に 多 代と いふ 娘が あった。 色が 白くて 眉が 濃くて、 顷の 少しし やくれ た 

所に 愛嬌が あった， やうに 思 ふ。 多 代 は 自分 を 非常に 可愛がって くれた。 遊びに 行く と、 いつでも 

店り 奥の 薄暗い 居室に 連れて行って、 菓子 を くれたり 炬燒 にあたら したりして れた。 炬爐 5 向 

うの 壁に 神棚が あって、 神棚の 下に 三味線が 懸けて ある。 多 代 は 居室つ 眞 中に 坐って、 見. 臺に向 

つて 三味線 ヒ彈 いて 居る 事 も ある。 组缝 にあたって 店の 方 を 見る と、 吊した 草履 や 草鞋" 問から 

向う の學 校の 門が 見える。 今なら 何でも無 いが、 此學校 は 異人 造りと いふので、 白い ペンキ 塗り 

の 門が 無暗に 珍しかった。 多 代に は 婿が ある。 婿 は 役者であった。 藝名は 何とい つた か 知らぬ が、 

內 では 蝶と いった。 蝶吉 とか 何とかい ふ 3 だら う。 二十 四 五の 若い 男で、 髮を つむじに 卷 込んだ 

やうに 結って、 さう して 眉 を 剃 落して 居る。 顔が 長くて 靑 白くて、 眉へ 跡が げぢ/ \ に 嘗められ 

たやう で餘り 好かぬ 顔であった。 晝 II は 芝 15? 方へ 行って る 事が 多かった から、 s: 然， H 分は此 

男 に は 親 ま なかった。 それに 多 代 む やうに 子供 好き で 無かった と 見えて、 多 代 ほ ど は 自分 t も て 

なして？. 犬れ ぬ。 併し 刖に嫌 ふとい ふで も 無い。 蝶 は 家に 31? る は 多 代と お 取薛で 组 缝に あたって 
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鈑を貧 ふ。 自分 も 其の 隣に 坐って 相伴す る 事が ある。 炬缝で 飯 を 食 ふの は 暖かで 善い 事 だと 思つ 

たので、 自分 は 家に 歸 ると 直ぐに 其 事 を 母に 話した。 すると 母は輕 侮の 色 を 眉に 動かして、 そん 

な 事 は 自墮落 者の する 事 だ、 そんなお 行儀の 惡ぃ 事を眞 似して はいけ ません， V 厳格に 諭した。 

蝶と 多 代と は 相 惚れ 夫婦で ある。 其 頃 吾が 地方で は 天長節に は 非常な 景氣で 祝意 を 表した。 商 

家で は 造り 物 をす る。 活花 連中 は 活花を 出す。 女子供 は 今日 を 晴れぶ 着飾って 是 等の 催し を 見物 

して あるく。 それから 夜になる と 踊 屋臺が 練って あるく とい ふやうな 騷 ぎで、 今 は 左程で も ある 

まいが、 自分が 可な り 大きくな るまで 此 風習 は 保 たれて 居った。 或 年の 天長節に 荒物屋の 多 代 も 

サ： へ ^ Q ぉ述 中-一 一して 密かに 踊屋臺 の 離 子に 加 はった。 チャン チキく と 市中の 大通り を 練って 行 

く：！：、 向う から 遣って 來 たのが 新地 連中の 踊屋臺 であった。 踊 子 は 一粒選りの 水の 垂れる 様な 若 

手役 者ば かりで、 絞りの 肉 襦祥に 腰 蓑 を 着けた 漁師 扮装 である。 群集 は 役者の 踊 を 見た さに 前後 

左右から どっと 押 寄せて 來た。 二つの 屋臺は あとへ も 先き へ も 動かれ なくなった。 二 組り 屋»- の 

よん どころ 

踊 子と 離 子と は 據 なく 屋臺を 置 去りに して、 し橫 町の 料理屋に 休息した。 多 代が 蝶 3 いなせ 

な 姿に 打 込んだ- 2 は此時 である さうな。 

或 夜 自分 は 多 代に 連れられて 芝居に 行った。 前後 は 何も 覺ぇ ぬが 只 一 幕 だけ 記憶に 殘 つて る。 

蝶： 部屋 を 出て 暗い 段階 子 を 降りる。 下手の 暖簾の 下がって 居る 所に 出て、 多 代に 靠れて 立って 
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舞臺を 見て： る。 時々 上 を 向いて 多 代の 顏を 見る と、 多 代 は 暖簾の 外に 首 を 出して、 一 心に 花道 

の 方 を 見詰めて 居る。 土 問の 見物人 も棧敷 3 見物人 も 皆な ー齊に 其の 方に 眼 を 注いで 居る。 何 か 

出て 來る 所ら しいが、 自分 は譯が 解らぬ ので 只 仰向いて 天井 を 見る。 繩の たくした の や 幕 3 疊ん 

だの ゃ張拔 きの 屋根 2 やうな もの やら、 いろんな 汚い 物が ドッ サリ ぶら下がって 居る。 其 中で 櫻 

の 吊 枝 は 美しい と 思った。 やがて 役者が 出て 来たと 見えて、 見物 2 席が 一時に わやくと 動搖し 

始める。 多 代 も 手に 力を入れて 自分の 肩 を 押へ る やうに して 熱心に 見て 居る。 先き に 立った 大將 

が 金 紙の 采配を振って 大勢の 人 を 速れ て 出て 來た。 今考 へて 見れば 忠臣 藏の討 入りの 幕であった 

らしい。 其 頃の 芝居に は 電氣燈 など は 無くて 大抵 は蠟燭 _2 灯で ある。 重な 役者 は 面 明りと かいふ 

凡そ 一 問 も ある 長い 手燭で 照され る。 由 良 3 助に は 前後から 二つ も 差 付けて 居る。 暫くす ると 花 

道から 出て 來た 義士で 舞臺 がー ばいになる。 鵜て 斬 合が 始まる、 組 打が 始まる。 此の 時 どうした 

機み であった か 義士  3 一  人 は 舞臺の 前の 灯の 處に組 伏せられて 髮の 毛が ぼつと 燃 出した。 一 111； 總 

立ちに なって 寄って 來た。 誰れ だく、 蝶さん だくと 口々 にい ふ。 成程よ く 見る と 灯の 上に 押 

付けられて 居る のが 紛れ も 無き 蝶で ある。 靑ぃ顏 に 怒り を 含んで 起 上らう ともが いて 居る。 故意 

か 偶然 か 分らぬ が 何に しても 尋常 事で ない。 後ろに 居る 義士 等 は 蝶の 相手の 肩に 手 を 懸けて、 も 

う 善い 加减 にしろ と 忠告して 居る 者 も ある。 之 を 見た 多 代 は 自分 をば はふって 置いて、 走って I 水 
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屋の 方へ 救 を 求めに 行った。 彼是れ する-つち 幕に なって、 蝶 は 大勢の 人に 助けられて 鬢を 撫でつ 

つ 起 上がった。 さう して 憤然として 部屋に 引 揚げて 来た。 多 代 は 側に 寄って 心配げ に 怪我 は 無 か 

つた かと 勞 はる。 蝶 は 髮を脫 いで、 ひどい 奴 だと プリ/ \ 怒って 居る。 見舞 人が 績 々来る。 詫び 

る 者 やら 慰める 者 やらで 狭い部屋 は 大混雜 である。 自分 は 居所が 無い ので 部屋の 隅つ こに 立って 

皆の 顏を 見て 居った。 何でも 其 時の 様子で 考 へる と、 只 だ 立 廻りに 身が 入って 斯うな つたので な 

く、 何 かの 意趣返し に 蝶 ヒ舞臺 で 辱し めた も のらし か つ た。 

其 夜更けてから 自分 は 多 代に 負 はれて、 蝶ば 提灯と 風呂敷 包みと を 持って 歸 つて 来た。 町並み 

の 家 はもう 何處も 締切って 了って シ ー ン として 居る。 天に は 星が 一ば い 出て 居って、 負 はれて 居 

りながら も 背中が うすら 寒い。 二人 は 草履 を 穿いて すたく あるく。 肩が 擦り 合 ふば かりに 寄 添 

うて あるく。 蝶は絕 えす 喧嘩の 相手に 對 する 恨み を 多 代に 訴へ、 多 代 は どうぞ 喧嘩 はせ すに おい 

てお 吳れと 頼む やうに 宥める。 話が 途切れる と 二人 は 只 だ 默 つてす たく あるく。 夜 は 益 A/ 更け 

てく る。 自分 は 子供心に も 何となく 秋の 夜の 哀れ をし み/^ と 感じた。 

四 

そ-つ もん-つ ち 

fj- に 越した ところ は # ^門內 の 大道に 沿うた 家で、 家の 高 窓から 向う の 白壁の 御 米藏が 見える。 
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藏の 長さが 半 町ば かり も あらう。 北の 端の 方 は 窓の 撗穴 を观 かなければ 見えぬ。 或 時 は 此橫穴 か 

ら竹を 出して 下 を 通る 金 太 飴 を 買って 貰 ふ。 四 五本 も 買 ふ 中には 引上げる 時折れ るの もあって、 

金 太の 顔が 横 平らく 流れて 居る 事が ある。 開 達 丸賣も 通る。 芝居の 太鼓 も 通る。 巡 杏： も 通る。 ル 

頃の 巡^ は劎を 佩びす に、 M 尺ば かりの 樫の 棒 を 脇 挾んで 居った。 巡 亮の事 を Iti^ ん といった。 

其 外 色々 の 者が 通る。 豆 畑の 家よりも 此 家の 方が 陽氣で 善い と 思 ふ。 

門の 內に 大きな 栗の 木が ある。 怖の 木が ある。 屋根に も 庭に も 柿の 花が 霞の やうに こぼれる。 

庭の 眞 中に 牡丹が ある。 薄紅の 大輪 が^く。 雨の 降る 日 は 大家さんの 指 Si で 傘 を 立て. - 遣る サで 

あった。 大家さん は 壁 隣で 西 村と いふ。 西 村に は 服の しょ ぼくした 茶签 頭のお 婆さんが ある。 

お婆さんの 娘さん をお 三輪 様と いった。 白粉 を眞 白に 塗った、 それ はく if 美な 姉 様で、 母な ど 

はお 三輪さん はお 器量よ しだと 口癖の やうに いふ。 鼻筋に 際立って 白粉 を 厚く 著け て 居る。 こん 

な 風に 化粧して 居る 女 を 見る と、 母 は 狐の やう だと もい ふし、 叉 は 西 村のお 三輪 様の やう だと 八， 

でもい ふ。^ は 少し 低かった が、 でつく ：= 肥って 居った。 姉 様と 呼んで 善い か 叔母 様と いって 善 

いか、 一寸 困る 柄の 人であった。 西 村に はお 婆さんと 姉 様の 外に 叔父さん も 何も 無い。 たった 二 

人き りで 公 债がど つ さり あるの だとい ふ。 お婆さん は 女-王 人 だけ あ つて 公債 や 株券の 話 は 隨分詳 

しいと、 父が 小聲で 母に 話して おった 事が ある。 自分 は 株券と いふの は 太 神せ a 様の 劎の やうな 物 
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かと 想って 居った。 

^中 様 2. 好であった。 お 三輪さん が 裏口に 見えて、 今夜 は 便利 燈を ともし ますから 坊様も 遊び 

に お出でなさい。 淸 ちゃん 違も來 ますから とい ふ。 有難う 御座ん す、 毎度 御 邪魔 を 致し ましてと 

母が 挨^す る。 姉樣は 直ぐ お出でな さいなと 言 ひ 捨て- -、 尻 を 振る やうに してば たく^って 行 

つた。 便利 燈ッて 何？ と 聞いて 見る。 大方 美しい 洋燈 だら うとい ふ。 母 はま だ實際 見た 事が 無 

いらし い。 美しい 洋燈ッ て、 金の ぴか/ \ 光って 居る のか 知らん と、 見れば 直ぐ 解る 事 を 先づ色 

色に 氣が 揉める。 何に せよ 姉 様が 態々 呼びに 來て くれる 位 だから、 屹度 綺麗な ものに 違 ひ 無い と" 

勇み立って 走って 行く。 淸ちゃんゃ太田の孃ちゃんゃ三^人の近所の遊び仲問が早ゃ茶の問に^^ 

つて 姉 樣と黑 光りの する 手 習 机 を 隔て-^ 並んで 居る。 淸 ちゃん 等 は燈の 陰で 顏が 見えぬ が、 姉 様 

は燈に 向いて 正面 だから 色の 白い 肥つ た 姉 様が 胸の 邊 から 浮 出した やう に 見える。 便利 燈は ま だ 

ともさぬ のか しらと 不審に 思 ひながら 孃 ちゃんの 次ぎに 坐る。 姉 様が 少し 身じろいて、 そこは^^ 

いから こ、 に お出でな さいなと いふ。 叉 立って 姉 様の 測に 坐る。 

ふと 氣が附 いて：：^ ると、 今夜 はいつ もの 行燈で 無くて、 机の 上に 小さな カンテラが ともして あ 

る。 さう して 淸 ちゃん 等 は 珍し さう に 此の 力 ン テ ラを 眺めて 居る。 A: 分 は 早く もこれ だな.. V 氣が 

附 いた。 氣が附 くと 同時に 折角 樂んで 見に 來 たのが 何だか 馬鹿らしく なった。 家に も 力 ン テ ラは 
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手燭 代りに 用 ひて 居る から 一 向 珍しくな いので ある。 淸 ちゃん 等 は 頭 を 寄せて 面白さう にしゃべ 

つて！ 1；5 る。 やがて 謎の 褂合 ひが 始まる。 お前 そっち 行き やれ、 わしゃ こっち 行く。 お 原の 前で 出 

遇 ふ もの ナァ ュ。 帶。 白 鷲が 黑 田に 降りて 我が 思 ふ 事 人に 知らせる ナァ 二。 筆。 とい ふ 様な 事。 

次に 淸 ちゃんが 姉 様の 所望に よって かち/ \ 山の 話 をす る。 舌 足らす の やうな 變な 1 で 話す。 淸 

ちゃんと いふの は神戶 から 來て 居る 左官 屋の 息子と かで、 まだ 何處 やら 神戶 訛が 失せぬ。 その 

が 可笑しい といって 皆が 笑 ふ。 姉 様 は 皆が 笑 ふの を 制しながら 矢 張 目 分で も 口 を 曲げて 笑って居 

る。 便利 燈の 不平 は 何時の間にか 忘れて 了 ふ。 太 ffl の孃 ちゃん は 飽きた のか 泯く なった のか、 小 

さい ロを兩 手で 掩 うて 欠 仲 をした。 涙が 大きな 黑眼 勝ちの 眼の 緣に潤 ふ。 姉 樣は眼 早く 見付けて、 

雪ち やん 眠い の、 お 月さん 何 ぼ をお 歌 ひなさい な、 今お 菓子 を 上げます わと いふ。 孃 ちゃん は 眼 

がさめ たらしく キ チンと 坐り 直して 臆せす 歌 ひ 出す。 お 月さん 何 ぼ、 十三 七つ、 な \ 織 着せて、 

京の 町に 出したら ば、 笄^^^す、 i お：： 落す、 靴屋の 娘が ちょいと 出て 拾うて、 泣いても 吳れ す、 笑う 

て も？. 犬れ す、 たうとう 吳れ なんだ。 孃 ちゃんの 歌が 終る と、 姉 様 は虔申 様の 菓子 を 下げて 來て、 

孃 ちゃん 初め 一 座の ものに それぐ 分った。 自分 は 紅葉の 煎餅と 指環の やうな 菓子と を 貰 ふ。 嬢 

ちゃん は 紅 絹 裏の 袂を 膝の 上に 飜 して 其の 中に 入れて 了 ふ。 便利 燈は いっか 吹 消されて 行 燈が出 

た。 今の 子供に は 美しい 洋燈 より は 古風な 行燈 をと もして 見せる 方が 善い かも 知れぬ が、 此頃は 
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行燈の 方が 普通で、 洋燈は 固より 力 ン テラ さへ 此 様に 珍重され たので ある。 

みんなが 菓子 を喻 ベて 了って 手 持 無沙汰に なると、 姉 様 はお 話の 代りに 廻 ひく をして 見せる 

といって、 行燈の 抽斗から 燈 心と 附 木と を 取 出した。 燈心を 短く 切って 行 燈の內 側から 紙に 植ゑ 

て 行く。 馬鹿に 大きな 手の 影が 動く。 燈 心の 影が 一本 づっ 殖えて 行く。 手の 影が 擴 がって 傘の や 

うになる。 シ ュ ッと つぼんで 斜に 逃げる。 燈 心の 影 は 殖え. （-て 十本ば かりにな つた。 眞 中の 一 

本 は 少し 傾いて 落ち か \ つて 居る。 ぁッ眞 中の が 落ちる と 注意す る。 すると 大きな 手が さっと 燈 

心の 影で 蔽 うて 了 ふ。 今度 明るくな つた 時 はもう チヤ ンと眞 直ぐに 直されて 居る。 やがて 附 木に 

火が ともされる。 行 燈の中 はボャ くと 燃えて 十の 燈心 は戰 くやう に 陽炎 ふ。 十の 視線 は 十の 燈 

心の 上に 入 亂れて 落ちる。 附木 3 火 は徐々 に 廻轉を 始めた。 最早 手の 影 は 見えぬ。 燈心は 各 其 根 

を 軸と して 廻り 出す。 « る. （-。 或 時 は 大きく 或 時 は 小さく、 附 木の 火の 燃 ゆる 限り は 廻る。 面 

白くて 堪ら ぬ。 淸 ちゃんな どは燈 心と 一 所に 顏を 廻して 見入って 居る。 みんなが 夢中に なって 嬉 

しがって 居る 間に、 孃 ちゃん は そっと 抉 を 顔に 當 てて 菓子 を 口に 入れた。 これ は 自分が 見た ばか 

りであった。 見られた 事は孃 ちゃん も 知らぬ。 姉樣は 燃えし ざった 附木 2 火を受 皿に 落して、 今 

夜 はこれ でお 仕舞に しまし よと いふ。 今まで 盛に 活動した 燈心は 急に 元の 固定した 影と なって 了 

つた。 何だか 名殘 惜しい やうな、 淋しい やうな、 內に歸 つて 最 一度 遣って 見たい やうな 氣 がした。 
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C: ふ は 力 ン テ ラを 見る と 八 「でも 便利 燈と い ふ 事 を 思 出す。 便利 燈を £ や 出す と 色り 白い 肥った^ 樣 

の お 三輪さん の 顏も思 出される ので ある。 

太 W の孃 ちゃん はお 三輪さん の 姪で、 太 とい ふの は 隣 屋敷， 大家 様で ある。 昔 は 三百 石 取の 

家柄で あつたと いふ。 長男の 當 主人公 は 人柄が 善 過ぎて まだ 嫁 様 も 貰 はすに 部屋住み 同様の 境涯 

である。 併し 當人は それ を 苦しい とも 何とも 思 はぬ。 馬鹿り 一 藝は當 り 前 だが、 御主人に はニ藝 

も 三藝も ある。 第一 鮒 釣りが 上手、 自分 2 父な ど は 迎も太 m さんに は 敵 はぬ といって 居る。 ^二 

が 鵜 狩り、 第三が 服 if である。 部屋 中に 書擴 げた 簿は 鬼に 賴光、 熊に 金 時、 蟬、 奴な ど 様々 で、 

殊に 大きな 繪具 皿に 溶かした 蘇 紡の 色 は 眼が 覺 める やうに 美しい。 太 W 様の 家 は 非常に 廣 くて、 

薄暗い 問が 多い。 畫 室の 後ろに は 入らす の 問と いふ- 2 が ある。 話の 筋 は 善く 覺ぇ ぬが、 自分 は 母 

に 其 由 來を閱 くた びに 恐ろしくて 堪らなかった。 何でもす つと 昔、 此 で 殺された 御 妾が 个 でも 

祟って 居る とかで、 當主 _2 薄馬鹿な 0 も：^^^：爲め だとい ふ。 屋敷の 隅に 晝^ も い 程 茂 つ た靑木 ^ 

森が ある。 其 奧の祠 に は 殺された 御 妾が 祀 込めて あるので、 今でも 夜 十一 時 過ぎに なると、 ぴち 

やくびち やく 女の あるく 足 昔が 聞え る さう な。 これ は 森-つ 横の 長屋に 住まって 居る 米屋 "か 

みさん が爲 面目に 語る ところで、 越して 來た當 座 は不氣 味で 寝られなかった が、 今では 惯れて M 

ともありません とい ふ。 女の 足音に 慣れて 平氣で 居る のが 却て 恐ろしい。 
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西 村 並びに 太 田の 長屋 は總 じて 十 軒ば かり、 隨分 色んな 種類の 人が 染 つてお る。 屮で 最も 善 

く，！ Z 分 0 えて 居る の が 洁物屋 の古屋 さんと 廿 酒屋の 佐 野さん である。 兩方 とも 所 ト族 2 商法 

で まだち よん 髢 3 人が 多い 世の中に 隨分思 切った 商 賣替ビ した も 3 である。 或 日 佐 野さん が 甘酒 

の 行燈を 張り 1^ へたから 一 筆 揮って 下されと、 別の 紙 を 持って 祖父と 父と に賴 みに 兄え た 事が あ 

る。 父と 祖父と は顏 見合 はせ て、 看板 は 御 家 流で もい けす、 唐様 もい けす 至って 六ケ しい もので 

迚も 私等には 書け ません と辭 退す る。 叔父さん は 如何様で も かま ひません、 是非 御 願 ひ. 中し ます 

それに 此儘張 る ん で 無く、 籠 字 にして 地 を 染め るので、 御名 前 に關 はる やうな 事 は 決して 致 さ ぬ ， 

どうぞ 御 書き下されと、 眞 面目に 挨拨 されて 兩人は 恐縮し、 暫時 讓り 合った 末、 終に 祖父が 持 前 

の 御 家 流で 「あまが ゆ」 と 書いた。 父 は 我々 風情に 看板 は 無理 だとい ふ 事 を 繰返し 言譯 する。 ど 

う 致して、 誠に 見事な 御手で、 ^難う 御座る と、 叔父さん は禮を 述べられる。 祖父が 「あまが ゆ」 

と 書く 理由 を 尋ねる と、 酒と 書いて は说が 出ます るで な、 それで 粥と * すんで 御座る との 事。 其 

日の 夕方 門に 出て 遊んで 居る と、 叔父さん はいつ もの 通り 甘酒の 荷. V 擔 いで 出て 來た。 行 燈は赤 

と靑 とに 彩色され て、 今夜 は 眼 立って 美しい。 爲 中に 「あまが ゆ」 と 籠 字が 見える。 餘り 行燈が 

美しい ので、 あれが 本當に 祖父の 書いた 字 か 知らと 疑 ふ 程であった。 

古屋 さんの 方 は 元 來劍客 で 、 頻鬚 3 生えた 怖い顔の 叔父さん だが、 何と 思 付 い た か 新規に 洁物 
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屋を 始めた。 別に 店 は 出さす に； 母 日 主人公 自身が 賣 つて あるく。 開業 3 當日は 長屋 屮が總 出で 兑 

蝶した。 ガリ/ \. (- 漬物 屋で 御座 ァ いとい ふ 珍ら しい 聲 がする ので 走って 出て 見る と、 叔父 さ 

んが 兵隊の 服 を 著て 七味 唐辛子の 箱の やうな 抽斗の ある 箱を擔 いで、 ガリく を 振って は 漬物 层 

で 御座 ァ いとい ふ。 今なら 一向 珍しく も { ^るまい が、 此時は 服装から 何から 餘程 異様に 感じた の 

である。 太 田 様 を 初めと して 金山 寺が 大分 賣れ た。 今考 へて 見れば 箱の 型と いひ、 有難う 御座い 

と禮 をい ふ 口調まで 總て 東京 式であった。 此 以後 降っても照っても、 曰に 一度 づっ ガリく の聲 

を 聞かぬ 事 は 無い。 それから ガリ./ \ が 近所の 子供 仲間の 大 流行と なった。 叔父さん は商寶 から 

つて 來 ると、 土間の 中で 門弟 を 相手に 撃劍 をす る。 門弟が 居らぬ 時 は 娘さん を 稽古して 遣る。 

時 々窓から 蜆いて 見る と、 娘さんが シッ くくと 突いて 懸かる。 叔父さん がさ ァ來 いくと 取 

立てる。 娘さんと いふの は 十八 位、 男の やうな 顔の、 色の 黑ぃ、 夥しく そばかすの ある、 お 三輪 

さんと は 丸で 較べ ものに もなら ぬ。 

五 

城下の 町の 外郭 は 緩やかに 流れる 蓮 河 を 以て 帶の 如くに 取卷 かれて 居る。 終日 荷 舟が 上る、 筏 

が 下る。 末は大 川に 合して 港まで 出る ので ある。 秋の 末になる と 大根 舟が 橋の 上手 下手に 一杯に 
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整合 ふ。 此 時が 一年中で 最も 河の 景氣の 立つ 時で、 市中の 人々 は 澤庵漬 の 仕込みの 爲 めに 皆此處 

に 集って 大根 を 買 入れる ので ある。 舟の あるじ は 近在の 百姓ば かりだが、 買手 は 士族 も 町人 も 無 

差刖に 出て 來る。 只 だ ざ わくと 無暗に 賑やかで ある。 大根 を 舟から 揚げる もの、 擔 つて 町の 方 

へ 蓮ぶ もの、 \ ィんで 價を爭 ふ もの. など、 河岸の 兩側は 人と 大极で 以て 全く 道が 塞がって 了 ふ。 大 

根 の 季節に な ると、 橋 向う の 俊 頭 還が 忙 がしくな る 。 蒸し 立 て の 湯氣立 つ 饅頭 は 店に 並 ベ る 問 も 

なく 端から 賣れて 了 ふ。 あとから く と 詰 掛けて 來る。 幾ら 掠 へても 間に合 はぬ。 店番 は 泣 顔に 

なって 腹 立つ 客に 詫び をい つて 居る。 饅頭の 名 を 入 舟 饅頭と いふ。 白い のと 黄色い のとあって、 

形 は 入 舟と も 出 舟と も 具ら れる。 自分 は 祖父と 一 所に たびく 此 饅頭 屋に 遊びに 來た。 饅頭 を 買 

ひに 來 るので は 無い、 自分の 眞實の 叔母の 家おから である。 矢 張 士族の 商法で、 叔母 は 後家の 身 

ぢ やう ふ 

でありながら、 五六 人の 家族の 中心と なって 饅頭 屋を 始めた。 家 は 元と 定府の 侍で、 お爺さん は 

江戶 ツ子で ある。 頭 を まろめ た 十德を 著た 柔和な お爺さん である。 いつも 店に 出て 手傳 つて おら 

れ るが、 言葉が 解りに くくて、 自分 は餘り 親まなかった。 祖父 はお 爺さんと は 歌詠み 友達で、 來 

ると 直ぐ 打 連れて 離 座敷の 方へ 這 入って 了 ふ。 自分 は 店に 殘 つて 遊ぶ ので ある。 入 舟 饅頭の 名 は 

風雅な 江戶 ッ 子 の お爺さんが 所柄に 因ん で附 けた ので あらう。 或は 入 舟 饅頭と いふ もの が 昔江戶 

の何處 かにあった ので 思 付いた のか も 知れぬ。 叔父さん は 叔母が 嫁入って 來て問 も 無く、 西南 戰 
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爭が 始まった ので、 官軍の 小隊 長と して 出陣した が、 敢 なく 田 原 坂で 名 譽の戰 死な 遂げた。 叔母 

は 悲歎の 中に 一 人の 形見 3 八重さん をせ めても の 慰めに して、 江戶 ツ子のお 爺さんに 孝養 を 

盡 した。 設頭屋 を 始めた のは餘 程冒險 的であった さう だが、 幸に も 市中の 人氣に 投じて 大 はり、 

叔母 はこれ に 力 を 得て 一 生 凝 命に なって 居る。 團 子を揑 ねる、 銷を 煮る。 蒸籠 を 天井に つかへ る 

程 積 重ねて 蒸し 立てる。 殆ど 叔母 一 人で 切 廻して 3： る。 忙 がしい 時 は 家內總 出で、 板の間の 大丼 

を取卷 いて 手 偉 ふ。 或 時 はお 爺さんまで も大 丼の 廻りに しゃがんで 圑子を 掌で 押 延べて W られ る。 

押 延べられた 俊 頭の 皮が 丼の 緣に幾 枚と なく 並ぶ。 叔母が 端から 取って 饀を 入れる。 銷を 入れて 

二つに 疊 めば 入 舟が 出来る。 それ を 蒸籠に 移して 签 3 上に 積 上げる ので ある。 蒸せた 蒸籠 は 下 か 

ら 引き はづ して、 もやく と 立つ 湯氣 と共に 店臺 2 上に； 速 ばれる。 こ \ に 初めて 白い 入 舟と 黄色 

い 入 舟が 美しく 並べられる。 

どさくさして 居る と 八重さん が學 校から 歸 つて 來る。 言 ふまで もな く 八重さん は.：！ 分の 從 姉で、 

年 は， H 分よりも 二つば かり 上で ある。 店の 方から 上がって 來て、 ぐちゃく し J 體を疊 む やうに 坐 

つてお 辭儀 をす る。 眉を隱 すば かりに 生え 下がった 切前髮 をうる ささう に拂 つて、 叔母に 何 か を 

ねだる。 叔母 は 店の 饅頭 を 取って 自分と 八重さん とに 一 一つ宛 „4< れる ので ある。 善い 遊び 速れ が 出 

来たと 思って 居る と、 八重さん は 自分に お 構 ひなく 離 座敷の 方へ 行って 琴 を 俊へ る。 お 師匠さん 
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が來て 居る 事 も ある。 お 師匠さん は鼻ソ 尖に 痘痕の ある、 聲の しゃがれ た， 人で ある。 光った 剥 

を 振 立て-ユイ ャ、 ト テツ ン、 ソレ、 ッン テンと 勢 込んで 敎 へる。 八重さん は 懶げに 師匠の 不透明 

な. CI い 服 を 見上げつ- -ボ ッ ンくと lit い て、 時々 體を斜 に 左の 手 を 伸ばして 窮屈 さう に 琴柱 2.M: 

う を 押へ る。 師匠，. 獨り悅 に 入った 面 持./:::^ を 吊し上げて 彈 立てる。 一 段濟 むと 師匠 は 額 3;t: 

を 拭きながら、 坊樣 今日はお 祖父 様 はと 意外な 事 をい ふ。 自分 は拔 足で 來て默 つて 見て 居る のに、 

彼 は 自分の 居る 事 を チャンと 知って 居る。 而も 八重さん が 右に あった 煙管 を そっと 左に 置換へ て、 

ほく そ 笑ん で 居る 事 はま だ 知らす に 居る ので ある。 やがて 元と 堙管 り 置いて あつたと. ころ を 探つ 

て、 無い のに 初めて 氣が附 いたらし く、 馬が 小便 を. g< いで、 笑 ふ 時の やうな 顔して、 又お 讓 様が 

惡るさ をな さると いふ。 叔母が 茶 を 入れて 來て、 此體を 見て 八重さん をた しなめ る。 八 S さん は . 

逃げる やうに 廊下 を定 つて 店 3 方へ 行く。 富さん 御 苦 勞樣、 お茶 を 一 つ、 こ \ に 置きます、 あの 

通り 八重 はい たづら で 困る、 この 兒は靜 かで 大人しい から 丁度 取替へ ると 善い と 思 ひます とい ふ。 

師 K に 挨^に 困った かァハ 、 ヽ 、と 笑 ひにご まかして お茶 を 戴いて 飮む。 何う やら てれる やうな 

氣 が す る Q で 八重さん の 方へ 行って 見る。 八重さん が 饅頭 を 食って ra5 るから、 自分 も 亦 た 赏 つ て 

食 ふ。 

ひとま 

離 敷の 奥の 一 室に お 冬さん とい ふ 女が 居る。 年 は 三十 四 五で も あらう か、 顔色の 青ざめた、 
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髮を 櫛卷に 結った、 いつ 來て 見ても 長火鉢の 脇に 坐って 縫物 をして 居る 叔母さん である。 店が 極 

みせさ-ざ 

く忙 がしい 時 は 家の人と 同じ やうに 店頭に 出張って 圑子を 揉んだり なんかして 居る が、 大抵 は 裏 

座敷に 引 込んで 縫物 をして 居る。 客人と いふで も 無く、 無 論 叔母の 家の人で も 無い。 只 だ 何とな 

くお 冬さん で 濟んで 居った。 後に 聞いた ところでは 何とかい ふ 金 持- 3 隱 居の 圍 ひものであった さ 

うな。 明けて 置く の も 無駄 だとい ふので、 勘定高い 叔母が 問 貸し をした ので あらう。 お 冬さん は 

こめかみ 

頭痛 持ちと 見えて 蟀谷に 四角な 紙 を 貼って 居る 事が 多い。 顔は靑 いけれ ども 自分 は 好きな 叔母 さ 

ん であった。 本當 Q 叔母さんよりも 好きであった。 お 冬さん は 年中 長火鉢の 抽斗の 中に 掊り 昆布 

を貯 へて 居る。 遊びに 行く たびに 二三 枚づっ 出して くれる。 さう して 長 煙管で 煙草 を飮 む。 口 を 

結んで 煙 を橫の 方に フ ー と 一 筋 吹 出す 癖が ある。 西側の 壁に たった 一 っ圓 窓が あるば かりで 陰氣 

な 部屋 だが、 茶棚 ゃ簞笥 が 小 ざつば りして 居って 氣 持が 善い。 此 部屋から 見る と 自分 3 家な ど は 

亂雜で 不意 氣で 百姓家の やうな ものである。 自分 は 斯うい ふ靜 かな 小ぢん まりした 部屋に いつま 

でも 居りたい 様な 氣 がする。 何故 ハ樣に 好き かと 問 はれても 一 寸困 るが、 一 口にい へば 此 部屋. 3 

句が 好きで ある。 お 冬さん は 針仕事の 手元 を 見つめて 居って 話 をす る。 自分 は焙り 昆布 を 噴って 

話 をす る。 「坊様 何が 好き」 「お菓子」 「お菓子 は 何が 好き」 「：： 金平糖」 とい ふやうな、 他愛 も 

無い 話ば かりだが、 いつまで 經 つても 飽きる 事 を 知らぬ。 只 だ 一 つ 厭な. 事 は 八重さん に關 する 話 
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の 始まる 事で ある。 内の 孃樣 は坊樣 のお 嫁さん にして 上げる とか、 あしたから 坊 様の 家に 連れて 

行く とか、 言葉 は 少しづつ 違 ふが 意味 はいつ も 同じ 事 をい ふ。 自分 はこれ が 厭で. /(- 堪ら ぬ。 何 

も 八重さん を 嫌 ふので は 無い が、 嫁になる とい ふ 事 婿になる とい ふ 事が 譯も なく 厭であった。 戯 

言な 事 は 半分 以上 理解して 居っても 矢 張 さう 謂 はれる と氣 になって ならぬ。 八重さん が 嫁に 來た 

に f こ. M ば 

ら鐵植 でぶ つて 遣る とい ふの が 自分の いつもの 遁辭 で、 お 冬さん は 口に 含んだ 煙草の 煙 を 一 時に 

吐出して、 そんな ひどい 事 を するとお 嫁さん がお 泣きな さる わと 笑 ふ。 自分 は そろ/ \- 逃げ出す 

準備 をす る。 お 冬さん は疊 みかけて 虐めに か. -る。 終に 堪へ なくなって 驅 出して 來 ると、 生憎 廊 

下で パ ッ タリ 八重さん に 出く はして、 自分 獨 りで 顏を 赤く する 事な ども ある。 

最も 偸 快な の はお 冬さん に 新地に 連れて行って 貰 ふ 事で ある。 叔母の 家から 新地 は 極 近い。 橋 

涼みに 出た 人が ぞ ろく ぞろ くと 其方へ 足 を 向ける。 新地 は 維新 後に 開けた もの ださう で、 茶 

し 1- くば 

屋は 勿論、 芝居、 見せ物、 楊 弓屋， 借 馬な ど 有らゆる 種類の 興行 物が 集って 居る。 見上げる やう 

な 冠木門 を 這 入る と、 ..0^ に 世界が 變 つて、 格子 作りの 家が 兩 側に 並んで 居る。 どの 家 もく 內に 

洋燈 をと もし て 晝 の やうに 明るい。 華美な 浴衣 を 着た 女が ちら，/ \ 见 える。 これが 大方 藝子 だら 

うと 思 ふ。 格子に 近く 鏡 を 立て \雙 肌 をぬ いで 化粧して 居る の も ある。 一 一階に 三味線の 音の して 

居る 家 も ある。 一軒 づっ 順に 見て 行く。 指 を擴げ てばら くくと 格子 を彈 きながら 步 くと、 お 
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夂 A さ んは 引いて 居る 手 をグ ィ と 引 張 つて 道 2 眞中を 行く やうに する。 狹ぃ道 は 右に 折れて 左に „w 

る。 曲る ところに；^ 屋；， ； 露店が ある。 美しい 切餘ゃ 握：^ が 朱塗の 板の 上に 並べて あるの が^に 付 

く。 ヂィ と北ハ 方に 寄る。 お 冬さん は 叉 手 を 引 張る。 其 隣に は 餽 飩屋が 居る。 の 香 も 佳い が、 餵 

飩 C 董ーも 好い。 お 冬さん は 愈よ 强く引 張 つ て 眞屮 を あるく。 自分 は 只 だ 別世界つ 香に 酢った 心 持 

であるいて 居る。 奥に 這 入る 程 群集が 夥しくな るが、 芝お 小屋の 少し 手前に 空地が あって、 へ？：！ み 

が てら 遊びに 來た 人が 彼處に 三人 此處に 五 人と 集って 涼んで るの が閣 にも 白く それと^る。 小 

さな 稻荷 様の 社が あ つ て、 此處 まで 來 ると 今まで の 蒸せつ ぼい 人い きれが 無くな つ て 念に 

なる。 此 時代に はま だ 水屋な ど は 無論 無い。 只 だ 汲みた ての 淸水を 手桶に 入れて 來て 一 文づ つで 

鬻 いで る も 3 が ある。 西瓜 を 割つ て 賣る店 も ある。 それから 佐 野の 叔父さんの やうな 赤 行燈 -3 

卄酒 も： 5 る。 お 冬さん は此 處に來 ると いつでも 甘酒 を飮 ませて？. 犬れ た。 下卑た 咄 だが 此廿酒 3 

味 は 今以て 忘れられぬ。 今 飮んで 見ても 此 時の 味 は 無い。 少 L 疲れ を覺 えてう と/ \ と なると、 

坊様眠 つて はいけ ません、 私 はねう て は得歸 らん とグ ィく 引立て \ 元 來た道 を歸る ので ある。 

いっか 新地に 生 人形の 見せ物が 來た 時の 事で ある。 珍， L く 父に 連れられて 见 物に 行った。 狹ぃ 

木 一，^  U を 人に 押されて 這 入って 行く と • すぐ 兩 側に 色々 の 人形が 並んで る 様子 だが、 何分に も 

大人 の 見物人 の 中に サ：^ 込んで 居る やうな もの で 人形 はちつ とも 03, え ぬ 。 丁度 井 の 底に 15 る やうな 
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心 持が する。 まごつく と 足 を 踏まれ さう になって 來 たので 漸く 父が 抱 上げて 吳れ た。 兑 ると 直ぐ 

眼の 前に 人 S1 の 生首が 轉 がって： Ii5 る。 さう して 血走った 眼 をむ いて 口 を パク/ \ させる。 ィャ怖 

かった の 何のって、 a: 分は覺 えす 父の 頭に むさぶ りついて 悲鳴 を 揚げた。 廻りの 見物人 は 事の 意 

外な のに 驚いて 自分 共 を 注視す る。 父 は 狼 犯して 群集 を 押 分けて 出口の 方へ 急いだ。 父の 羽織 3 

絲を is 張つ て^子に 取 付いた ので、 情 子と 羽織と が滅 茶々々 になって 了った。 そ 2 生首と いふの 

は 生 人形の 一 つであった。 此外 にも 色々 怖い 人形が あつたの だが 今 はどう も 思 ひ 出せぬ。 鬼に 

念いで 出口の 處へ 行く と、 氣 味の 惡ぃ 人形 は 淺らす 無くなって 了って、 そこに は 大きな 白い 象が 

突立って靜かに鼻を上下して0^5る。 暾 2 太鼓 や 三味線が 陽氣に 響く。 こ \ まで 來て 自分 は 漸く 胸. 

の 動 棒が 牧 まった。 象 は 怖くない から 長く 停まつ. て 見る。 大きな 耳と 長い 鼻を絕 えす 動かして 居 

る。 離 5 音が 耳 近く 響く のに、 蝶 万 _3 姿の 見えぬ のが 不思議で あつたが、 よく 見る と 象，， ：- 尻 3 な 

に 大きな 窓が あって、 そこに 梯子 を かけて 人が. H 入して 居る。 嚷方は 象の 腹の 中で 三味線 や 太鼓 

を 鳴らして ：5 るので ある。 初めは 造り 物 か 本當に 生きて 居る のかと 半信半疑で 見て 居った が 尻 

の 窓が 見え て か ら金巾 張りの 造り 物で ある 事 を合點 した。 併し 先き の 生首 だ け はどうしても 造リ 

物と は 受取れ ぬ。 そ 3 血走った 眼の 色 は 今お へて 見ても 直ぐ 眼の 前に 現 はれる やうな 厥な 心 持が 

する。 
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六 

うか，/, \ 'と 遊び暮らして 居る うち 早 ゃ七歲 となった。 もう そろ/ \學 校に 入る 準備 をす るが 善 

からう とい ふので、 手 習と 讀書を 始める 事に なった。 いよく 始める となると、 遽 かに 重荷 を 負 

はせられ たやうな、 叉 何となく 極り が惡 いやうな 氣 がした。 母 は 手 習の 趣味 ある 事に 就いて 色々 

に 前觸れ をす る。 手^ をす る やうに なったら 卷 筆と いふ もの を 買って 上げる とか、 ぉ淸 書の 時 は 

お 父 様が 梅 や 牡丹の 印を附 けて 下さる とか 言 ふ。 斯う 言 はれて 見る と 一 日 も 早く 手^と いふ 事 を 

して 見た くなる。 牡丹と いへば 西 村の 庭に^ くやうな 美しい 花で あらう か、 それが 叉 どうして 父 

に 描け る だら うか、 などと 餘 計な 心配まで し て 只管 準備 の 調 ふの を 待って 居る。 

草紙が 出來 る。 卷 筆が 出来る。 卷 筆と いふの は 軸が 細くて 毛の 太い、 軸と 毛の 間 をば 紺 紙で く 

るんで、 それ を 赤い 親 絲で卷 いた ものである。 他國 にも ある もの だか、 どう だか 知らぬ。 吾が 鄉 

er:」 も 今の 子供 は 用 ひて 居らぬ かも 知れぬ。 卷筆は 善かった が、 墨が 氣に 入らぬ。 煤けた 用箪笥 

の杣斗 S 底に 何十 年 かの 昔から 藏 めら れて ある、 堅炭の やうな 白い 粉の 吹いた 墨で ある。 父 や 母 

は 善 い 墨 だ く と 口 を 揃 へ て 賞め た。 薄暗い 格子 の 間の 眞中 に 机 を据ゑ ていろ は を 習 ひ 始めた。 

手本 は祖 5< が 書いた のであった か、 父が 書いた ので あつたか 全く 覺 えぬ。 墨 は 案に 違 はすい やな- 
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墨で、 きっても く 濃くなら ぬ。 それでも 尙ほ母 は 善い 墨 だと 譽 めつ- -、 舅 越しに 手 を 持ち ぼへ 

て 字 を 書かして „- 犬れ た。 これ は 少し 意外であった。 大方 父 か 祖父が 敎 へて 吳れ るの だら うと 思つ 

て 「おった のに、 母が 敎へ て央れ ようと は 思 掛け 無かった。 さう して 母の 字が しっかり 力の 這 入つ 

た 旨い 字で ある- 3 で 一 層 驚いた。 母 は 字の 角々 に 力を入れて 我 手 を 引 張って 行く。 自分 は 只 だ 母 

が 引 張り 廻す 儘に 手 を 仲ば して 居る。 面白い 程 善い 字が 書け る。 獨で 書いて 見よ と 手 を 放される。 

初めのう ち は 母のに 似た 字が 出來 るが、 段々 に いぢけ た 小さい 字になる。 仕舞に は絲の やうな 字 

:a, は來 たり、 風に 吹かれた やうに 曲ったり する。 それで はいけ ぬ、 斯う 眞 直ぐにと、 今度 は 母が 

蜀 りで 書いて 見せる。 母の は 非常に 旨い。 迚も 敵 はぬ と 思 ふ。 四 五 枚 習った あとで、 八 「日 はこ ォ 

でお 仕舞に せよ と 言 はれる。 ガッ カリした やうな、 多少の 疲れ を覺 える。 草紙 を 持って行って 祖 

父に 見て 貰 ふと、 祖父 は 初めてに して は 善い 出來だ と 賞め て 吳れ たが、 大部分 は 母 の 書いた 字で 

あるので、 內 心に は 少し 恥 かしく 感じた。 

翌日 も 其 翌日 も 同じと ころ を 手 習して 居る と、 四 五日 目に 母が 一枚 の 白紙 を吳れ た。 これにお 

靑書 をす る の だとい ふ。 爪で 大體 の 字配り を 定めて 筋 を つ けて 吳れ る 。 もう 大分 書 慣れて 居る の 

で、 譯 無く 爪跡 を迎 つて 書いた。 母の 字に 似た 大きな 字が 出来た。 父が 勤めから 歸れば 牡丹 や 梅 

の 花 を けて 貰へ る Q だとの 事、 どんなに 綺麗 だら うと 思 ふと 待 遠くて ならぬ。 父の 歸リを 待 兼 
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ね \ 淸書を 見せる。 父 は 袴を脫 ぎながら、 S り 上り 淸書を 見て、 善く 出來 たとい ふ。 早く 牡丹 . 描 

いて- 5S 戴と 逼る。 一服す る も あらせす せき 立てる ス乂 はや をら 机の 抽斗 を 開けた。 何が 出る か 

と 凝視して 居る と、 朱现が 出た。 朱 を 執って 「い」 の 字の 肩に 簪 の やうな 二本棒む 引く。 「ろ」 

と 「は」 に 梅 2 花 2 形した 輪 を 描いて ぼ； 中に 短い 十文字 を 置く。 枝 もなん にも 無い。 これが 梅 0 

花 つ： と 稍 や 失望す る 。盥 のうら に はもつ と 大きな のが 墨で 描いて あるが、 あれ も 父が 描いた の だ 

なと 合點 する。 「い」 の 字の 簪見 たやうな もの は 松葉 ださうな。 梅が 四つ も 遺 入って、 「い」 が 松 

i 水で 「へ」 が笹ッ 葉であった。 善く 書け たから 梅が 多い の だと 母が 言 ふ。 さう 聞けば 嬉しい やう 

でも あるが、 牡丹 はどうした のか 描いて 貰へ なかった。 牡丹 は 描かない のと 聞いて 見る と、 梅の 

花で も 同じ 市 サ だとい ふ。 牡丹 は 母の 思 違 ひであった らしい。 昔 母の 習った 寺小屋のお 師匠 樣か何 

かに 牡丹 を附 けたの があった ので、 大方 父 も 其 通り だと 思った ので あらう。 父の は 其 後 何時も 松 

竹 梅であった。 初めは 一 寸 失望した けれど、 斯うい ふ もの だと 決まって から は、 字 を はみ出す 程 

大き な 梅 印 の 這 入る のが 馬鹿に 嬉しくな つた。 

それから 今度 は讀 書で、 四書 五經り 素讀の 代りに 小學 入門 を 選んだ。 これ は當 時の 小 校の 初. 

級 生の 教科書で、 父が 之 を 選んだ のは專 ら小學 校へ 入る 準備 3 爲 であった のと、 叉 一 つに は 父 5 

開化、 王義か ら 割出した 方針で あ つたら うと 思 はれる。 .H: 分が 素 讀を習 つたの はす つ と 大きくな つ. 


344 


(太 方 3) し 如 の 夢 


てから- 2 事で ある。 小學 入門の 絲、 犬、 錯 など は獪を 見て 讀 むの だから、 何の 苦勞も 無かった。. 

一 ：=： も經 つか 經た ぬに、 鯛、 IT 鲋、 金魚、 鰻まで 諳誦して 了った。 小學 入門の 次ぎが 小 學讀本 

と 地理 初歩と であった。 讀本は 初めに 人 問の 顔が 五つ 描いて あって、 凡 地球上の 人種 は 五に 分れ 

たり、 亞細亞 人種、 歐羅 巴人 種：： 日本人 は 亞細亞 人種の 中な り、 と ある。 地理 初歩の 方に は、 

「ナチ ュ ー ラル、 ゼォ ガラヒ ー J 「ボリ チ カル、 ゼォ ガラヒ ー」 「マテ マチ カル、 ゼォ ガラヒ ー」 な. 

どい ふ 珍しい 言葉が あって、 一二 枚め くった 所に 東半球と 西半球の 彩った 園が 描いて ある。 父 は 

i 母 日 雨 方と も 一 枚づ っ程敎 へて 吳れ た。 入門より もむ づ かしく はあった が、 併し 自分 は 左程 苦レ 

い とも 思 はす 習得た。 左官 屋 2 淸 ちゃんが 舉 校で 敎 はるのに どうしても 覺ぇ ぬと いふの が 不思議 

であった。 併し 自分 は每夜 復習せ ねばならぬ。 晝間 遊び 過ぐ して 綿の やうに 草臥れた 時で も 復習 

せねば ならぬ。 これ 丈 は 非常に つらかった。 或 夜駄々 を揑 ねて、 復習せ すに 了 はう とすると、 父 

が 非常に 怒って、 言 ふ 事を聽 かぬ もの は €： に は 置かぬ、 これ を 持って 何處 へな り 行けと、 手提げ 

の 畚に捥 を 入れて 出した。 乞食に なって 了へ とい ふので ある。 自分 は 初め 大分 剛情： ゲ 張って 居つ 

たが、 これ を见て <：？^ に 恐ろしく なった。 母に 泣鎚 つて 救 を 求めた。 父 は尙ほ 出て 行け、 內には 置 

かぬ と呶 鳴る。 母 もお 前が 剛情 だから 惡 いの だと 父の 味方 をして 居る。 自分 は 全く 孤立の姿 とな 

つて 非常に 心細く、 今夜から 本當に 乞食に なったら どうせう かと、 自 5 が 詰まる やうに 悲しくな つ 
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た。 只 だ 無暗に わ あ， （-と 泣いた。 やうく 祖父の 詫 言で、 今夜 だけ は 許して 貰 ふ 事になる。 許 

して は 貰った が 復習 は 許されぬ。 しぶく 行燈の 前に 机 を 持 出 L て 地理 初 步を讀 始める。 唆 泣し 

ながら 讀む 3 だから 丸で 聲が調 はぬ。 「ボリ チ カル、 ゼォ ガラヒ ー」 は ァと讀 上げる うちに も 涙 

が 湧いて 來て ぼた. と 本の 上に 落ちる。 やう/ \ 讀 本の 方 だけ 許して 貰って、 此夜 は 乞食に も 

ならす 安らかに i ぬた。  . 

地现 初歩と 讀 本の 一 の 卷とを 修了した 後、 いよく 入校の 準備に 取り か \ つた。 入校の \ ^絞な 

どに 就いて 萬 事 世話にな つたの は內 野り 叔母さんであった。 內 野の 叔母さんと いふ S は 分 入 

るべき 小學 校の 敎師 であった。 五十ば かりで も あらう か、 我 母の 遠い 緣繚 きと かで、 豫て 懇意に 

して ほった。 我家から五六^^先きの門構の家で、 これ も 自分の 遊び場 所の 一 つであった。 叔母 さ 

んり 家の 庭に は 大きな 梨の 木が ある。 蜜 批の樹 が 二三 本 ある。 樱 桃が 十四 五本 ある。 其 巾に は. 0 

分 樱 桃と 極められて 居る のが 二 本 も ある。 實の 熟する 時 は 1$ 日 Q やうに 遊びに 行く。 樱祧： .實 

は燈 でも 點 したやう に 美しい。 叔父さん は謙齋 とい ふ漢學 者で、 綺麗に 頭の 禿げた 老人であった Q 

叔父さんの 部屋に は 本箱が 幾つ も 行儀よ く竝 ベて あった。 時々 叔母さんが 此 部屋で 本を敎 はって 

居られる の を兒た 事が ある。 叔父さん も 叔母さん も 二人ながら 眼鏡 を 掛けて、 机 S 上の 一 つの. if 

を 見る ので ある。 自分の 家で は 斯様な 事 を 見た 事が 無， S ので 餘程 不思議に 感じた。 飯時に 行く と 
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叔父さんと 叔母さんと 向 ひ 合って、 二人で 酒 を 飮んで 居られる 事 もあった。 銘々 前に 猪口な. 一 置い 

て、 叔父さんが 飲む と 叔母さんが 酌 をす る、 叔母さんが 飮 むと 叔父さんが 注いで 遣る。 時には 二 

人が 眞ッ 赤に なって 議論 をして おる 事な どもあった G 

子 は 三人 ある。 上 二人が 女で、 三番 目が 英夫 兄さんで ある。 兄さん は 自分よりも 大分 年長で 屮 

學 生であった。 紙鳶を 揚げる 事が 上手であった。 自分の 國 では 東京 S やうに 寒い 時に 紙 蔦 を 揚げ 

るので は 無い。 春先き になる と 空 が 好く 晴れて 暖かい 風が 吹き始める。 i 母 日々 々同じ 強さで 吹く ゥ 

家 蔭つ 雪も^ りなく 消えて 了 ふ。 すると # ^門の 內外を 問 はす、 彼方から も 此方から も 鼓って 紙鳶 

を揚 ける。 うなり グ附 くの を 障子紙 蔦と いふ。 普通の を 赤罈紙 鳶と稱 へて 1 具 四角な 紙鳶の 一 角に 

尾 ヒ 一本つ ける。 賴光だ の 金 時 だ の と 色取つ たのが 多い 中に、 英夫兄 さんの は 何時でも 眞ッ Mi で 

ある。 さう して 髭 題目の やうな 横文字 をな ぐり 書きに して ある。 こんなの は 他に 類が 無い。 空 を 

見れば：： 儿 さんが 揚げて 35 るか-居ら ぬかが 直ぐ 分かる。 兄さん は紙鳶 揚げに； きる と、 木 部屋. 5 二 

階 に 上って 英語 を讀む 。 座敷り 方 で 讀ん で 居った 事 は 無い。 何時でも 木部 层 の 中で 大聲を 出して 

讀む。 近所で 英語 を讀む もの は 兄さんが 唯 だ 一 人で ある。 或 時 は 同じ 木 部屋- 3 中で どんん. くと 

斑； 2 を 踏んで 居る 事 も ある。 雪が 降る と、 凱 ゑた 雀が 恐る，/ \ 唐 曰の 周りに 集って 來る。 二階に 

濟んで る 兄さん は 念に 戶を 引閉て \ 小 窓に ぶつつ かる 雀 を 難なく 捕へ たりす る。 體 格が 善い 
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から 片時 も 活動 を 止めぬ。 木 部屋 は 兄さん 書齋 でも あり、 叉 蓮 動 場で も ある。 

自分 は 叔母さんに 作 はれて 初めて 學 校に 出た。 キ ュ 1/\ 鳴る 仙 臺 平り 袴 を 穿いて 出た。 何 だ 

か 改まった やうな 胸騒ぎの する やうな 變な心 持であった。 學 校に 到着した 時に 丁度 授業時間で 表 

は靜 であった。 幅の 廣ぃ 梯子段 を 昇って、 直ちに 校長室に 通される。 校長室に は疊が 敷いて あつ 

て、 校長さん が 箱火鉢に 手 を 翳して 前屈みに 坐って 居られた。 色 ； 白い、 鼻の 下に 黑ぃ 髭の ある、 

お 殿様の やうな 人であった。 叔母さんが 紹介 やら 何やら 色々 と 挨拶して 居られる ので、 自分 は 只 

だ默 つて 一 度お 辭儀 をした。 大人が する やうに 袴の 下に 手 を 入れて キ チンと 坐って 話の 濟 むの を 

待って 居る。 あしたから お出でな さいと 校長さん が 言 ふ。 これ を汐に 立って 各 敎場を 一巡す る。 

廊下 も 何も 無い ので 敎場は 丸見えで ある。 疊 敷の 敎場も あれば、 テ ー ブルに 腰掛の も ある。 生徒 

が 一 齊に顔 を 向けて 自分に 注目す るので 大に 極り が惡 いけれ ど、 何しろ 叔母さんと いふ 附 添が あ 

るから 心丈夫であった。 成る たけ 濟 ました 顔 をして、 ンュッ くと 通って 行く。 叔母さん がお 辭儀 

をせ よ と い ふ 時には 其！ 迎り にす る 。 大抵 こんな 處だ らうと 想像し て 居った が、 餘り 生徒が 澤山居 

るので、 .2: 々は少 I 怖ぢ 氣が附 いた。 時 問 5 鐘が 鳴る と、 生徒が ばらく と 門 tr-" ノ 連動 場の 方へ 

出る。 自分 を 見て、 上り 子 だ. （-ふ 言って 居る。 上り 子と は 新入生と いふ 意味 ださうな。 誰 やら 

眼の 前に 來て にや/ \ 笑って居る 者が あると 思ったら 左官 屋の淸 ちゃんであった。 淸 ちゃ/に ま 
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でも 濟 まして は 居られす、 それに 何やらな つ かしい やうな 氣 もす るので、 自分 も 思 ひ 出した やう 

ヒ 笑って 見せた。 

叔母さん は 其 儘に 學 校に 殘る。 自分 は 古屋の 姉さんに 速れ て SI つて 貰った。 姉さん は內 では 劍 

衛を する、 學校 では 裁縫の 稽古 をして 居る。 當 分の 內は此 姉さんの 世話になる 事に なった。 ^つ 

て 來ては 流石に ガッ カリした。 日 あんな 處に 行かねば ならん かと 思 ふと、 何となく 苦痛で ある。 

併し 淸 ちゃん 達 は ハ$ 日 行く の だから 面白いだ らうと いふ 氣 にもなる。 母 は 何 くれと 準備 をして く 

れた。 文庫と いふ 大きな 木 「箱に、 硯ゃ 草紙 や 石板 や 算盤 を 取 揃へ て 入れて くれた。 辨當箱 も 出 

來た。 上草履 も Ira- つて 來た。 もうこれ で 揃った と 言って 居る ところへ、 古屋の 姉さんが 遣って 來 

て、 も 一 つ 草履 札と いふ ものが 入ります とい ふ。 棚の 上に 草履 を 置く 時附 けて 置く 札で ある。 父 

は 早速 板切れ を 將棊の 駒 形に 削って 絲を附 けて 吳れ た。 淸 ちゃん も 明日の 朝 誘 ひに 來 ると 言って 

來た。 自分 は此婶 さんに ついて 出る の だ 一 答へ て 置いた。 

七 

下等 八 級の 敎場は 一 一階の 大廣 問で ある。 先生 は 高木-一一 かいふ 白髮 のお 爺さんで、 藪睨み， つ 怖い 

顔 3 人であった。 窓際に 高 机を据 ゑて、 茶の 羽織 を 著て、 腰掛けて 居る。 生徒 は 幾通りに も竝ん 
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で 坐って 手 習 をして 居る。 男 生 も 女生 も まぜく である。 自分 も 古屋の 姉さんと 一 所に 北： 中に 割 

込んだ。 銘々 の 文 鹿と 文庫との 上に、 橋 を 架けた やうな 鹽 梅に、 板臺 とい ふ もの を 渡 して、 其 上 

で 手 習 をす るので ある。 板臺は 墨で 汚れて Mi 光りに 光って 居る。 自分 は 手 習 道具 を 出， L て兑 て、 

他 の 生徒 のと ひどく 違 つて 居る のに 驚いた。 自分 の 草紙 は 役所 反古で 作つ た. HI ッぼ いもので ある 

ひと  • 

のに、 他の は 墨で ぴ かく 光って、 爪で 剝 がせば 剝げ さうな 位黑く 染まって 居る。 何だか 其方が 

本當に 善い 草紙で ある やうな 氣 がする。 硯も 自分の は黑ぃ 石の ツルく 滑って 磨り にくい ので あ 

るに、 彼等の は大槪 虎石と かいふ 赤土 色の 磨り よさ さうな 視 である。 これ も 自分の が 古風で、 彼 

等の が 新式の やうに 見える。 文^も 自 分の は 古く. て どす 黑 いが、 彼等の は 皆 飴色に 塗った 新しい 

ので ある。 其 他 墨が 違 ふ、 算盤が 違 ふ、 風呂敷が 違 ふ、 同じ もの はたった 卷 筆と 石板 位な もの、 

自分 は 大に恥 かしく 感じた ので、 家に 歸 ると 直ぐ 其 不平 を訴 へた。 母 は 却て 他の 生徒の が 下等な 

の だと 辯 解した。 春慶 塗の 文庫が 何が 善い もの か、 お前の は 古くても 總桐 だ、 どっちが 善い か 

•^s 叔母さんに 聞いて 御覽 とい ふ。 草紙 はとい へば、 馬鹿な 事 を、 それ は 墨で 汚れて 了った の だ" 

お前の も 令に 其 通りに なるとい ふ。 何 を 聞いても 一 々反駁され るので、 成程 さう かと 半分 g£ 得心 

したが、 併し 學 校に 出て 較べて 見る と、 どうしても 他の が 善く 見えて 自分の は惡 いやう に 2 心 はれ 

る。 少く とも 墨 丈け は 初めから 惡 いと 思った 通り、 どう 考 へても 惡 いので、 やっと 是 だけ 母に ね 
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だって 買って 貰った。 

高木 先生 は 怖い 先生で ある。 生徒が ベ チヤく 饒舌り 出す と、 習字 課 無言 ッと、 破鐘の やうな 

聲で 叱られる。 すると 敎場は 水 A 一打つ た や う に 靜 に な つて、 草紙 を はねる 音ば かりさら くと 聞 

える。 一人が ス ルツと 袅汁を 吸 込む と、 あっちで もス ルツと 吸 込む。 こっちで もス ルツと 吸 込む。 

暫くす ると 又 隅 _3 方から 話が 始まって 再び 全體に ざわめき 出す。 先生 は 再び 牛の やうな^ をむ い 

て 此方 を 睨む。 時にはわん ばく 者 が 引 張 り 出 さ れて 罰を與 へられる。 兩手を 擧げて 塗 板の 下に 直 

立す るので ある。 もっと ヒドィ の は繩で 縛って 梁木に 吊し上げられる。 初めて 此敎 場に 坐った 時 * 

屋根裏に 太い 繩を たくして ぶら下げて あるので、 何に する 物 かと 思って つたが、 或 日 西 野と い 

ふ 生徒が 女生徒に い たづら をした とかで 吊し上げられた。 西 野が 宙 にぶら 下がつ た Q を 見た 時， 

自分 は 胴 振 ひが 出る ほど 恐ろしく なった。 自分の 事で 無くても おどく した。 明日 は 自分の 番に 

當 つて 居る やうな 氣も する。 初めの ft こそ 古屋の 姉さんが 附 添うて 居て くれたが、 一 人ッ ぼちに 

から か 

なって は 大きに 心細い。 朋輩の 生徒が 何の かのと 調戲 つたり 苛めたり する ので 悲しくなる。 泣く。 

泣く と 生徒が 慰め顔に 寄って たかって ベ チヤ クチャ 饒舌る。 叉 それが 悲しくな るので 泣く。 終日 

物 も 言 はすに 泣く。 家に 歸 ると、 叉 八 rH も 泣いた なと 母が 言 ふ。 何故 分る のかと 思ったら、 眼の 

緣に黑 い 輪が 出来て 居る ので 分る さうな。 墨の 手で 涙 を 拭く からで ある。 斯くて 自分 は 新入生の 3 
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泣き 蟲と いふ 評判 を 取った。 

ところが 幸に も 八 級の 敎 場に は 長く 止まらす に濟ん だ。 それ は旣 に. HI 宅で 一 通り 小舉 入門 やい 

ろ はの 習字 等 は 修業して 居った からで ある。 問 も 無く 七 級に 編入され た。 七 級の 讀本. は 自分の 修 

了した 一 の卷 であった けれど、 算術 其 他に 未修の 課目が あつたので、 七 級より 上に は 行かれぬ の 

である。 今度の 先生 は 河 合と いふ 若い 先生で、 生徒に は 受けの 善い 人であった。 學 校に 馴れたせ 

ゐ でも あらう が、 自分 は 七 級に なって 初めて 學校は 偸 快な 所 だと 感じた。 朋輩に も 口 を 利けば 先 

生に も 物 を 言 ふ。 初めて 先生 を 呼ぶ 時に、 どう 言って 善い か 解らぬ ので、 兄さんと 呼んだ。 徒 

も 笑 ふし、 先生 も 笑った。 家に 歸 つて 今日 笑 はれた 話 をす ると、 家の 者 もみん な 笑った。 河 合 先 

生 は 生徒 を繩で 縛る やうな 事 は 無かった が、 其 代りに 長い 矢 竹 鞭 を 持って わんば くの 頭 をた- 

く。 話 をした といって は 叩く。 橫を 向いた といって は 叩く。 何でも かで も 叩く。 竹が 古くな つて 

役に立たなく なると、 生徒に 山から 取って 來て くれと 註文す る。 翌日 は 生徒が 爭 つて 竹 を 持つ て 

來る。 先生 は 之 を 束に して 置いて、 一本 宛 新しい の を 出して、 持 寄った 生徒 等の 頭 を 打つ 用に 供 

する の で あ る 。 幾ら 頭 を 叩かれ て も 生徒 はよ く 河 合 先生 に な ついて 居った。 自分 も 河 合 先生 は大 

好きであった。 ft 野の 叔母さん は 隣の 六 級の 先生で ある。 眼鏡 を 掛けて 椅子に 腰 を かけて 小學讀 

. 本 3 講釋を L て 居られる。 その 甲走つ た聲が 叔父 さ ん と 議論す る 時と Ei: じ やう に 大き い。. HE 分 は 
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叔 ほさん が 問 近に 居られる ので、 氣强 くも あり 叉 幾らか 窮屈に も 感じた。 

學 校の 淸 書に は 梅の 花の 代りに 蛇の目の 丸が 附 いた。 初めは 變に 思った が 後に は 此方が 新式で 

善い と 思った。 評 は 佳々 とか 大佳 とか 絶佳と かいふの であった。 先生の 算盤が 馬鹿に 大きくて を 

かしかった。 それから 乘箅 九々 を 全級 同音で、 思 切り 大きな 聲を 出して 呼ぶ のが 面白かった。 併 

し 自分 は總 ての 學 課の 中で、 讀 本が 一等 好きであった。 講義 を 聞く と、 家で 敎 はった 時よりも 善 

く譯が 解る ので、 非常に 偸 快に 感じた。 此讀本 は大體 ゥヰル ソンの リ ー ドルの 飜譯 で、 今の 讀本 

に 較べる と餘程 西洋の 趣味に 富んで 居った。 猿が 手 を 有つ、 蟻が 足 を 有つ とい ふ 所が 無い 丈け で、 

あと は ゥヰル ソンの 通りであった。 洋服 を 著た 子供が 毬を 投げて 遊ぶ 繪が ある。 自分 も 其 通りに 

して 遊んだら、 どんなに 面白いだ らうと 思 ふ。 氷の 上 を 橇に乘 つて 遊ぶ ところが ある。 これ も眞 

似 をして 見たい。 これ は 田舍の 富家な りと あって、 西洋 造りの 家が 描いて ある。 自分 も此 様な 家 

に 住まって 見た くなる。 すべて 西洋の 家、 西洋の 景色、 西洋の 人物、 何でも 西洋の 物が 愉快 さう 

に 思 はれる。 木は漱 I- を 生じ、 草 は 新 葉を發 し、 看る として 綠 ならざる は 無し、 とい ふやうな 文 

句が むやみに 愉快に 感じられる。 だんく 級が 進む に從 つて、 狼 來れり 狼來れ りと いふ 話、 总惰 

^が 酒に 身 を 持 崩して 終に 獄に繁 がれる とい ふ 括、 子供が 火な ぶり をして 火事 を 出した とい ふ 話 

などの 講義 を 聞く と、 ぞくく する 程 嬉しかったり 悲しかった りする。 鬼に 角 自分 は讀本 を讀む 
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と 半分 西洋 子供に なって 居る やうな 氣 がする。 內 では 母に 昔話 を 聞く。 母の 昔， 話 は 怖い 話が 多 

くて 讀 本の 愉快な 話と は反對 である。 酒巔 童子の 話、 小 栗 判官の 話、 それから 維新 前後の 實 話で、 

母の 實 家の 近所に 居つ た 成瀨と いふ 老人が 手癖の 惡ぃ 息子 を 斬殺し て 湯 を 浴び て 居った ところが、 

斬られた 息子が だら りと 右の 肩 を ぶら下げて 湯殿に 出て 來て、 お 父 様 水 を 一 杯飮 まして 下さいと 

言った とい ふ 話、 堀內 とい ふ醫 者が 代 脈と 密通した 妻 を 斬って、 足の裏 を ダサ リ，/ \ と 刀で 突 刺 

したと いふ 話な どは聽 くた びに 縮み上がる ほど 恐ろしい。 

舉 校に 通った の は 長い間の 事 だから、 面白い 事 も 辛い 事 も數々 あったら うが、 纏まった 事は覺 

えて 居らぬ。 叉 自分 は學 友の 中に 特に 鋭 友と いふ ものが 無くて、 何時も 孤立して 居った。 勉强は 

大嫌 ひで あつたが、 成績 は 惡ぃ事 は 無かった。 大抵 二番 か 三番に 居った。 試驗の 時には 褒賞 を 貰 

ふに 極って 居った。 褒賞と いっても 大した もので は 無い。 畫仙紙 を 五 枚と か、 爵紙 を五帖 とか 先 

づ そんな もので、 卒纖の 時に 銅 版の 字引 を 貰った のが 一番 上等であった。 何 級の 時で あつたか 覺 

えぬ が 暫くの 間 村 上 先生と いふの が受 持に なった 事が ある。 此 先生 は 前の 不 人望な 何とか 先生に 

比べる と、 優しくて， 親切で 非常に 受けが 善かった。 何時でも 頭 を 綺麗に 分けて 居る 先生であった。 

或 時 先生 は 據 ない 事情で 他に 轉校 せねば ならぬ とかで、 皆さん 今日 限りで 私の 授業 はお 仕舞と 

致します、 皆さん は 私の K 乂 持の 間 は 極く おとなしく 善く 勉强 して 英 れ ました、 どうぞ 先生が 變っ 
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て も：！. 死 迄と 同じ やうに おとなしく 勉强 せねば なりません、 決して 村 上 先生 は 斯うであった とか、 

あ \ であった とか 言って はなり ません：： と 此日は 格別 顔 を 和らげて 訓誡した。 女生 は 皆 袂を顔 

に當て \ 泣き出した。 男 生 は 泣き出す までに は 至らなかった が、 みんな 物 も 言 はすに 先生の 顏を 

見詰めて 居った。 丁度 其 頃 校長が 變 つた 時で、 開發 的の 何のと いふ 程度に は 無論 進んで は £5 なか 

つたが、 それでも 授業の 方法が 著々 改良 せられる、 體罰等 も 少なくなる、 土曜日 毎に 修身 講話が 

開かれる、 校長が 勸善訓 蒙の 講釋 をす る、 とい ふやうな 極めて 校風の 盛な 時であった やうに 記 億 

して 居る。 

自分の 家 は又轉 宅した。 今度 は 城 山の 裾で、 市街から は 元の 家よりも 一層 途 離れた、 屋敷の 廣 

い 一 構へ であった。 屋敷の 南 は 城 山の 繽 きの 小山で 限られて 居る。 全體が 桑と 麥の 畑に なって 居 

て、 畑の 中には 大きな 池が 二つ も ある。 此處に 越して 來 てから 自分 は 俄に 友達が 殖えた。 それ は 

自分 共の 遊 場と して は 此上も 無い 小山が あるからで、 學 校から 歸れば 殆んど 毎日 友達と 裏の 山で 

遊び暮らす 事に なった。 友達 は來 なくても 自分 は 山で 遊んだ。 內に 居って 本を讀 むよりも 獨 りで 

山を步 行いた 方が 面白かった。 隣の 小 原の 斡さん も 矢張學 校友 達で、 これと は 殊に 親密に なった。 

小 原に は 叔母さんが たった 一 人 あるきり である。 斡さん は 母の 手助けに 毎日 山に 登って 杉の 枯葉 

を 集めて 來る。 幹さん が 登れば 自分 も 直ぐ 其 あとに ついて 登る。 殆ん ど競爭 する 樣 にして 集める。 
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熊 彼 を 分けたり 雜 木の 枝に すがった りして 拾 ひ 集める。 秋になる と 色々 の菌が 生える。 例時で も 

幹さん と 採りに 行く。 自分 獨り でも 採りに 行く。 朝 採って 來 て叉晚 にも 探りに 行く。 さう 無 1= に 

菌が 生える でも 無い から、 時には さらく と 夕風の 渡る 整の 中に ボ ンャリ して 立ちつ くして おる 

と、 急に 淋し さ を 感じて 一 息に 驅 下って 了 ふ 事 も ある。 猿 茨の 實、 木 一 母の 實、 山葡萄の 紫の 實な 

ど は 苗に 次いでの 嬉しい ものである。 茨ぐ ろ をく ヒ つて 鶯に 似た 蟲喰 鳥が 飛ぶ。 これ も 嬉しい。 

小山 を 登りつ める と、 赤 禿げの 平に 出る。 松の 間から 市街 を 一 目に 見下ろして、 遙 かに 國 境の 山 

山 を 望む。 市外の 野に 一筋の 布 を 曝ら したやう に 見える のは大 川で ある。 大 川の 末 は 流れて 砂演 

のかた への 港へ 注ぐ。 濱には 昔 も 無く.. 臼 波が 打 寄せて 居る。 晴れた 日に は 隠岐の 島 さへ 見える と 

いふ。 あると 思へば 見える。 無い と 思へば 消えて 了 ふ。 雲 か 島 かの 境が 判らぬ。 砂 濱を三 里 東へ 

行けば 自分の 生れ 故鄕に 歸られ るの だと 思 ふ。 白波 は絕 えす 打 寄せる。 飛べば 直ぐ 飛んで 行かれ 

さう にも 思 はれて、 身 は 小山の 上に 在る 事 を 忘れて 居る。 ふと 眼 を 右に 轉 すると、 險^ な 槭山は 

我が 面を壓 して 巨人の 胸 を 張った やうに 逼る。 頂上の 松す らも 見えぬ の は 偉大に 過ぎて 恐ろし さ 

を感 する 位で ある。  - 

八重さん が 遊びに 來た 時、 自分 は 彼れ を 伴うて 此 平に 登った。 僅かの 山路に も 歩き 慣れぬ 八重 

さん は、 年少の SI 分に 手を曳 かれて 藥 研の やうな 道 を 喘ぎ， つた。 自分 は 八重さん を 切株に 
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隈！^-けさせて、 八重さん の 家の あると ころ を敎 へる。 八重さん は、 . ^物 を か 恐る- - やうに またり 

を 見廻して 只だ輕 くうな づく。 自分 は あっちに 廻り、 こっちに 走りして、 八重さん の氣に 入り さ 

うな 處を指 ざし 敎 へる。 八重さん はもう 歸 らうと 云 ふ。 碌に 見 もせす に、 只管 下山 を 急ぐ。 何故 

八重さん は 山が 面白くな いの だら うと 許りつ \、 强 ひて 留まる 事 も出來 すして 再び 山 を 下りる。 

下りる に從 つて 八重さん はだんく に 口 を 利き 始める。 顔の 色 も 何時もの 紅い 活潑な 色に 返る。 

八重さん は 山が 嫌 ひかと 聞く と、 內の 方が 善 いわとい ふ。 八重さん は 山が 怖かった に 相違ない。 

町に 住む 人 は 其 様に 山が 怖い のかと、 何だか 自分 丈け 怖くない 事が 不思議に も 思 はれる。 八重 さ 

んは €: に歸 ると 直ぐにい たづら を 始める。 今度 來 たら 今一 度 山に 速れ て 登って いぢめ て 遣らう と 

思って 居る うち、 八重さん の 家 は 急に 東京に 引越す 事に なった。 其 後 八重さん に は 二十 年 も會は 

なかった。 

八  ^ . 

或日學 校の 歸 りに、 戶長 役場の 前の 泥 溝 をつ いて 遊んで 居る と、 後ろから、 聲を 掛けて、 坊さ 

ん： F をして 居な さると 呼んだ ものが ある。 誰れ かと 振 向いて 見る と 長屋の 婆さんであった。 婆 さ 

は 涙ぐんだ やうな 眼 付 をして、 早くお 歸 りなされ、 お祖父さんが 死にな さった とい ふ。 自分 は 
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直ちに 竹お 投棄て \ 立 上がった。 別に 悲しい とも 思はなかった が、 何やら 怖い やうな 胸が 震 ふや 

うな 變な心 持で 念いで 歸 つた。 歸 つて 見る と、 早 や 近所の 人 や、 親戚の 叔父さん などが 五六 人 も 

詰 掛けて 居る。 父 や 母 は 自分が 歸 つて 來 たの も 眼に 入らぬ のか、 丸で 構 ひ 付け もせす に 取 込んで 

居る。 茶の 問 では 酒 を 飲んで 居る 者 も ある。 飯 を 食って 居る もの も ある。 いつもの 內の容 子に 較 

お V ソ亇 

ベる と、 何となく 陽氣 で、 怖氣 など は何處 かへ 消えて 了った が、 只 だ 何だか 他人の 家へ 呼ばれて 

行った 時の やうな 窮屈 さ を 感じた。 で、 人に ぉ辭儀 もせす に ボッン と 立って 居った。 

暫くして から 長屋の 婆さんが 自分 を 引 張って、 祖 i{ の寢 所に 連れて行って、 坊さん も 末期の水 

をお 上げな されと いふ。 祖父 は 何時もの 通り 蒲圑を 著て 壁の 方 を 向いて 寢て 居る。 枕元に 水 を 入 

れた 湯吞が 置いて ある。 祖父 は 死んで 居る の だな と 思って 現いて 見る。 怖く も 何とも 無い。 何時 

も寢て 居る 通りで ある。 父 も 出て 來て、 其 水 を 紙に つけて お祖父さんの 口に 入れて 上げよ とい ふ _ 

自分 は敎 はった 通りに 紙 を 水に 浸して 一  一 I 下ば かり 祖父の 口にたら した。 水 をたら されても 祖父 は 

何とも 言 はぬ。 祖父 はいよ. /(- 死んだ の だと 合點 する。 

祖父が 病の 床に 就いた の は 昨日 や 今日の 事で は 無い。 此 屋敷に 引越して 來 ると 問 もな く 腸 胃 を 

損じて、 其 後 絶えす 醫藥に 親しむ 様になった。 春 日の 麗 かに 晴れた 日に は、 今一度 元氣 になって 

見たい と、 兩 手に 杖 を 突いて 勉めて 庭 を 歩く 事な ども あつたが、 自分 は 其 老いさら ぼひた 容子を 
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見て、 迚も 恢復 は覺 束ない と 思った。 元来 祖父 は 若い 時から 至って 健康な 體 質で、 舊藩 時代に は 裏 

刺 方と いふ 令の 會計 官吏 を 勤めた。 御用商人 を 相手の 役人 だから 自然 有 福で も 有り、 其の 頃の 元 

氣は なか./ \ 大した もので 1? つた さうな。 自分が 覺 える やうに なつてから も 年を取って 微祿 こそ 

して 居れ、 體は 大丈夫な ものであった。 物見遊山の 折 は 祖父が 何時でも 先導者であった。 春の 野 

遊び に 祖父 が 野 風呂 を 立 てる 姿 は 今 も 眼の 前に 見る 様な 心地す る。 磧の 花火 見物 にも 度々 行った。 

我 地方の 花火 は 東京の 玉屋 鍵屋の 様な 花 火屋の 受負 仕事で 無く、  士族の 眞 面目な 仕事で ある。 梶 

川 流 は 打 揚げが 高くて 月 を 吊る 時間に 餘裕が ある。 渡 邊流は 火が 低くて 色が 美しい。 從 つて 仕懸 

物が 巧 いとい ふやう に 互に 流派 を爭 つ て 祕傳も のにして 居る。 水 を 隔て \ 向う の 堤に 家の 定紋 打 

つた 幔幕が 張られる。 六寸 玉、 八寸 玉、 時には 一 尺 玉の 筒 さへ 据 ゑる。 打 揚げの 合圖に 法螺の 貝 

を 吹く。 ブゥ， 'ゥ， 'ヮ ン くと 三度 鳴 響く。 碛に 集ふ數 萬の 見物人 は 胸 を 躍らせ、 鳴り を鎭 めて 

待って 居る。 此時 陣笠 を 冠って、 袴の 股 立 を 取った 導 火 方が 筒の 前に 現 はれる。 竹の 尖の 火繩を 

大きく 廻して 靜に 火を點 ける。 ドシ ー ンと 天地 を撼 かす 響と 共に 玉は遙 かに 中天に ある。 開く か 

と 見る に、 玉 は尙ほ 一 尺 登り、 五寸 登る。 見物 は 息 も 詰まる 思 ひで ある。 登り 切った ところで パ 

ッと煙 を 吐く。 紅 龍 白 龍と 相 連って 現 はる， -時 * 碛の 群集 は 一度に ゥヮ ー と 鬨の聲 を 揚げる。 陣 

笠 の 導 火 方 は玆に 面目 を 施し て悠々 と 幕の 內に 退く ので ある。 花火 見物に 限らす 祖父 は 遊ぶ 事 は 
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何でも 好きであった。 祖父 が 遊び に 行けば 自分 は 何時でも 連れ て 行 つて 貰つ た 。 祖 父 は 叉 至つ て 

筆 まめであった。 何處 からか 古新聞な ど を 借りて 来て は SI 紙に 細字で 寫 して 居った。 それが 積り 

積って 用箪笥に 一 ばいと 本箱に 一 ばいあった。 床に 就く やうに なつてから、 自ら 死期 を 知った の 

であるか、 或 時 母 を 枕邊に 呼んで 之 を 選 分けさせた。 それ は 紙屑に する の、 それ は棺に 入れる の 

と 一 々指圖 して 居った。 又 死に 先 だつ 一 ヶ月 間 程 は 全く 耄碌して 了って、 全で 譯の 分らぬ 事 を a 典 

面目に 口走って 居った。 それが 可笑しい と 言って 母が 笑 ふと、 祖父 は 血相 變 へて 怒る 事な ども あ 

つた。 

野邊 送り Q 用意 は 一 雨日績 いて 賑やかであった。 母が 經 帷子 を 縫 ふ。 長屋の 婆が 茶袋 を 詰める。 

自分 は 三途の 河の 渡し 錢 だとい ふので、 墨で 半紙に ベた./ \錢 形を捺 した。 甕に 納めて 白い 布 を 

掛けて、 座敷の 正面に 直した 時 は、 祖父 も 初めて 佛樣 になった やうな 心 持が した。 葬禮の 行列 は 

割合に 淋しかった。 親戚 五六 人の 外に 近所の 人が 少しば かり 加 はった。 其 中に 宫本 老人と いふの 

が、 昔 祖父の 下役であった とかで、 平素は 餘 り往來 もせぬ のに 來て 吳れ た。 此 老人が 悔みに 來た 

時、 若い者の 死ぬ るの は 苦に もなら ぬが、 年寄が 死ぬ る 話 を 聞く と氣 味が 惡 うてなら ぬと 言った 

げな。 祖父 は 生前から 墓 を 造って 置いた。 祖父のと 並べて 戒名 も 彫 付けて あった。 先祖 々の 墓 

が 五六 基 並んで 居る 中に。 祖父 祖母の が 一番 大きくて 立派であった。 祖父の 柩ば此 墓石の 下に 永 
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久に 塊め られ た。 

法事 は 其 後た びくあった。 自分 は 何時でも 親戚の 子供連れと 一 緒に、 つる./ \ 滑り さうな 本 

堂の 廊下 を定り 廻る のが 面白かった。 讀經は 音頭 取りの 銅 鍵の 昔 を 以て 始まる。 御經が 始まる と 

流石に 氣が 改まって 騷ぃ でも 居られぬ。 子供 連 は 前の 方に 並んで 各 兩手を 膝に 載せて 菓子が 出る 

の を 待って 居る。 菓子 は 例の 馬の 耳に 大 饅頭と 茄子 餅で ある。 茄子で 作った 餅で は 無い。 茄子の 

形 をした 黑ぃ 餅で、 食べる と 齒に喰 付く やうな ものである。 御 經の聲 は 眠くなる 程靜 である。 御 

經は曹 洞宗に 限る と 父 は 言 ふ。 自分 も 子供の 時から 聞 慣れて ほる せる か、 家の 寺の がー 番善 いや 

うに 思 ふ。 法事の 事 を 言へば 母の 里方 もた びく 法事の ある 家で、 自分 は 母と 共に 度々 呼ばれて 

行った。 家の 寺と 違 ふところ は、 本堂の 隅に 大きな 太鼓が あって、 讀經の 始まる 前に 小僧が それ 

を 叩く 事と、 町の 啞 娘が 菓子 を 貰 ひに 來る 事と、 それから 法事の 濟んだ 後に 方丈で 御馳走が 出る 

事 等であった。 方丈 は 庭の 池に 突出て 居て、 手 をた- - くと 脞がゴ ョ くと 集って 來る。 馬の 耳 を 

投げて 遣る。 饅頭の 皮 を 投げて 遣る。 鯉 は 燃える 躑躅の 影を亂 して カプリ /\ と 馬の 耳と 饅 頭 の 

皮を爭 ふので ある。 此處の 和 尙様は 酒の 席に 出て 來る事 は 滅多に無かった。 只 だ 席を货 して „4< れ 

る だけで あ つ たと 見え る 。 

十 ま>  i ち 

母 Q 里 ま當待 近在に 由 3W して 居った。 市街 を 一 里ば かり 隔 つた 小 村の、 木の葉 石の 出る 山の 裾 
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であった。 自分 は 時々 母に 連れられて 泊り がけに 遊びに 行った。 お婆さんと 從 兄が 二； 人あった。 

下の 從兄は 自分と 同い年で あつたが、 村の 子供と 同じ やうに、 井手川の 目高 をし やくったり、 船 

を 捕ったり する 事が 上手であった。 上の 二人 は 自分より は 年 も 大分 上で 兄 株であった。 二人して 

緣側 一 ぱいに 小鳥 を 飼って 居った。 自分 も 一 度 小鳥 を 捕りに 一 一人に ついて 裏の 山に 登った 事が あ 

る。 まだ 眠い のに 薄暗い 山路 をす たく 登って 行く の は 厭であった。 二人 は 自分に も 構 はす 松の 

上の M 籠 を 見詰めて 一 生 懸命で ある。 諷と 音を立て \ 鳥が 渡って 來 ると、 靜 に，/ \ と 叱り 廻す。 

何も 騷ぎ はせ ぬのに 無喑に 叱る。 嬉子 鳥が か \ る。 鷓 がか \ る。 か \ る たびに M を 卸して 唾 を 付 

けて 黐 を 繕 ふ。 兄弟の 眼 は 火の やうに 光って 居る。 自分 は餘り 面白くな いので 辨當の 握飯 を 貰つ 

て 食 ふ。 夜が 明け放れ ると 眼の 下の 田圃の 黃 ばんだ 景色 は 服 も 醒める やうに 美しい。 城下に も斯 

んな廣 々した 處が あれば 善い と 思 ふ。 

或 年、 上の 從 兄に 嫁さん が 来た。 無論 自分 も 呼ばれて 行った。 嫁さん は 隣の 國 から 來 たので、 

著く と 直ぐ 北側の 三疊の 部屋に 這 入る 事に なった。 元 來が狹 い 家 だから、 座敷に も臺 所に も 客が 

一 ばい 居る ので、 自分 は 始終 嫁さん の 部屋に 居った。 嫁さん は 白粉 をつ けて、 綺麗な 着物 をき て、 

行儀よ く 部 厘の 眞 中に 坐って 居る。 坊さん は 大人しう 御座ん すなと いふ。 自分 は 只 だ 笑って 顔 を 

見て おる。 嫁さん は 嫁に 來て も、 少しも てれて 居る 様子 は 無い。 只 だ 行儀よ く 兩手を 漆の 上に S 
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ねて、 おちよ ぼ 口 をして 坐って る。 朝から 晚 まで 坐って 居る。 手水に 立つ 時と 御飯 を 〈徒 ふ 時の 

外 は 一 寸も動 ぬ。 式が 濟んだ あとの 御馳^に は 自分 も 席に 列な つた。 嫁さん は 御釵を 山盛りに 

どつ 

されて、 困った やうな 顔して 箸 を 執 つた。 叔父さん や 叔母さんが t ハと 笑った。 これが 儀式で 目？ E 

たいの ださうな。 追々 酒が 廻る につれ て讅が 出る。 唄が 出る。 聲の從 兄が 眞 赤に 醉 つて， 踊り 出す 

とい ふやうな 騒ぎで、 何時の間にか 嫁さん は晝 間の 部屋に 引 込んで 了った。 聲が 水の 代りに 白米 

を 頭から 祝 はれた 時 は、 もう スッ カリ 盛り 潰されて 了って 正體 はなかった。 御 客も醉 倒れて 了つ 

たり、 歸 つたり して、 少し 靜 になった 時、 村の 若い 衆が 十 人ば かり 座頭の 姿態 をして 御 祝に 來た， 

三味線 を彈 くやら 唄 ふやら 踊る やらで、 叉 大騒ぎに なった。 此夜 自分 は 泊った のか、 家に 歸 つた 

のか どうも 思 出せぬ。 

或 時 自分 は 聲の從 兄に ついて 溫 泉に 一 週間ば かり 行った 事が ある、 溫泉場 は 城下から 三 鬼ば か 

り 離れた 小 村で ある。 自分 は 生れて 初めて 宿屋と いふ ものに 泊った ので、 此 一 週間 は實に 我慢が 

仕切れぬ 程 長い 思 をした。 遊 仲 問 は 無し、 一 日の 中に  一 ニ囘 入浴す る 外、 何もす る 事が 無い ので、 

み. tJ さ キー 

退屈で 仕方が無かった。 半日 は 挽 物 細工の 店頭に 立って、 獨樂ゃ 筆筒が 出來 るの み を 見 暮らし， 

叉 半 E は 牛 や 馬が 湯 を 使 ふの を 見 暮らす。 牛 湯が あり、 馬 湯が ある。 總 湯に は 村の 百姓 も、 通り 

懸 りの 旅の 者も來 る。 湯に 入る もの は 呰淺ぃ 柄拘を 持って、 に 合せて 頭に 湯 を かぶる。 始まる 
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始まる、 三つに 四ッっ はいつ でも 六ッ つ、 なンな 八ッっ はお 豐 がまる る、 と 十 づっ數 へて 百 かぶ 

る。 中には 剽輕な 入れ 文句な どが あって、 實 際の 數は 二百に もなる。 柄杓の 湯 を 打つ 昔 は 鼓の 音 

にも 擬 うて 賑やかで ある。 これ は內 湯で もす る 事 だが、 總 湯の 音 ほど 盛で 無い。 宿屋に 泊って 居 

る もので も、 此の 騷 ぎが 面白くて、 態々 總 湯に 入りに 行く 人 も ある。 自分 は 人と 一所に 湯に 入る 

事 はきら ひだから、 外で 昔 をき くば かりで 一 度 も 行った 事 は 無い。 內湯 でも 成る たけ 人の 居らぬ 

時刻 を兑 計らって 入る やうに した。 湯 は 底の 板が ギラく 光る 程 澄み切って 居る。 手の 色 も 足の 

色 も、 體の 色が 總體靑 くな つて 見える。 こんな 綺麗な 湯に 入る の はこれ も 生れて 初めてで ある。 

湯に 入って 足の 先き まで 見える の は 不思議な 事の やうに 思 はれた。 或 日 例の 如く 自分 獨り這 入つ 

て、 ^おこ， つかまって 泳ぐ 3 呉 似な どして 居る と、 不意に 戶を 開けて 段 を 下りて 來 たもの が ある。 

後ろ を 向いて 見る と 思 掛けない 若い 女であった。 眞 白な 體を 少し 屈めて、 湯 桁に 坐って 肩の 邊り 

から 湯 を 流し 始めた。 自分の 顔 を 見て、 坊さん は六番 かなと 言って 莞爾と 笑った。 何處 やら 荒物 

屋の多 代に 似て 居る と 思った。 自分 は六桥 とい ふ 意味が 解らなかった ので、 只 だ ヱ 、と 瞹眛に 答 

へて 置く。 女 は 俯向いて 頸筋 を冼 つたり、 义 仰向いて 首 を 洗ったり した。 暫くして ド ボンと 湯に 

入った。 女の 北" 中 もやつ ばり 靑く 見える。 片膝 立て、 坐って 居る 姿勢まで ハツ キリ 兑 える。 自分 

は 女を殘 して 先き に 上がった。 從 兄に 女が 六番 かぶ 聞いた 事 を 話したら、 あれ は咋夜 十番の 室に 
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來た 新地の 藝子だ と 言った。 

九 

肖 分 は 夢の 如き 囘想記 を 終る に 臨んで、 一 一三の 年中行事 を 語らねば ならぬ。 正月 元日の 朝 はま 

だ 喑ぃ內 に 眼が さめる。 起きて 見る と、 もう ちゃんと 神棚に 灯が ともって 居る。 年中と もした 事 

の 無い 祌 棚の 灯 は、 煤けた 壁 や 天井 を 隈なく 照らして 居る ので 先 づ氣が 改まる。 何となく そ は そ 

はん： 落 付かぬ やうな 氣 がして 嬉しくて 堪ら ぬ。 皆が 起 揃った ところで 父が 一 番に 三寶の 前に 坐つ 

お ほぶく ちゃ 

て 大福 茶 を 飲む。 祖父が 存命の 時分 は 勿論 祖父が 一番であった。 次ぎに 自分の 番で、 おめでたう 

と 三 寶に頭 を 下げて 飲む。 泡の 下から 酸つ ばい 汁が る。 お 仕舞に は 梅干の 皮が 出る。 これで 式 

が濟 むので、 あと は 暫く 雜 煮の 出来る の を 待って 居る。 屠蘇が 出る。 膳が 並ぶ。 膳の 上に はこれ 

も 一年に 一 度づっ 出る 塗 椀と 太 箸が 配られる。 自分の 椀に は笹の 定紋が ついて 居る ので、 あ- -こ 

れだ なと 年； 母な つかしく 思 ふ。 お 平の 蓋に は 齒朶の 葉に ごまめが 二つ宛つ けて ある。 どの 蓋を舰 

い て 見ても 神棚 2 燈が黑 漆 に 映 じ て きら- (\ と 小さく 光 つて 居る。 三ケ 日の 間 は 毎曰此 通り で あ 

る。 雜煮を 祝 ひ 了った 頃に はもう 夜 も 明け放れて 居る。 押入れから 新しい 足袋 や 木履 を 出して 疊 

の 上で 穿いて 見る。 急に 丈け が 高くな つて、 家中の 者 を 見下ろす やうな、 危 いやうな 氣 がする。 夕 
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着物 を 着 代 へ させて 貰って 親戚に 年頭に 行く。 三寶を 戴いて お 目 出た う を 言 ふの は 極り が惡 い 

が、 其 代り 年玉が 出る から 樂み である。 石 田で はいつ でも 鼻紙 ニ帖に 極まって 居る。 一番 善い の 

が 母の 里で、 毎年 祝儀袋に 銀貨が 一 つ 宛 入れて ある。 自分に は 其 頃 銀貨 程 珍しくて 嬉しい 物 は 他 

に 類が 無かった。 遊び 連れが 寄る と、 貰 ひ 溜めた 鼻紙 を 賭けて 吉獨樂 とい ふ 事 をす る。 六角に 削 

つた 獨樂の 側面に、 大吉と か半吉 とか、 一枚と か 二 枚と か 記して ある。 一枚と 出たら 一枚 張る。 

二 枚が 出たら 二 枚 張る。 大吉 は 皆 取る ので 半吉は 半分 取る。 何れも 大吉が 出よ と 念じて 廻す ので 

ある。 其から 叉 針. 打と いふ 事 をす る。 縫針に 刺した 黑豆を 前齒に 咬へ て、 針の 絲を 引く 勢に、 疊 

の 上に 重ねた 鼻紙の 上に 打付ける。 打 込んだ 針の 絲を靜 に 引上げる と、 幾 枚 かの 紙が くっ付いて 

上がる。 上がった 紙が 銘々 の 所得になる ので あるが、 針 打で 取った 紙に は 針の孔が ボッく あい 

て 居る ので 厭であった。 針 打 は 石 田の 幸 ちゃんが 一 番の 上手で、 出した 丈け は 何時でも みんな 取 

つて 了 ふ。 

三 W: の 雛の 節句、 これ も 自分に は 思 出で 多き 日の 一 つで ある。 舊 暦の 三 H だから、 桃 や 李が 一 

時に^く。 女子供の ある 家で は、 どの 家 もどの 家 も 大きな 雛壇 を 作って 雛 を 飾る。 我家に は 女の 

子 は 無くても 母の 古 雛 を 飾って 貰 ふ。 大形な 內 裏さん の 外に、 武 內宿禰 などの 武者人形 も ある。 

薄汚くな つた 种も ある。 流し雛の 外に は 新しい の を 買 足す 事が 無い から、 何诗も 馴染の 雛ば かり 
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である。 近所の 雛、 親戚の 雛と に 見-せて 貰 ひに 行く。 行く先き くで 御馳走に なり、 菓イを 貰 

つて 歸る。 或 年の 雛の 曰であった。 自分 は 例の 通り 雛 見に 出て、 石 田の 幸 ちゃんの 內で、 きら ひ 

な 白酒 を 無理に 猪口に 一 ばい 飮ま されて、 苦しい 胸 を 押さへ て歸 つて 來た其 晚 であった。 逋に腹 

が 痛む やら 吐く やらで、 前後 不覺に 床に 就いて 了った。 翌日 眼が 覺 めても なかく 頭が 上らぬ。 

白酒の 事 を 思 ふと 胸先が むかついて 來る。 醫 者が 朝と 晚とー 碧 つも 來る とい ふやうな 騷 ぎで、 

二三 日 は 粥 さへ 喉に 通らぬ 苦み であった。 然し 其 苦み にも 增 した 苦み は、 病後 一 二 ヶ月が 問の 食 

愁の 制限であった。 父 や 母 は 好きな もの を 食 ひ 放題に 食 ひながら、 自分に は醫 者に 叱られる と 言 

つて 少しも 分けて 臾れ ぬ。 殘念 やら 羨ましい やらで 其 都度 泣いて ばかり つた。 かねて 泣蟲 であ 

つたの が 此頃は 特に 涙脆くな つた。 食物で 小言 を 言 はれる と 直ぐ 涙が 出た。 薄い 粥が 一 ヶ月ば か 

りも繽 いた 後、 漸く 飯の 許しが 出た。 其 日の 晚餐に は 初めて 人間の 仲間入りし たやうな 氣 がして 

嬉しくて 堪らなかった。 而も 飯 は 初め だから 控へ 目に せねば ならぬ とい ふので、 たった 一 椀し か 

貰へ なかった。 こんな 事なら まだ 粥の 方が 好い と 思った。 併し 泣いても 笑っても 母 は 一 椀ぎり し 

か吳れ ぬ。 折角 癒り かけた もの を 今、 後戾 りしたら どうす るか、 お 醫者樣 が 飯 はま だ 早い と 言つ 

て 居られる、 と 母 は 固く 謦者を 信じて 我が 小さな 願 を容れ なかった。 三日 目に  一 口、 五日 目に 义 

一 口と 極 少量 づっ增 して は吳れ たが、 もどかしくて 堪 らんので、 竊に 母の 眼 を偷ん で、 お 櫃の飯 
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を 摘み 出して 食ったり、 又は 佛 前に 供へ た 飯 を 卸す 役目 を 引受けて、 巧みに  一 ロニ 口 盜み食 ふの 

であった。 盜 むの は 惡 いと 知りつ \ も、 盜 飯が ギ ユウと 喉を檫 過す る 旨味 は 何とも 彼と も 首へ ぬ 

ものであった。 若しも 永久に 空腹が 績 くもの なら、 自分 は 生涯 飯 盗人で 了った かも 知れぬ。 幸に 

して 漸次 本復した ので、 何時の 問に か 其 事 は 忘れて 了った。 

病氣 でなくても、 其 頃 自分の 胸 を 痛める 些細な 苦痛 は數々 あった。 元来が 貧乏 士族の 家庭 だか 

ら、 萬 事儉 約々々 で、 薄弱な 自分の 性質 をば 一 ほ 曰ケチ 臭い 根 ia にして 了った やうに S ふ。 酒 を 買 

ひに 行かねば ならぬ。 酢 も 買 ひに 行かねば ならぬ。 雪の 降る 日 は 古い 藁展を 穿いて 行く。 藁^^と 

いふの は 藁で 造った 長靴の やうな もので、 新し いのは 溫 かくて 氣 持が 善い が、 水に： 溶み た 古い や 

つ は 跣 足で 歩く よりも 冷めたい。 母 は ナカ. （- 新しい の を 買って 吳れ ぬ。 自分 は 此古履 を 穿く の 

が 厭で 堪らなかった。 それから 五 厘 か 一 錢の酢 を 買 ふのに 德 利が 馬鹿に 大きい。 フラスコと 言つ 

て、 黑ぃ 大きな、 底の グゥッ と 持上がった、 葡萄酒 か 何 かの 空瓶で ある。 醫 者に 藥を貰 ひに 行く 

にも 矢張フ ラス コ瓶 である。 も 少し 輕ぃ 恰好な 瓶 を 買って 吳れと 言っても、 どうしても 買って く 

れぬ。 それから 叉 時々 牛肉 を ひに 行く、 牛肉 を 賣る家 は當時 城下に 只 だ 一 軒し か 無かった。 片 

山と かいふ 士族の 商法で、 店の 奧に 人相の 惡ぃ X  X が 眼 を 光らして 居る 事が 多かった。 牛肉 を 買 

ひに 行く 時 は 母 はいつ でも ニ錢 出して 吳れ た。 自分 は 此ニ錢 の 使に 行く のが 非常に 辛かった。 當 
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時 は 一 斤 僅か 七錢 か八錢 であった けれども、 一 ー錢が 牛肉 を 買 ひに 行く もの は 恐らく 自分 一 人で あ 

み せ さキ- 

つた やうに 思 ふ。 大きな 店頭に 立って、 たった ニ錢 出す のが 恥 かしく も あり、 叉 僅か ニ錢 のた め 

に 態々 遠方に 使に 行く のが 馬鹿らしく もあった。 自分 は屢 母に もう 一 錢增 して 吳れる やうに せ 

がんだ が、 母 は 行く のが 厭なら おやめよ と 言って 取合はなかった。 自分 は 仕方なし に 何時も 一 ー錢 

銅貨 を 只 だ 一 つ 握りつ めて ィャく 牛肉 を 買 ひに 行く のであった。 

蠶飼も 我家の 年中行事の 一 つに 數 へねば ならぬ。 軟 かい 藥の t 右 芽が 吹く 頃になる と、 赤 引 だの 

小石 丸 だのと いふ 種紙から、 塵 五味の やうな 蠶を 菓子 箱の II 皿に 椅き 下ろす。 それが だんく 大き 

くなる と、 大 筵に 三十 枚 位になる。 斯うなる と 家中 蠶 棚で 一 ばいに なって 了って、 殘る 所は臺 所 

の 板の間と 薄暗い 茶の間ば かりで ある。 大方 は 母の 手 一 つです るので、 盛りに なると 父 も 手助け 

をす る。 上 簇るー 一三 日 前からば 長屋の 婆さん も來て \4 ^傅って 央れ る。 桑 は 裏の 畑に 植付けた 立 木 

から 1 くので、 これ は 別に 人 を 雇って させる。 食 ひ 盛りに なると、 家中 雨の ふるや. うな 音を立て 

て 食 ふ。 雨の 日 は 桑 を 枝の 儘 伐って 來て 軒に 吊す。 その 營陶 しさ は 一通りで 無い。 夜中に 眼を覺 

まして 見る と、 母 は 手燭 をと もして 棚の 問 を見囘 つて 居る 事が 多い。 上簇 前は徹 衣す る 事 も ある 

蠶飼時 は 遊ぶ の も 本 を 浚へ るの も、 自分の 勝手 放題で あるので、 大に 都合が 善かった が、 „N 〔代り 

鈑を食 ふに も、 夜寢 るに も、 誰れ も 構 付ける 者が 無い。 お負けに 家中 蠶の糞 だらけで 汚い 事は此 
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上 も 無い。 蠶を飼 はぬ 家に 遊びに 行って 見る と、 綺麗で 廣々 として 居って 坐り 心が 善い。 內も早 

く 蠶が濟 めば 善い なと、 蠶が上 i 族す る 曰ば かり 待 焦れて 居る。 愈よ 繭の 牧穫 も濟ん で、 棚が 取 外 

づ されて、 蠶の 糞が 掃 出されて 了 ふと、 急に 家が 明るくな つて、 野に 出た やうな、 無暗に 飛 廻つ 

て 見たい やうな 氣 がする。 座敷の 眞 中に 膳を据 ゑて 飯 を 食 ふの も久々 の 事で、 珍しく も 叉 嬉しく 

て堪ら ぬ。 繭 は 直ちに 繭 買に I 貝って 了 ふ 事 も ある。 絲採女 を 雇って 絲に する 事 も ある。 二つ繭の 

絲は 自分 等の 着 料に もな り 手 もくりと かいふ 屑絲は 父の 轴の 羽織に なった 事 も ある。 ところが 或 

年蠶に 病が ついて 上簇 前にな つたの を 大部分 捨て- - 了った。 其の 翌年 は 繭の 値が 下落して 引合 は 

なかった。 母が 癎癀を 起して、 蠶は來 年から はもう 飼 はぬ と 言 ひ 出した。 父 はマァ さう 言った も 

ので 無い と 宥めた が、 母 はどうしても 聽か なかった ので、 其 後 永久お 廢め になった。 自分 は 再び 

ふし 

汚い 窮屈な 蠶 棚の 中に 起臥せ すに 濟む やうに なった 事 を竊に 喜ん だ 。 

母は蠶 飼に 熱心した やうに、 父 は 一 時 畑作に 夢中であった。 大根 も 作れば 南瓜 も 作る。 普通の 

野菜 類 は 何でも 作る。 池の 眞 中に 五 反ば かり も ある 畑 は 只 だ 其 丈け では 廣 過ぎる ので、 冬から 春 

にかけ て は 大部分 は麥 畑に なって 了 ふ。 蠶が 終る 頃になる と、 丁度 麥の 秋で ある。 體の だるい 南 

風が 幾日も 吹績 く。 其 間に 刈入れ が濟ん で、 天氣の 善い 時に 麥の穗 を はたき 落とす 時な ど は、 全 

で 百姓家の やうな 騷 ぎであった。 麥 藁で 馬 や 蠑螺 を 作る 事を覺 えたの は此 時であった。 麥 秋が 濟 
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むと 五 e: の 節句になる。 節句に は 幟 を 立てる。 多くの 家の は 細長い 織物の 幟 だが、 自分の 內 の は 

幅の 廣ぃ紙 幟で ある。 鐘 値が 鬼 を 引 摑んで 居る 圖で、 城 山 •「 風に ガワ. /(\ と 鳴る。 他所の 幟よりも 

何となく 勇ましい。 鯉 も 二 丈に 餘 つて 長く 垂れる と 屋根の 葡萄棚に 引す つて 居る。 父が 鏜櫃 から 

甲 is を 取 出して 飾る。 色 は 褪めて 居ても 緋絨 である。 半 頰の白 髭 は 針を植 ゑた やうに 光って 居る。 

母は臺 所で 粽 を： rc: るに 忙 がしい。 笹ッ葉 は 自分が 裏の 山から 取って来 るので ある。 粽の圑 子 は 透 

けて 見える 程よ く 蒸せた のが 旨い。 

夏になる と^ 勢の 太 神 樂が來 る。 自分 等 少年 は 頭から 燒 ける やうに 暑くても 構 はす 跟 いて 廻る。 

太 神樂は 昔から 夏來 るに 極まって 居る ので、 一 行中の 老 太夫 は 母の 子供の 頃から 見馴れて 居る さ 

うな。 大きな 士族の 家で は 大抵 打た せる。 演技す る 事 を 打つ とい ふので ある。 半日つ いて 銀れば 

屹度 二つ や 三つ は 見られる。 長いのに なると 半日 も、 稀に は 終日 か- -る事 さへ ある。 士族の 家で 

は 門の 内 叉 は 庭先き で 打つ。 子供 は悪戲 さへ しなければ 自由に 見物が 出来る。 重なる 演技 者 をば 

先生と 言 ひ 習 はして 居った。 おどけ も 白粉 を 塗ったり 赤い 着物 を 着たり せす に、 紺の 手拭で 頰被 

り をして、 これ も 同じく 袴 を 穿いて 居った。 自分の 家で は 一 度 も 太 祌樂を 打た せた 事が 無い。 太 

祌樂 について 過る 時に、 家の 前 を 通る と 何となく 肩身が 狹 いやうな 氣 がした。 

太神樂 ま. 存分に 見て 廻った が 其 他の 興行 物の 類 は 滅多に 見せて 貰へ なかった。 或 時 相撲が 招魂 3, 
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社の 境.！： で 與ハ仃 された 事が あった。 &: 分 は 見たくて 堪らな か つた けれども、 母 はどうしても 許さ 

なかった。 學 校の 歸途に は木戶 口に 〔；： って兑 たり、 板 M ひの li り を ダル./ \ 廻ったり した。 する 

と 自分と M じ やうな 太 戶錢を 持たぬ 學校 友達が 居 つて、 後ろの 板 圍に攀 登 つ て ようと 甘 つた。 

彼 は あたりに 人の 居らぬ の を見濟 まして 板 圍に飛 付いた。 自分 も 之に 倣って 飛 付いた。 友達 は 早 

や 頭 を板圍 の 上に 出して 場內を 見て 居る 。 自分 も 腕 を 縮め て 首 を 持 上げ て 見る。 屮の 見物 は 皆 土 

俊 場の 方に 向いて 立って 居る ので、 誰も 自分 等 を 見て 居る 者 は 無い。 友達 は 自分と 顏を 合して 

权圍を 跨いだ。 自分が ぽ； 似 をして 跨いだ 時 は、 ま はもう 圍の內 に 下り立って、 何處 かに 姿 を隱し 

て 了った。 自分 は 止めようかと は 思った が、 友達が 這 入 つたの に 自分 丈け 這 入ら ぬの は拫の やう 

な； 聚 がして、 ツイす る，/ \ と 草の 上に 下りた。 首尾よく 這 入り はし. たもの の、 扭て氣 持が 惡ぃ。 

盛に 動：^ が 打つ。 人の 間から 一 寸土 俊 場の 方を现 いて 見た が、 どうも 見て 居る 氣 にならぬ。 友達 

は 處へ行 つた かサッ パリ 分らぬ。 自分 は 巡 にで も 咎められたら どうせう かと 遽に怖 象が つい 

て、 <0,0ぃで木戶ロを出て了った。 ^に^！ってからも默って居っては氣が濟まぬので、 半分 は 罪 を 

友達に 被せながら、 右の 次第 を 逐一 母に 語った。 母 は 竈の 前に 坐って 飯 を 焚いて 居った。 母 は 非 

常に 駭 いたらし く、 カの籠った聲で^！分の罪を責めた。 昔、 木 村と いふ 侍の 息子が 村 芝： ^5 に 忍ん 

で 這 入った 事が 發覺 して 切腹 を 仰 付かった 話， など をして、 淚を こぼして 叱り 且つ 諭した。 飯の 焦 
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げ附 くの も 忘れて 小言 を 言った。 自分 は 北 (時 は 左程に も 思はなかった が、 一 一三 R 後に 表で 遊んで 

ると， 丁度 通り か- - つた 意地 惡の 豆腐屋の 小 僭が、 お前 は 相撲 場の 板辨を 越して 這 入った な、 

わし は チャンと 見て 居った ぞと言 捨て，^ 去った。 自分 は 水 を 浴せられ たやう に 驚いた。 誰も 知つ 

て は £5 るまい と 思った のに、 あんな 意地 惡に 見附 かって はどうな るか 判らぬ と、 此時 こそ 身に 染 

みて 後悔 した。 常 分は氣 持が 惡 くて 友達と 遊んでも 遊ぶ 氣 がしなかった。 其 後 惡戲を L て 父に ひ 

どく 叱られた 事 も ある。 學 校で 罰 を 喰った 事 も ある。 併し 此時程 自分で 自分の 非 を 悔いた 事 は 無 

い。 これ は 自分 が 小 學校を 卒業す る 前年 の 事であった。 

七夕、 盆 踊、 すっと 飛んで 餅捣 など、 後半 年の 行事に は 取り立て. - 記す i£ の 事 も 無い。 
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七夕 さま  野 上 八重 子 

お 君さん の 手 鞠 は六ッ 桔梗に か义 つて ある。 

ベ お 夏な つく 夏 帷子 を 

とお 君さん がっきながら 歌 ふ。 私 も 歌 ふ。 一緒に 大きな 聲 をして 歌 ふ。 

r 何に 染めようかと 淸十郎 に 問うたら 

淺 黄に 駒が た 駒が へし 

しん， /(\- しゃう が — 

となげ あげたの を 受け 損ねる と、 それた 手 鞠 はお 椽 からお 庭の 踏 石に はねて、 ころくと 刈り込 

みの 躑躅の 中に ころげ 込む。 - 

『あらく  く』  . 

と 二人ともお 椽 から 飛び下りる。 手 を 延ばしても 屆か ぬので、 お 君さん が 刈り込みの 下に 這 ひ 込 

む。 お下げの 毛が 躑躅の 枝に ひっぱられて、 痛い くと 云 ひながら 右の 手で 向の 手 鞠 を かきょせ 
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て 居る と、 

『まあ、 お前た ち は 何 をし てるのな。』 

とおば さんの 聲 がする。 見る と 簾の かげから おばさんの 顔が 半分 窺いて 居る。 軒の 風鈴が ちりん 

ちりん と 鳴って、 下に 立った おばさんの 髮に 短冊が さはる。 

『お 君、 まあ 何とい ふ 事な、 そんな 所に 這 ひ 込んだり して。 早う 出らん し。 お 鈴さん も そんな 

炎天に 出て 居る とまつ 黑 になり やん すで。 さあお 君、 いふ 事き かんの な。』 

とおば さん はとうと 簾から 橡 側に 出て 來て、 躑躅の 下のお 君さん を 少し 叱る と、 

『あい、 あい、 とれた く。』 

と 云 ひながら、 お 君さん は 手 鞠 を 抱へ て やっと 出て 來る。 浴衣の 袖が 肩まで まくれて、 顔が まつ 

赤に 汗 じんで 居る。 

『まあ 何とい ふ風ぢ やろ かのう。 さあ さ、 みんな 此方に 御座ん し。』 

とおば さんが 先に 立って 茶の間の 方に 行く。 お 君さん も 私 もつ いて 行く。 

おばさん は 長 穴 鉢の 前に 坐って か き 餅 を やいて くれる。 向の 权 敷に は 杉が 南瓜 やら 里芋 やら^ 

やら、 いろんな 野菜^ を 入れた 籠の 橫に殂 をお いて、 茄子 をき つて 居る。 へタを 取って 二つに 切 

つて、 一 つ- (-に 細く ギザく を 入れて 行く。 夫 を またまん 中から 二つに 割って、 前の 桶の 中に 
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ちょぶ りんと 投げ込む。 桶の 中には 水が 八分目 ほど 入って-^、 その 中に 切った 茄子が ぶく りぶ く 

り 浮いて 居る。 お 君さん が 手 を 入れて その 浮いた 茄子 を ぼつと 桶の 底へ 沈める。 私 もお 君さん の 

眞 似た する。 沈んだ 茄子 はまた すぐ ぼくり と 浮き 上る。 夫が おもしろ いから 叉 沈める。 又 浮き 上 

る。 餘り 何度もし てたら だぶ りと 桶の 水が こぼれた。 

『あらま あ、 あんた 方 は 困り やん すな。』 

と 杉 は 笑 ひながら 小 言 を 云って、 雜巾を 取りに 下りる。 お 君さん は その 問 に 杉のお いた 庖丁 をと 

つて、 茄子の 皮 を そぐ。 濃紫の つや.. （- したの を 一寸 ほど 取って、 

『ほら、 私 もお 嫁さん ぢゃ、 鐵凝 つけた。』 

と 夫 を 口の 中へ 入れて、 上手に 齒根 にくつつ ける と、 おばさん 達の 通りに 黑ぃ齒 になる。 お 君 さ 

ん は 顎 を さ し 出して 杉に その 黑 ぃ齒を 見せる 。 

『ホ、 ホ、 こり やい， - お嫁さんで 御 坐ん すな、 どれお 鈴さん にも 杉が 作って 上げ やん しょ。』 

と 私に も 同じ 樣に 卞グて くれる。 

『いくら 鐵據 ばかりつ けても、 もちつ と溫 順し うせに や、 どうもお 嫁さん になれ そ もない。 な 

ァ杉。 J 

『さう で 御 坐り やん すと も、 茄子 を いぢって 水 こぼしたり、 喧嘩して 泣いたり する お嫁さんで 
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は、 な もし。』 

『あら、 今日は まだ 喧嘩す り やせんな、 お 鈴さん。』 

とお 君さん は 茄子の 皮 を 吐き出しながら 云 ふ。 

『あ，， -、 今日は まだ 一 度 も喧哮 すり やせん わな、 昨日 はした けど も.：，』 

『あ、 昨日 はした けど も： . -』 

とお 君さん は 小い f 降に なって 私の 顔 を 見る。 私 もお 君さん の 顔 を 見る。 昨日 飯事の 時に した 喧嘩 

を 思 ひ 出して、 妙に を かしくな つたので、 蔸爾 すると、 お 君さん も莞爾 する。 ぢ つと 二人の 顔 を 

て 一:;^ た v>. 'は、 

r ホ、 ホ、 ホ』 

と橫の 籠に-つつ 伏して 笑 ふ。 

『泣いたり 笑ったり、 罪のない 人逹ぢ や。』 

とおば さん も 笑 ふ。 

一一 

『御免な さり やん し。』 
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と 土間の 暖簾 をく f つて 我家の かねが 来た。 姉さんが 昨日の 七夕 さまの 歌 を かくから 歸れ と迎ひ 

に來 た。 

『あ \ さ うぢ やく。 我家の は 何時 書く のな。』 

とお 君さん が 急に 身 を もみ 出す。 

『何時って、 今に 兄さん 達が 學 校から 歸れ ばす ぐ 書く わな。 かね やん、 まあ かけさん し。』 

『え \、 有りが たう 御 坐り やん す。』 

とかね は框に 腰を下ろして、 

『まあ 美事な 南瓜 ぢ やな。』 

と 杉の 籠 をの ぞいて 見る。 

『昨日 祇園 洲の 平作が もって 來 たの ぢ やわな、 大き かろ。』 

と 杉 は 籠の 中から わざく その 南瓜 を 出して かけて 見せる。 卵子 色の 肌に 粒々 が 研いだ やうに 光 

つて、 向の 竈に 並んだ お釜の 蓋よりか も 大きさう だ。 かね はへ タを もちあげて 見て、 

『重い な。 さぞ 甘から う。』 

とい ふ。 おばさん は燒 けた かき 餅 を 赤い 繪の かいたお 小皿 へ 入れて、 

『折角 やけた のぢ やから、 これ 食べ てからお 歸 らんし。』 
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と 云って くれる。 お 君さん にも 對 のお 小皿に 入れて くれる。 杉に も かねに もやる。 おば さ， < も 食 

ベる。 お 君さん と 私と は椽 側の 袋戶に 張って ある 錦繪を 見ながら ばりく 食べる。 錦 槍 は 何 巧 力 

の 御殿の 雪降りの 所で、 柴折戶 の 下に は 三味線 を もった 母さんと 小い 女の子が 坐って、 その 雪の 

中に 泣いて 居る。 可愛 想な 繪 である。 

かね は 南瓜 を 膝に のせて、 その上に また 貰った かき 餅 をのせ て、 杉と 何 か 話 をして 居る。 

『そんなら いよく、 玉 津屋に お出でる のぢ やな？』 . 

と 杉が いふ。 

『あ \、 この 秋の 末顷ぢ やとい ふ話ぢ やが：：』 

とかね がい ふ。 

『ぢゃ 今度 はほんと に 極まった のな？』  . 

と 今度 はおば さんがき く。 

『え \、 今度 こそ はほんと で 御 坐り やん しょ。 毎日もう お 支度で 大變で 御 坐り やん す 力ら な 

皆 B おから 下し やん すので、 大した 事で 御 坐り やん すわな。』 

といろ/ \ 話す。 からのお ばさん 達 は 姉さんの 御 祝言の ことら しい。 姉さん は 今度 玉津屋 の 

據 兄さんに お嫁入りす るので ある。 
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『そり やま あ 何でもお 目出度い 事ぢ やな、 さ ぞ み な さ ん が ぉ悅び ぢ やろ な 。』 

『え \  、 皆様 はもう 大は すみ な んで御 坐り やん すが：：. 一一 

とかね はも ぢ く 南瓜の へタを いぢる。 お 君さん は 話の わけが 分らない もの だから、 

『何の 事な、 え？ J 

と 不審ら しい 顔 をす る。 

『我家のお 靜 姉さんが、 お 嫁に 行く のぢ やわな。』  . 

と敎 へて やる と、 

『ぉ靜 姉さんが？ いつ？ J 

ぺ r 

『何日 か 知らん けど もな、 簞筍 やら 長 持 やらもう いくつ も/ \- 買うた わな。 衣 もどつ さり、 こ 

の 間 も 京から い \ のが 下った で。 私の 衣 も 一 緒に。 J 

『あ.. つ、 お 鈴さん も 行く のな？， 一一  . 

一 「私 は ぉ嫁ぢ やな いけど もな、 お 客に 行く のぢ やわな。 その 衣き て 袖の 長い/ \ 御 絞 iz; で 。. S 

『御 絞： t::?J 

『あ \ 姉さんと 婆やと で 毎日. （-縫 ふて 居る わな。 そしてな、 その 切れ端が 出來 ると な、 夫 

で 私の 人形の 衣作って くれる とい ふた わな。』 
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『い- -な、 く！ 母さん、 私に もお 鈴さん の やうな 桃色の 衣作って く， れんし、 え、 え、 母 さ 

ん。』 

とお 君さん は 後む いて. おばさんの 右の 袖 をぐ いく 引く。 おばさん は 何 か 一 心に かねの 話 をき い 

て 居る ので、 お 君さん に はた ヾぅ はの 空で、  - 

『あ- -、 わかった. （-。 』 

とい ひながら、 すぐ 又 かねとの 話に 12- つて、 

『可愛 想な わけ ぢ やな。』 

と 何 かしら 分らぬ 事 を 云 ふ。 

『え \、 あんな 內氣な 優しい お 方で ござんす からな。』 

とかね も 一 緖に 分らぬ 事 を 云 ふ。 

『ぢ やその 弟の 淸 さん は、 何の 學問 をして お出でる のな？』 

とおば さん は 又き く。 

『え- -、 何と やら： -ム ひやん したがな、 なんでも 年中： liji ばかり 見て 居る 學問ぢ やと か 中し やん す 

が….』 

『へえ、 星ば. ！^; り 見て 居る な？』 
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『えさ 

『大學 校と いふ 所 は、 いろ /(- 妙な 學問を しゃん すの ぢ やな。』 

と 杉 は 令 度 は 里芋の 皮 をむ きながら、 仔細ら しく 首 を 傾げる。  ， 

r されば さあ。』 

と 云 ひく かね は簪 をぬ いて、 銀杏 返しの 前髮を かく。 

おばさん は默 つて 火鉢の 灰 をなら して 居る。 

遠くのお 店の 通りで は笹賣 りが 通る。 

拖ゃ、 さ \、 

七夕 ざ-^ は 買 はん ナ —  . 

と 呼んで 行く。 一人 行く、  二人 行く。， 三人 目 はお ぢ いさんの 聲だ。 その後から 馬の 鈴が しゃん し 

やん 通る。 

三 

姉さんのお 部屋に 行って 見る と淸 兄さんが 來て 居た。 姉さん はお 部屋の まん 中に 机 を もち 5； し 

て、 ちゃんとお 庭の 方に むいて 坐って ゐる。 淸 兄さん は橫の 注 にも たれて 御 本 を よんで 居る。 そ 
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こいら 一面 は 式 紙 やら 短冊 やらが きれいに 散らかって \、 後の 小 屏風に はいろ 絲が 五色、 赤から 

白まで 色 を そろへ て ある。 夫と 並んで 端に 折 鶴が 吊して ある。 金と 銀で 十三 羽の 小さい 鶴が ひら 

ひらと 舞って 居る。 私 は 姉さんと 向 ひ あ ひに 机の 前に 坐る と、 

『よ うく 丁寧に かくと な、 今に 學 校に 上って から 字が 上手になる で。』 

と 姉さんが 紙と 筆 を くれる。 硯はぁ ひく こにして 使 ふ。 

『鈴さん は 何と 云って 書 くんだ。』 

と淸 兄さん は 御 本から 顔 を あげてき く。 

『いろく 書く のぢ やわな。 この 問から 敎 はった の を 皆 書く のぢ やな、 姉さん。』 

『あ. -、 みんな 念 を 入れて よう 書かん しゃ。』 

と姊 さん は 前に あけた お 本 を 見ながら、 さらく くくと 短冊に 書いて 行く。 私 は 赤い 式 紙に、 

たなばた さま 

たなばた さま  . 

たなばた さま 

といく つも 書く。 

3 

『晴 明の 頭の 上 や 星の 戀 —— この 句お ぼ へ て をり やん すな？』  ^ 
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と 姉さん は 一 寸筆 をと めて 淸 M 儿さん を n:^ る。 

『知って ますと も， い， -句だ な、 ——. 晴 明の 頭の 上の 星の 戀 か。』. 

と淸 兄さん は 再びく り 返す。 

『ちょうど さんの 事で 御 坐ん すわな。』 

『さう です か、 ハ、 ハ、 ハ』 

と 笑 ふ。 私に は 何の 事 だか ちっとも 分らぬ。 

『あの、 天文 臺の 眼鏡で 見る 七夕 様 はな、 どんな 風に 見え やん すの？。』 

『どんなつ てね、 普通の 星と 何にも 變 りはありません よ、 ただ 肉^で 見る よりか も、 少し は大 

きく 見える けど も  』 

『夫が かう 畫 にかいた 様な 花の 舟 だの、 緋の袴 はいた 織姬様 だのが 見える 眼鏡 だったら、 さぞ 

美しう 御 坐ん しょうにな。』 

『ぉ靜 さんが 窺いたら 見える かも 知れません よ。』 

と 云 ひながら 淸 兄さん は 後 向いて、 床に たてかけて あるお 琴の 絲を びんと はじく。 姉さん は 股 も 

と 許り 笑って、 また さら/ \ くくと 書く。 私 は 八/度 は 靑ぃ式 紙に 

あまの が は 
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あまの が は 

あまの が は 

とかく。 淸 兄さん はお 琴の 絲を びんく 彈 きながら、 

『上手 だ、 ほいく。』 

と 笑 ふ。 

『笑 ふたりす り やもう 見せぬ わな。』 

と 袖 を ひろげて かくして がくと、 

『ぢゃ 笑 はない からお 見せ、 なんだ 天の川ば かり 書いて るんだ ね、 ちょっと 筆 を 貧して 御らん 

兄さんが い，^ の を 書いて やろ。』 

と橫 から 私の 筆 をと りあげて、 

へのへの もへの、 す さんの かほ 

と 力く  . 

『いや. （-、 こんな 事 かくなら もう 筆 かさぬ わな、 戾 さんし。」 

と 取り返へ さう とすると、 

『ちょっと お待ち、 ね、 今度 は眞 個の を かくから サ。 』 
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と 何やら 私の 讀 めない 漢字ば か り を 書 いて 姉さんに 見せる。 姉さん は 筆 を も つた ま- -高島 田の 鬢 

を 少し 傾げて その 短冊 をよ む。 

『何と 書いて あるの な？』 

と 上から 窺く と、 

『支那の 歌ぢ や。』 

と 云った きり、 默 つてお 庭の 上 を 見る。 お 庭に は 一 株の 紅 萩と 並んで 白 芙蓉が 澤 山^いて 居る。 

花が 大きくて 人の 顏 ほど ある。 姉さん はいつ まで も/ \默 つて その 花ば かり 見つめて 居る。 淸兄 

さん も默 つてお 琴の 絲を びんく 彈く。 

四 

『{ せ 七夕で ぉ醉 もじが 出來 やん すから。』 

と 母さんに 引き とめられて、 淸 兄さん はお 客に なった。 晚 御飯が すむ と 一 緖に 中座 敷の 椽 側に 出 

て、 廻り 燈 籠に 灯 を 入れる。 燈籠は 桃太郞 のお 話の 畫で、 六角に なって 居る。 六角の かどくが 

二分 ほどな 赤い 賴で緣 をと つて ある。 赤い 緣が 灯に 透いて 美しい。 その 問々 の 白い 地に 黑ぃ 影坊 

師が 一枚/ \寫 つて 居る。 お婆さんが 川に 洗濯に 行って 桃 を 拾って るる 所から、 桃太郎 がえ らく 
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なって、 鬼が 島の 寶物を 分捕って 歸る 所まで つぎく に 廻る。 ニ寸 ほどな 桃 太郞の 腰に 1^ 圑 子が 

どつ さり 結びつけ てあつて、 犬 だの 雉子 だのお 猿 だのが、 お供に なって 居る 所が 一等お も L ろい。 

向 の 離 室に は ラ ンプが 明るく ともされて、 お父さんの 装 を 打って ゐ るの が 植込み ご し に よく 見 

える。 一人 は 分家のお ぢ いさんで ある。 ぉぢ いさんの 髯は 先き 細りに なって、 基盤の 上まで 屆き 

さうな ほど 長い。 夫 を 左の 手で しごきながら パ チリ/ \と 打つ。 淸 兄さん は、 

『また 始まった な。』 

とい ひながら、 軒から 高く 葡萄色の 空 を あ ふいで、 

『ほら 鈴さん、 七夕 樣 がもう 出た よ。』 

と 横の 土蔵の 上に 指 を さす。 指の 先に は 夫と 斜 になって、 天の川が 長く  くな がれて 居る。 その 

兩 側に 二つ 斜ッ かひに 並んで ゐる靑 い 星が 七夕 様ぢ やとい ふ。 下に ざ わくと 葉 すれのお と を 立 

て， -靡 くの は、 夕方た てた 歌：^ である。 

『分る かい。 見える だら う？』 

『あ X、 あの 星の 屮に 七夕 さまが ゐ るの ぢ やな。』 

『フ ヽ、、 まあ さう だ。』 

『そして 明 曰の 晚 あの 天の川 を 渡る のぢ やろ？ = 


387 


(子 重 八） まさ 夕 七 


『ようく 知って るね。』 

『それでもな、 明日の 晚に 雨が 一 I 卞 でも 降る とな、 天の川の 水が 一ば いに なって、 渡られぬ や 

うになる つて。』 

『鈴さん は 誰から そんな 事 を 聞い たんだ？』 

『姉さんから。 そしてお 君さん とこのお ばさん から もき いたわな 』  - 

『さう かい。』 

と 云 ひながら、 淸 兄さん はふり 向いて 右のお 廊下 を 見る。 お 廊下に は 姉さんが 手燭 を もった ま- - 

立ち止まって 此方 を 見て 居る。 持った 手燭が ぼ ー ッ とあかって、 暗い お 廊下の まん 中に、 姉さん 

の顏 ばかりが 白く かげ 籍の やうに 浮いて 居る。 姉さん は 今お 湯殿から 出て 來 たので あらう 

『姉さん 早う 來ん な、 七夕 さまが 見える で — 。』 

と 招く と、 

『あい、 あい。』 

と 足早に すら/ \來 て、 

『どれ、 何 所に な？』 

と 私の 橫に 並ぶ。 
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『ほら、 あしこに。』 

と淸 兄さんから 敎 はった 星 を 指す と、 

『あ \ 見 える，. （-、 今宵 はよう く 見えるな。』 

と 姉さん は椽 先に 右の 手 をつ いて、 一 心に 大空 を 見上げる。 初秋の 夜風が す ー ッと 渡って、 歌 ® 

が 又 一 しきり ざ わくと 鳴る。 廻り 燈籠は 廻りながら 大きく ゆれる。 

『ゆれる、 ゆれる。』 

と淸 兄さん は 風の あと を 見送る。 天の川の 兩 側に は、 數 へきれ ぬ ほどの 小い 星が 七夕 樣を とりま 

いて、 南京玉 をち らした やうに 光って 居る。 紅い 星 も ある。 綠の星 も ある。 紫の 星 も ある。 なぜ 

みんな、 めい/ ^ の 色が 違 ふの かと 淸 兄さんに 聞いたら、 姉さんに 聞け とい ふ。 姉さんに きくと- 

それ は淸 兄さんが 誰よりか よう 知っての はす ぢ やとい ふ。 

『ぢ ゃ淸 兄さん 話して きかせん な、 え、 え。』 

と 首に 卷 きついて せがむ と、 

『困った な、 ぢゃ 話さう か、 こ ー ッと夫 はね、 お 星 さまの きて る 衣が みんな 違 ふから だ、 ね、 

紅い 衣 をき てるお 星樣 だと 紅く 見える し、 靑ぃ衣 だと 靑 いお 星 様になる の サ。』 

とい ふ。 姉さん は 
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『ホ、 ホ、 ホ。』 

と 笑って 私の 髮を なで \ くれる。 

『そんなら あの 桃色のお 星樣 は、 私と 對 のお 衣ぢ やな。 姉さんの は 紫 だから：：。』 

『まあ 鈴さん、 そんな こと 云 ふ もの ぢ やない わな。』 

と 姉さん は 妙に 私の 言葉 を 遮って、 i" い 方 をむ く。 すると 座敷の 方から、 

『お 靜ゃ、 ちょいと ちょいと。』 

とお 母さんの 聲 がする。 姉さん は、 

『あい、 あい。』 

と 返事 をしながら、 灯の ない 手燭 を もって 立って 行く。 お 座敷に は 父 様の 高い 笑聲 がして、 サラ 

サラ. と 紫 石 をよ せる 音が する。 淸 兄さん はぢ つと 私の 顔 を 見 詰 め て 、 

『姉さんの 衣 はも う 京から 來 た の？』 

ときく。 

『來た わな。 もうこの 間、 淸 兄さん はま だ 知らん のな？』 

『うむ。』 

『私の も それと 一 緒に 來 たので。 花 車が す ー ッと 裾に ついて， - きれ いぢ やわな。 見せうな、 え 
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見せうな？』 

『何處 にあ るんだ？ 姉さんのと ー緖 にある の？』 

『あ，^、 すぐお！ S 戶 だけど も 暗い から、 姉さんに さう 云って な、 ランプつ けて 貰 ふて 見よう。 

そして 帶 だのなん かいろく 見よう、 な。』 

とい ふと 淸 兄さん は 頭 を ふって、 

『姊 さしに 云つ ちゃい けない、 4 ゆさんと 二人で そっと 見やう や。 あ \ い \ ことがある。 喑きゃ 

これ を もって 行かう、 ねえ、 い \ だ らう。』 

と 爪立て \ 軒から 吊した 廻り 燈 籠の 扭を 放す。 次の 佛 問に 出て、 六疊の 中の 間 をぬ くれば すぐお 

納戶 である。 私 は 行きな り 席 紙 を あけて 這 入る。 ぉ納戶 はこの 頃 姉さんのお 道具で 一杯に なって 

居る。 箪笥で も 長 持で も鏡臺 でも、 勝 兄さんと こにもつて 行く もの は みんな 此 所に 置いて ある。 

鏡薹の 上の 鏡が、 誰が したの か 蓋が とった ま \ 立て \ あつたので、 這 入りし なにび かりと 光って 

かった。 私のお 紋付は その 橫の 筚笥の 上に、 縫 ひかけ のま. ^風呂敷に 入って 居る。 

『ほらな、 い \ぢ やろ がな、 花 車が いくつ も、 牡丹と 百合と、 これ はなで しこ、 な、 て." i く 

も 居る わな。』 

と兩 方の 袖 を 引っ張って 見せる と、 淸 兄さん は點 首きながら 凝と 向の 衣桁 を 見る。 衣桁に は 姉 さ 
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ん の御紋 付が、 白無垢 排無^ を 重ねた ま， - 掛けて ある。 昨日 縫 ひ 上げた とき、 みんなが 姉さんに 

着せて 見た のが、 その ま \ にして あつたの であらう。 淸 兄さんの 右の 手に さげた 燈 籠の 灯が、 三 

枚 重ねの 裾模様に 柔 かいかげ をお とす。 立て 棲から 斜に ぼかした 朧染 が、 地の 籐紫を 白に 反して- 

裾は亂 菊の 大 模様に なって 居る。 捿 先に は 網 代 垣 を 泥 描きに して ある。 金泥が 暗い 灯 かげの 下に 

沈 ん だ 光り を 漂 はせ る。 淸 兄さん は 瞬 も せす そ の 三枚 重ね を 見つ めて 石の やうに 立つ。 

『姊 さんの もい \ な。』 

『うむ。』 

『私 も 大きくな つてお 嫁に 行く 時にはな、 叉 こんなの を 作って 貰 ふの ぢ やわな。』 

桃太郞 がぐ るく と亂 菊の 上 を 興る。 鏡が びかり、 ぴ かりと 光る。 默 つて 居た 淸 兄さん は その 

時 急に、 

『彼方へ 行かう。』 

と 私の 手 を 引く。 淸 兄さんの 手 は 冷たい。 おは 手 を 引かれながら とん/ \ 跳ね 1! つて 次の間に 出 

ると、 其處の 唐紙の かげに 姉さんが 立って ゐた。 兩 袖を顏 にあて \默 つて 居た ので、 私 は あっと 

喫驚した。 淸兄 さ ん はしらぬ 顏 をして す ー ッと 行って しま ふ。 
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起きて0^0と、 夜明けに 通り雨が したの ぢ やと 云って、 歌 ffi がめ ちゃ/ \ になって 居る。 式 紙 

も 短冊 もみん な 色が 褪めて、 汚 なくなって しまった。 中には 使から 落ちて、 屋根の 上 だの 軒の 下 

だのに 散って 居る の も ある。 赤ば かりで 一 丈 ほど もつ いた 長短 冊が お 庭に 落ちて、 松の 枝から 側 

の 芙蔡の 上に 長く たれ か \ つて 居る。 花の 中の 露が 赤く そまって、 紅 をと いたやう に 溜って 居る。 

姉さん は椽 側に 立って、 悄然と お 庭 を ながめて 居る。 よわい 朝日が 姉さんの 重い 險を 照して、 鬢 

の ほ つれに 風が 吹く。 どこかで 螺がぢ 11 となき 出した。 

お 君さん とこの 歌 整 もめち やくに なった と 云って お 君さん が來 る。 一 緒に 又 手 鞠つ きをして 

遊ぶ。 今日は 私の をつ く。  , 

私の 手 鞠 は 重ね 紅葉に か つて ある。 

\ お 夏な つ. （-夏 帷子 を 11 

と 二人で 大きな 聲 して 歌 ひながら 遊んで ゐ たら、 淸 兄さんが いつにな く 洋服 をき て來 た。 ぉ晝の 

汽船で 急に 東京に 歸る ことにな つたと 云って、 お 暇 乞に 來た。 

淸 兄さん は 暑中休暇で 歸 つて 居た ので ある。  (四十 年 五月 三日 了) 
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大. 2： 旅 宿  高 濱虚子 

大阪の 人力車 は 塵取り を 立てた やう だ。 上が 開いて 下がつ ぼんで 奧 行が 淺ぃ。 殊に 平生は 幌が 

無く て 後ろに 赤ゃ靑 の 布圑が 縛り つけて あって、 其 上 毛布の 膝掛けと いふの が 無くて 小 窓 の 日 覆 

の やうな 布切れが 一 寸か \ つて ゐる 許り だ。 乘 るが 早い か 狭い 町 をガラ /\ くと 無暗に 走り、 

下ろす 時 は 梶棒 を 投げる やうに 下ろす。 余 は 五 年 前の 內國博 覽會の 時に 一 月 餘り此 地に 滞在して 

るて 厭や. （- 乍ら 常に 此 車に 乘 つて ゐた。 其 後西に 行く 用事が あっても 常に 梅 W を 素通り L て 五 

年の 問 此地を 踏んだ 事が 無かった。 今度 暫く 振りで 来て 見る と、 前 は 厥 やく 乘 つて ゐた此 塵 取 

車に 今度 は 一 種の なつかしい 感じが 加 はって、 同じく あまりす きで 無い 大阪の 町に もど こやら 久 

濶を 叙す る やうな 心 持で 二つ 井戶の 粟お こ L の 赤い 梅 鉢の 紋も あざやかに n に 映 じた。 

車夫 は 例によって 花屋 小路の 大內 1； 旅 宿) の 前に 梶棒 を 投げた ので、 下り 乍ら 上 を 見上げる と 

以前の 通り 軒 ラム プは眞 赤に 染めた ガラスに、 白く 「大 ft 旅 宿」 と拔 いて ある。 前に は r 大內ッ 

ネ」 とあった やうに 覺 えて 居た が 其の ツネが 除かれて r 大內旅 宿」 になって ゐる。 

狹ぃ路 次の やうな 處を 敷石 傳 ひに 奥に 這 入 ると、 其處に 初めて 玄關 があって 杏ぬ ぎの 上に 粗末 
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な 女 下駄が 一 足ぬ ぎ棄 て- M める。 左り 手の 帳場に は 生れて 五六 ヶ月の 子供 を だいた 乳母ら しい 女 

が 一 人 居る。 前 は 此の 沓 ぬぎの 石 は 常に 美く しく 水で 洗 はれて 居て、 帳場に は 番頭が 筆 を 耳に 挟 

ん で景氣 よく 客に 應 接して ゐ たもの だ。 

「お客様 だっせ ー。 彥ド ー ン」 

と^^^母はぢろ/\余の顔を見ながらのろぃ聲を出す。 一 一階 梯子の 音が トン- としたと 思 ふ 

と 見た 事の 無い 若い 番頭が、 「おいでやす」 と 敷 臺に前 膝 を 突く。 

「昨日 電報 を 打って 置いた が」 

「松 山 はんだつ か。 お待ち. & してました」 

と 番頭 は 車夫から 荷物 を 受取って さきに 立つ。 二階の 六疊の 間に は 座 布團が 敷かれて、 火鉢が 置 

かれて、 其 火鉢 に は 火 もつ がれて るて 傍に 茶器まで 置いて あって 誠に 余 を 待 受けて ゐて くれた も 

のらし い。  . 

此 宿の 主人 はもと 余と 同國の もので、 余の 兄から してが 常に 定宿と してる たので、 余の 子供の 

時分 兄に 連れられて 大阪 見物に 來た時 はじめて 泊って、 其から 國を 出て 京都に 遊學 して 後ち も此 

地に 來る 度に は  一 二 泊す るの が 常であった。 ぉ髮 はいつ でも 余 を 「松 山 はんり is ンち I と 乎んで 
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るた。 五 年 前に 來た時 は 其の 「松 山 はんの 坊ン ち」 が 初めて 「松 山 はんの 旦那」 になって、 其の 

「松 山 はんの 坊ン ち」 時代お かつば サンであった 貰 ひ 娘のお たか チャンが 新 蝶々 を 結った 美く し 

い 娘盛りに なって ゐた。 此 おたか チャン は鄕 里の 溫泉 宿の 娘で あつたの をお 髮が貰 ひ 受けた ので、 

宿屋の 事 を 一 切 仕込む で、 行く く は 自分の 男の子の 女房に して 跡 を 取らす 積り であった の だ。 

此前來 た 時 は 下女 同様 座敷の 事 を 働いて、 着物 も疊 めば 給仕 もす る、 時には 用事が 濟ん でも 火鉢 

の 向う に 坐って 話し込む こと も ある。 「どう だ、 おつかさん はきつ いか」 と 聞く と、 だまって 笑 

つてる て返辭 をせ ぬ。 「お前の 旦那 様になる 人 は 何處に 居る の」 と 聞く と、 「きら ひな 人、 又 そん 

な 事 を 聞いて」 とつい と 立って 座敷 を 出て しま ふ。 三十日の 間に は 女中 頭のお 梅 ドンと 三人で 一 

度 博 覽會を 見に 行った 事 もあった。 單衣を 一 枚 縫うて 貰った 事 もあった。 十日 程 同宿した 山 E は 

おたか サン をお 丸 サンと 呼んで、 其お 丸 サン を 相手に 晚 酌の 德利を 一 本 過ごす のが 常であった。 

しゃれ 

山 田の 重く る L い 口 で 洒落 を いふの をお 丸 サン は キヤ ッ./ \ とい つ て與 がつ て ゐた。 さう い .Jl.^"^ 

は 美く しい 頰が愈 光って 見えた。 

其お たか チャンに 就て 余 は 近頃 或 風說を 聞いた。 其 は ー咋 ぉ髮が 死んで 後、 息子と おた. つ： チ 

ヤン を 夫婦に せう とした 處- 息子が おたか チャン を 嫌って お 光と いふ 他の 女 を 女房に した。 g で 

もお たか チャン が 居ない と營 業に 困る ので 此頃 はおた か チャン は 帳場と 臺 所と を 引き受けて 勁い 
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て は 居る もの \、 ふさぎ込んで ゐて 一寸 も 客に は 顔 を Is^ せす、 ひまの ある 時 は 隱れて 裁縫 許りし 

てお る さう だ、 只 折節 古い 馴染 客が 行く と 座敷に 挨拶に 來る事 も ある さ ^c;- だ、 可哀 さうな 身の上 

だ、 と 斯うい ふ 評判で、 現に 此話 をした 人 も 先日 泊った 時、 靑ザメ た 浮かぬ顔 をして ゐ たおた か 

チャン を 一寸 物 かげで 見た 許りであった、 との 事で、 君 は 古い 馴染 だ、 庄が あったら 是非 一泊し 

て 慰めて やり玉へ と 熱心に いった。 

今度の 旅行の 目的 は 他の 土地に 在る の だが 一 寸 此の 地に も 用事が あるので 五六 泊す る 積り で 立 

寄る。 さう いふ 話し を 聞いて 來て 見る と 軒 ラム プ にお 髮の 名であった 「ツネ」 とい ふ 字が 省かれ 

てゐ たのが 第一 目に とまり、 次に 玄關 の落寞 として ゐ たのが 心を牽 き、 子供 を 見て これ はお 光に 

出来た 子で あらう と 想像し、 化 (の 靑ザメ た失戀 のおた か チャン を 一 層 哀れに 覺 えて 早く 遇 ひ 度い 

やうな 氣 がしながら 座 布圑の 上に 坐って 煙草 を 吸 ふ。 其處へ 障子 を 開けて 顏を 出した の は 知らぬ 

下女 (お 藤 どん) であった。 

「旦那 はん 東京 だつ か」 

余 は 其に は 答へ すに、 

「お 梅. ド ン はま だゐ るか」 
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「居 やはります。 お 梅 ドン 知って やはりまん のか」  . 

とお 藤 どん は 余の 羽織 を疊 みながら 一 寸 余の 顔 を 空目で 見る。 余 は 机に 肱 を もたせながら 庭 を 見 

ると 狭い 庭の 中心に なって ゐる 松の木が 枯れて 居る。 

「松が 枯れて ゐ るね」 

矢へ ご れ うにん  まへ 

「あれな 旦那 はん、 妙な 事が ある もんだ つせ。 前の 御寮人 サンが おかくれになる 前から そろ そ 

ろ 枯れ かけて、 おかくれになる のと 一 緒に 枯れて しま ひました。 本 間に 不思議 やお ま へんか」 

「さう か、 其 は 不思議 だな。 い \ ぉ髮 サンで あつたが 氣の 毒な 事 をした」 

とい ひな がら 尙庭を 見る と 其 枯れた 松の 木 に より 添う て 一 一三 輪 尙ほ花 を と e めた 海棠が 立 つて 居 

る。 おたか サン を 思 ひ 出す。 

「おたか サン は 機嫌 かね」 

「御寮人 サ ンだ つか」 

「御 察人サ ンぢ やない おたか サ ン サ」 

r ホ、 、 、 、 」 

「何が を かしい の、 おたか サンが どうかし たの」 

「い-^ え、 ^にお 變 りお ま へん。 いま も 旦那の 事 を 仰し やって る やはりました。 ち ひさい 時分 
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から 知って ゐる方 やて」 

r 實 はおた か サン に 逢 ひ 度くて 來 たの だ。 此頃は 色が 惡 いさう だが、 別に 病氣 では 無い のかね」 

「ホ ヽ、 、ゝ、 つやく L てゐ やはり まんがな」 

余 は 「はてな」 と 思 ふ。 

「お 光 サンと かいふの は 別 嫂 かね」 

r 刖嬪 だっせ」 

「おたか サンと どちらが 別嬪 だ」 

「其り や 好きぐ だす、 旦那 はんなら 御寮人 サ ン の 方が 好きだす やろ」 

「なぜ」 

「なんで 乂も、 わざく 逢 ひに 來ゃ はったん だす やろ」 

,  が て， 3 

不 餓な 事に は 御寮人 サ ンと いふの がお 光で 無くて おたか ナンら しい。 どうも 合點が 行かぬ Q 

で 念の 爲め 聞いて 見る。 

「御寮人 サ ンと いふの はおた か サンの 事 か」 

「いやな 旦那 はん。 外に 御寮人 サンが あります かいな」 

「こり や 驚いた。 下に 子供が 居た が、 あれ は 誰の 子 だ」 
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「御寮人 サ ン に 去 1^ の 卜 H: に 出來ゃ はった の だす」 

「驚いた ナ ー、 これ は 驚いた」 

「何 を そない にび つくりし や はるの だす。 を かしい 旦那 はんや」 

とお 藤 どん は 笑 ひながら 出て いってし まふ。 

そんな 害で は 無かった と 思 ふ。 これで 見る とおた か サン は失戀 どころ か 子供 迄 出來て 居る。 柬 

京で 聞いた 風聞 は 全く 根無し草で あつたの だら うか。 を かしい な あと 思って ゐる處 へ おたか サ ン 

の 笑 ひ聲が 聞え る。 

今お 藤 どんの 締めて 行った 障子が すぐ 又 がらり と 開く。 

「お出で やす」 

おも 

とい ふ 勇まし い聲 はおた か サンに 相違 無い が、 面 ざし は 見 違へ る やうに 變 つて 居る。 大きな 丸髢 

に 赤い テガラ が 華やかで、 齒 を 染め て £5 るの が 色白 の 顔に 照り映えて 意氣だ 。 

「ゃァ 暫く」 

「本 當 にお 久し振り。 山 m の 旦那 はん 御機嫌 だつ か。 さう だす 一昨年の 春 一寸 來て くりや はり 

ました。 あんた はん 此の 前お 出で やした の は 博 覽會の 時 だすな。 もう 五 年になります な」 
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と 敷居の 虚に膝 を 突いた ま.^、 昔の 通りい き/ \ とした もの- -ぃ ひやう をす る。 奪に 聞いた 沈歡レ 

な 面影 は 少しも：： R えぬ。 立派な 大阪 風の 御寮人 様になり すまして、 黑ぃ 襟の か，^ つた 拾の 下に 喉 

をつ める やう に 合 は した 襦袢の 襟に も 赤 い 色 が澤山 見え て 派手 だ。 

「大 變變 つたの ねえ。 其に もう 赤 チャンが 出來 たさう だね。 お目出度う.」 

おたか サン は 「ォ ホ、」 と 笑 ひ 消して、 

「あんた はんもお 變り やした。 なんで そない にお 髯を はやしや はり ましたん や」 

余 は 顎髯を 撫でながら 暫く だまって ゐる。 

「時に ね、 お 母 サンが 御 不幸であった つてね、 嘸：：」 

「お 難う ございます」  . 

と 口で はい つたが あまり 心に は 留まらぬ やう だ。 

「お 縫 嬢 サン は 御機嫌 だつ か」 

「ァ 、機嫌 だよ。 ァ レも 去年の 暮 嫁入りした ョ J 

「さう だつ か。 それ はお 目出度う ございます。 矢張り 東京の 方へ だつ か。 さう だつ か。 芳雄坊 

サ ンも 大きく おなり やした ろ」 

i  なか  つ- -こ 

斯うい ふ 話の 問 も 後ろ を 通る 下女と 話し合って 笑ったり、 袂の 中に 手 を 突 込ん で 何 やら 探し た 
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り、 少しも じっとり した 處が なうて、 話しに も實が 入らぬ。 

「ま ァこ ちら へ お 這 入りな」 

と 余 は 座 布圑を 火鉢の 向う側に 敷く。 

「有難う ございます。 今度 は どちらへ お出で やすの。 ぉ國 へお 歸 りだつ か」 

と 少し 膝 を 浮かし 加減に して、 

「さう だつ か。 お 藤 ドンお PB はま だか。 さう か。 すぐお 風呂が あきます さかい、 どうぞ 御 ゆつ 

くり I 

と 急がし さう に 立って 行って しまった。 給仕が 濟ん でも 火鉢の 向う側に 坐って を かしく も 無 い 事 

を を かしがって ひま をつ ぶして ゐた 人な つ こ い 昔のお たか サ ンと はガラ リと變 つてし まって 居る。 

湯殿 も 昔の 通りであった がお 湯がぬ るかった。 轉 がって 居った 石鹼 箱の 中の 花王 石驗を 一 通り 

^ ぶね なか 

體に 塗って 一 一十 分 許り 湯糟 の 中に つかって 漸く 溫ま つて 出る。 

部屋に 歸 つて 茶を飮 む。 見る ともなし に復た 庭の 枯松を 見る。 纏て 其 目 を 古びた 障子に 移して、 

此 障子 は此冬 張替 へな かつ た 許りで 無く 此前 の 冬 も張替 へなかった ので あらう か と考 へ て る る 時 

膳 を 運んで 來 たの はお 梅ド ン であった。 
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お 梅 ドン は 昔の 通りの つ そりと して 居る。 圆拔 けて 長い 體に^ 丈の 短い 着物 を 着て 縮れつ 

の 狭い 鬢に 小さい 丸 髭 をのつ けて 居る。 

「御機嫌よう」 

「お前 も 變りは 無い かお」 

余が 此 宿に 來 始めた 時分に もう 居た 女中で 初めて 見た 時から 八 「日 迄 少しも 變ら ぬ。 いつも 愛 5® 

の 無い 口数の 少ない ぶっきら棒 だ。 

「お 髮 サンが 居なくて 淋しくな つたね」 

さ." 

「淋しう おまつせ」 

「病氣 は 何やらだった ね」 

「脊髓 だした」 

「永らく 煩った かね」 

み つぎ 

「三月 許り」 

といって 暫く， L てから 

「別 府の溫 泉で 死に やはりました」 

とい ふ。 根掘り葉掘り 問うた 末、. 漸く、 蔵の 梯子から 落ちて 腰 を 打って 其から 脊髓 病に なって 刖 
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府の溫 .3^ に 三 H 許り 湯治 をして ゐ たが、 終に 歸る こと も 出来ぬ 程の 重體 となって 其處で 死んだ と 

い ふ 事が わかる。 

「さう いふ わけ だと 其 當時隨 分 あとが 困ったら う。 おたか サン はどう かね。 ぉ髮 サンの あとつ 

ぎが 出來 さう かね」 

ぉ梅ド ンは 笑って ゐて 何ともい はぬ。 

「此のお 汁 はま づ いな。 ぉ髮 サン は 料理が 上手であった。 こんな まづ いお 汁なん か は 食 はさな 

かった。 これ はおた か サンの 料理 かい。 これ はま づぃ」 

と 散々 にくさ してやる。 ぉ梅ド ンは 相變ら すだ まって 居る。 

「ねえお 梅 ドン。 今ではお たか サンが 帳場 も臺處 もやって ゐ ると 開いた がさう かね.^ おたか サ 

ン は 商賣に 熱心 かね。 熱心で 無け り や 困る わけ だが 實際 熱心 かね」 

「はァ 熱心 だす」 

とお 梅 ドン は 簡單な 返辭 を し て 

「おぶ かけ まっか」 

と 片手に 茶碗 を乘 せた 盆 を 持って、 片手に 土瓶 を 上げての ろり と 人の 顏を 見る。 

「夫婦 中 はどう かね。 亭主 は 僕 は 見た 事が 無い が おとなしい 人 かね。 おたか サン はいくつ やら 
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になった ね。 こ ー つと 此前來 た 時が 十八で あつたの だから、 さう か 二十 三 か。 亭主の 方 はい 

くつ？」 

と 茶 を搔き 込みながら 疊 みかけて 聞く。 ぉ梅ド ンは 相變ら すだ まって ゐる 許りで 取り合 はぬ。 

「實 はねお 梅. ドン、 斯うい ふ 事 を 東京で 聞いた の だ」  ， 

と 委細 を 話して、 

「是非 行って 慰めて やり玉へ、 とまでい はれた ので、 其爲め わざ，. （- 來 たやうな わけ だが、 扭 

て來て 見る と 非常な 相違で 少々 つま \れ氣 味なの だ。 全體 どうした 間違 ひなの だら う。 何 か 

さう いふ 事が 少しで もあった のかね" 第一 おたか サンが 色を靑 くして 響ぎ 込んで ゐ るの を 

たといつ たの だが」 

「北 ハは身 もちであった 爲 めだす やろ」 

とお 梅ド ン は 初めて 明快な 答 へ を與 へ る。 

翌 in は 朝 八 時 頃 迄朝寢 をして、 お 藤 サン (下女) のお 給仕で 朝飯 を搔き 込みながら 此 地の 用事 

をい ろく. へ 出す。 飯が 濟 むと 早速 車 を 命じて 表に 出る。 出が けにお たか サン は 居ない かと 帳 

場 を 見る。 ない。 亭主ら しい 男 も 居ない。 昨日 見た 若い 番頭が 頭を兩 手で 支へ て 新聞 を 請んで 
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居る C 今朝 顏を洗 ふ 時から 氣を つけて 居る がお たか サン は 影 も 見えぬ。 聲も 聞こえぬ- 此日は 夜 

遲く歸 る と 帳場 に は ぉ梅ド ン が 眠む さ うな 目 をして 待って ゐ て くれた。 

三日 EE もお たか サン の 姿が 見えぬ。 

廊下 を 隔て \ 余の 部屋と 向 ひ 合って るる 部屋 は 客室で は 無い やう だ。 手を拍 いても 返辭が 無い 

ので 重ねて 荒々 しく 手を拍 いたら 此 部屋から 人が 出る 氣配 がして、 其 草履の 音が 梯子段の 下に 消 

えたと W わつ たら 程なくお 藤ド ンが やって 來た。 

「お 梅ド ン が 見えぬ がどう かした のかね」 

r 臺所 をして る やはります」 

「ハ 、ァぉ 梅 ドンが お 料理の 方 をす るの か。 それで は 御寮人 サン は」 

「齒 がいたい というて もう 一 週 問 も 寢てゐ やはります」 

「それでも 此間 一寸 來た ぜ」  - 

「あの 時 は齒醫 者に 行く 序で だしたん や」 

「子供 は」 

「お^ 母サ ン 任せ だす」 
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「氣樂 だ ナァ、 隨分 客が あ る や ラ だが 寢てゐ られり や 結構 だ 」 

ぉ藤ド ンは まだ 何 かいひた さうな 口 を 無理 につ V んで歸 つて 行った ，し 

向う の 部屋で は 碁が 始まって ゐる やう だ。 其に 時々 若々 しい 女の 笑 ひ聲も 聞こえる" 此 日は殊 

に此 部屋に 人の 出這入りが 多い やう だ。 

晝 前に 出かけて 夜に 入って 歸る。 寢 ながらけ ふお 藤 ドンの 話した 事 を 思 ひ 出す。 いくら 齒 がい 

•  つゆ 

たくても 一 週間 も寢 てるる の は吞氣 過ぎる と 思 ふ。 ぉ梅ド ンが 料理 をす るので あったら 此 問お 汁 

ちぐ 二-つ 

の惡 ：3 を あんなに ぉ梅ド ン の 前で いふので は 無かった と氣の 毒に 思 ふ。 

よぐ てゥ 

翌朝 異様な 物音で 目が 覺 めた。 何物 か 段 梯子から 落っこちた 音で 同時に 皿 や 茶碗の 壞れた 音 

がする。 つ いて 人々 が驅 けつけ る氣 配で ある。 

「お 藤 ドン か、 怪我せ えへ なんだか」 

「氣 分が 惡 いか、 水 を 酌んで 來 てあげう か」 

「えらい 音 やった ナ、 ぉ藤ド ン の 大きな 體が 落ちたん やさ かい 其り や 其 害 や」 

「サァ 立ち/ \。 立てん か。 腰 をう つた か」 

「そら 打った やろ、 何でも 大分 上から 落ちた やうな 音 やった」 
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「うっかりして 上って ると ひよ つ と 踏み外 づ す も の や" 氣を つけん とえら い 怪我 をし まっせ」 

「 皿 や 茶碗 のおけ を 踏まん やうに しな はれ、 叉 其れ を 踏んで 怪我す ると 事 や」 

まか 

お； 滕ド ンはゥ ン くと t わって 居る やう だ。 其れ を 取り 圍んで 番頭 や 他の 女中 や 客人な ど は： 苍氣 

な.；： 申 をい つて 居る。 

「ま ドン、 お 藤 ドン を 起こして やりな はれ。 いつまでも そこにる たて. - 仕樣がない、 あちらへ 

いて 少し 休みな はれ」 

これ はお 梅ド ン の聲 だ。 

「サァ お 藤 ドン 立ち、 わたい の 肩に つかまり。 そやく、 ァ、 重い こっち や」 

これ は 番頭の 聲だ。 

「お 藤 ドンが 笑ろ てる」 

と 一 人の 女中が 頓狂な 聲を 出す と 皆 ドッと 笑 ふ。 

「ひどい 怪我 やなうて 好かった。 あれなら 向 ふ臑を 磨り むいた だけ やろ」 

「お 梅ド ン此 あと を 早く 掃除 せんと あぶないで。 茶碗が こまかう/ けて るが な」 

多勢の もの はお 藤 ドンに ついて 行ったら しく あとに は 二人 許りの 客人の 聲 がした 許りであった 

が、 あ も i、々. 部屋に 歸 つたら しい。 其 あとで 瀨戶 物の 壞れ たの を 掃き集める 昔が する つ お 梅 ドン 
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Ti  4  さま 

の 機 を 力け て 長い 腕 を 出して 掃除 をして ゐる 様が 想像され る。 

向う の 部屋 は 朝の 問は靜 かで あつたが 程なく 叉騷々 しくなる。 今日は 彥 ドンの 聲も する。 薪の 

音 も 昨日の 通り 聞こえる。 其 隣の 部屋 を 掃除して るる 一 人の 女屮 が、 

「彥. ド ン 朝から 八 番に這 入って 何して るな はる。 ラム プ 掃除 もせいで づ ぼらして ゐて もえ \ の 

か」 

態と 大きな 聲 をして ドタ /、と 着 を 使って 居る。 彥ド ンは 始終 此 部屋で 縫物 をして ゐる らしい 

他の 一 人の 女中み 聲を合 はして くす/.、 と 笑って居る。 

「紊ド ン、 僕の 靴 磨い といて ンか」 

「いつ お出な はる。 ラ ム プ 掃除が すんだら すぐ 磨き まほ」 

「ァ 、<5. お y やしない、 今日に どうしても 松 木 君に を ごら さんな らん、 どうや 松 木 君、 八 「度 は 中 

柙 やらう」 

此の 曰 もお たか サ ン の聲を 聞かなん だ。 

翌日 il 向う の 部屋 も 珍ら しく 靜 かで よく 喋 舌る 隣の 部屋の 客人 も 立 つてし まつ た。 隣の 客 許り 

で なく 此問 からの 暴風 模様に 乘船を 見合 はして 逗留し て 居つ た 客が 皆 今日 の 天 氣に立 つてし まつ 
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ひろ は ん 

たやう だ。 晝 飯の 給仕に お 梅 ドンが 來て ゆつ <-リ と 腰を据 ゑて 話し込む- 其 話しで 斯うい ふ 事が 

わかる" 

東京で 聞いた 噂 は 全く 根が 無い 事で も 無かった の だ。 とい ふの は 一 兀來此 うちに は 息子が 一 一人 あ 

るので、 其 一 一人の 女房に する 積り で 死んだ 髮サ ンが おたか サ ン とお 光サ ンの 二人 を 貰 ひ 受けて 骨 

話して 居った。 お 光 サン はおた か サンより 五ッも 年下 だから 無論 兄の 方に おたか サン、 ；：；^の方に 

お 光 サンと いふ 心 積り であった のが、 ぉ髮 サンが 死んで 後、 兄の 方 はおた か サン を 嫌って ぉ光サ 

ン の 方で 無け り や 厭や だとい ひ 出した。 此 兄の 方 は道樂 もので おたか サン もお 光サ ンも 嫌って 居 

つたの だからお たか サン は 却て 仕 合せな の だが 災難 はお 光サ ンだ。 餘程 厭やら しかった が もと 素 

直な 娘であった ので 終に 結婚 をした e そこで 嫂で あるべき 害であった おたか サン の 方が 却て 弟嫁 

となって、 其 弟 夫婦が 此商賣 の 方 を やって 兄 夫婦 は 神戶で 別の 商賣を やって るる。 それでお 光サ 

ン の 方に も 一 人 子供が 出來、 おたか サン の 方に も 一 人出 來、 今では 兩方共 中よ く 暮らして 居る。 

斯う い ふ わけで あつたの が 誤り 傳 へられて、 東京で 開 いたやうな 噂に なったら L い。 

おと >- 

「そこで 其 弟と いふの は兄サ ンと 違って 大人しい のかね」 

「大人しう おます」 

「年 はおた か サンより 下な のか」 


4IO 


(子 虛'） 宿 旅內大 


「 一 つ 下 だす」 

「それで は 曝 天下と いふ わけ だな。 おたか サ ン萬歳 だな」 

ぉ梅ド ンは 笑って居る。 

「そこで 親爺 サ ン はどうし たかね」 

「お 髮サ ンが 亡うな つた 年の 暮 若い ノ.. -. の を 貰 や はったん だっせ」 

「ハ 、ァ そして 此處 にはゐ ない のか」 

「別に ゐ やはります」 

「さう すると 此處 はおた か サン 夫婦の ものだね」  ， 

「やつ ぼり おとつ さんの もので、 今の 處 借つ て 遣って や はる やうな もの だす」 

何だか 混雑した 家庭ら し い。 序で に ぉ梅ド ン に 向う の 部屋に は 誰が 居る のかと 聞いて 見たら _ 

ぉ梅ド ンは 御座 敷の 明いて 居る 時 だけう ちの ものが 居ます と 簡單に 答へ た。 

翌朝お 藤ド ン が來 たく 

「怪我 はどうだった」 

と 聞く と 顔 を 赤く し てだまつ てるる。 余 は 新聞 を 受取つ て 題目 だけ を ひ ろひ讀 みしながら、 
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「今日は 大變靜 か だね」 

とい ふと、 

「今朝 は 十 二番 サン も 立ち や はった ので 旦那お 一 人ぎ り だす」 

とい ふ。 

「それで は収 だね。 マァ 話して 行きた まへ」 

「お ほきに」 

と 茶盆 を 引き寄せて 新たら しく 茶 を 入れて くれる。 

さん 

「きの ふお 前の 怪我 をした 時に も 御寮人 様の 聲が しなかった やう だが、 まだ 寢てゐ るの」 

つ ハ 了 」 

「大 變な齒 痛と 見える ね。 おとも 不精で なまけて ゐる のかね」 

ぉ藤ド ンは 意味 ありげ に 余の 顏を 見て、 

「お 梅 ドンが 何ぞ こぼして ゐ やはりました か」 

と 開く。 お 梅 ドンの 口から は 何も 不平 を 聞かぬ。 併し 余 は 

「ゥ ン」 

と 首 を縱に 振って 兑 せる。 
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この-つち 

「さう だす やろ。 ぉ梅ド ンが あるので 此家は 持って： Q るの だっせ」 

「さう だ らうと も」 

「 外 の 女中 衆 も お 梅 ドンが あるので 辛抱して 居る の だっせ。 御寮人 サン は齒 ばっかり やお まへ 

ん。 何とかい うて は 朝寝 をしたり 出歩いたり して ちっとも 商賣に 身が 入りません のん。 北 (で 

まか  しゅ 

ちっとも 储 人に 情けが 無い のです もの。 私が これで 三年 許り 繽 けて 居る 許りで 他の 女中 衆 は 

皆 半年と は績き やしま へん。 旦那 ぞっか。 旦那 も； 母 日 やら こい 着物 を 着て ぞべ くと 出歩い 

て 許り ゐ やはります がな。 本 問 だっせ。 只お 梅. ドンが ナァ、 あんなに 無愛想で るて 心が やさ 

しい わかった 人 やさ かいに 陰日向に なって 私 等 も かばって くりや はるし、 肖 分の 事の やうに 

して 働か はるので 此 家の 爲 めに もなります し、 お 梅 ドンが 無かったら 疾うにもう 廢 業して る 

處 だっせ」 

とお 藤 ドン はだんく 毒舌 を 振って 來る。 お 梅 ドン は 二十 年 一 日の 如く 忠實に 働いて るるので 已 

に 其 人柄 はわ かって ゐ たが、 そんなに 此 k の 柱石で あると いふ 事 は はじめて 知る。 

「それでも ナァ 旦那、 お 梅 ドンに も 一 寸 面白い 話しが ありまん の や」 

「どんな 話しが？」 

「あんた はんお 梅ド ンに いや はるから やめ や」 
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「いっていけ なけり やい はない」 . 

「それでも 止め まひよ」  . 

「そんな 人の 惡ぃ 奴が あるか、 いひ かけて 置いて じらす の は ひどい」 

「そんなら いひまん がナ、 きっとお 梅ド ン に はい ひな. んな」 

といって 二 ャ/ \- 笑 ひながら、 

「前の 御寮人 サ ンが 死な はつてから 親 旦那の 後 添 ひ サン の 話が 起った 時、 ぉ梅ド ン にナァ ちつ 

と は氣が ありまし たんです。 それが 今の 御寮人 サンが 出来てから 丁 時 は チアお 梅 ドンの 璣嫌 

が惡 うて、 お 暇 を 貰 ふ やう にいうて ゐ や はった が、 此 頃 は も う そ ん な 事 は 少 しも 根 1- 1 も た い 

でもとの 通り 親切に 働いて やはります」 

としま ひに は 又 11 典 面目な 顔 をして ぉ梅ド ンを ほめる。 

あのお 梅ド ン に そんな 色 話が あるの は 失笑 を 禁じ 得ない。 併しす ぐ 其怨を 忘れても との 忠實な 

老婢に la- つたの は 感心 だ と 思 ふ。 

松の木の 枯れた 障子の 古びた、 玄關 の沓脫 ぎに 水の 打って 無い、 帳場に 老實な 番頭の 見えぬ、 

向う の 部屋の だら しが 無く 騒々 しい 此 宿の 消息が、 どうやら 日 を 追うて 判明して 來る。 齒裔で 一 
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週 問 も寢て 居る おたか サ ン の 境遇 も 曲折の 多い もの \ やうに 考 へられて 來る。 

翌日 はもう 此 地の 用事 は 無くなつ たが 雨で 立つ 勇氣 もない。 ぉ梅ド ンに 文樂」 に 行かう かとい 

ふと だまって 居る。 おたか サン も齒 まが まぎれる かも 知れん、 三人で 一緒に 行か うぢ やない かと- 

い  ふと、  客の 居ない 隣の 部屋の 襖 を 開け放して そちらへ 掃除に 行く。 行かう とも 行かぬ ともい は 

い つも ■  * るふ 

ぬ。 例の 通りの つ そりした もの だ。 昨 曰のお 藤サ ン の 話 を 思 ひ 出して 竹細工の やうな ぉ梅ド ン の 

長い 手足 を 見て 居る と 興が 深 い 。 

お 梅. ド ン は ゆっくりと 隣の 問 を 掃除して しまって から、 

「 一 寸 たんね て來 ます わ」 

と 初めて 挨按 をして 下りて 行った。 暫くして お 藤 ドンが 來て、 お 梅 ドン は 支度 をして 下で 待って 

ゐ ます、 とい ふ。 

余 も 羽織 を 引っかけて 下りて 行って 見る とお 梅ド ンは 矢張り 衍 丈の つまった 小 ざつば りした 着 

物 を 着て 玄關に 立って 居る。 縱 から 見ても 横から 見ても 宿屋の 女中に 相違 無い。 

「おたか サ ンは」 

と 聞く と、 

は t た 

「まだ 齒 痛が 癒 ほらん さかい」 
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といって 濟 まして 居る。 おたか サンに 話したら 齒 痛が 癒 ほらん からよう 行かぬ といった のか、 ま 

だ齒 痛が 癒 ほらん から 話しても 無駄 だと 思って 話さなかった のか、 其邊が 少しも 要領 を 得ぬ.^ 此 

前 三人で 博 覽會に 行った 時と は大變 趣き を 異にして 居る。 

文樂 座で 忠臣蔵 を聽 く。 四 段 目の ig; 太夫に 聽き 惚れて 紋十郞 の 由 良 之 助に 見惚れて；： ると、 後 

ろです，. り 泣く 聲 がする。 お 梅 ドンが 泣いて 居る の だ。 

「お前 義太夫が 好き かい」 

と 聞く と、 

「は あ 好きだす」 

とい ふ。 五段 目 も 六 段 目 も 七 段 目 もお 梅 ドン は 泣き通し だ。 茶屋 場の 掛 合が 濟ん でから 表に 出て 

直ぐ 近 處の天 鉄. 羅屋で 晚釵を 食 ふ。 お 梅 ドンの 前の 盃 はいつ 見ても 空 だ。 なか/ \ いける 口と 見 

える。 それでも 十 杯 許りで 目の 緣を 少し 赤く してもう 飮 まぬ と盃を ふせて しま ふ。 併しい つもよ 

り は 少し 能辯で、 問 はす 語りに 斯んな 話 をして 聽 かす。 

i 右い 後 添 ひ を 貰って 刖 居して ゐる 親爺 は 何もせ すに 只 遊んで 居る。 其れで 此頃は 一 一三 十 萬の 金 

持に なって 福々 としてお る。 其 わけ はどうい ふわけ だか 充分に わからぬ が 何で も 或 後家 サン か 何 

かの 世 をして おった 處， 其 後家 サンが 中風に なって、 口 もき けねば 手 も 動かん、 外に 身 內が無 
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いので 其 財産 をす つかり 親爺の 手に 预 つたの だ と い ふ 評 刺 だ さ う な。 何 に せよ 二三 十 萬の 俄分附 

に な つ た の は事赏 で 、 祌戶 の 長男 夫婦 は 固より こちらの 次 男 夫婦 も こ れ を 知 つて 居る 爲 めか あま 

り 仕事に 勉强 しない。 宿屋 も 止める わけに も 行かぬ からま ァ やって 居る 位の ことで、 おたか サン 

夫婦と も 少しの 熱心 も 無い。 自分 ももとの ぉ髮サ ン の 七 年が 濟ん だら 暇 を 貰 ふ 積り で る。 とい 

ふやうな 話であった。 

何故お たか サ ン などが 商賣 に^ 乘り がせぬ のかと いふ 事が これです つかりわん つた。 おたか サ 

ン など は 恐ろしい. 渦の 上に 乘 つて 居る 格の 花の やうな 境遇で ある わい、 と 醉の 廻った 頭に も 哀れ 

を EJ.^ える。 

枯れた 松の木、 古びた 障子、 取 散らした 沓脫 ぎ、 人の 居ない 帳場、 もう 其 等 許りで は 無い、 破 

れた 上草履、 用を爲 さん 電 4 气 返 辭の遲 い 下女、 粗末な 茶、 粗末な 菓子、 何も彼も 一 々合 點が行 

く  C 一  々明瞭な 意味が 讀 める。 

翌日 はい \ 天 氣だ。 此のな つかしかった、 さう して 今 はなつ かしい とい ふよりも. お r ろ もの 哀れ 

に覺 える 此宿を 今日 愈 見棄て る 事に する。 

彼の 赤い 軒 ラム プの 下で 筒：： 単な 荷物 を に 夾んで 例の 塵 取の やうな 車に 乘る。 ぉ梅ド ン もお 藤 
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K ン tt^rF ン も 他 の 女 屮も皆 車 を取卷 い て 、 

「左様 ナ ラ」 

と 口々 に 挨拶す る。 車夫が 梶棒 を 上げた 時 カラ， （-と 下駄の 齒を 鳴らして 驅 けて 來 たの はおた か 

サ ン だ。 

「旦那お 歸 りだつ か。 御機嫌よう」 

と 生きく とした 顔に 黑く 染めた 美く しい 齒を 光らして 梶棒の すぐ 傍に 立つ。 車夫が かま はすに 

引き出した 時、 

「お 縫孃サ ン に 直しう」 

と 後ろから 追 ふやう に附け 加へ た。 塵 取 車 はかま はすに がらく と驅 ける。 
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郊外 生活  戶川秋 骨 


一 引う っリ 

玄關 から 勝手口まで 打ち 拔 きに 開け放されて、 八疊の 間 も 六 疊の間 も 荷物で 埋まって 居る。 細 

引で 括られた 柳行李 は、 夜具 風呂敷の 大 包に 接し、 灰 だらけの 火鉢 は 机と 並んで ゐる。 何とか 仕 

末 をつ けなければ ならぬ ので あるが、 何處 から 如何 手 をつ けて 良い か 分らぬ。 一層の 事 放棄 主義 

を 取れと いふので、 荷物と 雜 居して、 包みの 中から はみ出して 居た 古 雜誌を 取て 讀ん でゐ ると、 

裏口の 方へ 誰か やって 來た。 「え \、 手前 は 御 近所の 八百屋で 御座いま すが、 何卒 御用 を 御 願 ひ 

申します」 とい ふ。 「ァ、 左樣 か」 と 鷹揚に 挨拶して 引き かへ し、 こんど は ゴロ リと橫 になって、 

風呂敷 包 を 枕に しながら、 叉古雜 誌の つどき を讀 みかける と、 入れ か はりに 又 誰か やって 來た。 

五月 蠅ぃ扠 等 だナ、 折角 面白い 處 を讀ん でる るのに、 よく 邪魔 をす る 商人 だ。 東京の 郊外 は 市 

より 五 H 蠅ぃナ と， 不平たら く 「誰 だ」 と 尊大に 怒鳴りながら 行く と、 若い 男が 丁 に 頭 を 下 

げて 「手前 は此 先の 酒屋で -—— 」 と 云 ひかけ る。 それ を 遮って 「僕 は 酒は飮 まん、 嫌 ひだ」 と 無 

愛想に 浴せ かける と 「ィ ヱ、 御酒の 外 味 醤油 何でも 御座り ますので、 イエ、 何分 萬 望 か 11 」 
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とい ふ。 「味 醬 油なら 先刻から 大勢 來た。 君で たしか 六 人 e: だ、 如何に 酒 を 飲まん たって、 左 

様々 々醬 油は飮 めんから な」 とだん/ \ 若僧と 相談 を 始め かける。 「へ ッへッ へ —— 御尤も 様で、 

-;^ L 手前で は 精々 勉强 致しまして、 品物 も-: 允 分注 意 致します で、 何分 御 引 立 を —— 」 と、 i 右^ は 

用意して 宛名まで すでに 入って ゐる 通帳 を？^ て 行て 仕 まった、 酷く 機敏な 奴 だ 、 W を 曾 ひつけす 

ばなる まい かと、 通帳に 對 して 少し 氣兼を 仕ながら、 义 座敷に Is- つて ゴロ リ となる。 

「旦那 何 をして かと 思ったら、 此念 しい 中で 御寢 みは 驚きます ナ」 と |$叫 囘の 荷物 を 蓮んで 來た 

氣輕な 車夫が、 庭から 施 敷 を观き 込ながら いふ。 「寐て は：^ ない ョ、 本 を 讀でゐ るんだ」 と 起き 

上りながら 云 ふと、 「大した 逮 ひはありません ゃナ。 學者先 生と いふ もの は 遠った もの だな ァ 」 と 

失敬な 事 をい ふ。 先生と か大將 とかい ふ 首 葉 は ざら に S ひられる ので 自分 も そんな 稱號を 以て 呼 

ばれた $ ^も あるが、 學 者に 至て は此が 初めて まことに 難お い 次 i めで ある。 車夫 fJ?; は 像 謂に お 四 

囘の 荷物 を 並べて 去った。 

八ル は： 冉びゴ ロリ となった。 ゴ ロリ となった が、 最早 古 雜誌も 與が盡 きた。 それ を 挺り 出して、 

又 一つ ゴ ロリと 今度 は寢 がへ り を 打って 庭の 方 を ボン ャリ 兄て おる。 屮々心^:-が戊ぃ。 別て 此の 

雜 然と 並んで ゐる 荷物の 中に ボ ンャリ して ゐる のが 頗る 快い。 西洋に うまい を 云た W が ある。 

# の ある 時に 怠惰て ゐ るので は變も 不思議 もない。 急がし くて のまより さうな 時 二、  ノソリ と 
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して ゐる のが 面白い の だ。 八 「度の 便で 是非 返事 を 出さなければ 問に 合 はぬ とい ふ 急ぎの 手紙が 澤 

山に 按 へて 居ながら、 悠然と 兩手 をう しろに 腰の あたりに 組み合 はせ、 暖爐の 前で 煙草で も ふか 

すと いふの が、 怠惰 者の * 色で、 一寸 味の ある 處だ、 摘み 曖ひ でも 戀 でも、 內 所です るから 味が 

あるの だと 此男は 氣焰を 吐て 居る が、 如何にも 尤も だと、 怠惰 者に 都合の い， - 話な ので 自分 も大 

に 感心した 事が あるが、 今日 引きう つりに 際して 特に さう 感じた。 

二、 鷄 自慢 

令り 家に 鶴が 居る。 態々 E 舍 から 五 百哩を 遠し とせす して 速れ て來 たもので ある。 態々 そんな 

遠方から 連れて来た とあって は、 餘程 結構な 鷄 であらう と 人 は 思 ふに 違 ひない。 如何にも 結構な 

鶴で ある さう だ、 併し 所^主 の 余に は、 當時は 素より 八 r でも そ の 結構な 所以が 解ら な いので あ る" 

それで は 何故 御 苦勞千 萬に も 態々 何百 哩の處 を はるばる 連れて来 たかと 怪しむ 人が あるか も 知れ 

ない。 ィャ しむ 人はなくて も 構 はぬ。 實は 自分が 怪しんで ゐ るので、 何故 連れて 來 たか 理由 は 

少々 解し かねる。 多分 鶴に 對 して 一種の 友情が 出来た からで あらう。 モ 一 っ實を 云へば 妻 君が 大 

いに 鶏に 同情 を 寄せた ので、 是非 つれて 行かう とい ふ 事に なった ので ある。 同時に 頭 一の 猫 も、 

此れ ま 始めから 極って 居った ので、 同行 したので ある。 此れ は 一寸 二十^紀の アブラハムの 體で 


42 


(骨 秋、 活 外 郊 


ある。 アブラハムの 事 を 知らぬ 人 も あるまい が、 一寸 その 話 をす ると、 此の 老 家長 は 猶太 人の 先 

祖で、 始め アラビア 附近の 荒 地に 住んで 居た ので あるが、 一大 信念 を懷 抱し、 その 故鄕を 去って 

カナ ー ンと いふ 地に 來 たので ある。 カナ ー ンは卽 ちィズ ラエルで、 猶太 人の 本國 であるが、 アブ 

ラ ハム は 此處に 定住し、 此 人種の 祖先と なった ので ある。 それで 此の アブラハムが 此の 地に 轉住 

する に は 一家 脊族は 勿論、 牛 や 羊ゃ鷄 や、 猫の 事 は 知らぬ が、 一切の 家畜 動物 を 引き まとめて 來 

たので ある。 お 話 は 幾千 哩の 遠方で 幾千 年の 昔に それて 仕 まった が、 廿 世紀の アブラハム は當時 

の やうな 苦心 もなくて、 五 百哩の 距離 を 汽車で 東京に 着いた ので ある。 尤も 猫 を か- - へて 改札口 

を 通り、 二等 室に 入れて 靜か にさして 置く の は、 恐らく アブラハムの 移住に も增 して 心痛で あつ 

たと は 妻 君の 述悽 であった。 

さて E 舍で 無名であった 鶴 は、 東京の 郊外に 來て 盛名 を 博した。 ー體 此の 附近に は 養 幾が 盛に 

行 はれる。 そのく せ 人に 聞く と 養鷄で 成功した もの はない とい ふ。 それなら 止したら 良さ さうな 

ものであるが、 誰か 煽動る ものが あると 見えて、 衰 へる 景色 は 見えない。 まるで 鬼 や 萬 年 靑の流 

行の やうで ある。 「此の 鶴は鷄 冠の 切れ 方が 良い」 とか 「北：：： の 高さが 足りぬ」 とか、 實 質に 關係 

のない、 形 を も 珍重して、 何 處の鷄 が 競 進會で 一等賞に なった の、 其の ち 戴に 二百 圓の 値が つ 

くろうと 

いた Q と、 役に も 立たぬ 事 を 云って 居る。 余 は 本職なる もの は大嫌 ひだ。 刖て鶴 商人 は  一 の詐 
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欺師 で、 牡を牝 にしたり、 老鷄を^.1^^したり， 色々 の 詐術 を 以て 截を賣 るの は 通例の 事で あると 

いふ、 何れ そんな 連中が 素人 を 煽動る ために 流行が 衰へ ぬので あらう。 

こんな 處へ 余の 田舍 出の 幾が 飛び込ん だので あるから、 評判 は 盛んであった。 種 玉子 を寶 つて 

くれと いふ もの も ある。 法外な 値で 親 鶏を賣 つて くれと いふ もの も ある。 さうな ると 益 手 離せな 

い。 もとが 友情からの 鷄 であるから S 大事に する。 それで 評判 はいよ，/ \ 高くな つた。 

くろ-つ と 

併し 本職の 煽動 は あてに ならぬ。 少しも 信用 は 出来ぬ。 只 此の 無名の 鷄がォ ー ヒントン であつ 

たとい ふ 事 は 分明した。 そして 余 等の 此の 難との 友情 は 少しも 變ら ない ので ある。 

三， 猫の 俳味 

猫 は漱石 先生に 依って 近頃 大に世 問に 巾 を 利かして 來 たが、 實際猫 位 面白味の あ る 動物 は あ る 

まいと 思 ふ。 通例 猫と いふと 鼠と 權妻 君と を 連想した もので あつたが、 今日は 漱石 先生 を 速 想す 

る やうに なった。 ィャ 決して 惡ぃ氣 で 言 ふので はない。 先生が 猫と いふ 先人の 氣の附 かなかった 

動物 をつ かまへ て、 一 家の 私事 を 快く 寫し 出された の を 有難く 思 ふので ある。 

實際猫 は 家族に 缺く ベから ざる 一 員で ある。 一 家の 必要物、 大きな 意味の 装飾 物で ある。 香 匣 

をつ くって 無作法に も 主人の 方に 尻 を 向けて ゴ 言って ゐる 猫が 居な いのは、 床の 問に 掛け 
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物の ない のと 同じで ある。 翁 丸の 昔 は 犬に まして 猫が 可愛がられ たさう であるが、 近世に 至って 

は、 ありと あらゆる 惡ぃ 性質 を 以て 猫の 特色と し、 犬に 比べて 大 にこれ を賤 める のが 常で ある。 

猫に は惡ぃ 性質が 備 つて 居る かも 知れぬ。 併し その 惡ぃ 所が 面白い ので ある。 善良と 面. n いと は 

別で ある。 ファウストよ リメ フヒ ストの 方が 遙 かに 面白い。 善良な もの は 大抵 面. ni くない もので 

ある。 

猫の 性質 は 第一 に 懐疑で ある。 第二に 冷靜 である。 第三に 不作法で ある。 第 四に 獰猛で ある。 

第五に ヅ 1/\し いので ある。 撗着 なので ある。 第 六に 我 ま \ なので ある。 而も これらの 惡德を 

n 若し さう 云 ひ 得べ くば —— 綜合して 頗る 面白い 態度 を 示して 居る の は、 此 等の 性質の 外に、 

むしろ その 以上に 何 か モ ッ ト 大きな もの を 持つ てゐ るからで あらう。 

俳 咪と いふ こ と は 良く 知 ら ぬ が、 漠然と こんな もの で あらう かと 余の 了解し て 居る それ は、 丁 

度 猫の 面白味の やうな ものである。 尤も 家族と 俳味と、 頗るつ り 合 はぬ 取組で あるが、 極めて 俗 

な 所に 脫 俗の 趣 を 添へ ると ころが 家族に 猫の 必要な 所以で あらう。 

四、 櫻 をき る 人 

彼岸 はすで に 散って、 八重が へ is 、き 初める 顷、 -11 大 久保邊 から 小金 井に かけての 地味 は、 此の 
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種 の 櫻に 適する か、 それが 頗る 良き 發育 をな して ほる ！  村の 並木道 を 散歩す る。 名物の _1 躅 

はまだ^か ぬが、 その 躑躅 若しくは どうだんの 生錄 から 庭の 立 木まで 凡て 新芽 を ふいて、 柴門 か 

ら奧 深く に 建てられた 家 は、 只 藁せ 耳の 屋根 をのみ 僅かに 見せて 居る。 風 もなければ 埃 も 立たぬ 春 

の 景色 長閑 極まる。 

歩いて 行く TM: に フト路 側の 空地 を 見る と、 一 本 一 一本の 今將 さに かう とい ふ 頃の 八重 櫻の その 

立 ち 木が 听り 倒さ れて ある。 靑 天の 霹靂 は 誇大で あ る が、 足下から 鳥 ほ どの 驚き は 感ぜざる を 5:: 

ない。 それ と共に^だ 不快の 感が 起った。 風流が つての 不快で はない つもりで あるが、 或は それ 

と歸 趣ゲ】 一 にす る 不快であった かも 知れぬ。 何故 八 「^くば かりの 櫻 を 研り 倒した ので あるか。 如 

何な 不風流 人で も 此れ は^しい と 思 ふに 違 ひない、 併し 理由 はすぐ に 了解され る。 樓 があって は 

家作の 工事が 出來 ぬからで ある。 局外者に こそ 今 く 櫻 をき るの は 惜しく も あるが、 常 の 人に 

さ 

は それに 勝った 大事が ある。 ， 十日 流行の 生活 問題で はない、 大事と は 慾で ある。 風流 は 慾に 勝て 

ぬ。 樱は 研り 倒されざる を 得ぬ。 こんな 無風 流な、 村の 風致 を 損する こと は、 何とか 取締りの 出 

來 さうな ものと、 村役場に 交渉した くな つたが、 まてし ばし、 ^^考すれば、 家作 も 需要 故で ある 

需用 は何處 にある。 遠く 探す まで もない。 自分が それで ある。 ，：11 分の やうな 惰弱. な 安逸 を 貪る も 

のが あれば こそ、 罪な き 人に も 慾 心 を 起させる。 春秋の 筆で 行けば、 樱を 研る もの は 自分で あつ 
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た。 郊外 生活、 m 園 生活 は 惰弱 生活で ある。 何故と いふか。 活^ 界に 活動すべき 身、 また 活動せ 

ざれば 生きて 行けぬ 身で ありながら、 一面に 靜 閑を樂 まう とい ふ。 惰弱で なから うか、 少く とも 

櫻た，」 きる と 同じく、 一 ー觅を 追 ふ 慾の 人で ある。 郊外 生活 は 怠惰 者の 生活で あらう。 

五、 坐ながら の 避 着 

八 #: の 座敷に 机を控 へて 眺める と、 前面に は遙 かに 煙突から 一 條の黑 煙が 立ちのぼって 居る。 

淀 橋 給水 場ので ある。 右に は 二三の 新築が 並んで、 その 間に 木立の 綠も濃 かなの が 眼界 を 遮って 

居る。 左 を 見る と 約 一 町歩 ほど は 畠 地で、 芋 唐茄子な どが 一 面に 作られて 居り、 その 先き を 低い 

並木の 間 を 貰いて 汽車が 通る。 煙突の 黑煙、 列車の 汽笛 共に 不風流 極まる ものであるが、 それが 

却って 田園の 趣 を 深く する。 此の 二つの あるた めに、 幸 ひ 坐ながら にして 海邊か 山村に 避暑に 行 

つた やうな 心 持に な る 。 蒲燒屋 の 隣り に 借家して、 鰻 を やく 香で お 茶漬 をた ベ るの 類で あ る 。 

なほ 左の 方 を 見る と 管 蒼た る 樹木の 立ち並んで るるの が、 その 遠近に 從 つて、 同じ 綠 ながら 色 

を 異にして、 或は 濃く 或は 淡く、 さらに 遠方の は 灰色に も 見える。 その 問に は 藁屋根 瓦屋根が 隱 

ふる 

見して、 いよく S 舍の 風姿で ある。 一寸 三 宅 畫伯を 煩 はして、 一筆 揮って 貰 ひ 度い。 光景 は 全 

く 水彩畫 である。 
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家 は 素より 南向きで ある。 今 前面と 云った の は 則ち 南で、 左の 方と いふの は 東で ある。 從 つて 

風の 通し は 良い。 無論 北 も 開いて 居り、 此の方 面 も 窓 先き は 五六 百 坪の 空地で 芋 胡瓜が 作って あ 

る。 凉し さは 中分ない。 此の 邊の溫 度 は 毎時、 市內 に比べて 二三 度 は 低い とい ふが、 此の 家の 如 

きも 少し 低い かも 知れぬ。 ここに 於て いよく 避暑に 行く 必耍 はなくなる。 大金 を擲 つて、 大磯 

や 鎌 倉の 風通しの 惡ぃ 六疊敷 ゃ八疊 敷に 押し込められ、 取り扱 ひの 冷やかな 丈け、 それ 丈け 暑さ 

を 烈しく 感 する 苦し い 目に 遇 ふより は、 此の 自分 の 八 疊の方 が 餘程良 い 。 

さて こんな 郊外 生活 を營み 得る 家の その 家賃 は 何程と 聞く に、 僅かに 月 十三 圓 であると いふ。 

それで 敷金がなくて、 家主が 1^ 人物で あると 言へば 巾 分 はない。 而も 前庭が 六十 坪 あまり、 後 園 

が 三十 坪餘、 只 一 の 條件は 家庭に 小 供が あって は 困る とい ふ 事、 先づ 余の 如きに 取りて は 恰好な 

家で ある。 

六、 移民の 三種 

此の 二 年 問に 於け る 大久保 村の 發展は 非常な ものであるが、 此の 新たに 入って 來る 移民に は— 

i 余は敢 てこれ 等の 村民 を 移民と 呼ぶ —— 案す るに 三種 類 ある。 その 第一 は 軍人で ある。 此れ は 

戶山學 校 砲 ェ學校 を 近くに 控 へて 居る ためで あるが、 現に 筆者の 住宅 は，； 1 兵 工兵の 諸將 校に 依つ 
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て そ の 三 -.^ を包圍 されて おる ので ある。 砲ェ 兵 に 包 圍 さ れて は、 さ ぞ か L 苦し い. 事で あらう と、 

お 小して くれた 友人 もあった が、 事實 は反對 で、 此邊の 軍人 諸君 はみ な 事理に 通じた 賢明な 人の み 

で、 むしろ 余 等 文筆の 人の 方が、 多くの 迷惑 を 先方に かけて 居る かも 知れぬ。 

話が 逸れて しまったが、 さて 第二 種の 人 は 如何にと いふに、 此れ は 從來實 ^界に 活動して 居た 

が、 今や 功 成り 名 遂げた か 如何 か、 それ は 知らぬ が、 少く とも 金 丈け は 溜めて、 此處に 地所 を購 

ひ 家 を 建てて、 東京の 郊外に 餘 生を这 らうと する 人で ある。 次に 第三 極に 至って は、 家賃と 物 m 

の 高直な ので、 東京 市內に 居た. - まれす、 やう やく 電 率の 御蔭で、 此の 邊 まで 逃げの びて 來た連 

中で ある。 此の 連中 は 水草 を逐 ふて 移轉 する 上古 蒙昧の 世の 遊牧の 民の 如く、 家賃と 物^と に逐 

はれて 移動す る 定住の 家な き 民で、 今や 大久 保邊も 此の 雨 者の 高値 を 示し かけた ので、 さらに W. 

武 電車 沿道の 奧は中 野 村の 方面に 移らん として 居る ので ある。 郊外 生活の 筆者の 如き は 此の 一二 

の 種族に 屬 する こと 首 ふまで もない ので ある。 

七、 文士 衬？ 

三 稷に屬 する 大久保 村の 村民 は、 則ち 浮浪 生活 を 送って ：15 る 人種で あるが、 昔 も 此の 邊には 

浪人が 居た ので は あるまい か。 鈴 木 主 水の 居た のは靑 山の 百 人 町で、 大久 保で はない さう である 
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が、 ここに も 百 人 町-九十 人 町と いふ， n: 稱が、 御 {; 豕 人の 住 地であった 事 を證 明して： S る。 

浪人と：  一： n へば、 近 顷亦此 處を文 小 村と いふ さう である。 なるほど 村に は 文士が 五六 人 は 居る。 

柬大ク 、保に 竹： 越 三叉 君が 居る。 西大久 保に は大町 桂月 君、 阔木 W 獨步 君が 居る。 大久保 百 人 町に 

は 幸 秋水 君が 居る さう である。 此の 外 矢 崎 峰 峨の屋 君 あり、 齋藤信 策 君 あり、 新進の 連中で は 

吉江 孤雁 君 * 水 野 薬 舟 君， 片 上天 弦 君な ど 何れも 年少 氣 鋭の 諸君で ある。 併し 一 寸辯 じて 置かな 

ければ ならぬ が、 大久保 村と 云っても 極めて 廣ぃ。 一寸 東京の 地圖を 出して 見れば 分る が、 束大 

久 保の 一 端から 百 人 町の 一 端まで は、 やがて  一 M の附端 ほどの 距離が ある。 此の間に 五六の 文人 

が 居た からと て、 呼ぶ に 文 土 村 を 以てする の は 誇大で ある。 筆 や 口の 達者な 連中 は 僅かの 事 を も 

大きく 吹聽 する 癖が ある。 大久保 村 はむしろ 軍人 村と 呼ぶ が至當 であらう。 その 方が 昔の 御家人 

村に 相 常す るで あらう。 况 ややが て戶 山の 射的場 は 取り崩され、 此處が 一大 練 丘-、 場になる とい ふ 

峰 さへ ある ほどで あれば、 かたぐ 此の 郊外の： 球 人の 占 15 地になる であらう。 併， L 數に 於て は遙 

かに 軍人に 劣る 文人 も、 そ の 交遊に 於て は 數の少 い 丈け に 却って 深い 親し さ を も つ て ：S る かも 知 

れぬ。 上記の 四 五の 連中に 洗 湯で、 裸 體で會 合するな ど は 蓋し 容易に 見られない 圖 であらう。 

八， 金 二 錢五厘 
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凡そ f の 中に 金 一 ー錢五 厘で 11 市 ft では 三錢 であるが、 此れ は 郊外の 値で ある. I 錢湯 程の 面 

白 味 を 得られる もの は 他に あるまい。 もり かけ も 今では 三錢 である。 電車に 至って は四錢 になつ 

て 仕 まった。 朝で さへ 脂の 浮いて 居る やうな 湯の、 夕方 近くに は .R 水の やうなる の は 言 ふまで も 

ない が、 それ 位の 事 は 我慢し なければ ならぬ。 謹んで や \ 暑 いの を 忍んで 浴ぎ の 中に 屈んで 居る 

と、 前の 方から 大きな 尻 を、 用捨 もな く 他人の 鼻の 先につ き 付ける。 傍に 入って 居た 先生が、 猛 

烈な勢 を 以て 出て 行く、 そ の 行き がけ の駄 貸と して 足 を 以てした \ か 垢の 湯を顏 にぶ つかけ る。 

何共 恐縮 至極の 次第で ある。 を かに 出て ゴ、 ン/ \ と 手の 邊を 洗って 居る と、 酷く 恐縮した 様子で 

一 -  >  さ さ 

「先生」 とよぶ 男が ある。 裸の 體 を 先生と 聲 かけられて、 大に 恐縮す ると 先方 は モ ッ ト 恐縮して 居 

る。 スルト 先方 は名乘 つて、 私 は 東京 大學の 生徒で と 云 ふ。 東京 大學は 自分の 出講す る 私大 學で 

ある。 なるほど さう 首 はれる と 0^ たやうな 顏； ti: であるが、 何に せよ 一 ト組百 二百 を 以て 算 する 私 

大學の 事で あるから、 確と は覺 えて 居らぬ。 「先生 は 此の 御 近所に お 住 ひです か」 と 問 く。 「二  、」 

と 答へ て 「^も 此の 邊で すか」 と 逆 まに 聞く。 由 來錢湯 は 平等で ある。 電車が 三錢均 一な どと 鬼の 

首で も 取った やうに、 珍ら しさう に吹聽 する。 併しながら 錢湯 は、 十 年 も 二十 年 も 恐らく は 百年 

もまから、 均一 制 を實行 L て 居る。 此處 に來る もの は、 先生 も 生徒 も、 旦那 も 家來も 平等で ある * 

人 は裸體 になれば、 贵賤 上下の 差別はなくなる。 社會、 王 養の 諸君 子 は 先づ錢 湯に 隨喜 すべ き で あ る 。 
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こんな 事を考 へながら、 なほ ゴシ/ \と 洗って 居る と、 こんど は r 旦 邓！」 と 聲を褂 け/ r もの 

が ある。 聲の主 は 此邊の 魚屋の 主人で、 菊 次 郎君と いふので ある。 萄次郞 君 は 快 兒 である。 勇 

み 肌で ある。 此の 郊外に 男を賣 つて 居る ものである。 且つ 余 は 色々 の 知己 を 持って 居る。 I に は 

先生 を 以てよ ばれ、 今 また 小俠 客から 旦那 を 以て 呼ばれた。 錢湯は 仲々 面白い。 

九、 日本 唯一 の 社交 場 

錢 湯の はなし をつ ける。 午後 三時 過ぎに なると、 將校 諸君が やって 來る。 多く は戶山 砲ェ兩 

學 校の 生徒 諸君で、 放課後 直ちに 来られる ので あらう。 諸君 は阈 家の 干城で ある。 それ故に 裸證 

になっても 職務 は 忘れぬ。 諸君の 話 は 毎時 演習の 事で なければ 學 課の 難 HIT 試験の 成績で ある。 

軍人 諸君と 前後して 文人 諸君 も 見える。 桂月 君が 近頃 來 浴され ぬので、 尋ねる と 自宅で 風呂 をた 

てられる とか。 柬 京の 人 は 錢湯を 好む が、 實は湯 は 自宅に 限る。 余が 前に 錢湯を 賞した の は、 浴 

場と して f はない、 別途の 舆 味が あるた めであった。 

別途の 興味と は錢 湯が 一 箇の 社交 場で ある 事 を 云 ふので ある。 或る 外國 人の 書いた ものに 日本 

人 は^しく 交際 を 嫌 ふ 人間で あるが、 一た び 湯屋の 格子 を こぐ ると 交際家と なる。 ィャ錢 湯が 一 

種の 交際 場で あると、 かう いふ 記事が あった。 日本人が 交際 を 好かぬ か 如何 か、 それ は 知らぬ が、 お 
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錢 湯の 社交 51 は 如何にも 巧い 觀察 である。 啻に 八 君 熊 君の みならす、 文人 諸君 も 、軍人 諸君 も、 

先生 も 生徒 も、 旦那 も * 魚屋 も、 赤裸々 で、 それ，/ \ 打ち解けあって 居る 處は、 なるほど 樂 天地 4 

さ り, 

である。 若し それ 淨 瑠璃， 浪花節のお 復習に 至って は、 夜なら では 聞かれぬ 昔樂 であるが、 AJ れ 

も 郊外の 餘澤 か、 此處 では 白晝 折々 詩吟 を 拜聽し 得る ので ある。 

十、 惡ぃ事 は 出来ね ェ もので 

「惡ぃ 事 は 出 來ねェ もので ネ」 と 質朴ら しい 爺さんが 浴糟 から 上って 來て、 やがて 同じ ほどな 年 

辈の仲 問に 話しかけた。 —— け ふ も亦錢 湯の 話で ある。 11 話の 出方が 面白さう なので 一 寸 き- - 

耳 立る と 「私が ネ、 櫻 W さんの 御屋敷に 出入して 居た 時分 サ」 と 爺さん は 直ちに 話題に 入る。 樱 

W さんと いふの は 余の 友人に ある。 而も 此の 近所に 昔から 屋敷 を 持って 居る ので あるから、 いよ 

いよ 注意して 聞て 居る。 爺さん は 得意で 話す。 「その 時 櫻 W さんから 一條 樣の 方へ も 呼ばれる 事 

になって， 其方で も 正直， に 仕事 をして 差し上げ たが、 今から 左 樣サ、 十六 七 年 も 前 かネ」 「なる ほ 

どネ、 その 時分に は 此の 邊の 地所 は ：！ ハの やうだった がネ」 と 對手は 妙な 挨拶 をす る。 爺さんの 話 

に は あまり 與味を 感ぜぬ と 見える。 爺さん はそんな 事に は 頓着せ す、 話 を 進行させる。 「それが 

サ、 今日に なって 一 條樣 で、 ァノ野 分 (爺さんの 苗字で ある) の 爺さん はま だ 達者で 居る か、 達者 
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なら 來て くれ- - ぱい 」 がと 仰せが あった さう だ。 人 問 はなんでも 惡ぃ事 をして くもので ねェ 」 

と 頗る 得意 氣に 見える。 話 は 案外つ まらなかった。 つまり 正直に して 居た ため、 撄 田家から 一條 

象へ 出入りし たので、 一條 家で は 今でも 此の 爺さん を 記憶して 居る とい ふに 過ぎぬ。 その 所謂、 

惡ぃ事 は 出来ね ヱと いふの は轉換 命題であった。 實は 善い 事 はして おく もの だとい ふので あるが、 

それで は あまり 自分の 吹聽 になる。 それ を 避けた の は 爺さんの 用捨で ある。 惡ぃ事 は 出来ね H と、 

善い 事 はして 置く ものと 同じで あるか、 直ぐに は 返答 をし かねる が、 爺さんに は 此れが 直ちに 同 

一 に 解決され るので ある。 友人の 名 は 一 寸出 たのみで、 格別 面白い 事 もな く 話 は 終った が、 その 

おしぶり は 上手であった。 

郊外に 洗 湯 は 甚だ ふさ はしくな いが、 某 外人の 說の 通り、 これが この 邊の 唯一 の 社交 場で あり、 

唯一 の クラブで ある。 余 は 東京 育ちながら、 錢湯を 好まぬ が、 こんな 種類の 話が 聞け るので、 手 

拭と 共に 一 ー錢五 厘、 時には 三 錢五厘 を 手に して 此處 へ來 るので ある。 

十一、 貧と 戀、 冷と 熱 

避暑 中の 友から 書信が 来る。 御殿場から 來る。 輕 井澤から 來る。 而 して 修善 寺から 來る。 何れ 

も 申 合 はせ たやう、 東京 は 暑い さう だが と 慰問の 意 を 含めて 來る。 ところが 余の 無 祌經故 か、 少 
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しも 暑さ は 感じない。 多くの場合 神經 過敏より 無 神經の 方が 都合が 良い。 郊外 生活 は 無神經 生活 

である。 併し 如何に 惰弱な 此の 碧 者で も、 これ 位の 暑さに は 閉口し ない。 尤も 暑さの 酷し いのに 

比して、 筆者の 懷は 寒い ので ある。 暑さに は 閉口 しないが、 寒さに は 少しく 辟易す る。 その 度 は 

恐らく マイナス 幾何 を 示して 居る であらう。 幸か不幸か、 此の度 を 計る メ ー トル はない が、 此の 

寒さの つ く^り、 避暑の 必耍は 決してない。 聞く、 戀は熱 ある 病で あると。 然 らば 貧 は 寒さの 

病で ある。 なほ 開く、 四百四病 中、 貧 ほどつ らい もの はない と。 如何にも 熱 を 下げる に は、 アン 

チぺ プリン も あり、 キナも ある。 併し 未だ 嘗て 熱 を 加へ る藥の 出来た 例 は 聞かぬ。 此れ を 以て も 

此の 病の 始末の 悪い ことが 知れる。 戀と 貧と は 相反したり、 併しながら 永久に 人 問 を 苦しめる 二 

大 疫病で ある。 

幸 ひに 郊外の 生活 は 此の 二 病の 緩和 劑 である。 此れ は 尤も 好い 自然 療法で ある。 筆者の 如き 重 

忠の貧 病 者 も、 未明に 起きて 朝顔 を 眺め、 大熊足 一 を 北天に 望んで、 夕 額 棚の 下に 行水 をつ かふと _ 

殆ど 病氣も 全快した かと 思 はれる。 余 は 謹んで、 此の 兩 病に 惱む諸 君子に 此 郊外の 生活 をす \ め 

る。 同時に « 悶病 にも 少 からぬ 效 菜が ある 事 を 信す る を 以て、 余 は 同病 患者 諸君に も 此の 處方書 

..Iv. -呈す る。 
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十二、 愚劣な 動物 

犬 位 愚劣な 動物に ない。 生 人の 顔 を 見る と 理由 もな く 矢 隨に尾 を 振る。 煎餅の 一枚 か、 たか だ 

か 肉の 一片 を 貰 ふに、 チンく と稱 して 後足で 立ち上り、 前足 を 曲け て 顔 を 前へ つき 出す。 その 

馬鹿く しさ は 度が 知れない。 主人の 言 ふ 事 は 凡て 唯々 諾々 で、 ヮ ンと 言へ と 命ぜら るれば ヮ ン 

と 返事 をす る。 甚 しきに 至って は、 これ はお 預け だョ などと 女 小 供に 言 はれて、 喰 ひ 度い 物 を 鼻 

の 先き にっき 付けられながら、 三分 も 五.^;;！ も 主人の ゆるし を 待って 居る。 待たせる 主人 も 主人 だ 

が、 待つ おも 愚な 奴で ある。 ワンと 言へ と 云ったら、 ワンと 嚼ぃ 付いて やれば 良い に、 同僚の 猫 

が 泥足の ま \、 濟 まして 趣 敷に 通り、 座 蒲圑の 上に 胡 坐 を かくに、 犬 は 目 をば ちくり させながら 

橡 先に 正坐 まって るる。 

鲍 貝か鐵 葉の 金盥 一杯の 飯 を 恩に 被せて、 犬 はよ く 恩を覺 えて 居る と 人 問 は 言 ふ。 愚劣な 犬の 

事で あるから 代って 辯 じて やる が、 人間 位 得手勝手な もの はない、 自分の 慰みに 動物 を 飼って ^51 

きながら、 一杯の 飯を與 へて それ を 恩 だと 稱 して 居る。 一杯で も 半 杯で も 恩 は 恩で あるが、 自分 

がすき 好んで 飼って 置き、 而もさん. <\> 自分の 手 遊 物にして 置きながら， これ を稱 して 恩 だとい 

ふ。 何處に 恩た る 所以が ある？ 況んゃ 恩と は、 受けた る 方から 見ての 或る 好意に 對 する 念 慮で 

あ る 。 施し た 方からの 恩と いふ もの はない 害で あ る 。 
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し^の 中で は 愚劣な もの ほど 可愛がられる。 頓馬な 奴に は 却って 取り 處が ある。 殊に 犬 位 問 

拔 になる と 頗る 面白 い 。 實際 賢愚 共 に 極端に 行く と 面白味 は ある ものである。 

かく 犬の ために 辯 じた 處で、 實は 筆者の 處 にも 此の 愚劣な 動物が 居る ので ある。 

十三、 尤も 幸福なる 犬 

筆^；^の^犬も御多分に洩れす極めて愚劣な奴でぁる。 意味 もな く 朝晚に 主人に 隨 きまと ふ。 外 

出の 時に 後に ついて 來 るの は 巳む を 得ぬ として、 一 一 一度 來訪 せられた 客の 後にまで 隨 いて 行く。 

此の頃 も 其 氏の 跡 を 追って、 一 一三 町の 近距離と はい ひながら、 その 歸途を 見送った さう である。 

、王 人 の 方に も 米 客の 方 に も 都合 の 好い 事で、 こんな 事から 犬が 人間に 可愛がられる の で あらう が 

犬と して は な 事 で あ る。 併し 犬ながら も 多少 は 主人の 氣を 受けて 居る もの か、 此れに は づ う づ 

うしい 處 がないで もない。 元来が 野犬 を 拾 ひ 上げた ので あるが、 甚だ 橫着 もので、 食物 も 大抵な 

もので は 頸 を そむけて 受けつ けない。 パ ンはバ タ なしで は 食 はぬ が、 ，てれ も 農 商務省の か 御料 局 

のでなくて は 承知し ない。 これ も 主人の 好みに 從っ たもので あらう が、 料理 バタな どで は 見向 も 

しない。 瘊に さはる から， 無理に 口へ 押し込む と、 仕方なし に 一 寸嚼ん で、 すぐに 吐出す に 至つ 

では 呆れて 物が 言へ ない。 
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夜になる と 茶の間に 入って 來る。 初めは 戰々 兢々 として 人の 鼻息 を靦 つて 居る が、 居なら ぶ 人 

人の 顔 を 一順 見 ま はした 揚句、 どたりと 橫に寢 そべ りかへ る。 則ち 相手 を 甘く見ての 仕 打で ある" 

從っ て 斯様な つて は 打って も 蹴 つても ビク ともしない。 ます./^ 進ん で 入って 來る のみで ある。 

のし" ft  ふる： 

元が 野犬 を 我儘に 擧動 はして るるので、 萬 事が 此れで ある。 無論 藝は 一 つも 出来ない。 

併しながら 彼れ は その 野犬 時代から 「白」 と 呼ばれて 非常な 舆望を 一身に 集めて 居り、 小 供 等 

さへ 彼 を 窘める 事 はしなかった ので ある。 然るに 今や 彼 は 一 年 一 圓數 十錢の 稅を牧 める 身と なり， 

天下の 公 犬と して 薪 麥屋の 出前 持、 もしくは 酒屋の 榑拾ひ 諸君に、 その 愛橋 を 振りまい て 居る の 

で あ る 。 余 はまた I の 中 に 此れ ほど 幸福な 犬 は 恐らく あ る ま い と 思 つて 居る。 

十四、 郊外 一 日の 行事 

戀と 貧との 療法で ある 郊外 生活 一 日の 行事 はこん な ものである。 朝は暹 くも 五 時に 起きる。 起 

きる ので はない、 起される ので ある。 夜中から 時 鳴 をつ くって 居る 牡鷄 は、 此の 時刻に なると 盛 

んに 鳴き 始める。 玉子 を 生み 度い ので 牝鶴 もコ ー コ ー 鳴き 始める。 牝 鶴の 時 鳴に は 目 を さまさぬ 

まで も、 牝 鶴の コ ー コ ー に 至って は その 忙しな さ 加減が 如何に 暢氣な もので も默 つて ゐる わけに 

は ゆかぬ。 やむ を 得す 起きて 橡側 にある 截舍 から 鶴 を 外に 放つ ので ある。 っ义ぃて雛を出し！^化に 
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ふせる。 餌を與 へる。 水 を やる。 かくの 如くに して 一 日の 仕事が 始まる ので ある。 その 時 朝顔 は 

すでに、 色鮮 かな 花 を^いて、 眠い 目 を さまさせる。 十 鉢 あまりの 此の 花 は 何れも 平凡な の 許り 

である。 よ L 良種が あつたに しても、 余の 培養で は それが 平凡 化する。 余 は總て 平凡 を：^ む。 柯 

に 限らす 珍 種 奇物を 競 ふの は 花の 美し さ を 賞 する 所以で はない。 その 手工の 妙、 技術の 巧 を 示 す 

ので ある。 骨董 解と 同じで ある。 これ こそ 自然 を樂 しむ 本旨に 反く。 平凡なる 余 は、 平凡なる 朝 

顏に 適する ので あらう。 

日が 高くなる。 再び 鶏に 餌を與 へる。 朝顔に 水 を やる。 午後 炎； 入の 焦げる やうな 時に も、 餌 は 

やらなければ ならぬ。 朝顏は 水を耍 する。 畫寐 もお ちくと は出來 ぬ。 夕方に はまた それぐ 鶴 

を鶴舍 にお さめる。 牧め 終って 作物に 肥料 を 施す。 バケツ を 以て 肥料 桶に 代へ、 これ を 提げて 昌 

に 出れば、 滿月 はかげ を 肥料の なかに 宿す。 桶 は 一 つ 巧 は 二つ、 これ は 「松風」 にもない 圖 である- 

一 日の 行事 終って 井戶 端で 行水 をつ かへば、 籬 にからむ 白き 夕顔の 花 は朧に =： にう つる。 

十五、 二た び 自慢 

何 寧に も 親切が 第一 である。 常識 さへ あれば、 專 門の 智識 は 第二 若しくは^  二； の耍 件で ある。 

親切に 取り扱へば、 鶴の 如き もの- - 意志 も 了解され る。 その 個性 も 認められる。 少々 の病ハ 湫は錄 
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治 も 出来る。 鷄が風 を 引く。 冬 は 足に 霜 燒けを こ L らへ る。 專 門の 療治 法 は 知らぬ が、 人 問 並の 

藥を W ひれば 容 0^ に 快 治す る ことが 出來 る。 靑物を 求める。 水 を 望む。 卵 を 生む に 日が さして S 

る。 一々 かれ 等の 動作で それが 解る。 鶴の 言葉 を 解す るの はー舆 である。 

愛 は 相互の 關係. である。 餌 を 手に して 栅 のうちに 入れば、 鷄は身 邊に蜩 集す る。 後に は 無手で 

入っても 蜩集 する。 極めて 臆病な 性質の 彼等で は あるが、 斯様なる と 恐れ を 抱かぬ。 背 を 撫でて 

レー さか  すなほ 

も 鷄冠ど 弄っても 驚かない。 溫柔 なの は 益. -穏 かに 懔悍 なの もやさし く 取扱 ふ。 暫時に して 何れ 

もよ く 馴れて しまう。 若し それ その 一 羽々 々に 名稱 を與へ 得る やうに なれば、 それ は 尤も 結構な 

事で あらう。 

併しながら 動物 を 愛する もの は 一 種の 壓制 家で ある。 吾が 心の ま \ に 何者か を 左右 せんと 欲す 

るので ある。 人問が^！：じ人^！の意志を左右することは普通のもの の難しとする處でぁる。 幸 ひに 

禽獸は 何 を されても 默從 する。 此の 默從 に對 して 自ら 愛が 起る。 この 愛が やがて 他の 默從、 而も 

喜んでの 默從 となる。 喜んでの 默從 は、 進んで 人 問に 近 \> くこと をす る。 頭に とまる。 一周に とま 

る。 裾 をく はえる。 四十 羽の 雛 はかくの 如くして 育った。 二十世紀の アブラハム は 天の 使に なつ 

てし まった ので ある。 

動物の 虐待 を 防止す ると は どんな 事 か 知らぬ。 いづれ は 虐待が 人情に 反く とい ふので あらう が、 
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人情 に 反く と い ふ の は 結局 人間の 不利に なるとい ふ 事で ある。 得手勝手な 飽 くま で 人 問の 木 性で 

ある。 

十六、 縹緻と 財産 

鶴 商人が、 背の 高 俄 や、 鶴 冠の 切れの よしあし のみ を 論じて、 實 質の 如何に 注意せ ぬの を、 筆 

者 は 笑った ので あるが、 思へば これ も 自然で ある。 氣 質より は 外貌の 良い の を 求める のが 人情で 

ある。 女 は縹緻 が^ 一  である。 嫁 を 貰 ふに も 先づ顏 から 詮議して か- -る。 進化論で も 人間の 着物 

は粧 飾から 起った とい ふ。 人間 も 心 や 氣質ゃ 働き は 末の末で ある。 第 一 そんな 事 は 見た 許りで は 

解からぬ。 尤も 財産が 婚禮に は 美貌に 次での 要件で ある。 今ではむ しろ それ以上の 要件 かも 知れ 

ぬ。  -  - 

此の 理痛 から 鶴 も 卵 を 生んでくれ なければ 困る。 凡て の 愛 も 親切 も 此の 慾から 來 たの かも 知れ 

ぬ。 牡鶏の 生育して 時 鳴 をつ くり、 牝 鶴の 卵 を 生み 始めた 時 ほど 快い 事 はない。 難 有い のか、 0 

しいの か、 不思議な 感が、 一寸 此の 時の 心 持 は 口に も 筆に も 出来ぬ。 孫の 生れた 時の 心 持が こん 

な もの か。 孫 はさて 置き、 子 さへ 持った ことのない 身に はそんな 想像 は出來 ぬが、 鬼に 角 慾から 

割り出された ぎに は 違 ひない。 玉子が 食へ ぬ ものであった なら、 これほどの 心 は 起らぬ であら AT  9 


耍す るに 人間の 心 はさ もしい ものである。 

良種の 卵 は 種 卵と して 一個 十錢- 二十 錢、 五十 錢の値 を 持って 居り、 雛に 至って は 類に 依って 

一羽 五十 錢、 一圓、 ニ圓、 五圓の 相場で あると いへば、 慾の 深き 連中の 間に 養 鶴の 流行す るも當 

おな 次第で ある。 


(迷 四） 凡 平 


平  凡 f 五十 五 S  二葉 亭四迷 

私の 下宿で はいつ も 朝飯が 濟 むで 下宿人が 皆出拂 つた 跡で、 緩く り 掃除 や 雜巾掛 をす る 事に な 

つて ゐた。 お 糸さん は 奉公人で ないから 雜巾掛 には關 係し なかった が、 掃除 だけ は 手 傅って るた 

ので、 いつも 其 時分に なると、 お 掃除 致し ませう と 言って は 私の 部屋へ 來る。 私 は內々 其 を 心 待 

-っ ろ つ  うろつ 

にして ゐて、 來 ると 急いで 部屋 を 出て 緣側を 彷徨く。 彷徨きながら、 見ぬ 振 をして 橫 目で チヨ ィ 

チヨ ィ 見て ゐ ると、 お 糸さん が 赤い 褸に 白地の 手拭 を姉樣 冠り とい ふ 甲斐々々， L い 出立で、 私の 

机 や 本箱へ バ タ くと 拂塵を 掛けて ゐる。 其 を 此方から 見て 居る と、 お 糸さん が 何 かの やうな 氣 

がして、 嬉しくな つて、 斯う， L た 處も惡 くないな と 思 ふ。 

ところが、 お 糸さん が 三味線 を彈 いた 翌朝の 事であった。 萬 事が 常よりも 不手 廻りで、 Itw 除に 

もい つも 來 るお 糸さん が來 ないで、 小 女が 代りに 來 たから、 私 は 不平に 思って、 如何 L たの だと 一 

，じ 

詰る やう に い ふと、 今日はお 竹 どん が 病 氣で寢 て ゐ るので、 受 持なん ぞ の 事 を 一 百 つ て ゐられ な い 

の だと 云 ふ。 其なら 仕方が無 いやうな もの だけれ ど、 小 女の は 掃除す るの ぢ やなくて、 埃 を ほ だ. 

て \ 行く の だから、 私が 叱り付けて やったら、 小 女 は 何だか 一 沸々 言って 出て 行った。 


(^m 凡 卒 


暫くして 用 を 達しに 行かう と s 心って、 ヒョィ と 私が 部屋 を 出る と、 お 糸さん が ツイ 其 處で、 着 

*? 、はで  4! つ.^ 

物の 裾 を クル ッと 捲った 下から、 華美な 長 襦袢 だか 腰卷 だか を 出し 掛けて、 倒さに なって 切々 と 

雜巾 掛け をして るた。 私の 足 昔に 振 向いて、 お 邪魔 樣と いって、 身 を 開いて 通して"，. 犬れ て、 お 糸 

さん は 何とも 思って ゐぬ 様だった が、 私 は 何だか 氣の 毒ら しくて、 急いで 二階 を 降りて 了った。 

用 を 達してから 出て 見る と、 手水 鉢に 水が 無い。 小 女 は 居ない かと 視 廻す 向 ふへ お 糸さん が、 

もう 雜巾 掛も濟 むだの か、 バケツ を 提げて やって 來 たが、 ト見 ると、 直ぐ 氣が附 いて、 

「おや、 さう だ ッ け：：、 只今 直ぐに 持って 參 ります よ。」 

と跃 出して 行って、 臺听か ら 手桶 お提げて 来て 、 

「お 待 遠 様。」 

と ザ ッと水 を 覆け る 時、 何處の 部屋へ 仕掛けた ベル だか、 帳場で 氣 短に 消 魂し く チリ、 、 、リ 

ン と 鳴る。 

ぉ祌 さんが 臺 所から 顔 を 出して、 

「誰も 居ない のかい？ 十番 さんで 先刻から お 呼な さる ぢ やない か。」 

「ヘイ。 U ハノす ：こ 

とお 糸さん が 矢 張 下女 並の 返事 をして、 
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(迷 四） 凡  平 


「お 三 どん 新 參で大 狼狠： ：」 

>  i  4^ ビヤ  ，いよて 4-  V- づ 

と 私の g を 見て 微笑して、 一寸 滑稽た 手附 をした が、 其 儘所體 崩して a 出して、 表梯； 卞を トン 

トンく  くと 上って 行く。 

私が 手 を 洗って 二階へ 上って 見たら、 お 糸さん は、 旣ぅ裾 を 卸したり、 褸を 外したり して、 整 こ 

した 常の 姿に なって、 突當 りの 部屋の 前で 膝 を 突いて、 何 か 用を聽 いて ゐた。 

私 は 部屋へ 歸 つて 來て 感服して 了った。 お 糸さん は 歌が 旨い、 三味線 も 旨い。 女ながら も 立-孤 

な 一個の 藝術家 だ。 その 藝術 家が 今日は 如何 だら う、 お 竹が 病氣 なら 仕方がな いやうな ものの、 

で 下女 同 康に追 使 はれて、 慣れぬ 雜巾掛 まで させられた 上に、 無理な 小言 を 一一 一一 口 はれても、 格^ 

■  **  さ  お ほ こつ ま  にっこり 

厭な }i もせす に、 何とか 言った ッけ？ 然 うく、 お 三 どん 新參で 大狼狠 といって 微笑：： 偉い！ 

餘程氣 の 練れた 者で なければ、 如 彼 は 行かぬ。 これが お 竹で， -も 有らう ものなら、 直ぐ 見た くで 

もない 面 を 膨らして、 沸々 口小言 を 言 ふ 所 だ。 これ を常談 事に して 了って、 お 三 どん 新 參で大 狼 

职 といって 微笑：： 偉い！ 
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(子 緒 もお m  ？ k 


空  薰 (第 十囘)  大稼 楠緖子 

益 夫さん は 第一 高等 學 校へ 入學 する ことに 成った が、 卿 氣の氣 味が 有った ので、 すっと 遲れて 

九月 も 末にな つてから 東京へ 行く ことに 成った、 明日 立つ とい ふ 前の 曰で 有った、 庭の 無 花 の 

樹 蔭へ 立って 一 一人 は 斯様な こ と を 語 つた。 

『柬 京へ 往 つても 手紙 は 下さいよ、』 

『 一 週 問に 一 度で 好いで せう、』 

『不可ません、』 

『それなら 一 一度と 爲 ませう、』 

『いけません、』 

『それなら 三度、』 

『いけません、 其 様な こと を 言 はすに 一週間に 七 度 書いて お寄越しなさい、 それでも 未だ 私 は 足 

りない、 不意と 責郞に 逢 ひたくな つたら 何う しませう、. 3 

と 私 は 益 夫さん の 紺 飛白の 袖 を 自分の 藤色の 袂に 掘んだ、 別れる 益 夫さん に 見せようと、 私は始 
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(子 i ^摘'） m  ？ k 


めて.；： 问島 w に 結った 日で ある。 益 夫さん は麗 はしい 面 を擧げ て、 腕 を 延ばして 默 つて 無 花 5^ を 一 

っ拗斷 つた、 枝が ばさりと 彈 ねかへ る、 熟した無花《^ゲニ ーっに割って、 

ちま 

『これ を 食べて 御覽 なさい、 甘い から、』 

と 出して 『僕が 半分、 贵孃が 半分、 僕の 食べる 無 花 2K- の 半分 を、 僕 は贵孃 でなければ 誰に も遣リ 

-っ ナベ 一」 

はしない、 ね、 解った でせ う 雛 江さん *』 と 我顏を 見詰めながら、 その 唇 を 甘い I 卞に 濡ら L て 薄紅 

の 無 花 2^ の 實を嗞 む、 私はぢ つと 慄 へる やうに 情が 迫して、 益 夫さん の 胸に 鎚 りついた、 抱き 締 

めら れる 優しい 男の 手 を 背に 感じた。 玄關の 格子戸が 再び がらり と 11 く、 幻から 離れて 雛 江 は S 

び 花嫁の 身に 返る。 

途端に 伯母が 又 開き戸から 顏を 出して、 

『雛 江さん、 荷物の 宰領が 今歸 つて 來 ました、 流石、 北 ^ 家 だね え、 御 祝儀なん ぞも 大した もの 

だった とさ、』 

『然 う、』 

あし た  こちら 

『それから、 明日の 迎 への 馬車 は 四時に 此方へ 廻. します と、』 

『馬車，』 

ム 一 雛 江 は i|t 返る やうに 窓 か ら身 を 離 1」 た 。 自分 は 明日 は 馬車 に乘 つて 北 €： 家へ 迎 へられる ので あ 
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る、 と w 心 ふと 何となく 胸が 躍る、 黑地 若松の 模様 を 裾に 引いて、 綴 織 を 北：：： にしたら、 馬車の 動搖 

に 何の様な 光が 身に 添 はう、 嫁ぐ であらう か 嫁がぬ であらう か、 嫁ぐ としたら 何の やうな 良人 を 

さま 

と、 さんざ 評判した らしい 友達に 其 態 を 見せたい。 

『雛 江さん が 馬車に ぉ乘 りだつた つたら、 如何に か 能くお 似合 だら う、』 

と 莞爾と 笑って 伯母 は、 バタリと 開戶を 閉めて 去った。 雛 江 は 茫然と 見送った 儘、 苦しい 程、 過 

去の 追想と 明日からの 一身の 變 化に 思 ひ亂れ る。 

『益 夫 さ んは 東京へ 往 つて か ら、 問 もな く 卿 氣の 衝心で 死んだ ので ある、 益 夫さん の 死ぬ と 共 に 

我戀も 死んだ 害で ある。』 

と、 我れ と、 我 胸に 念 を 押して 見た。 死んだ 戀 人に 何時までも 執着す る 雛 江で はない、 仙 臺の高 

等 女 學校を 卒業し て か ら 東京 へ 出て、 それ/^ 專門の 師に就て 和漢 洋の 學を、 深いと いふよりも 

寧ろ 博く 學ぶ うちに、 折々 雜誌 など へ 寄稿す る 筆の 端から、 追々 學才を 世間に 認められる やうに 

なり、 殊に 容貌の 麗 はしい のが 人目に 立って、 結婚 を 巾 込んだ 者も澤 山あった 中に、 二人 三人の 

熟 心 家 が出來 て、 愚々 しい 程競爭 す る の を 、 雛 江 は 半ば 可 笑 しく 半ば 面白 がって 愈 得意 に 成って、 

なる ベ く は 獨身 の 生活 を-おく 繽 ける 積 で、 好んで 人中に 立 ち 交 らひ、 婦人 會の 書記 を 勤めたり 女 

學雜 誌の 記者 をしたり、 家庭 敎， 師 になって 贵 族杜會 にまで も 交際が 廣 くなる につ けて 、 次^に 希 
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(子 緒 楠） 薰 ？ 


望 も理 is も 高くな り、 名譽 心を滿 足させ やうと 思 ふに 忙しく つて なカ，/,\昔の戀人をョ：^^3リし 

て 居る 暇はなかった もの を、 明日 婚禮 とい ふ 今日に 成って、 何故 ハ盆 夫さん が附 いて 廻って 離れぬ 

ので あらう、 と 雛 江 は 殆ど 不思議に 思 ふ、 

『あ \、  % の 日：： 私 は 十七であった、 益 夫さん は 我 良人と 成った、 別れ別れに 成っても、 冗に 

他の 女 を 愛したり 他の 男を戀 ふたりせ ぬ やうに、 二人の 胸に 誓の 鏠を 掛け合 はさう と、 語り合 

たの も北ハ 夜で ある、』 

と 雛 江 は 逆上る 頻を 押へ て 菜 しもな く 茫然と 己が 膝の 上 を 見詰めて ゐ ると、 

ち f- り 

『馬車』 とい ふ聲が 耳元に 響く、 驚いて 周圍を 見返った が 何窜も 無い。 

や，.^  か f  モ. Mw  ほ 一」  ：c  、  1 /  T  )  、  / 

頓て 立ち上つ たは、 日の る 窓の 遣に 顏 ばかり 熱って 肌が 冷える と、 羽織で も 着ん 爲 めと m 化い 

し S- しん  もと 

ば、 然 うではなくて 益 夫の寫 眞を 手箱の 許へ 取りに 寄る のであった。 


44S 


(村お） 春 


春 (最後の 五六 行)  島^ 藤 4^ 

气 車が 白. ぼ を 通り 键 した 頃に は、 岸 本 は 最早 遠く 都 を 離れた やうな 氣 がした。 寂しい 降雨の 音 

を 聞きながら、 何時 來る とも がれない やうな 空想の 世界 を 夢み つ. -、 彼 は 頭 を 窓のと ころに 押 i= 

けて 考へ た。 

「あ、、 自分の やうな もので も、 どうかして 生きたい。」 

斯う 思って、 深い， （- 溜息 を 吐いた。 玻璃 窓の 外に は、 灰色の 空、 濡れて 光る 草木、 水煙、 そ 

れ から. ン ヨン ボリと 農家の 軒下に 立つ 鶴の 群 なぞが 映ったり 消えたり した。 人々 は 雨中の 旅に 倦 

んで、 多く 汽車の 中で 寐た。 

復た ザァと 降って 來た。 • 

21 者 附記。 藤 村の 「春」 は 明； お 四十 一年 四月より 東京 朝日 新聞 誌上に 連載され た。 
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(川 臼） んさ 婆の 屋菖右 


石 菖屋の 婆さん  野 上 in 川 


雪 催 ひの 雲が 重く 垂れ 下って、 喑ぃ 寒い 日で ある。 森の 土で は 鴉が 多勢た かって 濁った 聲で喧 

しく 騷 いで 居る。 石 菖屋の 婆さん は 今日 も氣 分が はッ きり しないので、 行火 を 入れて 寐て 居た。 

すぐ 近所の 染 井の 墓地に は 朝から 三度まで も 葬式が 来た。 一番に 來 たの はま だ 早くで、 頻りに 鉦 

を 鳴らして 通った。 其の 次の は 耶蘇の 葬式と 見えて、 墓場の 方で 大勢が 聲 高く 歌 ふの が 開え た。 

さ つ 

婆さん は 耶蘇の！^ 式が 嫌 ひで ある。 あんな 事で 佛樣が 浮かばれる だら うかと 思 ふ。 三番 目の は 先 

刻濟ん だば かりで ある。 車 や 馬車が 幾つ も/ \歸 る 昔が したから、 何んでも 上つ方が 死んだ に 違 

ひない。 裏の 森 道で 子供が お菓子 や 造花 を 貰った と 云って わいわい 騒いで 居る のを閗 きながら、 

婆さん はう つら./ \陲 つてし まった。 

石菖屋 とい ふの は 昔は榮 えた 植木屋で、 朱 引 外に 二 軒と ない 家であった。 石菖 のみ を 奪 門に 造 

つて、 江戸の 諸 屋敷に 出入して 居た から、 自然 仲 問に も 幅 を 利かして るた。 婆さん は 其の 石萬屋 

の 一 人 娘であった。 十六の 春 養子 を 取った が、 一 年と 同棲せ ぬ內に 養子 は 死んで 了った。 それ か 

ら問 もな く 忘 形見の 子供が 生れた。 女の子で お雪と 呼んだ。 七つの 年まで 人手に も 掛けす 育てた 
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(n\B> んさ 婆の 屋菖右 


が、 丁度 石菖 屋の沒 落の 頃で、 お雪 を 親類に 預ける 事と なった、 一 つに は、 まだ うら 若い 年 をし 

て 子供 を 抱へ た 儘 老い込ませ るの も可哀 さう だとい ふ考 へから、 實は今 一 度 嫁に する 雨 親の 下心 

ど さ 

もあった らしい。 そのうちに 兩魏 とも 前後して 死んで しまった U お雪 を 預けた 親類 も 御 維新の 混 

くさ 

雜 紛れに 何 處へか 行方が 分ら なくなった。 婆さん は 其の後 一 人取り殘されて六十五の今日まで^^ 

しい 月日 を 送って 來た。 血 も 神 經も千 枯らび たやうな 生活であった。 結婚した 事 は ある けれども、 

嬉しかった か羞 しかった か、 今日で は考 へて 見ても 其の 時の 感じ は 浮ばない。 此頃 では 昔の 良人 

の顏 さへ 忘れて 了った。 刖れた 娘の 事 も 思 ひ 出す こと は餘 りない。 た^-生れ落ちるとから斯ぅし 

て獨り 者であった やうな 氣 がする。 

昔に 比べる と 此邊も 見 違へ る ほど 開けて、 藤 堂の 森の 裏に は 汽車が 通る やうに なった。 近い 內 

に は 小石 川の 方から 電車 も來る さう だ。 染井は 元から 植木屋の 多い 土地 だけに、 村の 模様な ど は 

割合に 變化は 少ない が、 それでも 指 を 折って 見る と、 其の儘に してる 家は數 へる 程 も 無い。 石菖 

屋の 森の 大きな 杉が 矗々 と 立って、 いつ 見ても 鴇の 騷 いで ゐる事 は 昔の 通りで あるが、 今では そ 

の 中に 立派な 別莊が 建って \ 暗かった 森の奥 も 大分 恰好が 變 つてし まった。 此別莊 は 日本 橋 小舟 

町の 川久 とい ふ盥物 問屋の 所有で あるが、 誰も 川久 の別莊 とい ふ 者 はなく、 皆ん な 昔の 名で 石菖 I 

屋々々 々と 呼んで 居る。 坪数で 二 千 も 有らう とい ふ 木立の 中に 庭 を廣々 と 取って、 築山の 向に は 


(川 H) んさ 婆の 尾菖石 


1： 阿 も あれば 泉水 も繞 らして 在る。 石菖 屋の榮 えた 頃の 庭に 手 を 入れて、 前 は川久 が別莊 に^て 

代へ たので ある。 森の 後に は 昔 石 菖を貯 へたと いふ 十：： い 土藏が 傾きながら 壞 はれ もせす に殘っ て 

おる。 石菖を 造る に は 澤石菖 こけら 石菖 などのお り 觸れた 物 は それに も 及ばぬ が、 鎌 食 石萏と か 

はる S+J 

^^5石菖 とかい ふ 上物になる と 培養が 甚だ 面倒で 、 冬 か ら 春先 にかけ て は 必す 土藏に 舞 ひ 込 ま ね 

ば の 光澤 を 失 ふさう で、 此の 土蔵の 中には 隨 分.〉 2 惯な石 菖が貯 へられて あつたと いふ 話で ある。 

氣 臭い 空氣の 籠った 石菖 倉に は 蛇が 多い もの だとい ふ。 今でも 森の 裏道 を拔 ける 人 は 時々 い 

金 窓から 靑く 光る 長い 物が 這 ひ 出して 蔦 を 被った 壁の 上 を 渡る の を 見る ことがある。 

婆さん は 此の 刖莊の 番人 をして 居る。 人手に 渡った 屋敷の 留守番が 心苦しかった の も 初めの^ 

の 事であった。 今では 意地 も 張り もない。 それ i. .- 川久 でも 石宫屋 の 零落 を氣の 毒に 思って 何かと 

気をつけて くれる ので、 斯うして 居る 間 は 貧べ る 丈け に は 先づ差 支へ はない。 婆さんの 棲んで る 

る 番人 小屋 は、 土蔵の 横手で、 刖莊と は 北 H 巾 合せに なった 西向きの 暗い 家で ある。 梅雨の 頃に は 

天井 から 黑ぃ I 下 の^ちる ことがある。 森 は 大木が 多い か ら風 は餘り 强く當 らな いが、 その代り 义 

日當り もよ くない。 壁 や 庇に は 白い 花のへ ケ、 く蔓 などが 這 ひ 上って、 いつも 冷たい 感じの する 陰氣 

くさい 所で ある。 緣の 下に は 石莒の 小鉢が 二三 十 も 並. ベて 在る。 此は 子供の 折 父が 培養して るた 

の を見覺 えて 35 るから、 別莊の tw 除の ひまくに 婆さんが 內 鶸 に 造る ので ある。 
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川 久の隱 35 の 無 慕な 頃に は、 春秋に はよ く來て 花見 や 紅葉 見 を， L たもの だが、 今の、 人の 代に 

なって は、 あんな 出舍に 行った つて 仕方がな いとい ふ 風で 誰も 來る者 はなくな つた。 別 莊は年 巾 

明けつ けで ある 所から、 人が 住まぬ と 造作が 古くなる といって、 七 八 年 前から 人に 貸す 事に し 

た。 初めて 來 たの は 富 岡と いふ 博士で、 一 母 日 車で 木鄕 の大學 まで 通って ゐた。 色の 靑ぃ瘦 せた 細 

1^ と 六つ かし さうな お婆さんが あつたが、 家は釗 八：； に靜 かで いつも 音を立てなかった。 乙吉 とい 

つて 四十 男の 車屋が るた が、 至って 氣 さく 者で、 石 菖屋の 婆さん は 時々 水 を 汲んで 貰ったり 大福 

餅 や 燒芋を 土產に 貰った 事な どが ある。 今でも 乙 古 は 親切な 男 だ， V 覺 えてる る。 富 岡 博士 は 一 一年 

ほどお て、 餘り邊 鄙 だからと 云って 西片 町へ 引越した。 其 後、 入り 代り 立ち 代り 五六 人 来たが、 

婆さん は 相 變らす 森の 中の 番小屋で 差配の やうな 事 をして るた。 おつやさん とか 云 ふ圍ひ 者の る 

た 頃 は 時々^ えた 三味線の 昔が 森の 中で 聞こえて ゐた。 それから 鶴 を澤山 飼った 人の 居た 事 も あ 

る 。 そ れ から 裏の 空地に 名 も 知らぬ 西洋 花 を 所 狭き までに 造って 居た 人 もあった。 最後に 越して 

來 たの は 赤 坂の 大きな 屋敷の 細君で、 大根 川の 奥さんと 呼んで ゐた。 婆さん は此 まで いろんな 人 

の 交る. （-來 た 中で 此奧 さん 程 懇意に した 人はなかった。 大根 川の 奥さん は 久しく ヒ ス テリ ー で 

煩って ゐ たか ら問靜 な 所に 住つ て 見 度い と 云って 引越し て 来た 。 女中 を 二人 使って 淋しく 慕 L て 

ゐ たが、 段々 聞いて 見る と 病身な の もい ろ-/ \- と 取 込んだ 事情が あるら しいので、 婆さん は 世の 
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中に 見捨てられ たの は 自分 一 人で もない と 思った。 此の 奥さん には子 供が 一 人 も 無かった。 主人 

とい ふ 人 は 一度 も顏を 出した 事がなかった。 奥さん は どんな 日に も 部屋の 中に 垂れ 籠め て、 いつ 

も考へ 事に 沈んで るる やうで あつたが、 來てニ 年 目の 秋から 氣が 少し 變 になって、 翌る 年の 春に 

はたう とう 亡くなって 了った。 死ぬ る 前 は 夜中に 森の 中 を 跣 足で 驅け 廻ったり、 氣 味の 惡 ぃ泣聲 

を 出す やう な 事が あった。 婆さん はお 可哀 さうな 事 をした と 云って 今でも 思 ひ 出して は淚を 流す 

ことがある。 あの 顷 世間で は 大根 川の 奥さん は石菖 倉の 中で 首を縊 つたと か、 井戸に 身 を 投げた 

んだ とか 云ふ嗱 さへ 立った。 それから 旣早 三年になる が、 刖莊は その後 借り手が なく、 いまだに 

がらんと して 明いた ま， M じある。 婆さん は 森の奥に 獨 りで 番をしながら、 誰か 引越して 來て くれ 

れば よいと 云 ひ 暮らして るる。 

婆さん は 此の 近年 目に 見えて 老けた。 去年の 夏 ひどく 熱 を 煩って 以来 は 心の 衰 へが 殊に 目に 立 

つやう になって、 妄想の 多い 氣の拔 けた やうな 日が 績く 事が ある。 軒先に 蜂のう なりの 懶く暮 る 

る 日な ど は、 つく， <\ と 先の世の 車な どが 思 ひ 浮べら れる やうな こと も ある。 婆さんの 先き の 世 

に は 三途の川 も あれ ぱ極樂 も ある。 極 樂には 蓮が 白く i< いてる る。 蓮の 花 はあり/ \ と 見える け 

れ ども 手が 届け さ う な 近 さ とも 思 はれぬ。 成る ベ く 遠く の 見えな ぃ處に 在る と 思 う て 居り た い 。 

そのうちに 叉 大根 川の 奧 さんみた いな 人が 來て 慰めの ある 日が 過せ る だら うと 心 待に 娛ん でる る- 
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堅い 澤庵を 前 齒で嘧 りながら， 追々 年が 傾いて 手足の 利かなくなる 可き 日の 事 を考へ て 見て は、 

心細くなる 時が ある。 眠られぬ 目 を 夜寒の 床に 塞いで 昔の 面影 を さ ま と 見て は 云 ひ 知らす 果 

敢 ない 思 ひ をした こと も ある。 婆さん は 小春の 緣 側に 足 を 投げ出して、 破れた 足袋の 底を籍 ひな 

がらと ろくと 眠くなる やうな、 思 出の ない 心安い 月日の 下に 生きて 居りたい。 此 頃の やうに 喑 

い 空ば かりが 鑌 いて は、 衰弱した 頭 は 陰 氣に欝 ぎ 込む ばかりで ある。 冷たい 壁土 を 眺めな が 

ら、 じっと 目 を閉ぢ ると、 耳の 底から 分ち 難き 程 複雜な 響が 微かに 競り 上って 来る。 森の 彼方の 

東京で は 電車 ゃ自働 車が 驅り 廻って、 何百 萬 人の 人間が 血眼に なって 蠢 いて 居る。 夜に なって 東 

京の 方の 天 を 眺める と 火事の やうに 一 面に 明かる い。 婆さん は あれ は 人 熱れ で 空が 焦げる の だと 

思って ゐる。 其 恐ろしく 焦げる 空 の 下で 日毎に 多くの 人が 死ぬ る。 死んだ 人の 幾分 は 毎日 染 井の 

墓地に 運ばれて 來て、 鉦を鳴らしては！^！められて了ふ。 婆さん は寐 ながら 葬式の 通る のを數 へて 

居る。 八 「日 はもう 三度まで も來 た。 

暫くして 婆さんが 眠りから 醒める と、 また 葬式が 通った。 薄暗い 夕 暮を小 急ぎに 人が ぞ ろく 

と k いて 行った。 其 後から 追 ひかけ る 様に 冷たい 雨が 落ちて 来た。 鉦の 音 は チンく 鳴り 乍ら 消 

えて 行った。 裏道で は 子供の 躐け 出す 草履の 音が して、 やがて 少し 距 つた 所で 山から 小僧が 飛ん 5 

レーむ-りひ  つ 

で來 たと 嚷す のが 聞こえた。 婆さん は 今日はお 葬式の 多い 日 だと 考 へながら 白 髮の鬢 を 蒲 圑に埋 4 


(川 E3) んさ 婆の 尾菖石 


めた。 

夜に 入って たうとう 雪と なった。 緣 日に 出た 植木屋の 車が、 鉢物 を 載せた ま- - ごろ/ \ 引返 L 

て來 た。 若い 聲で 面白さうな 事 を 話し合 ひながら 裏道 を 通った。 その後から 夜汽車が 轟と 森 を ゆ 

すって 過ぎた。 いつもより 非常に 近く 聞こえて、 今にも 家に ぶつ 突かる のぢ やない かと 思 はれた。 

それ ッ&り 森は靜 まり 返って 雪 は 夜 一 衣 を 音 も 立てす に 降り 積った。 婆さん は その 夜 珍ら しく 良 

人の 夢を見た。 淸 さん は 養子に 來た 時の 姿で 現 はれた。 (淸 さんと 云 ふの が 良人の 名であった。) 

さかや. 

あの 時は淸 さんが 十九で 婆さんが 十六であった。 淸 さんの 月 代の 跡の 靑々 してた のが 5^ 然と 見え 

た。 E が 醒めて 婆さん は 昔を迆 つて 見た が あの 頃を考 へる と 何だか 偽の やうな ハ浙 がする。 今一度 

淸 さんの 顔 を 思 ひ 浮べて 見ようと したが、 どう L て も 明瞭と 描く こと は出來 なかった。 

その 次の 曰 も 亦 雪であった。 鈴の やうな 空で 世界 は 隙間な く 封 じられ てあつた。 婆さん は戶を 

鎖した 儘 八；' 日 も 小さくな つて 寐てゐ る。 昔の事が 霧の やうに 掛 つて 來る。 淸 さんの 夢から、 娘の 

お雪の 事な どが 思 ひ 出された。 お雪に は 七つの 時 別れた 限りで ある。 其 後大阪 とやら で苦勞 して 

ると；： ムふ嚼 さも あつたが、 婆さんに はそんな 事 は 信じられなかった。 何 處か其 所 邊の坑 の 中に る 

て、 お 互 ひに 知らす に 年を取つ てるので は あるまい かと も 思 はれた。 生きて 居れば 今年 五十に な 

るから もう. m 髮の 生える 頃で あるが、 婆さんに は 矢張り 其の 切童充 のお 雪が 目に 浮ぶ。 其 所邊で 
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一， r 供の 遊び 聲 のす るの を 聞いて、 あの 中に お雪の 聲が立 つて ゐる やうな 氣 のす る こと も ある。 婆 

さんに は 如何しても 若い お雪が 生きて ると しか 思 へない。 此んな 事 を 取り留め もな く考へ て 居る 

と、 雪の 上 を何處 からか 笛の 昔が 澄み渡って 聞え る。 婆さんが 耳 を 立てる と、 それ は 笛 靠續を 吹 

く 昔であった。 此の 雪に もお 葬式が あるの かと 思 ひながら、 雨戶を 一枚 繰って 外 を = ^ると、 大き 

なせ t の 片が絕 え 間な く 降って ゐる中 を、 遙 かの 往來 では 白い 旗 を 倒れ さう に 吹かれて 行く 行列が 

木立の 間から 見える。 幌を眞 白に した 車が 後から くと つ いて 行った。 婆さん は. w い 行列 を见 

0 つ て るた が、 嘸ぞ 寒む かろと 一； ム つ て 雨戶を 締めた。 

夕暮 にいつ もの 豆腐屋が ラ ツバ を 吹いて 來た。 婆さん は 其 豆腐屋 か ら咋夜 の 雪 に 染 井橋 の 下で 

鐵道往 半： があった とい ふ 話 を 聞いた。 あすこで は 今年に なつてから 四 人目で ある。 昨夜 死んだ の 

は 手が 一本 殘 つたば かりで、 身體は 粉微塵に 碎 けたから 男 か 女 かも 判然 しないと いふ。 今朝に な 

つて 肉の 附ぃ た 骨が 橋の 裏に 附着 いてる の を發 見， L た 人 が あ る 。 鸦は 夜明けから 汚な い 物に たか 

つて 大變な 騷ぎを やって 居た とい ふ 毒 で あ- る 。婆さん は 雪の 上の 無慙な 死に様 を 想像して、 怖い 

こ と だと-弦いた。 汽車 は そ の 夜 も 恐ろし い 勢で 森 を搖す つて 通った。 

翌る朝 は 雪の 積った 儘から りと 霽れて、 朝日が 白い 屋根 を 眩しく 照した。 淡靑く 澄み渡つ た络 

の 色に 氣が晴 々となって、 婆さん は 久し振りで 床 を 上げて 見た。 雪の 溶けた のが 軒から I 下にな つ 
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て、 日に 輝きな が ら 落ちて 居 る 。 石菖屋 の 屋根 は倾斜 が 急 だ から 雪が 氷った ま- - 雪崩に な つ て .U 

りケ めち るの が 大きな 昔で ある。 森の 向 ふの 邸で は 鼓の 音が ボ ン，/ \,,T つて、 謠の聲 が 聞こえる。 

日 が 高くな つてから 婆さん は 杖に 鎚 つて 刖莊に 行って 見る と、 庭の 松の 樹の 大枝が 折れた ま \ 下 

つて ゐる。 S になる と凌霄 は？ { が 梢まで 這 ひ 上って 赤い 花 をつ る 松の 樹 である。 雪の rm えた {!: の 

畑に 鸦が黑 く 下りて ゐる。 森の 上に は 淡い 雲が 輕く 流れて 氣 持の よい. S である。 婆さん は 袖垣に 

凭つ 掛 つて、 久し振りに 晴れ/ \ した 景色 を 眺めて ゐ ると、 不意に 表の 耳 門が いて 道行 を 着た 

こちら 

老人が 入って 來た。 此方 を 貸 すんだ さう です が、 と 云って 家 を 見に 来たので ある。 いろ/ し 

た 末 鬼 も 角 も ー應拜 見したい と 云 ふので、 婆さん は 雨戶を 明けて 一 部屋 一 部屋 を案內 した。 老人 

は 柱 を さすったり 天井 を 眺めたり して 吟味して ゐ たが、 都合 七 問で 二十 五圓の 敷金 は 一 ーケ n 分で 

すなと 念 を 押した。 それから 日常り のよ ぃ緣 側に 腰 を 下して 暫く 庭 を 一 見して ゐ たが、 もう 梅が 

晚 きました ねと 云った。 婆さん は 今まで 知らなかった が、 手 洗 鉢の 傍の 寒梅の 古木に 皺くちゃの 

やうな 花が 一 一つ 三つ 小さく 吩、 いて ゐた。 老人 は歸 りしな に 多分 越して 來る ことになる でせ うが 借 

りる やうに なれば 近い 內に 若い者が 來る でせ うからと 云って 出た。 久しく 明き 屋 だった 家 も 叉 人 

が 住まう やうに なれば 泰 めいて 來る だら うと 思うて、 婆さん は 返事の ある 曰 を 心 待に して ゐた。 

老人 を案內 した 時に 婆さん は 別莊の 茶の 問の 天井 を 通して 雨の 漏った 跡が あるの を發 見して、 松 
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の 折れた のと 一 緖に 川久の 方へ 知らして やった。 

それから 一 一日 目に 法被 を 着た 若い 大工が 三 四 人で やって来た。 日本 橋^ら 天井の 修 縫に 寄越し 

たので ある。 勇ましく 變ゃ鎚 を 叩きながら、 廻り 舌での べつに 喋り 合って は聲 高く 笑って るた。 

婆さん は 茶 を 沸かしたり 香の物 を 刻んだり して 愛想 をした。 正午 休みの 時、 その 中の 年嵩な の が、 

此んな 森の 中に 獨 りで るた 曰に や. 淋しくて やり切れね えだら うなお 婆さん、 と 聞いた. - 婆さん は 

慣れ \ば 其れ程で もありません と應 へた。 一 人の 男 は 此んな 所に ゐ ると 第 一 火の 用心に よいと 云 

つた。 今一 人の 男 は 其 代り 旨い 看が 食 はれめ えなと 氣を 揉んだ。 未 刻に は 皆ん な枯 芝に：^ を据ゑ 

て 茶を飮 んでゐ たが、 屋根 を 甘 耳いた 藁が 破風の 處を 滅茶滅茶に 荒されて あるの を 見出， L て、 鸦が 

I 牙く つたんだ らう 猫の 仕業 だら うと 長い間 論じて ゐ たが、 遂に どちらと も 纏らなかった。 幾ら； 大 

井の 手 入 をした 所が 屋根が これ ぢ やしゃう が 無い から 又 屋根屋さん を 寄越して 貰 ふやう に 小舟 町 

の 旦那に 相談し ませう と 婆さんに 云った。 その 日 一 日 は 大工が カンく 叩いて 常にな く El 氣 であ 

つたが、 道具箱 を 界 いで 左様ならと 威勢よ く歸 つて 行った 後 は 急に 淋しくな つて、 婆さん は 森の 

梢 を 赤く 染めた 夕日 を 見ながら 立ちつ くして るた。 

それ か ら 間もなく 屋根屋が 車に 蘖を 積ん で やって来た。 その 日 も 婆さん は 茶 を 沸か して 出した。 

屋根屋 は此 間の 大工 ほど 威勢よ く は 無かった。 親子 二人で 手拭 を 冠った ま  一 日 尾极の 上で 鉄 を 
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鳴ら， L てゐ た。 而 して 子供が へ マな 事 をして 親爺に 叱られて るた。 屋根屋 は 鸦の惡 ：！ ばかり 云つ 

て 封って 行った。 

雪の t 昇れた S に來た 老人から は 其 K り 何の 挨桜 もない。 婆さん は； $日< おて にならぬ 物 を 待つ や 

うな 氣で n を 立て  るた。 PK 氣 の麗ら かな 日に は緣の 下の 石 苗；： 鉢 を 日向に 並べ て 紫に 光澤 を かけ 

る 事が ある。 細い 杉 翁の 先 を 紙で 捲いて、 それに 水 を 浸 L て は 潔き 紫の 一 枚 一 枚 を 丹念に 撫でる。 

一 鉢が すむ に 婆さん は 腰 を 叩いて は 身 體 を 仲す。 斯う やって 造って？ ¥\ と、 近所の 植木屋が 買 

ひに 來て、 五 鉢 十 鉢と 持って 歸る。 それが 婆さんの 臨時の 牧人になる ので ある。 庭の 芝草が 靑く 

芽 を 吹く 頃に ならねば 石莒の 光澤 もよ くなら ぬ。 寒の 强ぃ 時は氣 をつ けぬ と 葉の 先き が 黄い ろく 

枯れて 了 ふ ことがある。 

別 莊には 其 後 誰も 來る 人はなかった。 婆さん は 矢張り 一 人で 募さねば ならなかった。 秤く |g い 

た 灭氣も 亦 崩れて 来て、 明けても 暮れても 灰色の 空ば かりが つ く。 八 「年の 餘寒 はいつ もよりも 

ひどい 様 だと 皆ん なが 云 ふ。 森の 後で は 鼬の 凍え死ん だの を 見出して 子供が 一 日 玩具に L てるた。 

婆さんの 石菖鉢 は 氷り 付いた ま \ 緣 の 下に 列んで 居る。 葬式 は 相 變らす 鉦 を 鳴 ら し て お R 石 萬屋 

の 前 を 通る。 
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(吉直 三） 巢の鳥 小 


小鳥の 巢 〈抄ぎ  4? 木 三 ま. ま 2 

十 古 は. 4 一，、 小さい 万千 子が. E 分 を 導いて、 窃 つと 夕方の！： 口に 出て、 二階の 屋 根裘 の^に， 仄 

S び さ 

暗い 燕の 姿 を 指す 聲を 耳に 浮べ た。 

とし  つ- 1;?  くろ  とし 

それ は、 いつ あの 屋根裏に 附 けた S 架で、 幾年 來 馴れた 燕 か。 毎年、 裏の 梗の 枯葉が はら/ \ と- 

倉の 屋根 を 越えて 庭に 落ち 敷く 頃になる と、 もう 彼等 はいつ の 問に か殘 らすゐ なくなって、 淋し 

かど 

く か.. -る S 架に 冬が 來る。 小さい 二人 は 祖母の 炬 缝に寢 せられる。 門の 小鳥 は、 すっと 南の 方の 遠 

ぃ國 へ、 親子 みんなで、 いくつ も 海 を 渡って 歸 つたの だ 七 祖母が いふ。 二人 は それき りで、 上つ 

た 燕 を 忘れて しま ふ。 その-つちに 正月 もす む。 狐に つま，^ れぬ呢 ひに、 白い げんげの 花 を 一 っ袂 

に 入れて、 舊城の原に十：筆を摘んで暮して^月も^^さミ，-。 祖母 は 毎年 冗戲 に、 膳の 斑 ほどの 薩泰 

へ、 數 へる ばかりの 蠶を飼 ふ。 十吉と 万千 子と は、 祖母に 首ひ附 けられて、 その 僅の S のために" 

. 裏の 無 花 の 木の 下 や 垣根の 隅に 自然に 生えて ゐる 桑の 若葉 を 探しに 行く。 そのつ いでに、 隱居 

所の はづれ から、 裏の 濠 を^いて 見る と、 雨上りの あとに 殖えた 薄黑ぃ 水に、 小さな 靑ぃ 藻が、 

一 面に 出て 漂 ひ 浮いて ゐる。 茨の 花が ところ.，^、 向う の 堤の 青草の 中に 仄白く 兑 える。 さう し 
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(吉 21 三） 巢 の 小 


た 五月が 來 ると、 忘られて るた 屋根裏の 小 為が、 いつしか 去年の 古 巢に歸 つて 來る。 それ を 或 曰 

万千 子が、 舞扇 を 胸 帶に揷 した、 踊りの 稽古の 歸 りに 見出した ので ある。 

.AV1 ぐち  つば. 、ろ 

翌日 門口へ 出て 見る と、 歸 つて 來た燕 は、 壞れ かけて るる 去年の 古 m の 脇へ もう 一 つ $ 染を附 け 

ようとして、 頻りに 忙しく 働いて ゐる。 二 匹が 代り 飛び出して、 しばらく 置いて 射る やうに 

たる * 

歸 つて 來て は、 糸に でもつ かまり 下った やうな 恰好 をして、 古 の 直き 側の 榱へ、 何 か 口で 一寸 

いと 喰つ 附け ると、 また 直ぐに、 追 ひかけ る やうに 飛んで 行く。 ちつ、 ち、 と 叫んで 驅け 出る と- 

もう どこへ 逸れた か 影 も 見えない。 

すると、 もう 一 つが、 ついと、 曰の 當る中 を 斜めに 切って 歸り 着いた と 見る と、 ぴたりと 小层 

根に 泥土が 垂れ 落ちる。 燕は少 しづ- - 泥を銜 へて 來て は附 ける のであった。 この 次に は 先の 分が 

ち. S 

歸 るの だと 待ち受けて ゐ ると、 なぜ だか 今度 は 少し 問が ある。 と、 一寸い とほかの 事を考 へて ゐ 

るう ちに、 燕 はふい と 下から 足元 を 伊うて 巢に 飛び 附く。 髮 毛の やうな もの を銜 へて 來た やうで 

ちと 

ある。 それと 入り 代り 歸 つた 一 匹 は、 前のに 驅け 後れまい とする やうに、 直ぐ また 急いで 後から 

飛んで 行く。  ， 

この やうに して 二つの 小鳥 は、 時日が 切れで もす る やうに、 小 休み もしす にせつ せと 忙 がしく 

S 杲を 作る。 
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(吉重 三） 巢 の 鳥 小 


il を 置いて 再び 出て 見る と、 最早 大分 圓ぃ 壁が 附 きかけ て來 た。 さう かと 思 ふと、 その 次に 外 

からの^りに 見れば、 折角 あれほど 心配して 少し づ \ 積み 足して 行った のが、 いつの 間に か、 げ 

つ そりと 下側が 崩れ落ちて、 その 泥が 小屋 根に びたり と 固まって ゐる。 何だか 自分の 事の やうに 

じれったい。 燕 も 心に は 悔しが つ て るるので あらう けれど、 彼等 は 子供た ちが さう い ふ揚 合に す 

る やうに、 どうに も 仕方のない 事 を、 仕事 を 止めて 考へ 挫け はせ ぬ。 その くら ゐの事 は 計算に 入 

れて ある やうに、 やつば り 小 止み もな く 工事 を續 けて、 終日、 雨の 足 ほど 往 つて は 歸る。 それで 

夕方に なれば、 再びお よそ 半分ば かり m の 形が 出 來てゐ る。 薄暗くな つてし まへば、 もう 古！ 3^ の 

中 に 這 入 つてる るの か、 仕 かけた 作 事 を 黄昏 に 置い といて、 鳥 は徐と 消え た やう に 影 を 亡くし て 

ゐる。 

-っち 

「もう 寢 たの だら うかのい。」 と、 小さい 万千 子と 十吉 はさう 言って 家へ 這 入る。 

^ ちにち ふっか 

二人 は それで 再び 一 日 二日 鳥の 事 を 忘れて ゐる。 鳥 は その 間に 巢を 仕上げて、 もとの 巢の 入口 

の 側に、 もう 一 つ 口をつけた。 丁度 外見が、 どちらから でも 同じ 一 つの 室へ 這 入れる やうな 恰好 

になって るる。 これで 彼等に は 一 と 仕切 作業が すんだ ので ある。 

しばらくの 問に、 彼等 は 毎 曰 晝は巢 を 外にして どこへ か 飛んで 行って ゐる。 十吉 は、 下女が 筍 

A  二" 4  つば ろ 

を 買 ひに 行く のに 附 いて 出て、 向 ひの 材木屋の 物干の 横木に、 二つ 棲って るる 燕 を、 自分の 家の 


(吉 i!> 三） ^ 小 


だら うと 思 ひながら 歩いて るると、 町角 を 曲った 下駄屋の 小屋 根に もまた 一 一匹 ゐる。 町 を： けけ 

ば、 また 二三 匹  >  例の ちいくと 啼 きか はして、 往 來を抄 うて 往 きかへ りして 飛んで るる。 木 町 

とま 

筋へ 這 入る と、 そこに は 何十 匹と 群に なって、 電線に 並んで 棲って るる。 入り 代り 飛んで はまた 

來て 棲る。 一 つが 大勢の 中へ 割り込んで 這 入って 固まり を廣 がらせたり、 左と 右と 入り 換 つて 见 

たり、 くるりと 向き を變 へたり して 棲って るる。  - 

すると 問 もな く、 屋根 襄の S 架に 再び 忙 がしい 晝が來 る。 燕 は S 果の作 事の 時分の やうに、. 何囘と 

なく 往き返り をして、 頻りに 藁 屑 を 運び入れる。 ふとす ると、 自分の 丈よりも 何 倍 も 長い、 ；本 

の 全での 菌，： „^銜 へて、 引き 指る やうに して 飛んで 歸 つて、 奥に 這 入り 餘 つたの を その 儘に、 しば 

らく 入口へ 下らせて ゐる或 日 も ある。 かう L て 小 は 子 をす る 支度 をす るので ある。 いつの ii に 

卵 ど 生んで、 二人で どうして 鳥に する の だか、 それ は十吉 等の 目に は 見られない。 

五；！！： も 半になる と、 裏通りの 町々 を 女が 頭に 籠 を 載せて 莢 豆を賣 りに 來る。 その 莢 豆 も 追々 に 

すっかり 實が 入って、 家で は 最早 莢を釗 いで 煑る。 万千 子 は 板の間で、 祖母と 二人で その 豆 を爽 

から 扱いて、 ばたん くと 膝の 上の 錫の 小 盆に 溜める。 十 吉は竹 箸 を 削って その 豆粒で 彌次郞 お 

衞を插 へて、 指の 先に 止めて 門 n に 出て 行く と、 S 极裹 がちい/ \ とさわが しいので、 目 を 上げ 

て！：. 斗る と、 知らない 問に 離った 五六 匹の 雛鳥が、 まだ 毛の 生え 切らぬ、 嘴ば かりの やうな 頭 をて 
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(吉 i 三' 巢の鳥 小 


ん-^に突き出して、 親 を 待ち 苛って 啼き 立て.^ ゐ るので ある。 见てゐ ると、 しばらくして 親鳥 

が 例の 抄 つた 飛び 方 をして 歸 つて 来て、 巢の 口に ぶら 下る やうな 恰好 をして、 口に 銜 へて 來た餌 

を 子 鳥の 口へ 分けて やる。 子 は 互に 先に 取らう として、 南瓜の 花の や.. な 大きな 黄色い 口 を 裂き 

問いて、 重なり合って ハサ ひさ わぐ。 親 は そのいく つもの 口へ 順々 に 嘴 を 配る と、 またつ いと 飛/し 

で^ を 取りに 行く。 小鳥 はこれ で 三度 目の 忙 がしい 晝を 見る ので ある。 

この やうに して 雛が 段々 と 羽根が 整うて 來 ると、 二つの 親鳥 は 外から S 架の 口に 近づいて、 銜へ 

た 小 虫 を 突き出して は、 中の 子供 を 引き出さう とする。 子が 餌に 飛びつ く かと 田 3 ふと 親 はさつ と 

あと ひ 

後へ退く。 さう して ゐる 拍子に、 子の 一 匹が 力 限りに 飛び か.^ つて、 S 果 から 三四寸 立ち 離れる と、 

足の 附く ところがな いのに 愕 いたやう に、 あわて \ 中へ 引き 歸す。 かう いふ 風に して 子 鳥 はだん 

だんと 飛びた つ 事 を 習 ふので あった。 そのうちに は 親の 後へ 附 いて、 辛うじて 向う の 屋根まで 出 

る ほどになる。 水に 溺れ かけた やうな 恰好 をして、 彈條仕 かけの やうに じり /s.^ と，. E く！ 5£ん で 一 了 

つて、 やっと 向う の 屋根に 足湯 を 得る。 さう して そこで 親の 取って 歸る餌 を 待ち受ける。 

十士  ：！ と 万千 子と は、 祖母の 兩 脇に 坐って、 各々 が 見た、 さう いふ 小鳥の 課業 を、 一 々、 ，^チ つ. て 

祖母に 話し 誇る のであった。 祖母 は 一 一人の 言 ひ窮る 言葉 を 補 ひつ \ これまで 自分の 少しも 知ら 

なかった 事の やうに 聞いて くれる のであった 。 


(吉 三） 巢の鳥 小 


あさ 

子 烏が 最早 獨 りで 自由に 餌 を 漁る やうに なると、 屋极の 奥 はいつ しか 蜘蛛の 奥に 鎖され る。 

は みんなで 巢を 捨て \、 どこで 夜を寢 るので あらう。 晝は本 町筋の 電線に 集って、 二 町 も 一一： 町 も 

とま 

黑く繽 いて 棲って るる。 どれが 子 か 親 か、 もう 151! 別 も なくなって ゐる。 

やがて その 小鳥の 群が 毎日 濡れて 並ぶ 雨の 日が、 何日と なく じめ-. と績 く。 十吉 は？ J 口り 雨 

つ さ 一 

落-溝に 附 木の 舟 を 糸で 引いて、 ほろ \ さびしい 日を 送る。 それが すむ と、 褢の 枇杷の 鈴が 熟れて、 

問 もな く 靖蛉が 出る。 月夜 草 が^く。 浴衣 を 汚して は 洗 はせ て、 着換 へ. /(\ する うちに、 ほ 1 々と、 

Sill の 使い 秋の 夜と なって、 それから とうたう 木の葉の 落ちる 時分と なる。 十士 r: 等 はもう 燕の 事 は 

疾 くに 去年の 事の やうに 忘れて しまって るる。 その 間に 彼等 は、 二人の 氣づ かぬ 問に、 暖ぃ 南の 

國へ、 いくつもの 海 を 越えて 歸 つてし まふので あった。 

それ は 最早 何年の 昔になる であらう。 母の ない 十吉 が、 格子の 外の、 小さび しい 日向の 屮に、 

万千 子と 一 一人で 小さい 影法師 を 並べて 遊んで ゐた 頃の 事で ある。 今でも 小鳥 はやつ ばり I:!: じ 屋根 

裏に を 喰うて、 毎年、 水に 浮 藻の 漂 ふ 五： =: を 尋ねて は、 昔に 變ら す來 るので あらう か。 十吉 は、 

もう 五六 年 以上 も、 門口の 巢に 燕の 影 を 見る 機會を 持たなかった。 彼等の 往き かひ を 記憶に 探れ 

ば、 いつも 万千 子と 二人で るた 時分の 事が それから それへ と 目に 浮んで 來る。 十吉は 更に、 一羽 

の 燕 を 交へ た 二人の 戀を、 恰も 消え かけた 畫の 一 部分 を 見る やうに 思 ひ 5!^ ベた。 
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(石 繞） 會 踏 舞 


毎年 除 夜 に は セント 、ポオ ルス 寺院の 前庭 は 人で 埋まる とい ふ。 九分九厘 ま で は 蘇 格 蘭人 で 、 

それが 銘々 ヰス キイ、 ワインの 罎を 用意して 出て 居る の ださうな。 そして 正 夜半の、 舊年を 送り 

新年 を迎 へる 鐘が 寺院から 鳴り 出す の を合圖 に、 銘々 の 四 園の 人に 向って 旣知、 未知の 構 ひ 無く、 

『丁、 ハツ ピィ、 二 ユウ、 ィァ』 

を 叫んで、 豫て 用意の ヰス キイ、 ワインの 盃を棺 める。 そして 『ォォ ルド、 ラング、 ザイン』 を 

合唱す るの だとい ふ。 此の 盛んな 景色 も 見たい に は 見たい が、 友人 ヰル ソン 君が 案. 2: しょうと い 

ふ 舞踏 會も 見たい。 どっち を 見ようかと 迷った 揚句. ダンシング * パァ ティへ 行って る ことに 

決めた。 

夕食 はヰル ソン 氏-; で 御馳走になる。 食後 煙草 を ふかしながら、 

『何處 であるん です、 そして 何時から？』 

『なに、 スクヱ ァの向 側の ミス、 ジ ィの處 だ。 八 時半から とい ふんだ が、 九 時 過ぎて 行き や {且 か 

らう』 


(右 繞' 畲 1；^；、  n 


と 緩く り 構へ て 居る。 ヰルソ ン氏方に寄宿してる英人の ハ ンタ^^^、 佛 人の フラゼ リイ 君 も 同行す 

る の だ と い ふ。 一 一人 は 食後、 衣 物を換 へに 二階へ 上った。  . 

『ダン シ ン グの會 だから、 矢張り ィ イヴ 二 ング で來り やよ かった に』 

とい ふと、 

『プライ.、 ェ ニト の小會 だから、 黑ぃ 着物で さへ あり ゃ宜 いんです。 僕 も 之れ で 行きます。』 

とい ふ- モォ ニン グを 着て 居る。 二階から 下りた 二人 を 見る と、 これ も背廣 を乇ォ ユングに 換 

へた 許りで ある。 フ ロッコ オトの 僕い さ か 安堵した。 ヰル ソン 君の 妹の ヱダ 君、 化粧に 仲々 手 

問 取る。 カフ ヱも飮 ますに 自分の 部屋へ 紙け 上った の だが、 かれこれ 一時間 も經 つに 下りて 來 

ぬ。 やっと 九 時 少し 前に、 スカ アトの 昔- ンャラ /\ と 食堂の 扉 を 明けて 入って 來た。 夜 會服を 着 

て： る。 裾 を 一尺 餘り も曳 きすって 居る。 リ リイ、 ヲブ、 ザ、 、、ヮ レイの 香 ひが 馥郁 として 食堂に 

『さ、 出掛けよう。 つい 其處 だから、 外 赛も暢 子 も 家內に 置いて 行かう。』 

とい ふ。 五 人 共 帽子 無しで、 ス クヱァ の ぺ H ヴ メ ン トを迎 る。 

穴ェは 曇って は 居る が 降りさう に はない。 風 も餘り 寒く は 無い。 ミス、 ジィ の玄關 のノッ カァを 

敲く。 內 から ドア を 明けた 下女が、 
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『どうか 御 入り 下さい。』 

とホ オル に 沿 ふた 部屋の 扉 を 明けて 案內 して 吳れ た。 もう 始ま つたと 見えて、 ピアノ の 音に 連れ 

て、 舞踏の 足 招の 音が して 居た が、 それが ハタと 歇ん だ。 

部屋の 入口まで 出て 来た ジィ孃 が、 ヰル ソン 君の 紹介 を 待って、 僕 等 野郎 三人に 握手す る。 

『よく 来て 下さいました。 折角 男の 方の 數が 足りません ので、 困って 居ました。』 

とい ふ。 

『いえ- 私し や、 ダンス は 出来ません。 唯だ拜 見さして 頂かう と 思って 參 りました。』 

と 實の所 を 打ち明ける。 

部屋へ はいって 見る と、 天井から 下がって 居る 三組の 花 瓦斯 燈で晝 の 如く 明るい。 いさ \ か 面 

は ゆい 氣 がする。 部屋 は 五 間に 六 問 位の 廣さ だ。 

せい 

右側 は 壁で、 中央 三尺 許り 引 込んで る レセス に 安樂 椅子が 置いて ある。 それに は 丈の 高い、 燕 

尾 服 着た 若い 男が、 廿ー 二の 女 二人と 腰掛けて 居た。 

正面の 壁の 中央 は ファイア、 プレイスで、 石炭が 盛んに 燃えて 居る。 その 爐の 右側の レセス に 

も 安樂 椅子が あって、 十七 八の 娘と、 廿 二三の 女と が 腰かけて 居た。 左側の レセス の處に は、 大 

きな マホガ ニイの 圓 卓が 据 ゑて あって、 ワイン、 ヰス キイ、 シェ リイと 見 ゆる ボルトが 四 五.：^、 
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ソ オダ、 ヲ オタ ァの罎 が 四 五本、 御菜 子の 盛って ある 大皿が 二つ 三つ、 二， r:^ も 積み重ねた 小皿 

などが 載して ある。 そして 罎； や 皿の 問に は クラ ッ 力 丁 が 隙間な く 置いて ある C 

左側 はス ク H ァ の 見える 窓が 四つ ある。 そして 窓際の 長椅子に ス モォキ ングを 着た 一 一十 五六の 

男と 派手な 着物 着た 五十 許りの 女と が 腰かけて 居た。 

部屋の 左の 隅、 食卓と 反對の 側に、 斜めに ピアノが ー臺 置いて ある。 左右に 立てた 二 本. の大 ほ- 

燭に顔 を 照らされて、 これ も 五十 許りの 女が ピ 丁  ノ に 向って 坐って 居た。 

主人の ミス、 ジィ とい ふの は、 ミス は ミス だが 五十 近い 嬢だった。 

僕 等が 部屋へ 入る と、 皆ん な 座 を 立って 寄って 來た。 僕 はヰル ソン 1!;; の 紹介 や、 -モ^ の 紹介で、 

此八人 一人/ \ に 握手す る。 ハン タ君、 フラゼ リイ 君 も 同様 だから 『ハウ、 ド、 ュ、 ドウ.！ 一 が 幾 

度 か 繰り返へ される。 一 々やる の は 厄介 だが、 然し 日本で 偶 ま 見る やうな、 同席して 居ながら 最 

後まで 睨み合 ひで 居る やうな、 あんな 變な、 窮屈 はなく つて、 紹介され て 一度 掘 手す ると、 十 年 

の舊 友の 如く、 親しく 話し合 ふ此 地の 習慣 は 僕に は 甚だ 心地が い. -。 

僕 は ピアノの 橫の、 入口の 扉つ きの 壁に 沿 ふて 置いて あった 椅子の 一 つに 腰かけた。 

『さあ， ワルツ を』 

とい ふので、 ハン タ君、 フラゼ リイ 君、 それに 人 「二人の 紳十； が、 若い 女 g: 人と 二人 づ. -祖み 合つ 
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て 踊り 出した。 ワルツ は 一番 普通な 踊り だ。 何處の 舞踊 會 でも 十 桥 踊りが あれば 七番は ワルツ だ， 

こと 3£ 普通な 踊 だ。 男の 左手と 女の 右手と 握り 合って、 多くの場合 肩と 水平に 保つ。 男 は 右手で、 

女の 腕 下から 輕く腰 を 抱く。 女の 左手 は 男の 右 肩 を 抑へ て 居る の も あるが、 裳の 長い 女 は 男の 右 

もすそ 

肱 を 抱へ つ \ 裳 を褰げ て 居る の も ある。 音樂は 先 刻 ピ 了  ノに 坐って たのが やった。 音樂 の 拍子 に 

連れて、 女 を 抱へ ながら、 いつも 右足 を 引いて ダル/ \ 舞 ひ を やって さへ 居れば： s\ やうに 兑ぇ 

る。 六つ かしい もんだ と 言 ふこと だが、 見て： る 眼に は 左う とも 思へ ぬ 

女 は 多く 澄した 顏 して、 男の 足 取に 隨 いて 唯 クル/ \ 廻って 居る やうに 見える" 舞 ひながら— 

I. 音樂 の 音 で聽 こえぬ が —— 男 は 切りと 何 か 女の 御機嫌 に 入る やうな こと を 言 ふ と 見える" 時々 

女 は 11 ッコと 微笑む" 僕の 前へ、 あの 組 この 組と、 舞 ひながら 通る 度； 母に ワイト 口 オズ、 リ リイ、 

ヲヴ、 ザ、 . 、ヮ レイ、 ヘリ オト n ォプ、 ゲイ ォ レットと、 芳香 鼻を撲 つ。 女の 白哲の 顔が 樱色 にな 

る。 い \ 色 だ。 

一番す む。 女 共 は 男の 進む る 椅子に 腰 を かける。 そして 或は 牙 骨- 或は 塗 骨の 房の 垂れた 扇子 

を輕 やかに 使 ふ。 

『お-、 あつ』  .  I 

なんて 言って 居る" フラゼ リイ 君と、 今一 人の 丈の 高い 何とか 言った 男と が、 女の 前へ 一 々行つ 4 
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て、 

『何 か 上げ ませう か。 ラムネ？ ソ オダ 水？』  . • 

なんて 言って る。 

『え.^。 私に ゃソ オダ 水 を 下さい。』 

『. ^雞 う。 そん. な に 渴き ません からま づ ： ： 』 

てな こと を 女 共 は 返事す る。 紳士 二人 は、 食卓へ 行って、 ゾ オダ 水 や ラムネ やら を 注いで、 その 

. お盆 を 恭しく 女 共の 前 へ 持って行く。 

その 次に もヮル ッ が 一 番 あって、 其の 次に はボ ルカが 始まった。 

『大 谷さん、 おやりなさい。』 

『とてもく』 

『ス リイ、 ステップで すから、 すぐ覺 えられる でせ う。』 

と、 王 人の ミス、 ジィが 來て言 ふ。 平に 御斷 りする。  . 

『ワイ ンを 上げ ませう か、 シ H リイ を 上げ ませう か。』 

とい ふ。 ボ オト、 ワイン を 一と コップ 賞って 啜りながら ダンス を 見物して 居る。 此の ボ. -カ がす 

むと、 下女が 二人で、 臺 所から カフ H を 蓮んで 來た。 先づ 若い 女の 方から 飮 まして、 僕 等へ は G 取 
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後に 持って 來る。 サンド ヰチも 持って来た。 ハン タ 君が 僕の 隣り の 椅子に 腰 力け に來 て、 卷 煙草 

を吳れ る。 

『どうです、 君 も 加 はりた まへ』 

『だつ. て 僕 は 一度 も經驗 がない の だから。 少しで も 習って ると や るんだ が』 

『なに、 皆ん な 下手 だから、 クル/、 廻って さへ 居り やい \』  . 

と眞 面目で 言 ふ。 

カフ H を 下女に 下げさし てから、 さっき 爐の 右側の 安樂 椅子に 居た 十七 八の 非常に 美しい のが， 

座 を 立って、 僕の 前 を 

『ェ キ スキュ ウス、 ミィ』 

で 通って ピアノ を 前にして 立った。 そして 突然 朗々 と 歌 ひ 出した。 文.？ は 少しも 判らぬ」 佛蘭西 

語で も 無く、 獨逸 語で も 無い。 伊太利 語らし くきこえ る。 文 何 は 判らぬ が、 確に 歌 は 旨い。 歌 ひ 

終って、 ん なの 拍手 中に 奮の 席へ 歸 つた」 

僕 は 左側に 居る ェ ダ孃 に 、 

『何處 の 歌？ 何ん とかいつ たね、 あの 娘の 名 は』 

『^太 利の； tr あれが リ リイ、 パ エル。 今， それ、 あの 扇 を 使って るの、 あれが リ リイの 姉さん 


473 


(石 繞） 會 m  n 


のガ丁 トル ウド』  ■ 

とさ. - やく。 僕が 初めて 部屋に 入った 時、 燕尾服の 若い？； と M じ 椅子に 腰かけて た 二人の-つちの 

一 人が その 姉の 方 だと 知る。 その 時の 今 一 人の 廿 一 一 一の 女の 名 を M くと、 

『アンナ！ 佛蘭 西の 人です よ』 

とい ふ。 そして 今一 人の、 二十 二三の 圓 顔の 中肉 中 丈の が、 ミー ーィ とい ふ獨 逸の 女 だとい ふこと 

も 知った。 ァ ン ナ 壤もミ 二 ィ嬢も 少しも 自國 語の 了 ク セン トが 無い。 僕 は 自分の 英語に ル みて 赧 

額せ ざる を 得なかった。 

次に ニダ 嬢が 主婦に 促されて ピ了  ノに 向った。 そして 英吉利の 田舍 歌の 短 かいの を 自分で 弾き 

ながら 歌った。 リ リイ 孃には 逸 かに 及ばぬ やうだった が、 それでも 皆ん な 拍子した。 

その 次に は、 また ダンスに 還って、 ワルツ を 一とし きり 踊った。 踊の 時 はいつ もの、 五十 近い 

女が ピ ァ / に 向った。 

それ-がす むと、 $1 ん なの やれる 遊び をし やうと いふ ことにな つて、 ミュジ カル、 チ H ァと いふ 

の を やる ことにな つた。 僕 もこれ に は 加 はった" 

遊戲 者が 十 一 人 居れば 椅子 を 十 脚 部屋の 中央に 一 列に 並べる。 第 一 の 椅子 を 左向きに r おけば i.? 

二の は 右 向き、 第三の は 左向き、 その 次の は 叉 右 向きと いふ 具合に、 腰掛ける 處を 交互に 反對の 
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側へ 向けて 置く" そして 可成 その 十一 人の 遊戲者 をば、 女 男女 男と 交互に して 十 1: の 一列の 椅子 

ぐるり  ケ. ろり fi. 

の 周圍に 一方 向きに 立た せる。 音樂に 速れ て 一同 足踏み 面白く 踊りながら 椅子の 周圍を 廻る の だ „ 

すると 突然 ー晉 樂が歇 む。 歇 むが 早い か、 一番 身近の 椅子に 腰かける の だ。 十一 人に 十 脚し か 椅子 

が 無い の だから、 一 人 は 掛け はぐれる。 その 一 人 は 退けられる ことになる。 今度 は 椅子 を 一 脚 減 

して、 淺 つた 十 人で やる。 その 次に は 更に 一 脚 減して、 九 人で やる。 到頭し まひに は 二人で 一 卿 

の 校 子を爭 ふこと になる ので ある。 狼 犯へ て 坐ら うとす るから. wf! と 女と がー つ 椅子に 半々 に 腰 

かける こと も ある。 誤って 女の 腰かけた 上へ 男が 腰かける ことがある。 音樂が 突然 歇んだ 時はキ 

ャッ キヤと いふ 騷 ぎだ。 此の 遊 戲はー 一度 やった がー 一度と も 僕 は 初めの 三四囘 のうちに 退け 者に さ 

れて しまった〕 

や 十み 

一 と 休息して から ガ ァ トル ウド —— 妹の リ リイ 程に は 無い が、 でも 美人の 部に 屬 する ガァ ト ル 

ウド 譲が 滑稽 演說を やる と 自分で 言 ひ 出した。 そして 部屋の 扉 近くの 處へ 行って 立った。 そして 

ジ H スチュ 了 巧み に 辯 じ 出した。 佛蘭西 人の 遣ふブ ロォ クン、 イング リツ、 ンュの 眞似 をす る の だ 

さうな- 如何 さま、 文法 も滅 茶、 そして 全くの フランス、 了ク セント だ。 一 百 ひ 詰る と 佛蘭西 語 を 

出す C 讓は 生粹の 英國人 だが、 その 英語 は 全く 佛蘭西 人の 英語に きこえる。 

『マ、 シニ リイ。 ダ ッッ、 イン ボッ シィ ブル。 デァ、 イス、 ノ、 レ H.. ソン ド、 ：： 』 
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と 力い ふやうな 文句の 處 では、 本當 の 佛蘭西 人 た る フラゼ リイ 君 苦笑！ ：3 て！！ いて 店る。 

濟んで 力ら 孃に フラゼ リイ 君に 向って、 

,  あ； --だ 

『どうでした- 問に 挿んだ 私の 佛蘭西 語 は 分りました か。』 

『私 の 英語 よりか あなたの 佛蘭 西 語 の 方が 旨い。』 . 

なんて 言 つて 居る- 

『序に、 も 一 つ 遣り ませう か。』 

と、 孃は 臆せす 始める。 演題 は r スモォ キング」 とい ふの だとい ふ。 今度 は獨 逸人の 下手な 英語 

を眞 似す るの だとい ふ。 こいつ も 面白かった。 

『デ ン、 ヒィ、 リイ ント、 ァ ゲン スト、 ダ、 ダ オル、 ゥ ント、 ビガン、 ッゥ、 シ ュ モ オタ、 ブッ 

フ、 ゥ ント、 プ ッフ』 

なんとい ふ處も ある。 これ も大 喝采だった I これ も濟ん でから、 座中の. 獨 逸人た る ミー 一 ィ孃に 向 

つて、 

『御 氣の毒 さま。 怒つ ちゃい やよ』 

『私し やそん な 英語 はっか やしなく てよ』 

僕 は H ダ孃に 


470 


(右 ( 突） 會踏舞 


n 貰に 旨い ね』 

とさ \ やくと、 P も、 

『イエ エス、 シィ イス、 、、エリ ィ、 タレ、、 ヮァ』 

.と 感心して る。 

一とし きりは また 獨 逸人の 英語、 佛蘭西 人の 英語の 噂が 始まる。 僕 は 私 かに 冷汗が 出る やう だ 

つた。 

ヰル ソン 君が 僕の 處へ 寄って 來て、 

『君の 時計 は 何時 だ』 

とい ふ。 出して 見て、 

『十一 一時 前 十五 分』 

と 答へ る。 ハン タ君 にも 尋ねる。 

『僕の は 十二時 十七 分 前』  •  • 

その 隣り の アンナ 孃 にも 尋ねる 。 孃は 左の 手首に 太い 金鎖 で卷 付けた 小形の 金時計 を眺 め て , 

『私の は 十一 一時に 十三 分 前』 

と；^ 合へ る。 
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『三人と も 違って るんだ な。 困った な あ』 

と ヰルソ ン おが 首 ふ。 僕が 

『メヂ アム を 取って、 僕の が 正しい ことにし ちゃ』 

とい ふと、  ， 

『さう しょう。 一寸 貸して 吳れ 玉へ。』 

と官 も 鎖から 外し て 貸し て やる と、 ヰル ソン 君呰ん なに 向って、 

『レディ ス、 ァ ン、 ゼ ン ツル メ ン。 今、 十一 一時 前 十五 分です。 一 同盃 を擧 げて舊 年をド リン ク、 

アウト L、 新年 を ドリンク、 イン. L やうで は あ ，= ません か。』 

と 提議した。 贊 成々々 の聲 がする。 、H^^g は 呼 鐘 を 鳴らして グラス を 六つ、 コップ を 八つ；；；^ つて 來 

さした。 グ ラ ス にはソ オダ ヰス キイ を 注ぎ、 コ ッ プ に は シ H リイ が 注がれた" 男はグ ラ ス を、 女 

は コップ を 受取る。 ヰル ソン 君瞻 入りと なって、 部屋の 中央に 圓陣 をつ くれと 命す る。 3^ 女、 女 

あし， b と 

女？； とい ふ厕に 並ばせる。 コップ、 グラス を銘々 の 足下に 置く。 兩手を 胸の 前で 左.； に 六义叉 

つな 

L て 隣り の 人と 手 繋ぎ を せよ と 命す る 。それ か ら 時計 を 眺め て 居た 同 君 は、 

『丁度 十一 一時 五分 前 だ。 ォォ ルド、 ラ ング、 ザ ィ ン を 合唱しょう』 

とい ふ" 皆ん な 繋いで る 手 を 上下に 振り 動かしながら 歌 ひ 出した〕 ォォ ルド、 ラング、 ザイン は、 
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日本の 「螢の 光」 の 節 だ。 いや 「螢の 光」 はォォ ルド、 ラング、 ザインの 節 を 採った の だ。 だか 

ら、 僕 は 原語 はう ろ覺 えだが 「螢の 光」 なら 記憶して 居る。 然し 日本語で やる と 揃 ふまい と つ 

たから、 

トト オト ト、 テ エト オト ト、 テ エト オト * トテ ェテェ 

とべ ェ スで合 はせ る。 我ながら 可笑しくなる。 五十 女 も 娘 も 一 パイの 聲で ill ふ。 ソプラノ もテノ 

ルも ある。 窓 砲 子が 震 ひさう だ。 

ふち 

合唱 終って 各 コップ、 グラス を 取上げて、 ヒップく フレイ を 三度び 唱 へて、 に K 孤の 緣を 

かち 合 はさして から グイと 飮ん だ。 

外へ 出て 鐘の音 をき かう とい ふので、 盃を 手に しながら、 ぞろく 玄關 から  >  外の スクェアの 

ちたり うち 

處へ 出る。 此の 邊の家 は何處 もま だ 起きて 居る。 ピアノの 昔 もき こえる。 歌 もき こえる。 耳 をす 

ますと、 何處 かの 寺から か、 舊年を 送り、 新年 を迎 へる 鐘の音が 響いて 來る。 皆ん な 口々 に、 

『ァ、 ハツ ピィ、 ニュ ゥ、 ィァ』  ， 

と 空 を 向いて 叫ぶ。 すると 向 ひ 側の、 何處 かの 二階の 窓 を あける 音が して 

『ァ、 ハツ ピィ、 一一 ユウ、 ィァ』 

と應 へる 聲 がした。 三 軒 目の 三階から も、 窓 を 明けて 
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『ァ、 ハツ ビィ、 二 ユウ、 ィ丁』 

と 叫んだ。 僕 等 は、 飮み殘 りの 酒 を飮み 干して、 通路の アスファルト 道へ 盃を 投げた。 ガチャ リ 

ン.. （- と碎 ける 昔が 痛快 だ。 寺の 鐘に 切りと ゴ ン. C 鳴って 115 る e 

ヰ 几 ソン 君 は、 

『僕の 隣り の 口 ォ ス 君が 起きて ゐる やう だから、 呼んで 來 ませう』 

と 言って 行った が、 やがて 五十 餘 りの、 頭の 宪 げた 男 を 連れて かへ つた。 皆ん なが、 その ロォス 

君に 『ァ、 ハツ ビィ、 一一 ユウ、 ィァ』 を 浴びせ かける。 口 ォス哲 は 『ザ、 セ ェム、 ッゥ、 ユウ』 

に 忙殺される。 

『さあ、 ク ラッカ ァを 皆さん』 

と 言って、 主婦が 一 つづ \ク ラッカ 丁 を吳れ る。 紙 を 太 鈹の撥 程の 丸 さ 長さに 卷 いて、 その上 を 

槍 模様の 色紙で 包んで、 兩 端が 捩ぢて ある。 二人で 端 を 持って 引 張る と 途中から 接ぢ きれて、 高 

く ボンと 音の する 仕掛が 中に して ある 物 だ。 野郞 同志で は 引 張らぬ。 レディに 片方 を摑 まして 一 

二の 三で 引 張る。 中には 何 か 知ら 入って 居る。 僕のから は 道化役者の 冠る 尖った 紙 製の 情 子が 出 

た。 日本 商店から 買 ひ 求めた ものと 見えて、 曰 本字で 書いた 辻占の 入って る もの もあった。 ハン 

タ 君のから は 銀紙 製の 烏帽子が 出た。 同 君 は それ を 冠って、 僕に も 僕の を 冠れ と 言 ふ。 フ "ッコ 
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オトの ゆ r 紅色 紙の！ i 錐 形の 幅 を 冠る。 、}i ^婦と 僕と で 引きちぎった 巾から は让卜 ：！ が 出た。 

『ほ ん と に 結婚し て 下さいます か』 

と 書いて ある。 

『何ん とい ふ 意味で す？ 飜譯し てきかして 下 さ い 。』 

とい ふ。 

『ヰ ル、 ユウ、 リア リイ、 マリィ、 ミィ とい ふ こ とです』 

『トル ゥ？ ァ アンチ ユウ、 メェ キン、 ファン、 ノ ブ ミィ ？』 

『本 常です とも』 

『あ- -、 下に 英語で 小さく 書いて あります。 あなたの 仰 首った 通りです。 こり や 面白い。』 

と霄 つて 女 共に 見せる。 ^んな ハツ ハと官 つて 笑 ふ。 フラゼ リイ 君のに も 辻占が あった。 

『あなた を 思って 居ります よ』 

と縱に 日本 字で 書いて あって、 下に 小さく、 アイ、 シンク、 ヲヴ、 ユウと 書いて ある。 

『君！ 之 を 君から だと 云って ミス、 リ リイへ やる よ』 

と爐の 右側の 安樂 椅子に 腰かけて、 扇子 を 胸の 邊で 弄んで る 孃の處 へ！ 持って行った。 

『ミス * リ リイ。 ミス タ、 オタ ァ- 一一が 之 を 差 上げます つて』 
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『IH 本字で 書いて ある ぢ やありません か。 讀め やしません わ。』 

『いや、 下に 英語で 飜譯 して ある さう です』 

『ハハ ハハ。 ミス タ、 オタ 了  二、 どうも 1^ 難う』 

と 朱 @ を綻ば して にこやかに 1  ロ齒を 見せる。 攘は フラゼ リイ 君の 戯談 だとい ふこと は 氣付 いて 居 

る。 氣 付いて 居ても、 そして、 『髮 の黑ぃ 黄色な 顔な せ 低 男め が』 と 内心 嘲笑して 居る にしても 微 

塵 も そ ん な 氣を顯 は さ ぬ 。 

『ム ジ イク、 ァ ン シ ャ ン ティ を やら うぢゃありません か。』 

と 誰れ か f 發議 した。 ガァ トル ウド 孃が、 

『私し ゃピ ァ ノ を やり ませう。 ェ ダ さん 御 試り な さ い 。』 

とい ふ。 エダ 孃、 そこで 部屋の ドア を 明けて ホ オルへ 出て 行った。 ー體 どうい ふこと をす るの か 

と、 ヰルソ ン 君に 尋ねる と、 

『部屋の 中の 人が 私 かに かう..， （- いふ こと を させようと 定める。 例へば チョコ レ H トを 取つ て 食 

はせ ようと 定める。 鬼に なった 人 は 何 を 自分に させ やうと する のか 固より 知らぬ の だ、 然し 音樂 

が 急になる 方へ 行って、 鬼に 何 を爲せ やうと 思って るの か を、 音 樂の緩 念で 想像して、 無言で 爲 

せようと され てること を赏 行す るんだ。 僕が 今 首 つたこと をさせる ことにしよう。』 
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とい ふ。 やがて ガァ トル ウド 孃は 何の 曲 か彈き 出した。 ホ オルへ 出て 行った ニダ 孃は扉 を 明けて 

入って 來た。 そろり/ \ と爐の 方へ 進む。 昔樂の 拍子が 漸次 急になる。 ヱダ孃 すん， （- 進む。 爐 

の 前に 立って るた 若年の 紳士の 方へ 向く。 音樂は 突然 緩やかになる。 こっちの 方ぢ やない と 推察 

したの か斜 左に 向いた。 音樂が 急になる。 圓 卓の 上へ 右手 を さしのべる。 昔樂 はいよ く 急に な 

る。 ク ラッカ ァへ手 を觸れ さう にす る。 音樂は 緩る む。 コップの 上へ 手 を やる。 音樂は 依然と し 

て 緩い。 チョコ レエ トの 孤の 上へ 手 を やる。 昔樂は 俄然と して 急になる。 チョコ レ H トを 一つ 取 

上げる。 紳士の 方へ 持って行かう とすると、 音樂は ゆるやかになる。 胸の あたりへ 寄せる。 念に 

なる。 口先へ 持って 來る。 音樂は 極めて 急になる。 H ダ孃 推察した のか、 チヨ ィと n へ 入れて し 

まった。 一座 大喝 采だ e 

ガァ トル ウド 孃が 今度 は 鬼に なって、 ヱ ダ孃が ピアノ を II くこと になった。 卓上の ク ラッカ ァ 

を 取り上げさして、 僕の 處へ 持って 來 さして、 二人で 引 張らせ やうと いふ ことに 決した。 

ガァ トル ウド 孃は 左まで 迷 はすに 旨く 當 てた。 そして 僕に ク ラッカ ァを つきつけた。 僕と 引 張 

り 合 ふと ボンと 破裂して、 中から、 辻占が 出た。 

『末長く 可愛がって 頂戴』 

とあって、 反 譯には ラヴ、 ミィ、 ァ、 リトル。 ラヴ、 ミィ、 ロングと ある。 


4^3 


(石 緩） 會？ $ 舞 


『ミ スタ、 オタ 了 一一、 聲 高く 讀み 上げ 給 へ 。』 

とヰル ソン 君が 命す る。 仰に 從 つて 胴 問聲を 上げて 讀 むと、 一」 111 は 叉 も 大喝 采リ 

今度 は 御盆 廻し (タァ 一一 ング、 ザ、 トレン チヤ 了) をしょう と 誰かが 發議 する。 ^に 沿 ふて 車 

*i しな. A 

座に 椅子に 坐る。 隅から 順桥に  一、 二、 三と 番號を 打つ。 俊 は十番 だ。 盆 を 部 尾の 中央で 廻して、 

誰れ かの * 號を 呼ぶ。 呼ばれた もの は 早く 立って 行って、 盆が 床へ 落ちない 巾に 取らぬ と 罰 をせ、 

ふとい ふこと だ。 よし 來た、 と 僕 は 『テン、 テン J と 忘れぬ やうに 口の 巾で！？ へて 居る。 

ジィ 鎮が徑 一尺 七 八寸の 銀の 盆 を 持って来た。 そして クル/、 と 廻して 置いて、 『ナム バ、 フ 

オア』 と 叫びながら、 自席へ 還った。 

第 m 番の H ダ孃、 すばやく 走って 行って 見事 盆 を 取上げた。 そ- L て 叉 クル./ \ ふ 廻， L て いて 

i- ナム バ、 セ ブ ン 』 と 叫んで、 自席 へ 還 つた。 『ナム バ、 セ ブ ン』 の フラゼ リイ lj^;、 盆 が- へ 倒れ 

てから a け 出 L た。 尤も 意地 惡 るく、 早く 倒れる やうに 盆 を 廻したら しい。 罰に 時計 を 差 出した。 

フラゼ リイ 君、 盆が 大分 廻って から 『ナム バ、 ワン』 とやった。 第一 桥 たる、 干- 婦のジ ィ姨、 抑 

へ 處が惡 るくて、 盆 を 自分で 床へ 伏せて しまった。 罰と あって、 ブ n ォチを 一 つ とられる。 

ジィ孃 は 第 八 番のリ リイ 攘を名 ざした。 リ リイ 孃 成功。 リ リイ 孃 はお 十 番と僕 を 名指した。 
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僕はリ リイ 孃 をと、 折返して 

『ナム バ、 エイト』 

わ ざ  しくじ 

と 故意 と 小さい 聲で 言 つたが、 リ リイ 壤 失敗 ら なかった。 

リ リイ 孃は 三番の ハン タ君 を、 ハン タ君は 五番の アンナ 孃を 指名した が、 共に 成功。 アンナ 壤 

は九桥 のヰル ソン 君 を 指名した。 成功。 ヰル ソン 君 は 十 一番の ミー 一 ィ孃を 指名した。 嬢 は 失敗。 

罰に ハ ンケチ を 取られた。 斯んな 風で 何度か 試る うちに、 ガァ トル ウド 嬢 は 腕 環、 、ノ ンタ君 は 葉 

卷入を 奪 ひ 上げられた。 僕 は 旨く 失敗せ すだった。 

御盆 廻し が濟ん でから、 沒牧 品の 始末が 始まる。 こいつが 面白い。 ヰル ソン 君、 正面の 安樂 椅 

子に 腰かけて， 座右に 沒牧品 を 置いて 居る。 そして リ リイ 讓を麾 いて 自分の 前へ 跪 坐せ しめた。 そ 

して 首 を 垂れて 服 を 閉ぢて 居よ と 嬢に 命す る。 ヰル ソン 君、 それから ブ a ォチを 取上げて、 

『贵女 並びに 紳士 諸君、 これ は 男の 物です か、 女子の 物です か。』 

『勿論、 女の 物』 

と. M 中の 誰れ か V 叫ぶ。 

『リ リイ 孃。 八 rSl 分の 手に して 居る 品物 は 女の 物 ださう です。 此の 品物の 所お 主 をして 何 を さし 

たらよう 御座います』  - 
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と、 俛 いて 居る リ リイ 癰 に 伺 ふ。 眼を閉 ぢてゐ るの だから その 品物 は 何 か、 誰の 物 か、 知り やう 

は. つ だい 

が 無い C で 勝手な 思 ひ 放題な こと を 命す るの だ。 かう だ。 

『女の 物なら その 女に 脚 を 高く 上げて 踊らせなさい。』 

ブ" ォチ は、 王 婦のジ ィ讓の だ。 喝采と 笑聲 の裡 に、 五十 近い 主婦 は 座の 中央へ 出て、 二三 度 W 

を 上げて 一寸 ダンスの 眞似を やった。 そして ヰル ソン 君から プロ ォチを 返して 13- つた。 

ヰル ソン 君、 今度 はハ ンケチ を 取 出して、 リ リイ 孃の 頭の 上で  一 二度 振って 見て、 

『い \ 香 ひがす る。 レディのに 違 ひない。 どうです か』 

と眞 面目な 顔で 尋ねる。 誰れ か 

『レディの く』 

とい ふ。 その 問浼 いて 跪 坐して ゐるリ リイ 孃に 微かな 聲 でヰル ソン 君 何 か 言って n5 る。 ハンケ チ 

の 所；^ 主 を 知って ゐて、 その 人に 向く やうな こと をリ リイ 孃に 注文して るるら しい。 

『あら、 不公平で すよ』 

と 女の 方から 苦情が 出る。 ヰル ソン 君、 

『話しち や 居りませんでした。 え- -、 それで 此の ハンケ チの 持、 王に は 何 を させたら よう 御 いま 

す』 
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リ リイ 孃は 俯いた 儘、 

『この 部屋の 中で その 人の 一 番 好きな 紳士に 接吻 させなさい』 

と 云 ふ。 蓋し ヰル ソン 君の 注文に 應 じて 斯く 言った の だら う。 笑聲 堂を撼 がす 許りに 起る。 リリ 

ィ孃、 

『そんな 無理な こと、 出来 やしません わ』 

と、 笑 ひ. （- 自席 を 立って 扉 近くへ 行って、 

『绑 一人に はしません。 男の 方 皆さんに 致します』 

と 甘って、 キッス を 投げた。 そして 喝采 を 受けた。 

ガァ トル ゥ、 ド孃は 踊らされた。 ハン タ君は 主婦の 手に 三度 接吻せ よと 命ぜられた。 まだ 二三 人 

あつたが、 今 記憶して 居らぬ。 

今度 は 又 涌ら うとい ふこと になった。 僕はヲ オル、 フ ラヮァ ならぬ、 ヲ オル、 ヰ イドと でも 言 

ひさうな 様で、 ピアノの 近くに 引 込んで 居る と、 フラゼ リイ 君が やって 來て、 

『ォ オル、 ザ、 レディ スの スペシャル、 アンド、 ァァ ネスト、 リクエストに 依って 君 も 今度の 踊 

りに 加 はり 給 はんこと を 切望す』 . 

と 身振り 可笑しく 僕に 勸 める。 
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『K 際ダ ンスは 寄席 以外、 見た こと も 八 「夜 初め て な 位 だ か ら』 

と斷 ると、 

『なに 今度の は譯 ないから 加 はり 玉へ』 

とい ふ" とにかく ー度赏 見す る ことにする。 

男と 女と が 同 數向ひ 合 ふて 整列す る。 二三 步の 間隔が ある。 男 列の 右端の 男と、 女 列の 右端の 

女と が、 筋 かひに 出て 辭 儀して 引 込む。 引 込む と 思 ふと、 すぐ 又 同じ様に 出て 來て、 互に 右手 を 

握り 合 ふて グ ルツと 踊り 遇って 元へ かへ る。 叉す ぐ 出て 來て、 今度 は 左手 を 握り 合 ふて グ ルツと 

踊り 廻って 元へ かへ る。 又す ぐ 出て 來て、 八 「度 は 互に 兩手を 取り合 ふて 踊る。 その 次に は 出て 來 

て 背屮合 はせ で 踊り 廻って 自席に かへ る。 その 間 一同 も 音樂の 拍子に つれて、 高く 足 踏 をして 居 

るの だ〕 この 一組が 濟 むと、 男 列の 左端の 男と 女 列の 左端の 女が 同じ こと を 繰 返す。 これが 濟む 

と、 男 列 は 右へ 九十 度 向き を變 じて 縦列と なリ、 女 列 は 左へ 九十 度 向き を かへ て縱 列と なる。 そ 

して 附 列の 先頭 は 男の 方 は 右へ、 女の 方 は 左へ 百八十度の 方向 轉換で 進む。 以下 之に 從 つて 進ん 

で、 Ef- 女 最後の 二人が 手 をつな いで 高く ァァチ を 造って 居る 下 を 男女 兩 列の 先頭 同士、  二番 H 同 

士、 三番 目 同士と 腕 を 組んで 潜る。 そして 元 居た 線に、 今度 は 元 二番目の 人が 端に 立つ やうに 並 

ぶ。 そして 前の 踊り を 繰 返す の だ。 六つ かしく もな さ- -ぅ だった から 到頭 加 はつた。 僕 は 臍の 
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^切って 初めて ダンスなる もの を 試みた の だ。 僕の 相手 はミ ニイ- 讓 だった。 恙無く：： g じ 了せ た。 

八，^ へて 見る と 汗が 出る やう だ。 確かに ヰス キイ ゃボ オト ワインが 俊 を 踊らした の だ" 何ん とい 

ふ 名の 踊り かと 聞いたら、 これが サァ、 ロォ ヂァ、 デカゲ レイと いふの だとい ふ。 

r フ ン。 これが あれ か』 

と 僕は獨 り合點 する。 

皆ん な 一息つ く。 主婦と ピアノ It きの 女と 何 か 小聲で 話して ると 思って ると、 主婦 はット {ャー 外 

へ 出た。 やがて 部屋の 扉 を コト/ 、と 外から 敲 くもの が ある。 ピアノ it きの 女が 念いで rt! の虑へ 

行って、 少し 明けた 儘で、 外の 者と 小 聲で何 か 言って る。 そして 

『フ ラゼ リイさん、 郵便が 參 りました、 不足 稅ニ片 ださう です』 

とい ふ。 皆ん な ハツ ハと 笑ふリ 今時分 郵便が と 僕 は 不審に 思って ると、 僕の 橫に 坐って ゐた アン 

ナ孃が 『ポスト マンス、 ノック』 とい ふ遊戲 だと 敎 へて くれる。 不足 税丈 けの 數を キスされ るの 

だとい ふ。 

フ ラゼ リイ 君 室外へ 出て 行った が、 ハ ッ ハ と 笑ふ聲 がき こ ゑる。 室 内 の呰 おも ハ ッ ハ と 笑 ふ。 

主婦の 五十 令孃に キスされ てるの だ。 暫て 主婦 は 部屋へ 歸 つた」 フラゼ リイ 君はミ 一一 ィ壞を 桁 名 

したら しく、 一:^ を 守る ピアノ 彈 きの 女が 


4^9 


(石 繞） 會 3n 舞 


『ミ 一一 ィ さん、 郵便です、 六片 です と』 

皆ん な ハ ッ ハ と 笑 ひながら 拍子す る。 

『オヤく』 

と 言 ひながら ミー ーィ孃 出て 行く。 ミ-ー ィ孃は ハン タ君 を、 ハンク 君 は 某 女 を、 架 女 は ネルソン 君 

をと いふ 具合に、 は 女 を、 女 は を 呼び出す ことにな つて ゐる らしい。 ガァ トル ウド 讓カ俟 を 

呼び出した。 

『大ハ 介さん、 郵便！ ワン、 シ リングで すと』 

笑聲 盛んに 起る。 扉 を 明けて ホ オルへ 出て 見る と、 花 瓦斯 燈に ミズ ルトォ 力 結び 下げて ある。 

その 下に 孃が 居る。 僕の 兩手を 取って、 輕く 僕の 頰ケ 二度つ けた 許りで キヤ ッ キヤと 言って 部屋 

へ はいって しまった。 

僕 は 誰 を 呼ばう かと 迷つ たが、 知り合 ひの が 無難 だら うと 思って、 

『エダ 孃 にして 下さい』 

と い ふと 扉 を 守 つ て ゐ る 女が、 

『エダさん、 郵便- あなた はハ ァフ、 クラウン』 

部屋で は 拍子と 笑聲 とが 非常に 盛んだ。 出て 來た H ダ懷、 僕の 兩手を 握って 戲談に 
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(石 繞） 會 踏 舞 


『ハウ、 ド、 ュ、 ドウ』  • 

と繽け 様に 五六 度 振って、 

『キ ス なんか 止し ませう ね』 

とい ふ。 僕 はいそいで 部屋へ 還って 来た。 皆ん な 一度 は 呼び出された。 二度 呼び出され たもの も 

ある" 

これが すんで から 又も ワルツ を 三組で 踊った。 そして 退散す る ことにした。 各自 

『左様なら。 面白う 御座いました。 叉 御 服に か- - ります』 

を 繰返して ジィ孃 の を屮 Z たの は 午前の 一一 一 時半。 

..  (明治 四十 四 年 1 月) 
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(節） ^ が 波 


化 渡が 島  長 燥  節 

I 濱 茄子の 花 

化 渡 はん r 日で 三日と も 雨で ある。 小 木の 港へ の 街 造 は W 野の 入江 を 右に 见て 機に ついて 南へ 走 

る〕 辣らな 松林 を 出たり は ひったり して 幾つかの 漁村 を 過ぎて しとく と 沾れて 行く。 爲 野の 入 

江 は^子 板に 息 を 吹っ掛けた 様に ぼんやりと ちて 居る。 北ハ平 かな 入江の 沖に は 暗礁で も ある も 

のと 3^ えて 土手の やうに 眞 白な 波 の 立って 居る 所が ある。 遠く のこと であるか ら唯露 白 に 兄え て 

：^^る丈でちっとも動く様には見ぇぬ。 此 入江 を 抱へ た臺が 鼻の 岬が 逸 かに 南へ 突 して 霧の 如く 

淡く 兑ぇ て 居る。 沖の 白い 波が 遠ざかって しまって 更に 幾つか の 村 を 過ぎる と對岸 の 長い 臺が彝 

の 岬 も だんく に 後へ 縮まって 外洋が ぼんやりと 表 はれ 出した。 だら/ \ 坂 を 上ったら すぐ 足 も 

とに 小さな 漁村が あった。 汀に は 家 をめ ぐって 林の 如く 竹が 立てて ある。 竹 は 枝も拂 はすに 立て 

て あるので あるが 悉く 枯れて 居る ので 葉 は 一葉 もつ いて 居らぬ 様で ある。 此所 は旣に 外洋 を控へ 

て：；^るので潮風を防ぐために此の如きものが 一 杯に 立てられて ある ものと 见 える。 佐 渡 は 到る 所 

が 物 寂び て 113 るが 此の 漁村 は また 格別 である。 秋と いっても まだ 衣で 凌げる の に 此濱は 冬 が來 
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(節） 島 が 渡 f- や- 


た かと 思  ふ 程 荒涼たる さまで ある。  村へ おりる と 機い 家ば かりで 中に  一 夫 で 網絲の やうな も 

の を 緩 つ て 居る 所が あ つた。 そ AJ で 土地の 名 を 開いたら 亭主が 皴暖れ た聲で 两 三 河と い ふ 所 だ と 

いった。 ふと 檐端を 見る と 板 看板に 五色 軍談 營 業と 書いて ある。 軍談 師が 職に 絲を 緩って る 

の で 軍談 師だ から 聲が變 なの だと 思った。 夫で も 五色 軍談が 了解され ぬので W び 聞いて 見る と 三 

味 線な しで 語る のが 只の 軍談で 三味線の は ひるの が 五色 軍談 だとい つた。 余 は 更に それで は 此の 

女 一お が 三 味 線 を彈く の だな と 心の中に 思った。 

此の 漁村に ついて すぐに 徒渉し えらる- - 程の 小川が あって 形ば かりの 橋が 架って る。 橋 を 渡 

ると 海屮に は突兀 として 5 お 石が 時って 居る。 あたりの さまが 此の なだらかな ー帶の 浦つ f きに は 

極めて 稀で ある。 左 は 丘陵が 直ちに 海に 迫って 念に 低くな つて 居る。 低い 所が；；： で そこに 街道が 

通す る。 路傍 を 見る と 漸く 乳房の あたりまで あるかな しの 灌木が むら/ \と| 族が つてお る。 其灌 

± まなす  -K またす 

木の 青な 葉に は 赤い 花 が^き 交って 居る。 此 が； «瑰 の 花で 玫瑰の 木 は 枝 も 葉 も 花 も 一 切 薔薇の 

木と 異ならぬ- , ル海邊 に 自然に 生長して 居る だけ 枝 も 葉 も ひねび て 一段の 雅致 を帶 びて 居る。 枝 

に は 刺が あるので 余 は そっと 指の 先で 花 を 折ったら 花が ほろ りと 苹の 中に 落ちた。 腰 を 屈めて 落 

ちた 花 をと らうと すると 何だか 世間が 急に 靜 かにな つた 様な 氣 がした。 不 靡に 思うて 立って 見る 

と 世間が 複た 素の 如くに ざ あくと 騒がしい。 此は 歩いて 居る 間 は 雨が 笠に 打ちつ ける ので 耳 も 
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(節） 島が 渡 佐 


とが 絶えす 騷 がしかった の だが 腰 を 屈める と 笠が 堅に なった ので 急に 靜 かさ を 感じた のであった。 

笠が 竖 になる まで 空 を 仰いで 見たら 矢張り 靜 かにな つた。 濱 茄子の 花 は 探れる だけ 採って 雨の 濕 

ひ を 拭って 手帳へ 挟んで シャツの 隱 しへ 押し込んだ。 

小 木の 港へ 迎 りついた の は 黄昏 近くであった。 相 川の 町で は 木 貧の やうな ii? へ 泊って 流石に 懲 

りくした のであった から 此 所では 見掛の 一 番ぃ \ 宿へ 腰をおろした。 女が 表の 二階へ 案內 する。 

纏て ランプ を點 けて 來る。 室內が 急に 明るくなる。 此宿 はま だ 建築して 間 もない と 見えて 木 柱 か 

ら M ュ から 頗る 淸 潔で 心 持が よい。 掃除した ランプの ホヤが 殊に 目につく。 女 は 更に 茶 を 出， L て „ —犬 

はたち 

れる。 氣が ついて 見る と 此女は 驚く ばかりの 美人で あつたの だ。 まだ 二十に は 過ぎまい と 思 ふ。 

佐 渡の やうな 豫想 外に 寂しい 島へ 渡って こんな 美人に 逢 はう と は 全く 思 ひも 掛けぬ 所であった。 

美人と いふ 以外に 此女を 形容の 仕樣 はない。 余 は 一 日 雨 を 凌いだ 爲め 軍衣 も ズボン 下 も 濡れき つ 

て 旅装が 一 靨 みすぼらしく なって 居る ので 此 女に 對 して 何となく 極り の惡 いやうな 心 持が した。 

障子 を 開けて 女の 出て 行く 所 を 見る と 紺 飛白の 單 衣の 裾に 五分ば かり 白い ものの 出て 居る のが E 

についた。 女の 出て 行った あとで 余 は 直ちに 帶を 締め 直した。 然し 一日 尻 端折った 單 衣の 縮んだ 

はまなす 

の はどうして もうまく は 延びなかった。 さう して 余 は 手帳に 挾んで あった 玫瑰の 花 を 出して 一 つ 

一 つ ランプの 下に 並べた。 障子 を 開けて 出る と暖 場が すぐ 下に 見お ろされ る。 此 帳場と いふの は 
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(節） 島 が 渡 佐 


天井 を 一 つぶち 拔 いて あるので 其 天井 は 二階の 天井と 一 つに 成って 居る。 夫 故 二階の 客 問から 出 

ると 勾 欄が あって 勾 欄の 下に 帳場が 見お ろされ るので 劇場の 梭 敷から 土間 を 見る やうに 出来て 居 

るので ある。 帳場の さきに は 勝手が 見える。 竈の 側で はさつ きの 女が 串へ 立てた 魚の 切身の やう 

な もの を燒 いて 居た がそれ を 箸で おさ へて 皿の 上で 串を拔 いたら 櫸を 外して 四つに 折って 帶の間 

に 挾んだ。 左に お 鉢 を 抱へ て 右に 勝 を 持って 立ち上った。 余 は そっと 障子 を 締めて 蒲圑の 上へ 坐 

つた。 此夜は 客と いふの は 余 一 人で あるので 別に 支度 もしなかった から 冷たくな つたが 此で我 m 

をして 吳れ というて 茶碗に は 小豆 飯が 堆く つ けて あ る。 女 を 見る と 紺 飛白の 單 衣に 白地 を 重ねて 

居る のであった。 さっき 裾から 白く 見えた のは此 白地の 丈が 長かった からに 相違ない の だ。 靴 飛 

白 も 幾度 か 水 をく？ つて 紺が 稍う す ぼけて 居る。 此 野暮 臭い 支度 をして 居ながら 女 は 端然と して 

はまた す 

坐って 居る。 やつば り 美人で ある。 余が i? を 手に した 時に 女 は ；«瑰 の 花に 氣が ついて それ を 手に 

とる と共に 何處で 採った 花 かと 聞く ので 余 は 途中の 西 三 河の 海岸で とった の だとい ふと 「突し い 

もので ございます ノ、 花と いふ もの は、 花 を 見て 居る となんに も 要らん やうな 氣が 致します ノ」 

とい ひながら 指の 先で 花 瓣を掇 き 分けながら 鼻へ あてたり して 「かう いふ 花が 海邊に ひとりで 咬 

くので ございませ うか」 といって 驚いて 居る。 女 は 指の 先まで も 色が 白い。 「葉 も賤 しい 葉で は 

ございません ノ」 といって 感に堪 へた さまで ある。 花 を 抱へ る やうな 形に 出た 葉 はぎつ しりと 幾 
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(節） J^J が 波 佐 


重に も a つて 居て 其 靑 さはと も L 灯の 光に 更に 鮮か である。 余は此 女が 薬の 美し さ を 褒めようと 

は 寧ろ 意外であった" 余 は 小豆 飯へ 箸 をつ ける。 箬は 杉の 太い 丸 第で 本もう らもない。 堆ぃ 小豆 

飯に は 殆んど 困却した。 小豆 飯の 塊が 思 はす ぼろり と 膝へ 落ちた" 見られ はしない かと m ふって み 

なす 

ると 美人 は^ 瑰の花 を 手に した 儘 落した 小豆 飯に は氣 がっかぬ 様子で ある。 

二 美 人 

翌朝 女が 茶 を 持って来た 處を 見る と 折 n= のつ いた 紺 飛白の 軍衣に 帶を きりつと 締めて 裾に， H 地 

が^き 出して は 居なかった。 一 一言 三 言い ひ 交した 後 女 は 余 を 13- いて 三階に のぼった。 三階 は雨戶 

が 立てき つた 儘で 闇い。 障子 だけが ほのかに 白い。 雨戸の 隙間から 細く さしこむ 日光 は 障子へ 赤 

く 映って る" 女 は 南の 戶 袋の 所で サルを 外して 戶を 一枚 あける。 雨の 濕 りで 戶は 意外に 堅く も 

つて 居る。 兩 手へ 力を入れて 漸くの ことで 二 尺ば かり あけた 時に 女の手の 平 は 赤くな つた。 外 を 

-k. ると 明るい 签は靑 く 澄んで 一片の 雲 翳 もない。 佐 渡 は 漸く 晴れた ので ある。 三階の 下から は 瓦 

屋根が ひ いて 其 先 は 小さな 入江で ある。 ^i泊して居る船の檣が汀に近く五六本立ってぉる。 昨 

曰の 浦と いふの が 此の 入江の ことで ある。 入江の 右 は 畑ら しい 岡が 岬の やうに 出て 其 先に 樹立の 

繁茂した 小さな 島が ある。 女 は 岡 を 指して r ァレは 畑で ございま すが ノ、  了ノ すっと 出 ま， L た 先 
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(節） 島 が 渡 佐 


の 藤の 所 は 磯で ございま L てァ ノ島は 矢島經 島と 巾し ましても 一 っは此 所からで も 1^ れて 見え ま 

せんが 北 (島と 丁度 向 合って せな に： ：5 ります 所に 冷たい 水が いて 出ます ので 夏になります と 小 

木の ものが あの 磯へ 素麵 冷し にまゐ ります」 というた。 必す 素麵を 持って 遊びに 行く とい ふの が 

感じが い \。 余 は 此の 女に 白地の 浴衣 を 着せて. n い 手拭 を かぶせて 素麵を さらさして 見たい もの 

だと 思った。 三階から る 小 木の 港 は 新築し た 家ば かりで 三階の すぐ 下に は 僅ば かりの {.41 地が あ 

つて 燒木 が 立って 1：5 る。 傍に は 小さな 土藏が 燒け殘 つたと いふ やうに 壌れ た 荒壁が 赤く 焦げて 

M る。 女の いふに 小 木の 港 は 遠から ぬ 前に 大火が あった。 火 は 此の 燒木 代の 邊 から 發 したので 此 

宿は眞 先に 燒 けて 家人 は 何 一 つ 救 ふこと が 出来なかった とのこと である。 「單衣 位で ございます 

とノ、 どうもなります が 冬の 物 はよう 出来ません」 と 女 はいふの である。 女の 衣 物 も丸燒 になつ 

あか ど キリ 

たので ある。 女 は 余が 今日 の 行く先 を 尋ね るので 余 は 赤 泊の 濱 まで 行く 積で あ る が 途中に 大崎 

とい ふ 所が ある 害 だから 北ハ 所で 博勞の 家 を たづね ようと 思 ふので ある。 其博勞 とい ふの は此 ：！^ 渡 

ちかづき  えびす 

へ 渡航の 汽船で 知己に なって 夷の 港で は 枕 をなら ベ て 泊った 事が あるの だとい ふ こ と ま で噺 をす 

る と 赤 泊な らばもう 近い 故 ゆつ くりし て も 決して 大事な いといって 更に 「博 勞 さん とい ふの は 小 

柄で 大きな 聲を 出す 人で ございませう」 といった。 さう だ それで 反 齒な男 だとい ふと 「アノ^ I： 力 

さんが 何時か 途中から 雨に 逢うた と 中し まして 蓑 を 頭から かぶって 參 つたこと がご ざいます。 佐 
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(ki)  ft が 渡 佐 


渡に は 道中 養と 巾 すの がご ざいまして ノ、 大きな 荷物の 上から 掛けまして も 荷物が 濡れん や う に 

出来て おります ので ございます。 博勞さ んは頭 か ら 冠り ましても 泥 を 引き 擦 る やう になり ますの 

で 費が 歩く やう だと 中して みんなが 笑 ひました ので ございます」 と 女 は 思 ひ 出して 观ら ぬと いふ 

様に 笑った。 余 は 思 はす 女 を 見る と 女 も 同時に 余 を 見た。 見た目に はま だ 笑 を 含んで 居る。 余 等 

は 一 一尺 許に 開けた 雨戶の 問から 體の 擦れ合うた 儘 外 を 見て 居た ので ある。 向き合うて 見る と あん 

まり 近いので 急に 何だか 面ぶ せに 感じた ので 余 は 視線 を 逸らして 其 口 もと を 見た。 口に は鮮 かに 

杠 がさして ある。 余 は 此 の 如き 場合 の 經驗を 有し て 居らぬ ので 只兀 然として 女の いふ こと を 聞い 

气  . 

て 居る ので ある。 女 は 唯 無 邪 氣に羞 らふ 所 もない やうな 態度で ある。 それ 丈余 は 更に 平氣 で居愤 

のう ぜん かづら  のう ぜん かづら  ,  ■ 

ぃ氣 持が した。 譬へ ていへば 女 は 凌 霄 である。 凌 霄 はふし くれ 立った 松の 斡で も 構 はすに $S 

みか \ る 。松の 幹が すげ なく 立って 居ても すん すん と 偃 ひの ぼって 枝から だら つと 蔓を 垂れて 竹： ハ 

處に 美しい 花 を 開く。 其 花は此 女が 一 っ噺 をして 叉噺 化する やうに 落ちて は 開き 落ちて は 開いて 

.ml ら 飽くまで は 其^い 大きな 花が^い て 止まぬ。 余 は 自ら 凌霄 にから まれた 松の 餘の やうな 感じ 

がした。 凌霄の やう だと 思 ひながら 複た女 を 見る と 此度は ra 本の 指 を 前へ 向けて 勾 欄へ 兩手 を掛 

けて 了 心に 燒木^ を 見お ろして 居る。 余 は 其 白い 橫顏 をし げくと 見守った。 さう して 此 優しい 

靜 かな 昨日の 浦 を 前にして 何時までも 唯 立って おたい やうな 心 持が した。 北 〔時 T 度 帳場で 呼ぶ 聲 
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が幽 力に 聞え た。 飽かぬ 美人 は 三階 を 去って しまった。 余 も 二階へ 還って 冷え切った 茶 を つた。 

兩褂の 荷物 を 手に 提げて 梯子段 をお りて 行く と 女 は旣に 洗濯して すっかり 乾かした 脚胖を 出し 

て くれた。 底の 拔 けた 足袋 も 一所に 置いて ある。 足袋に はま だぬ くもりが 淺 つて 居る。 今まで 火 

へ 翳して 乾かして あつたに 相違ない。 女 は 更に 土 へお りて 新しい 草鞋の 絲を 通して 小さな 木槌 

で 其 草鞋 を とんく と 叩いて 吳れ た。 さう して 余の 後ろへ 廻って 兩褂の 荷物の 上から 蓮 を 着せて 

くれよう とする。 然し この 着せて 貰 ふこと だけ はしなかった。 何故 だか 默 つて 着せても らふ こと 

がしえなかった ので ある。 其 時の 心 持 は 後で は 自分に も 分らぬ。 蘆 だけ は 昨日の 雨で ぬれた ャ； i つ， 5{ 

ばって 居る。 草鞋の 代が 幾らかと 聞いたら 此は 一 足 進上す るので あるから 代 は 要らぬと いふ 事で 

あった。 女 は 叉 赤 泊の 街道へ 出る 處 まで 敎 へて くれる とい ふので 二三 町 余と 共に 附 いて 來た。 電 

信 柱から 左へ 曲る と此 から は 一 筋道で 赤 泊より 外に は 何 處へも 行き やう はない から どうぞ ゆつ く 

りお 越しな されと 辭儀 をす る。 余 は此時 もしみ 美人 だと 心に 深く 思 ひ 乍ら 女の 姿 を 見た。 

街道 は 磯へ 出る。 薄 霧の 中に 越後の 彌彥 山が 眞 向に 見えて それから 南へ 下って 稍 遠く 米 山が 見 

える。 共に 大きな 島の 如くに 聳えて 居る。 海 は 極めて 平らな 湘 である。 沖の 岩の めぐりに 1 こ 動 

く 波が 日光 を 受けて 金の 輪 を 嵌めた やうに きら/ \ と 光る。 汀に 近い 薷麥 畑に は I 问麥の 花が 眞白 

にへ き滿 ちて 居る。 さらく と輕 くさし 引く 波が 其 赤い 莖の もとへ 差し込ん では 來 ないかと a ふ 
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sa: に 近い 畑で ある。 

一二 南 瓜 

街 ゆ i3 は 小山の 問に 入 る。 羽 茂 川 に 添うて 行く と 小， 'しばかりの 靑 m があって 靑 m へ は 小さな 瀧が 

落ち込んで おる。 瀧の 側から は 杉の 大木が 聲 えて 其 杉の 木に は蠟が 流れた やうに 藤の 資の 莢が 夥 

しく 垂れて： る。 丁度 そこへ 來 か- - つた 老人が 頻りに 合掌して 其 瀧 を 拜んで 居る。 余 は 此の 老人 

に大崎 はま だ 遠い かと 聞いたら ゥン此 かこれ は 御 来迎 の 瀧 だとい つた。 老人 は 耳が遠いの である。 

火 崎の 博 勞の家 はま だ 遠い のかと 大きな 聲で いったら 老人 はに こく 笑 ひながら 此 から 少し 先へ 

行けば 大 崎になる。 牛で も 買 ひに 來 たか、 まだ 二十に はなるまい、 能う 來 たなう とい ひ 捨てて ぶ 

つた。 羽 茂 川に 添うた ま \ 街道 は 狹ぃ峽 間になる。 路傍に 大 桶へ 難 を 打って 居る 桶 崖が あつたの 

で 聞いて 見る と 博勞の 家なら ば 後へ 戾 つて 坂の 上の 高い 所に 見える のがさう だと いった。 桶屋の 

いふ ま \ に 戻つ て 見る と 住み 捨て た 大き， な 草 家の 側に 坂が あ る。 坂 をの ぼり 切る と 一 一本 の 梨 の 木 

が兩方 からすつ と 空へ 延びて 其 梨 の 木に は 梯子が 掛 つて 居る。 梨の 靑ぃ 葉が ば ら/ \ と 散らば つ 

て GiS る。 博勞は 丁度 日に 近い 緣 側に 足 を 投げ出して 梨 を 噴って 居る 所であった。 余の 姿 を 見る と 

能う 來 たなう と 例の 大口 を 開いて 反 齒を剝 き 出しながら 驚いた といった やうな 顏 をして い つた。 
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彼と 夷の 港の 宿 厘で 別れた の は TO; 日 前で ある。 別れる 時に 若し 自分の 土地へ 通り 力 \ つたならば 

立ち寄って くれと 彼 はいった。 余 は 屹度と 誓った。 彼 は 其 後 毎日 他出 をす るので あるから あと へ 

かう いふ 人が 来たなら 瀧へ 案內 をして 返せと いひ 置いて は 出た の だとい つて 獨で 悅んで 居る。 緣 

に 腰 を 懸けて 庭を见 ると 一 枚の 筵に つや.^ かな 著 莪の葉 をなら ベて 其 上に 赤く 染めた 絲がニ 括り 

ばかり 千して ある。 筵の 先に は 亂雜に 手 を 建てた 隠元が 下葉 は 黄色に 枯れて 莢 はま だな つて る。 

博勞は 板の間に 蓮 を 敷いて 「赤 泊 は 俺が 案內 して あげる。 赤 泊の 宿屋のと つつ あん は 能う 物 を 知 

つて 仰山 話が 好きだ。 丁度 赤 泊 へ は 越後の 仲 問が 牛 買に 来て 明日 あたり は歸 ると いって 居た から 

俺 が ^.i を し て 其 船 へ 乘 せ て ぁ げ る 。 ま ぁ ゆ つ く り 休 息 し て 行 け 」 と い ふ の で 见 に も お に も 草 鞋 を 

とって あがる。 部屋のう ち は 仕事 衣 やら 機い 着物が 亂雜に 引っ掛けて ある。 天井から は 煤が 垂れ 

わ/、  i こ i  まむし 

て る。 其 煤 の 天井から 吊 つ て あ ろ 籰棚も 漆 で 塗 つ たやう で あ る。 其 棚に は 蝮 蛇 の 皮を剝 いて 干 

したの が 竹 5^ に 立てて ある。 此 部屋で 白い もの は 此の Jg! 蛇の 串ば かりで ある。 人 「とった 梨 だとい 

つて 博 勞が籃 のま \ 余が 前に 梨 を 薦める。 自分 はさつ きの 嚼 りかけ を 一寸 手で こすって 皮の 儘む 

しゃくと 喷 りつ ける。 余 は 拇指の 爪が 非常に 延びて 居た ので 其 爪の 先で ぼ つ り/ \ と 皮 をむ 

いて 见た。 親の 頭の やうな 小粒が 一 つ/ \ 板の間へ 落ちる。 博勞 は氣の 長い こと をす るな うと 兌 

て S たが ァ 、！ を 出す ので あつたと 此時 漸く  11 げな超 丁 を 手で こすりながら 出して 央れ た。 0 
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たゥ なす 

はがり/ \ と 石の やうな 梨であった。 博勞の 娘ら しい 十三 四の 子が 裏戶 から 南风を 抱へ て は ひつ 

て來 た。 博勞は あ- - 丁度い- -處だ 生憎 婆さんが 居ない からと 自ら 立って 爐へ椅 を 焚きつ ける。 爐 

は 余が 居る 板の間に 近く 一段 低く 造って ある。 娘は默 つて 南瓜 を 切り はじめる。 堅い 南瓜 は 小さ 

な 手の 力で は 容易に 刃が 立たぬ。 布巾で 应 丁の 背 を 押したら 漸く 二つに 割れた。 娘 は 自在 鍵 を 一 

尺ば かり 下げて 鍋 を 懸ける。 黄色に 刻んだ 南瓜が 鍋 一 杯に 堆く なって 蓋 は ぬれた 儘 南 ffi: の 上に 乘 

せて ある。 焰は 鍋の から 四方に 別れて 鍋蔓の 高さまで 燃え あがる。 逸 かなる 地の 底からで も 出 

る やうな 微かな 湯氣が 黄色な 南瓜の 中から 騰り はじめる。 鍋 は 沸々 として 煮立つ と 突き上げられ 

て 居た 蓋が 自ら 鍋と 平らに さがる。 娘 は 椅の先 を 長い 火箸で 突つ 崩して 椅を 先へ 出したら 焰が 一 

しきり 燃え あがった。 娘 は 小さな 體へ 小さな 筒袖 を 着て 突き 膝 をして 居る。 赤い 襟から 白い 可愛 

らしい 顏を 出して 居る。 此が博 勞の娘 かと 思 ふ 程 可愛らしい 子で ある。 火箸 を 持った 手 を 見る と 

指の 先が 赤く 染 つて 居る。 鍋 は 更に 沸々 として 汁の とばしり が 四方に 飛ぶ。 余 は 南瓜が 佳味 さう 

だとい つたら こんな ものが 好きな の だら うかと 不審 さう に 娘が いった。 不味い ものが 好きなら 佐 

渡の 婿に なって 十 IM も 居る がい \ と 博勞は 大きな 口 を 開いて 笑 ひながら いった。 椅の 煙が 靡いた 

ので 娘 は 長い 火箸へ 手 を 掛けた ま \ 笑って 目 をし がめ て遙か 後ろへ 斜めに 身 を 反らした。 
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四 牛の 荷鞍 

博 勞に附 いて 小山 を迎 る。 素足に 草鞋 を 穿いた 博勞の 踵に は 赤く 腫物が 出来て 居て ぼつす ソ りと 

白く 膿 を 持って 居る。 其 腫物 を 見ながら 附 いて 行く。 博 勞は此 日 も 向 ふ鉢卷 である。 夷の 港へ 渡 

る 汽« の 甲板で も 遂に 此鉢卷 はとらなかった。 博勞の 立ち 止った 所から 下に 深い 谷が 開けた。 遙 

かに 木立の 繁茂した 間から 一 括りの 白 絲を又 幾つかに 裂いて 懸けた 位な 瀑が 見える。 瀑は隨 分の 

長さの やうで あるが 上部 も 下部 も 枝に 遮られて 見えぬ。 此 が博勞 自慢の 白 岩 尾の 瀑 である。 博勞 

は？ i 壺ま で 行く 氣がぁ るかと 開く の で 余 は 是非共 行 つて 見たい もの だとい ふ と 彼 はすぐ に 蓄麥 の 

花 を搔き 分けて おり はじめた。 薷麥の 花 は 頗る 急 斜面で 曲りくね つ て おりなければ 足の 踏み 處が 

しっかと しない。 谷へ おりる と 水を涉 つて 行く。 水流 は 至って 狭い。 石が あれば 石から 石 を 跳ね 

てれく。 水の 深い 所 は 岸の t 亡の 根へ 草鞋 を 踏ん がけて 行く。 での 根 は 草鞋が， U る。 博勞 の， だった 

あと は 更に、， U る。 其ヒ つた 時には 蓟 でも 芒で も 攫んで 體を 支へ ねばならぬ。 佐 渡 絡と いふ 位で 此 

邊に はむ じな の 穴が 仰山あった もの だが みんな 獵師が 打って しまって 今では 一 つも 居 なくなった 

と 博 勞が獨 言の やうに いひながら 行く。 漸く 蕩の 下まで 行きつ いた。 仰いで 見る とこ \ で はさつ 

き 木の 枝で 遮られた 下の 部分 だけが 見える ので あと はちつ とも 分らぬ。 惜しい ことに は 水が 足ら 

ぬと いふと 雪 解の 頃なら さっきの 處 から 見る のに 水 は 多し 木の葉 はなし それ は 立派な もの だと 博 


503 


(tiii)  ！:) が ^ は. 


勞は辯 解す る。 荊棘の 問 を もとへ もどる。 體を 屈める と 荷物が ぶらつと 胸へ さがって 蓮が 前へ こ 

け る。 からげ た 尻へ は 3 石 打 つし ぶき が 冷 々とか \ る。 博勞は 別な 方向 をと つて 芒の 中 を の ぼ る。 

で 押し分けた は 足で 一 一足 三 足踏みつ けて 進む。 余 は t 亡が 再び 閉ぢ ない うちと 博 s: 力の 後へ くつ 

ついて；；；： く。 うっかり すると 博勞の 産で 目 を こすられる。 渐く 小徑へ 出た 時には 余の 指から は 血 

が 少しに じんで おた。 小さな 水 ffl の ある 所へ 出た。 小山の 上で あるから 水田と いっても 粗の 筵 を 

五六 枚 千した 位しかない。 荷物 は 其 m の 畦へ 捨てて 博勞の 導く 儘に 木に 敏り 乍ら 行く と濕 の， 洛：！ 

へ 出た。 は 此の ffl の 傍 を 走る 幅 二 尺ば かりの 流の 水で ある。 大きな しなの 木が 瀑 の 上から ハ 介へ 

かけて 斜めに さし 出て！ £S る。. 小柄な 博勞は 猿の 如くす らくと しなの 木の 梢に のぼった。 余 もつ 

づ いて 登って 见た。 二人の 重量で 裕はゅ さ. （- に搖れ る。 足の うら は 直に 深い 谷で 恰も 宙に乘 つ 

たやうな 感じで ある。 此の 深い 谷の 向う の！ i に相對 した 處 はさつ き瀑へ おりた 山腹で びっしりと 

銜麥の 花が さいて 居る。 二 W に 山々 は薪麥 でなければ 豆が 作って ある。 然ら ざれば 茫々 たる 芒で 

ある。 博勞 のい ふ 所に よると 「山 を墾り 倒いて 置いて 枯れた 所で 火を點 けて そこへ 蓄麥 でも；：： i で 

もばら つと 撒いて おくの だ」 とい ふこと である。 さう 思へば 養麥の 花の 中には 焦げた 木が 所々 立 

つて：；^ る。 { 山に乘 つて 見お ろす？ t は 上部の 僅かが 見える だけで ある。 此の？ f は 孰れに しても 厄介 

な？ i. であると いはねば ならぬ。 5t を 後に して 行く とすぐ に 小さな 池が ある。 池に は 太 蘭が 茂って. 


504 


(節） 島が fii^  '£ 


计：： 下に は盥 を 伏せた 位な 小さ な岛の 形が あ る。 此 島と いふの は 由来の あ る 島な ので 此の 小 さな^!^. 

ひでり 

か ら 不思議に も淸 水が 湧 いて 出る がいくら 早で も 此の 水 だけ は 決し て 乾かぬ と 博勞が い つ た。 史 

に 博勞が 語る。 此の 池の ほとりで 一 人の 山伏が 咒文を i? へて 居た ことがあった。 其 時 丁度 牛 を 山 八 

に ぐら 

い て 草 刈に 來て 居た 子供 等が 其 咒文を 聞いて 居た こ とが あつ たが 山伏が 去 つて か ら 牛の 荷鞍 を 卸 

し て 其 荷鞍 を 叩きな が ら 山伏 の 露 似 を して 呶 鳴って 居る と 荷鞍が 草の 上から 踊り 出して 其 儘 水 屮 

で， おに 化して しまった とい ふ 荷鞍 の 島 はこれ で あ る。 

五位 がー 羽お りて 太 蘭の 蔭に ぢっ として 居る。 折 柄 俄雨が 一方から 水 而を騷 がして さあつ と 

降って 來た。 がすう つと 飛び出して！ がから 垂れた 小枝へ 移った。 雨の 脚 が 過ぎる と 水面 は復た 

•  みつす し 

一 方から 靜 かになる。 汀に は 木の葉の 滴りが 水に 大きな 輪 を 描いて 水 馬が 小さな 輪 を 描いて 居る。 

五 漁村の 能 

俄雨の あとの 草に はきら くと 日の 光が さす。 兩 方から 小徑を 埋めて 傾いた 芒の 穏を雜 です つ 

て：；；： く。 博勞の 跳ね返した 穗が 時々 ひやり と頰へ あたる。 だん/ \ 小山の 頃 を 行く と 芒の 穗の上 

に 海洋が 表 はれて やがて  一 n に 見える やうに なった。 海洋 は 日光の さし 加減と 見えて 唯 靴 碧で あ 

る。 あなたに は彌彥 山が 鮍ー つ 一 つも 數 へる ことが 出來る 程近く 見えて、 北 (後ろに 連 1 して ：5 る 
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越後の 山々 も 八， 日 は 明かで ある。 余 等が 歩いて 居る 小山の 裾に 迫って 三角形の 眞 白な 帆 を 掛けた 

船が 一 つ 徐ろに 其 紺碧の 水 を、 n つて 走る。 白帆 も 日光の さし 加減と 見えて 眩き ばかり か やく。 

博勞は 明日 も 曰 和 だとい つた。 芒の 穂 を 分けながら 山 をお りる。 海が 一歩 づっ狹 くな つて 木立の 

あなたに 全く 見え なくなった 時に 僅かば かり 水田の ある 所へ 出た。 博勞は 突然 あ \ 能が あると い 

ひながら K け 出した。 余 は 合點が 行かなかった がー 所に 跃け 出した。 に 添うて 茂った 深い 木立 

に 入らう とした 時に 余の 耳に 幽かな 笛の 昔が 聞え た。 木立に 入る と 大きな 寺が ある。 本堂の 廊下 

に は 人が 一 杯に なって 見える。 沓脫の 左右に は 婆さん 達が 小さな 店 を 出して 通 草 や 菓子 を 並べて 

置く。 平內 さん 能う 來 たがもう 二番 濟ん だと 其の 內の 一人の 婆さんが 博勞を 見掛けて いった。 ァ 

ァさ うかと 博勞は 口癖の 大聲を 出して 俺が 赤 泊へ お客さん を 案 ft して 来たと いひながら 素足の 草 

鞋を とる。 余 も ごた/ \ と 一杯に 轉 がって 居る 下駄の 間に 足 を踏ン 込んで 草鞋の 紐 を 解く。 兩掛 

の 荷物 を 手 に 提げて 段 を 昇らう として 見る と 立ち 塞った 人の 頭の 上に 紙が 貼りつ けて ある。 番組 

と 書いて あって 三番 ほに は 三 井寺と ある。 博勞は 荷物 を こ \ へ賴 むがよ いといって 余の 荷物 をと 

つて 自分の 草鞋と 余の 草鞋と を 一 つに 括って 婆さんに 渡した。 ぎっしりと 詰った 人の 後に 二人 は 

漸くに 立った。 見る と 此の 本堂と いふの は 新築した ばかりで まだ 壁の 上塗 もして ない。 中央の 板 

の 間を殘 して 左右 は そこに も 人が びっしりと 坐って 居る。 廊下 も 前の 人 は 皆 坐って 居る。 女 や 子 
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(節） 鳥 が 渡 佐 


供 も 交 つて 居る が 膝へ 抱かれた 子供 迄が 大人しく して 25 る。 正面に は 白の 幔幕が 張りつ めて あつ 

て チヨ ン 髭 結った 七十 以上と 見える ひよ ろくした 老人と 若者と が麻掉 をつ けて 端然と して JJ^ る。. 

鼓が 足 もとに 置いて ある。 幔 の 際に は此外 坐って 居る のが 四 五 人 ある。 板の 問の こちらの 隅に 

は 靑竹を 折り曲げて 格の 形に 組んだ ものが 立って 居て 小さな 釣鐘の 形が 下って 居る。 釣鐘から は 

長い 扭が 垂れて 居る。 本堂のう ちは此 丈で ある。 纏て 老人が 鼓 を 膝へ とる と 若者 は 鼓 を 左の 肩へ 

とる。 赤い 絲が だら つと 老人の 膝から さがる。 老人 は 笹の葉 を 押し 揉んだ やうな 掛聲 をし ぼり 出 

して 右の 手 を 徐ろに 一杯に 擧げて 打お ろす と 鼓 は パチッ とい ふ 昔が する。 若者 は 太い 聲を 掛けて 

斜に打 あげる と 此れ は ボンと 鳴った。 互に 鼓 を 打って 居る と 左の 方の 幔幕が まくれ あがった と 思 

つたら 網 代の 笠 を かぶって 右の 手に 靑整 を擔 いで 一 人 現 はれた。 此が三 井寺の 狂女と いふの だと 

心のう ちに mtr 狂女 は 造りつ けた やうな 姿勢で そろ/ \ と步 く。  二 問ば かりで 板の間へ 出る。 

板の 問へ 出る とこ ちら を 向いて 以前の 速度 を 以て 歩いて 來る。 狂女の 衣装 は燦 として 美しい。 然 

かも 古色 を帶 びて 居る。 左の 手 は 四 本の 指 を 揃へ て 袖口 をぎ つと 押して 突っ張って 居る。 板の間 

を 擦って ー步々 々と 踏み出す 白い 足袋の 先が 目につく。 靑笹も 笠 もとって 捨てた 所 を 見る と 下 は 

温い 相貌 を 含んだ 假面 である。 白く 塗った 假面 はこれ も 古色 を帶 びて 居る。 假 面に 鉢卷 した 紐が 

ばらつ と 後ろへ 垂れて 居る。 假 面から 少し 下へ 顎が 出て 見える が 其 顎 か ら汗 が ぼ たくと， こ け て 
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來る。 後ろの 暢幕 に附 いて 居る 男が 時々 白紙 を 以て 後ろから 汗 を 拭いて やる。 狂女 は. n: い 足袋の 

先 を 踏み出し/ \蛙聲 の 如き 諭に つれて 板の 問 を 舞 ひめぐ る。 極めて 鈍い 運動で あるが 骨が折れ 

るかして 舞 ひながら 手 冗が 絶えす ぶる/ \ と 震へ て 居る。 「三 井寺で は 子役が 居ない のです か」 

とい ふ聲が 余の 耳 もとで 聞え たので 振り か へ ると 余の 制に 立って おた 一 人が 相手に 噺を しかけた 

ので ある。 之が さう です と 相手 はすぐ 服の 前 を 指す。 白衣の 子役 は閾ー つ を 隔てて 見物と 並んで 

坐って 15 るので あった。 相手 は 更に 「ァレ は 小 木の 桶屋だ 相です ね」 と 狂女 を さしてい つた。 余 

は 此れ を 開いて さっき 博勞を たづね る 時分に 太 桶へ 箍 を 打 込んで 居た 桶屋の >J と を 思 ひ 出して あ 

あい ふ 職人 仲 問 にこん な ものが あるの かと ゆかしい 心 持 を 禁じえなかった。 纏て 狂女が 一 一三 歩す 

さって 屮據 持った 右の 手と 右の 足と を 突き出した 腰 をぐ つと 後へ引いて 假 面が 吃と 靑 竹の 櫓 を E^. 

あげた 昨に ァ 、い \ と 際どい 聲が又 余の 耳許で 響いた。 見る と 博 勞が向 鉢 翁 をした 首 を 曲げて 反 

齒の 口 を 開いて 見惚れて 居る のであった。 三 井寺が 濟 むと 本堂 一 杯であった 見物が 一 齊 にわ あわ 

あと 騷 がしくな つた。 更に 番組 は 鉢の 木が 濟 むと 板の 問の 四隅に は 荒繩を 引っ張って ラ ンプが 吊 

された。 見物が 漸く 動かいて 余 等の 前 は 疎らに なった。 余は閾 際まで 進んだ 博勞を 見る と 何時の 

問に か 胡麻 躔 頭の 男と 話 をして おた が 余 を 見る と 明日 は此 人が 牛 を 越後へ 積んで 歸 ると いふから 

乘 せて い つて 貰 ふこと にした がよ いと 其 男に 余 を 紹介した。 一 一人 は 牛が どうと かいふ こと を符 It 
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交りに 云うて 平- s: さんが 相手の 袂へ手 を 入れて 二人で 掘り 合うた と 思ったら 平. s: さん は： 蹄の 火 

聲を 出して そ り や あ ん ま り 安く  30; つたな あとい ひながら 口 を 钳んで 向 鉢 翁した 頭 を 横に 曲げた。 

又 鼓が 鳴って 船 辨慶が はじまった。 板の 問に 居る 辨慶と 幔幕が まくれて 出た 靜 とが 悠. 4- に 應答を 

する。 辨废は 八 字に 髭の ある 大柄な 男で 時々 險 をば ちくと 叩く。 靜が 板の 問の 中央に" おる と 後 

ろの 幔幕の 際に 居た 男が 金 烏帽子 を かぶせた。 其 男が どうも 見た ことの ある 顏 だと 思ったら 此れ 

は 小 木の 宿屋の 主人であった。 袴 をつ けて 端然た る 姿が 餘り變 つたので 一 寸見に は 分らなかった 

ので ある。 余 は 此れ を 博勞に 話す と 丁、 鉢の 木の 仕手 を 舞うた のがさう だ。 どうも 能う 舞 ふとい 

つた。 烏帽子 をつ けた 靜が 白い 足袋の 先 を そっと 出しく 舞 ひめぐ る。 四隅に 吊った ランプの 光 

が 烏帽子 に 輝き 衣装に 輝いて 美しい。 ァレは 小 木の 石屋で ヮ キ なら 何でも 務め る の だ と博勞 が 語 

る。 靜が 去って 知 盛の 幽靈が 薙刀 を 振り 廻して 出た。 雜刀は 時 々ランプ を 叩き さう になる。 北： 度 

毎に 雞 刀の 刃が ぴ かくと 光る。 能く 見る と 銀紙が 貼って あるので 處々 皺が よって 215 る。 S ぃ髮 

を かぶって 伏 n に 荒れ 廻 る 知 盛 の 顎 は 赤い 布 で 包ん である。 辨慶が 頻りに 珠數を 押し 揉ん で は 押 

し 揉む。 博 勞は此 時 突然 「此辨 慶珠數 の 房 を 振る すべ 知らん」 と 叫んだ。 余 は 辨慶に 聞え はせ ぬ 

かと 心配した。 板の 問 近く 膝 に 抱かれて 居 た 子供が 薙刀 に 驚いた はすみ に 持って 居た 梨 を 落し た。 

梨 はころ/ \ と 板の 問の 中央まで 轉 つて 行った。 外 はま だ黃昏 である。 婆さん 達の 店が 片 づけに 
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か、 つて 居る。 余 は 先程 婆さん の 箱の 中に 椿の 薬へ 乘 せた 米 饅頭の あつたの を兑て おいた ので そ 

れをー 包 買って やった。 婆さん は 此れ は 椿 ダン ゴと いふの だとい つた。 草鞋 も 足袋 も 手に 提げた 

ま \ 博勞に 宿へ 案內 されて 行く。 本堂の 庭から 石段 をお りる。 途々 聞く と 佐 渡に は 二 派の 能の 先 

生が あった。 此の 博勞 の平內 さん も 若い 時分に は 先生に 跟 いて 歩いた ことがある。 其 後平. s: さん 

の 先生の 方 は- M 微 してし まって 今日の 一味 だけが 立派に 立って 居る。 然し 平內 さんの 先生に は 名 

作の 翁の 假 面が 祕 蔵して あった。 百 雨の 値 打 は あると  一 口にい つて 居た ので あるが 五六 年 前の 洪 

水で 家 も藏も 流されて 其 假面も 一 所に 失って しまった。 それ は 海 ■ へ 落ちた ので あつたと 見えて 後 

に 磯へ 打ち あげられ たの を 漁夫が 拾った けれど 其 時には 鼻も缺 けて 冗の 姿 はちつ ともなかった と 

いふので ある。 余 は 實際能 を 見た の は生來 此の 日が はじめて である。 然 かも かう いふ 孤島の 僻 Q 

に 能の 催しが あらうな どと は 夢にも 思 ひ 設けなかった 所で ある。 北ハ 見物人と いふの が 大抵 は 百姓 

や 漁夫の やうな ものである だら うが それが 子供に 至る まで 靜肅 にして 居た の は 意外であった。 北ハ 

I 仅 者と いふの が 桶屋ゃ 石屋 や 宿屋の 主人な どで ありながら 相應に 品位 を 保って 見える の も 向鉢卷 

をと つたこと のない 博勞の 平內 さんが 能の 知識の あ る の を 見ても 此の 島の 人の 心 に 優 L い 虑のぁ 

るの が 了解され る。 博勞が 遭うて 其 日から 懇切で あるの も 宿屋で 出掛に 必す 草鞋 を 一 足 くれる の 

も 小 木の 宿屋の 美人が 洗濯 をして おいて くれたの も ゆ I 此の 優しい 心の 發動 でなければ ならぬ。 佐 
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渡と いふと 昔 は 罪人の 集合 所であった やうに 思って 居た ので あるが 淸 潔なる 島の 签氣は 彼等の 感 

化の ために は截れ なかった と 見える ので ある。 博 勞は此 夜 も 余と 共に 泊って しまった。 

此所は 越後の 寺 泊と 相對 した 赤 泊の 漁村で ある。 

六 草 鞋 

夜 明に うと /(.- として 居る とばら/ \ と 雨が 廂を 打つ。 叉う と./ \ として ふと 枕 を 擡げる と 博 

勞は旣 に 起き て 蒲圑の 上 に 煙草 を ふかして 居る。 まだ 雨 だら うかと 聞く と 日和 だ /\ と 障子 を 開 

けて 見せる。 さっきの は 通り雨で あつたの だ。 客が みんな 爐の 側に 聚 つた。 越後の 博勞 だとい ふ 

胡麻 i チ頭 の 男 も 此の 宿に 泊った と 見えて 爐の 側へ 來て 居る。 客の 膳が 悉く 爐 の ほとりへ 運ばれる * 

宿の 亭主 も 一所に 飯 をく ふ。 亭主と いふの は 五十 恰好の 恐ろしい 噺 好きの 男で 一 箸 目に は 鏡 舌つ 

て 居る。 相手が 皆 去って しまったら 余 を 攫へ て 饒舌る。 佐 渡と いふ 所は氣 候が い \ 上に 桑が 自然 

に 生えて ra5 るの だけれ ど 惜しい ことに 養蠶 に 熱心 する ものがない。 まあ 氣候 がい \ から 何も 知ら 

すに 飼っても 一 一年 や 三年 は當 るが 其う ちに 癖が は ひ ると もう 呆れて しま ふとい ふので 情ない こと 

だ。 本 當に此 所へ 來て養 蠶 をしょう と 思 ふ ものが あれば 五 枚 や 十 枚の 種紙なら ば 人が 手傳っ て も 

桑 位 は 摘んで やる。 兎に角 人氣 がい- -の だから 人の 桑 だって 少しば かり 摘んだ ので は 泥棒 だな ど 
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と騷ぐ もの はない とこん な こと を 饒舌る。 客の 膳が 引かれて 給让の 女房が お 鉢 を 隅へ 押 L つけて 

去った の も 知らす に 饒舌る。 亭主 は 一 人で お 鉢 を 引きつけ て 盛って は 喰 ひ 盛って はく ひ 五 杯 六 杯 

とく ふので ある。 余 は博勞 の平內 さんと 宿の 裹へ 出る。 うら はすぐ に 汀で 船が 一艘 繫ぃ である。 

牛が ぞ ろくと 曳 かれて 來る。 孰れ も 人の 腹 あたりまで しかない 小さな 牛で ある。 孤島の 康物は 

孤島 相 應の體 格し か 持つ ことが 出来ない ものと 見えて 此 ii 巾から 兑る牛 は 殆ど 狗 ころで も あるか 

と 思 ふ 程 小さな ものば かりで ある。 亭主 は此 所で も 饒舌り はじめた。 佐 渡の 牛 は 蘂沓を かなく 

て も，： y 由に 山 坂 を 歩く。 それが 便利 だとい ふので 仰山 飛 iS の國 へ寶れ る。 飛 驛の圃 へ 牛を曳 いて 

行った もの は 谷 を 籠で 渡される ことがあ るが 渡しの 途中で 綱が だんく たるむ とみんな ぽ； 荅 にな 

つて 籠が 向う へ ついた 時にはもう 死人の やうに なって しま ふ。 此 所の 人 は どこ へ 出る にも 船 だか 

ら海 はちつ とも 驚かない が 飛 騍の籠 渡しで は慄 へて しま ふ 相 だと 亭主 はいった。 岸から 船へ 板 を 

渡して 水夫が 三人ば かりで 牛 を 船へ 引っ張り 込む。 牛 は 板 を 渡っても 船へ はどう L て も は ひるま 

いとする。 さう すると 一人の 水夫が 後から 牛の 臀を ぐっと 持ち 投げて 押 L 込む。 一杯に ii; のつ い 

た臀 でも 構 はすに 持ち あげる。 牛が 悉く 積まれた 時 余 は平內 さんに 別れ を 告げて 船へ 乘 つた。 平 

S さん は此時 は鉢卷 はして 居なかった。 水夫の 一人 は 余の 草鞋 を 汀の 水で ざぶ くと 濯いで 被へ 

括りつ けて くれた。 十 一 反の，：： 帆が 檣に 引き揚げられ ると 船 は ゆらり くと 岸 を 離れる。 舢 から 
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(節） 島 が 渡 佐 


とり 舵と 船頭が 大 聲で呶 鳴る と 舵が ぎい つと 鳴って 舳が稍 南の 米 山へ 向いた。 船 は ゆるやかに 描 

れて 搖れる 度に 赤 泊の 漁村の 上に 五寸ー 尺と 連山が 聳えて 來る。 兩 方の 舷 から 屋根 を葺 いたやう 

な 櫓と いふ もので 船は掩 はれて 居る。 其 櫓の 中心から 穡が 立って 居る。 余 は 櫓へ 乘 つて 檣の すぐ 

下で 横になる。 空 は 水の 如く 澄んで 居る。 海 は 空の 如く 靜か である。 空 氣は冷 かで ある。 此の 冷 

かな 空 氣を 透して 日光が ぢりく とさす。. H 帆 は 余が 爲に日 覆の 如く 此の 日光 を 遮る ので ある。 

白鳥の 翼で なでる やうな 軟風が 時々 そよ くと 渡って 來る。 白帆 はふつ と 膨れる と 耳 もとで 帆綱 

がぎ りくつと 鳴って やがてば さ/ \と たるむ。 船頭 は 余の 近くで 舵へ 手 を 掛けて 悠然と I- 苹を 

爐 らして 居る。 余 は 日の あるう ちに 寺 泊へ つける かと 聞いたら い \ ゃ此牛 は 柏 崎へ 積んだ の だ。 

さう さ 此の 鹽梅 では 夜中で なければ 柏 崎へ はっけまい とい ふので ある。 赤 泊 を 出帆す る 時に 舳を 

米 山に 向けた のを變 だと 思った ので あるが 此れ は 以ての外の 失策 をして しまった。 寺 泊へ 渡って 

日頃 目について 居た 彌彥 山へ 登らう と 思って 居た ので あるが 柏 崎からで は 十 一 里 も戾ら ねばな 

らぬ。 もう 悔いても 間に合 はぬ 諦める より 外 はない。 余 は 荷物 を 枕に してう と. となる。 海 は 

極めて 靜穩 であるが 沖へ か- - つてから はノタ とい ふ 波が 大きく 搖れ るので 船が 大きく ゆらり く 

と搖れ る。 搖られ ながらう と/, \ となって 居る と 帆綱が 絕ぇ すぎり つ と 軋つ て は 白帆が ば さ 

ば さとた るむ。 醉醒に 水 は 毒 だようと 舵 取の 喷ふ 追分の 聲が 耳に 響く。 突然に もう 國境は 越した 


(節） 岛 が 渡 佐 


かなと 一人の 水夫が 呶 鳴った。 余 はむ つくり 起きて 見る と 佐 渡 は 驚く 許り 遠くな つて 丄 手の やう 

に 山が 連って 居る。 彌彥山 は 岩の 崩れた 趾も 明かに 見える やうに 近よ つて 居る。 米 山 はま だ ぼん 

やりと して 南方 逯 かに 遠い。 椿の 下で 牛が どた くと 騒ぎ 出した。 水夫が 三人 同時に 舰き 込んで 

際どい 聲で呶 鳴りつ けた。 牛 は ぴったり 靜 かにな つた。 余 も 櫓から 观 いて 見る と 牛 は ひ しくと 

1 一 側に つめられて 角が ぎっしり 舷の 所で 橫 木に 括られて ある。 此 時まで 余と 枕 合に なって 居た 胡 

麻 ie§ 、の 博勞 がむ つくり 起きて 突然に どう だとい ふと 舵と りの 男 は 佐 渡 あらしな らい X が 南 だか 

ら どうも 駄目 だ。 出 雲 崎へ 向けて 見ても 煽られ るんだ から 今日は 柏 崎 は 御免 だ。 出 雲 崎へ つける 

位なら 一 暦 寺 泊の 方が よから うとい ふと 運賃が 十五 圓 ばかり 狂 ふが い- -ゃ 仕方が ねえと 胡麻 瞻1 頭 

のフケ を搔き 落しながら 博勞 がいった。 どうやら これで は 寺 泊へ 行ける らしい。 最初の E 的が 逹 

せられる かと 思 ふと 心中 竊に悅 ばし さ を 禁じえなかった。 あんまり 彌彥 山が 近くな つて 居た と 思 

つたの も 道理であった。 寺 泊へ ついた の は 五 時 頃で ある。 磯へ つくと 船 はぐる つとめぐ されて 爐 

が 波打 際まで 突き あがる。 余 は 笠と 蓮 を 投げ出して 草鞋と 荷物と を 手に 提げた ま- - 波の 引いた 途 

端に 磯へ 飛びお りた。 一 日の 航海 中 牛 は 遂に ー聲も 鳴かなかった。 

佐 渡 を 見る と 悠然として 海を掩 うて 長く 橫 はって 居る。 大きな 盥に水 を 一杯に 汲んで 鍋蓋 を？； 

ベ れば鍋 のとつ 手 を 横から 見た のが 佐 渡が 島で あ る。 鍋の 底 か ら然ぇ あがった 焰の やうな 夕堯 
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(節） 島 が 渡 佐 


の 空が 佐 渡 を 包んで 平穏な 海 一 杯に きらめいて 居る。 佐 渡 は 余が ために は 到底 忘れられぬ 愉快な 

境であった。 三日 は 雨で あとの 一日 丈が 晴れた ので あるが 其 雨の 日に 相 川の 金坑 を 見て こんな こ 

とがあった。 初めは 工場の 殺風景に 驚いた ので あつたが 泥 を 溶いた やうに 燭 つた 燭 川と いふ 小さ 

よ - 一 ど ； S 

な溪 流の 岸に 沿うて 行く と 高い 支柱 を 建てて 大きな 箱戶 樋が 連つ て 居る。 箱戶 極は溪 流に ついて 

屈折して 走る。 所々 僅に 紅した 蔦の 葉が 支柱に 絡んで 戶樋を 偃うて 居る。 疎らに 立った の穗が 

戶 樋に 屆 かう として 傾いて 居る。 白い 雨が 蔦の 葉 をぬ らして 芒の 穗に 打ちつ ける。 余 は 秋 寂び た 

雨の 中に 立って 此の 戶樋を 流れる もの は 何で あるかと 思った。 戶樋は 泥土の 如く 粉碎さ れた鑛 石 

が 水と 共に 送られて 居る のであった。 卽ち 金銀の 水で あると いふ ことが 出來 るので ある。 自分の 

頭 の 上 を 金銀の 水が 絡え す 流れて 居る のかと 思 ふと 金山が 急に 美化され てし まった やうに 感ぜら 

れた。 佐 渡 は 此の 如くに して 到る 所 余が ために 装飾され て 居る かと も 思 はれる。 外見 は 凡そ 佐 渡 

ほど 寂び た 所 は 少なから う。 然しながら 仔細に 味うて 見る と 余 はま だ 佐 渡 ほど 美しい 分子 を 有し 

て 居る 所に 逢うた ことがない。 佐 渡 は博勞 だけで も 十分で あるが 唯博勞 だけで は 鼠 地の 切れの や 

うな 感じ を 免れぬ。 佐 渡が 島で は 小 木の 港で 美人に 逢うた。 美人 は 鼠 地へ 金 絲銀絲 で 刺繍った 牡 

丹の 花で ある。 さう して 博 勞の娘 はつ や \ かな 著 莪の 葉へ 干した 染絲で 刺繍った 荅 でなければ な 

らぬ。 美人 は 夜 ちらりと 見て 朝 は 別れて しまったので 何とい ふ 名 かそれ も 知らぬ。 宿屋の 娘で あ 
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つ たか女 中であった かそれ もし かとの 判斷は 出来ぬ。 余 は 何故 匆卒に 其 宿 を 立って しまったので 

あつたか とそれ も 分らぬ。 链日々 々不快な 宿 を 通げ る やうに 立ち去る のが 旅 中 幾 十日の^ 惯 にな 

つて 25 たからであった らう。 然し 觅 にも 角に も 昨日の 浦 を 見お ろしながら 美人と 噺 をした。 其 噺 

は飽氣 なかった。 惜しい はかない やうな 思が 心の底に 潜んで 居る。 牡丹の 花の うら を 返， L て见る 

と金 絲銀絲 は 亂れて 居る。 余が 美人 を 憶 ふ 時には 幾分の 亂れを 生す る。 其 心の 亂れは 刺縱の 金絲 

銀絲が 亂れて 居る 如く 唯 美しく あるべき 香の 亂れ である。 余 はかう いふ 想に 耽りつ 船が 磯へ 扱 

き あげられ るまで 荷物と 草鞋と を 手に 提げた ま， -呆 然として 立って 居た。 水夫の 濯いで くれた 草 

鞋 はすつ かり 乾いて 居る。 佐 渡の 形見と して 余の 手に つた もの は 小 木の 宿屋の 美人が ともし 灯 

ii なす 

の もとに ゆかしが つた 手帖の 問の 瑰の 花と 此 草鞋との みで ある。 草鞋 も 小 木の 美人が 槌で 叩い 

て くれた 草鞋で ある。 紺 飛白の 据 から 白地の 观き 出した 美人の 姿が すぐに 眼前に 浮ぶ。 然し それ 

はもう 過去の 記憶で ある。 現在の もの は 此の 草鞋の みで ある。 歩いて./ \ 底が拔 けて 足の うらが 

痛くな つてなら ぬまで は 此の 草鞋 は 穿き 通して 見たい やうに 思 ふ。 草鞋の 底が 拔 ければ 髮の 毛の 

亂れの やうに 藁が 兩 方へ 喰 ひ 出す。 それでも ぎっしり 結んだ 鈕は 手で 解かねば いつまでも 足に つ 

いて 決して とれる もので はない。 此 草鞋の 紐 はどうしても ぎっしり 結んで 置かねば ならぬ。 余 は 

かう 思 ひながら 靜 かに 暮れ行く 寺 泊の 礎の 砂 濱へ笠 も 蓮 も 荷物 も 投げ出して 徐ろに 草鞋の 絲を結 
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ん 
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(明治 四十 年 十月) 


(作 腿） 虻 


虻  靑木健 作 

了 助と その 妻のお 村と は 水の 底 を 迂路々 々と 俯向き 勝ちに 見廻し 乍ら 行った。 浅い 汐を 切る 四 

ッの脚 はしょ ぼくと 幽かな 昔 を 立 て る。 了 助が 擔 いで 居 る 枯竹を 束に した 松明 は 眞黑な 空 を 舐 

める 様に 紅い 炎 を卷き 上げる。 折々 燃 差が 水に 落ちて は 直ぐ 黑ぃ 灰と なって 浮く、  二人の 脚 並に 

連れて 起る 小波の 下に は 其 處此處 に 嫁の 皿、 姬： H: などの 白い 貝殼が ゆらく 動いて 居る 如く 兄え 

た。 

了 助 はこの 濱邊 から 八 九 町 北に 當る 山の手の 河内と 云 ふ 小 里の 小百姓で あるが、 家計の 不如意 

の 爲め米 國へ出 稼に I 仃か うと 決心して 四十 日程 前に 願書 を 出した。 許可が あるか どうかと 危ぶん 

で 募して 居る 中に 今朝 漸く 旅行 免狀が 下って、 十日の 後に 神 戸から 船に 乘る 事に なった。 早く 確 

定れ ばせいに と 待つ て 居た ものの 愈々 確定って 見れば 却って 心が 騷々 しくて、 仕事 も 手に つ か 

祌 棚に 上げて 置いた 免狀を 朝から 何囘 となく 下して 見、 下して 見して、 母に 小 曾 を 言 はれ、 心配 

げ なお 村に さへ 笑 はれた。 彼 はどう かしてい らいら する 氣を 紛らした いと 思 ふ 中、 フトも 早ゃ舊 
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十；：^ の 末で あるか ら磯蛸 魚 も 大分 大きくな つて 居る だ らうと 久し振り に 生臭い 物 を家內 中が 喰 ひ 

度い と 思 ひ 着いて、 午後から 山へ 行って 松明の 仕度 をして、 夜に なって 人の 寢靜 つた 顷 から、 母 

に 留守 を させお 村と 一 一人で 出て 來た のであった。 

二人 は 餘りロ を も 利かす、 水の 底 を 見つめて 行き 乍ら も、 それ. <\. 他の 事を考 へて 居る やうで 

あった。 いくら 行っても 蛸 は 見付からなかった。 その 中に 了 助 は 自分の 股引が 濡れる のも氣 につ 

かぬ 如く、 知らす，/ \ 沖の 深い 方へ 出て 行く。 黑ぃ 藻が 段々 に 濃くな つて 来て、 時々 は 脚に ぬめ 

りと 絡む 事 もあった。 

「あんた、 何處へ 行く の、 私に や 早 や 深うな つて 行かれん がの」 とお 村 は 赤い 腰の物が 水に 浸る 

の を 掲げ 乍ら 不意に 云った。 

了 助 はまた 淺ぃ 方へ 步を 移した。 少時 行く 中に お 村が 大きな 渡り 蟹 を 見付けた。 了 助 は 片手に 

尖の 光る 魚扠を 構へ て、 泥の 中に 縫 ひ 込まう とする 蟹 を 突き上げて、 「此奴 も 魚籃の 脤ひぢ や」 

と、 お 村が 右の 肩に 掛けて 蓋 を 除って 待って 居る 鰻 魚籃の 中へ 扱げ 込んだ。 手 負の 蟹 は 乾いた 签 

魚籃 の 中 を が さくと 這 ひ 廻った。 

一 氣に 燃える 竹の 松明 はも 早 ゃ餘程 短くな つたので 了 助 は、 今 一 束 岸に S いて 来たのと 點けか 

へて 來る 事に して、 お 村 を 待たせて、 一人 S の 方へ 行った。 
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「でも 淋しい のに」 

「今 直ぐに 來 るん ぢゃ 無い か」 と 了 助 は 叱る 樣に云 ひ 捨て \、 松明 を 前に 振りく 水 .昔 騷 がしく 

急いだ。 

お 村 は靜な 夜の 海の 中へ 一人 立った。 沖の 方に は 暗い 水の 向 ふに 仙 島黑髮 などの 島々 が 何時 迄 

も覺 めぬ 様な 深い 眠りに 入って 撗 つて 居る。 一 面に 曇った 空 は何處 が天ぢ ややら 解らぬ 爲 暗で 

ある。 お 村 は 今の 中に 何處 からか 黑ぃ手 を 仲ば して 自分 を 引 俊うて 仕舞 ふ 者が 來 はせ ぬかと 恐れ 

る樣に 小さい 身 體を辣 めた。 音 も 立てす 脚に ひし./ \ と 寄せて 來る 冷たい 潮 はだん./ \ 自分の， m 

を 吸 ひ 取る やうで、 到頭 ぢっ として は 居れ なくなって、 急に 二三 歩 的 もな く 歩いて 見た。 が 脚 に 

連れ て 汐が氣 味 惡ぅ鳴 るので ま た 直ぐに 立 ち 竦ん だ 。 そ れ と共に この 後 問 もな く 遠 ぃ國へ 旅立つ 

了 助との 長い 別れの 間 を 想うて、 耐え 難い 淋し さ 恐し さが 胸に 湧いて 來て、 覺 えす 身 を 震 はした。 

早う 男が 來れ ば宜 いに と 思って 岸の 方 を 振り向いて 見ても、 堤の 後 側で 火を點 けて 居る と 見えて、 

唯 大きな 山が 北に S 黑く續 いて 居る 許りで、 何物 も 見えぬ。 魚籃の 底に はま だ 死に 切らぬ 蟹が ゴ 

キくと 間遠に 這 つて 居る のが 聞え る。 

「n 十う お出でよ！」 とお 村 は 思 ひ 切って、 突き 貰く 様な 聲を紋 つて 呼んだ。 併し 聲は喑 闇の 中に 

吸 ひ とられる 許りで 何の 答 も 無い。 その後 は 一 暦 寂しい。 お 村 は耐ら す镇け ざまに 叫んだ。 四 五 
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度 E に 漸く 幽な 答が あった。 お 村 は 初めて ホッと 息 を 吐いて ロを噤 いだ。 

間もなく 岸の 上らし ぃ處に 火が 見 はれた。 それが 下に 降りて 段々 に 近寄る。 水の 中 を 歩く 一  1;" も 

次第に 高くなる。 汐に 映る 火 は 益々 大きくな つて、 お 村の 脚の 下 迄 も 光が 屆 いて 来た。 

「何ぢ やえ、 臆病者 ぢ やのう、 そんな 事で 俺が 遠方へ 行った 後 はどうす る 積り え」 と 了 助 は 半 町 

も 向 ふから 云 ひかけ た。  • 

「此方々々、 早う お出で や」 とお 村 は 了 助の 言葉 も 聞えぬ かの 様に 呼んだ。 

了 助は渐 くお 村の 側へ 来た。 點け 立ての 松明 は 未だ 良く 燃えす、 長い 束の 端に 勢の 無い 炎 を 上 

げて 居た。 二人 はまた 默 つて 東へ 進んだ。 お 村 は 何 か 話したい ので あるが、 了 助が づ つと 前に 屈 

んで 行く ので、 じれった 相に 魚籃を 振り 廻しつつ 跟 いて 行った。 かう して 淺汐 を迎 つて 西 小島の 

沖まで 來る 間に 唯 了 助 も 一尾、 お 村 も 一尾の 小さい 蛸 を 見付けた のみであった。 此處 から は德山 

鍊炭 所の 靑ぃ 火の 數々 が 水の面に 長く 映って 聊かの 波に ゆら./ \ 動く 様が 眼の あたりに 見えた。 

直ぐ 左手に は 東 小島が 絶えす 密かな 話で もして 居る 樣に黑 い 姿 を 並べて 居る。 東 小島に 績く野 村 

開 作の 沖に は異 赤な 漁火が 一 つ 動めいて 居た。 > 

「何故に こんなに 蛸が 居り やせんの ぢ やらう」 とお 村 は 不意に 男の 頰 被った 丸い 頭 を 見遣って 訊 

いた。  - 


521 


(作 《i 虻 


「俺が 千 供の 時分 は、 親父と 來 たもん ぢ やが 飯 蚺の四 五十 は缺 かした 事 は 無かった に、 近年 は 段 

段少 うなった。 今夜の 様な 事 も 無い、 一年 振りに 来て、 やっと 蜘蛛の やうな 蛸 を 二った あ 情無い 

話ぢ や」 

「蟹 も り やす」 

「蟹が 何になる。 ：： 何 ぼ 行っても 駄目 ぢゃ、 歸な うや」 

「私 はは や 寒うな つて 来た」 

一 一人 はこれ から 小島の 間へ 上って 陸 を歸る 事に した。 了 助 は 半分 許りに 減った 松明 を 肩から 前 

そよか^ さかん 

に 下して 女と 擦れ合 ふ 許りに 並んで 行く。 嬲る 様に 吹く 習 風 は 熾に 燃える 炎 を 前に 靡かせる ので 

都合よ く 行く手 を 照した。 燃え 殼は絕 えす ヂュ ー くと 汐に 落ちる。 お 村 は 咳 をした。 その 度 毎 

に 口から 吐き出す 白い 息が 鮮 かに 見えた。 島に 近寄る に從 つて 水 は 愈々 淺く、 小 砂 は 段々 に 歩き 

惡ぃ 礫に 變 つて 来た。 

「あ 痛い」 とお 村が 急に 立ち 留 つた。 

「牡蠣で 切った んぢ やらう。 足の 踮. をお 見せ」 

お 村 は 魚籃を 水に 置いて、 了 助の 肩に 縦り 乍ら 足 を 火の 前に 高く 上げて 見せる。 靑 白い 踮の中 

程から 眞 紅な 血が 流れ出る のであった。 陸へ 上って 括って やる 事に して 牡蠣が 一 杯に 白く 附着い 
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ぉづく 

てきら/ \ 光る 大きな 3 おと 岩との 問 を、 忍びの 者の 様に、 二人 は 恐々 と 脚 を 浮かして 通り抜けて 

漸く 干 上った 砂の 上へ 來た。 其處で 松明 を 投げ 崩して 燃して、 打ち上げて 居る 女の 髮に 似た 生々 

しい 藻草 を搔き 集めて、 その上に 並んで 腰 を 下した。 

それから 了 助 は 自分の 絞りの 帶の端 を 裂きと つて 投げ出し たお 村の 脚 を 引き寄せて、 傷口 を 幾 

重に もしつ かりと 縛りつ けた。 お 村 は その 間 自分の 傷 を 見る の を 避ける 風に * 暗い 海の 方へ 頭 を 

向けて 居た。 満ちて 來る汐 は 上り 前の 蠶が 桑の 葉 を 喧ふ樣 な 靜な音 を 汀に 立てた。 

あた- 

歸路が 寒から うから 良く 暖まらう と 云 ふので、 一 一人 は 立って 堤に 高く 打ち上げられた 枯藻を 集 

めて 來て 火に 投げ込んだ。 その ミシ/ \ と 燃える 前に 默 つて 坐って 居る 中に、 了 助 はまた 今朝の 

旅行 免 狀の事 を フト思 ひ 出して、 自分が 行った 後のお 村 や 母の 事な どを考 へた。 立ち上る 枯 藻の 

し *y 

白い 灰 は 一 一人の 頭の 上から 連り に 降って 居た。 や \ あって 何處 からか 

「お ー い」 と 呼ぶ 聲が 聞え たので、 一 一人 は 一 齊に顏 を 上げて 見る と、 東 小島の 沖の 角へ 松明が 見 

はれて 居た。 

「お ー い」 と 了 助 は 直ぐに 答へ た。 よく 見れば 松明 は 段々 此方へ 近寄って 來る。 「先程 遠くに 見 

えた あれで がんせ う。 あんた、 あの 聲に覺 えが あるの」 とお 村 は 小聲に 尋ねた。 「覺ぇ は 無い が、 

沖で 夜 遇へば お 互に 呼び か はす もの ぢゃ」 と 了 助 も 矢 張 小聲で 云った。 


523 


(作 健） 虻 


なく 漁師 風な 四十 位の 男と そ の 子ら しい 丈の 低い 子供と が 焚火 を 隔て 了 助 等の 向 ふ 側 へ 現 

はれた。 

「多少 漁が あり やした かの」 と 云 ひつ- -、 かの 男 は 肩に かけた 鐵 器の 上に 燃える 肥 松 を 焚火の 中 

へ 投げ込んだ。 その 爲 めに 火の 子が 高く 天に 舞 ひ 上った。 

「否、 まるっきり 駄目で あり やす。 お前 方 は？」 と、 了 助 は 眼 森 も わからぬ 程 どす 黑ぃ 漁師の 顔 

を 見上げた。 

「御 同樣ぢ や。 德 山から 指して  一 M 餘りも 海の 中 を 水鳥 ぢゃ あるまい に ざぶ く 歩き 廻って 漸く 

小 蛸 五六 尾ぢゃ 勘定に 合 ひやせん て。 午から 晚迄 か- - つて 山の 肥 松 を 掘り 集めて 来たん ぢ やに： 

：此も W1- や 要らん 物ぢ や」 と、 子供の 擔 つて 来た 古びた 麻囊を 取って、 中の 肥 松の 殘りを 炎の 上 

へ 篩 ひ 落した。 

「人 も 知って 居る と 見えて、 前に は此 頃になる と 毎晚、 礎の 水が 松明の 火に 焦げる 程に 漁 人が 出 

たもん ぢ やが、 今夜の 淋しい 事ち うたら 全然で 離れ島へ でも 流れ着いた 様ぢ や、 何故かのう、 小 

ぢ  うる 

父 さあ」 と 了 助 は 上せた 樣な濕 んだ眼 付 をして、 海の 方 を 見つめた。 

「何でも 鍊炭 所が 出来てから、 石炭の 滓 を みんな 海へ 流して 仕舞 ふから ぢゃ とも 云 ふが」 

「成る 程、 あの 黑ぃ 汁が 濱邊を 流れち や 大抵の 生物 は迎も 棲み 切れん ぢ やらう。 近頃 は^も 餘程 
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少 うなった ちう から」 

「まさか、 それ 許りで も あるまい が、 他の 魚 も极ッ から 捕れん 相で、 櫛ケ濱 でも 福 川で も 網の 鋭 

方が 夜逃げ 迄す る やうに なつ たげ なて」 

「ぢゃ あ 百姓 許りの 厄年で も 無い と 見える のう」 

「何もかも ぢ やえ」 

こんな 問答が 績く 中に、 肥 松 は 脂 を 煮え 出し 乍ら 熾に 燃えて、 四 人の 濡れた 裾から は 湯 ハ浙が 白 

く 立ち上った。 お 村 は 二人の 話 を 半ば 空耳に 聞き 乍ら、 自分の 眞向 ひに 薄んで 居る 子供 を つめ 

て 居た。 彼 は 大人の 古びた 外套の 頭巾 を 顔 も 。クに 見えぬ 迄に 被って ヂット 動かない。 松明が 燃 

え 上る 度 毎に 頭巾の 奥の 顔が チラく 見える。 尖った 鼻 や 殺げ た頻の 様が 大人の やうに も 思 はれ 

る。 殊に 窪んだ 眼から 時々 鋭く 睨まれる ので、 お 村 は 氣味惡 く 感じた。 それで 子供 を 見まい とし 

て 顏を反 向けても、 矢張氣 にか \ つて、 また 見す に は 居られなかった。 

話が 止んで から 了 助 も 子供の 方 を 詠し 相に ぎろ/ \ 見遣って 居た。 何時の 問 にか 風が や. --强 ま 

つて 焚火 を ひどく 北に 靡かせた。 小島の 松の 音 も ざ わく 聞え 初めた。 

フト 子供 は 立ち上った。 そして， 親父の 手 を 引 張って 「あ、 ぁッ」 と眞 暗な 東の 方 を 指さした。 

「ま 些と溫 まって 行け、 寒い に」 と 親父 は 子供 を また 蹲 ませて、 「此奴 は 耳 も 口 も 利 けん 餓鬼で 
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の」 と 了 助 等 を 見 乍ら 云った。 

「まあ」 とお 村 は 眼を瞠 つて、 子供 を 見た。 

潮 は 大分 滿 ちて、 親父の 後ろ 問 近く 白い 泡 を 立てた。 

ii も 無く 子供 はまた 立ち上った。 今度 は 一人で 暗い 方へ 走って 行って、 「あ、 あ、 ぁッ」 と 呼 

しぎ 

び 乍ら、 連り に 手招きした。 

「聞き 譯 のない 餓鬼め ッ」 と 親父 は 腹立たし 相 に鐵 器を擔 いで、 大きな 魚籃を 提げて 二人に 別れ 

を吿 げた。 そしてな ほ も 手招きして 居る 子供の 方へ 物憂げ に 行った。 夫婦 は 子供の 黑ぃ 頭巾と 親 

父 の 影が 東 小島の 暗闇 の 中へ 消えて 無くなる 迄 見送 つ た。 

その後で お 村 は 急に 立ち上って、 また 了 助の 側へ ひたと 寄り添うて 坐った。 そして 急に m わ ひ 出 

した 様に、 了 助と 別れねば ならぬ 恨み を呶々 しく 述べ立てて、 「わしゃ、 あんた が 遠くへ 行って 

は あんた の 身に 何 か 恐い 事が 起る やうに 思 はれて ならぬ のぢ やに」 と、 今にも 了 助が 逃げ出す か 

と 云 ふ 風に、 背中へ 手 を 廻して L つかりと 抱いた。 

潮 は 早 や 燃え 殘 つた 焚火に 及ばう として 居る。 一 一人 は 漸くせ^ 籃の 藍から 四つの 足 中 草履 を 取り 

出して、 とぼく と 歸り路 についた。 暗の 中 を ほの 白 く 績く喑 い 小路 を 逃って、 家に 歸り 誇いた 

頃に は、 風 は 大分 强く なって、 壁に 掛けた 十！： 鳴子が カラ， （-と 鳴って 居た。 
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二 

了 助 は 一 寸 眠った と 思ったら 早 や 夜が 明けた と 見えて 朝飯 を 炊く 臺 所の 煙が 寐て 居る 表の 問に 

こま <:、 

一杯に なって 居た。 お 村が 昨夜の 蛸 漁の 事 を 母に 細々 と 話して 居る 聲も 聞え た。 自分の 怪我 をし 

た 事から 進んで 啞の 子供の 事 を 云 ふ 段になる と 一 層聲を 細めて、 他の 者に 聞かれて は惡 いとい ふ 

風に して 「母 さあ 私に やそれ が 人 問と は 思へ やせんで、 恐し う 淋しうな つての」 と 語る。 「さう 

ぢ やらう。 海の 魔の 仕業 かも 知れん、 氣 味が 惡 るかった らうのう」 と 母 は 云 ふ。 それから 後 は 鍋 

を 磨く 昔 がし や あく と 響く ので 二人の 話聲は 明瞭 とは聽 えない が、 お 村 はもう 默 つて るら し 

く， 牛の 事 を 話して 居る 母親の 聲 許りが 切々 に聽 えた。 彼 はま 一度 眠り 度い と 思った が、 色々 の 

事が とめど も 無く 胸 に 浮んで 來て眼 は 却って 冴えた。 その上に 開け放 つた 戶ロ から 這 入 る 光 は 塞 

いだ 眼の 前 を も 矢 張 ぼんやりと 明るい 様に 思 はせ て、 朝寢 をした 事の 無い 彼に は 迚も 寢 入れな か 

つた。 彼 は 到頭 撥ね 起きた。 臺 所へ 出る と、 竈の 前に 居た 母 は 振り向いて、 

「了 助 や、 牛 奴が どうも 鹽 梅が 惡 いや うぢ や。 今迄 は 物 食 ひの 惡 いのは 秋 仕事の 疲れが 出た のぢ 

やと 許り S 心 ふちよ つたが、 さ うぢ や 無い らしいて」. と 煙の 中に 卷 かれ 乍ら 心配 相に 云った。 

「はは あ、 それで 今朝 は 少し は 食 ひやした かえ」 
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「食 ふ 鹿ぢゃ 無い、 咋 日の 朝ち つと 食うた 物 さへ 吐き出した 様子 ぢ やて、 まあお 前行って 见 るが 

良え」 

了 助 は 直ぐ 土 問から 背戸へ 出て 牛 納屋の 入口に 立った。 横木の 前から ゆ を观き 込んだ が、 薄暗 

くて 唯 大きな 黑ぃ 塊が 橫 つて 居る のが 見える 許りな ので 閂を脫 して、 がさく と 藁芥を 踏んで；；；： 

つて 牛の 側へ 屈んで 見た。 何 か 吐いて 居る らしく 藁の 上が じめ. （- する 上に、 腐った様な臭が^;^ 

を衝 いた。 牛 は 首 を 投げ出して 入口の 方へ 頭 を 向けて、 眼 を どんより と 重た さう に 開けて 腐て ：5 

る。 ぢ つと 耳を澄ま すと 牛の 咽の 奥の 方が 問 遠に 鳴る のが 開え る。 了 助 は 「ば あ./ \.」 と 一： ム ひな 

がら 牛の 顔 を 撫でた が 少しも 動かな く、 唯 兩の耳 を 僅に 振 はした 許りであった。  - 

「大分 惡 るから うがの」 と 母 は 入口に 來て 云った。 

「え- -、 仕事の 疲れ ぢ やない、 矢 張 煩 ひで がんせ う、 困った もん ぢゃ」 と 了 助 は 首 を 傾げて 出て 

来た。 入口の 丸太 柱に は 秋の 蠅が 二三 匹 止って 居た。 

「死なに や {且 うがんす がのう」 とお 村 は 白い 葱 を 片手に 提げて、 傷いた 脚 を 少し 引摺る 様に して、 

家の 柬 側の 方から 來 乍ら 云った。 

かど 

riw 辛子で も飮 まして 見る が宜 からう」 と 云 ひ 捨てて 了 助 は 門の 向 ふに ある 井戶 端へ 顏を洗 ひに 

行った。 一面に 曇った 空に は 島 鳥が 五六 羽慌 だしく 飛んで 居る。 遙か 沖の 道 を 上って 来る^- iiT 率 
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のガタ くと 石塊の 上 を櫟る 音が、 手 洗の 冷 かな 水に 顔 をつ けた 了 助の 耳に 鋭く 響いた。 

家內 三人 は 昨夜の 章魚 を 副へ て 朝釵を 食った。 母 は 未だ 諦めが つかぬ と 見えて、 ：！： やか やと 悲 

しさうな 事 許り 云 ひ 出す。 了 助 は 「四 年 目に は 金 を 澤山擔 うて り やさ あ」 と 例の 通りな 言葉 を 

繰り返す。 お 村 は 今朝 は默 つて 飯 や 汁な ど を 給仕して 居た。 

その 日 も 三人 は 種々 の 旅 仕度に 忙しかった。 午後に なって 了 助 は 薪に する 枯董を 山から 蓮ぶ 爲 

めに 粗繩を 二三 本 提げて 家 を 出た。 人 は 皆 野 や 山へ 出た ものと 見えて、 山 を 背に して 遠近の 藁葺 

の 家々 は 大抵 雨戸が 入れて あった。 野良に は處々 に 煙が 立 上って 居る。 了 助 は それ を 見て 二三 日 

前、 役場から 稻 株も燒 けと 布令が あつたの を 思 ひ 出した。 自分の 居る 中には 迚も やり切れぬ、 後 

でお 村に 燒 かさう と 思案し 乍ら 爪先 上りの 道 を 大股に 進んだ。 葉が 落ち 盡 して、 密生した 小さい 

雜 木の 枝の 尖が 薄 煙の 樣に 見える 山に 差し か， - つて、 積った 落葉 や 栗の 剝き糟 などに 被 はれて 居 

る 坂 を 上って 行く と 山と 山との 間に 靑く 澄んだ水 溜が ある。 その 堤を撗 切つ て 向 ふの 山の 大きな 

C 松が 繁 つた 中の 一 暦 急な坂 を 木の 根 や 岩の 頭な どに 足 を 踏まへ て 暫く 上る と、 木立 は盡 きて 畑に 

なって 居る。 この 畑 は 今度 了 助が 渡米す る 旅費 を 得る 爲 めに 秋の 初めに 人手に 渡した ので ある。 

I 早 It の麥が 五六. 分 も 仲び た 畦々 は雜草 一本 もない 程黑く 綺麗に 打 返されて、 その 問に 眞杠 な贐紅 

.( 葉が 散り 布いて 居る。 了 助 は 畦の 大きな 瀘の 木に 鎚 つて、 ぼんやりと 畑の 向 ひ 側 を 見て 居る と枯 
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葉の 様な. 據雜が 茶の 木の 小さい 枝の 中 を 潜って キチ/ \と 鳴いた。 彼 は 畑を橫 切って 行って、 茶 

の 木の 上に この 秋に 自分 等が 掛けて 置いた 甘 藷蔓を 手に 引き上げた。 蓃の 下に は 小さい 茶の 花が 

一 っ^いて 居る。 蔓の中 を擾き 廻して 彼 は 漸く 捥ぎ殘 りの 干からびた 細長い 甘藷を 見附け 屮 ZL て、 

直ぐ 婉ぎ 取って がし/, \ と囉ん だ。 鶴篛 はまた 彼方で 鳴いた。 了 助 は 口 を 動かし 乍ら 茶の 下に 添 

うて 畑の 隅に 積んで ある 萱 塚へ 行って 小さい 朿を十 許り も 抜き取って 繩 でしつ かり 一 所に 括って 

la^ にかけ て歸 りかけ た。 長く 引 招る 萱の 尾は絕 えす 後方で 風が 吹いて 居る 様に ざ わくと 鳴った e 

山 を 下る と 直ぐ 下の 田の 隅で、 腰の 曲った 年寄が 一 人 稻株を 積み上げた 上に 藁 を 置いて 火を點 

けて 居る。 株 は 土 を 落されて 白く 乾いて 居る が 中々 燃え 點 かない。 了 助 は 道に 萱を 投げて 其ヒに 

腰掛けて 休んだ。 

「良う 燃え やせんのう」 と 了 助 は 藁 許り 爐 つて 居る の を 見て 云った。 

「うむ、 どうも 燃えん」 と 年寄 は 眼 を 小さく して、 色褪せた 唇 を 尖らして 橫 から フ ー ッと 吹き 付 

けたが、 それに も 直ぐ 倦んで、 了 助の 方 を 見上げ 乍ら r 惡 つたら しい 虫 も 居れば 居る もん ぢゃ、 

夏になる と 大事な 稻の心 を 食 ひに 上って 來て、 寒うな れゃ稻 株の 下へ 潜り込んで 居 やが るん ぢゃ 

げ のう。 本 當に人 問の 敵ぢ やえ」 と 腹立ちげ に また 屈んで 吹き 立てた。 藁の 火 は 段々 に 下の 稻株 

に 移って 行く らしく、 煙が 次第に 濃くな つて 來た。 
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一 それ はさう とお 前 は 愈々 近い 中から 遠く へ 出かける 事に なつ たげ なのう」 と 年寄 は 不意に 了 助 

の 顔 を 見上げて 頓 興な 聲で， 訊いた。 

「え、 昨日 は 免狀が 下り やした。 愈々 四 五日の 中に 出かけ やすの」 

「は あ、 それや 忙しい のう：：。 何 かえお 前が 今度 行く のは大 神の 富吉が 息子の 行って 居る 處と 

同じ かえ」 

「さう でがん す- 私 も あの 初 さあ 居る ので 行く のに 餘程 鋭が 良え わい，」  . 

「うむ：： 併し 若い者 は みんな 布 哇國へ 行ったり 米國へ 行ったり して 年々 少なうな るのう。 此分 

ぢゃ 仕舞に は 年寄と 女子供 許りにな らう も 知れん て。 こんな 何 ぼ 働いても 働き 甲斐の ない 所へ 居 

るより や イツ ソ 飛び出す のも宜 えのう。 俺で ももう 一 一十 も 若 けれ や こんな 蛆虫に 迄 も 苛められる 

所へ なんか 愚圖々 々しちや 居らん のぢ やが」 と 口重く 云 ひ 乍ら 腰の 1 入を拔 いて、 爐る稻 株の 中 

へ 煙管 を 突 込んで 火 を 付けて 吹かした が 「併し 身體は 大事に せんと 不可ん ぜ。 折角 金 を 儲けに 遙 

遙と 出て 行って、 一尺 四角な 箱に 骨 を 釘 詰めに せられて 戾る者 も 段々 あるげ なが、 水が 變る とど 

うしても 身 體には 毒に 違 ひない • . . • それ 六 年 布哇國 へ 行った 溫 田の 留 蔵が 一 一 * 息子 も、 向 ふへ 渡 

ると 煩 ひ 付いて 到頭 此夏 頭の 毛 許り 送り 戾 された ち うぢ や あ 無い か」 と 煙草の 吹殼を 掌へ 吹 き 出 

した。 
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亡 「は あ、 さ うぢ やつ たげ なのう」 と 了 助 は 直に 立ち上る 煙を視 つめて 答へ た。 . 

年寄 はな ほ も 煙草 を 吸ひ續 ける。 了 助は歸 らうと 立ち上った。 その 時 頭の 上 を 近く 羽 昔が 聞え 

g るので 二人 は 仰いで 见た。 鶫の 群が 灰色の 空 を 西の 山へ 渡る のであった。 

ぐ 「大變 な鶫ぢ や、 早 や 賴が來 る 時分に なった の、 早い もん ぢゃ」 と 年寄り は 獨り霄 の 様に 云った • 

「fe 年 違 はすに 此 頃になる と來 やすが、 一 體何處 から 來 るんで がんせ う？」 

「何處 からか 知らん が、 德 山の 方のお 役人 達が 鐵 砲に 丸 を 籠め て 待って 居 やる とも 知らす にあ，^ 

して 來 るん ぢゃ」 

「げ に、 さ うぢ やて. の」 と 云 ひ 乍ら 了 助 は 萱を擔 つて、 後方で 萱のざ わつ く 昔 も 聞えぬ ものの 様 

に 了 5 に 何 か 考へ績 けて 足 疾に歸 つて 行った。 牛 納屋の 横の 薪 小屋へ 萱を 投げ込んで 置いて、 納 

屋を 職いて 見る と、 腹に 大きな 波 を 打た せ 乍ら 手 は 苦し 相に 喉 を 鳴らして 居た。 了 助. は 肩 や 首筋 

に 着いた 萱の 葉の 芥を拂 ひ 乍ら、 井戸端で 張 物 をして 居る お 村の 側へ 行って 早速 中に 废辛 水を飮 

ませよ と 云 ひ 付けて また 山へ 出かけた。 かう して 彼 は 夕方までに 四 囘も萱 を 山から 下して 薪 小屋 

に 積み上げた。 三 囘目迄 は 年寄 はま だ 山の 下の 田に 居た が、 最後の 度に はもう 居なくて、 燒殘り 

の稻 株から 煙が 薄く 立ち上る 許りであった。 

仕事 を 了 へて 背戶 ：！ の 敷居へ 腰 を 下して、 脚袢を 解き 乍 ら夕銅 の 仕度 を する お 村に 牛の 事 を 訊 
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いた。 

「廣辛 水なん て i で 口へ も 着け やせんに、 仕方が無 いもの、 あんた」 

「は ぁ闲 つた もん ぢゃ、 明日 は 一 っ藤吉 さあに でも 見て 貰 はう わい」 

それから 二人が 牛に 就て 心配げ に 話して 居る 中に、 門の 方から 母親が 不意に 「了 助 や、 風 

呂が 湧いた ぞぇ」 と 呼んだ。 「おい」 と 了 助 は 立って 行った。 

門の 片隅に ある 野 風呂の 溢れる 許りの 湯の 中に 疲れた 身體を 浸けて、 彼 は 曇った ま. -に靜 かに 

暮れる 南の 方 を ぼんやりと 眺めた。 人氣 のない 方々 の 田から 立つ 稻 株の 煙 はも やくと 中 《仝に 立 

ち 迷うて 居る。 野良に 撒き散らされて 居る 多くの 藁 塚 は ほの 白く ぼかされて、 みんな 輕く 浮いて 

居る 様に 見えた。 

三 

翌日 了 助 は 朝飯 を 終へ ると 直ぐ 坂 根の 藤吉と いふ 老伯樂 を 呼びに 行って、 一 所に 連立って 歸っ 

た。 

痘痕面に 老 眼鏡 を かけた 伯樂は 天鵞絨 の 頭巾 を 入口の 側の 千草の 上に 置いて 牛 納屋へ 這 人った- 

三-^ 0 家-?: も默 つて 後から 這 入って 行って ぢ つと 伯 樂の する 事を視 た。 伯樂 は先づ 牛の 頭の 上に 
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屈んで、 牛が 垂れ 出して る 白い 舌の 尖 を 指で 突いたり、 頸の 邊を 撫で 廻したり、 眼 を 無现に 

けさしたり、 耳 を 澄して 牛の 呼吸 を聽 いたりした 後で、 今度 は 腹の 方 を 調べて 0^ た。 彼が 掌 を 股 

の 張り出した 所へ 當 てて 擦らう とすると 牛 は 急に 苦し さう に體を 左右に 藻搔 いて、 絞る やうな t. 

き聲 を：^ した。 伯樂 はも 早 や 診る 必耍は 無い と 云 ふ 風に 立ち上って、 

「お前 方、 これ やどう も 救 からん わい」 と 三人の 方 を 見返りながら 云った。 

「どう 云ふ烦 ひで がんす かえ」 と 了 助 は 隙 かさす 訊いた。 

「大分 前に 早 や 釘 か 針 か を吞み 込んだ のぢ やて。 それが K 囊に 突立って 居る んぢ やて。 それと！^ 

れゃ 早う 屠 牛 場へ 送ったら 宜 かった にのう」 

「どうして そんな 物 を吞み J:^ んだ のか 知らん が：：」 と 了 助は更 めて 牛 をぎ ろ /(.- と た。 . 

「それや 何處の 家で も宜ぅ 女が 牛の 食 を 揉んで やる から. その 時に 頭に 刺した 針な ど を ツイ 落し 

てん 抓が 付かん 事. が あるでの う」 と 伯 |:< はもう 出口 へ 出 乍ら 云った。 

「まあへ そんなら 私が 牛 を 殺した 様な もので がんす のう」 とお 村 はいそく と 伯樂の 後に 從ひ乍 

ら * 犯 し た 罪 を あ や まる 樣に 云 つ た。 

「否、 それや どうして 吞み 込んだ か 判る もんかえ よ。 早 や この 牛に 定 つた 何 かの 廻り 合せな のぢ 

やから 让 方が 無い わい」 と 1$ もお 村の 後から 外へ 出た。 了 助も默 つて 最後に 出た。 
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「かうな つち や. 死ぬ の を 待って 居る より 他に 手が 出ん わい」 と 伯樂は 頭巾 を 採って 歸 りかけ る „ 

三人 は 「御 苦勞 でがん した」 と挨 接して、 伯 樂の後 姿 を 見送った。 

その後で 家內は 今更の 様に、 牛の 背 や 腹に 蓆 を 被せたり、 禳ぃ物 を 掃除 じて やったり して！： 力 は 

つた。 その 問お 村 は 「可哀想に /\.」 と 云 ひ 云 ひした。 

「近い 中に 死ぬ ると も 知らす に 苦しんで 居 るん が 意地ら しい わい」 と 母 は 牛の 額 を ざら/ \ と撫 

でる。 

「知らん から 未だせ えの ぢ やえ、 お 母 や」 と 了 助 は 新しい 藁 を 牛の 身體の 周りに 布き 乍ら 云った- 

それから 一 一三 日 は 出發の & が 近づいた ので 家內は その 仕度 やら 後の 始末 やらに 短い 日 を 忙しく 

たの も し かう 

送った。 その 問に も 了 助 はお 村に 頼母子講 や 近所の 附合 ひな どの 家事 を 細々 と敎 へて やった。 牛 

は 好く もなら ぬがな ほ 死に もしなかった。 

その 中に 愈々 出立の 前日に なった。 三人 は それ/, \ 物 思 はしげ に 餘り 口 を も 利かす 立 廻 つ た。 

了 助 は 勉めて 元氣 さう に 笑ったり 話したり したが、 それでも 何處 やら そわく して、 お 村 や 母 程 

にも 仕事が 出来なかった。 何 かの 用事で 背 口へ 出る と、 用事 は 忘れて 仕舞うて、 何 を 思 ふと も 無 

く 北の方の 山々 を 眺め 入って 居て、 「了 助 は 何 をし ちょる かえのう、 この 忙しい に」 と 母に 叱ら 
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れた事 さへ あった。 

了 助が 何事 も 手に 着かす 迂路々 々してる る 中に 午後に なった。 母 は 今日が 稻荷 様の 日で ある 事 

を 思 ひ 出して、 「俺 は 足袋の 縛 ふの がま 一 足淺 つてる るから 俺の 代りにお 前、 十 u 市で 油揚を 一 挺 

買うて 詣 つて 吳れ」 と 了 助に 云 ひつけた。 了 助 は 他に 町に 用事 も あるので 直ぐに 承け 合って ブラ 

リと家 を 出た。 

久し振りに 晴れ渡った 天氣 であった。 今年 は いつもよりも 暖 くても. う 冬と 云 ふに 臺 所に はま だ 

蠅が盡 きぬで あるが、 殊に 午 日 は 風 も 雲 も 無い ので、 急ぎ もせぬ に頰 被りの 額に は 汗が 渗み 出る 

程な 小春 日であった。 稻株 はもう 大抵 燒き盡 されたら しく、 各々 の 田の 隅に は黑ぃ 灰が 鮮に 見え 

た。 新 町の 裏から 八幡の 廣ぃ松 並木の 間を拔 けて 古市へ 來て彼 は 油揚を 買った。 それ を 藁の 心に 

通して ブ ラ /(\挈げ なが ら古開 作 へ 出て、 鹽 田に 多くの 仕事師が 赤銅色 の 裸體を 日光に 曝し 乍ら- 

各 々機械の 様に 板 鍬 を 左右に 振り 廻して 居る の を 右に 見遣 つ て 行く 中 漸く 小島 の 間 へ 來た。 見れ 

ば靜な 海の 上に 弛んだ 帆 を 掛けた 小舟が 一 三 一艘 動く とも 無い やうに 竹 島の 東 を 這って 居る。 汐は 

半分 許り も 引いて 頭 を 露 はした 遠近の 巖は 日に 白く 照って 見える。 彼 は 先夜 焚火 をした 痕を搜 し 

たが、 もう 綺麗に 洗 はれて 炭の 切れさへ 見えなかった。 あの 啞の 子供 やその 親父の 事な ど を 思 ひ 

浮べ 乍ら、 暖ぃ 砂の 上 を 東へ 歩 を 運んで、 松の 問の 急な坂 を 上って 東 小島の 頂上へ 出る と、 直ぐ 
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眼の 前に は爲 赤な 鳥居 や 幟が 露 はれた。 組み上げた 石の 上に 立つ 小さい 稻 荷の 祠の 前に 油揚を m 

いて、 彼は頰 被り をと つて 一 禮 した。 

了 助 は 少時 休む 積り で 鳥居 の 前の 松 の 根に 腰 を 下した。 眼の 前に 見える 竹 島の 干潟で は 大勢の 

fSl 師が網 を 干して 居る。 松の 間から 柬の方 を 見る と、 日に 輝く 鍊炭 所の 赤い 建物の 上に 突き出た 

幾本かの.：ISぃ煙突から黑ぃ煙が眞直に立ち上って穴^iを包んで居る。 その 沖に は 大きな 御用 船が 一 

艘、 艫の 半分 は 仙 島の 端に 隠されて 黑く撗 つて 居る のが 矢 張 盛に 煙 を 吐く。 今度 俺が 神戶 から 乘 

る 船 も あんなの ぢ やらう、 否 あれよりも 大きい かも 知れん。 それに 乘 つて 誰も 判らん 大きな 海の 

中 を 何日 も 走る の ぢゃ。 それ から 仕舞に は 何時か 初 さあ の 手紙に 書いて あつ た 星 樣が頭 の 上に 近 

う える 廣ぃ國 へ 着く のぢ や。 そこで 何時か 初 さあが 送って 吳れた 美味い パ ィ ナップ ル ちう 物 を 

食うて 初 さあと 一 所に 毎日 仕事 をす るの ぢ 15^  初 さあに は 三年 も 逢 はんが 顔が 大分 變っ ちょる 

ぢ やらう、 梭 橋へ 迎 へに 出て 居ても 見分けが つく か 知らん、 ：： 初 さあ は あの 小まい 身體に 洋服 

を 着ち よる ぢ やらう、 俺 も 行ったら 洋服 を 着る のぢ やが 可笑しから うて . • ： と 彼 は あれから 此 へ 

と 停い 思に 耽って、 忙しい 身で あるの も 忘れて 夢見る 子供の 様な 小さい 眼 付で 黑ぃ舷 を 眺めて 居 

た。 

その 中に フト 西の方で ボ 1/\ と， 濁った 笛の 音が した。 了 助 は 急に 撮り 返って 見た。 海に 反射 
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する 日の 光が 不意に 强 く^を 射た。 眩しい の を へて よく  n= -れ ば、 西から 來たー つの 漁船が その 

後方の 他の 漁船に 何 か合圖 をした ものら しく 「见 付った/ \、 早う-,, \ -」 と 呼ぶ 小聲 さへ 聽 えた。 

ii もな く 前の 船の 二三 十 問 東の 方へ 大龜 の黑ぃ 頭が 浮き 上った。 「あれ だえ く」 と 船の 者は騷 

ぎ哮 る。 龜は 直ぐ 沈んだ。 後の 船 は 前の を乘り 越して 龜の 浮く の を 待って 居る らしく、 人々 は， 

に に 長い 槍の 様な 物 を 持って 構へ て 居る。 その 先き が 動かす 度に びか，/ \ 光る。 近頃 s:!; の 方 

から 來 るち-つ 龜捕船 はこれ ぢ やなと 了 助 は 思 ひ 付いた。 や- - あって 龜は遙 か 南の 方へ 浮いた。 二 

つの 船 は それに 押し 進む。 龜 はまた 沈んだ。 「こん 畜生 何も 藻搔 いても 駄冃ぢ や」 と 篤る 聲が即 

える。 次に 龜は 束へ 來て竹 島の 近所へ 浮いた。 船 は 艫 音 勇ましく 突進す る。 また 沈む、 さう する 

屮に龜 はま 小. S に 近く 追 ひ 上げられて、 了 助の 服の 下に 浮いて ス ー ッと 太い 息 を 吐いた。 「しめ 

た、 n 十 や 弱り やが つた」 と 船 は 東西から 圍 まう とすると また 龜は 沈んだ。 長う/ \ 浮かねば {且 え 

がと 了 助 は 手 を 固く 握って 隨を 凝らして 居る と 疲れ切った 龜は 間も無く 東の 船の 一 一三 問 側へ &羅 

を も 露 はして 浮き 上った。 「そ こぢや 打ち込め ッ」 口々 に 叫ぶ。 了 助 はもう 见 まいと 云 ふ 風に 急 

に 立 つ て 痺れた 足 を 引 IS り 乍ら、 稻荷堂 の 後ろ の 坂 を 下りて 行つ た。 

まとまり も 付かぬ ごたくした 考に捕 へられ 乍ら 彼 は 古市まで 来て、 齒 i^-、 千金 丹、 駒下駄な 

ど をせ； 31 此 鹿の 店で 買 ひ 求めた。 それから 新 町まで 歸 つて 斬 髮 して、 漸く 家に 戻り： If;^ いた 時は暮 
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れ い 日が もう 餘 it^ 傾いて 居た。 見れば 門口に 丈の 高い お 村の 兄が 靴の 紋付を 若て 立って £5 る。 

二人 は， 簡略に 挨稷を 交 はした。 お 村の 兄 は 常藏と 云って、 了助を見送り旁々後の仕末をも=^:?けて 

やらう と 山奥の 村 か ら來た ので あつ た。 

紅い 櫸を かけた お 村 は 了 助の 話聲を 聞いて いそく と 奥から 出て 來て、 「あんた、 到頭 牛が 事 

切れ やした え。 まあ 私が 殺した 樣な もので：：」 と濟 まぬ 様に 云った。  • 

「さう かえ、 仕方が無いて、 五六 日 も 食 はいで 今日 迄 生きち よった のが 不思議な 位な のぢ やから」 

「惜しい もん ぢゃ」 と 常 蔵も橫 から 口 を 利いた。 

母 は 背戶の 方で 大根 を 刻んで 居る らしく、 忙しい 姐 板の 音が 狭い 家中に 響く。  了 助 は 直ぐ 牛納 

屋へ這 入って 行った。 母 も 彼 を 見付けて 疱丁を 持った 儘 納屋の 前へ 来た。 牛 は 四肢 を 延ばして、 

頭 を 深く 藁芥の 中に 投げ込んで 居る。 了 助 は 後ろへ 過って、 冷い 牛の 頭の 邊を 無意味に 擦って 居 

た。 

「俺が 先程 職いて 見たら 呻き 聲 もせん から 變ぢ やと 思うて 這 入って li^ ベた に 手 を當て \ n ^ると 早 

や 冷えて 居った、 因業な 牛ぢ やのう」 母 は 水湊を 唆った。  . 

家 內の者 は 差し 當り仕 末に 困って、 種々 相談した 後で、 山奥の 村へ 檻 褸を買 ひ 集めに 行く 〇〇 

の 女達が 1$ 日暮れ 方に は定 つた 様に 籠 を擔 いで 前の 道 を 通る の を 了 助が 思 ひ 付いて、 それ を 待ち 
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合せて、 牛 場の 〇〇 に 翌朝せ く 牛 を 引き取りに 來て吳 れる樣 に 云 へ と言傳 をした。 

その 晚は とかく 心許りの 別れの 宴 をしたい と 云 ふので、 お 村 は 德利を 提げて 町へ 出て、 酒 を 買 

つて 來た。 それから 代る く 風呂に 這 入った 後で、 表の 問に 吊された 小ラ ンプ の-下に 大极膾 やら 

小 芋人參 なぞの 煮締 やらが 運ばれた。 座敷の 隅に は 新しい 行李の 上に 脚祥 足袋な どが 積み重ねて 

あった。 常藏は 床柱 を 背に して 坐った。 母と 了 助と は橫に 並んだ。 お 村 は 下に 坐って、 火鉢に 燕 

德利を かけて 酒の 燜 をしたり、 看 を 挾んだり した。 

話 はと かく 濕り 勝ちであった。 それでも 了 助 は 故意と 大きな 聲 をして 今度 行くべき 國の 峰に 聞 

しキ J 

いた 種々 な 良い 事を樂 しさう に 話して 聞かせた。 そして 母 や 常 蔵に 連り に 酒を勸 めて、 自分に も 

早く 醉 うて 一切の 事 を 忘れ 度い と 云 ふ 風に 熱い の を 重ねく. i 'つた。 その 中に 母と 常藏は 後の 家 

の 事に 就て 細々 と 相談し 初めた。 了 助 は それ を 聞かう ともせす 茫然と 片手 を疊 について、 向 ふの 

障子 を见 てるた。  • 

「あんた、 お 上れ」 とお 村 は 了 助に 蕪 德利を 差し出した。 

「お- -」 と 了 助 はなみ， （-と 酌いで 貰った 盃を 直ぐ 飲み干して、 「お前 も 一 っ飮め や」 とお 村に 

勸 めた^ 

了 助 は OH る ともなく、 手酌で 半分 許り 酌いで 靜に 口をつけ るお 村 を た。 ？ f3 上りの 未だ < ^めぬ 
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土色の 頰の 上に ほんのりと 紅ら みを帶 びて、 唇に は 珍ら しく も杠っ 4. さ して 居る らしい。 着物 も 新 

しいのと 若換 へて、 髮は艷 よく 束ねて 居た。 了 助 は 三年 前の 秋お 村が 初めて 嫁入して 来た 時の 車 

を 思 ひ 出さす に は 居られなかった。 

「お 村 や 我慢して 辛抱し て t 犬れ」 と 了 助 は 思 はす 酒の 息 を 大きく 吐 いて 云つ た。 

「あえ」 とお 村 は竊む 様に 了 助の 方 を 一 寸 見上げて 直ぐ また 俯 眼に なった。  • 

それから 四 人 はまた 一所に なって 飮んで 話した。 その 中に 母 は 急に 思 ひ 出して、 床の 問の 埃に 

白い 5^ を 取って 臺 所から 水 をつ いで 来て、 「了 助 やお 前 これへ 手 判を捺 して 置いて 吳れ や、 

ぢ やからのう」 と、 この 夏の 晝 休みの 仕事に 母が 張り 替 へた 無地の 襖 を 指さした。 

「え，^ 馬鹿らしい、 そんな 事 は」 と 了 助 は 取り合はなかった。 

「母 さあ、 それや 襖が 汚れ やす 許り ぢ やに」 と 常藏も 否んだ。 

「否、 禁厭 許り ぢゃ 無い、 俺 は 何 かお 前の 形見が 欲しい から ぢ やえ、 さあ 捺 しゃれ」 と 母 はゴキ 

ゴ キと墨 を 磨り 乍ら 迫んだ。 

「そんな 事を緣 起で もない に」 と 了 助 はな ほ も 無理に 酒 を グッと 飲んだ。 

「あんた、 さう お 云 ひやら すに 母 やの 氣が 濟む樣 になされ や」 とお 村 は 氣の毒 さう に 云 ふ。 

了 助 は 到頭 我を折って 禿 筆に 墨 を 含ませて、 流れる 程 左の 掌に 塗りつ けて、 後ろへ 向いて、 ベ 
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ッ タリと 襖へ 擦した。 

母 は 甚ん だ。 お 村 は 黑く染 つた 齒を 僅かに 見せて r ホホ」 と 笑って、 手 洗へ 水 を 汲んで 來て了 

助に 洗 はせ た。 

常 蔵が 問 もな くた わい も 無く 醉 うたので 一同 寢る 事に した。 母と 常藏 とは臺 所へ 寢ん だ。 夫婦 

は 表の 問の 物 を 片寄せ て、 ラ ンプを 行燈に 點け替 へて 床 を 敷いた。 

小川と 小川が 流れ 合 ふ 様な 小さい 物語が 一 一人の 間に 長い 夜の 更ける 迄續 いた。 併し 連日の 忙し 

さに 臥れ た 女 は 到頭す や/, \- と寢 入った。 了 助 は 無理 酒の 爲 めか 却って 頭が 冴えて 寢 付かれす、 

床の 問の 枕 時計が 刻む 音 を 聞き 乍ら 是 迄の 雜 多な 出来事 を 順序 もな く 思 ひ 浮べて、 鏈れに 鏈れた 

糸 を 解きたい と 焦心る 様な 當も 無い 心地であった。 所在な さに 少し 服 を 開ける と、 先刻 捺 した 襖 

の 手 判が 薄暗い 行燈の 明りに ぼんやりと 自分の 手と は 思 へ ぬ 程 大きく える。 それが 見て 居れば 

居る 程 だんく 大きくな つて、 仕舞に は 今にも 何物 かを摑 まう とする 様に も 兄え た。 了 助 はまた 

眼 を 固く 塞いだ。 外で は 何時の 問 にか 野 分の 風が ゴ と 鳴って 居た。 

翌朝 ゆ：： いつもより 早く 起きて 朝餉 を濟 した 時、 屠 牛 場の 〇〇 が 荷車 を牽 いて 四人來 た。 どれ も 

眼險の 赤く 爛れた 頑丈な 男であった。 四 人 は 死んだ 牛 を 見て 、「これ ぢゃ皮 代 許り ぢゃ」 と 云って、 
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. その 中の 頭ら し い 四十 位の 男が 財布から 幾何 か の 金を拂 つ た。 

「隨分 安いのう」 と 常藏が 云った。 

「皮 許りで がんす からさ。 それでも 人間の 死んだ のより 大分 物になります ぢ やらう。 へへ：：」 

と 枚 の 男 は 薄 氣味惡 く 笑 つ た。 

それから 了 助 も常藏 も手傳 ひして 牛 を擔ぎ 出す 事に して 納屋へ 這 入った。 變な 臭が 一 暦 强く募 

を衝 く。 〇〇 の 若者 は先づ 車に 積む に 邪魔 ぢ やと 云って 牛の 棒の 樣に 仲した 四 本の 脚 を 一 々メキ 

メキ とへ し 折った。 そして 繩をニ 本 胴の 前後に つけて、 棒 を 通して 六 人して 擔ぎ 上げて、 漸く 門 

口に 持って 出た。 

S は 晴れて 居た が 昨夜からの 風 はな ほ 止まなかった。 お 村と 母と は 見る のも慘 たらしい と 云つ 

て臺 所から 出て 來 ない。 〇〇 は 骨 を 折って 牛 を 車に 積んで、 菰の 1^ など を， L て 居る 問、 了 助と 常 

藏とは 側で ぢ つと 視て 居た が、 了 助 は 何 を 思った か 不意に 牛の 塞いだ 眼 を 指で 開けて た。 する 

と 濁った 黑ぃ 眼の 球の 中に 自分の 顏が 妙な 形に ひょっと 映って 居る ので 彼 は 直ぐ 指 を 引 込めて 顔 

を 彼方へ 向けた。 

漸く 荷 掠へ が出來 たので 牽 いて 歸 らうと 身 仕度 をして 居る と、 一 人の 男が 牛の 尻の 端の 菰 から 

出て 居る 處へ 小さい 虻が くつ 着いて 居る の を 見附けて、 「あれ、 此頃 になっても 虻の 外道が 居る 
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のう」 とい ふ。 

「死んだ 者の 血まで 吸 ふの かえ、 外道め ッ」 と 他の 男が 掌 を擴げ てばった りと 叩き 落 L た。 そし 5 

きたな  こす 

て黑 すんだ 血が 掌へ 着いた の を 見て、 「え、 不潔い」 と 菰へ瘙 り 着けた。 

「どうも有難う ござんす る」 と 四 人と 〇〇 が挨 をして、 漸く 車 を 重さう に牽 いて 二三 丁 も 離れ 

た 頃、 母と お 村と は戶 口に 出て 見送った。 了 助 も 常 藏も默 つて 見遣った。 車が 到頭 闬の 中の 往還 

から 新 町の 家並の 中へ 隠れた 時、 常藏 は、 

「さあ、 今度 は 了 さあの 仕度 ぢ やえ」 

と 獨り言 の 様に 言 つて 家へ 這 入った。 三人 はな ほも默 つて 立って 居 た。 

編者 附記〕 前掲 『長 塚 節 氏の 小說 「土」』 なる 文章の 中に、 一 近時 文藝雜 誌が 續 出して 月々 發 表される 創 

作の 数 も 多い 中に、 無名の 人の 筆に 成った もので 名聲 ある 大家の 作と 比べて 据色 のない もの、 却って そ 

れ よりも 優れて ゐる ものが あるのに、 批評家の 月且の 上に これらの 作品が 全く 間 題に されて ゐ ない。 靑 

木 健 作 氏の 一 虻」 杯 は 好例で ある。」 とい ふ 意味の 一一 一一 口 葉が 述べられて ある。 漱 石の 意の あると ころ を 汲 

み、 その 埋沒 されん こと を惧れ て健實 素朴の 趣 ある 佳篇 「虻」 の 1 篇 を採錄 した。  ， 


言 遣 長 艇間久 佐 


久間 艇長 遺言 (原文 ノ マ 、 ) 


ノ 注意 一一 ヨリ 陛下 ノ艇 ヲ沈メ 部下 ヲ殺ス 誠 一一 申譯 無. ン、 サレ ド艇員 一同 死 一一 至 ルマデ 

皆ョク ソノ職 ヲ守リ 沈着 一一 事ヲ處 セリ、 我等 ハ國家 ノ爲メ 職 一一 斃 レシト 雖 一一」 唯 Z 遺 感 トス ル听、 

天下 ノ-に ハ 之 ヲ 誤リ以 テ 將來 潜水 艇 ノ發展 一一 打 擊ヲ與 フルー 一至 ラザル ヤヲ 憂 フル 二 ァリ、 希 ク ノ、 

諸君 益 々 勉勵以 テ 此 ノ 誤解 ナ ク 將來 潜水 艇 ノ發展 研究 一一 全力 ヲ逮 クサ レン コトヲ 、サ ス レ バ 我等 

一 モ 遺憾 ト ス ル所ナ 、ン 

沈 f;^  ノ 原因 

瓦 素 林 潜航 ノ際 過度 深 入セ、 ン爲メ 「ス ルイス」 r バ ルブ」 ヲ 締メン トセ シモ、 途中 「チェン - ,r 

レ依テ 手 二 テ之 レヲシ メタル モ後レ 後部 ュ滿水 (セリ ) 約 二十 五度ノ 傾斜 一一 テ 沈降 セリ 

沈据後 ノ狀況 

一 、 傾斜 約 仰角 十三 度 位 * 

ir 配電盤 ッ カリ タル 爲 メ電燈 消ュ、 電糧載 H 惡 瓦斯 ヲ發生 呼吸 一一 闲難ヲ 感ゼリ 

十四 HT 午前 十 時 頃沈沒 ス、 此ノ惡 瓦斯 ノ下 一一 手 働。 ホン プ 一一 テ， 水 一一 カム、 
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一 、 沈下 ト共 一一 「メ ン タンク」 ヲ 排水 セリ、 燈消ェ 「ゲ ー ヂ」 見 ヱザレ トモ 「メン タンク」 ハ 

排水. ン終 レルモ ノト 認ム- 電流 ハ全ク 使用 スル能 ハズ、 電液ハ 脇ルモ 少々、 海水 ハ入 ラズ、 

r ク "リン」 瓦斯 發生 セ ズ 、 殘氣 ハ 五 〇〇 磅位ナ リ、 唯 5 頼 ム所ハ 手 働 ボン ブアル ノミ、 

右 十 一 時 四十 五分 司令塔 ノ明リ 一一 テ 記ス」 

溢 入ノ水 一一 浸サ レ乘 員大 部 衣濕フ 寒冷 ヲ感 ズ、 

余ハ常 一一 潜水 艇員 ハ 沈 置 細心 ノ 注意 ヲ 耍ス ルト共 一一 大瞻 一一 行動 セ ザレハ 化 ハ發展 ヲ望ム ベ カラ ズ、 

細心 ノ餘リ 畏縮 セザ ラン コト ヲ戒メ タリ、 世ノ人 ハ此ノ 失敗 ヲ以 テ或ハ 嘲笑 スルモ ノア ラン、 チ 

レド 我レハ 前霄 ノ誤 ナキヲ 確信 ス、 

一、 司令塔 ノ 深度 計 ハ 五十二 ヲ 示シ、 排水 一 一勉 メドモ 十二時 迄ハ 底止 シテ動 カズ、 此ノ邊 深度 

ハ 十 尋 位ナ レ バ 正 シ キ モノ ナ ラン、 

一 、 潜水 艇員 士卒 ハ拔群 中 ノ拔群 者 ヨリ 採用 スルヲ 耍ス、 力、 ル トキ 一一 困ル 故、 幸 一一 本 艇員ハ 

皆 ョ ク其職 ヲ盡ク セ リ滿足 二 思フ、 

我 レハ常 二 家 ヲ 出ヅ レバ 死ヲ 期ス、 サ レバ 遣；  一一 一口 狀 ハ旣ニ 「カラ サキ」 引出 ノ 中二 ァリ (之 レ 

ffll シ私ョ 事 一一 關スル コト、 一一 3 フ 必耍ナ シ、 田 口、 淺見 兄 ョ之 ン ヲ 愚 父 一一 致タサ レョ) 

公 遣  一一 一一 口 


言遺長艇間久<^^ 


謹 ン ..テ 

陛下  一一. E ス 我 部下 ノ 遣 族 ヲ シテ窮 セル モノ 無力 ラシ メ給 ハラン コ トヲ、 我ガ 念頭 一一 驟ル モノ 之レ 

了,^  ノ ミ ， 

左ノ 諸君 1 丁：？^ 敷， 

1； 順序 不順) 

1 、 齋藤大 HT  一 、 島 村 中將、  一 、 藤 井中 將、 

一 、 名 和少將 •  一 、 山 下 少將、  一 、 成 田 少將、 

一、 (氣壓 高 マリ 鈹マ クヲ破 ラル、 如キ感 ァリ) 

一 、 小 栗 大佐、  一 、 井出 大佐  一 、 松 村 中佐、 〈純 一 ) 

一、 松 村 大佐 (龍.)  一、 松 村 少佐 (菊) (小生 ノ兄 ナリ)  _ 

一 、 舟 越 大佐、  一 、 成 田 鋼太郞 先生、 

一 、 生 田 小金 次 先生、 

土 一時 三十 分 呼吸 非常 二 ク ル 、レイ 

瓦 ま； 林 ノプ 口 ー アウト セ ク 、ン積 リナ レ ドモ、 ガソリン ニョ ウタ 

一 、 中^ 大佐、 
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言 j£j: る艇問 タノた 


十一 一時 四十 分ナリ 


(萆 秋） 徵 


徵 (抄錄 )  德 田秋聲 

I 

すま 

笹 村が 妻の 入籍 を濟 したの は、 二人の なかに 産れ た 幼兒の 出產屆 と、 漸く 同時く らゐ であった。 

家 を 持つ とい ふこと が 唯 習慣 的に しか 考 へられなかった 整 村 も、 其 頃 半年 弱の 西の方の 旅から 

3 び  ふり か 

歸 つて 來 ると、 是迄 長い あ ひだ 厩 やく 執着して ゐた 下宿 生活の 荒れた さまが、 一層 明かに 振 顧 

あっち こっち 

へられた。 彼方此方 行李 を 持 廻って 旅して るる 問、 笹 村の 充血した やうな 目に 强く 映った の は 若 

い 妻な ど を 連れて 船へ 入 込んで 來る 男であった。 九州の 溫泉 宿で は 亦 無聊に 苦しんだ 揚句， 湯に 

らちと 

浸りす ぎて 熱病 を 患った が、 時々 枕頭へ 遊びに 來 る大阪 下りの 藝 者と 口 を 利く ほか、 一人 も 話 相 

手がなかった。 

t.  1 り  おげ 

「どう 云 ふの が 好い のん や。 私が 氣に入 さうな の を 見立て 上る よって.： . 東京 もの は 趣す：； 水 で^ 帶 

持が 下手 やと 言 ふやない か。」 彼 村が 湯に 中って 蒼い 顔 をして 一 ト先 大阪の 兄のと ころへ 引 揚げ 

て來 たと き、 留守の 間に 襟 のこび りついた 小袖 や、 袖口の 切れ か \ つた 襦抨 など をき ちんと 仕 

立直して おいて くれた 嫂 は 斯う 言って、 早く 世帶を 持つ ように 勸 めた。 
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彼 村 はもう 道顿 堀に も飽 いて ゐた。 龌縦 しい 大阪の 町 も 厭 はしい やうで、 直に 歸玄度 をし やう 

と したが、 長く 離れて ゐた柬 京の 土を久 振で 踏む のが 樂し いやう でも あり、 何だか 不安の やうで 

もあった。 歸路立 寄った 京都で は、 舊友 がその 愛した 女と 結婚して； つた 樂げな 家庭 振 を も兑せ 

られ た。 

「我々 の 仲 問で は、 君 一 人が 取殘 されて ゐる ばかり ぢ やない か。」 

お ほズり 

. ^逹は 長 煙管に 煙草 をつ めながら、 靜 かな 綺麗： な 二階の 書齋 で、 溫 かさうな 大 振な 厚い 薄團の 

うへ に 坐って、 何やら 薛檜 をして ある 自分 持の 良 盆 を 引 寄せた。 そこから は 紫だった やうな 束 山 

の圓ッ こい 北：！； が 見られた。 

「京の 舞妓 だけ は 一見して おきた まへ。」 友 は それから 新樹の 蔭に 一片 ニ片づ \殘 つた 櫻の 散る 

ひ 

の を 眺めながら、 言 ひかけ たが、 笹 村の 餘裕 のない 心に は、 京都と 云 ふ ものの 句 を 喚いで ゐる隙 

2。 

すらなかった。 それで 一 一人 一 緒に 家へ 還る と、 細君が 敷いて くれた 寢 所へ 入って、 酷の さめた 寂 

しい 頭 を 枕に 就けた。 

すみ ふる  もと 

東京で 家 を 持つ まで、 笹村は 三 四 年 住 古した 舊の 下宿に ゐた。 下宿で は 古 机 や 本箱が また 物置 

部屋から 取 出されて、 口金の 錯び たやうな ランプが、 また i 母晚 彼の 目の前に 置かれた。 坐りつ け 

た 二階の その 窓 先 に は楓の 靑 薬が 初夏 の 風に 戰 いでる た。 
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た づ 5 

彼 村 は 行が S り 上、 これ 迄 係 は つ て ゐた 仕事 を * 漸く  S1 呉 面 H に考 へ る やうな 心 持に なつ て るた _ 

机のう へに は、 新しい 外國の 作が 置かれ、 新刊の 雜 誌な ども 散 かって ゐた。 彼 は 買つ けの 或 大き 

な 紙屋の 前 に 立 つ て 暫 く 忘 ら れてゐ た 原稿紙 を 買 ふと、 ま た 新しく そ の 句 ひ を かぎ しめた。 

けど、 ざら くす る やうな 下宿の 部屋に 落着いて ゐられ なかった 彼 村 は、 晚 飯の 膳 を 蓮ぶ 女 巾 

の 草履の 音が、 廊下 に ば た く する 頃 に なると いら /(\> する やうな 心 持で、 ふ ら り と 下 宿  >ゲ 一 出 て 

行った。 ^村 は、 大抵 これまで 行きつ けた やうな 揚處へ 向いて 行った が、 何處へ 行っても、 以前 

の やうな 興味 を 見出さなかった。 始終 遊びつ けた 家で は、 相手の 女が 二月 も 前に 其處を 出て、 极 

岸の 方に 世帶を 持って ゐた。 楚村 はがらん とした 其 樓の段 梯子 を 踏む のが 慵げ であった。 他の 女 

たつ かし 

が 占めて ゐる其 部屋へ 入って、 長火鉢の 傍へ 坐って みても、 可懷 いやうな 氣 もしない のに 失望し 

た。 聞 なれた この 里の 唄 や、 廊下 を步く 女の 草履の 音 を 聞いても 心に 何の 響も與 へられなかった „ 

「山 £ 君が 今度 建てた 家の 一 つへ 是非 君に 入って 頂きた いんだが ね」 と 友達に 勸 めら れた 時、 彼 

村 は 悅んで 承諾した。 

編者 附記- 德 田秋聲 の自傳 的小說 「徵」 は 我國の 文壇に 於て 自然主義が 最も 高潮に 達した 時期で ある、 

明治 四十 四 年の 八月 一日から 東京 朝日 新聞 誌上に 連載され た。 これ は その 第一 囘 である。 由來 自然主義 


と は その 文 藝 上の アイ ディ ァに 於て 自ら 相杆 格す ると ころあった 漱石 は、 その後 大正 四 年に 讃寶， 新聞， 

上に 發 表された 同じ 作者の 「あら くれ」 にっかて は、 「文壇 このごろ」 とい ふ 文章の 中に 文學的 意義 或 

ひ は 人生 的 意義の 觀點 から 明らかに 不滿を 述べ 、 且 つ その 反證 として 白 棒 派の 武者 小路 實 篤の 作風 を舉 

げてゐ る。 秋 聲の藝 術 論と しての 妥當は 姑く 措き、 漱 石が 偶 見した 一 個の文藝作品を姐上にのせて^«ら. 

自己 の 藝術上 Q 所信 を 洩らした 好個 の 資料と して 他の 諸 作に 對す る 所感と 共に 卷 末に 揭げ て 置い た から 

併せ 讀 まれた い。 
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鼻  芥川龍 之 介 

禪智內 供の 鼻と 云へば、 池の 尾で 知らない 者 はない。 長さ は 五六 寸 あって 上脣の 上から 額の 下 

まで 下って ゐる。 形 は 元 も 先 も 同じ やうに 太い。 云 は 長い 腸詰めの やうな 物が、 ぶら りと 顔 

のまん 中から ぶら 下って ゐ るので ある。 

Is, み  ぐ S 

五十 歳 を 越えた 內供 は、 沙彌の 昔から 內 道場 供奉の 職に つた 今日まで、 內心 では 始終 この 鼻 

を 苦に 病んで 來た。 勿論 表面で は、 今でも さほど 氣 にならない やうな 顏 をして すまして ゐる。 こ 

れは專 念に 當來 の淨 土を渴 仰すべき 僧侶の 身で、 鼻の 心配 をす るの が惡 いと 思った からば かりで 

はない。 それより 寧ろ、 自分で 鼻を氣 にして ゐ ると 云 ふ 事 を、 人に 知られる のが 嫌だった からで 

おそ 

ある。 內供は 日常の 談話の 中に、 鼻と 云 ふ 語が 出て 來 るの を 何よりも 惧 れてゐ た。 

內 供が 鼻 を 持て あました 理由 は 二つ ある。 II -ー  つ は實際 的に、 鼻の 長いの が 不便だった から 

かなより 

である。 第一 飯 を 食 ふ 時に も獨 りで は 食へ ない。 獨 りで 食へば、 鼻の 先が 銃の 中の 飯へ とどいて 

しま ふ。 そこで 内 供 は 弟子の 一 人 を 膳の 向う へ 坐ら せて、 鈑を食 ふ 間中、 廣さ 一 寸 長さ 一 一尺ば か 

りの 板で、 鼻 を 持 上げて ゐて貰 ふ 事に した。 しかし かう して 飯 を 食 ふと 云 ふ 事 は、 持 上げて るる 
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弟子に とっても、 持 上げられて ゐる內 供に とっても、 決して 容易な 事で はない。 一度 この 弟子の 

ち - つど - つし 

代り をした 中 童子が、 嚏 をした 拍子に 手が ふるへ て、 鼻 を 粥の 巾へ 落. L た 話 は、 常時 京都まで 喧 

傳 された。 11 けれども これ は- M 供に とって、 決して 鼻 を 苦に 病んだ 重な 理由で はない。 .2; 供 は 

實 にこ の 鼻に よって 傷 けられる 自尊心の 爲に 苦しんだ 0 である。 

！ h 一ん ち な" ぐ 

池の 尾の 町の 者 は、 かう 云 ふ 鼻 をして ゐる 禪智內 供の 爲に、 內 供の 俗で ない 事 を 仕 合せ だと 云 

つた。 あの 鼻で は 誰も 妻になる 女が あるまい と 思った からで ある。 中には 叉、 あの 鼻 だから 出家 

した- 2 だら うと 批評す る 者 さへ あった。 しかし 內供 は、 自分が 僧で ある 爲に、 幾分で もこの 鼻に 

煩され る 事が 少 くな つたと 思って ゐ ない。 內 供の 自尊心 は、 妻 帶と云 ふやうな 結 菜 的な 事 實に左 

右され る爲に は、 餘 りに デリ ケ イトに 出て ゐ たので ある。 そこで 內供 は、 積極的に も、 消極的に 

も、 この 自尊心の 毀損 を囘復 しょうと 試みた。 

第一に 内 供の 考 へたの は、 この 長い 鼻 を實^ 以上に 短く 見せる 方法で ある。 これ は 人の ゐ ない 

時に、 鏡へ 向って、 いろ/ \ な 角度から 顏を 映しながら、 熱心に 工夫 を 凝らして 見た。 どうかす 

ると、 顏の 位置 を換 へる だけで は、 安心が 出來 なくなって、 頰杖 をつ いたり 顷の 先へ 指 を あてが 

つたり して、 根氣 よく 鏡を观 いて 見る 事 もあった。 しかし 自分で も滿 足す る 程、 鼻が 短く 見えた 

事 は、 是 までに 唯の 一度 もない。 時に よると、 苦心 すれば する 程、 却て 長く 見える やうな 氣 さ、 
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した。 內供 は、 かう 云 ふ 時には、 鏡 を 箱へ L まひながら、 今更の やうに ため 息をついて、 不承 不 

承に 叉 元の 經 机へ 觀昔經 をよ みに： t るので ある。 

それから 又內供 は， 絶えす 人の 鼻を氣 にして ゐた。 池の 尾の 寺 は、 僧 供講說 などの 屢行 はれる 

寺で ある。 寺の 內に は、 僧坊が 隙な く 建て 繽 いて、 湯屋で は 寺の 僧が 日毎に 湯 を 沸か L てるる。 

從っ てこ \ へ 出入す る 僧俗の 類も甚 多い。 內供 はかう 云 ふ 人々 の 顔 を根氣 よく 物色した。 一人で 

も 自分の やうな 鼻の ある 人 問 を 見つけて、 安心が したかった からで ある。 だから 內 供の 眼に は、 

ナ， 1? かん  し、 二-び 

紺の 水 干 も 白の 帷子 も はいらない。 まして 枇子 色の 惰子 や、 椎 鈍の 法衣 なぞ は、 見慣れて ゐるだ 

けに、 有れ ども 無き が 如くで ある。 is: 供 は 人 を 見す に、 唯、 鼻 を 見た。 —— しかし 鍵 鼻 はあって 

も、 內 供の やうな 鼻 は 一 つも 見當ら ない。 その 見當ら ない 事が 度重なる に從 つて、 內 供の 心 は 次 

第に 又 不快に なった。 內 供が 人と 話しながら、 思 はす ぶら りと 下って るる 鼻の 先 をつ まんで 見て- 

年甲斐 もな く顏を 赤め たの は、 全く こ の 不快に 動かされて の所爲 である。 

最後に、 內供 は、 內典 外典の 中に、 自分と 同じ やうな 鼻の ある 人物 を 見出して、 せめても 幾分 

の 心 やりに しょうと さへ 思った 事が ある。 けれども、 nf 蓮 や、 舍利 弗の 鼻が 長かった と は、 どの 

經文 にも 書いて ない。 勿論 龍 樹ゃ馬 鳴 も、 人並の 鼻を備 へた 菩薩で ある。 內供 は、 震旦の 話の 序 

に 蜀漢の 劉 玄德の 耳が 長かった と 云 ふ 事 を 聞い. た 時に、 それが 鼻 だったら、 どの位 自分 は 心細く 
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なくなる だら うと 思 つ た。 

h 供が かう 云 ふ 消極的な 苦心 をしながら も、 一方で は 叉、 積極的に 鼻の 短くなる 方法 を 試みた 

事 は、 わざわざ こ- -に云 ふ 迄 もない。 內供 はこの 方面で も殆 出来るだけの 事 をした。 烏瓜 を 前 一 じ 

て 飮んで 見た 事 も ある、 鼠の 尿 を 鼻へ なすって 見た 事 も ある。 しかし 何 を どうしても、 彝は 依然 

として、 五六 寸の 長さ を ぶら りと 脣の 上に ぶら下げて ゐる ではない か。 

た ： C  1. るべ 

所が 或 年の 秋、 供 は 用 を 兼ねて、 京へ 上った 弟子の 僧が、 知己の 醫 者から 長い 鼻 を 短く する 

法を敎 はって るた。 その 醫 者と 云 ふの は、 もと 震旦から 渡って 來た 男で、 當時 は長樂 寺の 共 僧に 

なって ゐ たので ある。 

內供 は、 いつもの やうに、 鼻な どは氣 にかけ ない と 云 ふ 風 をして、 わざと その 法 もす ぐに やつ 

て见 ようと は 云 はすに ゐた。 さう して 一方で は、 氣輕な 口調で、 食事の 度； 母に、 お 子の 手數を か 

ける のが、 心苦しい と 云 ふやうな 事 を 云った。 內心 では 勿論 弟： 十の 僧が、 自分 を說 伏せて、 この 

法 を 試みさせ るの を 待って ゐ たので ある。 弟子の 僧に も、 內供 のこの 策略が わからない 害 はない- 

しかし それに 對 する 反感より は、 內供 のさう 云 ふ 策略 をと る 心 もちの 方が、 より 强 くこの 弟丫の 

僭の 同情 を 動かした ので あらう。 弟子の 僧 は、 内 供の 豫期 通り、 口 を 極めて、 この 法 を 試みる 事 

ちわ う 1 メ-っ 

を勸め 出した。 さう して、 內 供. H 身 も 亦、 その 豫期 通り、 結局 この 熱心な 勸吿 に聽從 する 事に な 
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つた" 

その 法と 云 ふの は、 唯、 湯で 為 を茄で \、 その. E 界を 人に 踏ませる と 云 ふ. 極めて 簡單な もので 

あった。 

湯 は 寺の 湯屋で、 ：&日 沸かして ゐる。 そこでめ：. T の 僧 は、 指 も 入れない やうな 熱い 湯 を、 すぐ 

ひさげ 

に提に 入れて、 湯屋から 汲んで 來た。 しかし ぢか にこの 提へ鼻 を 入れる となると、 湯氣に 吹かれ 

て 顔 を 火傷す る惧が ある。 そこで 折 敷へ 穴 を あけて、 それ を 提の蓥 にして、 その 穴から 鼻 を 湯の 

中へ 入れる 事に した。 鼻 だけ はこの 熱い 湯の 中へ 浸しても、 少しも 熱くない ので ある。 しばらく 

すると 弟子の 僧が 云った。 

—— もう 茹 つた 時分で ござらう。 

€： 供 は 苦笑した。 これ だけ 聞いた ので は、 誰も 鼻の 話と は氣 がっかな いだら うと 思った からで 

ある。 鼻 は 熱湯に 蒸されて、 资の 食った やうに むづ萍 い。 

弟子の 僧 は、 內 供が 折 敷の 穴から 鼻 をぬ くと、 その まだ 湯氣の 立って ゐる鼻 を、 兩 足に 力 を 入 

れ ながら- 踏み はじめた。 内 供は橫 になって、 鼻 を 床板の 上への ばしながら、 弟子の i|S の 足が 上 

下に 動く の を 眼の 前に 見て るるので ある。 弟子の 僧 は、 時々 氣の毒 さうな 顔 をして、 ：？： 供の *^ ルげ 

頭 を 見下しながら、 こんな 事 を 云った。 
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—— 痛ゥは ござらぬ かな。 醫師は 責めて 踏めと 中した で。 ぢ やが、 痛つ は ござらぬ かな。 

1: 供 はせ を 撮って、 痛くない と 云 ふ 意味 を 示さう とした。 所が 鼻 を 踏まれて るるので 思 ふやう 

に 首が 動かない。 そこで、 上 眼 を 使って、 卞 の^の 足に 皲 のきれ てゐ るの を 眺めながら、 腹 を 

立てた やうな 聲で、 

.—— 痛う はないて。 

と 答へ た。 實際鼻 はむ づ 痒い 所 を 踏まれる ので、 痛い よりも 却て 氣 もちの い \ 位だった ので あ 

る 0 

L ばらく  15 ん でる ると、 やがて、 粟粒の やうな ものが、 鼻へ 出來 はじめた。 云 は 毛 をむ しつ 

る や +J 

た 小鳥 を そっくり 丸 炙に したやうな 形で ある。 ； 子の 僧 は 之 を 見る と、 足 を 止めて 獨り首 の やう 

にかう 云った。 

—— 之 を镊子 で ぬけと 申す 事で ご ざった。 

€： 供 は、 不足ら しく 頰を ふくらせ て、 默 つて 弟子の 憎の するな りに 任せて 置いた。 勿論 弟子の 

僧が 親切が わからない 譯 ではない。 それ は 分っても、 分の 鼻 を まるで 物品の やうに 取扱 ふの が、 

不愉快に 思 はれた からで ある。 內供 は、 信用し ない 醫 者の 手術 をう ける 患者の やうな 顏 をして、 

けぬき 

不承不承に 弟子の 僧が、 鼻の 毛穴から 鑷 子で £S をと るの を 眺めて るた。 脂 は、 鳥の 羽の 楚の やう 
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な 形 をして、 四 分ば かり の-おさ にぬ ける ので ある。 

やがて 之が 一通りす むと、 弟子の 僧 は、 ほっと 一息つ いたやうな 顔 をして、 

.. I - もう 一 度、 之 を 茹でれば ようござる。 

と 云った。 

內供は 矢 張、 八の字 をよ せた ま \ 不服ら しい 顏 をして、 弟子の 僧の 云 ふなり になって ゐた。 

さて 二度目に 茹でた 鼻 を 出して 見る と、 成程、 何時に なく 短くな つて ゐる。 これで は あたり ま 

か？ ばな 

への 鍵 鼻と 大した 變り はない。 內供は その 短くな つた 鼻 を 撫でながら * 弟子の 僧の 出して くれる 

鏡 を、 極り が惡る さう にお づぉ づ观 いて 見た。 

鼻 は —— あの 顋の 下まで 下って ゐた鼻 は、 殆噓の やうに 萎縮して、 今 は 僅に 上醫の 上で 意氣地 

なく 殘喘を 保って るる。 所々 まだらに 赤くな つて ゐ るの は、 恐らく 踏まれた 時の 痕 であらう。 か 

うなれば、 もう 誰も 哂ふ もの はない のにち が ひない。 —— 鏡の 中に ある 內 供の 顔 は、 鏡の 外に あ 

な レぐ 

る內 供の 顔 を 見て、 滿 足さう に 眼 を しばたた いた。 

しかし、 その 日 はま だ 一日、 鼻が 叉 長くな り はしない かと 云 ふ 不安が あった。 そこで 內 W は誦 

やう 

經 する 時に も、 食事 をす る 時に も、 暇 さへ あれば 手 を 出して、 そっと 鼻の 先に さはって 见た。 が、 

鼻 は 行儀よ く脣の 上に 納まって ゐる だけで、 格別 それより 下へ ぶら 下って 來る氣 色 もない。 それ 
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から 一 晚 鹿て あくる 日 早く 股が さめる と 內供は 先、 ^ 一  に、 ，：！ 分の 鼻 を 撫でて 见た。 為 は 依然と 

して 短い。 ft 供 は そこで、 幾年に もな く、 法 華 經書寫 の 功 を 積んだ 時の やうな、 のびのびした 氣 

分に なった。 

所が 二三 日た つ 中に、 內供は 意外な 事 實を發 見した。 それ は 折から、 用事が あって、 池の 尾の 

寺 を 訪れた 侍が、 前よりも 一 層 可笑し さうな 顏 をして、 話 も碌々 せす に、 ぢろ ぢろ內 供の 鼻ば か 

り 眺めて ゐた 事で ある。 それの みならす、 嘗、 內 供の 鼻 を 粥の 中へ 落した 事の ある 中 童子 なぞ は、 

講堂の 外で 內 供と 行きち がった 時に、 始めは、 下 を 向いて 可笑し さ を こらへ てゐ たが、 とうとう 

こらへ 兼ねた と 見えて、 一度に ふっと 吹き出して しまった。 用 を 云 ひっかった 下 法師た ちが、 面 

と 向って ゐる問 だけ は、 愼んで 聞いて るても、 內 供が 後 さへ 向けば、 すぐに くすくす笑 ひ 出した 

の は、 一度 や 二度の 事で はない。 

內供 は始、 之 を 自分の 顔が はりが したせ ゐ だと 解釋 した。 しかし どうも この 解釋 だけで は 十分 

に說 明が つかない やうで ある。 —！ 勿論、 中 童子 や 下 法師が 哂ふ 原因 は、 そこに あるのに ちが ひ 

ない。 けれども 同じ 哂ふ にしても、 鼻の 長かった 昔と は、 哂 ふのに どことなく 容子 がちが ふ。 見 

慣れた 長い 鼻より、 見慣れない 短い 鼻の 方が 滑稽に 見える と 云へば、 それまで である。 が、 そこ 

に はま だ 何 か あるら しい。 


(介 之 龍） 鼻 


—— 前に は あの やうに つけつ けと は哂 はなんだ て。 

.Z: 供 は、 誦し かけた 經文を やめて、 充げ頭 を 傾けながら、 時々 かう く 事が あった。 愛すべき 

,  i. リ+ 

.£ 伏 は さう ームふ 時になる と、 5^ ほんやり、 傍に かけた 普賢の 畫像を 眺めながら、 鼻の 長かった 

おも 

ra: 五 曰前 の 事 を 憶 ひ 出して、 一 今 は むげにい やしく なりさがれる 人の、 さかえた る 昔 をし のぶが ご 

とく」 ふさぎこんで しま ふので ある。 . —— 内 供に は、 遺憾ながら この 問に 答を與 へる 明が 缺 けて 

るた。 

. I 人 ii の 心に は 互に 矛盾した 二つの 感情が ある。 勿論、 誰でも 他人の 不幸に 同情し ない 者 は 

ない。 所が その 人が その 不幸 を、 どうにかして 切りぬ ける 事が 出來 ると、 今度 はこつ ちで 何とな 

く 物足りな いやうな 心 もちが する。 少し 誇張して 云へば、 もう 一度 その 人 を、 同じ 不幸に 陷れて 

見たい やうな 氣 にさへ なる。 さう して 何時の 問に か、 消極的で は あるが、 或 敵意 を その 人に 對し 

て 抱く やうな 事になる。 —— 內 供が、 理由 を 知らないながら も、 何となく 不快に 思った の は、 池 

の 尾の 僧俗の 態度 に、 この 傍観者 の 利己主義 を それとなく 感づいた からに 外なら ない。 

そこで 內供は 曰 毎に 機嫌が 惡く なった。 二言目に は、 誰でも 意地 惡く 叱りつ ける。 しま ひに は 

鼻の 療治 をした あの 弟子の 僧で さへ、 「ft 供 は 法 樫 貪の 罪 を 受けられる ぞ」 と 藤 口 をき く 程に なつ 

た。 殊に 內供 を忿ら せた の は、 例の 惡戲 な中宜 子で ある。 或 日、 けたたましく 大 の^える 聲 がす 
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るので、 內 供が 何氣 なく 外へ 出て 見る と、 中 童子 は、 二 尺ば かりの 木の 片を ふりま はして、 毛の 

.1,-, く  ぬ  ， 

長い、 瘦 せた 尨犬 を逐 ひま はして ゐる。 それ も 唯、 逐 ひま はして るるので はない。 「c 界を打 たれ 

まい。 それ、 鼻 を 打 たれまい」 と嚷 しながら、 逐 ひま はして るるので ある。 內供 は、 中 童子の 手 

はた も た 

から その 木の 片を ひったくって、 した- - かその 顏を 打った。 木の 片は 以前の 鼻 持 上げの 木だった 

ので ある。 

供 はな まじ ひに、 鼻の 短くな つたの が、 却て 恨めしく なった。 

すると 或 夜の 事で ある。 日が 暮れてから 急に 風が 出た と 見えて、 塔の 風鐸の 鳴る 音が、 うるさ 

い 程 枕に 通って 來た。 その上、 寒さ もめつ きり 加 はった ので、 老年の 內 供は寢 つかう としても 寢 

つかれない。 そこで 床の 中で まじま じして るると、 ふと 鼻が 何時に なく、 むづ 痒い のに 氣が つい 

た。 手 を あてて 見る と 少し 水 氣が來 たやう にむ くんで ゐる。 どうやら そこ だけ、 埶 (さへ も あるら 

しい。 

—— 無理に 短う したで、 病が 起った のか も 知れぬ。 

,w 供 は、 佛 前に 香 花 を 供へ る やうな 恭しい 手つきで、 鼻 を 抑へ ながら、 かう 咬いた。 

とち 

翌朝、 內 供が 何時もの やうに 早 く^を さまして 見る と、 寺內の銀^$:ゃ橡が 一 晚の中に葉を落し 

たので、 庭 は 黄金 を 敷いた やうに 明い。 塔の 屋根に は 霜が 下りて ゐ るせ るで あらう。 まだう すい 
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朝日に、 九輪が まば ゆく 光って るる。 禪智內 供 は、 都 を 上げた 緣に 立って、 深く 息をす ひこんだ。 

殆、 忘れよう として ゐた 或感覺 が、 再內 供に 歸 つて 來 たの はこの 時で ある。 

內 供 は 慌て \轟 へ 手 を やった。 手に さはる もの は、 昨夜の 短い 鼻で はない。 上脣の 上から 額の 

下まで、 五六 寸 あまり も ぶら 下って ゐる、 昔の 長い 鼻で ある。 內供は 鼻が 一夜の 中に、 又 元の a 

り 長くな つたの を 知った。 さう して それと 同時に、 鼻が 短くな つた 時と 同じ やうな、 はれば， e し 

た 心 もちが、 どこから ともなく つて 來 るの を 感じた。 

HI か う なれば 、 もう 誰も 晒 ふ もの はない にち が ひない。 

供 は 心の中で かう 自分に 顿 いた。 長い 鼻 を あけ 方の 秋風に ぶらつかせ ながら。 

(大正 五 年 一 月) 
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備考 本書 は專ら 昭和 二 年 岩波 書店 刊行の 普及版 淑石 全集に 據 つたが、 昭和 十一 年 版； 冉刊 全集 


を 見る と、 最 終刊の 別冊 中には 本書の 資料と なるべき 評論， 談話 等の 增 補され たもの が少 

くない こと を、 本書の 校了 間際にな つて 發 見した。 例へば 近 松 秋 江の 「疑惑」 に關 する 談 

話の 如き は その 一例で ある。 漱 石の 人生派 的關心 を立證 する 好 文字と 信す るが、 時日と 紙 

員の 點 から 今 はすべ て の 改訂 增補を 後日に 俟 たなければ ならない。 讀 者の 諒を乞 ふ 次第で 

ある。 なほ、 本 表に は、 讀 者の 繙 見の 便 {且 を 思うて、 本書に 採錄 できなかった 作品に つい 


て は その 最も 手に入り 易い 現行 本 を擧げ て？ 51 いた e また- 刖に漱 石の 「評語 炎」 を 作^し 

て その (A 讃と 非難の 評語 を 並列して 漱石文 學 精神の 0- 取圖 たら， L めんと する 害で あつたが， 

これ も 時日 と戟员 と の 關係上 巳 む なく 割愛した。 

漱 石の 觀 たる 鏡 花に ついて 再 言 

ズリメ の r ィ ル のヴィ ナス」 の 中 一:^ 一 に 記入した 漱 石の 書 入れに 

《此爲 ハ .\rt ト 、ン テハ 申分ナ ク發展 シ テ毫 モ 手落ガ ナイ 所ガ 感心 デ アル。 然シ ミス チック ナル所 

ガ餘リ 想像 一一 過 ギル 樣 チリ。 C; ョ t-i2-  ノ祌祕 的ナ" 一 ハ遙カ 一一 ヨキ 感ジヲ 起ス。 是ハ 末段ノ IS 點 一一 

至ッテ 切 角 〔ノ： 一  詩趣 ヲ ゥチ 崩、 ン テ wvil.d ナ -ョ ly ナ 一一」 ノ ト ス 

思想 ハ 鏡 花 一一 似 タリ。 然 シ 技巧 ハ 鏡 花 ヨリ モ 十數 等上ナ リ 》 

と あり、 また ゴ ー テ イエの 一 ，. テツ 卜-レニ マ ン」 の 書 入れに 

<美 シ キ 奇想 ナリ 、 キ ー ッ ノレ ミヤ 一一 似 タリ、 

幽遠 ノ趣 丁リテ 然 モ 主意 明晰 ナ リ , 

平凡 ナル 者ハ美 チラ ザル事 ァリ、 故ニ奇 ヲ求ム * 奇ヲ求 メテ已 マ ザ レバ 怪- 陷ル、 1^ 一一 陷レパ 
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首 再て いつに 花 鏡 るた 顴の 石漱 


美ヲ 失ス、 詩人 ハ此 呼吸 ヲ知， -、 

鏡 花ハ此 呼吸 ヲ知 ラズ。 

詩人 ノ想ハ 詩想 デ ァ ル 、 鏡 花 ノ如キ ハ 狂 想， テ アル》 

なほ 書翰 S- にも 左の ものが あつたの を 見落して るた。 校正 子の 注意に よって 發&^ した。 淑 石の 

鏡 花に 關 する 鑑賞 を 考察す るの に 大 變參考 にな つ た。 手紙 は 

《明治 三十 九 年 一 月 九日 森 田 草 平 宛 

一 一三 曰 前 鏡 花の 海異 記と か ふ もの を よんで 驚いた。 どうも 馬鹿々 々しいと 云ふ感 より 外に 起 

ら なかった。 それから 彼の 文章の かき 方が いやに 氣 取って 居て 嫌 だと 云 ふ 感じが あった。 警句 は 

無論 澤山 ある。 あれ を なぜ もっとう まく 檠げ ない のかと 思 ふ。 かう 感す るが 僕 は 鏡 花に 對 して 憎 

惡心も 何も 有して 居らん 寧ろ 好意 を もって 迎へ よむ ので ある。 こんなの は 矢張り 天性の 趣味の 5^ 

違で ありませ う。》 

前記の 四 項が 全集 中で 鏡 花の 名の 見えて tQ る總 てで ある。 念のため、 鏡 花 全集 六卷 によって 

「銀 短冊」 「海異 記」 の 二 篇を讀 み 直して 見た，、 さう して 兩篇 とも 鏡 花の 作と して 必す しも a 上 立 

の もので はな いまでも、 決して 下位に 屬 する もので もな く、 中の 上位な 作品と 田 3 へた。 「、浪 短冊- 
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は を不滿 ながら 認めた 漱 石が 「海異 記」 を まるで 股 中に おかない のが 妙な 位で ある。. 肖 分なら ゆろ 

「海異 記」 の 方 を 尊重す る。 尤も 兩方 とも 幾分 芝 が- - りな 節 は ある。 これが 漱 石の 所謂 錢 花の 

,i  , 姊脫 しないと ころ、 —— 鏡 花が 解脫 したら 云々 の 言 紫の ある 所以 かと 思 ふ。 鏡 花の 表現力 を 認め， 

「i^ 異記」 の揚 合に も 警句 は ある 云々 と あるの は歉 石が 鏡 花に 充分 好意 を 抱いて ゐ ながら、 結". 5 

「天性の 趣味の 相違で ありませ う」 とい ふ漱 石の 結論が 最も 本 常ら しい。 あの 表現力 ゃ漱 石の 所 

謂 替 句 は その 底に ある もの、 僕の 所謂 芝居が- - りな 鏡 花の 詩想の 一部分 をな す もので、 その 根柢 

を态定 して 僅かに 表面 を 承認す るの は、 攀ろ鏡 花と 漱 石との 距離 を 語る もので あらう。 この 意味 

から も 鏡 花の 一 ー篇 は採錄 するべき であった らう。 ゴ ー テ ィ H の 場合に 鏡 花 を 引合に 出して 鏡 花 を 

一 口に 狂 想と 斷じ 去る のに 同意す るた めに は、 もっと 說 明が 聞きたい 氣 がする。 僕 は 「海異 記」 

を 幾分 ヒス テリ ィ 的な ものと は 感じた が、 「美しき 奇想」 と 思 ひ、 「、王 意 明晰 幽遠の 趣」 があって 

怪に陷 つたと は 決して 感じなかった。 幾分の ヒ ス テ リイ 的な もの こそ 鏡 花文學 では 常態の 美で あ 

らうと さへ 思 ふの は、 おそらく 僕の 「天性の 趣味」 が 鏡 花に 近いの かも 知れない。 かう 考 へて 來 

ると、 漱石は 寧ろ 趣味と し て は 鏡 花に 與 せぬな がら、 そ の 才分と 力量と を 認めざる を 得な か つ た 

かの やうに 思へ る。 
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漱石 書翰 集 は 自分 の 愛讀書 である。 そ のなかに は漱 石の 生活 つまり は爲 人の 大き さ 豐 か さ がぎ 

つし りつ まって るる。 しかし 自分に 理解で きる の は. R 分の 分に 應 じた だけの もので、 rt: 分 は 自分 

の 立地から 嫩 石が 友人 や 門下に 與へ て 文學を 語って ゐる 多くの 書翰から 敎へ られ ると ころが 多い- 

それに も かか はらす 書翰 中 話題に なって ゐる 作品に 自分の 讀 んでゐ ない ものが 多 いのは 書翰 を讀 

み 味 ふ 上に 遺憾な 點が少 くなかった。 それ 等の 作品 は 一 一三の 例外の ほかに は 自然、 王義 とい ふ當時 

の 文壇 的 偏見の ために 一般 讀書界 の 問題に はならなかった ので、 E 舍 の中學 生た る 自分な どの n 

に觸れ ないで しまった ものが 多い からで ある。 これ 等の 諸 作 を 書翰と 一 々對 照して 見る ことが 出 

來 たら 書翰 中の 文句が もっと 具體 的に 味 はへ るで あらう。 この 考へは 書翰 集 を通讀 する ごとに い 

つも 痛切であった。 さう して 漱石 研究の ために も、 また 埋沒 された 作品 そのもの のために も 一書 

があって、 然るべきで はなから うかと 思 つた。 書翰 中に 題名の 見られる 作品が 永く 埋沒 散佚す る 

ことがない と は 云へ ない と 虞れ るからで ある。 自分 は 出來る だけ それ を 集めて 讀んで ようと 心 

掛けた。 全く 自分の 個人的な 要求から 出た ものである。 自分に はこの 耍 求が あるが それが 5^ して 


錄 附 


どれ だけ 一 般 性の ある もの か 判 斷出來 なかった ので 先づ これ を內 m 百 問 君に 相談して みると 彼 

はこの 耍 求に 同感した。 漱 石の 熱心な 崇拜 者で 門下の 一人で ある 內 氏が 自分より もこの 仕事の 

® 任 者で あると 信じた. H: 分 は、 內田 氏に この 計 畫を讓 つて これの 完成 を 請うた と t ろ、 一度 は乘 

氣 になった 彼が 二の足を踏み 出した。 その 必要 を 疑 ひ はじめた ので はなく、 なまな か 門下生で あ 

るた めに、 彼が その 任に 當る ことによって 生す る 困難 を 想像して、 この 事業 は當然 それ を 思 ひつ 

いた 佐 藤が 成す ベ きもので あると いふので あった」 自分 も 業の 困難 を 知らないではなかった が. 目 

分の 要求が 必す しも 個人的な もので ない と 判る と 自分の 要求 を充 たす 序 を 以て これ を 一 般 化して 

見よう と^ふ 氣 になった。 さう して 明治 末期 大正 初期の 文學靑 年と して その 時代の 文學に 通じ 且 

つ 事務に 敏な平 井 程 一 君 を 共力 者と して 事に 當り はじめた。 着手して みて 果して 幾多の 闲 難に 遭 

遇し 內 E 氏 が 先見の明 に 服す る こと が 多 か つた。 幸に 小 宮豐隆 氏 が 懇切な 指導 を與 へられた の で 

辛うじて 胎生す る 程度 に はなった が、 書翰 集中 に 現れて るる 作品の 名 が 多 いために こ れを 網羅す 

ると なると 餘 程の 大冊になる ことが だんだんと 明瞭に なって 來 るに つれて、 これ を選擇 する 方針 

に は 最も 困却した。 L か L 同時に 現に 不明 —— 散佚し てゐる 作品 が 多 い 事 も 知れて 旣に 時期 を 失 

してる るが 令からで も 無い より はあった 方が いい 着手して よかった とい ふ氣 持と 平 井 氏の 努力と 

に勵 まされて、 完全 を 期し 難いに も 不拘、 或は 漱石 入門 書と して 或は 明治 大正 文 挙史资 料と して 
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或は それ 自身 趣味の 多い 一 個の 選集と していろ いろの 意味の ものが 少 しづ つ 集って でも 幾分 かそ 

の 使命 を 果し得 る か と 思 つ て こ れを 公刊す る 事に 決した。 こ れ が 完成 に 助力と 便 直と を與 へられ 

た 諸氏 や 玉稿の 貸與を 快諾され た 諸家に 對 して 感謝の念の 多いだ けに 仕事の 不備 を 愧づる ものが 

益. - 多い。 

昭和 丁 » 四月 下旬  佐 藤！^ 夫 
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激石襍 記 小 宫豊隆 著 |難 忙 四 麵 

,  文豪 漱 石の 全 作品に 就ての 解說 又は 研究 は、 讀書 子の 耍望旣 に 久しく 

^  して、 然も 今 曰に 至る まで その 出現 を 見 ざり しもので あった。 漱 石が 初 

めて 文學 作品に 筆 を 染める 樣 になった 機緣は 如何、 未完成に 終った 『明 

.=£ 暗』 は あの 先 どうなる か？ 等の 問題 は漱 石愛讃 者の 切に 知らん と 欲する 

所で あらう。 今 著者 は漱 石の 仝 作品に 一旦って 研究 を 深め、 解說を 試み、 

書 內 面から 堀り 開いた 漱石を 描きて、 遂に 此の 書 をな す。 夏 目 漱石を 知ら 

んと 欲す る 者 の 結 好 e 案内書で ある。 

店  ,  1  . I —— 

rt. 黃 金 蟲小 宫豐隆 著 nil H 麵 

干  小 宫豐， K 氏が 現代 第一流の 藝術 鑑賞 家で あり、 理論家で ある こと は、 

-7 具眼 者の 否定し 得ざる 所で ある。 路傍に 棄 てられた 落葉の 如き 事物 も 一 

,1 旦 氏の 手に 觸れ、 氏の 頭 腦に剖 祈され、 氏の 凝 性の 追究に 遇 ふと、 急に 

書 意義と 價 値と を 附與 されて 夕日 を 浴びた 如くに 光輝 を 放つ。 氏 は實に 「特 

殊」 を 見出す 「勘」 の 人で あると 共に、 其 を 丹念に 遍」 へ舊ぎ 合す 

科學者 的頭腦 である。 本書 収 むる 所 は、 滋味 豊かな 隨 筆の 他に 氏 獨特と 

もい ふべき 日本 文化、 藝 術. 言語に 對 する 傑れた 諸々 の 考察で ある。， 


山 

書 


新 俳 文 高 濱虛子 著 lly 細 

多年の 間 俳句に よって 鍊 上げられた 心に くいば かりの 辭 句の 簡淨と 沈 

練、 其 事物 を 描 いてよ く 肯緊に 中 り 眞髓 を 把み 得る 著 眼の 要領よ さと 精 

確 さ、 その 淡々 た る 客觀的 描寫を ふつ くらと 裏附 ける 主觀の 隈 なき 浸潤 

に 至って は、 正に 天下一品と いふ 可き である。 殊に この 書に 牧 めた 文章 

に は、 この 詩人の 心境が 齢と 共に 益々 澄み わたり、 其 冴えた 技巧が 愈々 

天衣無縫の 妙に 入つ た こと を 思 はしめ る。 實に 昭和の 新しき 名 俳文と し 

て、 長く 後世に 残し、 廣く 文章の 模範と す 可き である。 


維納の 殺人 容疑者 佐 藤 春 夫纂述 llf ，纖 

或 犯罪 事件の 忠« な 記事で 所謂 小說 ではない。 併し 透徹した 客観的 記 

述の裡 に 〇 其 容疑者 の 近代的 性格 の M 明 〇 数十 人に 及ぶ 證人 の 各自 特色 

ある 風貌の 採集 〇 又 心理的 錯覺を 利用せ る 巧妙なる 犯跡の 理智 的なる 機 

構 〇 法廷に 於る 辨論 の寸鐵 能く 人 を 剌す奇 句 妙 語 を 以てせる 鬪爭の 妙味 

等に は 一 個の 興味 多き 新文學 たる を 失 はず。 〇 幸に 一 本 を 手に して 一 代 

の 詩人が かの 絢爛 多感なる 詩 美 を 放棄して 敢 てこの 質實 にして 然も 多奇 

なる 現實 相に 卽く 所以 を 明に し 以て 能く 新 文 學の歸 趣 を 了解 せられよ。 


書 行 刊店書 山 4 


橡 の 實吉村 冬彥著 ll^?，鎖 

先生に 書 下ろしの 短文 を 御 願し ました 處、 幸に 御； 諾を 賜り、 病 

中に 親しく 筆 をお 取り 下さった 上、 店主が 參っ て 御 口述 を i 氓 記したり し 

ました もの (橡の 赏 ニニ 二) に 加へ、 更に 「？|| 柿」 にか、 れた 短文 (一)、 そ 

れ から 「螢光 板」 以後の 先生の 最圓 熟した 隨 塞人 四)、 「欠-ーー诊築」 「續冬^^ 

集」 に 洩れた 大正 十二 年 及び その 以前の 遗 珠を收 めて、 こ.^ に 先生 生前 

の 人 叩 名になる 約 五 百 頁の 「像の 實 一 は 見事に 結ばれました。 店主 は 今 こ 

そ滿 腔に 歡び ある 自信 を 港 へ て こ の 稀 有なる 風格の 書 を 江湖に 御 送り 致 

します" 


柿 の 種 寺 田お 彥著 麵 

本書 は、 今迄の どの 集に も 見られなかった、 著者 獨特の 短文 集で ある。 

著者 は 「 これ は 僕の 無韻詩 だ」 と 云って 居られた。 それだけに 最も 6 由 

な氣 持で 樂んで 書かれた 貴重な 文集で ある。 讀者 はこの 書の 中から、 著 

者の 文章の 與へ る 後味の 懷さを しみじみと 感ぜられる であらう。 著者の 

俳諧 的 精神の 何で あるか を 知らう とする 人に この 書 を 薦めたい。 尙 本書 

は r 橡 の實」 一、 二、 三、 に收錄 せられた 短文と 對を なす もので あり、 

且つ 著者 はこの 種の 短文に 筆 を とられる 時 を 最も 樂んで 居られた。 


山 


店 
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リシ ャとス カン ディナ ギヤ ？c き お 定慣 一. 圓 一一 一十 錢 

(藝 術の 國と e 然の. 國) ま f  i  ^  ^ 送料 十四 錢 

著者 は その 親しく 訪づれ た國々 の 風土と 人間と を 自分の 目で 見、 耳で 

聽く のみならず、 鼻で 喚ぎ、 舌で 味 は ひ、 雨 手で 愛撫した 生まく しい 

感 覺の體 驗を僞 ると ころな く 物語って 居る ので ある。 其 故に 讀者も 亦- 

自ら 其 等の 國 土の 句 を 嗅ぎ 其國の 老幼 男女と 手 を 握る やうな 心 持が する 

であらう。 著者の 行文 は 等奇を 弄する とな く.， -て 流麗で あり 其の 觀察 

は 銜 ふとな くして 獨創的 である。 冷静な る 哲學 と 至醇な る 情熱 を 併せ 得 

た此 e 著者の 旅行記 は 讀書界 に 一 至寶を 加へ たりと 云 ふ 可き である。 


道と 畫道 津 田靑楓 著 定慣 一一 


送钭十 錢 

は 自分の 書く 字が まづ いので、 平生 暇が あれば 義之其 他の 古 法帖 を 

眺めて 樂 みの 一 つに して 居ます。 又 現代の 書家の 字に も 注意して ゐ るの 

です が遗憾 なが、 つ 現代の 書家の は總 てが 高雅 性を缺 いて 居ます。 唯 だ 書 

道 を 以て 立って 居な い 人達の 中に 少数ながら 敬 重す ベ き 能書の 人達 を 見 

受けます。 靑概 先生 G- 書が 實に 其の 最も 優れた 素人 書家 力 代表です。 此 

事 は 今度お 書きに なった 先生の 御 本が よく 實證 して 居ます。 與謝野 晶子 


Hi^ 15、  二  t  Sri アンドレ. ジ イド 作  定價 一圓 七十 錢 

^  0  i  *^ 山內義 雄. 外 六 氏共譯 送料 十四 錢 

h  現代 フラ ン ス 文壇の 巨匠 ァ ン ドレ. ジ イド は、 同時に 卓拔 な文藝 批評 

/ 家と して 欝然 たる 一家 を 成して ゐる。 しかも ジ イドの 評論に 於て 特色と 

すると ころ は、 それが 單 なる 文學的 分析に 終始す る ことなく、 彼が 此の 

山 時代の 精神的 危機に 直面しながら 時代 人と しての 惱みを 身 を もって 體驗 

し、 その 胸懐 を 端的 果敢に 吐露しつつ ある 點に存 する。 ここに 於て か 人 

室 曰 人 は 現代人 すべてに とって その 『良心』 の 姿と もい ふべき アンドレ ，ジィ 

ドを發 見せずに はゐな いで あらう。 

店  

LL  ilk  J  一  IBS へ 新しい ノバ ンジ ヤマン. ク レミ ゥ著 定價ニ 圓 

刊 K-tl^ と Htlsu 學槪 論」 田 篤雄譯 送料 十四 錢 

有名な X  R  F 派の 批評家 ク レミ ゥ は、 主として ジ イド や プル ウス ト 以後 

行  Q 最新の 世代の-選手 達を捉 へて、 その 感受 ft と 内 生活との 動 搖を規 し、 

彼等が どんな 仕方で 精神の 危機 を 體驗し 克服しつつ あるか を 指示した。 

f 明る い 健全な 希望に 充 ちた XRF 派の 批評 的 精祌を 代表す る 本書から、 

fl 讀 者は淸 新で 眞實な 示唆 を豐に 酌み とられたい。 且又、 玆に 取扱 はれて 

ゐる 詩人 や 小 說家ゃ H セ イス トは 多く 今日 及び 明日に わが 國 こ- Ig 介され 

る 人人で あるから、 この 有益な 文學槪 論が 良き 參考 書と して 諸君の 座右 

に 留まらん こ と を 希望す る。 
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美術 槪論其 他兒島 喜久雄 著 11  一 4! 四 麵 

本書 は 卓れ た 美學者 • 美術 批評家と して 知られる 著者が、 藝 術と 理論 

との 緊密な 統 一 のうへ に 立って、 とも すれば 形式的 煩 喷に流 れ やすい 

「美」 ならびに 「美術」 の 正しい 學的 解明 を 試みた る もので、 坊間の 類書と 

は 選 を 異にする。 抽象的 空論に 煩 はされ な ぃ强 a な 經驗的 見地と 深い 藝 

術 的 把握との う へ からする その 透徹した 鋭利な 裁斷 は、 說得 力の ある そ 

の 行文と 相俟 ち、 美術の 根本 概念 を そ の 構造 的聯關 の う ちに 深く 追跡し 

て、 獨自な 新ら しい 照明 を與 へて ゐる。 蓋し 學界は 勿論、 美術界 その他 

に 益す る ところ 極めて 深刻な も の が あ ら ラ 。 

美術 批評と 美術 問題 兒島喜 久雄著 liV 四 細 

著者の 美術 批評 は、 定評 ある 如く 頗る 辛辣で あると はいへ、 漫罵で は 

なく、 造詣 深き 美學と 美術史と を 背景と する 正論で あり、 美術 指導の 上 

に 於て 大いに 尊重 せらるべき ものである。 又 著者 は帝院 改組 問題に 對し 

て 眞擎な る 批判 を 投じ 、 そ の 忌惲 なき 所論 は 當局を 恐れさ せた とい はれ 

美術 批評と ともに 昭和 美術史 上の よき 文獻 である。 その他。 フ 口 レタ リア 

美術 上の モデル-一 テ、 ショ パ ン の 肖像な ど 正しき 學 理と豐 富な 知識 を與 

へる 點に 於て 著者 を 知る 爲め にも、 また、 畫 壇の 動いて 來た あと を囘顕 

し、 未來の 方向の 示唆 をう ける ために も 1 讀 すべ きもの である。 


囊： 還 
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新 風土記 叢書 發刊に 就いて 

CI 本國 土のお する 美しい もの 善い もの 香 ある もの を、 本 常に 美しい と 善い 

と 芳し い と 感じ 得 る こと は、 現代 流行 の 所謂 日本 精神 の 空 辣を救 つて それ を 

生きた 具體 的な ものにする 唯一 の 直路で ある。 然 かも rn 本 を 知る に は 地方 を 

知らねば ならぬ、 特殊 を 滲透した 上の 全 體 こそ 始めて 露の 全體 である。 本 叢 

書は實 にこの 根本的 意圖の 下に 新たなる 鄕土的 文學を 生まん とする 野心 を以 

て 企てられた。 卽 ちその 地 出身 若く は 親 知の 文 學者藝 術 家に 彻請 して、 全 口 

本の 特色 ある 都市、 鄉虽、 地方の 人情 生活 風土 山水 を まざまざと 讀 者の 前に 

活 現せし め、 讀者 をして 自ら その 地に 臨みて、 その 人と 握手し、 その 土 を 踏 

み， その 水 を 飲む が 如き 境に 遊ばしめ る もの は、 獨り 本書の 有する 魔術で あ 

り、 この 名文の 錦に 添 ふるに その 地 出身 及び 在住 の 名畫家 寫眞家 の 揷繪の 花 

を 以てする こと は、 叉讀 者への 無上の 贈物で なければ ならぬ。 我々 はこの 叢 

書が 次第に 「地」 を 見出し 「人」 を 得て、 昭和の 風土記と して 長く 日本人の 

問に 傳 へられる を 思 ひ、 心臓の 高鳴り 頻 なる を 覺ぇ るので ある。 


大阪は 日本に 於け る 最も 特色 ある 大都會 であ-り、 又 渾然たる 人生 劇場で も ある。 

大阪市が 送り出した 作家 宇 野 氏 は、 人生 を 描いて は 正に 天下一品、 大阪の 描 寫に. 

至 つ て は 遂に これ を 他人に 求める こと は 出來な い。 この 著者が 約 四 年の 日子 を 名 

E 鏤骨の 苦心 を 傾けた こと は、 正に 文壞稀 有の ことで ある、 この 文章 を 飾る に， 

著者の 親友に して 大阪 生拔 きの 畫伯鍋 井 氏の 實地寫 生に かかる 三十 数個の スケッ 

チを 以てし 得た こと は、 實に 天下無比の 名 コンビで あり、 これによ つて 鑄 出-ださ 

れた名 鏡 は、 もの 凄い 程大阪 人と 大阪 生活との 眞骨 -m を寫 して、 見る 人の 自 から 

なる 微苦笑 を 誘 ふで あらう。 


春 夫 著 


「熊 野路 は、 海と 山と を 引受けて 漁夫 は鲷 つる 鰹つ る。 杣は 樵り てた つきと も、 

五穀なければ 春秋の 花や このみの 畑 主」 神武の 帝が 御 東征の 古代から、 さて は牟甚 

の 湯へ 世々 の 帝が 屢々 驚 輿 を 進められた 萬 葉の 顷 より、 海內 無双の 名勝 地と して 

顯れた 熊 野路。 敌鄕を 愛する 一代の 詩人が、 名文 を もって その 自然と 人生 を 語る。 

東京 鏑 木 淸 方へ、， ；., (岡 山內 田 百 間 
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外國文 學を專 門に 研究して ゐる 人達の 中には、 一 體 どう いふ 量 見で 外 

國文學 を 研究して ゐる のか、 まるで 氣が 知れない やうな 人達が、 相赏多 

いやう に 見える。 さう いふ 人達の 書いた もの は、 大抵 は 外！： 人の 受寶で 

ある。 受賣 でない にしても、 大抵 は國籍 不明で、 足が 日本の 土 を 離れて 

ゐ るから、 日本人の 誰れ にも、 少しも 生產 的に 働き掛ける 事がない。 そ 

の 中に あって 小牧 君の 『獨 逸文 學蟹 賞』 の やうな の は、 外 國文學 の 研究 

であって、 然も 日本人に 生產 的に 働き掛ける、 極 少数の 內の 一 つで ある 

と 言って 可い と 思 ふ。 (中略) 小牧 君の 研究 は 必ず 「鑑賞」 から 出發す 

る。 自分の 舌で祖めて^^卬暧自知したもの を、 條理の 枠に かけ、 文 の鏺 

床で 锻へ 上げた ものが 小牧 君の 硏究 である。 從 つて 小牧君 は、 躬を 以て 

體 験し 得た 事で なければ、 何事 を も 言 はない。 その代り 小 牧君は 自分 

が 體 驗し 得た 事で ある 限り、 外の 人が なんにも 言はなくて も、 自分の 言 

ふだけ の 事 は 言 ふ。 さう して ー步も 後へ は 退かない。 小牧 君が 内 氣で謙 

遊で ある にも拘らず、 小牧 君の 書く ものに 「骨」 が あるの は、 この 限界 

が はっきりして ゐる せいで ある。 (後略) 

(東京 朝日 新聞 掲載、 小 宮璺隆 氏の 批評より) 
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